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印 章 (突 物大) 


素行の 使用せ る a. 章 は 平 。山 乾ち，^ こ B-f 

^1. 、 "平 S 山 I に 現存す ぶこ S げた 外に も關防 印ち しき も 

Q 數種 ある も、 確に 專 S 用し き § な If 略せり。 

(上 右) 藤 f 祐 晚年 六十 歲 まに 使用す、 S は その 姓 、石 付。 (上 左) 山 

鹿 高 興ぶ 卞歲ょ リ 五十 歲頃4 使用す、 木 付。 (中 さ f 諸書 によく 用 ふる 

る ものな し、 名の 下 又は 赌防 印に も 用 ふ、 木材。 (下 右 )| 

堂 素行 f の 名に して 後に 着と なる 、扉 印 等に 用 ふ 、石，.。 

敬 麋は靡|、 子 敬 は P り、 木 付。 (下 中央) S  U  (下 £藤子 


0  0p00^f  $p^^i^. 木钟。 (T 中央) 索 一 ひ 

- . ^タ S 意.^. 全 さ t^011 又；^ 闕^ s-p-.,」^ -^, 木： Jt。  (丁 i6」 斜 薪 

i$  a^s  ^牟 六十^ 旅^な Mwt- 碗 取.^ チ 3 救.，. rti5M。  (Trno 山 

e 鏤餺ネ る- 齦 7^ 紫 fns1i-a.J^ る も. 5-1^/ リ^^ ひ。 

ノ^ 章 (實？ O 
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謹 In 
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悲ま 参 氣 ts^^fM 
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山 鹿 語類 寫本 .13^享ニ年 門入某筆 (平 戶山鹿 家 所藏) 


^鹿 語類 一 (卷 第一 

君 德 (卷第 一)  

君 職 (同 )  

親 親 S 第二)  

賢 賢 (卷 第三)  

使 臣 (卷第 四)  

民政 上 (， 卷 第五)  

民政 下 (卷第 六)  


山 鹿 語類 


解題 並 凡例 

本書の 門人 序に よれば、 素行の 學は 日に 新に して、 從來 奉じ 來 りし 程 朱の 學を 否定 

し、 所謂 眞 正の 聖學を 提唱し 出した の は 素行 四十 歳の 初め 頃で ある。 故に 寛 文 三年の 

冬、 素行 四十 二 歳の 時、 門人 等 相 謀りて この 新學說 による 問答. 說話. 論文 等の 輯錄 

に 著 手し、 同 五 年 (素行 四十 四 歳) に出來 上った。 (實は 最後の 卷枕瑰 記 は 寬文六 年 

四月に 及んで 居る から 完成 はこの 時で あらう) 從 つて 「師 曰」 - 「先生 曰」 は 素 一 了 を 旨 

す ものである。 而 して その 要 を 摘んだ のが 聖教 耍錄 である。 されば この 語類 は 魔ぎ 耍 

錄の註 釋に當 ると 云って ゐる。 全部で 四十 五卷、 君 道に 始まり、 臣道 • 父子 道 . 三 倫 

談 • 士道 • 士談. • 聖學 • 枕瑰 記に 終り、 殆ど 經學の 全般に 涉る 堂々 たる 一 大名 著で あ 

る。 從っ てこの 時代の 素行 學は 一 應 これで：^ すと ころな き觀が ある。 而 して 尙ほ 特に 

注意す ベ き は 、 從來 素行 の 著に は 餘り兑 えなかった 我が 國體の 尊嚴と 勤皇 思想 が この 

著に 至りて 俄然と して 起り、 ？ E 胖 として 隨處に 現 はれて 居る ことで ある。 就中 士道 篇 

に 於て 朝廷 奉公 を 以て 武士の 職分と^ 破した るが 如き は 素行の 武士道 親に 一 大 進展 を 

山 鹿 語類！  ミ 


山 鹿 語類 一  四 

示す ものにして、 當時德 川 幕府の 勢威 隆々 たる 時に 於て、 極めて 大膽 率直なる ものと 

云 ふべ く、 且つ 所謂 武士道 をして 眞の 武士道 卽 ち勒皇 武士道に 進まし めた ものと 云つ 

てよ いと 思 ふ。 而 して これが やがて 中 朝 事實に 於て 又 武家 事紀に 於て、 武士道の 大本 

は 勤皇 に あ る 事 を 詳述 强 調す るに 至つ た 所以 で あ らう。 

尙ほ又 子細に 內 容を檢 すれば、 何處 迄が 素行の s 文 か、 何處 迄が 門人の 文 か、 判斷 

しかねる ところ も あるが、 聖學篇 • 枕^ 記 • 先生 自警 • 先生 子弟 警戒 . 先生 御. 僕 警.^ 

等 の 如き は 素行 の. E 文に 相違な く 、 そ の 他の 假名 交り 文 も大體 素行 の 文 を 門人 が 少 し 

手 を 入れた ものと 見る のが 至當 であらう。 故に 全部 を 素行 自身が 門人に して 記し 

たものと 見る こと は穩當 でない。 何と なれば 門人 序文 中に さへ 數简 所に 素行の 他の 

錄と 相違す る ものが あり、 且つ 本文 屮 にも 素行の 文體と 異なる もの、 又は 舊學說 時代 

の ものが 混入して ゐ るからで ある。 

旣に 門人の 軻錄 なる 以上、 淸 書に は 素行の 自筆 本がない の は 寧ろ 當然 であるが、 そ 

の 資料 た る 原稿 は 素行 自筆 の ものが 全部 あつたに 相違ない が、 残念ながら 今は殘 つて 

ゐ ない。 のみならず これ を淸 書した 直 門人の も殘 つて ゐ たい。 今 平 戶の山 鹿-: 一ち」 


傅 へられて ゐる もの は、 、書に よればお 享ニ 年に 馬場 友哲 等の寫 した もので、 現存 巾 

鼓 も 確な 答で ある。 今 3： はこれ を 底本と したが、 遣憾 ながら 卷 第二、 五、 六、 七、 八、 

九，， 二十 五、 二十 七， 四十 二が 闕 けて ゐ るので、 その 部分 は 松 浦 伯 家 傳來の もの 及 

び國書 刊行 會の 活版本 を も參考 とした。 以卜： 三者 を 比較す るに、 山 鹿 本が 最も 素朴で、 

假名 俗語が 多く 文 は 整つ てはゐ ない が、 味 は 一 番 勝れて ゐる。 それから 新しくな るに 

從ひ 漢字が 多く 文 も 整って はゐ るが、 これ は 傳寫の 間に 後人に より 訂正され たもので、 

讀み 易い けれども 原形 は 失 はれ、 意 迄も變 つて ゐる 場合が ある。 本 全集 は 成るべく 

原形と 原意の 保存に 力めた。 然し その 爲に、 この 時代の 惯例 として 用語 用字の 不統一 

は 免れない。 例へば 所と 處 との 用の 如き それで ある。 が、 今 はすべ て 底本の at に從 

つた。  - 

崇學篇 以下 は 全部 漢文で、 その他 は 概ね 假名 交りで ある。 今： 1 は 一 文 全部が 漢文の 

部分の み を 書 流 文に 改める に 4- め、 和文 中に 含まれた 一 部の 漢文に は 訓點を 施して 讀 

み 易く した。 化し 讀み方 は 成るべく 底本の 訓點 • 振 假名に 從 つたが、 誤 を 正し 稀に 近 

代 風に 讀ん だと ころも ある。 原本に は 各卷に 目次が あるが、 今： 1： は 閱覽の 便宜の 爲に 

山 鹿語频 1  五 • 


改 各 
め 皿 


山 鹿 語類 一  六 

首に まとめた。 又 目次と 本文の 表題と は 共に 漢文で 記して あるが、 特に 和文に 一 

且つ 兩 者が 一 致しない もの は 見易き 樣 何れ かに 統 一 した。  一 


九:^ ん の 他傳廣 s 筆 あ 下 四 配 言 宣大， 附 鹿つ f5 へ 

年 5 部 神 は投田 S を り IT 歲听藤 • 納3 近 本し 十二 

神道 光 も ffl 正'： と？ 5 K 烏 省 郡 六 
寬 遊に 狩受齋 忌し 配 こす 筆 光丸 雜飛 山 熊 日 八 
文 なし 法く よ 部と 所の 、に 廣大原 鳥 鹿 本 年 
十 らて印 、り はす 殘差以 十。 納雅井 町縣 八 


山 鹿 語類 序 

先生 名 は 高 興、 _i き § 字 は 子 敬、 藤 姓、 山 鹿 は 氏な り。 別に 素行と 號す。 SJISt! 

隐ずを 元 和 壬 戌の 曆 八月 庚 M に 東 奥の 會津に 生る。 其の 先 は 肥 後 州 山 鹿の 人な り。 六 歳 

(三) 

より 學に 鳴る。 十 歳に して 詩文 殆ど 熟す。 此の間 藤 難 波 |§ニ勝 烏 丸 g| と 詩文の 送 答 

あり。 十 有 七 歳に して 旣に gi 書六經 を講讀 す。 黑田 i 爵-大 森 觀|. 荒 尾 5§ 先生 

をして 四書 及び 左傳 • 禮記を 講ぜし む。 先生 四書 護 解 五十 餘 W を述 す。 大概 羅 山林 

道 春の 講意 を宗 とす。 先生 志 を 詠歌に 錯 いて、 歌 林の 良書 學ば ずと いふ ことなし。 

且つ 神 書 を 1^ び、 忌 部 • 卜 部の 奥 儀を扣 く。 中 ごろ 兵書 を 以て 世に 鳴る。 壬 午の 年 二 

M^,.  S 十 一 歳に して 兵法 雄備集 五十 卷を述 す。 杏 庵 正意、 序を爲 りて 之れ に (ま^しむ。 先 

5S: 人に し 生の 名聲 世間に 充っ。 ，1 伊 源 君亞， 相 卿 及び 菅羽林 各.' 秩祿を 以て 之れ を 招く。 前の 

て 一 やめ 尾.. 忙  (A)  ぼく  ナ、  …よ- 

越 州の 牧 g| 綱は拔 群の 人傑な り、 先生に 遇うて 談論す る 毎に 席 を 前む。 卒に 師資の 

歸山 と共に 名 禮を爲 し、 或は 行きて 敎 へ、. 或は 來 りて 寧ぶ、 其の 禮容 尤も 重し。 此の間 武敎要 錄. 

山 鹿 語類 一  七 


蔡高 き缓 者な 

(七) 紀伊大 

納 首德？ 賴宣， 

前 田 筑前守 光 

高。 前 ffl は菅 

原 氏、 少將な 

る を W て かく 

云 ふ 

(八) 桑 名 城 

松 平定 綱、 

久松佐 渡 守の 

家 i 肋な り 

(一) 承應元 

年 

(二) 特に 尊 

んで召 出さ  一 r、 

.0 ら 行き て 又 

は 人な して 

S? はしむ るの 

臣 なり。 孟子 

公孫- A 下篇に 

ar つ 

(三) 承應ニ 

年 

承應 一一 一 

年 

(五) 海道 日 

記 . 東 山道 日 

記、 共に 本 全 

集 第 一 卷に收 

(六) 叫 sri 


山 鹿 語類 一  八 

兵法 或 問 等の 書 あり。 先生 間-志 を 老莊の 書に；. i し、 殆ど 其の 理を究 む。 丹^ 侍從 

M 先生 をして 莊子を 講ぜし む。 凡そ 文に 武に、 先生の 門に 遊ぶ の 列 侯 諸 士稍ゃ 盛 

なり。 壬 辰 三十 一歳に して 赘を 執りて 淺野氏 I 長に 仕 ふ。 主 先生 を 以て 召さざる の 

あつ  01 一) 

臣と爲 し、 恩 遇 甚だ 渥く、 常に 席 を 設けて 講習 討論す。 癸已 九月- 播 の赤德 W 屋の城 

に 遊び、 謹んで 臣 たるの 禮を盡 す。 甲 午 五月 江 都に 歸る。 各. - 紀行の 冊 あり。 丙 申 

手鏡 耍錄 及び 武敎 本論 成り、 兵法の 始終 大いに 全し。 故に 武敎 小學 井に 全書 世に 行 は 

る。 厂酉江 都 大いに 災 あり、 先生 居 を 高 田 山 下に ト めて、 暇 日に 三等 錄 成る。 iK- 

生 久しく 志を釋 氏に 染む e 戊戌の 秋、 黃藥山 釋隱元 江 都に 至る。 先生 行きて 佛法 

の 大意 を 問 ふ。 ^師 之れ を稱 す。 庚 子 仕を致す。 稷野氏 t„ ^だ 厚く 遇す。 先生 猶ほ君 

臣の 禮を存 して 怠らず。 先生 聖學の 志 愈. - 進み、 詩文 詠歌の 詞章、 老莊釋 氏の 異 說. 

衆 技 小 術 は 皆 以て 聖人の 學に 非ず と爲 し、 ；^. I いて 治 敎耍錄 三十 一 卷. 修敎要 錄十卷 を 

(一 2  (二) 

述す。 此の 書 專ら周 程 張 朱の 學を 以て 宗と爲 す。 癸 卯 先生の 學 H に 新に して、 直に 

聖人 を 以て 證と爲 す。 故に 漢唐宋 明の 諸 儒 は 其の 訓詁 事 論 各.' 執り 用 ふべ くして、 其 

の 華； 學の的 意に 至りて は、 悉く 先生の 志に 乖戾 す。 冬 十一月 門人 等 先生の 語談を 


f パ- 1.2 輯 類す。 其の 書 皆 先 儒の 言に 因りて 以て 其の 道を糾 す。 乙 巳 書 成る。 兹に 於て 其-の 要 

(七) g- 展」 一 

を提り 其の 領を 擧げ、 聚敎要 錄を述 す。 門人 等 序を爲 りて 之れ を稱 し、 且つ 先生の 

牟卜 H- 十六 H  かか  とま  つち，、 れ 

なり  志を述 ぶ。 此の 冬 先生 不幸に して 父の 喪に 罹り、 苦に 寢ね瑰 を 枕と し、 遠き を 追 ふ 

(九) 萬 le: 一-  , - 

f 一  9  I の 切なる、 其の 志 三年の 心 喪に 在り。 先生の 學 其の 志す 所 其の 通ず る 所、 其の 首 行 

M  • 程 明 •  たっと 

1^1 の實、 殆ど 之れ を兒 つべ し。 竊に 案ずる に、 先生 迹を 本邦に 垂れ、 周孔の 道を崇 

一一， に) 寬文 び不傳 の統を 綱ぐ。 所謂 君臣. 父子. 兄弟 • 夫婦 • 朋友 • 修身 • 聖學の 要 道、 二 千載 

(ニニ  ニコー) 

五 年  の 後 唯 だ 先生の 學に 在り。 其の 綱領 や 要錄に 在り、 其の 條目ゃ 語類に 在り、 是れ文 

(一三) ~'3  つづ まやか  * は  す 

ま 兵法 治の 綱紀な り。 其の 神武 や 博く 雄 備に 涉り、 約 に 本論に 究 まる。 tr 文武の 道 統べ 

IMSiM 本 て 先生の 一 胸襟に 在り。 其の 盛德 得て 之れ を稱 すべきな し。 門人 等 謹みて 序 題す。 

論 


山 語類 一  一 〇 


附錄 

素行 號記 (S 文) 

た ，ヒ  ねが  せん ゆ  ちら 

問學は 如何， 素行に 徵す。 素行 は 如何、 賢 を 希 ひ 聖を希 ふ。 敢 へて^ si する に 1： ず- 

勉めて 來命 を， く。 堯舜 たるべし、 人 皆 此の 性 あり。 儒道 難き に 非ず、 善 ：4- り德 4^ な 

り。 ^美 內に滿 し、 聞 望外に 令し。 文武の 張 弛、 維れ 人兢 ふこと なし。 溫恭 誠龙、 端 

莊靜 正、 他に 求む るに 在らず、 是れ 子 敬に 在り。 

子 敬 山 鹿 If 史の爲 に (記す)。 

藤 姓 >  髙興は 其の 名な り、 別に 素行と 號す。 

舜水 朱之瑜 

< 編せ 附記、 snt.0，.^ 東 によれば、 素行の 號は邏 くと も寬永 十七 年 行 廿 一歳より 使用し 來れ る. ものにして、 廿 H 歳 

め，；：=筆土佐日記^5,^にもこ の を it: 用せ り。 故に 素行； 一一 十八 歳 以後 朱舜 水より 贈られた な ものと する は 誤な り。 又 s?^ 行 寄 

^5十ニ|§にょれば舜水％ 「大方 陽 明 俗 の 末流 候」 と 評せし も 以て、 棄行^1:.,4ぉ水に號記を請ひたりしとは考ふる能はす- 

この 書 門人の 輯錄 にして その 由来 明かなら ざる を逍憾 とす。 松 fi. ぉ所藏 素行 肖像 贊及 び 號記 によれば、 この 號記は R と 同 

じく、 元 祿十年 の 作に して、 素行の 後門 人 等の 好みにより 附録し-^ る ものと 想像す る こと もで き 7-*。 故に これち 一語 類 

に^ 人した る は 同年 W 後に * ざる か。 く 疑問 も存し K く)  -, 
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卷 第一 君 道 一 
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君 道  一  • 

君 德 

たづ 

一 君た る 所以 を 原ぬ 

師 嘗て 曰 はく、 凡そ 天地の 開け 始めし 時 は、 君と 云 ふ も 臣と云 ふ もな く、 唯 だ 人物 

皆 天地の 氣を 得て 生々 する までの 事 也。 其の 萬 物の 間に、 人 は 天地の 正氣を 得て 智德 

萬 物.， に 過 超す。 故に iif なる 身に 衣服 をき る 事 をな し、 米穀 を 以て 食と し， 魚 鳥 を. お j 

て 飢を救 ひ、 竹 木金 石 を 以て 百ェ をな し、 住宅 を かまへ 用具 をな し、 互に 交易 利潤し 

て 事たら しむ。 民 は 我が家 職 を つとむる に 暇な く- 常の 產業 多き を 以て 我が 德を 正す 

いき 間な し。 唯 だ 欲 を 逞しう して 强 きを 以て 弱き をし のぎ- 衆 を 以て 寡 を if) へたぐ。 

鳥徵 の相戰 ふに ことならず。 鼓に 天地の 正氣を 得- 智德 を^ね たる 人 あり、 是 れを聖 

君 道 一 君德  一 七 


語 教卷， 第一  一 八 

人と も 至 人と も 神人と も 云へ り。 此の 人た ま/, 、世に出で、 人のお のづ から 不レ 得， '「し 

所を考 へ、 其の 天地の 德に 比せん 事 を 思 ふ。 さるに よって 陰陽の 形 を 相 4: して 男女と 

號し、 陰陽 婚姻せ る を 夫婦と 云 ひ、 生育す る を 父子と 云 ひ、 生る るに 先 後 ある を 兄弟 

と 云 ひ、 我れ に ひとしき 人の ある を 朋友と 一 K ふ。 其の 億兆の 中より、 器の 天地に 並べ 

る 人 を 上げて 君と 定め、 耕して 食 を 奉り、 桑 をと りて 衣 を 奉り、 ェ商居 を かまへ 用 を 

足らし む。 是 れは賤 がいと まなくて 其の 天德を しら ざれば、 三民是れを贵み！^^^として 

此の 聖人 を師 とし、 物の わかち を 習 ひ 知らん との 事 也。 君 又 是れを 教戒し 五倫の つい 

で を 定め、 五常の 敎 其の 正しき 處を 示し、 治敎 CI ら 化する 如くなら しむる • 是れ 君の 

爲 レ君處 なり。 後世 君 王相繽 して 其の 德 おとろ へ志驕 り、 元 來大下 阈冢を 守護し 來れ 

るとの み 田ね ふ 心の 出來 て、 萬 民の 苦 を も不レ 知、 つ ひに は國 亡び 家 絶えて、 又 中興の 君 

相 起るな り。 異朝の 上古 三皇五 帝の 以前の 沙汰 は不， 及, 論， 伏 義*祌 農 • 黄 帝の 帝た 

りしより 复 .殷. 周の 天下 を 治平せ し、 皆 以て 然り。 本朝の 往古 犬 神 七 代は祌 世の 事 

にて ければ 擧げて 不：， 論、 地 神に 至りて 最初の 天照大神 是れぞ 宗廟の 元祖な り。 しか 

るに 其の； t 明の 德 天下 を 照らし、 一草 j 木の 末まで も 其のめ ぐみ を 普くして、 御殿の 


i 世 左 世 元へ 

云 に 丞 祖 代 二 

にの ； ！！了 
齋 拜 》 き 內 許 

先す 中の 
生 。書 人 、 


, ^やぶき なる 事 も、 御供の 只だ譯 つきて 黑 きも、 A^0ip0i.  I 

つ を 木 もす ぐに、 たるき も 曲らざる は、 人の 心の g なる を 示し 給へ るな り。 和 光 同 V お 

の 德.^ レ此 にて こそ あらゆる 人民の 上に は 君 師と仰がれ 玉 はめ。 其の 正統 は 王 代に て、 

神武 天皇より 今 曰に 至る まで 摘々 相承せ り。 4 て 天子 御卽 位の 時、 伊勢大神宮へ 

奉幣使 を 立てら るる は、 其の 天德 を准璩 あられん との 事なる べし。 其の上 天子 御卽位 

の 時、 大極殿に 高御窘 立て、 其の 燈 行幸な，， て 御 帳 を 八 字に かかげ、 §を 萬 民 

百官に みえさせ 給 ひ、 三度 香を燒 きて 其の 煙 犬に のぼる は、 位に つかせ ふ を 一大に +;, 

. ^るの ^ 也。 是れ I 奚 地に なぞら へ つ ベ き 辦の議 なり。 ^1^. 長 一 

4 レア 欲 無， 主 乃觀、 上大 眷 命 作，， 之 君 .|:?,ーラ〕败 明剛斷 之資、 重厚 包容 之 あ； 使" K 

二 草 業 守成 

師嘗論 U 草 業 守成 一日 はく、 凡そ 犬が 下 を しろしめす 上古の ためし は、 皆德を 以て 萬 

民の 上に 立ち： まま ゆき、 父子の 恩愛 は ぬ 者まで も 深く いと ほしなる に、 

君 近 ー君德  - . 
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况ゃ 聖人の 父子 骨肉の 親しみ 凡人より 猶ほ 切なり とい へど も、 天下 億兆の 人民に は替 

へ 難き が ゆ ゑ、 其の 器の たへ まじき を 計りて 他人に 天下 を 譲り 給 ふ、 かしこき 政皆是 

の德を 以て 天下 を 草創し 玉 ふ 也。 其の後 天位 を 人に 與 へん 事 をに くみて、 子孫 相續ぁ 

りて、 つ ひに 無道の 暗君 出で て 萬 民 塗炭に 陷るを 歎き、 干戈 を 動かして 天下 を 平均 あ 

る、 是れ武 を 照らして 草創し 玉 ふ 也。 堯 • 舜 • 禹 •  „ • 文 • 武の 王た る、 是れに 不レ過 

也。 如, 此 其の 主君 一代に 天下 を 草創 ある を 草 業の 君と は 中す 也。 其の あと を 御子 孫 

のつ ぎくに 天つ 日 ：1 の 位に 卽 かせ 玉 ふ を、 守 文 守成の 君と 中し 奉る 也。 すべて 草 業 

(違) , 

の 器 は 凡人の 評すべ き 所に あらず、 然れ ども 草 業の 君の 始終の 政 必ずた がふ 事の ある 

は、 德を 積み 業 を かさぬ る 事の かたき ゆ ゑ 也。 大方 ざまの 人 も、 外に 敵 あり 憂の 有る 

時 は、 賢 を 招き 諫を納 れ身を 修め 德を崇 するな るが、 天下 長久に 屬す るの 後 は、 志お 

ごり ほしいまま にして、 終を克 くす る 事な し。 况ゃ守 文の 君つ ぎ/ \に 及びて は、 父 

(一) 孟+寓 祖の 艱難 を 忘れ、 天 あたへ 人く みせる の 思 をな し、 いつしか 諫を こばみ 政に 怠る 事 多 

お 上篇 第五 章  ミル 二  ヲ ゾノ  ス カショ クニ  ノ  チ  ラ 

化、 天 與レ之 人 し。 周 公 旦の成 王 を 諫め 玉 ふに、 相， 一 小人； 厥 父母 勤 ニ勞稼 稿.； 厥 子 乃 不レ知 二 稼 穡之艱 

P レ之と あり 

〈二)  v^m^.  メ 

逸に 出.. ーハ 難 一とい へり。 成 王 は 文 王の 孫、 武 王の 子な りし かど も、 周 公 是れを 以て 戒めと せり。 


又 周の 宣王 六月に 師を 起して 戎を 平ぐ る をば 難しと せず、 晚 年に 朝政 を かたしと す。 

漢の 高祖 謀 を 好んで 諫に從 ひし も， 末年に は 太子 を 易 へん 事 を 欲せり。 いづれ も 中 輿 

草 業の 君、 大半 如 レ是。 夏 • 殷 • 周の 世より 漢の 天下 を 有て しまで は、 寶； t の 相繼ぐ 

事 或は 八百餘 年、 少 くして 四百 年に 及べり。 魏 • 晉 より 已還周 • 隋に 至りて は、 多く 

て 五六 十 年、 少きは 維に 二三 十 年に して 亡ぶ。 唐 ニ木. 明 は 又傳祚 永久な り。 皆 創業 

守 文の 務めて 恩 化を廣 くす ると、 遣德 の傳嗣 に不， 及との ゆ ゑなる べし。 自， 古人 君の 

創業 守成 を 一 人に て 敷ぬ る はまれな り。 周の 武王 .漢 の 高祖 は 創業 はありて 守成に は 

及び 玉 はず、 大 15?  • 成. _ゅ はしば らく 守成 を 兼ぬ。 其の 至德を 論ぜば、 ^業 も 守成 も必 

ず 易しと 云 ふ 所 は あるべからず。 唯 だ 創業 は 逆境 ゆ ゑにつつ しみ 多く、 守 文 は 順境に 

して 怠り 易し。 人 能く 父祖の 艱苦 を 思 はば、 何ぞ 守成に 至りて 嗣 君の 驕逸 あるべき や。 

本朝の 武將源 賴朝卿 • 尊 氏 卿、 近代 平信 長 公. 璺臣 秀吉 公、 各.^ 武家 創業の 武將 也。 

然れ ども 皆 守 文に は不， 及。 唯 だ賴朝 卿、 外戚の 執權泰 時. 時 頼 等が 守 文の 功に 因り 

なかば 

て 代々 相 綾し ぬれ ども、 頓朝 卿の 遣 跡 は 僅に 三代 を經て 絶えぬ。 尊 氏 卿 草 業の 功 も 半 

にて 逝去、 義 訟亦壯 年に て 世 を はやく せれ ども、 天下 四十 餘 年の 兵亂に 倦みて 干戈 自 

君 道 一 君德 .  ■  ニー 
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ら 止みぬ。 ことに 義滿 幼君に て、 細 川常久 執事 職に 居て 政務に 怠な く、  く 天 下の 助 

となれ り。 此の 故に や 源 家 十 餘代武 將の號 を 蒙れり。 當時は 東 照 神 君 草 業の 德 高く 知 

深く して 天地 日月に 相 並、 ひ、 萬 世の 基 を 立て 玉へば- 和 つづいて 守成の いと も かしこ 

く 目 出た かりし 儀刑せ) 

三 君た るの 難き を 思 ふ 

(1) 一一 〈ク キ ミヨ クシ トス ゾ /キミ クル rrrv  (二) (ク モシ ラバ ル  キ マ  ンャ >r 力 カラ  - y 

10 師曰 はく： 大禹設 曰、 后 克艱， 一 厥 后？ 孔子 臼- 如 知 二 爲レ君 之 難 一也， 不， 幾 二 乎 一 言 

n  二  ス 一一 ヌ  キ： う >T< つ  ル 

^ 第 十五 章 而 興で 邦 乎。 古の 格言 を 以て 是れを 案ずる に、 能く 君た るの 所以 を糾 察せば、 則ち 爲 

レ 君の 難き をば 可レ知 也。 何事 か是れ 難き とならば， すべ て 一 人 をつ かひ 一 家 を 治む る 

に、 其の 情の 相 通じて 下の 心の おだやかに、 君臣 合體 して 內 外のへ だてな きが ごとく 

敎 化せん とならば、 いかばかり 心を盡 さで は 難， 成 事 也。 「仇 や 億兆の 人 を や、 天下 四海 

を や。 さるに よりて 國 郡を與 へて 領せ しむる 大名 諸侯 を 分 憂の 職と 云へ り- 天下 を； K 

子 一人に て 憂 ひ 玉へ る を， 諸侯 を 置きて 憂 を あまたへ 分與 するとの 心 也。 一 曰に 萬 撵 

の 政 あり、 四海に 億兆の 人民 あり、 生 質 正直に して 敎を 不レ 待して すなほなる は、 百に 


o 一) 今の 牛 

後 十二時 

§ 午前 SI 


(五) 列 子に 

出づ。 曰 はく、 

「我が蒸^^な 

立つ る、 爾の 

極に 匪ざる i}!! 

し。 讖らす 知 

らす、 帝の 則 

に 順 ふ」 と 

(六) 帝王 世 

紀に見 ゆる^ 

壊^ を 指す。 

郎ち 「日出で 

て 作し、 日 人 

つ て 息 ふ。 井 

も i つ て 飲み、 

田ん 一耕して 食 

ふ。 帝 力 我れ 

に 于て何 か 有 

らん や」 i 


して 一 も 難， 有、 皆 佞^ 邪欲 ふかく， ややもすれば 巧言令色 を 以て 上下の 間を蔽 塞す C 

夫れ 一民 も 心 を不， 安、 一夫 も不レ 得， 所 は、 王者の 所， 恥 也。 いかんして か mil の 

ゐ なか  fill  一  7^ 

民の. ir 遠國 異境の 鄙の はてまで も、 君德の あまねく 通 ぜんとな らば、 子に 臥し. 6； に 

起きて 兌 聞覺 知を廣 くす ると も、 其の 敎化 速に 成りが たし。 これによ りて 古の 明君 は. 

自レ朝 至レ" K まで 戰々 々として、 日出 づれば あさまつ りごと に 心 を 入れ、 曰 入れば 

夜の 御殿に て 政 を 正し， 外に は ：も 官位に ついて 犬 子の 拾 遣補闕 たり、 內には 后妃 女史 

あ りて 政 をた すけ 過 を. _y す。 是れ 其の 君た るの 難き を 知りて かく こそ あるべ けれど、 

勤め 愼み 玉へば 也。 今 を 以て 古を考 ふるに、 世 も 上代 君 も聖主 なれば、 さまで 心を盡 

し 玉 ふ 事の 無くても、 穩に 世の 治まりつべき ことなる に、 書の 堯典 .舜 典、 史 記の 本 

紀に 記す 所を考 ふるに、 帝堯 の德， 其 仁 如， 天、 其知如，；^とぃへり。 天下 を 治め 玉 ふ 

事 五十 年な りしに、 天下 治まる ゃ不， 治 やと 云 ふ 事 を、 左右に 尋ね 玉へ ども 知る もの 

なく、 外 朝に 問 ひ 玉へ ども 不， 知 ゆ ゑに、 かたじけなくも 天 子 .E ら形を やつし、 0 が 

いやしき 體を學 び 給 ひて、 路の衢 に 遊びし のびて、 童子の はやりうた をうた ふ を 聞 召 

し， 又 老人の 口に 物 を 含みながら 腹鼓 を 打って 歌へ るを考 へまし まして、 帝位 を 安 じ 

君逍ー 君德  二  ni 
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給 ひ、 猶ほ 天下の 爲に 太子の 丹朱 を さし 置きて、 虞 舜の鰥 にて 下民に ある を 用 ひて、 

神器 を讓 りお はせ り。 帝舜 の. 位を嗣 がせ 給 ふ も 亦 如， 此。 五 載に 一 たび 巡 守と 號 して， 

阈 っ處の 名山に 行幸な りて、 其の 方角の 諸侯 を あつめ、 各 分國の 盛衰 璺凶 をのべ 吿.げ 

( 1 一 げん がい 

(1) 八 人の さしめ、 明に 試み、 其の いさをし のしる しある を 以て 赏し、 八 元 八 IS の 賢人 を あげ、 

}fs:.5: なる 人と 

、だ 四 凶 を 罪な ひ 玉 ひ、 太子の 商 均 を 捨て犬 15? に 位 を 譲らせ 給 ひ、 つ ひに 南の 方に 巡狩 有 

りて， 蒼 梧に て 崩御 ありぬ。 大禹は 父に 代りて 水 を 治む るに、 身 を 勞し思 を 焦して、 

外に 居 玉 ふ 事 十三 年、 其の 間に 家の 前 をと ほりぬれ ども 內に 不レ 入して、 つ ひに 其の 

成功 を 遂げ、 天下 をし ろしめ す。 ー截に 十た び 起ちて 天下の 民 をね ぎら はせ 給へ りと 

也。 惜ニ寸 陰 一とて、 日影の 一寸 推し 移る を も、 いかばかりの 璧の寶 より 惜しみ 玉 ふ。 

是れ 光陰 一寸 を 廻る 間 も、 人民の 苦 を棄て 置くべからざる との 事に や、 最も 難， 有聖 

主な り。 湯 王 は 昧爽に 坐して あくる を 待ちて 政 を 不二  4 や 玉； 萬 方 罪ば 予 一人に ある 

ならん と 身 をせ め、 大旱に 六 事 を 以て 自ら 天に 祈り 玉 ふ。 倾 節 # 、苞 ％ 失 &m 説 I 聽， 周 

公 は 文 王の 子、 武 王の 弟、 成 王の 伯父 にても、 一 たび かみあら ふに 三 握， 髮、 一た び 

食す るに 三 吐い 啼て 政に 怠らせ 玉 はぬ すら、 猶ほ 天下の 賢人 を 失 はん 事 を 恐る とい へ 


おな。 

リ 早リ 


り。 堯 *舜- 禹 • 湯. 周 公 はさし もの 大聖 明 相な りし かど も、 無 一， 二 刻 可 二 暇 逸； 無 一一 

モ キホシ イマ 7  ニス ヲ  あした  * ふぺ 

1息可^-肆 レ欲、 天の 與 ふる 天位の 至って 難き 事 を 知ろ しめす ゆ ゑ 也。 朝より 夕に 

至る まで、 天下の 政務に 心 を ひたし、 賢人 を あつめ 下情 を 計る とも、 末世の 人君 民の 

父母と なり 玉 はん 事た やす かる まじ。 其の上 人 主 あや ふく 難義 なる に陷 りて は、 贤人 

を 求め 諫を いれ、 敬み 長れ 玉へ ども、 危事 やすくな り國難 やみぬ る 後 は、 いつしか 志 

の 怠り 促樂を 好んで、 つ ひに 君た る 事の 難き 事 を 忘る。 本朝の 天子 年中の 行事 日中の 

行事 を考 ふるに、 元日 四方 拜 より 晦日の 追儺まで、 皆德を 天地に 比せん 事 を 思 ひ、 莴 

民の 災を 去る 事の ためし なれば、 上 一 人の 難事、 虎の 尾 を 履む が 如く、 春の 氷 を涉る 

に 同じ。 如， 此 ありて こそ 子孫 千億まで つらなり、 天地と とこし なへ に 日月と 光 を 並 

ぶべき、 やん ごとな き 御 事なる べし。 

四 身を修 むる を 以て 先と 爲す 

大 mi 師答 二君 道以， 何 先- 曰 はく、 孔子 曰、 自， 一天 子 1 以至， ー庶 人.； 壹是皆 zi\ 修 ,.1^爲，本。 

中庸 曰、 君子 之 道 本 二 諸 身； 徵ニ諸 庶民； 考.， 一 諸 三 王 一とい へり。 君 は 億兆の 人の 上に 立 

君 道 一 君德  二 五 


H 人語と m-sji? バら 字：: 
十 は 云に の のけ 
二 復通ふ 礎-箸 說攀茂 
に 無 *  。溪ぁ 及 者, お 周 
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ち- 四海に 儀刑た る 身に てまし ませば、 其の 身不， 正 ば 其の 令の 手本と 成る 事 は 不レ可 

レ有。 木の 長ず る を 求む るに は 其の 根本 を 固く し、 流の 遠 からん 事 を 思 はば 其の 泉 源 

を 深く すべ し。 天下の 事 千 變萬化 其の 端 りな けれども、 一 人と して 君の 心に 不レ出 は 

(修) 

無し。 故に 天下の 事 を 正しく せんとな らば、 人 主の 身 を 治め 玉 ふに あり。 かの 殷紂. 

夏：^ も、 豈 天下の を さまる 事 をに くみ、 社稷の 長久 を 欲せず、 滅亡す る 事 を 願 はんや- 

唯 だ 已來の 息 を はからず、 天下 を 以て 己が 欲 を ほしいまま にし、 身 を 修めざる より * 

つ ひに 亡君と なれる 也。 譬 へば 器の 犬なる に 物 をい るるが 如し。 器 は 君 也、 物 は 下 也 

內に 入る もの は 皆 器の 形に 從ふ 也。 下 は 上に 從ふ もの なれば、 仁義 を 以て 治 むれば 仁 

なら ひ  (ニノ  • 力 (ク ムル  一一 7 リ  レブ 

義に 入り、 暴 を 以て 率 ゐれば 則ち 暴に 從ふ習 也。 灘溪周 子 曰、 治 二 天下 1 有レ 本、 身 之 

謂 也と 云へ る も 是の心 也。 

五 學 問 

師云 はく、 厚德を 天地に ならべ、 高 明 を 日月に ひとしく して、 寓 世までに 寶祚 をつ 

た へん 事 を 願 ふ は， 人君の 常の 事な り。 此れ を 願 はんとな らば、 先づ 身を修 むる にし 


く は あらず。 修， 身と ならば 如佝か 求むべき と 云 ふに. • 學問 にしく はなし。 凡そ 我が 

心 を 以て 心 を 正す に、 古今に 不， 通 事物 を不， 究 して 晝夜唯 だ 思案いた せれば とて、 初 

めに 不， 通 不レ究 古今の 事物、 俄に 思 ひ 出さるべき 樣 なし。 ここ を 以て 學 問に 不 ,1 ば 

我が 知 をき はむ る 事不レ 可, 叶。 況ゃ 天下 萬 機の 政に おいて を や。 學 問と 云 ふ は 聖人の 

敎を學 んで問 ふ 事 也。 學と云 ふ は、 我が 不二 知覺 一事 を しれる 人に 學び、 學んで 未， 通 

事 を 詳に問 ふ 事、 是れ學 11: 也。 學ぶ といへ ども 不， 問ば 究理せ ず.、 問うても 學ば ざれ 

ば 知を廣 くす る 事無し。 人君 我 知不レ 立、 俊 心 を 起さず、 下問 をはぢ ざる こそ 古の 聖主 

也。 帝堯の 事々 を 四 岳に 咨ひ、 虞舜の 好， 問 で 察 ニ邇言 一とい へる は學 問に 非ず や。 さ 

れば 古の 明君 は 朝廷に 群臣 を あつめ、 賢人 を 野外より 招きて、 政 を 問 ひ 事を談 ず。 唐 

の 太宗、 京官五 品以ヒ に 勅 ありて、 禁裏に 宿直 を 給 はり、 毎に 召して 座 を 賜 ひ、 共に 

天下の 政事 を談 じて 姓の 利害得失 を 知り 給 ふ。 是れ 人に 問うて 究理す るの 學問 なり。 

尙 書の 說 命に、 初めて 學の 一 字を說 きて、 事不 レ師レ 古ば 永レ 世す る 事な しとい へ り。 

是れ 後世 學 問の 事 起れ る 源 也。 古を師 とせんと ならば- 書 を學び 敎を受 くるに あり。 

然るに 人君の 學何を か 務めん。 唯 だ 天下 國 家の 治平して、 博く 衆 を 救 ふに わたれる 學、 

君 道 一 君德  二 七 
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是れ 也。 是れ を^ 學と云 ふ。 聖人 所レ 立の 中和 を 知りて、 天地 位し 萬 物 育す る 處の效 

なき は、 人君の 學 にあらざる 也。 五 帝 三 王の ふるき 爲師は 云 ふに 不レ 及、 漢の 高祖 は 

三尺の 劍を 以て 天下 を 草 業 ありし かど も、 儒 術 を 貴び 遺書 を 求めし め 玉 ふ。 後 漢の光 

. 0m 武 は中舆 の武將 たれ ども、 受ニ尙 書. 一て 通 二 大義 一とい へり。 唐の 太 { 一  1- は 殿の 左に 弘文館 

Mi ^卵 ほ を 立てて 學士を 置き、 宋の 太祖 は 雖：， 在， 一軍 中 一手 不， 釋， 卷と 也。 是 れ皆學 問の 治平に 

力せ り。 春秋 益 ある を 以て 也。 意 仲舒答 ニ武帝 1 曰、 彊勉學 問、 則 聞 見 博 而智益 明 也、 疆勉行 レ道、 

に： ゆ i じ 春秋 繁 , 一，  -  J 

llsll^ 十 則德 日起而 大有レ 功と 云 ふ、 是れ 也。 後世の； 犬 子 書院 を 立て 學士を えらび、 侍講 *說 書 

流の 條參 の官を 置き、 師を崇 び 先師 を釋# し、 天子，： U ら 祭に 臨み、 諡號を 高く する 事 は、 學^ 

照  メ 

(の 一 ザ詣麵 の 切なる を 表せる 也。 然れ ども 學 其の 淵源 を 不レ究 、志 天下の 治平に 深から ざれば、 皆 

い 二  ：iiiil 稀 二 し  もて あそ 

て ii に 飛 俗. 學に陷 りて、 博 文 を 好み 才藝に ほこり、 其の 猶ほ あさましき は 詩文 著述 を^んで、 

ぶ と はこ れ曹 

■ 、の 詩 ォ I 唯 だ 口耳の 學 となれ り。 況ゃ 老莊の 虚無の 見 あやまり、 佛 者の 無常 寂滅のと りちが へ.. 

ドー 漏 £ 、へ S 道家の 神仙 不老の 說、 是れ學 ぶ 者の 異端に 陷る 道筋 也。 魏の曹 操の 鋒 を 横た へ て 詩 を 

^^^^ 賦せ しも、 正 心の 術 いささか なく、 陳の后 主. 隋の^ 帝の 文詞に 巧な りし も、 亡國の 

は 磐 y な 

0;) 老子 端なら ず や。 漢の武 帝. 唐の 玄宗の 仙 家の 術 を 願 ひ、 李 老君を 祭りて 人の 僞を おひ、 


(£) 梁の 武 

こ の 寺 


して 设宮を 

忘れし を 指す 

(五) 魏 の臣、 


に 降り 又叛 く。 

武帝 彼れ に 制 


病 を^し 

て 死す。 十八 

史^ 卷 S 參照 


(六) 窨經の 

堯典 • 舜典 


(七) 兵譬， 

武經七 書の 


出づ 


梁の 武帝 *餽 の 孝 文の、 或は 身 を 大同 寺に 捨て、 或は 一 萬 三千 寺 を 建立 ありし も、 つ 

(五)  ケ  ひたすら 

ひに 侯 景が禍 を不レ 避、 世の中の 福 ありし 事 もまれな り。 學 問の 道、 一向 其の おもむき 

惡 しき 時 は、 不：， 學 より 害 多き もの 也。 其の 故 は 只 だ 究理す る 志の 切ならざる による 

也。 時 異に 世殊 なれば、 人の 心 も なにとなく 次第に 澆薄 にして、 古代の 作法 を 用 ひ 難 

き 事 多し。 然る を强 ひて 古に なぞら へんと する は、 學 問の 僻して、 理を 究めざる 故 也 „ 

先づ 其の 一 つ を 擧げて 云 ふに、 上代の ひじり の 世の 政 を 今に 用 ふ. る 手本 はとい はば、 

唐堯. 虞舜 のた めし 成るべし。 然るに 堯舜の 政を考 ふるに、 二 典に 載す る 所、 史 記に 

あら はせ る本紀 にも、 皆 かしこき 德の世 を 照らし 族 を 親しめる 事の 聖德 を稱 美せ り。 

是れ萬 代 不易の 君 道に して、 聖人の 所 41 なり。 其の 作法の 今日日 用の 政務に 涉 るべ 


き 事 は 何事 ぞゃ。 六 韜に太 公 曰、 昔 者 帝 堯之王 二 天下一 之 時、 金銀 珠玉 不, 飾、 錄纏文 


は そ I お 綺不ぃ 衣、 奇怪 珍異不 ぃ視： 玩好 之器不 A 寶、 淫佚 之樂不 レ聽、 宮垣 屋窒不 堊、 甍衲掾 


ケヅラ バウ シ ァ マネ.； 


リ -H 


^不， 斲、 茅 茨 徧， 庭不， 剪、 鹿 裘禦， 寒、 布 衣 掩っ形 I 糲粱之 飯、 藝藿之 獎、 不 K 以 H 

役 作 之 故 1 害 * 民 耕 織 之 時 上、 削，、 ^ 約レ 志、 從ニ事 於無爲 一と 云々。 凡そ 堯の 天下の 治 如 レ.^ 

となり。 當時を 以て 計る に、 世の 政 如レ此 にあら ざれば 治平に 屬 せじと ならば、 本朝 

君 道 一 君德  二 九 
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の 今の 世に は 一 として 不， 叶、 然れ ども 又 靜謐に 属す。 若し 天子 學^ に 志 ありて、 俄 

に堯の 如くに 治敎 あらんと ならば、 却って 亂を 招く に 均し。 故に 末學の 儒者 究理す る 

事の 薄き は、 皆 是古非 今して、 かやぶ きの 御殿に 黑 米の 供御、 布の 衣に 皮衣の 粧 こそ 

古の ひじり の 世の 作法な りと 田 ふ、 是れ 全く 聖德の 然ると 云 ふに は あらざる 也。 唯 だ 

-殺)  (足〕 

上代 中古 近代に て、 事 そぎた ると 事た ると、 其の 品 相 替る事 也。 帝舜を 今の 世に出し 

たてまつらば、 聊か かくは 有るべからず、 時代に 相應の 政務なる べし。 唯 だ學^ の 道 

致 知 格 物に 不, 可， 出 也。 凡そ 天子 武將 の學 は、 皆修， 身 世事に うつりゆく 如くに なくて 

は、 學問 却って 泥 著と なるべし。 舉 問に 限らず、 藝を l^t び 身 をお はす 事 も、 天下 國家 

に 用 所な き 事に は、 しばらく も 心 を 留め 給 ふべき 事に あらざる 也。 唐の： W 宗の 馬に の 

る 事 を 得、 射 藝の術 を 得- 太刀， 威 術 を 熟し、 算 勘に；：：^ ぜ給 へる をば、 石 野猪が、 若し 

レ 〈ゥ バクヲ  々- そう 

堯舜の 時に 遇 ひ 玉 はば 不レ免 ニ放馼 一とい へり。 放 駁とは 用 ひられざる 事 也。 宋 の徽宗 

の甞 一は 古今に 超 出せれ ども、 身 辱められ 阈 亡ぶ。 君と して 小 藝を學 ぶ は、 皆 本 を 失う 

て 末 を 知らん とする 也。 本朝の 古 は、 大學祭 を 立てて 春秋の 釋 奠不， 怠、 天子 亦 自ら 

是に 行幸 ありし 也。 文章 博士. 明經 博士 を 置く、 是れ 一人子の 侍讀 をつ とむ。 の 文章 


博士と 云 ふ は、 記誦 詩文 を 以て 本と す。 . 明經の 博士 は 六 經を宗 として 經 書を詳 にす。 

文章 博士 は 紀傳の 儒者の 任ずる 也。 然るに 本朝の 天子 詠歌 管紘を 事と し 玉 ふゆ ゑに や. 

いつしか 紀傳の 儒者 は 登用して 大臣の 職 をつ とめ、 明經の 博士 は 時に あはず して 下位 

下 官に楚 居す。 是れ 則ち 挙 問の 其の 宗を失 ふ 所 也。 夫れ 天子 御卽 位に は 三種の神器 を 

以て 受禪. 譲位の 印と す。 三種の神器と 申す は、 智仁 勇の 其の 德を 器に 表 はして、 正直 

慈悲 智惠と 神道に 沙汰せ り。 智 をき はめんと ならば、 學に 因らず して は 明になる ベ か 

らず。 仁 勇 猶ほ學 を 以てき はめざる 時 は， 姑息の 仁、 匹夫の勇 にして、 天子の 仁德勇 

義 にあらざる：.^。 順 德院の 御 記に も、 天子 第一 の 御 事 は學問 也、 不， 學 則不， 明 二 古道； 

m  その 餘 力に 音曲 詠歌 も 無 下に まし まさぬ 事 を 記し 玉へ り。 いつしか 帝王の 詠歌 管鉉に 

長 じ 玉 ひ、 學は文 詩に ふけり、 志 は 浮 屠に 歸 依して、 宗廟の 神德 三種の神器 も 形ば か 

り殘れ り。 源 頼 朝 卿 天下の 總追捕 使に 任じ、 干戈 を 動かして 凶徒 を 平均せ しの 後， 大 

、江廣 元 ニニ 善 善 信 を 以て 政道 を 補佐せ しむ。 彼等 も 亦 博 文 有識の 文士に して， 以， 一聖 

7  たす  ニー 一) なかつ り 

(-;.;) r 法博 學 一政 を 佐く るに あらず。 元久に 中原 仲 章、 實 朝の 侍 讀 となりて 孝經 をよ ましむ。 其 

の 比 は 京 家に 往來 多き によって、 實 朝つ ひに 詠歌に 長 じ 文武の 備へ 怠り、 政道 虚 にし 
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く ばう  とくしよ izi め 

^b,  Sf た  1 て公曉 がた めに 害せら る。 其の後 北 條執權 の 間、 公方 必ず 讀 書；， 初 ありき。 然れ ども 政 

®^  S:- ナ、 i-!^  _ す： 

^0^^^ 道に 心無し。 泰時 道に 志 深く、 袁 永に 式目 を 定めて 世務を 助け、 時 頼 貞觀政 要 を寫さ 

もの、 所謂 貞  2)  おも ひいり 

觀 M 治の g^、 しめて 賴 嗣に獻 じ、 淸原 敎隆に 帝範を 講ぜし む。 是れ等 は 皆 道の 思 入 深 重なりし かど 

00^ も， 時に 聖學を 知る 人な くして、 唯 だ 志を勞 する まで 也。 其の 生 質 後世の 及ぶべき に 

(二)  5<宗 あらず。 金 澤實時 書 を 好み、 文庫 を 立てて 黑印 朱印 をお させ、 且つ 敎隆に 群 書 冶耍を 

の 撰、 II 卷、 

講ぜし めたり とに や。 是れ又 政道に 及ぶ 處 なし。 源 尊 氏 卿 建武に 式目 を 定め、 ：大 下の 

す、 太子に 賜  ")b  (En 

はらんた めに 政道 をお きて 玉 ひしに、 時の 文才 玄惠 等に 任せて 撰述 あり。 彼等 博 文の 俗學 なる ゆ ゑ 

に、 其の 所：， 記 本末 前後 を 失 へ り。 直義南家の儒者藤！^有範に學んで自ら文王に比し、 

にあり しも 以 ■ (五)，、，' - -  .  じ や) うきう 

て かくい ふ。 羽 林 相 公 を 殷の紂 王に なぞら へ、 つ ひに 兄弟の 戰 ありて 敗亡す。 紬川常 久世務 に 志 深 

有名なる 金 if  き やう はう  . 、 

くして、 義 滿を襁 抱の 內 より 輔佐せ り。 聖學の 要 道に は 遠 けれども、 義滿の 生 質常久 

の 乍 者 こ せ 

らる。 後醍鋼 に 輔佐せられ ずん ば、 如何 ぞ， せ を 全くし 玉 はんや。 京 家の 公方 猶ほ 以て 學に 志な し。 

天皇に 經害を 

1^ す算氏 すべて 政道の 要 を しるせる 書 多し とい へど も、 敎 ふるに 師 なきが ゆ ゑに、 是れ を學ぶ 

(な) の 人 も 亦 皆 文才の み 也。 尙書は 古の 聖賢 王 佐の 書 也。 貞觀政 要は 唐の 太宗 の治德 をし 

蜜 町 時代 屈指 るせ り。 群 書 治 要は 魏徵が 治 耍を群 書より えらみ 出せる 書 也と い へど も、 敎 ふべき 師 


の 名 w たり のた えてなければ こそ、 人 主 是れを 以て 治平の 助けと なし 玉 ふ 事な し。 聖德 太子の 逢 

法， 淡 海 公不比 等の 律令 は、 本朝の 要務 規範な り。 それより 下りて は 冬 銅の 弘仁格 * 

氏宗 の良觀 格、 時 平の 延喜 格、 是れを 類聚 三代 格と 云へ ども、 まさしく 政道の 耍とは 

(足 利)  * うだん ち えう 

云 ひ 難し。 一 條太開 兼 良， 常德院 義尙の 命に 應 じて 植談治 要 一 册を 撰せ り。 是の， 類 は 

ffi だ 多し、 皆 博 文に まかせて 治耍 を不， 味、 故に 政道の 古 赏には いささか たより 有り 

とも、 其の 要と する 處 をば、 作者 も 亦不， 知 也。 天 下の 人君 政道に 志な きに は あら ざ 

れ ども、 唯 だ 學問は 書 をよ み 文字 を 習って 後に 知る ことと ほ 0 ひ、 敎へ 奉る 侍讀も 文字 

言 句に のみ わたり、 其の 身の 言行 は 少しも 不レ 正、 何 を 以て 天子 武將の 師範た るべき 

や、 人君の あやまりとまで 云 ひがたし。 かへ すん \ 人君の 學問 は聖學 に可レ 因、 不レ然 

只 だ 細工に 家 を 立てて 大. は を不， 用が 如し。 聖學と 云 ふ は k 經の經 書 をよ む 計 り を 云 

ふに あらず、 聖人の 心 を 知りて 學ぶ辜 也。 聖學 にあらず して は、 博 文廣才 にして 行跡 

よろしく とも、 內外 に付きて 利害 を さしはさみ、 其の 要 道 を 可レ失 也。 、 

六 君の 欲 を 14- す 
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n 一四 


二) 書^ 大 

禹漠 に出づ 

(二) 同 皐陶 

S 書 II- 無 

逸に 「鳴 呼 君 

子 は 其の (逸 

も 所と す」 と 

出づ 

(四) 漢武帝 

の臣、 東海 太 

守と なりよく 

治まる、 召し 

て 九 卿と なす。 

諫 一一 rk る 厳に 

して 帝 これ を 

揮る 

(五) 奏の 

官、 始 皇帝の 

歿後、 詔 を^ 


ヲ f  二) 


扶 蘇に 死 を 賜 

はしめ、 二世 

を 立つ。 相 

李斯を 殺して 

.0 ら相 とたり 

S 權を拔 ふ。 

遂に 二世 を铽 

して 子 嬰 を 立 

てし が、 子 嬰 

の ^^^め却って 

族誅 せらる 


師論 II 人君 之 欲 一 曰 はく、 益 戒レ舜 曰、 罔 T^n 百姓 ー以從 * 己 之 欲 ^ 專陶も 亦 戒レ舜 、無. 1 

シ厶ル  7 ズ タモタ ヌ  厶ルニ ヲ (111) トス ノ ヌ 

敎ニ逸 欲 一有. Ife といへ り。 周 公 戒ニ成 王； 所 一一 其 無 逸 一とな り。 舜は 大聖 人な りと いへ ど 

も， 益. 阜陶欲 を 以て 戒めと す。 成 王 は 中才の 君なる ゆ ゑ、 ^公旦 ことに 無 逸の 篇を 

(Bn 

作れり。 後世 漢の武 帝、 多 欲に して は 不レ宜 二君 レ國 子；， 民と い へり。 汲！^ 义武帝 を諫む 

ベ 力 ラ 

るに、 內多 欲なる 事 を 以てす。 すべて 人君 は 責き事 天子たり、 富 四海 を 保ち 心の まま 

なる 事 なれば、 ややもすれば 欲 を ほしいままに せんこと を 思 ひ 給 ふこと ことわり 也。 

秦の 二世 皇帝 趙高 をめ して、 人の 世間に 居る 事 は、 ひま ゆく 駒の 足 はやみて 物の ひま 

をす ぐるより 猶ほ速 なれば、 其の 間に 萬 苦 をな して 何に か はせん、 我が 耳目の 所， 好 を 

恣 にし、 心の ねが ひ を 究めて 一 生 を を へ んと ありければ、 趙高 答へ 巾し ける は、 此れ 

ぞ 賢主の 能く 行ふ處 にして、 暗 主の きら ふゆ ゑん 也と すすめ 巾し ける。 是れ： ： ^好の 臣. 

巧言令色の 云ふ處 なり。 人と して 欲 を 逞しく せん 事 を 不レ願 はなし。 今 諸侯 大名に 成 

りて 國郡 を領し * 庄園 を 自由にし たきと 云 ふ は 何事 ぞ、 唯 だ 心の ねが ひ を ほしいまま 

シ ス  一. 殊)  S 

に可レ 致との 本意 也。 ことに 天子 武將の 上な き 位に 備 はり 給 ふ 人、 心の ねが ひ を とげ 

ん事を 思 召す 事 は、 凡人より みれば 餘儀 なき 事 也。 兢々 業々 とつつ しみて、 無：， 遊 無 


レ逸は 堯舜の 行 也。 堯舜逸 欲 を このみ 玉 はざる に は不， 有、 i& だ 一 人の 樂を とげん とて、 

天下の 人 を 苦しめ 國 土の 物 をつ ひやさん との 事 は、 あさましき 心得 也。 堯 舜の樂 はと 

ズ ル レ ヲ 

こしな へに 長く、  ！ 130^ が樂は 其の 身 を だに 保ち 不レ 得。 されば 利害に 付きて 論， 之と も、 

世 を 子孫に さかえし めん は 長き ねが ひのとぐ る 也。 一 生わ づ かの 間の ねが ひ を ほしい 

ままに せんとて. 子孫 をた ち 失 ひて 悪名 を 萬 代に のこし、 亡君 晤將の 中に 入り 玉 はん 

事 は， 损得 いづれ ぞゃ。 ことに 天地の 道德を 本と せば、 君の 位 は 天下の 至難なる べき 

3  を、 至 樂と思 ふは大 にあ やまれる 也。 されば 古 は 太 師の官 を 置きて 一 人に 儀刑たら し 

め、 太 傅の {I::! は 德義を 佑け、 太 保の 官は 君の 身體 をた もつ 事 を はかり、 疑丞 輔弼の 官 

けいひつ 

つねに 天子の 前後左右 にあり。 伺候の 官人 供奉の 僕從 まで 人品 を 撰び、 出入に 警蹕 を 

へて 目に 惡色 を不， 晃、 耳に 惡聲 を不， 聽、 事に 臨み 玉へば 瞽 史の官 したが ひ、 游宴 

に は の樂官 あり。 太史は 君の 作法 を 書に しるし、 瞽は 君の こと を 詩に のべ、 鳳輦 

りよ ほん 

にの り 玉へば 旅 の 勇士 ほこ を 取りて 左右に 立ち、 門に 出で たまへば 官師 供奉して 戒 

(七) 政治の 

f 失.^ 。し をな し， 左史は 天子の 左に 立ちて 君の ふるま ひ を 書し、 右史 は 君の 右に 立ちての 玉 ふ 

我が 國の 目安  かん-一  (七) 

箱の 類な り 處を 記す。 外に は 諫鼓を 置き、 謗の 木 を 立て、 過 あれば 爭臣七 人 直に 奏して あらそ ひ 

君 道 一 君德  m 仏 


山 鹿 語類 卷 第一  三. K 

諫む。 是の 故に 中 才の麻 君たり と 云へ ども， 內外 かくる る處 なく、 其の 情欲 を ほしい 

ままに あらせ 玉 はじとの おきて 也。 人君 一 日 私の 欲 を 5^! しく あら るれば， 天下一：：： 蔽 

塞す。 蔽 塞と はお ほひ ふさがる と 云へ る 事 也。 たと へば 流る る 水 を ふせぎ、 あら はる 

る もの を蔽 ふが ごとし。 如 レ此蔽 塞 すれば つ ひに 堤の やぶれ 臬の あら はるる 如く、 國 

たま/ \ 

破れ 身. U ぶる 事 まのあたり 也。 適. '多 欲の 人の 長久なる ありし を、 其のた めしと せん 

fi, ノ ハ^ボ は 危き事 也。 平泰 時、 僧 明. 政道の 要を尋 ぬ。 上人 無欲 を 以て 最上の つとめと せり。 

ぎ 氏 紀 州に 

^hM, 泰 時亦是 れに歸 依す。 凡そ 欲と 云 ふに 品 ある 事 也。 いづれ を さして 無欲と 示さん 事お 

ナ 〔^修 ほ しこ  か 

賴 KKrI ぼっかな し。 唯 だ聖學 によらば 欲 を 正しくす るに あらん 歟。 飮食 男女 は 人の 大欲 存せ 

^^^^ りと いへ り。 夫れ 欲に 名 欲 あり 利欲 あり、 飮 食の 欲 あり 色欲 あり、 宮室の 欲 あり 田獵 

久の亂 に ル ヨリ ム |ヌ 

の 、士! ^かくま の 欲 あり、 いづれ も 其の 源 は 人欲の 不, 得レ 4. 出で て、 其の 過ぐ る！ I はつひに 身 を はや 

^M,^^..^  く 失 ひ、 世 を 亡ぼす にいた るな り。 先づ名 欲と 云 ふ は 名 を 取る 事 を 欲する 也。 天子 名 

贞永ん 年 寂、 

年 六十  欲深き とき は、 天下の 萬 民 を くるしめ 財力 を 費して、 事の 後世に 名の 殘 るべき 事 をな 

さんと す。 此の 心より 出 づる政 は、 一 言 一事 も 人の 譽 めん 事 をね がふ 故に、 仁 聞 多く 

して 實の 政務 は あらず。 仁 聞と 云 ふ は、 仁政の きこえの 四方に あらん 事 をね が ひ 玉 ふ 


(二)  陽の 

人、 年 十一 一一に 

して 武 帝に 仕 

へ 侍 中と なり、 

興 利 を 計る。 

後に 治^ 都 尉 

となり、 大 is- 

r^; を 統べ 治め 

て： 大 下の 稱鐵 

も 悉く 管し、 

均 輪平难 法な 

作る。 御史大 

夫と なり、 更 

に *• ぬ， ま。 により 

帝 を 輔^す。 


によ b 誅 せら 

る。 後出 s: 三 

九 貝參 

(三) 財 計に 

通じ、 肅宗 . 

代宗 以来、 0 

鐵， 棘 運の 事 

も：？ り、 漕 運 

も： 迎じ 利 を 

計り、 百 貸の 

低昂を 制す。 

然れ ども 久し 

く 利權を w ら 

にして 衆怨ぁ 

り、 遂に 忠州 

刺史に せら， 


まで 也。 或 人の 曰 はく、 中 才の主 は 名 欲 を 以て 政務の つとめと も 可レ成 やとい へ り。 

按ずる に、 自棄 自暴して 何事 を も 成り 次第に 心得， 佛 氏の 無常迅速の 見に 入りて、 譽 

そし  マ ラ 

むる 人 毀る 人と もに 世に 不レ 留、 聞き 傅 ふる 人 亦 すみやかに 去りなん、 後に 名の 殘り 

て 何の 益 か あらんと 云 ふたぐ ひに 成る は、 名 も亦棄 てがたき 事 を 以てせん か。 然れど 

も學 問の 究理 を 以て 論ずる に、 好レ 名の 人 は 人の 知らん 事 をのみ ねが ふ 故に、 人の 不 

レ可レ 知事 は 怠慢 ありて 必ず 悪に 入り、 物 1 母に うらおもて ありて 信實 は皆虚 也。 千鍾の 

祿 を不， 惜 如くみ ゆれ ども、 名のみ にして、 內 吝 り 惜しむ 事 有司に ひとし。 是れ內 

にかへ りみ るに あらず、 孟子の 好 レ名を 犬に 戒めた る もこと わり 深き 事 也。 唯 だ. 大地 

の 道理に 順 ひて 人君の 德を 正し 玉 はば、 不レ 求に 名の 萬 世に 傳 はらん 事た めし 多し。 

利欲と 云 ふ は、 財寶を あつめ 玩 好の 器物 を 求め、 聚斂の 臣を 厚く し、 出納 を やぶ さか 

キ  ろ， だい  きょけ う ぞく 

り、 難レ得 寶を寶 とする の 人君 也。 鹿 裏に 財 を あつめ、 鉅 橋の 粟の あつまりし は、 殷 

の紂 王の 亡びし もと ゐ也。 漢の武 帝 桑 弘羊を 用 ひて、 賤を買 ひて 贵く うらせ、 天下の 

ものと 利を爭 ひ、 唐の 德宗劉 晏が利 を 言 ふを赏 んで、 ^？^林大盈の財をっみし、 皆 君子 


の 笑 ふ 所な り。 天下の 財寶 はこ 
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- 人君の 財寶 なり。 如何なる 心得に て 利潤 を專 

11 一七 


れ、 次で 命に 

よ つ て 自ら 溢 


二) 詐術 も 

以て ni- に重稅 

も 誘す . 

(二) 眞 德秀、 

宋の舉 者、 大 

藥衍義 を 著 は 


(三) 論語 泰 

伯篇末 章に 

「子 曰 はく、 

禹は 吾れ 間然 

する ことなし。 

飮 食を菲 くし 


致し、 衣服 を 

惡 しくして 美 

を igs^ に 致し、 

宮室 も卑 くし 

て 力 も 溝恤に 

盡す。 禹は吾 

れ 間然す る r- 

となし」 と 出 

づ 

(£) 南北朝 

時代の 陳の後 

主、 長 城 s§, 公、 
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らと 心に 入れ 玉 はん 事、 更に はかりが たし。 希怪珍 物の 目 を 喜ばしめ 心に 叶 はん 事 を 

おごり 

願 ふ 事、 又き はめて 愚 也。 事たら ぬ 凡人 は、 寶を くらべて II をな す も、 不足の 身 なれ 

ば 少し は 左 も ありぬべき にや。 富 四海 を 保ちて、 誰に ほこり、 誰に くらべん や。 世上 

體 にて 考へ て も- 更に ゆ ゑな き 事 也。 殊に 民の 靑血を しぼりて 其の 寶を 府庫に 充てて 

欲 を 這し くせん 事、 あさましき 心得な り。 民いた みて h 樂し むは、 皮の やぶれて 毛の 

附く 所の なきに 同じ、 朝四暮 三の 益な き 事 を不レ 知と， 眞两 山が 論 まことに ことわり 

也。 飮食は 人の 口 體を養 ふ もの 也、 一 日 も かけて あるべからず。 然れ ども 食に 八 珍 を 

ル -フ  ニニ)  ウス ク  7 

つらね、 一日に 萬 貫 を 費やす は、 味に よって 民の 苦 を不， 知 也。 大 一? の^ ー飮食 1 せる 

は、 孔子の 間然す る 所な しとい へる 德也。 一 たび 筋 を 下して 多くの 財の つ ひえん 事、 

ちん めん 

尤も 君子の 戒也。 酒は禮 節の \| ^ものにして、 古今の 人君 必ず これに 沉；. i す。 殷の紂 は 

長夜の 飮を なして、 夜 は 云 ふに 不レ 及、 白晝 にも 四方 をく らくし、 內に 蝶燭を 立て、 酒 

を びて 政 を不レ 知、 陳の后 主 • 隋の^ 帝、 各.' 酒 を 愛して 國の 亡ぶ を不レ 知」 酒 を 好 

んで やまざる は、 皆 是れ色 を^ぶ の媒 とするな り。 古より 酒 を專ら とする 亡君、 色 こ 

のまざる は不, 有。 次に 色欲の 事、 財寶 さかんに 富み さかえた る 人 は、 必ず 色 を 欲す 


後陚 こニ稱 別時 詩 中 仏 字:;;^  — 第 公 2 
集 はこ 十す し 人文 書の は 十 元 C 
に 古の 二  。て 社に 舍孫牧 參一 年 
も 文 阿 卷樊小 甫勝人 '之 唐 照 卷に左 
出 眞房ぁ ）|1 社 とれた 官 、の 三 出傳 
づ资7^ り 集 i 區 、 り は杜人 九づ' 昭 


(五) 楊 貴妃、 

唐の 玄宗 U 夜 

楊妃の 殿に 行 

幸して 政 を 忘 

る。 遂に 安祿 

山の si を錢す 

(六) 書經 牧 

誓に 「牝鷄の 

晨 する は 惟れ 

宗の索 (さび 

れ) なり」 よ 

り 出，、 つ 

(七) 戰國時 

代替の 人、 ト 

篮の史 . 


る は よのつね なり。 人君 惟れ を不 1 戒 とき は、 世 を はやくし 國を失 ふの 本、 何事 か是 

まっき  だつ き  はう じ 

れ にしくべき や。 夏の t 木が 妹 喜. を 愛し、 殷 の紂妲 己を寵 し、 表 姒が幽 王 を たぶらかし" 

楊妃 が玄宗 をみ ゆきな しま ゐら せした めし、 皆 傾 國の災 也。 是れ等 は 君に 德 なき 嗜主 

P い  -フ 

なれば、 牝 幾の あしたす る を も不レ 知と 云 ふべき や。 世に さかし く、 道に 志 深き 人 も" 


色に 惑 ふ は 世の 習 也。 史 蘇が 女色 を戏 めて 女戎と 云へ る は 古の 格 首 也。 人君 色に 惑へ 

ば、 內奏を 入れて 奸曲 を不, 知、 夜 を專ら にして 朝政に おこたり、 娥 のために 性 を 

剪り、 狐媚を 以て 惑 をう く、 色欲の 戒 甚大な り。 しかれば とて 男女の 情た えてな かれ 

と 云 ふに は あらず、 唯 だ 11 門の 政を不 レム DT 男女の. S を 正し、 天下の 政務に 志 深 重な 


らば、 何ぞ この 惑 を 可レ受 や。 鄭の 子產、 晉 侯の 疾を 問うて、 四 姬有レ 省 は猶ほ 可也、 

無則必 生レ疾 也と， 叔 向に 答へ しも 亦是れ 也。 宮殿 は 身 を 置く の 所 也、 禮を行 ふの 地 

也。 天子に 朝廷の 制 あり、 其の 制 のりを こ ゆると き は 民 苦しみ 費 ゆ、 文 王の 靈臺 は不 

(成)  (S 

日に なりて 民 これ を樂 しみ、 宮窒を ひきく する は大！ の德 也。 民と 利 を 同じう して、 

國 のために 宮殿 を經營 あらん は、 民 そむき うらむ る もの 不レ 可レ 有。 かの 始皇の 阿房 宮. 

揚 帝の 十六 院は、 皆宮女 をた く はへ 遊实を まう けんため にいた せる 也。 杜 牧が賦 に、 

君 道 一 君德  一一 一九 


ズケ ィ /\ クル ハケル ヲ  メ ク巾 ハゲゥ クワン ヲ 中  ァプ ーマ プ ツル  ヌ  ノ  ニノ ヘル ハク ゲル 

明星 熒々 開 ニ粧鏡 1 也、 綠雲擾 々梳ニ 曉靈 1 也、^ 水 漲，^ 棄， 一^ 水 一也， 焖斜 霧， 橫 f 

クシ ケヅル  ミナ ギ ラス ハ 

一也、 雷 遠. 乍 驚 宮車過 也と かけり。 詞 人の 文章 は實 すくなく 詞花 おほしと いへ ど 

も、 阿房の 營作は 開，^ よりこの かた あらざる 也。 其の 天下 楚 人の 一が" に 化 i 土と なる 事、 

ばう し  キラ 

尤もよ しある 事 也。 帝 堯は茅 茨 を だに 不, 剪、 漢の文 帝 は 金 をつ ひやす を 中 人 十 

の產 なりと て、 つ ひに 露裹を 立てた ま はず。 皆是れ 民の 苦 を 以て 身 を 安く せん 事の 帝 

德に そむく を 戒めと せり。 朝廷 禁裏  >  城郭 殿中、 各. "不 ん付レ 止の 制 あり、 若し 侈の た 

めに 费を なさん 事、 人君 あやまり 也。 次に 田飽の 欲と いへ る は、 田獵は 先王の 必 とす 

る 事に て、 四時に 四 度の 法 を さだめ、 武 をなら はし、 威儀 をと との へ、 地 利 を はかり、 

il: 俗 を 正す の わざ 也。 好んで 節 を 過す 時 は、 民の を さまたげ、 外にす さみて 政 を 忘 

れ、 け はしき を 越え あや ふきに 上りて、 是 れを樂 とする あり。 夏の 大康は 田獵に ふけ 

り、 有洛の 表に かりして 十 句まで か へらず、 弈に國 を _t はれぬ。. 流連 荒 亡 は 先王の 戒 

むる 處、 漢の武 帝の 微行して かりせ し をば、 相 如が 出 二 萬 有 一 危之塗 1 以爲レ 奴と いさ 

めし 故 也。 天子の 行幸 はたやす からず、 三 民業 を やめて 道 をつ くり 役勞 し、 往來 これ 

がた めに ささ へられ、 鰥 {4 つ 孤獨ー 日の 凯を たすけず、 田 22 を蹈 みそこな はれ、 林木 を 


剪り とられ、 或は 鳥獸 を不レ 追して ほしいままに 作 毛 を そこな はしむ、 如：， 此の 费不レ 可 

7  そつ ど 

レ謂。 尤も 天子 放 廳の地 は、 氣を養 ひ 身 を 保た しめ 給 ふ 用 あれば、 率土の 民、 天子の 

ためにつ ひやされん 事、 更にい たむべからず と、 ：：^ 奸の 曲臣は 巧言令色す とも、 民の 

志の 不, 敎 して 左 あらん は、 聖德の 及ぶ 處 なり、 上より 押して 如レ此 可レ田 ^ 事 也と あら 

(二，：  その 

つ!，， 一 下 I ーナ J んは、 下の 情 を 塞ぐ と 云 ふべき にや。 文 王の 囿は方 七十 里に して、 人猶 ほそ しらず、 

产 -I 出づ うらみず.。 齊の宣 王の 閒は方 四十 虽 にして、 民の おとしあなと なれる がごと し。 唯 だ 

rs) 

樂を民 と共にす る は、 とこし なへ にして やまず、 我が身 を樂 しまし めんとの 政 は、 民 

の怨 むる 處 なり。 凡そ 人の 欲、 只 だ これに 不レ 限、 衣服 器物 もろ/ \ の 品に ついて、 分 

外の ねが ひ を 立つ る は 皆 欲 也。 然れ ども 人君 或は 國を失 ひ 身 を 亡ぼす に 至りて は、 右 

の 欲の 外不レ 可レ有 也。 此の 欲の 根 を 推す とき は、 人欲の 私より 出づ. る 也。 人君 學を以 

て 心 を 正しう せんとな らば、 能く 人欲の 私 を 知って 是れを 正しくせ ずん ば、 心の 德全 

から じ。 欲の なからん とに は不レ 有、 唯 だ 是れを 正す にあり。 正さん とならば 其の 品 

を勘辨 して 當然の 用 を はかり、 天地より 備 はれる 有の ままの 信に 顺 つて， 其の 禮を行 

ふべき 也。 其の 問に 私 を 加へ、 萬 民の ためたら ず、 一己の 欲 あ を 改め 糾 さば、 大學 

君！ 5 君德  -  四 一 
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の 正 心 誠意と 云へ るに 近 


四ー_ 


ん歟。 


二) 書^ 舜 

典に 5r つ 

骞經堯 

典に 「古の 帝 

堯も稽 ふるに、 

口 はく、 放 動、 

s. 文 s5 安 

,w」 と出づ 

(三) 書經太 

甲 中に 出づ 

(S) 書經泰 

誓に 「： 大の視 

る は 我が 民の 

視に. 0  (した 

が) ひ、 天の 

聽くは 我が 民 

の聽 くに C3 ふ」 


七 耳目 を 明に する こと を 論ず 

入  二) ヒラ キヌ-一 シ  7 ス  ヌ 

或 問 ふ、 堯舜の 天下の 政 あるに、 P 一四 門 一明 n 四 目 一達 ニ四聰 一とい へ る 事、 そのい は 

れ有， 之に や。 師曰 はく、 夫れ 人君 は 明 二 其 耳目, にあり、 此の ゆ ゑに 堯を欽 明と 云 ひ- 

(I 一一) ル ヲコ， ノ. 二 ク ヲレ  -^)  みる 二と  f 

舜を 聰明と 稱 せり。 伊 尹 は視, 遠 惟明、 聽， 德惟聰 と 云 ふ。 武王 は. 大の 視 天の 聽 事と 

の 玉 ふ。 易に 聰明 赛智と 論じ、 泰甞に 聰明 作 二- 兀 11  ローと 云へ り。 人君 耳目 を 聰明に 

いたさず ば、 天下 國 家の 蔽 塞い かんして 可レ通 や。 凡そ 外より 內へ相 通ず る もの は、 

耳と 目と 也。 心 ありと 云へ ども 耳目な き 時 は、 內外 隔絶して 通ず るの 道な き ゆ ゑに、 

耳目 を 五官の 要と いたせる は 古の 敎也。 世の 诒亂 を考へ 人の 普..：：： ふ を はかる、 其の 慮 は 


(五) 論語 顏 

淵 篇第六 章に 

「子 張 明 を 問 

ふ。 子 曰 はく、 

sa; 潤の 譖、 ！ 

受の 狭、 行 は 

れ ざる は 明と 

云々」 is 不レ して 其の 謹 を 聞き入る る 事 あり C 又 事 を 構 ふる 事の 久しくして 首尾の 合 ふごと 


心に して， 其の 通ず る もの は 耳目 也。 人の 氣質 各.' 偏 僻す る ゆ ゑに、 每事 ー樣 にあし 

(知) 

て しられざる こと 多し。 其の 故 は、 佞奸 を內 にか ま へ て 言 を 巧に し を 設け、 一 朝 一 

夕の ゆ ゑんに あらず して 渐に ひたし そむる ごとくなる を、 浸潤の 譖と名 づけて、 人君 


§  ふ ，， い 5 つったへ 

くし 置きて、 俄なる ごとくに 人君へ うった ふる を， 膚受の 慰と 云 ふ 也。 是れ又 事 を さ 

ぐり 事を詳 にす るの 暇な くして、 其の 讒を 信ずる 事 多し。 如レ 此のた ぐ ひ は、 皆 耳の 

あやまりて 不レ 明が ゆ ゑ 也。 たと へば ii! 邪に あら ざれ ども.' 臣の智 くらくして、 是れ 

つ ひえ  (吝) 

ぞ忠言 なりと 思 ひて、 民の 財 をし へたげ あつめ、 人君に 吿 ぐるに 費と 號 して、 寶をゃ 

S  S) 

ぶ さかり をし ましめ て、 土藏 倉庫 を 多くす る を、 人君 叉 まど ひて 聽き 入れ 信用す る は、 

皆 耳の ふさがる ゆ ゑと 可レ 知。 人臣 內に态 曲の 行 ありて、 色 をよ くし 形 を 正しう し、 

主君の 好める 行 をな し、 ひたすら 賢者の ごとく 取つ くろふ. 忠人 あり。 又 元來氣 質お ろ 

かにして、 形 を 取つ くろ はず、 實^< にすな ほなる 生れつき あり、 是れを 似せて 偽る あ 

り。 然れば 形 は 似て 內に虚 實の違 ある を不, 知して 用 せらる、 是れ 目の 明なら ざる 

也。 A をみ る 計りに 不レ 限、 世上の 治亂、 民の 安否、 皆 耳： HI の兑 ちが へ 聞ち が へ 多し。 

(計) 

この 本 は 心の 闇より ちが ひもて ゆく とい へ ども、 視聽を 捨て 心に はからん と 云 ふ は、 

異端の 虛遠 也。 天 を はかる に は 日月 星 K を 見、 風 15* 田 • ；：， ，一 を 聞きて、 而 して 後に 是れを 

考へ、 地 をつ もる に は 山川 海陸 を 見、 水の 落 つるおと、 風の あたれる 聲、 物の 響を以 

て 其 Q 性 を 知る。 古の 伏 裁の 仰いで 象 を 天に 觀、 俯して 法 を 地に 觀、 鳥 IT: の 文と 地の 

君 道 一 君德  四  一一！ 


( 一 ) ,M00 

「其の 以てす 

る 所 を 祝、 其 

の. S る 所 も觀、 

其の 安ん する 

^を 察すれば、 

人安ぞ i1 (か 

く) さんや」 

(一；) 梁 Sri 

下 篇第七 章に、 

「左右 iils と 


1^ なら ざ るな 

り、 お 大夫皆 

なりと 曰 ふ 

とも 来 だ 可 な 

ら ざるな り、 

云 み 」 と出づ 

(三) 密の太 

宗の名 •&、 贞 

觀 政耍卷 一 君 

^篇の 首に 出 

づ 
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宜しき を觀 て、 近く これ を 身に 取り 遠く 是れを 物に とり て 八卦 をつ くれる と 云 ふ も、 

是の 心に て や あらん。 皆是れ 耳目に よるの 功也。 情內に 動く とき は、 響 外に あら はれ- 

色 必ず 形す る は 天然の 物 則 なれば、 視聽 にくら-くして は 外 を 可， 正の やう あらざる 也。 

(二  (二) 

さるに よりて、 孔子の 視觀察 視聽の 論、 孟子の 贤 否を定 むる に は 左右 諸 大夫國 人 ま 

で 賢 否な りと 云 ふと も、 猶ほ 心に 察して 用捨 あらん 事を議 し、 廣の 太宗は 耳目 を蔽ふ 

を 以て 帝王の 衰 ふる 本 也との 玉へ り。 爱に 案ずる に、 いかに 修 して か 耳目 は 聰明なる 

ごとくに 可， 有と ならば、 廣ニ 耳目 一して 智^ S 者に ただし、 諸事 一 偏に 取りお かず、 

お くり むかへ 

輕.^ しく 人の 言行 を 信ぜず、 能く 耳目の 實を 正し、 我が 好悪 を 改め、 將迎の 心 を さり 

ニニ)  ひとへ 

て M 聞せば、 かくる る處 あるべからず。 魏徵が 翁ね て 聽くを 明君と 云 ひ、 偏に 信ずる 

を 暗君と 云へ る も是れ 也。 四 門 四 目 四 聰と云 ふ 四の 字 は、 四方 を 以て 考 ふる 也。 是れ 

一 方に かたよらざる をい へり。 東西南北 何方へ も かたよらば， 兼ねて 謀る と は 云 ふべ 

からず。 街 虞の 治 は、 天下の 目 天下の 耳 を 以て 耳目と せる ゆ ゑに、 視聽廣 くして 能く 

通ず る 也。 或 云 ふ、 人君 ひろく 視聽 せんとな らば、 彌. - 惑うて 不, 通の 失に 至らん か。 

師云 はく、 唯 だ 耳目 を 明に する にあるべき 也。 堯舜 は蜜德 なる が ゆ ゑに 廣 くして 明な 


るべ し。 若し 耳目 を廣 くす ると 云 ふ を 心得ち が へ て、 一事 を も不， 究 して 諸.^ にた だ 

しなば、 異說品 多く、 異ロ まちく にして 本 說を失 ふべ し。 前 漢の宣 帝. 後漢の 明 帝 

は 皆 知人に 勝れた る 人君な りし かど も、 下の 情 を さぐる 事の すぎ、 卩 の 事 をき くこと 

を このみて 疑 ひ 多く、 公卿 大臣 皆 そしりに あ ひ、 朝廷 ことん \ く 恐れ をのの く。 隋の 

文 帝 下の 事を兒 聞す る 事 を 喜んで、 事 を 自ら とりさばく 事を好み、 大臣 老將に まかせ 

ず、 大小 事と もに 自ら 是れを a- 聞して 行 はる。 天下 大 にいた みて つ ひに 二 代に して 亡 

ぶ。 唐の 宣宗は 我智を 高慢して、 下 を こまかに 聞き、 官人を 出して 見せしめ、 事 をき 

くま まに 行 ひ 玉へ る ゆ ゑ * 唐の 世つ ひに 亡ぶ。 是れ等 は 見聞 を廣 くいた せる の 形に 似 

て、 皆 見聞 を：^: ぐ 也。 聖 主の： E 儿 聞を詳 にす る は、 下の 情 を 塞ぐべからざる ため 也。 暗 

主の 明 を 用 ふる は、 人の そしり を ふせぎ、 人の 悪 を 見出さん との 事 也。 其の 趣大 にた 

が へり。 凡そ 天下 は 一 日に 萬 機の 政 あり、 人君 あまねく うかが ひ視、 ことん \ く 耳 を 

傾けて 見聞 あれば とて、 そ も 何ば かりの 事の あるべき や。 天下 を 治む るに は 天下 を以 

てす る 事 なれば、 K 臣を えらみ 官人を 正して、 是れを 以て 人 主の 耳目と せば、 人 主つ 

ねに 九重の 內 高堂の 上に， すと も、 天 下豈 かくる る處 あらん や。 さるに よりて 聞く に 

君 道 一 君：！^  K 五 


( 一 ) 漢武帝 

に. 仕へ たる 舉 

者、 よく 直諫 

す。 客 難 は 其 

の 著な り 


(二) 字 は 君 

赏、 宋の舉 者、 


はす、 ？.！ 國公 

に 封ぜら る。 

よって 司 馬 温 

公.， - 呼ぶ 
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きき 處 あり、 見る に見處 あり、 聞く 事 M 一る 事 其の 人 あり 

の 法 を しらず して は、 見聞 すれば せ はしく 下の 苦に 至り 


四 六 

これ を 用 ふるに 時 あり、 此 

兒 聞せ ざれば 下 ゆるやかに 


して 怠る に 至る。 是れ 明なら ざるが 致す 處也。 東方 朔が客 難に、 1E 免 而前旋 所 一一 以蔽 V 明、 

これ は 天子の 冠に、 前に 玉の やうら く を 下げ、 


駐 繽 充， 耳 所 ニ以雍 V 聰 也と 云 へ 


左右に みみ かね をつ りて 耳目の ささ はり をす る は、 天子の みづ から 兑聞 あられ まじき 

ため 也。 又出づ るに 警し 入る に蹕 して 先 を 追 ふ は、 無 禮邪惡 の もの を さけし めて、 非 

禮を 見聞 あり 玉 はじとの 事 也。 是れ等 は 舜の四 門 を ひらき、 四 目 を 明に し、 四 聰を達 

せる と 云 ふに は、 事替れ るが 如く なれ ども、 天子の^：ら事々 を晃聞ぁられょと；^^ふの 

敎 にあらず、 唯 だ內を 明に して 偏にな づ ませ 玉 はねば^ 聞の 廣 きと 云 ふなり と 可 

レ知 也。 本朝 平淸 盛^ 兒を 放散して 京 中の 事 を M 聞せ し は、 下の 情 を 索む るに 似て、 皆 

民 をし へたぐ るの 耳目な り。 人君の 必ず 明に する 處 にして、 必ず 惑ふ處 也。 司 馬 光 曰、 

先王^ 纊 塞, 耳 前 旒蔽， 明、 欲 T 其廢， 1 耳目 之 近 用 1 推 5 聰明 於 四 遠.^ 也。 

八 容貌 を 正し 言語 を愼む 


師嘗 論,， 人君 正， 1 容貌 1 愼 5 言語 上 曰 はく、 內に誠 あれば 必ず 外に あら はるる は 大學の 

格言 也。 形 は 外に 屬 せれ ども、 外 は內の 表なる が ゆ ゑに 形に 隨 つて 內又 曲直す。 君に 

は 君の 威儀 容貌 あり、 動容 周旋と もに 禮 にあた る 如くす る は 人君の 誠な り。 四海に 儀 

刑 まし/ ヽて萬 邦の 規範た る 御身 なれば、 かりにも 非禮 にうごき 玉 ふべ からず。 夙に 

(夜) 

輿き てより よはに いぬる まで、 日中の 行事、 年中の 行事、 行住坐臥 について 暴慢なる 

容貌のお はし まさば、 是れ 天下の 政事の 暴慢なる 表示な りと 可, 知 也。 形と 心 と^な る 

が 如く なれ ども、 其の 誠 を 推す とき は 何 ぞ兩般 あらん や。 立つ とき は 立つ 心 あり、 走 

る 時 は 走る 心 あり、 形に 異風 を學 ベば 心に 異風 あり、 禮服を 著して 危坐 すれば 自ら 持 

敬の 心 生ず。 人の 上に 立たん 人の、 容貌 かろ-^ しく ほしいまま にして 顏色 和せ ずば、 

(！- 一)  i§ 下の 手本に あらず、 人君の 容 あらざる 也。 孔子 も、 臨 レ民以 レ^と 季康 子に 答へ 玉へ り。 

J ほ？^  二十 章  ハク ハ フナリ 7  §  ム-ー レヲ  ： 

(gl" 孟子 梁 朱 子 曰、 莊謂 こ 容貌 端嚴 一と 注せり。 孟子 梁の 襄 王に まみえ て、 望レ之 不レ似 二人 君 一とい 

章に 出.. つ  へり。 容貌に よって 心 を 失 ふ は、 古よりの ためし なれば、 容儀 を 正しくし、 威儀 を 失 

(五) -2 ひ 玉 はぬ 事、 人君 修身の 一 也。 易に 美 在 一一 其 中； 而暢ニ 於 四 支 一 發ニ於 事業； 美 之 k5 也と 

あり。 言語の 事、 天子の 言語 をば 綸言と 云 ひ、 その 嘗 にあら はす を 勅書 • 詔書 ニ且命 
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(一) ii 

淵篇、 說 *s 說 

業篇 等に 類語 

sr つ 


(二) 殷の湯 

王の 賢 相 

(三) 殷の湯 

王の 孫、 卽位 

して 一一 一年、 不 

德 にして 湯 王 

の 典 刑に もと 

る こと 多く、 

伊 尹 これ を 桐 

宮に 放ち、 そ 

の 改心 を 待ち 

て 再び 迎 へい 

れ たり。 書經 

太 W- 一二 篇は 

尹の 1^ を 記す 

(r し 阉卦 
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つ J ぢゃぅ  み けう 

と 云 ふ。 武將の 命ぜら るる を 台 命と 云って、 上意. 御； ^と 云 ひ、 其の 書に 記す を御敎 

しょ  (S2) 

書 • 御內 書な ど 云 ふ。 されば 禮 記に、 天子の みことのり は左史 常に 筆 をと りて 此れ を 

册 にしる すと 云 ふ。 言語の 重き 事 4i 此、 一言 出づれ ばぎ 馬 も 追 ひがたし。 云 ふ 事 は 

やすくして 行 ふ 事 は 難し。 人君 一 首 出で て號 令と なり、 勅 詔と 號 して 天下の 萬 民 これ 

を 聞きて となへ.' 後世に 是れ をの こす、 甚だ 不， 愼ゃ。 されば その 愼 むと 云へ る こと 

は、 假 にも 虚言 戲 言の なく、 言 を 和げ 氣を 順にして、 其の 下に 至りて 利害と ならん 處 

を 考へ玉 ふに あり。 尤も 卑劣の 詞、 利潤 好色の 詞は、 人君の 愼む處 也。 ^し 天子 武將 

辯 をよ くし、 詞を かざり 玉 はん は、 物 を かろんじ 人 を あなどる の 基 也。 ことに 臣の云 

ふ 處を智 辯 を 以て 問答 翁 詰 あらば、 人臣い よ/ \ 恐れて、 言 をた ぇ諫を あぐべからず ( 

(二)  (一  11)  チ  7 

是れ才 辯の わ づらひ 也。 伊 尹が 太 ギを戒 む る に 以， 一 辯 首 一 舊政 を 亂る事 勿れと 云へ り。 

人 主 身を修 むる に、 言語 を 愼むを 以て 大 なりと す。 言の 前後 を亂 りなば、 法令 禁令 皆 

本末 を わかず、 民の 投大に 違 ふべき 也。 すべて 容貌 言語 は 君德の 外に あら はるる 處な 

れば、 其の表示に依りて君の得失明なるべき也。 ぃささか^：-るべからず。 易 曰、 君子 

以愼 -1 言語 一 云々。  ， 


九 儉德を 守る 

師 嘗て 云 はく、 人の 行 無二 過不及； かたよる 事の あらざる を 中庸の 德 とす。 此れ 聖 

學の敎 也。 ここに 人の 行跡 を、 我れ を 以て 考 ふるに、 常に 過不及の みあり て、 中庸に 

至る 事 あらず。 然るに 過ぐ る もの は 害 多く、 不レ及 もの は 害すくな し。 不レ？ ^よりつと 

めて 至らば、 つ ひに は 中道に 相 叶 はん 敷。 不レ 化まで も、 害の ある 事 はなき もの 也。 過 

ぐると き は 中道に 不， 至、 內に害 多し。 先づ 身に 奉ずる 所の 衣食 居 用具、 世の ことわざ 

の游 ！-禮 節、 ともに 分限に 相應 いたせる ごとくす る は、 古人の 敎 なりと いへ ども、 中 

麻に かな ひがたき を 以て 悉く 過不及 あり。 是 れを不 及に いたす を儉 約と 號 して 貴ぶ 也。 

§  けう. I や  つ ひや 

今 過不及の 利害 を ろんずる に、 過ぎて 驕奢なる とき は、 人の 勞役 多く、 財 を 費し、 猜 

ほい やが 上に 願 を 立て、 財寶を 泥沙の 如くに 用 ふ。 是れ 我れ においての 害 也。 是れを 

みる 人. 皆 かく こそ あらま ほしき と 欲する 心の 出で て、 分 を歸 えたる ねが ひ を 起さし め、 

金銀 を 借用せ る、 (皆) 主 を 迷惑せ しむ。 是れ 彼れ についての {tr 也。 儉約を 守りて 物 ご 

とに 不 及の 行 あれば、 萬 端 事 そぐ ゆ ゑに、 下の 役 作に くるしみ なく、 我が 財 用の つ ひ 
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五 0 


( 一 ) S0 

問篇 二十 一 

章に、 「子 曰 は 

く、 其の 位に 

在ら ざれば、 

其の 政 を 謀ら 

すと。 @ 子 曰 

はく、 君子 は 

S ふ こ と 其 の 

位 を 出です」 


(二)  ^酌せ 

すに 报舞 ふこ 

と、 又 風流の 


3  (足)  (二 

え もな し。 是れ をみ る 人 も、 かくても 事た る 事 を 思 ひて、 謀の 位 を 出づる 事な し。 是 

れ 人我に 付きて 害な し。 其の 人 又 心 ありて 儉約を 用 ひば、 內外又 利 あるべし。 此れに 

しラ 

ついて みれば、 騮と儉 約との 利害 雲泥の 違 ひ 多ければ、 ^約より 德を修 せば、 つ ひに 

天地の 物 則、 かの 無 M 過不及 1 の 中に も 至らん か。 是れ 等は庶 人の 上に 於ての 論 也。 1K 

子 武將の やん ごとな き は、 儉德 ありて 天下の 德を 化せし 事、 其の 例 多し。 II をき はめ 

(二 )  — 

て 財 をつ ひやし、 波 佐羅を 以て 俗 をい やしく せば、 天下に 失德 多く 國 家に 財つ きて.' 

ル カラ フ  3 

實に 民の 不足 を 救 ふ 事不, 可レ叶 也。 凡そ 财寶は 不足 をお ぎな ひ 民 を 救 ふの 用 也。 此れ 

を 司り て 過不及な からしむ る は 人君の 職 也。 この ゆ ゑに 人君 先づ 身に 儉德 のまし/ \ 

て、 威儀 を 下に のっとら しむ、 是れ 君の 德也。 堯の茅 茨不レ 剪の 政、 大 If の 菲 一一 飲食 f 

ァシ クシ ヌヒク クシ ヌ  ムヌ 

悪 二 衣服 1 卑 二宮 窒 一玉 ふ 事、 ありがたき 聖主 也。 # 尹 は 太 甲に： t むる に、 愼 一一 儉德 一と 一： み 

ふ 事 をい へり。 漢の文 帝 は 身に かざれる 衣服な く、 家に 大疫を 設けず、 器に あや ある 

ヒ  たいまい  ひ すゐ 

を不レ 用、 後宮の 夫人 も 衣服 を 長う せず、 ^门ぉ を かざらず、 薪翠 のかん ざし をい やし 

あら 

めり。 宋の 太祖 は 常の 御衣に 再び 浣 へる を 用 ひ 玉 ふと かや。 ^約の 德 尤も 火な り。 本 

朝の 古 令に、 制 法 を 定めて 天下に 行 はしめ し は、 是れ叉 節に あたらし めんと 也。 弘安 


照卷 s このの t' 俊 に ^ 

六 ふれ 袖 1 お 。兼 、； f; 
ニニ  。も': g に 赖关筑 
二; S 戒 もて 朝 服 後 苔 
貝 十む 切 俊 衆も權 1^ 
3= 三 と り ^^人好守鏡 


の 式目に、 皆 每レ物 可 レ被レ 用 ニ眞實 之儉約 一事 を 武家に 執行し、 建武の 記に. も、 可, 被 


(二) 醍醐 天 

.B お 

5 藤 原 時 

平 


(六) 論語 泰 

伯 篇第十 一 章 

に、 子 曰、 如 

有 ご 周 公 之 才 

之 m 使： ー驕且 

吝 ？其餘 不レ足 

レ觀 也..」 i 出 


レ行 ニ儉約 一事 を專ら す。 歷代守 文の 世 必ず 過 奢に おち 入る 事 多くして、 是れを 制する 

(一一 一)  nsn  お -.Jw  (五)  ノ 

に 術の なきが ゆ ゑに や。 延 喜の 聖主は 時 平に 相 計りて 時の 奢 を やめ、 源 賴朝卿 $^筑 後 

權守に事をょせて時の過ハボを^^しけんとす。 ^德を 守る は 人君の カ行す る處 也。 儉 約と 

一 K ふに は、 人の 心得に たが ふ 事 あり、 ゆ ゑに 今 儉德を 以てする 也。 その ゆ ゑ は、 儉約 

はつひえ て 鄙 杏に 入る 事 あり。 鄙 文：： と 云 ふ は、 鄙 はい やしく して 義を 不, 知、 唯 だ 利 

害 をのみ さしはさみて、 ェ 商の 利潤 を專ら とする が 如くなる 事 を 云 ふ。 齐は與 ふべき 

(K0 きたな ろ 

にあたり て、 しはく 蓬 心の 出で て 是れを 惜しみ、 やぶ さかる 事 也。 儉約 計り 心得て- 

道 を 以て 修 せざる 人 は、 必ず 鄙- ズ；： に 至る 也。 周 公の 才の美 ありと 云へ ども、 驕る 心と 

杏る 心の あらん は不, 足レ觀 と、 夫子の 戒 あり。 すべて 人 は 犬 地の 物 則 ある もの なれば. 

位に よって 衣服 飲食、 居所 用具、 渡世の 禮節、 その 式目 あり。 衣裳 は 黄 帝より 初めて 

、 十二 章の かざり をな す。 是れを 一 焚 龍 

-, ら れぅ  i 殿) 

本朝 內藏 祭の 御 服、 ぬひ どのの 裁 制、 


堯舜に 至りて ととの へり、 則ち 大地の 形 を 表 

の 御衣と 云 ふ。 詩に 衰 職と 號 せる は是れ なり 

各. - 其の 法 あり。 大勝 職. 內勝 司： 大 子の 饗 御 膀を掌 りて、 旣に 其の 制定 ま 

君 道 一 君德  五 一 


內 


二) 禮記の 

("；) 字 は 誠 

s、 元 和の 進 

士、 稷宗の 時 

に 待 書 十： を 

以て.？ 封 員外 

おたり、 文宗 

の 時 中 書舍人 

に遷 る。 善く 

諫む。 太 P 太 

5^ も 以て 致仕 

す。 書法に 秀 


(三) s,3 の 代 

宗の 臣、 S 

も W て AT ら S 

とし、 細に 

渉り、 世人 こ 

れを 誘る 

(gl) 街 書に 

は、 不能、 當 

レ辭レ 位， 不レ宜 

レ辭レ 食、 i あ 

(五) 春秋 時 

代魯の 賢大夫 

仲 孫 蔑、 獻チ 

は諡 なり。 以 

卞の X は大 

に 在り、 順序 

やや 異なる。 

t の 意 は、 兵 
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み  も，. れぅ  げつれい こうし  っノ. 、も，.. こ ？ン 

：!^  • 木工 寮はェ "ほの 制 を專ら とす。 月 令の ェ師は ェの 事を定 む。 作物 所の 工人 いづ 

れも 其の 制定 まれり。 天子 武將 は大 下に 對し萬 民に のりとして 相 定まれる 制 あれ ども、 

猶 ほこれ を か N?! いて 事 を そぐ は、 鰥-: 孤 獨を養 ひて、 其の 不足 をめ ぐみ 給 はんとの 儉約 

也。 若し 儉 約に 事 をよ せ、 定制を ことん， \ く 省略し、 剩へ 民に はぶかず 急 をお ぎな は 

ず、 裘 へたる を 不レ助 不レ救 は、 是れ鄙 文：： のな す處 にして、 君子の 大に にくむ 所 也。 唐 

の 文宗、 三度まで あらへ る 御衣 を 著 用 ありて 儉約 にあらず やといへ る をば、 柳 公權が 

(三) どうせん 

是れ 天子の 末節な りと 答へ、 大曆の 宰相 常 衰が堂 、を辭 せし をば、 時の 人 そしりて S 

はく、 朝廷 厚 & 所ニ以 養-. fer 自 知 二 不能 ス 辭， 職、 不， 當， 辭 ，祿 とい へり。 然れば 

(缺)  シ  ーフ ニヲ C 

禮を かぎ 分 を 越えて しきりに 儉 約を宗 とする は、 皆 小人の わざ 也。 食， 祿 ぉ不， 得 T 與ーー 

下民 ー爭 4, 利と 也 e 若し 大祿 の宫 人、 別莊を かまへ 庭園 を廣 くして、 內に 野菜 をう ゑ樹 

木 を 盛に して、 用 木の みを植 ゑて 民の 利 を 我れ にう ば ふ は、 是れ儉 德と云 ふべ からず „ 

《五)  ばつび や, T- 

孟獻子 は、 百乘の 家に は 聚斂の 臣を やしな はず、 伐 氷の 家に は 牛 羊 を か はず、 馬乘を 

ぶ £ ふ もの は雞厥 を不， 察と い へり。 孔 夫子 は、 臧文 仲が 女に 蒲 を 織らせし を 不仁 也と 

の 玉へ り。 公儀 休 は #： の 相と して、 庭の 野 _ ^ぶ をぬ いて 棄 つとに や。 是れ 皆祿に 定まれ 


る 制 ありながら、 百姓と 利 を爭ふ もの は、 必ず 驕る ことの 分 を 超えて 祿 の不, 足歟、 

^^^^ 鄙吝 にして 倉庫 を盈 たしむ る歟 の兩條 を不， 出。 宰相 大 夫の 祿を 以てすら 如，： i、 況ゃ 

き- g は 置 力す、  さ ヲ サム J- ヌ.  ズレ 

^はに 氷 天子 武將の 上に おいて を や。 然り とて 理 レ財事 は あしきと 云 ふに は あらず。 大學に 生 

貴の 読 i マ レ 財の 大道 を 論じ， 洪範に 食貨を 以て 八 政の 先と す。 唯 だ 其の 儉約 を德 において 守ら 

牛 や 羊な ども  シ レ 

Mp^^ しめん 事 を 要と する 也。 こ こに はぶく はかし こに 施さん との 事な りと 可， 知。 願 はく 

^.^^^^^^ は 其の 中 瘡に叶 ふに しか ざれ ども、 若しくは 儉 より 德に 至らん かとの 事に て： <?K ど 一 14 へ 

料 5^ 畜は 置か  ひとへ 

t7£Tl、J り。 夫子 も 用 を 節に する こと を專ら との 玉へ り。 只 だ 偏に 儉を 必ずと はの 玉 はず。 儉 

Kss.^  ハク  ニス ヲ 

傳文 は^に 對せ るの 辭也。 朱 子 曰、 儉^ 俱失レ 中と い へり。 尤も 其の 語 あたれり。 

公二 年に あり、 

妾に 蒲 蓆 を 織 或 人 曰 はく、 天下の 財寶は 天下の 財寶 なれば、 人君 驕 りて 金銀 を 失 ふと 云 ふと も、 

らしめ て 1 舅り 

爭へ 其の 金銀 天下の 外へ 行く にあら ざれば、 儉約を 好んで 寶 をつ まんより は 蹴り て 寶を散 

へ 七 ) り  キル  お レガく 

篇名 * ミ ぜん は、 又 天下へ 財の わたるに 可, 成に や。 師曰 はく、 過ぎた る は^, i4 レ I と； ム へり、 

(八) ii  や f-h  ノ ハクへ  ハ  ゴひン 尸 ズ. 

^^^M^ 驟る もの は 必ず 吝る なり。 朱 子 曰、 ii 者吝之 枝葉、 吝者驟 之 本 根、 二者 相 因而： ^也。 

KM^^^ ここに 矯る もの は 必ず かしこに 文：： る は 常の 情なり。 君子 は 急に 周ね くして 不， 鞭， 富と 

意 

こ そ 云 ふなる に、 II れる もの は、 我が 好惡 によって ひたすら このめる 事に 僻す る ゆ ゑ 

：  君 道 一 君德  . 五一 二 


山^ 語额卷 第一  五 四 

に、 財 を あまねく 致す に は あらず して、 ェ商游 民の 類、 時の 仕 合に 因りて 宫の 上に 富 

を 重ねて、 急に あまねく する 事 は あらず。 是れを 財の 散ぜ ると 云 ふべき や、 唯 だ財寶 

(W) 

所 を かへ てあつ まる 也。 君子の 財 を 散ず る は、 金 を 海に 沈め、 玉 を ふちに 投 ぐる ごと 

くせる に は不レ 有、 財寶の 至ってた からなる 事 を 能く 知りて、 費 をな さず、 ^を 丄り 

て、 下に はぶき 與 へて、 その 苦しむ 事な からしむ るの 用と する 也。 古人 言 ふ、 金 を 土 

の價の 如く 致さば、 人心の 欲 やむべき などと 云 へり。 皆 これ 赏學の 論に あらず。 如 

レ此處 よく 了簡 あるべ き 事 也。 

IO 敬 戒を嚴 にす 

師云 はく、 戒め ざれば 必ず ュ、： わる は 人の 常の 情 也。 仁義の 義、 文武の 武は、 皆 是れ敬 

戒の 因って 出 づる處 也。 內心 をい ましむ る を 名 づけて 敬と 云 ひ、 外形に いましめ ある 

を 警戒と 號 する 也。 一己の 眇身 すら、 內 外につ いて 戒 なきと き は、 必ず 悪に 陷る事 や 

すし。 ことに 一人の やん ごとな き は、 天下の 大寶を 蹈んで 賞罰の 與奪を 司 どり まし ま 

せば、 下臣 皆 巧 一一 n 令色して、 首の 出 づるを 以て 君の 情 を さぐり、 事の 行 はるる を 以て 


其のお ざし を 計り、 敬 跪 曲 拳 奔走，^ 順して 君の 惡を迎 へ、 是れを 引きて 邪義 におと し 

いれ、 我欲 を 放 にせん と 構 ふる なれば、 其の 言行 好惡の 戒め 嚴重 にあらず して は、 

速に 彼れ がま， h けに 陷る べし。 人心 惟危、 道心 惟微" 惟精 惟一、 44 執 二 あ も 一と 云 ふ 

M ヒ f す 厥 を . 十六 字 は、 堯.舜.15? 傳授之 法に して、 萬 世 聖學の 淵源 也。 されば 心 ほど あや ふき 物 

なし。 聲色 臭味の 間、 皆是れ 心の 善惡に 入る の路 にして、 其のた がふ 事は毫 Is 法り と 

いへ ども、 其の わかる る處は 千里と 成る が ゆ ゑに、 敬 を 持し 戒を思 ふ 事の 切なら ずん 

ば、 刹那が 內に 必ず 變ず べし。 人君の 體、 內には 後宮 六 殿 あり、 外に は 九重の 深き あ 

ぶんき 

り、 后妃 侍 妾 は 君 心に 叶 はん 事 を 求め、 飲食 衣服 は 八珍異 味錦纖 文綺、 身に こころよ 

からん 事を吿 し、 財 寶の利 ある 事 をす 才め、 游实 田獵 のた のしき 事 を 云 ひ、 姦 曲の 侍 

臣、 席 をす すめて 獨り 寵臣た らん 事 をね が ひ、 人君の 耳 をふさぎ てきき を 遠くし、 目 

をお ほうて 視る事 を かくす。 さなき だに 陷る 事の 易き 人心、 豈卓爾 として 獨立 せんや。 

堯舜の 天下に 臨み 玉 ふ をば、 欽明溫 恭と稱 せり。 欽恭と は 恭敬 警戒す る こと 也。 何 を 

か敬戒 するとな らば、 かの 道心の 微 にして 人心の 危を 以て 也。 伊 ， 太 甲を諫 むる に、 

鋼 王 あ 1^ といへ り。 武王踐 ：； き ありて 三日に して 事 を 問 ひ 玉へば、 太 公 丹 書 を 以て 戒め、 

君 道 一 . 君德  五 五 


(1) f 新、 


新。 大 舉の傳 

第五 竜に 引用 

せらる。 第 十 

一 卷  一 E 八 頁 

旁 照 


r:) 食物 を 

盛る も 載す 

る峯； を 置く 所、 

滞 涼 殿の 一 室 


(一 ヒ) 懿は詩 

^大 雅、 抑の 


の 引 は國語 

の楚 語？ 1 巫 公の 

條に 出づ。 語 

類卷 三十 五參 

照 

s) この 十 

條の 上疏、 貞 
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レバ 一一 ナリ レバ 一一 へ  たら ひ ( 1 ) 

敬 勝 レ合心 則吉、 義勝レ 欲則從 といへ り。 殷の湯 王 は 盤に 銘 して 日 新の 功 をつ み、 W の武 

王 は 席の 四 端に 銘 して 戒書を 作れり と 也。 本朝 は 天照大神の 神德を 重んじ、 神 阔 の 風 

儀 をつつ しみ 玉 へれば、 代々 の 帝王、 政務の 初に 神事 を 先んじ、 百. {R の 上に 神祇 {：：：： を 

置き、 神宮 幷に內 侍 所の 御 方 をば、 天子 御 あとに なし 奉り 玉 ふこと 無し。 萬の 物の 出 

(二 ) 

來 にも、 先づ * 盤 所の 棚に おいて、 女官 を 召して 內侍 所に 奉り 玉 ふ。 是れ 宗廟の 祌を 

重んじて、 自ら 戒 むれば なり。 トー 古 は內侍 所を大 殿に 安置して、 床 を 同じう して し 

玉 ふ。 是 れは大 神の 瓊々 件 尊 • 天 忍穗耳 尊に 寶鏡を 授け 賜 はりて、 吾 兒視， ー此寶 1 當レ猶 

：  べシ 

レ視レ 吾と 神勅の ありし に まかせて、 是を 以て 敬戒 とな させ 玉へ りし 御 事と にや。 垂仁 

の 御宇に、 神威 をお それて 別殿に 安置せ しめ 玉 ふ、 是れぞ 敬 戒の衰 ふる 初 也。 異闽. 

本朝と もに 先王の 身 を を さめ 世 を まつり ごち 玉へ る、 皆 敬戒の 切なれば 也。 .大 下の 政 

はヒめ 

事し ばらく も 怠 あれば、 下 萬 民， の 苦 あげて 云 ふべ けんや。 殊に 人始 をつつ しむ 事 は 易 

く、 終を戒 むる 事 難し。 この ゆ ゑに 衞の武 公 は 九十 有 五に して 猶ほ If 戒を 作りて 己れ 

を 戒めり。 唐の 太宗は 中興の 賢 君な りと いへ ども、 不， 克， 終の 十疏 を、 魏徵 記して 諫 

め 奉る。 玄宗の 五十 年まで は 太平の 天子と 稱 せられし も、 心 氣の衰 へに 因りて 怠り 生 


し士第 時：:: 

攀に一 に G 
者 ぁを簧 
げ 以 良 武 
らて對 帝 
れ博 策の 


■ .  (五) み ゆき  リ =  し.， 

0^0^. じ、 つ ひに 蜀 山の 御行 あり。 唯 だ 居に 女ても 危 きを 思 ひ、 孜々 として 怠りな からん こと 

は、 帝 德武將 の 位に そな はり 玉 ふ を やすから ざる ことと 思慮 あるの 一 念に 可, 因 事 也。 

一 一 天地 を 長る 

師論ミ 人君 必敬 TT 長 天地 一 曰 はく、 昔 公孫 弘、 漢の武 帝に 對 策して、 の 曰 干 は I 之餘 

烈 なりと 申せし は、 天の 戒を ゆるがせ にして、 佞姦の 情より 對へ 申せし ゆ ゑ 也と ぞ。 

セ)— 神宗 の、 宋の 神宗の 時、 災異 多き を 以て 御殿 を かへ、 御 勝 を 減じ、 樂を やめられ しに、 安 石 

お 宰相と 力り  - 

IIIMS 曰 はく、 災害 皆 天の 數 にして、 人事の 得失 ぁづ かる 處 にあら ざると 申せし を、 (き) 弼聞 

ん として 多數  ■  ルル  レレ ヌ 

の反對 に遇 ひ きて、 入 君の 所, 長 は 天の み 也、 若し 不， 長, 天ば 何事 か 戒めと なるべき と 中せ りと 也。 

却 けらる 

1,) 英 5^ お 司馬溫 公、 安 石が 一 二 不足の 說を 論ぜり。 三 不足と は、 王 安 石が 神宗に 答へ ける に、 天 

へお る 名臣、 5 ハ ラ ルルー- ハ ラ ウレ フル-一 ノへ ラ ル--  ラ 

王 安 石と は 反 變不レ 足 レ惧、 人 一一！  一  a 不レ足 レ恤、 涵 宗法 不 レ足レ 守と い へ る、 三の 不レ 足と い へ る 事、 是れ 

sssS 意見な り 

人君 を 惑 はす：： ^言な りと 定まれり。 凡そ 人 は 天 を 父と し 地 を 母と す。 天地 は 人の 父母 

なる 事 は 古よりの 投也。 中に 付きても 人君 は 天地に 代りて 萬 民 をめ ぐみ 國土を 正す の 

人 なれば、 まさしく 天子と 號し 奉りて 天地の 命 を 司る の 職 也。 しかれば 天 を 敬し 地 を 

君 道 ー君德  五 七 


(一) 渾： 大儀 

又は 星の 名。 

この 條 のこと 

» 經舜 典に 出 

づ 

(二) 泰山 • 

衡山， 華 山 • 

恆山 


t 一一 一) 書 親 太 

甲 上に 出づ 

S 同 太 甲 

下に 出 "、つ 

(五) 00^ 

王篇に 出で， 

大擧 の傳第 十- 

一 章に も 引か 

る。 第 十 一 卷 

1 八 一 H 參照 
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畏れて、 我が 戒 となされ し 事 は、 ひじり の 世の 政 也？ 堯は 四時 を 定めて 天の 時に 順 ひ、 

水 を を さめて 地理 を やすくし、 舜は樓 璣玉衡 を 察して、 日月 五 星の 七 政 をと とのへ、 

にいたり て、 しば やき 祭りして 地祇 を 長る。 日月 五 星の めぐりて 法に 順 ふ は、 天 

8  (事、 

の 我れ にくみせ る 也、 若し 度 を 失 ひて 變 ある は、 天 我れ を戒 むる 也。 ポ子の 父母に つ 

かふる は、 必ず 額 色 を 伺うて、 少しも 違 ふとき は 心 を やすん せず。 夭 子の 天地 を 敬す 

る 事、 孝子の 父母に つか ふるに ことなる 事不レ 可， 有 也。 伊 太 甲を諫 むる に、 誘大之 

明 命 を 顧る といへ り。 又 曰、 惟 天 無, 親、 克敬 惟親と ある は、 天 を 敬 すれば 也。 文 

王 命 をう けて 周 を 興せる 詩に、 駿命 不レ易 とい へ る も、 彼の 天命の 易から ぬ 事 をい へ 

る 也。 人君の 言行 政事 一 つも 天地の 法則 を 失 はば、 民の 父母 たるべからず。 天地の 法 

に 順 ふ は、 是れ 天地 を 敬し： 大地 を 長る る 也。 殊に 災害 祥瑞 は、 天地の 喜 怒 其の 形に あ 

ら はれ、 物に 感じて いちじる き 也。 迅雷 暴風の 例に すぐれて はげしき は 犬の 怒と 知り、 

日食 星變 のしき りに あら はるる は 天の いましめ を 示すな りと 考へ、 かり にも 戲游 馳驅 

のあそび あるべからず。 易の りに 雷す る は 震の！^ にして、 君子 以て 恐懼 修 省す とい 

へり。 迅雷 風 烈には 必ず 變 ずと、 孔子の 天に つか ふるの. 敬 をい へる 也。 古の 人君 大變 


(六) 書經大 

禹護に 出 づ。 

值し禹 の 言に 

„ ^すして、 舜 

, か禹に 云へ る 

語な り 

(七) 「政 節 

あらざる か、 

si^ 職 を 失 へ る 

か、 宮室 崇き 


るか、 苞 直行 

はるる か、 護 

夫昌ん なる か」 

と 六 事 を 以て 

黃 めて 桑 林の 

野に 禱る。 大 

いに 兩 降る こ 

と方數 千里と。 

十八 史^ 參照 

(八) 淸和 天 

皇貞觀 十 一 年 

の 旱、 m 粗 を 

免じて 脤給ぁ 

b。 一條 天皇 

の永^^元年八 

nT、 大風、 腿 

恤、 奉幣 祈禱 

あり。 同正愿 


恤、 後冷泉： 大 

皇康平 元年 二 


によって 御瞎を かるく し、 昔樂を やめて 身 を 責め 諫を もとめ 給 ふ、 皆 是れ敬 を 示す 也 „ 

大禹は 洪水 儆 レ予 との 玉 ひ、 殷の n おは 早に 以ニ六 事 一 自ら 責む。 さしもの 聖君 如, 此、 

(八)  i 力) 

況ゃ 末世の 人君 を や。 本朝の 古へ 寅觀の 早、 永祚の 風、 永 平の 煙塵、 正 暦の 疫疾、 是 

れ等は 朝廷に 善政 あり、 代々 賢臣多 かりし かど も、 自然の 天災 は遁 るる 所な しと、 其 

ころ  テヌ 

の 比の 紀錄 にしる せど も、 天地の 氣は以 レ類相 感じ、 禍福 は 皆 人の 招に よる 事 也。 唯 

だ 災害 を 見て は德を 修め 妖を さらん 事 を 思 ひ、 祥瑞を 聞きて は^ 奸を 索り 德を 恥づ る、 

是れ叉 天地 を敬畏 する 也。 隋の^ 帝 祥端を 云 ふ 事 を このんで 世の 失 德を不 ，.1、 宋の 

(九)  (S 

眞 宗王欽 若が 計に 因りて 天 書の 降れる こと を 信ずる 類、 皆 人君の 機 を さぐって、 ：：^ 臣 

上 を たぶらかす 術 也。 凡そ 天地 は 神明に して、 能く 與レ物 推し 移る もの なれば、 其の 

篤實 至誠の 感應は 甚だ 迅 にして 更にお ほふべ からず。 中庸 曰、 至誠 之 道 可 二 以前.^; 

國 家將， 興 必有ー 一敏 祥ー國 家 將レ亡 必有ニ妖草ーとは如ヒ：^のことゎり也。 所の太守. 

スルャ  スルャ 

縣令、 その 政の まことに よりて、 德に 化せした めし さへ 多し。 しかれば 風 を 反して 火 

二 0)  (； 一； 

•  りう こん  ひでり ひゃくり すう 

を滅 し、 虎 皆 子 を 負 ひて 河 を 渡りし は、 劉 昆が德 政に 依りて 也。 徐 州の 曰 千に、 百 里 嵩 

(一二)  ノ  、  . 

が 行く 處雨 車に したがうて ふり、 劉 敞が鄆 州に 守たり しに、 數曰 にして 蝗 出レ 境と い 
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$^》なるべ し。 

日本 紀略 等に 

ST つ 

(九) 字 は定 

國、 官は同 平 

章 事に 至る。 

智 すぐれ、 帝 

の 意に 迎合す。 

仁 宗輔臣 に 謂 

つ て 曰 はく、 

^若の l^s 眞 

に姦 邪な りと 

二 〇) 後漢 

時代の 人、 江 

陵の 令と なり 

化 大いに 行 は 

れ、 天地 萬 物 

转感す 

(一一) 漢代 

の 人、 徐 州の 

刺史となh^^,^l 

政 あり、 ： 大地 

^3めに感す 

<  ニー) 朵代 

め 良吏 


山 鹿 語類 卷 第一  六 〇 

ル カラ フ  と つ bji  り ミス ル 

へる の 類 多し。 皆 至誠の 不」 『レ 掩處 也。 漢の董 仲舒、 武 帝に 告げ 奉る に、 天人 相與 

之際甚 可， 長 也と い へ る は、 尤も 理に當 れる言 也。 

一二 諫言 を納る 

師云 はく， 過 は 人の 必ず 不ぃ 免處 也。 あやまち ありと いへ ども、 自ら 不, 知事 あり、 

又 我が 智の 不レ 及して、 よろしき と 思 ふ 言行の 悪しき こと あり、 又 道理 は あるが 如く 

にして、 用 ひて 先にて 違 ふ 事 あり、 皆是れ 人の ゆるがせ にして 不， 知 所 也。 故に 百宫 

の 諫を閜 き、 萬 民の 誹謗 を 以て 人君の 諫 とする は、 人 を 長る るの 戒め 也。 人 主 の^は 

雷 遠より すさまじく、 其の 勢 は 萬 鈎よりも 重し。 己れ を虛 にして ひらき 導きて 諫を求 

め、 顏色を や はらげ て 言を受 くると も、 人 猶ほ云 ふ 事 を やすしと せず、 若し 已れを 立 

て 知 を 街うて 非 を かざらば、 誰か 諫を 可レ言 乎。 されば 內 に；！ の ある 事を樂 しみ、 外 

に諫を 担む 形な きが ごとく あらず して は、 諫言た やすから ざる 也。 事大 小と なく 必ず 

いさめ、 臣 大小 內 外に 不レ限 皆い さめ、 或は 面 折と 號 して 君の 非 を 直に 諫めて 其の 非 

くじ  ふう じ  そ， I り 

を 折き、 或は 異見 封 事と 號 して 諫言 を 書に しるし 封 じて 是れを 奉らし め、 或は 誇の 木 


(一) 禹云は 

く T 寡 人に 敎 

ふるに 道を以 

てす る 2« は 鼓 

も 4? やて  一 K々」 

と、 歷史綱 SI 

補に 見 ゆ 

(二) 書 終 -舜 

典に T 汉に命 

じて 納；；  一 n たら 

しむ" 夙夜 朕 

が 命 を 出納し 

て、 これ 允 (i 

こと) なれ」 

(一二)  ^經火 

雅 板の 篇に、 

「先 民 言 へ る 

こと あり、 If 

蒸に 詢る」 と。 

薪な： « る もの 

も？ お^と 云 ふ 

(£) 殷の賢 

入、 高 宗の時 

相と なる。 書 

經の說 へ S はこ 

の 人の 作な り。 

こ こ の 句は說 

命中に あり 

(五) 同說命 

上に 出づ 

(六) 盛德の 

言。 書 經臬陶 

該に出 づ 


を 立てて 民の そしり を考 へ、 或は 諫の鼓 を まう けて 下の 訴を はかり、 或はい さめの 陋 

を 置きて 人の 書付 を 入れし め、 無 主の 封 落 書 を 以て 君の あやまち を 聞き 玉 ふ。 如, 此 

ありても 諫言の 道 遠き もの 也。 堯四 岳に 必ず 咨 うてい さめ を いれ、 舜問ふ 事 を このみ 

b げん  りょう 

て 邇言を 察し， 龍に 命じて 納； 百たら しめ、 夙夜に 出衲 せし むと 也。 出 は 上の 言 を 下に 

(三) 

0  . すう ザう i-^ 

宣 ぶる 也。 納は 下の 言 をき いて 以て 上に 奏する 事な り。 或は 又 翁 義に詢 ると も 云へ り ( 

舜 漆器 を 造り、 lew 姐 を ほりもの せしめ 玉へば、 諫者 十餘人 ありし と 也。 殷 の..；！ 王は改 

ヌ ャプサ カナ ラ！； ran  f 尸 7 レ ス ヲ 

レ過不 レ吝、 傅 說高宗 を 戒めし に は、 恥， 過無レ 作， 非と いへ り。 齊の桓 公に は 坐 友 三人、 

諫臣 五 人、 擧， 過 者 三十 人 ありし とに や。 隋の^ 帝 失， 天下一 之 道不， 一 、而 莫， 大， 一 於 担 1 

プ  ^  ヌ  ナ ラシ テン ナルハ  ルル ヨリ. y  メ 

レ諫、 唐の 太 宗得ニ 犬 下 一之 道不， 一 、 而 莫レ大 二 於納. レ 諫と云 へ る、 是れ皆 諫言の 大切 

(五) へバ 二 チ シク 

なる 事 を 云 ふに あらず や。 曾 路の通 寒-は 君德の 盛衰に よる 事に して、 木 從レ繩 則 正、 

后 從レ諫 則聖 也と こそ、 古人 もい へ る 事 也。 然るに 諫を 聞かん とならば、 第 一 求レ諫 

にあり。 求む と 云 ふ は、 群臣. s: 外 親 練 によらず、 直に 諫言 を 奉らん 事 を 求む る 也。 第 

二に 喜 A 諫 にあり。 喜ぶ と 云 ふ は、 我が 過 をき く 事を內 實に樂 しむ 也。 內 たのしむ が 

(丄ハ) 

ゆ ゑに、 顔色 和らぎ 辭氣 順にして、 it むる もの 言 を 出す 事 易し。 禹は昌 言を拜 し、 害 
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の 太宗は 異見 封 事 の 諫首 い た る 度 ご とに 喜んで 受け、 其 の 志 を 感じ て は 宴 を 設けて 金 

d:- を與 ふ。 第三に 納, 諫 にあり。 諫を きいても 其の 言に 不， 從、 行 を 不レ改 ば、 皆 名の 

y の) 國 I； みに して 實 なし。 郭の君 善 J^n 惡， 惡せ しも、 不， 用が ゆ，^ に 亡びした めしに 不， 異。 其 

！  の諫 をき いて 用 ひ 行 ふ を 納レ諫 と は 云 ふ 也。 第 四に 受レ訕 にあり。 直諫の 臣 ただちに 面 

(二に i 出 三 折す る は、 上 を そしり あなどりて 無禮 なる に ひとしき もの 也。 汲^が 直諫に は 武帝怒 

りて 罷， 朝、 魏徵 が諫首 をば 太 宗辱レ 我、 須， 殺 二 此田舍 翁 一との 玉へ るに あらず や。 唐 

の憲宗 のとき、 諫官只 だ 朝廷 を そしりて 實に諫 をな さ ざれば、 其の 黨を 立つ る もの 一 

X  とが  り か 5 

二人 を 過に おとしい れんと 詮議 ありけ るに、 時の 宰相 水.^ 終 答へ 申しけ る は、 此の 詮議 

必ず 佞 官の龜 にして 君の 心より 出で たる 綸 首に-めら じ、 若し 勑 意の ごとくな らば、 天 

下の 口 を杜ぐ 也と 奏しけ ると 也。 五に 撰 ニ諫官 一と 云へ り。 古 は 朝廷の kn 官皆 人君の 非 

を諫 む。 後世に いたりて 人 主 己れ を虚 にして 諫を いるるな く、 暗君 必ず 諫を こばんで 

其の 云 ふ 人 を 害す。 害する までに 至らざる も、 つ ひに 諫臣 は 主の 用に 不， 入、 が 賢 

りょうほう  ひ かん 

臣龍 逢、 紂之 賢臣比 干、 皆 忠諫を 以て 殺さる。 身 を 捨てて 君に 忠を 進む る は、 古今と 

もに まれな り。 ゆ ゑに 別に 諫官を 置きて 其の 祿を 厚く し、 常に 召して 主上の 言行 を 見 


聞せ しめて 諫言 を 奉らし む。 是れを 諫議大 夫 • 正諫大 夫と 號し、 拾 遣 • 補 閥と 云 ふ、 

皆 諫議の やく を つとむる 也。 人君の 起居 • 言動 • 行幸 • 宴游に は.、 必ず 史官 左右に 侍 

こんしょく ル クル 

りて 言 を 記し 行 を 記して、 其の 書 を かくして 人君に 叙覽 あらせ 奉らず、 资 職の 有レ闕 

(三)  フ レヌ 

とき は 仲山甫 補， 之と いへ る は是れ 也。 宫の撰 其の 人に あら ざれば、 猶 ほへ つら ひお 

もね りて 巧言令色に 至る。 唐の 太宗 は、 左右の 諫官四 人 を 置きて 過 をた ださし め、 諫 

議大夫 八 人 得失 を 諫め、 補闕 十二 人 常に 供奉して 諷諫 し、 大事 をば 廷議 と號 して 朝廷 

- にて 議論し、 小事 をば 封 事 を 奉りて いさむ。 拾 遣 亦 十二 人 也、 職 同 ニ補醒 一と 也。 第 六 

に責ニ 直奏 一とい へり。 直奏と 云 ふ は、 直に 天子に て 事 を 正す 也。 諫官の 上る 處の 

封 事、 大臣 宰相の 披見に 入りて 然して 後に 赛 せんとな らば、 諫官皆 執政に おもねりて 

首 路っ ひに ふさがり、 人君の 耳目 只 だ 執權の 人の 言行に とどまりて、 彌. 'くら かるべ 

し。 彼の 佞奸の 臣は、 人 主の 耳目 を掩 ひ、 事 を 言 ふ もの をに くみ、 下の 情 を不， 通し 

む。 尤も 可 レ愼事 也。 すべて 暗君 愚 將は皆 是れに 反せる 也。 周の 厲王 おごり を ほしい 

ままに して！： 人の そしり をに くみ、 謗る もの を 改め 吿 ぐると き は 則ち 殺す。 是れ より 

國 人 そしる ものな く、 道路 只 だ 目く はし 斗り にて 相 通ず。 厲王大 に 喜んで 時の 宰相 召 
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. 公に 告げて 曰 はく、 吾が 政の 正しければ にや、 人の 謗の やみぬ と。 召 公 曰 はく、 是れ 

人の そしり を 障ぐ 也。 民の 口 をふさいで 云 ふ 事な からしむ る は 川 を 防ぐ より^し。 流 

れを せいて 川 をと ど むれば、 水 遂に 盛に して 堤 やぶる ると き は 人 を そこな ふ。 人の 口 

シ ノ  しも  あや ヰち 

を 防ぐ も 如 レ此。 今 王 下の 口 を 塞ぎて 上の 過 をと げんと す、 恐らく は 社稷の 破れん 事 

をと 諫めけ ると にや。 秦の始皇は忠諫のものぁれば我れを誹謗すと：^^ひて是れを殺し、 

謀 を 深く する もの あれば 妖 (：：；！ なりと 云 ひて 是れを 害し、 君の あやまり を諫 むれば 人君 

の 非 を あげて 己が 直を賣 ると 笑 ひ、 未然の 兆 を 云 ふとき は權者 不思議の 者と あざむ 

く ゆ ゑ、 そのつ ひえ 遂に 鹿 を 指して 馬と いひ、 野鳥 を 以て 也と いへ ども、 下より 

是れを 不レ改 して 亡國 となれ る 也。 漢の武 帝の 時、 法令 下に 出で て 不レ宜 事 を 口に 不 

レ亂 して 心に そしる を、 腹 非の 法と 號 して 是れを 殺せり。 武帝 はさまでの 暗 主に あら 

ざれ ども、 ひとへ に 大臣の 云 ふ 言 を 信じて、 諫を いれざる ゆ ゑに 如レ 此の 大失 あり。 

L 一， に 3?!!、 人君 諫を 求む るに 切なら ずん ば、 耳目 必ず くら かるべし。 呂 東萊 曰、 武王譯 々而 日 r 

i 外び-. K isi 午 

！ ^れ賴し。 商紂唯 々而 亡と。 是れ 天下の 政道 萬 事 の 是非 を 論難 往 覆し て 其の 至理を 求む る ゆ ゑに、 

正 人 進み 佞人 退きて 天下 昌ぇ、 君臣 上下 非 あれ どもい さめず、 何事 も 皆 官位 係 祿の高 


柒 s〇 第の 雅ニ 

ゆ 十篇 、； ：； 

の 參 一に 南 
大程 照卷出 山 詩 
家 願 一 づ有經 
、 八 。臺小 


く 畳なる が 云 ふ 事 を、 尤もとの み 同じて、 唯々 とうな づき 順 ふとき は、 . 一 一 夂人は 時 を 得 

て 君子 は 退く、 如い 此 して 亡びざる は あらざる 也。 大概 守 文 久しき とき は、 老臣の 威 

逞しく、 上下の 間遠く して、 天下の 政事、 皆 老臣の 口より 上達して、 外臣 侍臣 も 云 ふ 

事 を不レ 得が 如きい き ほひになる 事、 異國 • 本朝 其の 先例 多し。 如レ此 とき は 人君の 耳 

目 其の 所， 及 はなはだ 狹 くして、 下情 皆 ふさがる。 故に 古来 これ を 戒め、 諫言 を納る 

るを宗 とせ るな り。 

君 職 

ニー 一  下情 を 以て 心と 爲す 

師嘗論 二人 君 之仁德 一日 はく、 易 船 i 日、 聖人 之大寶 i£, 位、 何 仏、 Hill 也と い へ 

り。 又 乾の 文 言に、 寛以 居， 之、 仁 以行 レ 之と は君德 をい へ る：^ C 樂只 1^ 子； 民 之 父母 也 

とい へ る も、 君の 愛 惠を云 ふ 也。 宋の仁 宗の時 司 馬 光が 上書に 論 二君 i;zhJJ^ 一 第 f ぺ 

(i 川 は 哲宗の 手 あら ふ 度 ごとに 必ず, の 穴 を 尋ね 玉 へ る を、 陛下 推" あ、 四； fc- 

ば、 IK 下の 幸 也と 諫め 中 さる。 されば 人君の 寬仁 はいかなる 事に やと 論ずる に、 彼 
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二)  / 

(一) の姬煦 姑息 を W て 仁 也と 云 ふに は あらざる 也。 唯 だ^おの 父 e として、 民の 好" 惡を 一 

に て？ 3 たもる 

呈っ り， 0 ぐ  おも ひいり  ク 4- スンブ ：人ガ  ヲ  マ クラ 

^  つに し、 實を ふかく 思 入 を 重く、 如， 保， 一 赤子； 心 誠に 下の 情 を 求めば、 不， 中と ーァー 

(二) 孟子 梁  ル カーク  (一二 

土 ひ； 篇第七 へど も不， 遠 也。 至誠の 深から ざる ゆえに、 齊のせ 一王の 牛 を 見て 惻隱 せし 心の 民に 及 

章 王 に 

^^MM ばざる が 如く 也。 ここに 案ずる に、 人君 誰か 下 をに くむ 人 あらん、 寬仁は その 德の本 

ぐる？ あり"  . 

王 之れ を兒て 也と は 知りたがら、 其の 民に 及ばざる 事 は、 下の 情の 通じが たく、 人君 义 下の 情を以 

曰 はく、 牛 何 

M^^^, て 心と せざる 也。 下と 云 ふ は 人臣 官 井に 三 民 を 一； ムふ 也。 上 は 高く 九重の 內に 居り、 

m 一ん とすと。 臣は 遠く 九重の 外に うづく まり、 民 は 萬 里の 遠き に 住す。 上下の 間 其の 隔る事 雲泥 を 

王 曰 ほく、 之 

は 一："！! I 以てせり。 たと へば 人君 目に 近く 視、 耳に 近く 聽 かん 事 を 欲しても、 其の 間に 事 を 執 

して pte-"  くし  こ  キ 

一」 死地に 就く 奏する 宫人 • 奉行. 頭 人、 次第 階級 を 守りて 等を驗 えしめ ざる ゆ ゑに、 所， 近 も 亦 人 

忍び？ 云々 を 以て 隔 とす。 況ゃ i:- 臣邪義 を かまへ て 下の 情 を 塞ぎ、 人君 以ニ 至誠 ー不， 臨， 下 ゆ ゑに、 

出入に は警 踝して 人 を はら ひ、 道路の 民屋は 課役 をお ほせて 是れを 新ため いさぎよく 

41- やうち やく 

し、 農夫 は 衣 を かりて つづれ を かくす。 偶.^ 直訴の 者 あれば 當 座に 打擲して 恥を與 へ、 

その 訴狀は 奉行に を さまり て 人君に 不レ！ ir 其の 身 は 禁獄 預 人となり、 剩へ 彼れ を 宿 

せし もの 難儀 を 蒙り、 彼れ が 親類 ことん \ -く雞 に 及ぶ の Si- 直訴 自ら 絕 ゆ。 是れ佞 


姦の臣 あって、 下の 口 をふさぐ 也。 上に 至誠 あら ざれば、 課役 を 以て 致せる 民屋 をみ 一 

r ョ) - 

て 太守の 仕置よ きとよ ばれ、 民 を 愛して 課役 を かけず、 そのままなる 民屋 は、 民の.^. 

しげ 苦しめる ゆ ゑ 也と よばれて、 虛を 以て 飾れる はよ きに 稱 せられ、 實を 以てすな ほ 一 

なる は 皆 あしきに 成る。 是れ 人君の 耳目く らく、 民の 情 を 以て 心と せざる ゆ ゑ 也。 康 > 

詰に、 民の 情 大可レ 見、 小人 難， 保と 云へ る は、 如， 此 心得なる べし。 凡そ 三 民 は 其の 一 

分 を 以て 云 ふとき は 天地の 如くに して、 情 を 以て 論ずれば 心と 四 支の 相 助く るが 如し、： 

ク ヅク (卑)  ： 

親しくして 可, 近、 いやしん じて 遠 ざくべからず。 1： 土 は 三 民 を 以て 立つ、 人君 は 民- 

を 集めて 君の 名 あり。 阔に 有， 民 は 木の 根 あるに 同じ。 大 は 天下 之 3^ 夫 婦六か 一能 膨： 

レ我者 一とい へり。 民 そむく とき は 君不レ 立が ゆ ゑの 言 也。 中に ついても 農 は 民の 大事 一 

にして、 商工 ありと も 農 乏しき とき は民飢 う。 年を豐 凶と 云 ひ 世 を 安否と まふ も、 農 一 

その 時 を 得と 不, 得と、 民た のしみ 安ん ずると 不, 安と を 云 ふ 也。 故に 民の 大事 は 在， 農 一 

とい ふ 也。 古 は 天子 元日に 必ず 璺年を 天に いのり、 吉日 を 以て 忝くも 天子 自ら 田舍に 一 

みゆき ましくて、 手づ から 耒を 執りて 三た び 推し 玉 ふ。 三 公. 九 卿. 諸侯. 大夫ー 

各- '供奉し 奉りて、 三 公 は 五た び 来 をと り、 九 卿. 諸侯 は 九た び耒 をと る" 是 れを籍 一 
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田と も帝籍 とも 云 ひて、 民の 苦 を 知り、 奮 事に みづ から のぞみ、 民 を 重んじ 玉へば 也。 

季春に は、 尸 "妃 ものいみして 親 i> 束に 向 ひ 玉 ひて、 手づ から 桑 をと り 獻の事 をな し 玉 

ひ、 孟夏の 月に 后妃 獻， 繭と も 云 へり。 是れ等 は 天子 后：^ の 農 桑 を 重んじて、 民の い 

となみ をい やしめ 玉 はぬ の禮 也。 古の 君子 は、 我が身に 稼 稍の 艱難 をかん がへ、 夫人 

に魴 鑌の勞 をし らしむ。 此れ 實に 王者の 根本と する 處也。 周 公 旦の成 王に 告げ 玉 ふ 詩 

おこ If に、 農 桑の こと を 委しく して 七月の 篇を つくり、 撃の 無 逸に、 稼穡の 艱難 を 知り： 土 ふ 

事 を つぶさに せり。 周の 宜 王卽， 位て 籍田を 行 はれ ざり ければ、 號の文 公大に 諫めて、 

民の 大事 は 農に ありと い へり。 世俗の 諺に、 百 手 あたりて 米 一 粒と なると 云へ り。 米 

に不レ I、 衣服 居 宅 人間の 用具、 何物 かその ままに なれる や。 或は 日數 を經、 或は 手 

數を かりて 其の物と なれる を、 なりて 後に これ を 見て 造作無き 事と 思 ひ、 是れ をお ろ 

t  i 取) (S) 

そかに 費す は、 かへ す-^ おろかに 拙き 事に あらず や。 農民 ェ婦の 耕しく はとり かひ 

. こする の 辛苦 を. 詩に も 作り 歌に もよ み、 ：^: 風 障子の 辖 にも かかせ、 是 れを內 外にう 

た ひ 見せしめて、 小 民の かんなん をし らしめ、 后宮の 婦女まで も、 衣食の 自ら 來る處 

をし らしめ- 儉約を 守りて 過 奢 を 去る ごとくに 政 あり 度き 事 也。 唐の 玄宗の 初の 年 は、 


內 裏の 庭に 麥 をう ゑて、 みのれる 時には 太子 を帥ゐ てからせ 玉 ふ。 宋 の仁宗 も亦然 り、、 

皆 是れ農 桑 を 重んじ 玉へば 也。 すべて 民の 政 は、 其の 安否 をよ く考 へ、 其の 憂 樂をは 

かり、 巡察 を詳 にして 敎育を 常にす るに あり。 民の 情の 欲する 處、 富と 安と 壽と 也。 

賦斂を 薄く する が ゆ ゑに 民 食 足り、 敎育を 常にす る ゆ ゑに 民に 奢 無し。 民 を 使 ふに 時 

を 以てす、 故に 民 逸して 安し。 巡察 を詳 にす る を 以て 民に 念な し。 法令つ まびら かに、 

無理 非道の 仕置な. き ゆ ゑに、 民 皆： 大年を 全くす。 巡察して 事 を 正し 教育して 用 ふるゆ 

うらつ 

ゑ、 民放 埒氣隨 なる 事な し。 是れ 等の 心得 は， 人君に 寬 仁の 德 なくて は出づ ベから ざ 

る 也。 寛 はせ は/ \し からず、 ひろく 物 を 入れて、 急に しるし を 求めざる 事 也。 仁 は 

溫和 慈愛に して 下 を 撫育す るの 心 也。 本朝の 天子、 正月 元日の 朝賀 は、 天子の 百官 を 

(乞) 

見 給 ふ 事 也。 小 朝 拜と號 せる は、 ^官の 申しこう て 龍 額 を拜み 奉る 事に て、 朝賀に は 

奏 賀奏瑞 とて 大が 下の 人民の 安否 及び 璺凶を 申し 奉る 御 事に て、 上下の 情 を 通じ， 【代 

» ュらた i  (二) ためし 

(二) 第十ョ の 向背 を 新 玉の 年の はじめの 今日より 兒 そな は さんとの 政 也。 氷の 樣と云 へる は * 

卷" /1/ ヌ 「ォ  しはすり つき  t; "かまき 

|れ§ ば^ 季冬 に 氷 を 納めて 年の 豊凶 を はかり 玉 ふ仁德 帝の 仁政 也。 宮內 省の 娵薪 は、 民の 苦 

云 A  I  i ある  I  2.- う 

$0  をし らんた めに、 百官 薪を獻 ずるの 儀 也。 五月に 賑 給と 號 せる 政 は、 米穀 を 民に 施行 
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ふみづき  ( 一 > 

まし/ \ て 下の 飢を養 ふ 也。 七月に 祈 年穀の 奉幣 を廿 一 社に 行 はるる は、 當 年の 米穀 

のよ くみの りて、 民の 苦に 入らざる ごとくに との 政 也。 九月に 不舉 田の 奏 ある は、 諸 

國の作 毛不， 堆を考 へて、 祖稅を ゆるし 玉うて、 天下へ 施行 あらんとの 事 也。 十 一 月 

に 新 嘗會の 行 はるる、 是れは 今年の はついね を 神に 奉らせ 玉うて、 民の 業 を 宗廟に 吿 

とよ：：； あかり サ ちゑ 

げ玉ふ 事 也。 其の後 君臣と もに はついね を 祝す る を豐明 の 節 會と云 ふ。 凡そ 年中 行 

事の 次第 を考 ふるに、 聖 主に 凤 王の 政、 いささか も 下の 情 を 通じ 民の 苦 を 知し めすに 不 

(二」 , 

レ 有事な し。 催 馬樂. 風俗のう た ひものまで も、 阐々 の 安否、 民の 風俗 を 知し さん 

との 事な りと にや。 さるに よって 諸國へ 民の 苦 を 問 ふべき ために 觀察使 を 立て、 下 

つかさ く もんぶぎ やう もく だい まんどころ 

司 • 公 問 奉行 • 目 代 • 政所の 奸曲を 正し、 上下の 情 を 通ず る 如くに あらせん との 事 也。 

(文) 

く もんじょ  ノ 

源顿朝 卿元曆 元年 十月に 先づ 公文所 を 立てて、 大江廣 元 を^ 當 とし、 齋院 次官 中原 親 

よりび と  もん .^3 うじよ  ひ 八-し 

能 • 主計 允 藤 原 行政 等 を 寄 人と し、 又 問 注 所 を 御亭の 東面の 鹿ニケ 問に まう けて、 三 

善 善 信に あ づけて、 諸人 訴 論の 儀 を 注し 置く の 所と す。 頼 朝 卿 は 草 業の 武將 にして、 

其の 下の 情 をつつ しみ 民の 事 を 重んずる こと 如， 此也。 i 泰時は 天下に 執 權の時 は、 

し なほ 

民の 煩 を 憚りて、 家の はた 板 を も 仕直さず、 つ ひに 造作な かりし と 也。 萬 人の 上に 仰 


の老想 さ 
® 元. 歿に朝 入； 3 
に ^ 後 し 以 道 
參 とも て 来 尊 八 
す共大 、の 念 田 
に 江 そ 宿 、知 


がれながら、 世 をお それ 民 をいた はり、 二十 年餘り 天下 を 政 して 世上 おだやか 也き 

と 也。 時 賴义理 世 安民の 心 深く、 康元 元年に 三十 歳に て かざり を 落し、 最明寺 道崇と 

號し、 諸國を ひそか， に 修行して、 在々 所々 の體、 國々 の 風俗、. 民の なり は ひ、 地頭 E 

代の 奸曲を こと， <\ く考へ 給へ りと 也。 其の 下の 情 を 以て 我が 心と し、 至誠 を 以て 民 

を 救 はんとの 志、 最も 難レ 有事 ども 也。 實朝 上洛 あるべき に 定まりながら、 世間の 人 

*、- う  (三) 

人內々 なげき 申しけ るに、 上の 氣色 をお それ 吿す 人の なかり しに、 筑 後の 入道 知 家 古 

き 人 なれば、 異見 を 問 はれけ るに、. 天竺に 獅子と 云 ひける 獸の 王に て 侍る が、 更に 

こ ゑ 

をな やまさん と 思 ふ 心 は あら ざれ ども， 彼の ほ ゆる 音 をき く， g こ と， く 肝 g を 失 ひ、 

或は 命 もた え 候と 申， す 事の 侍り、 君 は 人を惱 まさん との 御 志 は あら ざれ ども、 民の な 

げき 爭 でか 候 は ざらん と 申しければ、 上 ん とどまり、 萬 人 掌 を 合せて 悅び けりと 也。 

人君 心なし、 只 だ 萬 人の 心 を 以て 心と すれば、 實に可 レ然諫 也。 後世 はいつ しか 共の 

形 斗り のこりて、 悉く 誠 を 失へ り。 民の 苦 をと はんとの 使 は 却って 民の 惱 となり、 ひ 

そかに 使の ま はるに も 課役 多く 遂： S あれば、 皆 民の つかれと なる。 況ゃ 禁裏の 年中 行 

事、 ことん \  く 過失との みなれる 也。 彼の 耕作の 塞 は兒 女の^に なり、 ：；jKI の 田 歌 は 
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ん. r  しゃ， r じび やうぶ 

凡 下の 沙汰に 陷 りて、 富貴の 人の 宮障^ 風の 畫は 花鳥風月の 粧、 山水 游樂 の^までに 

て、 人君の 戒 となる 事 いささか も不レ 有， 之が ゆ ゑに、 宋の文 帝、 先祖の 廟に 耕具 を か 

け 置きて 子孫に 示せし を 見て 、犬に 慚づる 色 ありし が 如く、 父祖の 艱難 を努 にも 不レ知 I 

天地 開， 1 より 我れ ぞ 富貴な りと 色めく 人 迄 多し。 是れ皆 先君の 至德を 忘れて 寬 仁の 心 

なく、 下の 情 を不， 通 こと、 尤も 可， 歎 也。 

一四 剛武 にして 物に 屈せず 

師曰 はく、 天道 は 仁 を 以て 本と す、 仁 は義に 因りて 行 はる、 故に 生々 無 息 也。 天の 

行く こと 一日に して 一周し、 叉 明日 も 一周す。 一年 は 三 ；白 六十 日、 一 H は：，： n 刻 也) 開 

闢 より 今日まで 萬 代 不易に して、 瞬 息 もと どまる 事な し。 是れ 天道の 至 健剛武 にして • 

(n  10  一、  (ニー  )7  ノ 

^^^^v 物に た ゆまざる 處也。 君子 是れ をのつ とり 體 として、 自らつ とめて 不，， iar 易：！：、 天 

卦の文 一一 一 n 傳に、  ナリ  チ 1 フット. * テ マ 

ず」 其 正 也、 方 行 健、 君子 以自彊 不， 息と い へる は是れ 也。 仁義の 二つ は 聖學の 根本と する 處也。 仁 

其義 也、 君子  (一，， 

ば？ 敬關 は 寛仁に して 物 を 愛する の德 なりと いへ ども、 敬 以て 內を 直く し、 義 以て 外 を 方に す 

立而德 K— レ孤  そくいん  だ じ . 

Is  るの 警戒 あら ざれば、 惻隱 に陷り 弱に 入りて、 物 皆 節 を 失 ふ 事、 定まれる 理也。 天 


地の 四時 を 以て 云 ふとき、 春 夏の 二つ は 仁に して 物 を そだて 養 ひ、 秋 冬の 二つ は義に 

して、 夕の あらし 朝の 霜、 S 氷 深雪 しく、 萬 物 自然に 根に 歸 して 其の 形 を 堅く す。 

是れ； 大地の 物に 及ぶ 法則に して 皆不， 得, 止の 處 あり。 是れを 推して 云 ふとき は、 仁義 

の 二つと 云ぶべし。 かるが ゆ ゑに 春 夏 は 生長して さか ゆく 綠陰 も、 秋 冬に 至りて 葉 落 

(W0  しぼ  たいか 

ちみな りて 初めて 松柏の 後に 凋む 事 を あら はす 也。 大度の 高粱に かま ふる は、 深雪 嚴 

寒の 深山に そだてる 木の、 雨に され 風に しのがれ たるに あら ざれば 用 ひ 難しと い へ り。 

春 夏 は 野 山の 草木 こと/ 乂く 健に 靑み 出て、 綠の陰 も あざやかに、 いづく とても $1 草 

木 斗り の ごとくな るが、 一 葉 黄ばみ 落ちて 犬 下の 秋 をし るより、 次第々 々 に まばら に 

なり、 いっとな く 草木 皆 枯れ 失せて、 松柏の 獨り にさび しき は、 剛武 にして 不レ屈 

レ 物の ためしと 云ぶべし。 其の 松柏の 木の すがた、 葉の 形、 根 入り、 綠の 出様まで、 

まことに 靑々、 一寸の 松に 已に 棟梁の 氣を ふくめり。 人間 世 叉 如 レ此、 天下の 重任 を 

のせて 萬 民の 上に. 橫 はり 玉 ふの 天子 武將、 剛武の 心の 不, 在 ば好惡 について 必ず 物に 

屈すべし。 凡そ 世の中の ことわざ、 多く は 人の 心 を 惑 はしむ ろの 結構に あらざる はな 

し。 富 *1貝 は 人の ねが ひ を 起し、 は 耳： H を まど はし、 飮食は 口 を よろこば しむる、 

君 道 一 君 職  七三 


山 鹿 語類 卷 第一  七 四 

四 支の 安逸 をお も ひ、 游 突の 欲 を ほしいままに する、 皆是れ 人君の 有する^ にして、 

心に 不レ叶 事な き 上 なれば、 しばらく も： a 弱に してお こたり まし まさば、 則ち邪^^來虛 

に乘 じて 入るべし。 殊に 順境に して やすらかなる 時 は、 勤む る 者 も 情る も、 同じく 皆 

人に て、 春芨の 草木 松柏に ひとしき に 同じ。 ここに 大 節に のぞみ 逆境 に^りて は、 秋 

冬に 至りて 松柏の ごとく そびえて 卓闹 たる は、 君子に 非ず して は 難， 叶。 人君よ く剛 

武 にして 其の 職 おだやかな るべ し。 

叉 曰 はく、 上世は仁を專らとして、 民をめぐむに誠深かりしゅス^-に、 剛武 を不, 用し 

て 世の中 やすらか なりと 云 ふ 人 あり。 我れ を 以て 考 ふるに、 上古 近代と もに、 天地の 

ル §  カラ ル 

上下に わたり 日月の 地に 不， 落 問 は、 仁義 各..^ かたつ かたに て 立つ 事不， 可， 有。 き はめ 

てい はば、 仁 は 陽 也、 義は陰 也。 天地 日月 いづれ か兩 儀の 一 を 専らと する あり や。 唯 

だ 人君の 仰いで 天 を 察し、 俯して 地 を觀、 中に して 人に とりて、 用捨 先 後の あるが ご 

とし。 若し仁義に付ぃて輕重をーr.^はば、 政道の 治平 正し かるべからず。 譬 へば 晝の長 

(冗 力)  えいし； S  く 

き 時 あり、 夜の 長き 時 あり、 必竟 一 年 三 kn 六十 句 を 合せて 考 ふるとき は、 長短 盈 縮な 

SW) 

く^ 分 也。 只 だ 春に 逢 ふ もの はの どかに、 夏 を しろもの は；： ぶく、 秋に あうて は 十ず し 


( 一 ) 共ェ • 

s . 三 苗 • 

0. 書^ 舜典 

に出づ 

(二) 舜の父 

(三) 成 王立 

ちて 周 公攝政 

する や、 反 ig 

を 謀りて 亡ぼ 

さ る 

S 孟； ナ萬 

章 上 篇苐ニ 章 

に、「昔牛；^^-(を 

郡の 子產 (名 

宰相) に Si る 

？ あり、 子產 

校 人 もして 之 

れを 池に 畜は 

しむ。 校 人 之 

れを烹 る、 反 


始め 之れ を舍 

ちしに S 々焉 

たり、 少くぁ 

h- て 則ち 洋々 

焉 たり、 悠然 

i して 逝く と 

云々」 と あり， 

子產 その  一一 口 を 

信ぜし こと 見 

ゆ 

(五) 論語 先 


く、 冬に 逢うて はさむ きと 覺 えて" 四時 一年の 全き を不レ 知が ゆ ゑ 也。 堯舜を 君に し 

(二  ； 

( 一 )  こ そん ，- やう  (三) 

て 四 凶の 悪人 あり、 替瞍. 象が 不順 あり、 文 王 を 父に して 管叔. 蔡叔 が惡 あり、 子產 

(En  (五) しゅうれん 

にっかへ て 校 人の 魚 を 偽る あり、 孔子 を師 にして^ 有が 聚斂 あり。 上代 獍ほ然 り、 況 

ずう さ 

や 末世の 澆季 皆智を 先にして 欲 を ほしいままに する を や。 故に 上に 至誠の 仁 ありと 云 

へど も、 偽りて 仁の 形 を 學んで 上の. 耳目 をく らくす。 すべて 誠の 仁と 云 ふ は、 義を離 

るる 事 あらざる 也。 されば 文 德を修 する 者 は 必ず 武備 ありと 云 ふが 如し。 若し 義を忘 

れて 仁を說 かば、 其の 政道 姑息の 愛に して、 下 皆お こたり 油斷 出来るべし。 火に あた 

たまれば 氣 あがり 形と けて、 暖 なれば 氣 くつろぎ 體睡 る。 水に 入れば 氣 すさまじく 體 

つづ まる。 塞ければ 氣を さまり 形 堅し。 天地 陰陽の 物に わたる 處 此。 さるに より 

て 政 ゆるやか なると、 政から きと 皆 如 レ此。 人君 は 仁義 を かねて 宜しき を 可, 制 也。 聖 

(七； 

人の 人に 敎 ふる は、 皆 仁義 を 兼ぬ る 也。 易に 義 以て 外 を 方に すと 云へ る は是れ 也。 七 

情に 喜 怒 あり、 物に 內外 あり、 天下 國 家へ 及ぼす とき は、 赏罰德 刑、 文武 敬戒、 皆義 

の 物に よって 其の 形 を あら はす 也。 三 德は知 仁 勇に して、 勇に あら ざれば 知 仁と もに 

つとめが たし。 司 馬 光が 宋の仁 { 一： ふへ 上る 一 寄に も、 君 德の三 は 仁明武 といへ る.^。 本 

君 道  一 S  七 五 


進篇第 十六 章， 


り も 富めり、 

而 るに 求 や 之 

れが爲 に聚欽 

して、 之れ に 

附 盆す。 f ナ曰 

はく、 菩 が 徒 

に^ざる なり、 

小 子 鼓 を 鳴ら 

して 之れ も攻 

めて 耵 なり」 

と。 求 は冉有 

の 名、 當時魯 


(六) 第 十五 

卷 ニー  頁參照 

(七) 坤卦文 

IK 傳に 出づ 

二) 麟類卽 

ちゃ： 類な り 


(二) 論語 子 


「子 四つ を絕 

つ、 意な く、 

必 たく、 固な 

く、 我な し」 

より 出づ 
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朝 は 神武の 帝、 人皇の 最初に 東征 まし/ \ て、 都 を 大和 國の梅 原に さだめ 玉 ふより、 

すでに 神武の 號を 蒙らせ 玉へば、 剛武 の德は 天地に 充っ べし。 中に ついても、 武將枇 

まつり-ごと  せ 一一  カラル 

を 政 有れば、 剛武 にして 不 レ屈レ 物、 道 を 守りて 人君 いささか ュ ひ^り 不 レ可レ 有。 若し 寬 

仁に 流れて 安に 居て 危を 不.， 謀ば、 武名 地に 可レ 落。 武は 何ぞ、 天然の 物 則 也。 天然の 

物 則と 云へ る は、 目あって 物 を 見、 耳あって 遠き をき く。 手足 ありて 手に 物 をお さへ 

足に 物 を ふむ。 齒 あり 爪 あり、 力 あり 智 あって これ をつ かふ。 是 れ剛武 のす がた を 人 

人に 相 具す る 也。 人 は 知 を 以て 萬 物の 靈長 なれば さも あるべし。 江河のう ろくず、 山 

林の 鳥獸、 蚊 虻 蟥螻の いささかな るまで、 天然の 儀 則 を 以て、 皆 利器 を丑ハ して、 我れ 

を そこな ひ やぶられざる 如くす る は、 人間 世の 警戒 武備の よる 處 にあらず や。 而 して 

其の 用法 當然 にあら ざれば、 剛武は 却って 匹夫の勇に おちいり、 不レ 屈レ物 は理を 立て 

(二)  ル 

我れ をた かぶりて、 意必固 我の 四に 落つ る 也。 孟子の 唯 だ 有 二 仁義： のみと 梁の 惠 王に 

答へ、 魏徵 が以ニ 仁義 一 唐の 太宗を 開示す る は、 萬 代の 定論 也と 可：. 知 也。 

一 五 禮節 を定む 


師曰 はく、 天に 日月 五 星 廿八宿 經緯の 形 を あら はし、 地に 山川 海陸の すがた を そな 

へ、 草木 土石の 品 あり 、是れ 天理 自然の 節 文な り。 人是れ を觀 察して、 三百 六十 日 を 一 

年の 節と し、 一月 は 三十日に して 節 を 定め、 一日 又 晝夜朝 暮の節 あり。 地 は國を 境し- 

國は郡 を わかち、 郡 は 村里 を わく、 是れ又 地 を 節 文す。 人物の 間 各.' 節 文 あり、 是れを 

鱧と 云 ふ。 故に 禮は 天理 之 節 文、 人事 之 儀 則と 云 ふ 也。 人君 禮節を 正さず して は、 天 

下國家 遂に わかちな くして、 分 を 踰ぇ位 を 離る る 事 まのあたり 也。 禮は 謙譲 を 以て 本 

で 一！ L ほ 語？ とし、 節 文 を 以て 用と す。 孔子 曰、 能 以ニ禮 讓ー爲 ，國 乎、 何 有、 不卞 能ル" ニ禮讓 ー爲. &r 

f  第 十三 穿 

へ ヨン ィ ヲ カント (In ハク  メバ ヲ チ ヤスシ ヒ (五) ハク ハ フ M ヲ テス ヲ  f 六) ク 

如- 禮何。 又 曰、 上 好. 禮則民 易. 使 也。 又 曰、 君 使. 臣以 禮 とい へ り。 堯を稱 して 克 

fff 聽堯 譲と いひ、 舜を稱 して 允 讓と云 ふ。 易に 謙の 卦を 出して、 天道 は 下濟而 光明な りと 云 

sf"^ 舜典 へり。 人君の 德、 禮讓謙 退 を 以て 大 なりと す。 堯舜は 五 帝の 聖主 也と い へど も、 謙 を 

讅 りて 嗣 がす」 以て その 德を稱 美す。 その ゆ ゑん を尋 ぬるに、 帝王 は 萬 民の 上に 立ちて、 一言の 出で 

と ある -, で，.！，？ す  っゐ. よ 

なるべし  一 事の 行 はるる、 人 皆是れ をへ つら ひ 追従す。 況ゃ 我れ をた かぶり、 知 を かがやかし- 

非 を かざり、 諫を担 まば、 上下の 情 各. - へだたりて、 君臣の 道 そむくべし。 舜の禹 を 

(八) 書 經大  (八) ダ ホ n ラ 

1,3? おに 出づ 戒めて、 汝惟 不レ矜 との 玉へ る はこの 心に や。 もの 常住なる 事な し、 人に 盛 表 あり、 

君 道 一 君 職  七 七 
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世に 興亡 あり。 始を よく すれ ども 終 を不， 保 は 尋常の 習 なれば、 人君よ く 謙譲して 禮 

(一) 序卦傳 節 を 正しくせば、 つ ひに 終 を 全くすべし C 易 曰、 有レ大 者不， 可 ニ以盈 一とい へる も、 人 

君の 謙讓を 云へ る 也。 而 して 天 は 高く 地は卑 く、 日出 づれば 星 かくれ、 風 起れば 雲 去 

り、 小川 は 大河に あつまり、 小山 は 大山に つく。 鳥に；^ 風 あり、 iti に 麒麟 あり、 天地 

の 萬 物 各.^ 類 を 以て あつまりて、 其の 高下 大小， M 然の物 則 あり。 人君 あるとき は 人臣 

あら ざれば 事通ぜ ず、 人臣 ある 時 は 百宵 を 定め ざれば 分 必ず 亂る。 心 を 一身の 主と し 

て、 視聽 言動 思の 位 を 定め、 眼 耳鼻 口 手足 意と わかてる が 如し。 是れ义 各.^ 置く に 高 

下 四方 を 以てし、 用に 時 ありて 自然と 分 を こ ゆる 事な し。 一 人 一 身の 禮節、 定 分^だ 

分明 也。 繁辭 曰、 天 高地 卑 乾坤 定とは 此の 心 也。 ここにお いて kE 官を 究めて * 位 は 一 

位より 九 位に 至り、 官は三 公より 諸 衞諸阈 に 至る まで、 天地の 節 文 儀 則に 准 擦して 上 

下 親疎 を 分ち、 君 は 治 を 上に すべ、 臣は治 を 下に 分つ。 日月 は 黄道 をめ ぐり、 五 星 は 

つらな 

夭 下の 吉凶 を 示し、 南北 極は兩 端の 其の 處に 居り、 卄八宿 は 天に 列り て 分野した るに 

(二) 赛蟹 (異)  チヌ  テヲ  § 

ぶ！ fL。 ことならず。 天子 以， 二心 一天 下の 萬 機 はかりが たく、 以， 二 身 一四 海の 遠 境 かねが たき 

力 「ン iif り 

て 治む る こと  (二) レ  <  し-一 

も 云 ふなり ゆ ゑ、 庶官を 立て 萬 政 を 分つ、 皆 天に か はれる 職 なれば、 天工 人 其 代， 之と いへ り。 


舜 典に、 四 岳. 九官. 十二 牧， 二十 二の 官人を 立てし より、 周の 建, 官惟 百と いへ る 

まで、 歷 代の 損益 はありと 云 へ ども、 其の 本を尋 ぬると き は 不レ異 也。 易の 履の 大象 

ハク  ハ リナ リ  ik へ  ヲム  ヌ  (三) ハク  ク ナル； ヨリ 

曰、 上天 下澤 s^、 君子 以辨ニ h; 下 一定 一一 民 志 一とい へり。 溫公 曰、 天子 之 職莫， 大ニ於 禮「 

^  禮莫， 大 M 於 分.； 分莫 A 大， 1 於 名； 何 謂， 禮、 紀綱是 也、 何 謂 穴 刃、 君臣 是也、 何 謂：， 名、 

公 族 卿 大夫是 也と 論ぜり。 名分と 云 ふ は 上下の 差別 を 正し、 尊卑 を 明に して、 謀 其 

の 位 を不, 出が 如き 禮節 也。 而 して 禮節を 行 ふに 其の 法 あり、 心に 讓 りて 不 レ爭、 分 を 

ル ェ  けいけん キ」 よくき 

知りて 不レ 踰の理 あれば、 其の 形に 敬 拳 曲 跪 升 降 俯仰の 節 文 自然に そな はる。 是れを 

衣服に あら はし、 飮 貪に 出し、 宮室に 用 ひ、 言語に そな へ、 威儀に 表し、 官位 你祿、 

玉 ilm 貨物に 通用し、 是れを 行 ふに 年月日 時の 節を定 む。 然れば 衣食の 問、 いささか も 

節 文に 過不及 あれば、 則ち 禮節相 そむく。 官 階の 高下 莊嚴 も、 言動 用具の II 法まで、 

ォ カシヲ  レバ 

分を踰 ゆる 處 あれば、 過ぎて は 僭：， 上 君 をな みし、 臣を あなどり 民 をい やしむ、 不, 及 

ば 下 は 上に 親う すく、 上 は 下にと ほく、 臣 必ずた かぶる にいた る。 此の 故に 經禮 三百 

威儀 三千 は、 周に 至りて 代々 の 担 益 をかん がへ、 萬 世の 法 を 定め 玉へ る 也。 周の 衰ふ 

るに 及んで、 諸侯 法度 をお かさんが ため、 悉く 其の 書 を 失 ひ 去り、 f^^レ泰っひに亡失 

.  君 道 一 君 職  , ,  七 九. 
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せりと 也。 尤も 可， 惜事 也。 中に も冠婚 喪祭 は 人の 始終す る 所、 吉凶 軍賓嘉 は； 大 下の 

大禮 なれば、 風俗の 因る 處、 天子 武將の 必ず锭 て 可 レ給禮 節 也。 

一六 明に 克く人 を 知る 

師答レ 問 二人 君 之 知 一 曰 はく、 萬 物の 內人唯 だ 天地の 秀氣を 得て 四 端 を そた へ 萬 善 を 

具した る その 內に、 知覺 する 處を 以て 萬 物の 靈 長と 云 ふ 也。 靈は 知の 物に わたりて そ 

の 機 を 察する の 靈妙を 云 ふ 也。 知 は 天下の 達德の 第一 にして、 知覺 あら ざれば 心意の 

はたらくべき 處 なし。 知 は 本と 人心の 固有す ると ころ なれ ども、 其の 習 ふ 所に ra: りて 

明暗 遙に へだたる もの 也。 知あって 不， 明ば 其の 害 ^だ 多し。 明なる と 云 ふ は、 能く 

莴般に 渡りて、 其の 義 其の 理 分明なる 事 也。 故に 德を明 德と號 し、 命 を 明 命と 一 K へり。 

入 君 能く 是れ をのつ とりて、 德をを さめ 知 を 明に して、 日月の 明に して 能く 物に わた 

るが 如く、 其の 明 光四 海に 充滿 して あまね からざる 處 なきが ごとき * 是れを 明君と 號 

せる 也。 堯を欽 明と 稱し、 舜を大 知と 云 ひ、 又 明 一一 庶物 一と 稱し、 禹の德 を 明々 と 云へ 

る、 皆是れ 其の 知の 明に して、 物に かくる る處 なければ 也。 人君 若し 知 を不， 明ば、 


四海と こやみ と 成りて， 萬 物差！^ すべから ず。 本朝の 神代、 天照大神の 天の岩戸に 引 

龍ら せ 玉 ひて、 戶ざ しまし/ \ ければ、 天下 常 問と なりて 物の わかち もなかり しと 云 

ひ ゆ  たちから を 

へる は、 人君 物に 惑 ひて 知の 暗く なれる を 比喩し 奉れる にや。 ここにお いて 田 力 雄の 

に はび かぐら 

神 を 催して、 庭 火 神樂を まう けし は、 人君の 剛武の 心 を 起して、 此の 知 を 明に せんと 

の經營 也。 ここにお いて 大 神の ほのかに 顯 はれ 玉へば、 世界 明に なりし を、 田 力 雄の 

•  A かたち  (お) 

神の 岩戸 を 取り 奉りし 故に、 御 像の 光明 赫 しゃくと して 全くみ えさせ 玉 ふと 云 へ る は- 

人君 剛武の 心 をつ よくして、 ほのかに 明なる 知覺を 推し、 つとめて 四海に みて しむる 

の 事に もや あらん。 然るに 知に 品 ありて、 叉 惑 ふ 所 多し。 知と 云 ふ は、 知 はありな 

がら 不レ 不レ學 ゆ ゑに、 本お ろかに して、 逸 樂遊实 の 我が身の 害なる 事 を不レ 知して- 

身 を 忘れて 欲 を ほしいままに 致す、 是れ より 如 X 此 にいた る 也。 邪知と 云 ふ は、 知 

の やしな ひを惡 くして、 道の なき 處に みちをつ くり、 物 ごとに 疑 ひ 多く、 人 を 將迎し 

> て はかる、 是れを 翳 知と も號 する 也。 此 ニケ條 は、 必竟生 質の 知、 學 ばず 練らざる ゆ 

つ ひえ  ハ 

ゑの 費 也。 正 知 明 知 は 明に して 不レ 惑、 能く 天地の 物 則 を 知りて， 是れを 以て 萬 物へ 

(一) き 

ニーン -ー  ハク (二 ハー ァ ギヲス  ヲ  (二) 

F  うつして 滞る こと あらざる を 云 ふ。 易 曰、 大人 以繼レ 明 m  ニ于 四方 一と 云 ふ是れ 也。 孟 

君 道 一 君 職  八 一 


山 鹿 語頻卷 第一  八 二 

一一  < クムル ハヌノ  g  3  ただ 

子 曰、 始ー 一條 理 1 者 智之事 也と 云 ふ も、 萬 物のお ち/ \ ある こと を糾 して、 その 理 にか 

なへ る を 知る を 智と云 ふとの 事 也。 溫公 君に 奉る 書に、 明 を 以て 德 とす、 而 して 人君. 

ー厂 ルプ フス ト  カウ ェゥ ハク ァァリ ルニフ リズ パ-ー 

(一) 字 は 庭 の 知、 物に 及ぶ 處 其の 品 多き が 中に、 以レ 知レ人 爲レ大 也。 皋陶 曰、 都在レ 知，^ 人 在レ安 

g、 舜の 名？ i、 ヲ まう  コレ モ レ シ トス レプ  ！ 

レ 民と 吿 しければ、 大 扱の 曰 はく、 かくの 如き は 惟 帝 其 難 レ 之との 玉へ り。 唐 堯の聖 の 

裏;： ^れゃ 1 5^ つ  (二  ) 

CC 論語 ぺ" 君 も、 人 を 知る と 民 を 安ん ずると をば かたしと し 玉へ ると 也。 樊遲、 知 を 問 ひければ、 

也篇 第二 十 章 

孔子 人 を 知る を 以て 答へ 玉へ り。 凡そ 人君 百官 を 立て！ K 下の 政 を 正しくし、 百姓 を 利 

して 四海の 末まで 其の 所 を不レ 得と 云 ふ 事 あらざる ごとくに せんとな らば、 先づ 賢才 

を 選んで 百官に 任じ 玉 ふに しく はなし。 大 は 一 木の 支に あらず、 太平 は  一 士の 略に 

(三) 前 出 二  . , け. 

fssfli 非ず と 云 ふ 事の ありて、 犬なる 殿閣 を建經 する に は、 さまん，、 の 木 を 集め、 大小 曲直 

りて 故郷  i) 

沛を 過き- 父 その 宜しき に 用 ひて 成就す る は大； 1^ 之 功也。 堯は八 元 八愷の 十六 人 を 用 ひ、 舜に臣 五 

老も おして 置  ぶ， し，.  、 ゐん 

^u^^^ 人 ありて 天下 治まり、 禹は 皋陶を 以て 戒を うけ、 は 伊 尹 を 擧げて 世 を 治む。 文 王 は 

起り、 雲お 揚  ンゾ テ  ヲ  ？ノ ヌ (gr: 

す。 德 内に 太 公 を 用 ひて 周 を 興す。 高祖 は 良臣の 多き が 上に も、 安 得 ニ猛士 ー兮守 一一 四方 一と 大風 

力" り。 故鄉  ンテ - ームヌ  テルブ ヌ 

0^^^, の 歌 を 作り、 詔 二 郡 國ー求 一一 遣 賢 一と 也。 明君 賢主、 以， 得， 人名 をな さざる は あるべ から 

ん. 一力と 守 ず。 ゆ ゑに 人 を 知る を 急務と する 也。 然るに 人 至って 難レ： n: 几。 その ゆ ゑ は、 人君 iif 宮 


の內に 坐し、 位 を うづた かくし 威を逕 しくす。 群臣 龍 顏を拜 する に、 敬 跪 曲 拳して 咫 

尺す る 事不， 能、 たま/ \ 奏し 申す 事 も、 言 を少 くして 速なる をよ しとす。 人 主 叉 こ 

れを細 評せず、 功 非を考 へ不， 給して、 唯 だ 人の 毀譽に まかせ 玉 ふまでの 事 也。 譬へ 

自ら 見閜 あると も、 正 人 は 邪 人 を さして 邪 人と 云 ひ、 邪 人 は 正 人 を さして 邪 人と 云 ふ 

なれば、 君に 明 知 あら ざれば、 いづれ を 取りて 邪 正 を 究め 玉 はんや。 ひじり の 世と い 

(五)  テ ヲリヲ  (六) 

へど も、 四 凶惡を ほしいまま にす、 孔子の 聖 なる も、 以レ言 取レ 人、 これ を 宰予に 失せ 

(S  (七) 

りと 也。 利口 佞奸の 巧言令色なる 人 多くして、 甚だみ る 事 かたし。 漢の 公孫 f ；^、 位 三 

§  (八) 

公に いたりても 布 被 を 用 ひ 睐 貪 を 成し、 行 を かざりて 人君 を 偽り、 宋の (王) 欽若 は、 

丁 謂が とら はれ を釋 し、 民のお ひもの を のぞき、 兵 を i 能め、 蠻夷 を撫づ るの 事 を 以て 

S  キ 

眞宗を 偽りて 位 を 得、 富 を 重ねて、 節 を 改め 行 を かへ しのた ぐ ひ は 至って 難， 見 小人 

也。 愛に 案ずる に、 知， 人 は 詳に問 ふに あり。 堯の世 を 治む る は、 日の 天に 中す るが 

(； 01 

シタ ガヒテ -! ァ ゲモチ 

如く、 萬象畢 くかくる る處 なく 能く 明な りと いへ ども、 若 , 時 登 魔 ひんの 人 を臣に 

二 ご 

問 ひ、 若， 采 役人 を 職 に 問 ひ、 水 を 可， 治の 人 を 四 岳に 問 ひ、 位 を ゆ づり玉 はん 人 を 

四 岳に 問うて 是れ を： 止せり。 聖人の 智は萬 物に あまね しとい へど も、 自ら 其の 智を不 

！ l;s 一  君|^  八 li! 
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レ 用して 悉く に 尋ね 問うて 詳 にす。 聖人 世の 政 ありても、 ：：^ 奸の邪 臣智を 舞して 上 

をく らくせん とす。 故に 堯の问 ひた まふに、 臣放 _^、 太子の 丹朱 を 用 ひん 事 を 奏する 

二)  , 

n) 裏 は、 是れ？ ^.1 のいた す 所 也。 驩％, が共ェ を 以てせん と 答へ し は、 1^ 人の 上 を 侵す にあら 

ず や。 ここにお いて 堯詳に 問 ひ 委しく 察し 玉 ふが ゆ ゑに、 彼れ 等がん，^ する 處を必 と 用 

ひ 玉 はず。 まことに 知レ 人事の 難き 故 也。 或 人 云 はく、 架 人 豈臣の 邪 正 を 不レ知 や、 唯 

だ 知りて ひそかに 是れを 尋ね、 事 を 群 ほに 問 ふの ためしと するな らんに や。 師曰 はく * 

是れ 私智を 以て 聖智を 計る の說 也。 聖人に 私な し、 萬 人の 智を 以て 智 とす。 知りて 

竊に 問うて 智を かる 如く 云 ふ は、 後世の 人君、 內 お-究めて 外臣 大臣に 告げて， 舊ほを 

重んずる の 偽り をな すが 如く 也。 然れ ばと て、 聖人 竊に問 ふの 知な きに は あらず * 唯 

(二)  i だ 用 ふる 處の 節に 中る のみ 也と 可レ 知。 孟子 曰、 左右 諸 大夫皆 曰 ニ贤否 一て 然 後に 用レ之 

下 篇第七 章、 レレ ヲ  ム ルヲリ 

去, 之と いへ る も、 詳に問 ふの 心得 也。 然して 求， 人に 有レ 道、 それと は 人君の 求めに 

順 ひて 人 進む もの 也。 人君 皆 賢 を 求む といへ ども、 何 を 以て 賢と 定めん や。 其の 所 

レ 賢の 違 ひ あるが ゆ ゑに、 用 ふるの 人 必ず 惡 あり。 竹林の 七 子 をば 世 以て 七賢と 號す" 

た つ と 

其の 行跡 をた だすに、 專ら虛 無 を尙ん で禮法 をな みし、 竹林に 會 して 酒 を^んで i 敎 


を不, 用、 中に も 王 戎は利 を 好んで 性吝 り、 家に 李 を；.！ して これ を賣 り、 人の 其の 實 

をう ゑん 事 をに くんで、 其の 核に きり もみせ りと 云 ふの 類、 皆是れ 一 向の 愚人 も不, 致 

(三)  ケガス ヲ  (En  1 尸 ヲ トス ル 

J  わざ 也。 南朝の 八達 は 千歲據 ニ靑史 一とい へ り。 唐の 四 傑 は以レ 文名 也。 是れ皆 其の 本 

き：  S  ！コ：  >.,• いとく 

M^^-M^. とする 處 のた がふが ゆ ゑに 及, 是也。 賢 は 材德を 以てす、 德は； 一目 行 を はかる にあり。 

胡れ 輔等も 八  さい  レ パ 

人の 優れたる 德 ありと 云へ ども 材 物に 不レ 及ば 德の用 たらず。 德 を專ら とする の官 あり、 材 を專ら 

人と 云 ふ も 偽  え， 

「g^ 風 flT とする の 職 あり。 德に まぎる る 品 多し。 智 なくして 無欲に み ゆる もの、 辯な くして 淵 

駱賓王  默 なる もの、 重く して の 不レ明 もの、 溫和 に似て 21 弱なる もの、 此の 類 は德の 形に 

(傑)  9 こん 

似て 人の ふかみ 思 ふ もの 也。 材に まぎる る 品 又 多し。 世俗に 云 ふ 利根と 云 ふ もの、 輕 

薄なる もの、 辯あって 非 を 飾る もの、 ，世 問に なれて 功 者なる と；； ムふ もの、 學 問あって 

§  シ 

利に くらき もの、 此の 類 又材に 似た る もの 也。 是れ等 を 能く 計りて 後、 初めて 實否可 

ナル  (五) 

レ明。 此れ を 計る に 術 を 以てすべ からず、 唯 だ詳に 試むべし。 堯水を 治めん もの を 撰 

こと 書 ^ 堯典  (六) 

こ PT し a-  こん  シル  ル ラル 

r 六 ^ ノ S の父 み 玉 ひしに、 四 岳が 鯀を 可， 然とす すめし を、 帝堯、 不， 可レ然 行跡 多ければ 如何 あら 

んと 仰せ ありし を、 四 岳、 試みて 町 ニ乃已 一と 重ねて 奏しけ る ゆ スん、 餘を 以て 水 を 治め 

しめ、 已に九 年の 久しき を 積みて 其の 功なら ざる ゆ ゑに 別せられ たり。 又 帝位 を 次ぎ 
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玉 はん 人 を えらみ 玉 ひしに、 四 岳、 虞舜を 民間より 擧げ 奉らん と 奏せし に、 我 其 試 哉 

と 仰せ ありて、 つ ひに 二 女 を 以てよ めづ かへ せしめて 其の 內を 試み、 .f- 男 を 以てみ や 

づ かへ せしめて 外 を 知り 玉 ふ。 是れ 聖人の 人 を 試む る 法な り。 人君 政を聽 くの 日、 つ 

ねに 百官に 命じて 各.^ 司 どる 處を 奏し 其の 事 をのべ しめ、 或は 德に順 ひ 村に 因りて 其 

の 諸 役 を あたへ、 節を考 へて 是れを 問 ひ、 其の 間に 奸曲 あらざる ごとくに 正さば、 人 

人 毀 譽に從 ひて 虚名 を 慕 ふ 事な く、 皆 天下の 用に 立つべき 也。 然れ ども 其の 功の 急に 

しるし あらん 事 をば 願 ふべ からざる 也。 唐； 5^ の 世と い へ ども、 三 載 を 以て 其の 功を考 

ふとい へれば、 品に 由り て 急 レ效ば 利な く、 人 を 失 ふの 本と 可レ成 也。 次に たと へば 賢 

能の 臣も、 一人に て は 萬 機に わたらず、 一人に 諸 職 を かねし むる は、 必ず 失の 出來る 

事 多き もの 也。 其の上 德材 聖人に 近き 臣は 世に まれな り。 中 賢より 已下 は、 人君 偏に 

信じて 是れに まかす る 時 は、 終を克 くす る 事な し。 是れ臣 の あやまち にあらず、 人君 

の 一 向に 惑ふ處 より 起れ り。 堯*舜.15^ の 世に は、 四 岳 • 九 官* 十二 牧 あり、 n;^ の 世 

に 伊 尹 • 仲虺 • 萊朱 • 巫咸、 周に 太 公 • 周 公 • ；：： ：： 公 • 君陳 • 畢 公た が ひに 三 公の 位に 

居り、 閎 夭. 太顚. 散宜生 いづれ も 高位に 上れり。 漢の 高祖の 十八 功臣、 後漢の 光武 


縣今 5^,3  2 君 ：2 

のお 溪尙 C  W 

蔑？^ の ° 

K3' 省 北 if 、太 1? 
5? の 陽 公 の 
難 It は 望 名 


の 八 人、 廢の 太宗の 十八 學士の 類、 皆 心 を 同じく し 力 を ひとしく して 王 業 をな す 也。 

人 主實に 人材 を 求めて 天下 を 治平 せんとの 志 深く ば、 賢者 自ら あつまるべし。 次に 賢 

を 求め 人 を 知る と. 云へ ども、 不二 擧用 一とき は 唯 だ 名のみ にして 實 なし。 擧げ用 ふる 事 

古より 人君の 難しと する 處也。 善惡は 二つながら 立たざる もの なれば、 正 人 朝に 出づ 

れば邪 人し りぞく は 定まれる 事 也。 人 大方 は 邪 人 小人に て、 君子 正 人 を 好む 事 まれな 

る ゆ ゑ、 寸 善に は 尺 魔の あるが ごとく、 君子 を擧 げんと するとき は、 小人 黨を かまへ 

て讒を 設け、 舊臣 を ひそめて 世を危 とす。 黄 帝 夢に 託して 風 后 を 海 隅に 得， あげて 

相と し、 カ牧を 大澤に 得て すすめて 將をさ づけ、 高宗 夢に 傅說を 見て 岩 築の 內に 是れ 

を 得て 相と す。 周の 文 王 史官が 占に よって 太 公 を 1^ 陽に 得て 載せて かへ り、 則ち 立て 

て師 とす。 大聖 明主 夢 を 信じ 占 を まことと して、 直に 天下の 政務 を與 へん や。 或は 岩 

築の いやしき より 用 ひ、 或は 漁 者の つり 人より 擧げて 百官の 上に 立つ る 事、 聊も 其の 

德材を 違へば 天下の 苦み 萬 民の 嘲なる が ゆ ゑに、 あだなる 夢に 事 をよ せ、 占者の うら 

-^^ かたに 託して、 世の 思 入 を 深く し、 擧 用の 術と いたせる にや。 尤も 賢 を 求む るの 心の 

S- 代の 齊の桓  (15  るゐ せつ  ねい せ き 

公の 名！ ：-  深切なる は、 夢に 相 通ず る 事 も 勿論な り。 管 仲が 累紲の 中より 用 ひられ、 宵 戚が牛 を 
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も も を 途 太 大 る 臣 先 IS 公 ひ ベ f/fi  ^；;^ 

2；^ 得 ど Jllf と 政 臣宗大 途太家 、き 政!^ 

ふ ざ &L し大 j《 m 將と政 中 ^>!？  s《 關 
るる 、臣 ともをし 大 、華 M 白 a 
S? こ 大をは 云 兼 、臣 其と をた 家 
と 將先官 ひ iii 大 をの は 云る は 
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飯 ひしょり 取 出され、 百 里奚が 市に 擧 げられ しためし、 人君 人を舉 ぐるの 規範た るべ 

し。 すべて 明君 は 賢臣を 以て 政 を 輔佐せ しめ 玉 は ざれば、 ：大 下に 德を廣 ぐる 事 難レ叶 

(二) リ -ー ヨロ シルニ  ヲ  Of 一) クル  テ ヤスシ 

也。 易に 飛 龍 在， 天、 利, 見 二 大人 一とい ひ、 詩に 濟々 多士 文王以 寧と いへ る は、 此の 心 

にかな へり。 明 道 曰、 治 一一 天下一 以 T 正， 一風 俗 一得 * 贤才， ，爲， 本 云々。 本朝の 往古 天孫 天降 

り 玉 ひし 時、 天兒 屋根 命 • 大 太 玉 命 左右の 扶翼たり しょり、 神武 帝の 東征の 後：： K 下 一 

ノ タネ コノ  アマ ノト ミノ 

統 して、 天 種子 命. 天 富 命 左右たり、 是れ皆 執政の 臣也。 かくて 世々 人に 乏しから ず、 

各.' 以， 得, 人爲, 本 玉 へり。 世と こしな へ に 四海 おだやかな るに まかせて 危 きを 忘れ、 

必ず 舊 功の 臣 たかぶりて 撰擧の 用お こたり、 犬 下の 政道 唯 だ 一 家より 出 でん 事 を 欲す。 

(sn  せいく わ  サ 

是れ攝 家 *淸 華. 大臣 家の 定まりて、 關白攝 政の 職 を 他家に 不, 渡、 次第に 相 結して 

官位 係祿 ともに 皆 是れを 世々 に 重ぬ。 ここにお いて 君德 下に 不， 通、 人臣 威 をお 一し く 

して 道 を 練る により 處 なく、 つ ひに 公家の 政道お とろへ、 武家 天下の 權を 握る。 是れ 

公家. 武家 所 を かふる ゆ ゑん 也。 源 賴朝卿 元 暦に 平家 を 追討して、 後白河 院 より ^「"^ 

捕 使に 補 せらる。 是れ より 諸國に 守護 を 置き、 庄園に 地頭 を 補す。 顿朝草 業の 功 深く、 

と き ま さ 

武臣 各 > 職 を 守り 治平に 及ぶ といへ ども、 守 文に 德少き ゆ ゑ、 外戚の 臣時 政に 執權を 


(一) 春秋 時 

代 秦の錢 公の 


乾卦の 


(五) この s 

建長21年^^賴 

&」 1? の 時な り 

(六) 南北 六 

羅探！ I 

(七) この 事、 

赏は 時宗 執 桃 

の 建 治 元年に 

北條赏 政を筑 

紫に 下， M せし 

めて： 兀 f.3 に備 

へたる を 起. ぬ 

とす。 弘せ？ 1 

年の^ 古来 寇 

に 先 だっこと 

五 年な り。 永 

仁 元年 は北條 

兼 時が 博 多 口 

の府 にあり て 


稲せ し 年な り。 

弘 安の 役の 十 

二 年後に して、 

なほ 三度の 來 

寇に備 ^,&> 


まかす。 時政智 曲り 佞 深く ありと 雖も、 賴朝 頻りに 寓 民の 愁訴 を 思 ひ 玉 ふが ゆ ゑに， 

時 政 私 を 大に發 せず、 殊に 大江廣 元 • 三 善 善 信 • 藤 原 行政 二 巩後權 守 俊 兼 等， 各  >.經 二 

沙汰； 武臣 亦 相 並びて 補佐す。 頼 朝 逝去 後、 賴家 *實 朝と もに 政事 を 倦み， 悉く 外 家 

に委 ぬ。 是れ より 天下の 權北 條に歸 して 勢 漸く 四海 を 傾く。 ここに 義時、 承 久に後 鳥 

(Id  ) 

羽院 を隱岐 國に遷 し、 宮を鎌 倉に 申し 下し、 將 軍の 號 をな しま ゐら せ、 武臣 犬に 成 を 

re  (据) 

張り、 剩 へ承久 三年に 洛中の 六 波 維に 居所 を かまへ、 一族 を 二人す ゑ、 坂 西の 沙汰 を 

執行し、 永 仁 元年に 鎮 西の 探題 を 究め、 九州 を 平均し、 太宰の 帥に 比し 異國襲 來のそ 

なへ を 堅く す。 此の 比まで 天下の 政務 を北條 に隨歸 せしめん 事 を 欲する が 故に、 仁義 

を假 りて 民 をな で、 あまねく 正義 を 施せり。 中に も義 時の 長男 泰時、 政道に 志 深く、 

ビ  ヲ けちばん 

百官 皆 其の 人の 正し からん 事 を 願 ひ、 昵近 伺候の 官 人まで 撰 ニ藝能 之聚； 結番 せしめ 

て 將軍家 を 開 諭し 奉り、 且つ 評定 衆 を 正し、 連署の 起請文 を 以て 私 を やめし め、 佐籐 

業 時が 奸曲を 計りて 評定 衆 を 除き、 小人 を 退けて 君子 を擧 げんとの 志 深 かりき。 然れ 

ども 執權は 家に ついて 他に ゆかず。 時賴又 政務 を 心と して、 君子 を擧用 ひて 政事 を輔 

佐せ しめん 事 を 願へ り。 この ゆ ゑに 靑延 左衞門 藤滿が 末子の 出家して- 行 印 法師に 隨 

君 道 一 君 職  八 九 


き 後と 斯' 了-公道 二 
照出稱 波 節督義 C: 朝 、v^ 
一す 氏と、 將 と 出 
七る を '高 云 g 《斯 
四 こ 武 す め 左 經 ふし 波 
H と衞。 て 兵の て 高 


山^ 語類 卷笫ー  九 〇 

順して ありし が、 時敏 三島詣 の 時、 かの 出家 忍びの 供奉せ しが、 供の 下： の雜具 取 付 

けて 鎌 倉に 歸る 牛の、 片瀬 川の 川 中に て：^ りする をみ て、 哀れ 己れ は 守 殿の 御佛 事の 

風情し ける 牛 哉と 打 笑 ひて 通る を、 かたへの 人の、 えこ そ 心得ね 申し ごと やと 尋ねけ 

れば、 されば よ、 思 ひ 合せた る 事 なれば 也、 此の 比の" いに 田.：： H かれて 悲 みなる に、 何 

ぞょ、 あの 牛の 田.： w の ある ほど は：^ せず して、 水の 餘 りて 流る る 川 中に て：^ する は、 

國 中の 用に 不レ立 也、 鎌 倉 中の 智德有 驗の僧 等、 貧に してう うる もの 多く、 無知 破戒 

の 法師、 財寶 にあき 滿ち たる 多し、 然るに 此の 春の 御佛 事、 皆 有 得の もの 斗り 召して 

i 

供奉 ありて、 實の僧 をば 御供 養な しと 語りし 事の、 時 頼に きこえて、 つ ひに 出 { 東 を や 

めしめ、 後に 評定 衆に 任じて ける。 この ころ 世に 宵^ 左 衞門藤 綱と 云 ひし は 此の もの 

の 事 也。 時賴 世の 政に 志 深く、 人 を 求む るの 心 専らなる ゆ ゑに、 下の 言 は 上に 通じて、 

藤 綱が ごとくなる 條德智 有の もの を えらみ 出せる 也。 尊 氏 卿 草 業に いとまな く、 守 文 

久しから ざる ゆ ゑに、 武臣 專 ら權を とり、 高 家專ら 表に まかせ、 民の 苦 を不, 知。 其 

(二  (二) 

の後斯 波の 道 朝權を とりてより、 武衞. 細 川 ：3ほ 山 相 共に 互に 執權 して、 選擧 の用殆 

どた ゆ。 凡そ 草 業の 主 は 人 を 求め 賢 を 招きて 政務 を 司 どらし むと いへ ども、 守成 相 緩 


に 。 。出，;; 5i じ 
作 又 誠づ矧 に 
る 一はる 效至誊 
お 和 を 有 臧經 
に な 指 苗感大 


して は執權 家に 傳 はり、 官職 皆 家 を 立てて 他の 競 望な し。 人君 偶-' 人 を 求め 賢 を聘す 

るの 志 ある も、 臣 利害 をのべ て 己れ を はかり、 新に 祿を與 へ 財 を 費さん より、 不レ若 

多くの 臣の內 よりえら み 出し 玉 はんに はと、 巧 レ言云 ひ 抑 ふるに まかせ、 つ ひに 知 暗 

く 利 を專ら として、 明々 たる 天德 これが ためにお ほ はる。 甚だ 可 二 歎息 一也。 

一七 機巧 を 以て 下 を 御せ ず 

師曰 はく、 司 馬 光 臼、 夫 信者 人君 之大寶 也、 國保ニ 乎 民； 民 保 二 於 信.； 是故古 之 王 

者不， 欺 二 四海； 霸者不 レ欺ニ 四隣 一とい へり。 凡そ 人事の 用 其の 品 多し といへ ども、 誠 信 

ラ  (1 一一) ハク <M) 

ふかから ざれば、 其の 事 根に 不, 入して 皆う はべ 計り 也。 益 曰、 至誠 神 を 感ずと 云 ふ 

心 は、 我れ に 至りて 誠 ふかきと き は、 其の 感ずる 處 鬼神に 通ず る 也。 鬼神 は 目に みえ 

ざる 處也。 ここに 案ずる に、 古の 人 一事 一言に 誠 ありて、 天地の 鬼神 を 感動せ しめて、 

或は 雨 を ふらし 或は 蝗を さけし むる の 類 ある を考 ふるに、 鬼神に は 邪な く、 唯 だ 明々 

たる 一理の みなる ゆ ゑに、 我れ にしば らく 誠 あれば、 其の 一言 一事に も 感動 ある 事 也。 

人 は 知に 邪 正 を 含み、 內に 佞奸 深く して、 其の 感動 甚だ かたし。 これ を 司 どるの 人君、 

uf? 道 一 職  九 一 


山 鹿 語教卷 第一  九 二 

誠 信 かりにも あさく ば、 下の 情 を 感ぜし むる 事 難， 叶。 機巧と 云 ふ は、 機 は あやつり 

て 本な き 事 を 有る が 如く 致す こと 也。 かの 怖 儡 子の 木 を 刻み、 絲を ひいて 其のす がた 

のまな び を 成す が 如し。 巧 はたく みに 致す こと 也。 必竟皆 偽りなる 事 を、 當分： 一一 一" を か 

(仕方) 

ざり しかた をつ けて、 實 なる 如くして、 人の 目 をふさぎ 耳 をお ほうて. 人心 を 惑 はし 

(さ  S 

むる の 事 也。 人君の 下 を 御す るに、 思 はざる 事いた すま じき 事 を、 思 ひ 成す 如くい ひ 

しも  まこと  (，^み」) 

なして、 巧言令色 あらば、 下 又 これに 習 ひて、 信彌？ つす く 物 皆て たてに 落 入るべし。 

(ぉノ 

機巧の 心は智 をね る處 あらず して、 學ば ずなら はざる 處 より 出 づ る 也。 の 太 宗の時 

に、 或 人 奏しけ る は、 主上 ひそかに^り 怒りて 群臣 を こころみ 玉 はば、 ：：^ 人 はお それ 

て 君の 意に 叶 ひ、 君子 はお それず して 諫を 奉るべし、 如, 此ノ して 君子 小人 を こころみ 

しも  ながれ 

玉 ふべ しと 奏す。 太宗曰 はく、 君 は 政の 源 也。 下 は 水の 流 也。 君 詐りを かまへ て臣に 

直を敎 へんと ならば、 源 濁りて 水の 淸を 望む に 同じ。 下の 奸曲 をし らん も、 世 をすな 

ほに せんとの 政 也。 然るに 詐りを かまへ て 事 をし らんと 云 ふ 計 は 人君の 德 にあらず 

一き ■ と 仰せ ありけ る 事， 貞觀政 要に 出で たり。 人君 詐りを 用 ひて 下 を はからば、 下臣お そ 

も 記せる 書、  (好.) 

5IS れて宫 職 を 専らに 致す 事な からん、 况ゃ三 民 を や。 人君 名 を このんで 徒 善 をな し 徒 


政 を 行 ひて 仁の 聞え をね が ひ、 二 旦人を 喜ばせす すまし めんた めに、 犬に 機巧 をな す 


事、 皆 下 を 感動せ しむる の敎 にあらざる 也。 風俗 を 正し 善政 を 行 はんとな らば、 唯 だ 


(二) 史 記に 

出づ。 舜の異 

降お ST 舜を 

,^^|殺せんとし 

て 井 を 掘らし 


を 別に 掘りて 

難 を脫す 

^^£篇^^!せに出. 

力 兄ん と 欲す、 

孔ーナ 見えす。 

孔子に 厥 をお 

くる、 孔 其 

の 亡き を』 „ ^と 

し て往き て 之 

れも拜 す 云々」 

と。 £9 人、 小 

に權 


も述ぶ 

(il) 孟子 公 

孫 丑下篇 第二 

章に S£ づ。 孟 

子齊 の』，； li: 土の 

招 さも 斷 りし 


§ 


至誠 を 本と して、 人君 身に 誠 をつ み、 虛言虛 事 をな さず して、 誠 信 を 推し 玉 はば， 當 

ま. りと ま  しるし  あた 

分 迂 きに 似たり と 云へ ども、 其の 印つ ひに は大 なるべし。 然れ ばと て 人君 節に 中り 

8 


て 術 を まう けざる に は あらず。 堯 微行して 下の 情 を 察し、 舜井を ほる にぬ けあな を か 

まへ、 孔子 陽货 がな きを 知りて 行き、 孟子 いつはるに 風疾を 以てす。 是れ等 は 皆 聖賢 

の 物に 中り て 知 を 明に する 也。 機巧と 一 擧 して 云 ふべ からず。 唐の 玄宗開 元の 初に、 


風俗 過奢甚 しき を 歎じて、 珠玉 錦 纏 を 殿 前に つんで こと-^ く 是れを やかし む。 是れ 

等 は 其の 志實に 似た る 如くに して、 中心の 實 にあらず。 故に 未だ 三年 を不レ 過に、 往 

きて 寶を 海內に 求めし む。 かの 名 を專ら とし 機巧 を 好む 人の 行 ふ處、 寶を 捨て 財 をい 

やしん じ、 頻りに 仁政 を 出す 如くなる は、 實に 似たり とい へ ども、 終に 其の 事た が ひ 

始終 全から ず。 然れば 聖贤の 知 をと つて 機巧に なし * 一  旦の 利害 を專ら とする 事、 人 

君の 可 レ愤事 也。 人君 只だ不 レ得レ 止の 誠 を 木と して、 其の 言行 を 下に 施行せば、 下 何 

リン ゼ  § 

ぞ 不レ感 乎。 下 を 喜ばせ 上 をよ くい はせ つべき と、 構へ て 致す 處 あれば、 其の 用法た 

君 道 一 君 職  九 三 


山 鹿 語類 卷 第一  九 四 

が ひて 皆 偽りになる 事 あり。 故に 金玉 米穀 を 悉く 與へ、 倚 祿采地 を ゆたかに すと も 

下 その 心 を 知りて 感動す ベ からざる 也。 


山 鹿 語類 卷 第二 

君 道 二 

親レ親 

- A 親 を 親と する に 在り 

テ ジテ  ヲ  ル  ム 17 

師嘗論 二人 君 之牵友 1 曰 はく、 凡そ 父子 兄弟 は 人倫の 大道に て 天地 不レ得 レ已の 物 則 也。 

(一) S 人君 親 を 愛する 心 を 推して 人 を 愛し、 親 を 敬す る 心 を 以て 人 を 敬す。 天 下の 德敎は 愛 

敬の 外に あら ざれば、 親レ 親と して 孝涕 仁慈の 心 深き とき は 天下の 政 皆德に 化すべし。 

シム  ヌ (始)  ョクャ ハーツ グルー 一 テス ヲ 

帝 堯の德 は 親 二 九族 I に はじまり、 帝舜を 民間より 擧 ぐるに、 克諧 以 1 孝と い へり。 

-ー 〈クム カン  ノ  テヲ 厶ルャ  ヲ  テ ヮスレ  ヌ  モャ テヲャ  二 

孝經 曰、 昔 者 明 王 之 以：， 孝 治 こ 天下 1 也、 不 敢遣 11 小國 之臣； 而沉於 11 公侯 伯 子 男 一 乎， 

故 得 二 萬 國之灌 心 1 以事， 1 其 先王？ 又 曰、 昔 者 明 王事い 父 孝、 故事 レ 天明、 事, 母 孝、 故事 

レ I 察、 長幼 順、 故 上下 治、 天地 明察 祌明 彰、 故雖ニ 天子 1 必有レ 尊 也、 言 レ有レ 父 也， 必 

君 道 二 親 親  ，  九 五 


山 鹿 語類 卷 第二  •  九 六 

有， 先 也、 言 X 有， 兄 也、 宗廟 致， 敬、 不， 忘， 親 也、 修， 身愼， 行、 恐， 辱 先 也、 宗 l4 致 

レ敬 鬼神 著矣、 孝 涕之至 通 ニ於祌 明； 光二 於 四海； 無， 所， 不， 通と い へり。 父母 は 子の 

天地、 天地 は 人の 父母に して、 其の 實は 一 なる が ゆ ゑに、 父母に 孝行 あら ざれば、 天 

(背)  S  § 

地 を そむき 神明 をな みする 也。 且 つ 又 人倫の 定まれろ 骨肉に 對 してう とく おろそかに 

あらば、 況ゃ 他人 萬 民の 本より うとき を 愛すべき や。 天下の 萬 民 孝 涕の心 あら ざれば、 

君 を 尊み 上 を 親しむ こと 不, 可, 有、 柯を 以て 人君に つか へん や。 されば 忠臣 を 求む る 

に は 孝子の 門に おいてす とい へり。 親に 事へ てネ ありて、 君に つかへ て 不忠なる もの 

y., ノー つ 下 は あら じと も 云 ふ。 故に 孝 は 先王の 至 德要道 也と い へり。 孟子 曰、 堯舜之 道 は 孝涕而 

( -  ミ  ゐ  つかさ 

已と、 尤も 深切 也。 すべて 人君 は 上な き 位に 居、 四海の 富 贵を司 どり 玉へば、 身 安逸 

を ほしいまま にして、 父母に 事 ふるの 心 S 、： り、 却って 父母 をない がしろ にす る 事 あり。 

二  f 

利害 を 以て 云 ふとき は、 大舜 の替瞍 にっかへ 玉 ふ は、 天下 を 以て わらぐつ とし、 ：大下 

の 悅んで 己れ に歸 する をみ て、 草芥の 如く 也と 思 ひ 玉 ふは舜 にあらず や。 天下 は 神器 

なりと 云 ふと も、 父母に かへ て 天下 を 思 ふ は 利害の 心 深き が ゆ ゑ 也。 古の 世子 之禮亡 

びて 細に 殘れる 法な しとい へど も、 大體 朝夕の 安否 を 問 ひ 玉 ひて、 喜 一 愛 を 父母と 一 つ 


< 二) 禮記、 

文 .土 世子 篇を 

指す ベ し 

(一二) 寅 名 は 

狐 優、 字 は 子 

犯、 春秋 時代 

曽の文 公の 舅 

なり、 故に 舅 

犯と も 云 ふ。 

文 公の 父獻公 

の 喪に 久しき 

に 過ぐ る を 


答へ て 曰 はく、 

r 親に 仁なる、 

以て 资と爲 す」 

と。 禮記檀 弓 

下 篇 に出づ 

S) 御 譲位 

の 上皇 

(五) 天皇 

(六) 貶に 當 

る、 さげすむ 


にし、 朝夕の 食、 太子 必ず あきらかに 見 そな はしめ、 父母の 食の すすむ 處 によって 其 

みづ か 

の 安否 を 察し、 父母な やみ 玉 ふとき は、 太子 親ら 保養し、 湯藥 必ず 自ら こころみ 玉 ふ 

事、 是れ皆 定まれる 式 也。 文 王 • 武 王の 世子たり し 時の 法、 詳に 古傳に 出で たり。 ま 

(三) 

ス ヲ  きう はん  ナル 二 テ 

ことに 萬 代 帝王 爲, 孝の 道、 大舜. 文 王. 武王を 以て 規範と すべき 也。 舅 犯が 仁, 親以 

爲レ えと 云へ る は、 文 公の 晉に 伯た る ゆ ゑん 也。 漢の文 帝、 太后の 病に つ ひに 衣 をと 

かず、 不二 安眠 一 こと 三年な りし、 是れ文 帝の 賢主た る 所 也。 人 必ず 常に 親しみな るる 

とき はう ときを も 親しみ、 遠く 隔る とき は 親しき にもうと し。 天子 人君 位高く して、 

父子の 問つ ねに 相 間る、 故に 親愛 尤もう すし。 況 ゃ寵姬 多くして、 腹々 に 太子の 出生 

まし/ \ て、 互に 相 挑んで 中に 怨： マ II 生じ、 或は 父子の 御中 はさる ことにて、 父君の 官 

§  つ 

人譴を かまへ、 太子の 近臣 早く 權 をと らんこと をね が ひ、 或は 下 居の 院仙 洞の 御 心に 

(五) ニハ) 

何となく ひがみ ゆく 心の 出來 て、 當今を さみし 奉る ことの あり 來る、 是れ 父子の 恩愛 

の ひま ある ゆ ゑん 也。 父 父たら ずと 云 へ ども 子 は 子たら ずん ば不， 可 レ有は 聖人の をし 

へ 也。 舜 の瞽瞍 における は、 至って 難レ 事の 親 也。 しかれ ども 至誠の 感動して、 終に 

瞽 g. が豫 をいた すに 至れり。 是れを 萬 世の 手本と して、 人君 孝 を專ら とし 玉 はば、 天 

君 道 二 親 親  九 七 


-雅谷 


r 一)  i, 

雅 鹿鳴篇 に、 


として 隸.？ お 

ら ざらん、 凡 

そ 今の 人 兄弟 

に 如く は莫 し」 

と出づ 

(三) 萬 章 上 

篇 第三 章 

S) 舜の異 

母 弟、 P- て舜 


せし 頑 弟な り 

< 五) 周の 太 

王の 第三 子に 

して 文 王の 父 

なり。 泰伯は 

太 王の 第 一 子 

にして 位 も 王 

v_ チに讓 る 


山 鹿 語類 卷 第二  九 八 

下に 不是 底の 父母 あるべからざる 也。 臣の君 をな みし、 子の 父 を 失 ふ は、 父 を 以て 不 

是 なりと し、 君 を 以て 無道な りと すれば 也。 只 だ 親 を うらみ 君 をに くみて、 身に 立ち 

歸 りて 修めざる 所より、 亂臣 賊子の 萌は 生ずる と 可レ知 也。 唐の 太宗 侍臣に is つて 曰 

はく、 世俗 皆 誕生 の 日 を 以て 祝儀 をな し 宴 を^く、 朕 は 甚だ 不 レ然、 詩 曰、 哀 々 父母 生テ 

ヌク 1 マウ  く らう 

レ 我劬勞 すと 云 ふ は、 父母の 我れ を 生み 玉 ふの 劬勞 を； K へ る 也、 其の 劬勞を 思 ふことの 

うまれび 

深き に 何ぞ实 を^ けんやと 仰せて、 泣淚數 行に 及べり と 也。 玄宗は 生 日 を 千秋の 節と 

號 して、 天下に 命じて 实樂 せしめたり といへ り。 人君の 志に 因りて 或は 悲しみ 或は 喜 

ぶ、 其の 用捨 は 其の 器量に 可， 因 ことなれ ども、 父母 を 思 ふ處の 切なる は、 玄 宗何ぞ 

太宗 にしかん や。 その 事 は 至って 玻 細なる に似て、 其の 寓 する 處は 至って 重し。 人君 

豈可, 不, 愼哉。 兄弟 は 父母の 肉 身 を 我れ と共に 別ち， 其の 遺體を 同じく す。 故に 父母 

を のぞきて 兄弟より 親しき は あらず。 是れは 連なれる 枝の 高下 あるに たと へ、 是れを 

2  ) 

常梂の 華の 鄂 として！：々 たるに 比せり。 然る を 利害の ためにう とんじて 骨肉の 親 を 離 

るる は、 尤も あさましき 事 也。 孟子 曰、 仁人 之 於， 弟 也、 不 A 藏 A 怒焉、 不 A 宿 レ怨、 親 TT 

スル レヌ  L やう  •  f 五) 

愛 之 一而 已矣と は、 兄弟の 友 ある をい へり。 大舜の 古 は 象に おいて 親愛 を盡 し、 王季 


(六) 漢の文 

^^5の弟、 名 は 

劉 長、 反 を 謀 

て」 M せられ 

}^ す . 


の泰 伯に 友なる ためし 可レ鑒 也。 然して 人君 兄弟の 親愛 其の 節を踰 ゆると き は、 却つ 

て 弟 をして 兄 をない がしろ にして、 或は 失 はんこと を 欲し、 或は 亂を 起す。 是れ 父兄 

の敎戒 相違 ふが ゆ ゑと 可， 知。 唐の 太宗、 弟の 諸 王 を 以て 遠き 國の藩 離に ゆいて 天下 

を經營 せしめ 玉 ふ。 ^れに のぞみて 淚を 流して 仰せに 云 はく、 兄弟の 情、 常に 相 共に 

居て 親しまん こと を不レ 既に は あら ざれ ども、 天下の 事の 重きが ゆ ゑに、 その 勢の かく 

あら ざれば 不レ叶 を 以て 也、 人の子 は 又 出生す ると も、 兄弟 は 又 あるべからず と 勅 あ 

りけ る は、 愛に おいて 節 を 不レ失 也。 淮南 王の 惡逆 にして 放埒なる は、 文 帝 弟 を敎ふ 

るの 道 を 失 ひて、 一向 愛 を專ら として 罪 を 不レ糾 が ゆ ゑ 也。 唐の 玄宗卽 位の 後、 長き 

枕と 犬なる 被 を 用意 ありて、 兄弟と 同じく 臥し、 政務の 暇に は 兄弟と ともに 禁中に あ 

そび、 飲食 起居 を 同じく し 玉へ りと いへ り。 是れ 全く 悌 友の 道と 云 ひがたし。 玄宗は 

位に 卽く まじき 王子な りけ る を、 兄 位を辭 して 玄宗 にあた へ 玉へ る ゆ ゑ、 其のよ しみ 

ク ノ  あと 

を 以て 如， 此 にいた せる 也。 然れば 本 利害の 心より 起れ り。 兄弟 を 親しみて 友 あると 

云へ る は、 被 を 同じく し 枕 を 一 つに し、 飲食 を 以て 樂 みとす る を 云 ふべ. からず。 唯 だ 

常に 敎戒示 諭して、 怨を かくさず、 怒 を あら はして 互に 是非 を 正し、 利害に 不， 因而 

fl^ 道 二 親 親  九九 
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行が 如くに 相た すくる、 是れ 兄弟の 友 あると.： ムふ 也。 乍 レ然人 皆 善なら ず、 必ず 惡人 

< 一) 二人と ありて 難 を 構へ、 利 を專ら とする 兄弟 あるべし。 舜の弟 象、 周 公の 管叔. 蔡叔 是れ 也。 

もに 周 公の 兄 

猶ほ 能く 諫め 敎へ、 年月 を 接んで 悪心 やまざる とき は、 財 を與へ を 畳に して 民 を 治 

公 政を輔 くる  ， は 

キ、 響 を 放 めしめ ず、 外に 出して 游樂 を長ぜ しめず、 猶ほ 敎戒を 委しく すべし。 是れを 誠の 親し 

ちて 周 公を譜 

^M^^ みと 云 ふ 也。 惡人を 知りながら、 是 れに國 郡を與 へ兵權 を專ら にせし む、 是の ゆ. < ^に 

S 東征して つ ひに 刑に 陷り、 死 を 賜 ふに 至る。 彼の 常 秘の詩 は、 管 *蔡 之 失レ道 こと を うれへ て 

こ れを 亡ぼす。  .：  - 

|大|照 つくれる 詩 也。 其の 辭に云 はく、 兄弟 鬩， 一 于墻； 外 禦， 一 其 務 1 とい へり。 兄弟の 道 

お) #1堯 豈ぅ とからん や。 次に 親， 族の 事、 堯の 德を稱 して 以親 一一 九族 一とい へ り。 九族 は 上 高 

組より 下 玄孫まで のこと 也。 父子 兄弟 は 天 倫の 常にして • 人 是れを 親しむ といへ ども、 

其の 末々 の 遠き 末葉まで を 親しみ 思 ふこと なき は、 叉 常の 凡 情 也。 人君 は 上 九重の 上 

に 深く ひそまり て 座 を 高く まし ませば、 さなき だに 下の 情 はう とし。 況ゃ 末々 の 親族 

は、 或は 名に よりて うとんじ、 或は 不, 知して 遠ざかり やすし。 故に 古 の^代 皆 親 を 

親と し 祖を祖 とする を責ぶ 也。 但だ 親み を 以て 官職 を 授けて、 德 知賢材 を不, 正 は 人 

君の 私 也。 唯 だ 專ら親 を 厚く して、 吉凶と もに 相 救 ひ、 其の 人品 人の 害 たるべく、 物 


の 利 あら ざらん に は 官職 を不, 可, 授。 尤も 罪 あらば、 親しと 云へ ども 定まれる 正 法 は 

可 レ鼠ン 有。 是れ皆 能 を 貴び 賢 を 用 ひて 百姓 を體 する 也。 ここに 古の 禮を考 ふるに、 體 

(三) リス ルヲ  ハ  テノ ヲ チカ ヅク 「ヲ 二  ァ レバ  スル ヌ 

に、 君 有 二 合 レ族之 道； 族 人不， 得 T 以ニ 其戚 1 戚. - 君、 位 也と 云へ り。 しかれば 合， 族 

と 云 ふ は、 飮食を 設けて 親族 を あつめて 相 喜び 玉 ふこと 也。 君恩の 親に 厚き と 云 ふ 心 

也。 しかれ ども 親族 君の 念 比に 奪 はれて、 無レ故 君に 近づく こと を不乂 得 は、 親しむ 

とい へ ども 次第 を不， 亂、 位 を 正しくす る 也。 且つ 叉 公 族は內 朝に て 朝 禮を行 はる、 是. 

れ內朝 は、 心 易く 親しまん ための こと 也。 君の ゆかりの 末々 は、 吉 禮凶禮 必ず 是れを 

奏する は、 親 を 忘れざる の禮 也。 公 族 罪 ありと 云へ ども、 人君 是れ を不レ せ、 服の かか 

る ことなし。 是れ 先祖 を恥づ かしむ る を 傷みて 也。 然れ ども 人君 是れ がた めに 樂 をき 

かず 喜 をな さず と 云 ふ は、 私の 親 を不レ 忘の ゆ ゑん 也。 傳曰、 宗人授 レ事以 , 官、 尊 

レ賢 也、 親 未， 絕而列 一一 於 庶人； 賤， 無， 能 也と 云 ふ。 是れ 人君の 親に 私せざる 處也。 周 

シテ 

禮の 夏官司 馬の 下に、 諸子 • 下大夫 二人と あり。 是れは 公 族に 禮を敎 へ、 孝涕^ 友 子 

愛 を 以て 父子 之 儀 • 長幼 之 序 を 明に する の官 也。 或は 庶子の 官 とも 云 ふ。 されば 古 者 

、  マリ テ  リ  リチ  ム カフ ミチ」  (W) 

庶子 之官治 而邦國 有, 倫、 邦國 有, 倫而 衆鄕, 方矣 と、 禮 記に 出で たる は 此の 事 也。 CL 

君 道 二 親 親  ー〇 一 
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虎 通に 九族の こと を 論じて、 九 は 必ず 高祖より 玄孫までと-ぶふ にあらず、 九 は 究と通 

じて 親疎 恩愛 の 究竟な りと： ぱ せり。 す ベ て 王孫 • 公孫 は 姓 を 賜 は りて 必ず 王 父の ，) ナを 

氏と する こと、 是れ 末代まで 王 氏 を 出で て不， 遠 こと を 示し、 滅びた る國を 興さし め、 

yl^glm 絕 えたる 世を繼 がし めんとの 戒也。 昔 周の 襄王鄭 を 伐たん とす。 大夫富 辰 諫めて 曰 は 

こ：！ q つ  シ テ パ  ヲ チ テン リノ 

.  く、 不可 也、 鄭は 周の 親族に て、 さき ノ、、 \王 室に 功多し、 今 天子 不， 忍 二 小 忿ム棄 一 I 鄭 

ヲ  たクノ や. - へら  など B- 

親 1 は大 なる あやまり 也、 天下 を 懷け柔 ぐる も、 外の 侮 あらん こと を 常に 恐れ 愼 めり、 

しん しん  ノ (二)  ハク 

2) 春ぶ IT 外の 侮 を ふせぐ は 親 を 親と する にあり と 云へ る は、 王族 を 親しむ の 言 也。 宋樂豫 曰、 

>  ^  ,J  ハ  チリ  シ ラバ レヌ  シ  ヒ インスル  カリん キモ ポ ケォ 六- フ ノ  tN  二  ハ テス 

^^^^^ 公 族 公窒之 枝葉 也、 若 去 レ之則 本 根 無， 所， 1 庇 蔭， 矣、 ^蠤 猶能庇 二 其 本 根； 故 君子 以爲 

群 公子な 去ら  タトへ トャ 7 ャ  こ， V ば 

んとす。§^曰 レ比、 況國君 乎と 云へ る は、 { 木の 昭 公が 群 公子 をす てんと ありし を 諫めし 辭也。 次に 

はく、 不可な 

親族の 內に 大宗 • 宗 子と 云 ふこと あり、 是れは 其の 家の 惣領 嫡子の 家の 末々 を 一 ：4 ふ 也 * 

公 七 年の 條に 嫡子の 家 は 子細 ありて おとろ へ、 庶子の 家 時に 逢うて 富有なる こと ありと も、 惣 じて 

家督 宗領の 家 を 重んじて、 一 族の 內に事 あれば、 大宗の 家に 行きて 命 をう けて 行 ふこ 

と、 古の 禮也。 大宗と 云 ふ は、 立レ 嫡て惣 領を定 むるな り。 宗子は 宗領の 家の 不レ絕 相 

祭りて、 百 代まで 相績 する 如く はから ふこと 也。 庶 人家 を 立て、 庶子の 子孫 是れ をう 


に 章 典:^ 十！！ 論の の 門 2 章 ^ 
ほ 上 及 :S 三 憲解こ 字 人; 2  5 
づ篇び 章問篇 とな ' 
第孟 書に 篇及 家り 頡孔 第 
1^ 子 出 第 ひ' 語 。孫子 十 
章 萬舜づ 論 正 こ師の 八 


やま ふ を 別 子と 號 する 也。 白 虎通義 曰、 宗者何 謂 也、 宗尊 也、 爲ニ 先祖 主 一也、 宗人之 

所レ尊 也、 古 者 所 n 比必有 ^4- 何 也、 所, 一一 以長ニ 和睦 一也と い へり。 人の 尊卑 上下の 分 を 知 

(ーーー) しく りて、 下剋上の 心なき は、 能く 父子 兄弟 親族の 禮を 知り、 子弟 は 必ず 父兄に 從 ふの 本 

は 孔子 家 語と  レ シ カラ 

云 ふ、 孔子の を 正せば 也。 大宗 -宗 子の 法 不レ正 ば、 唯 だ 時の 利 勢に 隨ふ のみに して、 下剋上の 心 

言語 行事 及び  (，| 一一) ご 

お 顏? 生ずべ し。 家 語に、 有 若 孔子に 問 ひける は、 國 君の 同姓への 道 あり や、 孔子 日 はく、 

明なる も魏の 皆宗道 ありて 國 君の 位 尊し とい へ ども、 百世まで 其の 親 を不, 棄のゅ ゑ 也と 答へ 玉 へ 

王肅 によ.？ , 

が 1 は S 子の り。 宗 道と 云 ふ は、 右の 親 を 親と して、 宗子 • 大宗 あるが 如くして なること 也。 

有。 この こと 又 曰 はく、 父母 喪祭の 禮、 三年の 喪 は 達 二 乎 天子； 父母 之 喪 無， 一 貴賤 一 一 なりと f 庸 

家 語の 曲禮子 

貢 問篇に 出.、 つ に 出で たり。 しかれば 天子 一人の 御 位な りと 云へ ども、 父母の 恩 を 報謝 あるべき やう 

のな く、 其の 恩愛の 經 つべき ことの 有ら ざれば、 父母に 對 して 三年の 喪 あらん 事、 其 

の理究 まれり。 子 張、 殷の高 宗諒陰 三年 不， 言 のこと を 問 ひければ、 孔子、 何ぞ 必ず 

しも 高宗 のみな らん、 古 之 人皆然 りと 對へ玉 ふ。 古 は 天子 必ず 諒闇 之禮 あり。 帝堯の 

崩御 ありし に は、 百姓 如， 喪 二 考妣； 三 載、 四海 Hf3n 密八音 一とい へり。 諒闇 は 犬 子 居 レ！^ 

の 名 也。 人君 三年の 喪に ましくて 天下の 政事 をき こしめ されず ば、 廢 朝の 日 多く レ 

君 道 二 親 親  一〇n 一 
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て莴 民の 情 通じが たからん と 云 ふの 疑 ありと いへ ども、 大宰 執政の 大臣 攝， 政て 官 

キ玉 ハ 

各.， - 己れ が 職に 怠らざる とき は、 r 鰂君事 を不， 聞と も、 天下の 政事 くらき こと あるべ 

(い ) ろ  いた じォ」  み す 

テ 喪中の からざる 也。 本朝？ 1閱 の 制 猶ほ然 り。 倚臌の 御所 板 敷 を さげ、 あしの 御 維 を かけて、 

ビー. LIf か I あら/ \ しき 布の も かう 調度 どもまで おろそかに など 云 へ る是れ 也。 脑 闇の 義 につい 

(1 一一) ちゃう げん  バ 

て、 孔安國 *鄭 玄が說 ありと い へ ども、 今 記す に不レ 及。 位に 貴賤 ありと い へど も、 

父母に 出生す る こと は 更に Z 汕 ならず、 故に 三年の 喪 は 天子より 庶 人に 達すと い へり。 

周の 穆 1  口 崩 じ 玉 ふ 時 太子 壽 卒す。 叔 向が 曰 はく、 王 一 歲 にして 三年の 喪 二つ ありと い 

へり。 是れ 尤も 母后の ために も 三年の 喪 必ず 可レ行 也。 徂し父 在る とき は 期の 服たり 

と 也。 前 漢の文 帝 崩御のと き？ I ほ 詔 ありて 服 を すくなく し 喪 を 短く ありし より、 三年の 

喪の 制 やみ、 太子 景帝是 れに從 ひて つ ひに 喪の 法廢れ り。 其の後 以, 日易レ 月の 論を應 

劭が云 ひ 出して 人 皆 これになら ひ、 遂に 二十 七 曰の 制と なれり。 異朝 歷 代の 帝王、 皆 

レんじ^！ん 

因循して これに 顧 ふ。 獨り 三年の 喪 を 行 ふ は、 晉の武 帝. 元 魏の孝 文 • 周の 高祖 二 木 

の孝宗 までな りと 云へ り。 是れ等 も 只 だ 恩愛の 切なる に まかせて、 是れを 人君の 禮な 

りと 云 ふこと を不レ 知が ゆ ゑ、 後世 犬 下の 戒 となる こ ともなし。 父母 三年の 喪 は 不レ得 


(七) 中庸 第 

十九 章 


(八) 何れも 

禮 記の 篇名 

(九) 中庸 第 

十七 章 

二 〇) 同 第 

十八 章 

(二) 词 第 

十九 章 


レ已の 哀傷な りと 云へ ども、 子 是れを つとむる こと 不レ能 は 末世の 俗 也。 人君 偶-其の 

S  ル ハ 

志 ある も * 群臣い さめ 奉りて 必ず 志 を とげ 玉 ふこと 不 X 叶た めし 古來 多し。 然れ ども 

ここにお いて 心 を はげまし、 喪 制 を 堅く 定め 玉 はば、 下の 風俗 自ら 正し かるべし。 但 

し 三年の 喪今是 れを必 とし 難し。 唯 だ 其の 勢 を はかり、 古制 を考へ 今の 法に まかせ、 

せめて 十三 月の 喪 をな し、 孝心 を盡 すに あるべき 也。 

(七) 

次に 宗廟 祭祀の 禮は、 追レ 遠て 誠を盡 すの 道 なれば、 いささか. 一： あるべからず。 事 

レ死 如レ事 A 生、 事 X 亡 如レ事 ，存 は 孝 之 至 也と いへ り。 周 禮春官 大宗 伯、 四時に 享ー 一先 

フ  (八) 

王, の禮 をのべ、 王制. 祭 統の篇 に 記す 所の 祭禮， 皆 犬 子 先王 を 祭祀す るの 道 をのべ 

たり。 孔子， 1^ 舜を稱 して 大 孝との 玉 ひ、 文 王を變 なきひととの 玉 ひ、 宗廟 饗レ之 子孫 保 

レ之 こと をのべ 玉へ り。 中席に、 夫 孝 者善繼 二人 之 志； 善述 二人 之 事 一 者 也。 春秋、 修ニ其 

ヌ ツー フネ ノ  ヲ  ケ  ノ  ヌ ス スムノ  ヲ 

祖廟 一 陳 ニ其宗 器； 設ニ其 裳 衣； 蕩ニ其 時 食 一とい へり。 孝行と 云 ふ は、 父の 思 ふ 志 をつ 

いで 其の 志の 成就す る 如くいた し、 父な せる 事の 法るべき をば、 子孫 其の 事に 因りて 

さい ィ. う  (檢) 

順 ひて これ をのべ、 四時に 廟を洒 掃 修復して、 先君の をさむる 處の寶 物 を あらため、 

先祖の 遣せ る 衣服 を まう け、 四時に 從 つて 新しく あざやかなる 食物 を 以て 是れを 祖廟 
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に獻 じ、 齋戒 して 祭レ； i、 皆是れ 父祖 を 敬して 誠 をつ くす の 道 也。 治， 一天 下, の 本、 至 

デ  トシ ヲ トシ ヲ トシ ヂビヌ イツ クシ ミ ヲ オヨ ブ 二  六ナ レバ 

(一)、 I 誠に 不&。 至誠 は親レ 親、 長， 長、 責レ責 、尊， 賢、 慈， 幼、 逮， 賤の 外な し。 故に 明 一一 乎 

郊社之 禮蹄嘗 之義； 治 き 其 如. 示  >- 諸 掌， 乎と いへ り。 會 M^-tiI、 慎. 終 追. 遠、 民德歸 

キ  一一  § 

レ 厚と 云 へ る も、 其の 誠の 民に 及んで 風俗 あつくな るの ゆ ゑん をい へ るた るべ し。 

一九 后：^ 內治を 正しう す 

師曰 はく、 夫婦 者 男女の 配偶に して、 人道 を 以て 云 ふとき は 人倫の 大紀綱 也、 なく 

んば あるべからず。 家に ついて 云 ふ 時 は、 関門の 政 は 女子の 司 どる 所な り。 天子 人君 

は 萬 機の 政の 出づる 源に して、 四海に 儀刑 まします 事 なれば、 通從の 侍女 を^び 色に 

淫し 政に 怠らせ 玉 はん 事、 甚だ： 大地の 大綱 を そむく 所 あれば、 尸" 妃の位 を 定め 配偶の 

t  とと 

を 正して 政 を 互に 相た すけし めば、 天地の 位 定まりて 萬 物の 化育 調 ふべ し。 凡そ 君 

、 臣. 父子 • 夫婦の 三つ を 天下の 大紀 綱と 云 ふ 也。 朱 子 曰、 人君 爲レ治 之 本、 在 下 乎 正ーァ I 

(一二"，？ -f!;*-- ヲ テ ツル- ヌ  ハホ  ル ォ * クナ  ハ ル  ： ャ；！ ：〈 

籠 s^、  ^ 心 術 1 以立チ 紀綱ハ 所 請 綱 者 猶二網 之 有 1- 綱 也、 所謂 紀者滴 二 絲之有 i4g 也、 網無レ 綱則不 

黎 五十 卷ぁ  ハ テラル ► キ * ハ  ハー 尸 ラヲ サム ル <|  (I 一一)  ハク クスル 7 ハ 

t  能 ニ以自 張： 絲無， 紀則不 レ能ニ 以自理 1 といへ り。 唐の 韓退之 曰、 善 ，醫 者 不レ視 二： 


人 之」 街 肥； 察，： 其 脈 之 病 否- 而已 矣、 善 計 二大下 1 者 不レ視 二 天下 之 安危； 察 n 其紀 綱之理 

ヲ  ハ  ハ  レバ ャマモ ャセ タリ 卜 ァラ  メパ 

亂 一而 已矣、 天下 者 人 也、 安危 者 肥^ 也、 紀綱者 脈 也、 脈 不.， 病雖， 療 不， 害、 脈病而 

ェ タル モス  ズル ノー ーハ レル  ヲヲ ャ ムルヲ  フル ャ  ォ コりテ  一！ 

肥 者 死矣、 通 二 于此說 1 者、 其 知レ所 1-1 以爲 II 天下一 乎、 夏殷 周之衰 也、 諸侯 作 而戰伐 日 

行矣、 傳ニ數 十 王, 而 天下 不， 傾 者、 紀 綱存焉 耳、 秦之 王， 1 天下 1 也、 傳 ニニ  而 天下 者、 

紀 綱亡焉 耳と 云へ り。 紀綱は 品 ある 事 なれ ども、 先づ 父子. 君臣 • 夫婦 を 以て 大 也と 

す。 人の 元氣の 如し。 元氣 あら ざれば 人 さかんな りと 云へ ども 一身 を 保つ こと あらず、 

紀綱 あら ざれば 人君 福 を 保つ こと 不， 可， 有。 天地に 陰陽 日月 あり、 易に 乾坤の ニ卦を 

きょ 

fil)  1^ 以て 父母と し、 詩に 關雖を 以てし、 禮に冠 婚の義 を 重んず。 夫婦 は 人道の 大端 なれば、 

南 冒頭 の篇名 

人君 尤も 可 レ愼の 事 也。 

にお 人の 作り  しん 

ーバ 夫婦 f 愛 そ 后妃の 品を考 ふるに、 古 は 犬 子の 后 六宮を 六寢の 後に 立つ、 是れを 後宮と 號 する 也。. 

の 道に 力な ひ 

六 寢と云 ふ は 路寢ー っ小寢 五つ 也。 いづれ も 天子の 寢殿 にて 常に 御 休息 まし/、、 政 

- ーシテ  リニ  リテ 二  たすけな 

の 用 を 正し 玉ふ處 也。 これ を 犬 子 六寢、 而六宮 在， 後、 六 官在レ 前、 內 外の 政 を 副 成す 

ひん  ぎょせい 

と は 云 ふ 也。 然るに 后 は 一 人に て、 下に 三 夫人 • 九 嫂 . 二十 七の 世婦 • 八十 一 の 御 妻 

あり。 是れは 外 朝の 六官 ニニ 公 • 九 卿. 二十 七の 大 夫. 八十 一 の 元士、 天下の 外 政 を 
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かたど 

司 どり てけ る、 其の 法 を 象る 也。 されば 犬 子 は 南 殿に して 政 を 14- し、 后 は北宮 にして 

內を 治め 玉 ふ。 六寢は 南に あり、 六宮は 北に あれば、 是れ を北宮 とも 號 する 也。 すべ 

て 1:^ の 居所 を 宮と云 ふ は， 鄭玄が 注に、 隱蔽之 言 也と いへ り。 六宮の 次第 を 云 ふとき 

は、 一 殿 は 東北に 作りて 春の 御座所と 定め、 一 殿 は 西北に 作りて 冬と 定め、 一 殿 は IS 

南に 在りて 秋と 定め、 一 殿 は 東南に 在りて 夏と 定め、 一 殿 は 中央に 在りて 六月に 疋に 

(宿 直) 

行幸 あり、 后妃 已下 次第 を 守りて 六宮 にとの ゐし 奉る。 其の 中 殿 を蓴ら にす る は 厂= の 

§ 位に ある ゆ.^ に、 中宮と も號し 奉る 也。 曲禮 日、 天子 レ后、 if 二 夫人； 六^ 二世 婦； 布 

レ鑌、 有レ 妻、 有, 妾と はこの こと 也。 夫人 は 后の 政 をた すけ 奉る の 名 也。 夫 は 抉と： じ 

たすくる 

ければ 也。 世^ は 后の 內を 治む るに、 事お ほければ、 それ/ \ の 役 を 守って つき 從ふ 

の官 也。 婦は服 也。 其の 事に 服と 云 ふの 心 也。 はう やま ふ 言に して、 賓 敬す るの 心 

つく 

なれば、 后の ために 德を たすくる の官 也。 妻は齊 也と：.； d して、 事 をと とのへ ひとしく 

せ ふせつ 

して 物に 偏頗な からしむ るの 言 也。 妾 は 接 也、 禮 ある こと をつつ しみて、 まじ はり 致. 

すの 稱也。 是れ 古人の 稱號、 皆 政事 を 以て 本と す。 ここに 黄 帝 は 四妃を 立て 玉 ふ は、 

天の 后妃と IK ふ 星 四つ あるに 象れり。 堯 • 舜 • 禹 • や 5  • 文 • 武 の制舊 記に 出で たり P 


秦に 至りて、 専ら 色 を 好んで 天下の 美人 を 集め、 つ ひに 二世に して 亡ぶ。 漢に 至りて 

后 を 皇后と 稱 せり。 是れは 皇天 后 土に 象りて 其の 德を 比せん とに や。 后の 外 を 皆 夫人 

と 云 ひ、 又 美人 良人な どと 云 ふ f あり。 武 帝の 時、 婕奸 等の 官を 立て、 各.' 爵位 あり 

元 帝より 昭 儀の 號 ありて、 凡そ 十四 等 を 立て、 昭 儀の 位 を 丞相に なぞらへ、 體を 諸侯 

に准ぜ りと 也。 武 帝二兀 帝し きりに 色に めで 玉 ひて、 初めて 後宮に 三千の 美^ を 置く- 

其のつ ひ え つ ひに 天下 を 外戚 のために 奪 はる。 後漢の 光武 こ と，..^ く 六宮を はぶき、 

宮 夂を少 くして 皇后 猶ほ璺 にあらず。 後に 漢の 亡ぶ る、 又 專ら色 を 貴べり。 晉の武 帝 

漢魏の 制に 因りて 三 夫人 • 九嬪を 定め、 女官に 色々 の 品 を 置く。 唐に 至り て皇 115 の 下 

に 貴 妃* 淑妃 *1 妃. 賢妃 各.' 一人 あり、 これ を 夫人と 稱 して 正 一品の 位たり。 昭儀 

の 類 九 人 を 正 二 品と し、 婕好九 人 を 正 三 品と し、 周禮六 宮の數 に准じて 位 八 品まで つ 

ら ねたり。 凡そ 漢 より 以來妃 妾の 事、 晉の武 帝 は 萬 人 を そな へ、 玄宗は 三千 人 を えら 

ニー 一)  けつば う  クスル 

む。 開 元 • 天寶の 間に は、 宮女四 萬に 及べり。 其の 間 左右に 敎坊を 立て、 右に は 善 二 

歌曲 一 もの を 置き、 左に は 舞に たくみなる もの を 置きて、 各 i 舞 歌を學 ばし む、 是れ 

を內 人と 云 ふ。 外に は 水 泊と 號 して 水 月 を： # す、 是れ を月陂 ともい へ り。 皆 色 を 好み 

君 道 二 親 親  一 〇 九 - 
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より 訂： 止 


山 鹿 語頻卷 第二  一 一  〇 

宴 を 1^ ばんの 基に して、 德を 立て 內を 治む るの 道に あらざる 也。 本朝 又 周の 制に 從ひ 

て、 ぎ 殿と 號 せる は紫痕 殿の 事 也、 百官 事を是 にて 行 ふの 處也。 中 殿と 號 せる は淸涼 

殿の こと 也、 又は 常の 御殿と も 云 ひ、 常に 放 居の 殿 也。 南 殿の 北に あたりて 常 寧 殿 あ 

き H きまち  せう や， TV.; し げ いさ  ひぎ やう さ  ぎよ， r- くわ さ し はラさ 

り、 是れを 后 町と 云 ひ、 昭陽舍 • 淑景舍 • 飛香舍 • 凝花舍 • . 瘦芳舍 の 五舍は 左右に 立 

：  な L つぼ キ」 りつ ぼ ふぢ っぽ むめつ ぼ かんなり のつ ぼ . 、 ， 

てられて、 女御. 更衣の 居所たり。 常 寧 殿の 北に^ 觀殿を 立て、 是れを 御 11： 殿と： K ふ- 

じょ ラ せゃラ 

皆 異朝の 六宮に 准ず。 皇后 を 則ち 中宮と 稱す。 貞觀 殿の 南 承 香 殿の 北なる 故ん-かや。 

中宮 は 皇后に て、 德を 天子に 同じく して 內政を 正す。 此の 下に 女御 • 更衣な どと：： ムふ 

品 あり。 女御 は 立 后た. るべき 前 を 云 ふ。 雄 略 天皇 七 年に 稚姬 If を 女御と すと 日本 紀 

に 出で たり。 是れ 女御の 初 也，。 周 禮に御 妻 を 女御と いへ り、 天子の 游 宴に 侍 御す る 女 

のこと 也と 也。 更衣 は 仁 明 天皇の 時より 始まりて 便殿に 侍る 也、 相 當四位 也と い へり _ 

史 記と 更衣 をのち に 御 息 所と も 云 ふ、 休息の 儀に 象る 也。 史漢 ともに 更衣の 名 出で たり。 官 

. の 名に は あらざる 也。 御 一お 殿と 云 ふ は 女御. 更衣の 儀に あらず、 只 だ 御所 中の 沙汰 人 

な" しの かみ  ズニ  ないしの すけ 

也。 尙侍 は相當 三位に して、 准， 一更 衣； 禁內の 禮式を つかさどる 役人 也。 典侍 四 人、 

此の 職 尤も 重く して、 尙侍 にか はりて 事 を 取り 行 ふ。 掌 侍 六 人 あり、 此の 內 にて 一 


の 內侍を Sis と號 して 重職と す。 上 if . 小 上-腐 . 中 腺 . 下 腐 . 得 選 • 采女 • 刀自 • 女 

官 . IH"i^  •  ^^§等、 各.' 內官 也。 本朝 は 大神宮 女 體 にて 天が下 を 照らし 奉り 玉うて、 

內侍所 を 禁裏に 安置 まします ゆ ゑに、 專ら 女官 を 重んじ、 天子へ 常に 侍 御 息從し 奉る 

さしあぶら  (二)  ルナ リ カラ ク 

(二) 宇多 天 也。 女孀は 御所 中の 掃除 指 油 等の 役 なれ ども、 寬 平の 遺戒に、 近代の 樣不 1 可 レ說、 

lij,- ク遺. St こ  スレく シ  ノヲ (占) \ タョ リノ ヲ スト  キム 

0  ^^ニ禁中禮ー 召 二 便 所 ー爲レ 家と い へ る は、 女官の 驟を云 へ る 也。 甚だ 可レ愼 也。 

^^L^  . 凡そ人君如レ：^先例を考へ、 聖王賢君の作法をのっとり、 暗君 亡國の 例を戒 として > 

ぺ し  し， よ 

后妃 夫人 品 を 立て 玉 ふに も、 私 を 以て その 意に まかせ 玉 ふべ からざる 也。 

S  ？ S 代の n:::^ 選 立の 事 を 案ずる に、 唯 だ德を 以て 本と して、 色 を專ら とすべからず。 1M 衡曰、 

詩を說  ぶ， リハ  メ  シク， ル  一- V ゲテ  シ ハズ？ 一  ヲ 

M^^^ 妃匹 之， ■ 際， 生 民 之始、 萬 福 之 原、 婚姻 之禮 正、 然後 品物 遂 而 天命 全、 孔子 論 レ詩、 

め 時相と たる  テ クワン シ m ヌ ス 乂ト 7 ハ ハ  ナリ，  レバ ヒ トシ カーフ  r  1. - シ テゥ， ：J- テ 1.,,. . 

以ニ關 雎 ー爲， 始、 言 太 上 者 民 之 父母、 后 夫人 之 行 不レ炸 こ 乎 天地； 則 無 以奉ニ 神靈之 

統一 而理 * 萬 物之宜 上と い へり。 天子 は 男敎を 修め、 1" は 修ニ女 順？ 天子 は 外 を を さめ、 

は內を をさむ。 天子と 11 ^と は、 日月の 晝夜を 照らし、 陰陽の 互に 其の 用 をな すに 同 

S  0i じ。 天が下の ために 父母と ならせ まします ことなれば、 萬民大 子の ために 父の 服 を 服 

し、 11^ のために は 母の 服 を 用 ふる は 古の 則 也。 天子 は 代々 の日嗣 にっかせ 玉 ふ 御 事 也。 
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后 は 時の 選に 順 ひて、 並な き： 大子 人君に 配偶 あるの ことなれば、 其の 選い ささか^る 

ベから ず。 且つ 叉 后妃 は 太子 皇孫の W る處 なれば、 孝涕 にして 世々 言行 正しく、 家名 

をお とさざる 家の 婦を 撰ぶ とき は、 子孫 孝 慈に して 敢 へて 邪 義 あるべからざる 也。 鳳 

凰 は 鳳凰の ひな を 生み、 虎狼 は 生れながら 贫ー おの 心 を 生ず。 是れ皆 其の 類に よって 所 

レ 生の 異なる 也。 是を 以て； I， 始を 人君の 大本と： K へる 也。 周の 大王 は 1 ^台 氏の 女を娶 

りて 太 姜と號 す、 貞 順にして 能くつつ しみ 過失な かりき、 つ ひに 太 伯. 仲 靡 • 王季を 

生めり。 王 季は摯 任 氏の 中 女を娶 りて 太 任と 號す、 其の 性 端 一誠 莊に まし/ \ て、 王 

季と德 を 合せ 玉 へり。 詩の 大明 • 思齊 の篇、 皆 太任德 をつつ しめる ゆ ゑに つ ひに 文 王 

の 母と なり 玉 ふこと をい へり。 列女傳 曰、 及 二 其 i? 身、 目 不レ視 二. 惡色； 耳不レ 聽ニ淫 

ノ 一一  ナ ガウ ゲン ゾ クテ  ヌ (冗) ム  ヲ  ぃラ しんし  たい 

聲ー ロ不 X 出 n 傲 言； 能以 n 胎教 一子 而生， 一文 王 一と あり。 文 王 は有宰 氏の 長女 を娶 りて 太 

姒と 申し 奉る。 彼の 關 維の 詩に 后妃の 德を 作りて、 太 姒の德 の 正しく 王者の 良 匹た る 

一一 ウテ ウタル  ノ キ タグヒ  ル テセ 

こと を 云 ひて、 窃究 淑女、 君子 好逑 なりと い へり。 是れ 其の 賢 を 選びて 色 を不， 以 也- 

つ ひに 武王を 生めり。 武王は 太 公が 女を娶 りて 邑姜と 云へ り。 孔子の 亂臣十 人と 云 ふ 

その 一 人 は邑姜 なりと ぞ。 古の 聖人 各.' 賢德の 后妃 を 選み 給 へれば、 子孫 又 長久に し 


て 代々 聖德を 全くす。 堯 は散宜 氏の 女を娶 りて 女 皇と云 ふ、 丹朱 を 生めり。 庶子 九 人 

あり、 皆 不肖 也。 舜は堯 の 二 女を娶 り、 娥皇を 后と し 女 英を妃 とす。 娥皇に は 無, 子、 

女 芙生ニ 商 均一 不肖 也と い へれ ども、 是れ等 は 萬に して 一 を 云 へれば、 例と 不：， 可レ謂 

ル シ カラ 

也。 若し 色 を 以て 進む 時 は、 色と こしな へに 不, 久 が ゆ ゑに、 つ ひに 廢 せらる るた め 

し 多し。 漢の武 帝の 衞后 は、 能く 識 ふが ゆ ゑに 寵 せらる といへ ども、 色衰 へて 自殺す。 

成 帝の 趙后は 長 安の 宮人に て、 歌舞 を 以て 寵 せられ 飛燕と 號す。 後に 皇后たり しか ど 

(5  一一  ハク 

(：；) 華 陽の も、 寵衰 へて 自殺す。 ここに 選  一：^ の 道を詳 にす るに、 宋の范 祖禹が 曰 はく、 一  曰 族 姓、 

人、 字 は 淳甫、 一一, ク 一一 ハク 一一 ハク  シフ 

顏德、 二 曰 女德、 三 曰 隆禮、 四 曰 博議、 この 四つ を 以て 可 レ考と 也。 族 姓と 云 ふ は、 帝王の 

卷、 た 望 £i 一  昏姻は 必ず 大阈の 諸侯、 古の 聖人の 子孫、 叉 は 時に 取りて 賢德勳 功の 備 はれる 人の 女 

六 卷を著 はす。 

きれ 斑 を娶る こと 也。 下賤 凡卑 にして 賢德 あらざる ものの 子孫 を 天子の！：^ 妃 たらしむ ベ から 

の)/? ず。 五 帝 三 王の 古 皆 如：， 此也。 女 德と云 ふ は、 女の 君 行 能くと との ほりて、 其の 德仁柔 

ニラ S つ-己  (五)  (六)  (七) 

y へ 1 へ ^  ^  ルャ テシ (sn ヲ  ノ ブル ャ テス マッキ ヲ  ルャ 1 尸シィ ウジ ユウ ヲ ノ ラル ャ テス ダウ キヲ 

^^^M なること 也。 K 仝 Z 興 也以ニ 塗山ハ 其 亡 也 以二末 喜； 商 之 興 也以ニ 有娀ー 其 亡 也 以ニ姐 己； 

a-  ルャ テン キヤウ ゲン ヲ ノ ブル ャ テス ハ.？ ジメ 

(七) S 妃 周 之 興 也以ニ 姜嫄ー 其 亡也以 ニ褒姒 一とい へり。 後漢の 顯宗の 明德馬 后、 唐の 大宗の 文 

(八) 周の 幽 

王の I 德長孫 后、 是れ等 は女德 ありて 其の 族 姓 又皆勳 賢の 家に 出で 玉 ふ。 歷代 多く は 色 を 貴 
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(溺)  しんしゃ  な. 0 

び聲 にお ぼれ、 其の 親炙す る處に 泥んで 一:^ を 立て 皇后と する が ゆ ゑに、 母家の 賢 否 を 

不 レ考、 女 德の邪 正 を 不レ改 也。 . ^〈に 隆禮と 云 ふ は、 立 后の 儀式 を 厳に する こと 也。 博 

議と云 ふ は、 立 后 入 內の儀 を 大臣に 示して、 其の 議論 を 正す ことなり。 立 は 家內閩 

門の 事な りと 云 ひて 竊に是 れを定 むる は、 姦臣君 を 偽る 也。 天子 は 四海 を 以て 家と す、 

豈內外 を 別ちて ひそかに 隱 すべ けんや。 皇！： ^は 天下の 母に して、 萬 民の 陰 德を定 むる 

(基)  キフ  バ，' 

■ もとゐ 也。 博く 群議 を 立て 天人 相 應の所 を 可, 用 こと 也。 以上 五つ を 以て 選： ば、 屮 

宮位 正しくして、 四海の 內嫁娶 1$： 姻の 道不， 亂 べし。 

嚴ニ立 后 之 儀 一と 云 ふ 事 あり。 今 案ずる に、 夫婦 男女の 道 は^ある を 以て 本と す。 刖 

ありて 不レ亂 は、 立 后の 儀 を 正しくす るに あり。 茈の法 不レ正 則 男女の 道み たし、 宮鬧 

(1) SI 門 內 外の 分な く、 天子 必ず 色に 淫す。 漢の 高祖 惟 薄 不レ修 と 云 ひて， 男女の別 なく、 孝 

文 衧席無 レ辨と 云 ひて、 文帝愼 夫人 を寵 して 皇！： ^と 同席して 坐せ しむ。 是れ無 レ^ 也。 

女 J ル いづれ も 賢 知の 良 主たり といへ ども、 立 尸" の 儀不レ 正、 格 物の 學 なき ゆ ゑ、 

、：， -f  f  - ：  キノつ ひえ  (二)  ムス ノク トフ  マイニ  7 モ-: ' <  ノ  ラへ タリ キニ 

如. レ 此の 蔽 ある 也。 大 明の 五 章に、 大邦 有， 子、 恨： 一大 之 妹； 文 定， へ 歐祥； 親迎ニ 于？， 

造レ 舟爲レ 梁、 不レ顯 i ハ 光一と 云 ふ は、 文 王の 太 姒を娶 り 玉 ふ 事 をい へ る 也。 文 を 以てと 


へいれ い  しんげ い  ととの  さかん 

は禮を 以てする こと 也。 聘禮を 行 ひて 親迎 して 嫁娶を 調へ 玉へ る、 其の 禮の 盛なる を 

云へ り。 禮の 書に 冠昏の 法 唯 だ 士の禮 のみ を 云 ひて、 天子 諸侯の 定まれる 禮を不 ご 記。 

(8 

故に 三代 以後 は、 只 だ 士の禮 を 推して、 是れを 盛に して 天子 諸侯の 禮 といたせ る 也。 

in を 招く を納 后と 云 ふ、 立 后と 云 ふに 同じに や。 婚禮 に六禮 あり、 納采 • 問备. 納 

きつ な ふちょう せいき  しんげ い  ,、 や うでん 

5 杜預、 吉. 納徵. 請 期 • 親迎 也。 公 羊 傳に云 ふ 所 は、 天子より 庶 人に 至る まで 皆親迎 すと い 

字 は "t- 凱， 晉  SI) 

の 畢者 にして へり。 親迎と は、 其の 期に 望んで 親ら 行きて 迎 ふるの 儀 也。 左 氏が 說に は" 王者 至尊 

將， 4 なり。 春 

にして 艇  1  ー敵體 之義； 不二 親迎 一とい へり。 杜元凱 も 天子 不二 親迎 一と 云ふ。 鄭玄 は、 文 王 

(S 禮 記の 親ニ迎 于渭； 孔子 冕 而親迎 すと 4： の 哀公に 答へ 玉 へれば、 親迎 ありと いへ ども、 文 王 は 

篇名  む. 

未だ 公子の 時 也。 魚 M は 諸侯の 禮 にして 天子の 禮を說 き 玉 はず、 唯 だ 上 卿 を 逆へ しむる 

平 帝の 時大 司  (Hn  一一？ ノ ハ -ー セチ  3 シミヲ ハテ 1 -I  C テ ガント  一-  •- 一  ンズ 

f なりて 政 の禮 也。 si 曰、 禮者將 K 合 ニニ 姓 之 好； 上以 事ユ宗 潮； 下 以繼ホ 後代 上 也、 故 君子 重 

もとり、 遂に  ス ヌ 

00,^ レ之 とい へり。 然れば 六 禮の法 聊かお こたるべからず とい へ ども、 舊 記に 漢 以前の 細 

政と なり、 つ  (五) むすめ 

いで 位 I ひ 鱧な し。 前 漢の惠 帝張皇 一：^ を 立てし 時、 禮を盡 し 納采 を 厚く す。 王 "亦、 女 を入內 せし 

國を新 す、  ； 一一  ヒヌ 

めて 立 后の 禮を 厚く し、 皇 广" 登， 車 警蹕 を稱 し、 群臣 位に ついて 行， 禮、 犬 下に 大赦し. 

ife  C 爲こ. LT ま 

さる ' 王莽 を安漢 公に 封 じ、 皇后 を迎 へに 行き、 禮を なせし 繁に、 各.-金^:ホの賜ぁり。 是れ 
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は 外戚の 威 を 固く せんとの はかりごと 也。 唐の 開 元に 至りて >  皇帝 納 一：^ の 儀 具 はれり。 

(1) 圓丘は 先 づ曰を 卜して 圓 丘に 告げ、 次に 臨 軒 命レ 使。 是れは 納采 を 行 はん 爲の 使せ。 其の 儀 

天 を 祭る 壇、  ：J  サ 

式 甚だ 厳重 也。 次に 納采 あり、 版の 長 一 尺ニ寸 博四寸 厚八 分に して、 皇帝の 制 文 あり、 

g| にある を： K  いひ V. だめ 

ふ  后 家の 答 文 も 亦 此の 版 を 用 ふ。 納采と は 世俗の 言定 也。 次に 問 名の 禮 あり、 制 文 答 文 

あり C 問 名と は 一：； の 父母の 先祖 幷に年 數名を ふこと 也。 次に 納吉 の禮 あり、 制 文 答 

文 あり。 是れ は厂： ： の 年 名 を 定めて、 卜 I 小： して 吉 なること を吿 ぐるの 禮也。 次に 納徵の 

禮行 はる、 是れ又 制 文 答 文 あり。 是れは 納幣の 儀に て、 iE.M を 一 ：5 家に 賜 はるの こと 也" 

次に 吿期、 是れ にも 制 文 答 文 あり。 是れは 日限 を定 むる 事 也。 次に 吿 r 願、 次に 冊 后 

册文 あり。 是れは 皇后に なし 奉りい つき かし づき まゐら する 事 を、 后 家に 吿げ玉 ふの 

ジテ ヲ  どうら う 

こと 也。 次に 命：， 使 奉迎す、 制 文 答 文 あり。 是れ は皇！ 15 を迎へ 奉る の禮 也。 次に 同ホ 

と 云 ふ は、 皇后の 皇帝の 御殿に 入內 有って、 饗應 の禮行 はるる こと 也。 次に 皇 1L 口 表 謝 

かたじけな 

の 禮と云 ひて、 皇后 表 を 奉り. て、 后に か しづかれ 玉 ふの かしこく 辱 き 由 を 述べ 玉 ふ 

こと 也。 次に 朝 二 皇太后？ 是れは 其の 日に 皇太广  = に 朝見 ある こと 也。 次に 皇后 受ニ 群臣 

賀 1 の禮 ありて、 群臣 階下に 列參 して 賀し 奉る の 儀 也。 次に 皇后 廟 見と 云 ひて、 先帝 


の 御廟へ 參詣 ある こと 也。 次に 車 駕出レ 宮と云 ひて、 婚禮 すでに 成る の 故、 天子 後宮 

より 常の 御殿に 還 幸 ある こと 也。 此の 後册 禮と號 して、 皇后の 位に かし づき 奉らる る 

禮叉行 はる。 その 使を册 使と 云 ふ。 冊 はか しづくと よめり、 后に なし まゐら する こと 

を 制 文 ある こと 也。 皇后 受レ 册の禮 あり。 此の間に さま/ i (^の 儀式 法令 ありと いへ ど 

も、 當 時に 益な き ゆ ゑに 事 そぎぬ。 皇太子 納, 妃儀も 亦 似 レ是。 宋の 元祐五 年、 太后 

詔して、 皇帝 納 115 の禮 をし ば/ \ 改め 行 はると 云へ ども、 唐の 例に 大概 相 同じき 也。 

ばか 

凡そ 後世に 及びて は、 事の 穩 便なる を 專ら とし、 皇后 入內立 后の 事 も、 その かた 斗り 

(S  11き 

ひそめき 用 ひ、 諸色儉 約に こそと 號 して、 定まれる 處の 作法 を も はぶき 用 ふる ごとき 

は、 禮の 大要 を不レ 知が いたす 處 なり。 孔子 魯の 哀公に 答へ 玉 ひける に、 政 は 禮を以 

て爲 レ大、 禮は大 せ を 以て 爲， 犬、 ゆ ゑに 大^に は 2众 而親迎 すと 云へ り。 ！： 免 は 國君裝 束 

(冠) 

かぶりす る こと 也。 大 i$i は 闽 君の 昏禮 也。 哀公 曰 はく、 冕して 親迎 する は昏禮 には甚 

しう ぜん  .< 

だ 重く 過ぎた る ことに やと 申さる。 孔子 愀 然として 色 を 作して 答へ 玉へ る は、 二 姓の 

好 を 合せ、 先聖の 後 をつ いで 天地 宗廟 社稷の 主たる こと 也、 是れを 重し と 云 ふべ けん 

そし 

やと、 犬に 是れを 非れ り。 天子 人君 至って 尊し と 云へ ども、 夫婦の 禮 更に 怠る ベから 
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ざる こと 如レ此 也。 皇ー：；： を 冊き 奉る こと、 本と 男女 の^を しく あ、 しんとの こと 也。 

(一) 鳶に似 男. 义の別 は 人倫の 大道 也。 傳曰、 夫 雎鴻之 鳥， 猶未 t, 嘗見, 一 其 乘居而 匹處- 也、 鳥 g やお 

^ る 鳥、 鍵 雑  、  " T  、--  -、 -、  ン 

1 正し I 然， 而ノ  ？ I 於 二人 君 1 乎、 故 夫婦 有， 別 則 父子 親、 父子 親 則 君 Hi 敬、 君臣 敬 則 朝廷. 4-、 

朝廷 正 則 王化 成。 

后妃 之 道 あり。 案ずる に、 一.：，：： は- 大 子に 相 並ぶ の 位 なれば、 其の 德を 高く し 其の 職 を 

^  e| 昏 愼 むこと を 専らと す。 是の 故に 男敎不 レ修陽 事不レ 得、 適 iD- 二 於-太 一 ：！： 爲, 之 食、 III 順不 

レ修陰 事不レ 得、 適 見 1 一 於： 大. 一月 爲レ之 貪と 也。 されば 日食に は 大子素 服して 六 の 職 を 

修め 玉 ひ、 月食に は！：^ 素 服して 六 宮の職 を 修め 玉へ りと ぞ。 "大子 をば 日に たと へ、 -ぃ 

を 月に たと へ て、 日月の 蝕 を 以て 天子 皇后の 戒 とする なれば、 1:^ の 德不レ 足と きは內 

シカ 1 フ  シカラ  マ  チ 

治不 レ宜、 天下の 関門 皆 違 ひて 婦女の 敎不レ 正、 其の 職 必ず々. -る 也。 周禮 天せ 內^、 以二 

陰？』 一き 六宮； ルノー 陰 あ ー敎ニ 九嬪； 以ニ婦 職 之 法 一 敎ニ九 御 一と： ぶへ り。 陰 禮とは 婦人の 

作法 鱧 式の こと 也。 婦 職と 云 ふ は 物 を li 縫 組 裁 事 を 云 ふ。 是れケ の 職と する 處 なり。 

九嬪は 《I  二 婦學之 法； 敎ニ 九， 御 婦德婦 言 婦容婦 功一と 云へ り。 ！^德と：^^ふは、 能く 桌 

女の 心 を 守りて 柔 頃なる のこと 也、 婦ノ言 と (云 ふ) は、 女中 往來 の書狀 平生の 談話 


^^こ，閨門の法令をしるす辭令也。 婦ノ容 と 云 ふ は、 立 居の 樣體、 容貌の かまへ を 云 ふ。 

i ノ と 一 fM は、 縦 か のこと を；； ムふ 也。 是れ皆 禁裏 六 宮の法 なれば、 后妃の つつし 

みより 出 づる所 也。 ことに 中 春に、 一 ：5 內 外の 命婦を ひきんて 北郊に 蠶 すと 云へ り。 是 

は 皇后、 萬 民の 婦女 かひ こし 桑と りて 妨績の 苦み ある こと を 親ら 試み 玉うて 萬婦の 

戒 とし、 これ を 以て 祭服に なし 玉 はんとの こと 也。 北 は 陰の 方 なれば、 婦人に かたど 

れる 也。 さるに よって、 天子 諸侯、 各.' 公桑蠶 窒と號 して、 n= 化の 桑と る 場に 桑の 林 

を かまへ、， 蠶 室に 壇 を 築き、 其の 時に 及びて 后 in ものいみして、 先 づ蠶を 祭りて 躬ら 

(三) キヤウ スル ヅ ヲ 

<;ーー) 唐の 玄 かひ こ を 養へ り。 此れ 周の 禮也。 漢. 唐の 皇后 も 此の 儀 をつ とむ。 開 元に 享 一一 先蠶 1 

61- の 時  .  つぶさ 

儀式 を 定め、 皇后 親ら 桑と るの 事 を 具にす。 宋 の眞宗 の景德 年中に、 資政 殿の 大學士 

王欽若 奏して、 先づ蠶 を祀る こと、 中宮 親ら 祭らず、 有司 を 以て 祭らし むべ しと あり 

て、 宮女を 以て 代らし む。 是 れ俊臣 の 請に まかせ 玉 へれば なり。 民間の 艱難 を 知り 玉 

ふこと、 天子 皇后の 德 なれば、 聊か 怠慢すべからず。 歳の 終りに は 女官の 奉公 を考 へ- 

其の 職の 大小 を 計りて 賞罰 を 行 ひ、 六 宮の財 用 を計會 す。 初春に は 禁令 を 宮中に 施行 

し、 女官 どもに 守らし む。 是れ等 は 周禮に 出す 處 なり。 然れば 皇厂" の 職た やすから ざ 

君 道 二 親 親  一一 九 


(一) 詩親齊 

風の 篇名 

(二) 字 は 文 

淵、 後？？ -の光 

武 帝に 仕 へ て 

武^ 多く、 伏 


て 交趾を 平ぐ。 

中に 卒す。 


S 洛 陽の 

人、 字 は *rar 

性敏 にして 射 

も 善くし、 高 

祖 もして 嘆稱 

せし む。 車騎 

将？^ となり、 

受降 使と なる。 

突 厥 大 いに こ 

れち畏 ると 云 
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る こと 也。 況ゃ 115 夫人の 君の 傍に 昵近 する こと、 君の 過 を 戒め、 .T んを 正す の 法 也。 故 

に！； 立ちて 後に 入りて 君に つかへ、 雞 鳴きて 大師の 官雞鳴 を 奏す、 夫人 則ち 返く。 小 

師の官 夜の 明る 事 を 奏聞す。 ここにお いて 君 出で て 朝政 をき こしめ すと 也。 周の 宣姜 

后は宣 王の 后な り、 賢德 世に 過 超 まし/ \ ける。 或 時宜 王朝 政に 怠り Hi へば、 姜后自 

ら罪を 我れ に 深し として 宣 王を諫 む。 是のゅ ゑに 宜王 中興の 名 を擧げ 玉へ り。 詩の 戴 

鳴 は、 哀公 淫亂 にして 政に おり 玉 ふゆ ゑに、 賢& 貞女の 夙夜の 警戒 を 思へ るの 詩 也。 

漢の顯 宗の明 德馬皇 广ロは 馬 援が女 也。 帝 游幸を 好み 玉 ふ を、 后 常に 戒め、 民間の 訴上 

裁に 滑る る あるとき は、 帝の 心を考 へて 是れ を感 悟せ しめ、 肅宗は 我がう み 玉 ふ 太子 

にあら ざれ ども、 心を盡 して 撫育 まし/ ヽ ける ゆ ゑに、 兩漢の 問、 賢 德の皇 11^ 末代に 

ニー 一) 

シ ビ  ちゃう そんせい 

も難レ 及。 の 太 宗の文 德長孫 后 は 長 孫 嚴が女 也。 帝 天下の こと を談じ 玉へば、 皇ー ：5 

牝雞の 司レ晨 戒を 以て、 つ ひに-針の 政に 及ぶ ことなく、 常に 太宗の あやまり を 補 ひ 玉 

05」  m 徴 なり シ ス 

ふ。 太 宗魏徵 が 諫言の つよ かりし を逆鳞 ありて、 宮中に 行幸 あり、 田 舍翁を 可, 殺と 

仰せ ありければ、 皇 11, 口 朝 服 を そな へ 庭 上に 立ちて、 目出度き よしの 賀を 奉らる。 太宗 

おどろいて 其の 故 を 尋ね 玉へば、 君 明 なれば 臣直 也、 天子 明なる ゆ ゑに 餽徵が 直諫の 


ある 也、 天下の 喜び 是れに 過ぎ じと 申させ 玉 ふ。 太宗悅 びて 魏徵が 諫に從 ひ 玉 ふと ぞ。 

賢；^ 徐惠も 亦 上書して 太宗を 諫め 奉らる。 此の 外 后妃の いみ じき 行 ひ、 君に 昵 近して 

禮を 正し 玉 ふ 事、 列女傳 等の 古き 書に 出で たり。 すべて 后妃の 德行 は、 身に 儉約を 守 

り 用 を 節に し、 文學を 以て 內を 顧み、 讀 書して 聖賢の 趣 を さぐり、 嫉妬 を 去りて 皇子 

の廣 からん こと を專ら とし、 外戚の 權を 私せず、 帝 を 戒めて 怠の なからん こと を 思 ふ、 

是れ 后妃の 德行 也。 其の 職と する 所 は、 侍 御の 法 を 正しくし、 夫人 • 九 嫂 • 世婦 等に 

女 婦の道 を敎戒 して、 閨 門の 政と どこ ほらざる ごとく 工夫 ありて、 紡績の いとなみ ま 

で 其の 艱難 を 知り て 、 天下！： 家に 母た る の 道 を 正し 玉 ふに あり。 漢 の馬皇 广" • 唐の 長 

孫 后、 皆 此の 德行婦 職 まし ませる にや。 

て^ょう  ッ  リ 

嫡媵廢 奪の 戒 あり。 天に 二の 日な く國に 二の 王な き は 古今の 大義 也。 嫡とは 皇后の 

位に つく 人 を 云 ひ、 媵は皇！：^に付き奉りて侍御するの妾也。 男， の 別 を 正し 尊卑 上下 

の 道 明なる は 大地の 常經 なる が ゆ ゑに、 必ず ii 愛に まかせて 皇 rj- 夫人の 法み だり なる 

如くなら しむべからず。 齊の：^公葵丘之盟に、 毋， 1 以," 安爲， レ 妻と 云へ り。 漢の文 帝 元 

年に、 百官 皆 立 一一 皇后 1 こと を 請 ひ 奉りし とき、 薄 太后の 命に より 太子の 母 を 立てて 皇 
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とす。 是れょり皇子誕生の女姓を皇后とー^^ふこと世に多し。 古 は大子 諸侯 大國 より 

娶り玉 ふに は、 必ず 严" 妃の 娣娃を 勝と 號 して そへ 奉る。 若し 適.' 夫人 身 まかる とき は、 

次の 夫人 內の政 を かね 行 ひて、 重ねて！：^ 夫人の 位に 上り 玉 ふ 事な し。 立， 一 后妃 一は 闺の 

大禮 なれば、 かりにも 次第 を亂る こと 不レ 可, 有 也。 文 帝より.： J 來、 人君 唯 だ 意の ゆく 

所に まかせて 皇后 を 立て、 古の 式 を不， 守 也。 ことに 皇 厂：： にいつ きかし づき 奉りて、 

其の 寵愛 衰 へて 後 皇后 を廢 てて 刖に を 立て 玉 ふ 事、 是れ 必ず 亂の端 也。 初めに 立！：；： 

(道)  いう わう はう じ 

の 法 正しから ざれば、 ついで 廢 奪の 事 ある は 定まれる みち 也。 周の 幽王、 褒姒 に.？ 1^ ひ 

て 申 后 を しりぞけ 玉 ふゆ ゑに、 時の 人是れ に^ ひて 以 爲， 妻 * 庶子 を 愛して 嫡子 を 

棄て、 天下 犬に 人道 を そむけ ども、 幽王 是れを 治め 玉 ふこと 不， 叶、 つ ひに 阈亂 る。 

是れ 其の上 下 尊卑の 道 正しから ずして、 王化の そむく 源 也。 

后妃 不レ 預レ 政と 云 ふ 事、 古の 制 也。 春秋 傅に、 齊の根 公 葵 丘の 盟に 毋レ使 3 婦人 預二 

國事 一とい へり。 婦人 寵を內 に專ら にして 外 政に 預る こと を、 牝雞の あしたす るに た 

とへ たり。 故に 牝雞 之晨 する は 惟 家 之 索な りと 一 S ふ 也。 昔殷の 紂は妲 己が 言 を 用 ひて 

政事 皆 婦人に 出で、 周の 幽王は 褒姒に 政 を まかせ、 唐の 玄 ルは楊 貴：^ を寵 して 政 を 怠 


り祿 山が 亂を 招く。 后 夫人の 寵愛 節 を こ ゆると き は、 內奏 の說行 はれ 讒訴し きりに 用 

ひられ、 政 こと-^ く亂 る。 是れ 夫人の 口 入に 出づ るが 故 也。 女子の 世 を亂る 事は每 

のこと なれば、 后妃の 政に 预る こと を 禁ずる 也。  . 


二)  ^£ 


る 古来の 書。 

賈館 は？ S 代の 

新 fw は 

その 論文 集に 

して 十卷 五十 

六篇 


二 0 皇太子 建 儲 

師曰 はく、 皇太子 建 儲 之 法、 其の 制 尤も 大也。 先 づ皇厂 ：： 夫人 懐胎 あるとき は、 眙敎 

を 立て 行 はる。 是 れは皇 尸 "夫人の 心 持 身 持 言行の 正しくして、 胎內の 王子の 生 質 端"：^ 

にして、 村人に 勝れ 玉 はんこと を 願 ひ 奉れば 也。 王子と 申す こと は、 生れながら 犬 下 

國家 をし ろしめ すべきの 備 りに まし ませば、 大方に おはしまして は、 萬 民の 苦しみ、 

國 家の 敗る る處 也。 大子 諸侯の 子 は 必ず 天下 國 家の 主君に なり 玉 ふと 斗り の 心得に て 

は、 胎敎 保養の 詳 なること なし。 胎教と 云 ふ は、 皇后 夫人す でに 懐胎あって" 七月に 及 

§  -£  (移) 

ぶと き、 ^殿 を かまへ て是 にう つし まゐら せ、 大師. 大， ザの 官各. - 彼の 殿に 伺候して、 

皇后 夫人の 身 體飮食 を 正しくし 禮樂の 法 を 以てす、 必竟 母后の 心 欲 を 正し 身體を あや 

まらせ 不レ 給して、 王子の 生 質すな ほなら しめんとの 事なる べし。 悉く 大戴禮 .賈 誼 
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(お 一) 王季の が 新書 等に 出で たり。 周の 太 任 胎教 を 用 ひて 文 王 を 生めり。 np>.:ir 成 王 を懷胎 ありて 

胎敎を 用 ふ、 成 王 生れて 聖德 あり： 土 ふ。 古の 道 如 レ此。 然して 王子. 誕生 あるとき は、 

大師 律 を 吹きて 王子の 泣く 聲を 聞き、 大 卜の {R うらかた を 立て 其の ゆ 日の 吉凶 を考へ 

まう  う ふやし， ひ  チノ、  ヌ 

て 是れを 君に 吿し 奉る。 接 する に 以ニ大 ホーと 也。 接と- ム ふこと は、 皇 一:^ 夫人 王子 を 

御 誕生 ありて、 體 つかれ 氣虛し 玉へば、 是れを 養 ふの 饗應 也。 大ホ と； ムふ は、 變應の 

儀式 至って 犬なる こと 也。 異朝に は 牛 羊を備 ふること ありと にや。 かくて 其の 三 日に 

及びて、 太子に つけ 奉らるべき 人 を 撰び、 此の 人に ものいみ いたさせ、 裝まを 正しく 

し； - もぎ 

し、 王子 を 抱き 奉らし む。 射 人、 桑の 弓 蓬の 矢 六つ を 以て 天地 四方 を 射る。 是れは 犬 

災地妖 四方の 難 を まぎ 玉 ふべき 器に あたらせ 玉 はんこと を 示す 也。 桑 は 衆 木の 長、 蓬 

は悪氣 をの ぞくの 德 あれば にや。 然して 王子 を 抱き 養 ひ 奉るべき 官人、 王子 を 抱き 奉 

P,  士 の妻大 夫の」 安 を えらみ て^ 母と なし 奉り、 子師は 王子に 事を敎 へ、 慈母 は 王子 

の 飮食を 節に し、 保母 は 居所 衣服 を 安らかなる ごとく 保養せ しむ。 是れ皆 王子 誕生 已 

後 は 母后の 殿に 置き まゐら せず して、 王子の 殿 を 構へ 是れに 置き 奉って， 他人 子細 あ 

ら ざれば 王子の 窒に不 レ行。 是れは 王子の 精氣を 全くして 驚 動 あらせ じとの 戒と 也。 


(二，  0.i 

握り かためて 

稍 や 高く 丸く 

雞卵狀 に、 物 

に 盛りた る も 

の。 基 手錢は 

基の 勝 の 賭 

物に 錢を用 ふ 

る 事に して、 

王朝 時代な ど、 

祝儀 のしる し 

に 碁 P 餞と い 

ひて 装な 出す 

ものな り。 又 

祝 ひの 儀式の 

後お 夠に園 基 

ありて、 その 

賭 物に 錢を用 

ひたる 記錄も 

(三) 堯* 舜、 

1ー：王 は禹 

文 1^ 


1 二月 をす ぎて、 日を擇 びて 父君 母后へ まみえ 奉らし む。 君 夫人と もに 沐浴し、 禮を正 

し 衣冠 を おごそか にして 是れを 見 玉 ふ。 其の 間 さまぐ の 儀式 行 はる。 是れ皆 父子の 

親愛 を 私せず、 禮を 正し 法を嚴 しくして 王子の 敎 戒を詳 にし、 國家を 安泰なら しめん 

とのこと なれば、 末代と 云へ ども 其の 損益 は 時に 從 つて 其の 法禮は 正し かるべし。 本 

(二)  ： 

朝 中宮 御產の 例、 屯 食.^ 手錢 など 云 ふうぶ やしな ひの 法、 舊 記に 出で たりと いへ ど ■ 

も、 皆 顯 奢 風流の 事に なりて、 教戒の 詳 なること なし。 皇后 王子 御 誕生の 後は國 母と 

あるじ 

號し 奉る。 是れ國 家に 主たる 王子の 母 公と なり 玉へ る 故と 也。 しかれば 皇后の 胎教よ 

り 養 一一 王子 一玉 ふ禮、 尤も 可レ愼 儀に こそ。 

立太子の 事。 凡そ 天子の ひつぎ のみや を 東宮と 申し 奉り、 是れを 太子と 號 する 也。 

天子の 位 を 嗣ぎ玉 はせ 玉 はん 人 は、 天が下の 萬 民 を 安んじて 宗廟 をつ ぎ、 子孫 天地と 

長久に、 日月と とこし なへ ならし めんとの ことなれば、 私の 親に よって 儲 君 を 立て 玉 

はんこと、 天子 之德 にあらず。 二 帝は官 一 一大 下 一三 王 は 家 一 i 天下一と 云 ふこと あり。 堯舜 

は 天下 を 天下の 天下と なし 玉 へ ば、 太子な りと 云 へ ども 不肖 なれば 是れを 立てた ま は 

ずして、 堯は舜 を 民間より あげ、 舜 は^を 臣下より 用 ひて、 大下 を與へ 給へ り。 夏 • 
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(一) 春秋 戰 

國 時代の 燕 王 

の 名。 $, 

古の 聖玉禪 譲 

の 例を眞 似て、 

王位 を {a> 相子 

之に 譲りて 臣 

とな/.'、 國大 

いに れ 遂に 

齊の に 亡ぼ 

さる。 孟子 公 
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殷 . 周より 犬 下 を 私して 各-太子に 位 を ゆ づり玉 へ る ゆ ゑ、 天下 皆 王家に 傳 はり て、 

德を 以て 王者た る ことなし。 然れ ばと て、 末世に 及んで 堯舜ニ 帝の 學 をな さんとの 事 

は、 帝に 堯德 ありて 臣に四 岳 あり 民に 舜の德 あらず して は、 彼の 燕の 子 喰が ためしな 

るべ し。 ここに 立太子の 法 を 案ずる に、 以 レ長不 レ以レ 功と いへ り。 云 ふ 心 は、 1:?^ 嫡 

夫人の 王子なる とき は、 必ず 嫡子 を 儲 君に なし まわらすべし。 功 ある を 以て 二三の 王 

子 を 立つべからざる 也。 嫡子の 德は、 天下 國家を 平均して 萬 民 を 安^せ しめ、 上 は 天 

3  (傳) 

地に つかへ、 下 は孤獨 のい やしき を めぐみて、 其の 恩 波の 代々 にった はらん までなる 

こと を 思 ふ、 是れ德 也。 軍功 を 立て 事業 ありて 名 を 立つ る を 以て、 太子の 職と せざる 

也。 されば 天下に 事 あるとき は 軍將に 命じて 是れを 征伐せ しむ。 天子み づ から 手 を 下 

し 玉 ふこと にあらず。 さるに 依って、 將に將 たる を 以て 大器と す。 但し 世に 忽劇 多き 

時 は、 天子の 功 立って 世 を 草 業 ある ことのな きに は あらざる 也、 文武 は 人君の 德 なれ 

ば 也。 世 平 かに 國 治まりて 守 文の 功 をな さし めんこと、 必ず 人君の 德義 による こと 也。 

つ ひえ 

功 あるとき は 名に ほこり 功 をた のんで 德義 うすき こと、 是れ 人の 弊 也。 易の 說卦 に、 

主ソ 器者莫 J 右二 長子 一と 云へ り。 公^ 傳 ニム、 立 レ摘 以 ：； 長不， 以， 賢と い へり。 又 曰、 立 


(二) ネ はや 

仲、 太 宗の名 

S にして、 唐 

の * 宗に 於け 

ろ 魏徵の ごと 

し。 お © 王欽 

若に 謹せられ 

一」 宰相 を罷め 

られ しが、 後 

また 位に 復す、 


られ しが、 遂 

に姦 了 謂に 

はかられて. 1 

おせられ 雷 州 

に 卒す。 仁宗 

の 時に 忠愁と 

SKI せらる 


レ -1 以 長 は 人の 爭 奪の 心 を やめん ため なれば、 平生の 定法 也。 若し 長子 不肯 にして 

莴 民の 苦に 至らん 所の ありて、 二三の 王子に 聖德 世に こえた る處の あらんに は、 定法 

に 泥むべからず。 大體 にして は 兄弟の 階 こ ゆべ からざる 也。 晉の獻 公、 太子 申 生を以 

て 東 山 を 伐た しめんと のこと ありし を、 里克 諫めけ る は、 君の 嫡子 は 社稷 を 奉ずる の 

こと 也、 師 を帥ゐ しむべからず と 云 ひし は、 左 傅に 美談と せり。 次に 嫡 夫人に 子な く 

して 庶子 を 立てん に は、 以， 貴不， 以， 長、 以, 德不， 以, 衆と 云 ふこと あり。 是 れは庶 

子の 內 にて は、 母 族の 貴 を 以て 太子に 立て、 長年に かま ふべ からず。 若し 德才の あら 

んに は、 長少 にな づ まずして、 德 ある を 立てて 太子と すべし とい へ る こと 也。 若し 又 

摘 孫の あらんに は、 正統 を 以て 是れを 立つべし と 也。 嫡々 相承す る は、 先祖の 正統 を 

尊んで 本末 を不, 亂の ため 也。 兄 死して 弟 立つ は、 ii 々相絕 えて 本 支み だる。 <f 儀：^ 

子が 孫を舍 てて 子 を 立てた る こと を 子游が 尋ねけ る に、 孔子 これ を 非, 禮と 答へ 玉 へ 

り。 正統 をた がへ 次第 を亂る は、 人倫の 大道 を 失 ふなれば 尤も 可， 愼。 立 二 太子 一 こと は、 

天下の ためな らんこと を 本と して、 婦人 女子 近臣のと り-^ なる 凡說を 信用 あるべ か 

(二  ノ 

.ら ずと、 寇 準が 宋の 太宗へ 諫めし こと 思 ひ 出して 深切 也。 次に 册： 一太 子 1 の禮、 古に は 
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二) 仁宗末 

年の 年號 

(二) 宋の擧 

者、 仁宗 • 暂 

宗に 仕へ 忠臣 

として 名 あり 

(三) 朱の 馬 

端 臨の 著、 主 

に 古事 典禮の 

説明な. 5 

(S) 明の 王 

圻の 著、 天地 

人 萬 事 萬 物の 

說明 なり 

第、 卜 九卷. 

大江 g5» の^。 

年中の 常 w、 

ゅ2 ゆの ヘム 事、 

その他 儀式に 

つ いて 記す。 

S 房 は廣 元の 

祖 にして、 敫 

朝に 仕へ  一！； 代 

の 帝 肺と 稱せ 

ら れし擧 者， 

鳥. タ大皇 の 天 

年歿、 年 

七十 1 


山 鹿 語類 卷 第二  1 二 八 

太子に 立て 奉らる べきに 議定 ありて、 其の 禮式を 行 はるる こと あり。 先 づ豫定 と號し 

て 太子 を 早く 定め、 東宮の 位 を 究め ざれば、 百官 不レ 安、 萬 民お ちつかざる もの 也。 天 

下 は 至って 重く、 富貴の あつまる 所 なれば、 必ず 親戚の 間に も爭 奪の 心萌す こと 尋常 

也。 其の上 早く 太子 を 東宮に 置き 奉りて、 保養 教戒の 定め も あるべき なれば、 豫定に 

不 レ可レ 如。 漢の文 帝 二 木の 太宗、 いづれ も 宗窒の 間に 德 あらん 人 を 撰んで 太子に 立て 

ん こと を 思 ひて、 儲 君不， 定 ける ゆ ゑ、 群臣 上表して 早く 定ニ 太子 1 こと を 請 ふ。 宋の 

(二 ) 

嘉祐 に、 犬に 雨ふりて 城郭 を ひたし 民屋を 流せる 時、 范鎭、 天 變之發 二 於 儲.^ 之位虛 1 

と 云へ り。 司 馬 溫公上 して、 儲 君の 定まりて 大 下の 心 を 安 慰 せんこと をね がへ り。 

然れ ば豫め 定め 玉 はんこと は、 天下の 幸甚と 可レ首 也。 冊 二 太子 一と 云 ふ は、 夭 日 綱の 

位 をつ がせ 玉 はん 東宮の ことなれば、 太子と なし まゐら する 禮式嚴 重ならず して は、 

おも ひいり 0  スルヌ 

. 天下の 思 入 も かろら かなるべき ゆ ゑに、 其の 式法 尤も 重し。 漢. 魏の 時、 拜ニ 皇太子- 


儀 殆ど 備 はれ 


一 齊に冊 一一 皇太子 1 の 禮を嚴 にす。 其の 已後 立太子の 禮品 多し。 文獻 


通 考* 三才 圖會に 出， 之。 本朝 神武 帝 十五に して 爲ニ 太子 1 こと、 日本 紀に 出で たり。 立 

太子の 法 は 具に 江 家 次第に 出レ 之。 東宮の 職員 をば 已に 令に 出せり。 太子 を 東宮と ノ ぶ 


(七) 春秋 左 

氏 傳！： y 義 六十 

卷も 指す 


(八) SI 人の 

老人の 意、 太 

子跌 立の 事 起 

る や、 張 良の 

策に より 高祖 

の 尊 被す る S 


太子 を 助 a 


も. =i めしむ 


te-f  -止義 (七)  (\ 求 B 

ふこと は、 春 を 東と して 萬 物の 生長す る 源 なれば 也。 春宮 とかいても とうぐう とよむ 

こと 名目 也。 異朝の 古に は、 太子 東宮の 名な し。 周に 至りて 文 王 世子と 云へ り。 世子 

は 太子の こと 也、 世々 を嗣ぎ 玉へば 也。 漢 より 天子 を 皇帝と 稱し、 王子 を 皇太子と 云 

ひ、 諸侯 王の 子 を 世子と 云 ふ 也。 太子に 立ち 玉 ふ を立坊 とも 云へ る 也。 

i4 一太 子 一事 あり、 是 れを廢 太子と 云へ り。 案ずる に、 已 に立坊 ありて 太子の 位に そ 

な はれる を、 易 廢の事 あらん はたやす かるべからず、 唯 だ 犬 下 萬 民 宗廟 社稷に ついて 

の儀穩 なら ざらん は、 是れ又 1K 下の ため なれば 私と 云 ひ 難し。 しかれ ども 太子 保養の 

教戒、 道に あたら ざるが ゆ ゑに、 太子の 暴惡 社稷 を危 くす るに 至る なれば、 是れ又 父 

君の 誤と 可, 謂。 敎戒 切なり とい へ ども、 生 質邪惡 にして 不レ 得レ已 とならば、 是れ义 立 

坊の時 異昆下 (問) に不， 及 ゆ ゑと 可レ 謂。 立 二 太子 一の 時、 異見 下問に 及び 敎戒道 正しく 

ば、 暴惡に 及ぶ こと あるべからず。 若し 寵 女の 所， 生、 或は 王子 幼に して、 人君い と 

ほしみ 深く、 或は 太子 柔仁 にして 少子の 材知 にみ ゆるの 類 を 以て、 易へ 奉らん との 事 

は、 甚だ 父君の 誤 也。 漢の 高祖の 草 業の 德 ありし も、 戚 夫人が 寵 により、 趙王 如意が 

1- かう たすけ 

幼に して さかし く、 惠 帝の 柔 質なる を 以て、 已に 太子 を廢 せんと ありし を， 四 1  口が 助 
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y 時) 代? 『 に 依って 其の 事 やみぬ。 晉の獻 公 は 驪姬を 愛して 太子 を 改易す。 是れ 愛に 溺 るる 處ょ 

り、 さし も 深き 父子の 恩 を絕っ こと あれば、 おぼろげ にて 太子 を あらたむべき こと 

は 不レ可 レ有レ 之 也。 社稷の 大計 を 以て 論じ、 宗廟の 重き をう け 玉 はんや 否やの 事に お 

いて は、 百官に 正し 下問 を專ら として、 正大の 論に 可レ順 也。 本朝 廢 太子の 例 あり、 

皆暴惡 叛逆の 事に 因りて 也。 唯 だ 太子の 教戒 おろそか にして、 父君 是れ をお とし 穴 

<5  "下の に 入れし むる 事 多し。 齊の ：5； 公 葵 丘の 盟 にも、 毋レ易 一一 樹子 一と： ムふを 初 命と せり" 武 

事、 第士 一一 卷  クチ タル 

SlSf/ 將 源義滿 卿. 應永 元年に 將 軍の 職 を 長子 義 持に 讓り、 四 年に 北山の 新造の 別業に 移り 

て、 莊嚴甚 美 をつ くし 黄金 を鎪 む、 世に 金 閣と號 せり。 則ち，： 至 町の 亭を義 持に 讓れ り。 

其の後 幼子の 義 嗣を鍾 愛して、 位を是 れに與 へん こと を 欲し、 同 十五 年に 北山の 亭へ 

行幸 を 催せり。 是れ 義嗣を 立てて 義名を 揚げし めんこと を 思って 也。 是 の日義 持は不 

レ會、 其の 年 五月 義滿薨 逝に よって 別事な かりき。 天下の 亂 殆ど 危し。 叉 將軍義 政 卿、 

ぎじ ~ げんぞく  よしみ 

寬正五 年に 舍弟淨 土 寺の 門 主義 尋を 還俗せ しめ、 義視と 改めて 今 出 川 殿と 號し、 細 川 

勝 元 を 執事と して 政務 を 讓り玉 はんとの こと 定まれり。 義視 甚だ 辭す とい へど もより 

マ ヲ 今-やう にう  ちか 

處 なく、 且つ 若し 生, 子ば 襁鄉 の內 より 出家せ しむべき と盟 つて 家 # とす。 翌年 御臺 


所 藤 富 子、 義尙を 誕生 ありて、 山 名 宗全を 以て 調 護せ しむ。 かくて 應仁 元年、 山名宗 

全 義視を 害せん との 事出來 り、 勝 元と 相戰ひ 洛中 兵 亂に屬 す。 義 政つ ひに 位 を 義尙に 

ゅづ り、 晚年東 山の 慈 照 寺の 內に亭 を かまへ、 金閣に 比して 銀 閣と號 し、 古器 名畫を 

やまのう ち あ ふ- iv が やつ ニー 一) 

(三) 共に 上 たく はへ 過 奢 をつ くせり。 應 仁より 文明まで 天下 犬に 亂れ て、 關 東に 山內. 扇谷兩 

:g: 氏な り 

家相 戰ふ。 是れ 等の 弊、 皆 本 支 を わかたず、 みだりに 私 愛に おぼれて 位 を 易へ しめん 

とする より 事 起れ り。 上に 正しき 政 あら ざれば 下 又 是れを 習 ふ は 尋常の こと 也 U 尤も 

可, 戒 ことども 也。 

敎ニ戒 太子 一事。 凡そ 儲 君は大 下の 命の 繫る處 也。 上に 宗廟 社稷の 重き あり. - 下に 四 

海 萬 民の 博き あり、 前に 先祖 艱難して 草 業 を 立てた るの 功 あり、 後に 子孫 長久に して 

祖 業を績 がしむ べきの 計 あれば、 是れ を輔養 せんこと 聊も おろそか なるべからず。 其 

の 上人の 生 質は大 にたが はざる もの 也。 生 知 安行に して、 生れながら 國土を 照らし 萬 

(5  8 民 を 養 ふの 德 ある 聖 主賢將 は 至って 希有の 儀 也。 叉ぁ紂 • ； 复 t 水が 如くの 大惡に 生れつ 

貨篇 第二 章に  つ レ  ,g-)、  ノ 

^ はふ は if は， i ける も不 レ有レ 之。 大體皆 中 材の質 多し。 孔子れ 性 相 近との 玉 へ る是れ 也。 然れ ば中材 

屮： づ • は 習 ふ 所に 因りて 善と なり 惡 となる ことなれば、 已に古 は胎敎 ありと だに まふ なれば. 
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敎戒の 道 尤も 可レ詳 こと 也。 孔子の 習 相 遠との に： へる 是れ 也。 然るに 教戒の 道 は、 先 

づ輔 養す るに あり。 輔 養と；： ムふ は、 太子 生れて 未だ 十 歳に 滿ち たま は ざれば、 物の わ 

きま へ もた く 道理 を 分別 まします こと も 不レ有 ゆ ゑ に、 其の 間 左右 近習の もの を 選ん 

で、 其の 事と なく 道德 仁義に 入， らしむべし。 それと は、 左右 近們. n の もの 智正 しければ 

一 ；ム ふ 事な す 事 皆 正し。 故に 太子 目に ふれ 耳に ふれ 身に：， 仃ひ； 土 ふ 事、 こと-^ \ く 正しき 

を 以て 常と なせり。 生れ 落ち 玉 ふより 如, 此に輔 養いた すと き は、 大性 自然の 善人と 

ならせ まします べし。 町人の 子 は 生れながら 利 寄 を 知り、 射 人の子 は 生れお ちょり 弓 

矢の こと をし る。 京師に 生る る もの は 京都の 首 をつ かひ、 田舍に 牛： るれば 卩！ 1 だみ て 物 

を 云 ふ e 定ま わる ことなれば、 左右 前後 皆 正しくば、 太子 何 を學び つて 惡を なさん 

や。 是 れ古來 より 輔 養す るの 道 也。 ここに 案ずる に、 太子 常住の 用、 飮 食に 時 あり、 

醉飽に 節 あり、 衣服 冠 帶の品 あり、 居處 殿閣の 制 あり、 寢 起に 早晏 あり、 燕 會に禮 あ 

はやしお そし 

り、 玩 好の 器物に えらみ あり。 是れ 等の 品 を 以て 具に 考へ 計りて、 太子の 氣を 直にし 

心 を 正しから しむべき 也。 世 以て 輔 養の 道 ある こと を しれ ども、 生れながら に讀 書せ 

しめん こと を專ら とし、 古の 道 なれば とて 小 學を敎 へ大學 をよ ましむ。 書 をよ むこと 


をば 知る と 云へ ども、 心 を 正す こと を不， 知ば、 是れ輔 養の 實を 不, 得 也。 又は 書 をよ 

む 時 は 正しくして、 その (餘 の) 間 は 放埒に して 戲游 心に 任せし む。 書 をよ むの 間 は、 

一日の 內に 一刻 二 刻に 不 X 過して、 外 は 皆戲游 を專ら とす。 是れ輔 養と 云 ふべ けんや。 

書 をよ ましむ る を 惡とは 云 ふべ から ざれ ども、 讀 ましむ るに 節 を 以てせ ざれば、 太子 

の氣 虚し、 弱柔 にして 病を受 くる こと あり。 譬 へばめ ぐみ 出で たる 草木の いとけ なき 

§  ふ 于ぅ 

に、 犬なる そへ 木 を ゆ ひっけん とする に 同じ。 古 來の傅 保 は 書 を 以て 敎 ふと 云 ふに あ 

らず、 唯 だ 左右 をよ く 撰んで、 世上のう はさ、 人の 事、 古昔の 物語、 先帝 先祖の 功業 

を 何となく 語り 出して、 太子の 質を考 へ、 其の すぐれたる 所 を 取り立て、 其のお くれ 

ケ玉 フニ)  キ レ 

二)  § たる 處を 戒め、 其の 體を 全く 無病なら しめ、 敎 戒を受 て 不堪に 無， 之が 如くなら しむ 

にくさな こと  (二) ハク ヒ へバ シ ノ 

(-リ 孔 家 るを輔 養と； 1ー ふ 也。 孔子 曰、 習 貧 如 二 自然 一と 云 ふ是れ 也。 改めて 是れぞ 道是れ ぞ學問 

sis  3:  ji^ に 

と 云へば、 皆 形 出 來て究 屈に なり、 人 必ず これに 倦む こと 多し。 されば 太子 之 善 在 下 

く、 少成は 性  ク や ム，. ： ブ  ヌ 

の 若し、 習 貫 於 早諭敎 與. -選こ 左右 一と 云へ り。 諭 敎と云 ふ は、 太子の 心の 行く に從 ひて、 自然と 

は CI 然の； なし」  ブ，  .  タ 

£ 「^。じ 貫 は 善へ さとし 入れて 敎 ふること 也。 選 二 左右 一と 云 ふ は、 右に 云 ふ 所の 太子と 居處出 人す 

る もの を * 皆 正 人 を 以てする 事 也。 必竟 寵愛の 過ぎて、 太子の 我 ままなる 如くに そだ 

君 道 一： 親 親  一  一； ニー J 
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て 奉り、 當 座の 泣 をと どめん とて、 の 玉 ふが ままに 事 を 行 ひ、 笑 を 求めん がた めに 戲 

游節を 越えて、 つ ひに 驕 子たら しむる こと、 是れ輔 養の 害と する 處也。 

次に 敎戒 とま ふこと あり。 太子 已に 生長あって 八 歳に 及び 玉へば、 內宮に 置き 奉ら 

ず、 出で て 外 殿に つき 小 藝を學 び 小節 を 行 ひ 玉 ふこと 也。 學 の禮、 保 傅の 篇. 白 虎 通 

に 所， 出、 皆八歲 にして 入， 1 小學； 十五に して 入 ニ大學 一とい へり。 宋の程 子 • 朱 子是れ 

(二)  fk キ  二  シチ 二 プト云 〈 ヌ 

に從 へり。 內 則に、 十 年 出 就 二 外 傅； 居， 1 宿 於 外 1 學， 一書 計 1 者、 三 公 九卿已 下の 子を敎 

(三) ノ  リー 一  ルニ 

ふる 法 也。 尙 書大傳 に、 十三に して 入 二 小學； 二十に して 入 ニ大學 一と 云 ふ是れ 也。 異 

朝の 犬 子、 小學校 をば 師氏 虎門の 左に 立て、 大學校 をば 王宮の 東に 立て 玉へ り。 三 公 

九 卿の 子、 至って 童 幼に して は、 天子の 學 校に 入りて 便り あるべからざる ゆ ゑに、 十 

歲已 後に して 小學に 入る とのこと 也。 すべて 人の 父母の 子 を 愛する 事、 一 日 も 傍 を 離 

す こと を 喜ばん や。 然る を 天子 國 君の 太子 嗣君、 未だ 十歲 にも 及ばせ 玉 はぬ 內 より、 

外 殿に 置きて 敎 を專ら とせし め 玉 ふこと、 是れ 私の いと ほしみ を 捨て、 天下 國 家の 大 

(き) 

器に かし づき 立て、 とこし なへ に 愛し 奉らん とのこと 也。 小 學と云 ふこと は、 弓馬 • 

叙 術. 書法. 禮樂. 算術まで も、 骨 節の 可レ 入、 能く おぼえて 可レ然 事を學 ぶこと 也。 


八 歳より 十五 歳の 比まで は、 未だ 心性の わかち 政道の 是非 も、 其の 味 をし り 玉 ふべき 

時分に あらず、 陽氣 盛に 精 分 全くして 運動 戲游 する こと 易き ものなる ゆ ゑに、 射 御 を 

以て 身 をつ かひ、 叙 術 を 以て 手足 をなら はし、 その 間に は 進退の 禮を 以てし、 書數の 

法 をお ぼえ、 禮樂の わかち をし らしむ る こと、 是れ 時分 相 應の節 也。 已に 成人 まし ま 

すに 從 つて、 師傅 保の 官を 撰び、 史宫 傍に あって、 少しの 過 ありと も 是れを 記して 

天子へ 奉り、 食に 當れ ば宰 夫の 官是れ を 戒め、 進 善 之 旌* 誹謗 之 木. 敢諫之 鼓 あり、 

(醫 

前後左右 皆 方正 端 良の 士 にして、 大夫は 事 をつ まびら かに 謀りて、 諸事の せんぎ を^ 

まかに 議論して、 太子の 知究 まらん こと を 示し、 士は 民の 作法 下の 情を吿 して 稼 稿の 

(^ 雜)  すうそう  ル ハ 

かんなん を 知らし め、 步行趨 走に も 禮に不 J. 逢 事 を 示し、 出 行 をば 行啓と 號 して 能く 

戒む。 故に 內外 にかくる る處 なく、 奸人惡 を 進む るに 所， 由 あらざる 也。 非 僻の 心い 

かんして 出 でんや。 是れ 三代の 君 各.' 道 を 全くして 子孫と こしな へなる ゆ ゑん 也。 衞 

(En  ) 

の 石" S 曰、 驕奢 淫佚 所ニ自 邪 一也、 四 者 之來、 寵祿過 也と、 莊 公の 子 州 吁が兵 を 好む 

をい さめし こと、 尤も 深切 也。 前 漢の賈 誼が 保 你の篇 をつ くりて、 孝 仁 禮義を 以て 太 

子を敎 ふるの 本と する 是れ 也。 i^sの太{ー•小、 太子 を 立てて 物 ごとに 論し 敎へ玉 ふ、 食に 

1!;? 道 二 親 親  1H 五 
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臨んで は 稼 稿の 艱難 を敎 へ、 馬 を 見て は 人の 勞に 代りて 重寶 なれ ども、 養 を あしく す 

§  よろしき 

れば 力の つくる こと を 敎へ玉 ふ、 皆 教戒の 宜也。 

定ニ禮 節 一の こと あり。 是れは 太子 已に 成人 ましまして は、 諸 色に 禮節 を定 むる こと 

也。 禮 節不」 疋がゅ ゑに、 或は 驟 表に 及んで 必ず 邪に 入る こと あり。 朱 子 語類に. 太子 

(移) 

の 禮を小 朝廷と 云 へ り、 天子の 朝廷 をう つして 小さく いたせる に 同じと 云 ふこと 也。 

さるに よって、 元服 加冠より 太子 冊 妃の禮 、井に 東宮 正 旦 朝賀 の 禮、 東宮 受二諸 王 之 朝 

賀 1 禮、 東宮 宴，！ 蕃王, 禮 、各.' 舊 記に みえたり。 本朝の 令に、 儀 制令. 衣服 令 等に 路頭 

の禮 節まで を詳 にし、 江 家 次第に 太子の 禮を 出せり。 凡そ 禮は萬 物の 節 ありて 不レ亂 

處 なれば、 上 は 社稷 父母に つかへ 奉り、 下 は 大臣 百官 をつ かひ 玉 ふに 至る まで、 容貌 

の ふるま ひ、 言語の 禮、 喜 怒の 節、 與 奪の 間、 禮を 離る る ことなければ、 天子 堅く 法 

を 出して 此れ を 節 あらし むれば、 群臣 各.^ つか ふるに 道 正し， C 古 來儲子 を 尊んで 群臣 

皆 臣と稱 し、 朝臣 皆拜趨 の禮を なすこと、 ：|«^ だい はれな しと 云 ふ 議論 あり。 然れ ども 

晉の尙 書 令 卞壺が 曰 はく、 舂秋、 王 太子 不, 會、 名禮 同， I 於 君； 皆 所,， 以 重 二 儲 t~ 里ハ *> 

正嫡よ、 ^奉 之 如 ， 君、 不， 得, 不， 拜矣、 太子 若， 存 M 謙冲； 故宜 M 答拜； 臣以爲 太 


子 之 立、 郊吿 一一 犬 I； 正 二位 儲宮； 告 得い 同 二 之 皇子 ー婢 讓而已 上と い へ り。 如， 此 儀まで 

本 支 君臣の みだれざる 如く 禮を定 むる、 是れ 太子 教戒の 切なる 處と云 ふべ し。 

太子 學 問の 事。 案ずる に、 學 問と 云 ふ は、 書 を 必ず 讀 みて 博 文 多才なる を 云 ふに あ 

ら ざる 也。 保 傅の 篇に云 はく、 及 二 太子 少長 知ニ妃 色； 則 入, 1 于學 一とい へり。 學 はまな 

(三) 

(二)  ゾヲシ フル 二  ビ  ヲ ズァリ  〈ヲシ へ  ヲ  〈ヲ シフゥ ャクヲ 

ぶ處の 宮殿 也。 文 王 世子に、 凡學ニ 世子 及學 士一必 時、 春 夏學， 1 干戈.； 秋冬學 ニ羽籥 1 と 

也。 周禮司 徒の 職に、 舂秋敎 レ之 以ニ 禮樂； 冬夏敎 ， 之 以ニ詩 書 一とい へ り。 然れば 

太子 學 校に 入りて 何事 を學 ぶと ならば、 今日 相應の 事業 を詳 にし、 古今の 事 を 討論し 

て 是れを 正す に 書 を 以てす。 古 は 五學の 作法 ありて、 天地の 四時に のっとり、 東學. 

西學. 南學. 北學を 立て、 親 棘 を 序し、 責賤を 分ち、 長幼 をし な あらしめ、 s< 否を正 

し、 大學に 入りて 師を 貴んで 道 を 問 ひ 習うて、 退いて 是れを 放 正す。 是れを 五 學と云 

ふ 也。 故に 養老め 禮 あり、 これ は 古 を 覺ぇ功 を あら はして、 太子の ために 美談 をな す 

べき もの を 撰んで、 禮を厚 くし、 を 畳に して 事 を 聞く こと 也。 昔 は三老 五更と 號し 

て、 八 人 を えらみ 出 だせる 也。 鄭レ  1 は、 三老 一 人 五更 一 人 也、 天の 三 M 五 星に 象る 也 

と 注せり。 是れは あやまり 也と 馬 端臨發 明せ り。 言行 正しく 其の 身に 功業 ありて 高年 

君 道 二 親 親 .  ニー 一七. 
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なる もの を 國老と 云 ふ もこれ 也。 內 則に、 凡 養， 老、 五 帝憲、 三 王 有 乞 匕 百と 出で たり。 

五 帝 は 其の 德行 をのつ とり、 三 王 は 善 言 を 求めて 施行 ありと 也。 彼是 皆 太子の 學ぶ處 

は、 唯 だ 犬 下に のりとな らんこと を 云 ふの み 也。 末世に 及んで 文書 を學 び博才 なるこ 

と を專ら として、 皆實學 にあらず。 漢の武 帝 初めて 學 校の 官を 立て 博士 を 置く とい へ 

ども、 博士 唯 だ 書 を 以て 本と して、 先王の 業 をった へ 化 を 夭 下に 施し，. 古今に 明に し 

ふるき た-つ  あたらしき  (二)  セ千 テン (ゴ 1) ヲ 

て 故を溫 ねて 新 を 知る の 益な し。 開 元に、 皇太子 釋 n 奐 于孔宣 父 一す るの 儀式、 井に 

視レ 學の儀 を 具にいた せど も、 皆 形 斗り のこと にて 、聊か 上古の 心得に あらず。 後漢 

の 後 帝の 太子、 專ら讀 書で 作法 仁柔 にして 上古の 世子の 風 ありし をば、 孟光 曰、 此 

-  ニハ) . 

皆 家 戶所レ 有 耳、 只 欲, 知 二 其權略 知謀 一と； K ひける。 郤 る， 答へ て 曰 はく、 世子の 道 如レ此 

仁柔 なれば、 權略は 時に 隨 ひて 出で なんと 云 ふ。 孟光 曰、 今 天下 未 レ定、 智惠を 爲.， 先、 

(き 

太子 書 を よんで 古の 文 を學ぶ は、 博士の 讀 書して 官を 求む るに 同じ、 急務と 云 ふべ か 

らず とい へり。 陳の宜 帝、 太子の ために 江總を 以て 東宮の 官 とす。 孔れ人 曰、 江 總は文 

章之士 也、 今 皇太子 文 華 甚だ 多し、 唯 だ 篤赏の もの を 撰んで 輔 養せ しめんに 不， 如と 

諫め けれども、 不レ 用して 太子に 付け 玉 ふ。 太子 文 を專ら とし、 、江總 を ともなって 微 


(：) 唐の 玄 

(三) 孔 4> 

昭烈皇 

帝， その 太子 

は、 名 は禪、 

後 皇帝 

(五) 後漢ょ 

b 蜀に 亙り 仕 

ふ、 官大 IE 鳥 

に 至り、 好ん 

で 直諫す 

(六) 蜀の後 

帝に 仕 ふ、 忠 

直の 臣 

(七) 11^ 臣に 

して 爲に 遂に 

陳 亡ぶ 

(八) 陳の i し、 

宣 帝の 時 吏 部 

は 翁と なる、 

敏婉忠 直の 良 

吏な り 


LI しのお M 行し、 淫 酒に 耽りて 世 を 失 ふ。 是れを 陳の後 主と 稱 せり。 唐の 太宗の 時、 樓餘 上書し 

^■s^^^u て、 東宮の 官、 五 曰に 一 度づ つ 嘉言善行の 事 を 進め 故事 をのべ て 其の 是非 を 論じ 玉 は 

見えす、 誤 あ 

お ん こと をい へりと 也。 太宗、 太子の 官人 どもに、 必ず 常に 百姓の 間の 利害の 事 を 述べ 

て 太子に きかせ 可 レ奉由 をの 玉 へり。 太子の 學 尤も 心得 あるべき こと 也。 次に 太子 I 

舍入を 兼ね、 ヲ 

yli^ ると こ レ師玉 ふこと、 古よりの； t なり。 師を いやしみ 心 易く 思 ふとき は、 手本と いたすべき 

所な きもの 也。 故に 唐の 太宗 は、 太子 接， ニニ 師 一の 儀 注 を 撰し 玉うて、 太子 殿 門に 出で 

て先づ 三 師を拜 す、 是れ は德を 尊び 禮を 厚く して 道 を 重んじ 玉 ふこと を あら はすの 法 

也。 皇太子 視學の 儀. も是れ 也。 本朝に も、 太子 讀書始 の 儀式、 舊 記に 出で たりと い へ 

ども、 形 斗り になり ぬ。 唯 だ 本意 を不, 失 ごとくに ありた きこと 也。 昔 漢の武 帝、 太 

子の ために 博 望苑を 立てて 賓客 を あつめし む。 是れは 漢の惠 帝の 商 山の 四皓を 賓客と 

して 宴 を^け しためし、 文 帝の 思 賢苑を 立てて、 太子の ために- M 客 を 招き 思 ふ 先蹤を 

追って、 博く 賢者 を 招き 望む との 義を 取りて、 其の 名 を 博 望苑と 名付けた る 也。 然る 

に 賓客 皆 異端 を 以てすす めけ る ゆ ゑ、 太子つ ひに 邪 義に陷 りて 禍を 得たり。 是れ形 を 

のっとりて 本意 を 失 ふが ゆ ゑに あらず や。 古の 明 王、 太子の 敎戒 ある 本を詳 にせば、 

君 道 二 親 親  .  一三 九 
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如レ 此の 害 あるべからざる 也。 

太子 官人之 事。 是れは 朝廷 をう つして 設けら るる こと 也。 唐の 六 典に、 太子 東宮の 

(に I  J 官制 を詳 にせり。 凡そ 三 王の 世子 を敎 ふるに、 太傅-少^^の{:1::を立てたり。太傅は父チ 

" .-0,^ 君臣の 道 を審に 示し、 少傅は 太 傅の 德行 を兒て 太子へ さとし 奉る。 入 則 有 t 保、 出 . 

- - ； , ケ原本  チ リ 

S に從、 r 則 有 レ師と 也。 師は敎 ふるに 事 を 以てして 德を さとし、 保 は 其の 身 を 保養せ しむる の 

官名の 大と太 

^.^M^ 官 なり" すでに 殷* 周の 時より、 太子の 師保、 少太傅 は有レ 之、 後に 太子の 六^と 號 

1 ！ s,t,a. 記せす 

して 師傅 保に 大少 ありて、 备>  太子の 德を * 正す 也。 この 外に 太子 { 炎 客と 云ふ官 四 人、 

これ は 商 山の 四 哈が漢 の 太子 を 助けし を學 びて 也。 位 を 高く し、 太子 是れを 賓客と し 

て实を 設け 事 を 評する 也。 贊善大 夫 をお いて 諫議大 夫に 比し、 せ ^ 文 館の 學士を 置いて 

朝廷の 館閣に なぞら ふ。 其の 外 東宮の 家令と 號 して、 家に つける 官人 多し。 太子 を 家 

と稱 する ゆ ゑに、 家令と 云 ふ は 東宮の 下司の こと 也。 本朝の 令に 東宮 朴に 家令の 職員 

を 載せたり。 必竟唯 だ 朝廷 を 移して、 東宮い まだ 坊に おはします 間に、 天子 萬 機 を 司 

どり 玉 ふこと を詳 にしろ しめし- 勸善 懲悪の 政 を こころみ 千； はんとの 心得 也。 

太子 職業 之 事。 是れは 未だ 坊に おはします 時の つとめ ふ 職業 は、 唯 だ 父君 母  一：？ に 


つかへ 玉 ふ を 以て 本と す。 故に 朝夕と もに 怠 あるべからず。 世子 之 記と まひ 傳 ふる BE; 

れ也。 文 王の 世子たり し 作法、 武 王の 文 王に つかへ 玉へ りし 世子の 法、 皆 太子の 職業 

とする 耍也。 唯 だかり にも 利害の 心 を 以てつ かへ 玉 はば、 是 に似て 皆 非 也。 父子の 實ー 

を 以て 其の 心 指 を考へ 玉ぶべし。 父子の 實を 知る こと は 天道の 自然な りと いへ ど も 、 

學んで 正さ ざれば 其の 間に 差別 ある ものなる ゅスム に、 學 問を詳 にして 初めて 其の 截業 _ 

を 能くすべし。 されば 先づ 朝夕に 怠りなく 其の 安否 を 聞き、 飮 貪の 節 を： 止し 奉り、 萬 

機の 政に 天子み づ から 臨み 玉 ふとき は、 太子 次 座に 居て 是れを 承知 ありて、 若し 父君 . 

の 過 あらんに は、 顏色を や はらげ て 諫を獻 じ、 下の 情臣の 通じが たき 所 を 太子 密 奏し、 

天子の 勞 にか はりて 事 をた し、 驕を やめ 儉德 を專ら とし、 父子の 道を嚴 にして 1^ レ I ム 一 

節 を 親しみ、 男女の 間 を^あって 嫌疑 あらしめ ず、 大子不 豫の儀 あらば、 自ら 藥を ： 

ため 飮食を つぶさにす。 如, 此 とき は 父子の 恩義 長久に して 萬 世に 傳 ふべき 也。 曰 ； 

皆實 より 出 づる處 也。 

一二 太 卜： 皇. 太皇 太！：^. 事： 太 115 
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二)  s の 

擧者、 獻 帝の 

時； 監 • 待 

中と なり、 命 

も 受けて 漢紀 

--: 十篇を 撰す 

(二)  者、 

歷代 史書 考異 


(三) 足 利 時 

代 一 條兼 良の 

せ：： 中の 年 

中 行事の 根元 

を 記す 

S 大资 令 

の解釋 にして 

淳和 天皇の 天 

長年 中に 宫撰 

せられた る も 

のな り 
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師 嘗て 曰 はく、 位 天子に 至り 玉 ふと-: ムへ ども、 父母 をい やしと する 事 あらず。 故に 

孝！^ 曰、 雖 n!K 子 1必_ ^レ尊 也 、首 レ有レ 父 也と いへ り。 漢の 高祖、 五日に 一 たび 必ず 父 太 

公に 朝し 玉へ りけ る。 太 公， の 家令、 太 公へ 申して 曰 はく、 犬に 二の 日な く、 國に 二の 

王な しとい へり。 皇帝 は 王子な りと いへ ども、 今 犬 下の 主 也、 太 公 は 父に てまし ませ 

ども、 臣下の 位 也、 いかん ぞ 人君 をして 人臣 を拜 せしめ 玉 ふの 禮 あらん やと 諫めけ る 

ゆ ゑに、 太公是 れに從 つて、 高祖の 來り玉 ふとき 審を 持ちて 門に 出で 迎へ玉 ふ。 高祖 

大に おどろき 其の 故 を 尋ね 玉 ひければ、 太 公し か. <\- と 答へ 玉へ り。 高祖 喜んでつ ひ 


に 太 公 を 尊んで 太 上皇と 尊號を 奉らる。 是れ を後漢 の荀悅 評しけ る は、 1K 子と 云へ ど 

も 父を臣 と不, レ爲。 家令が 言 あやまれり とい へれ ども、 の 1^ 寶は、 高祖の 家令が 

言に 因りて 尊號を 奉り 玉へば、 人 子尊レ 父の 道 を 得 玉 へ り、 家令が-百 尤もな りと 云 ひ 

しとに や。 天子の 母 公 をば 皇太！ 15 と 云 ひ、 祖母 をば 太 皇太后と 云 ふ。 是れ 又尊號 にし 

て 5 今- N? 

て、 秦.漢 より 是の號 あり。 本朝に も 朝 紙の 行幸と 云 ふ は、 正月 二日に 大子 必ず 上皇 

え、  ノ  (三) 

幷に 母后の 營に 行幸なる こと 也。 峻峨帝 大同 四 年 八月に 朝 親の 儀 は 初 まれり と、 公事 

根源に 出で たり。 令義 解に、 天子 祖母 登， 1 后 位 1 者爲 M 太皇 太！^ 一  居 ni^ 位 1 者爲ニ 太皇太 


！^;  l4 夫ん 位 ー者爲 ニ太皇 太夫 人 一 天子 母 登 ニー：，" 位 1 者爲， 1 皇太后； ：H 夫人 亦 加- 1 皇 太字- 

也。 尤も 太 上 天皇の 號 あり、 天子 踐： t 卽位 ありて は、 1K 子の 行幸た やすから ざる ゆ ゑ 

に、 父君 母厂" へ 朝し 奉る ことたえん \ なりと みえたり。 天子の 道 は猶ほ 以て 父母へ 孝 

養の 深 かるべき こと 也。 大舜は 帝位 を 踐み玉 ひて、 乃ち 載 二 大子施 旗 一往いて 瞽 陵に 朝 

, テス ノ ヲ  m) 

して、 つつしむ に以， 一子 道 一とい へり。 詳に 孟子に 論ぜり。 本朝の 古 は 皆 崩御 ありて 位 

/  ころ 

を 皇太子に 讓り玉 ふ。 持統 帝の 比より 譲位の 事 ありて、 太 上 犬皇と 申しけ る。 國 母の 

女 院の號 を 蒙らせ 玉 ふ は、 圓融院 の 一：^ 一  條院の 母后 を 東： 一 一條 院と號 し 奉りし よりと に 

や。 異朝に は、 後 漢の明 帝 初めて 母 115 の^を 建てら る。 是れは 二字 を 以て 1,:! とす。 宋 

の 仁 宗明道 年中に 四 字 を 以て とす。 是れ より 四 字の 諡に 及べる 也。 各-' 母 1：5 を 尊び 

玉ふ處 より 出で たる 也。 

太 簾の 事。 是れは 夭 子卽位 ありと いへ ども、 未だ 幼 主に ましまして、 事宜し か 

る まじければ、 皇太后 政に 預り玉 ふこと 也。 古より 婦人の 政に 口 入 ある こと をば 犬に 

戒 とす。 幼少たり と 云へ ども、 執政の 大臣 德を贵 び 賢 を 用 ひば、 母 の 政に 臨み 玉 ふ 

ル カラル 

こと 不レ 可レ有 也。 母厂" 政 を聽き 玉へば、 外戚 權を 專ら にして 天 下の 正統 を 失 ふこと た 
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.  山 鹿 語類 卷 第二  一四 ra  、 

めし 多し。 ^の昭 王の 母 竿 太 1:^ 始めて 政を攝 して、 太！ ：5 の弟樓 侯が 權昭 王より 重し。 

漢の リ；： 太厂" は 高祖の 广= なりし が、 惠帝崩 じて 自ら 朝に 臨み 萬 機 を し、 つ ひに 外戚 n.:! 

氏權 を專ら にして、 終に 諸 呂之亂 あり。 孝 元 王 皇！： r 平 帝九歲 にして 爲， 主が ゆ ゑ、 自 

わ う ま う  フ！ I  ヲ 

ら 朝に 臨み、 つ ひに 王 莽が奪 二 1K 下 一 あり。 後 漢の六 一： r 各-政 を專ら にす。 唐に り 

て 則 天皇 后、 中 宗を房 陵に 押 籠め 奉り、 唐の 宗窒諸 王 を 殺し、 武 氏の 七. 制 を 立て、 世 

ちゃう かんし 

(1) f 忠 を 改めて 大 周と 號し、 自ら 聖神 皇帝と 稱す。 張^ 之 等 兵 を 起して 中 宗を迎 へ 奉りて 中 

臣、 司 刑少卿  . , 

宗 復位 あり、 其の 年 后 崩ず。 宋 哲宗卽 位、 太 皇太广 ロ聽レ 政、 是 れを垂 靡の 政と い へり。 

宋の紹 興 三十 二 年に、 太 上皇 內禪の 儀 ありて 德壽宮 に 居る。 此の 時 皇帝 朝， 1 德壽宮 1 儀 

を 定め、 太 上 1K 皇. 皇太 1^ を ことぶきし 玉 ふこと あり、 敬恭の 至り はさる ことなれ ど 

も、 政務に ぁづ からしむ る こと は 末代 迄の 戒 なり。 本朝 は 犬 照 大神姬 神に て 1K が 下 を 

照らし 玉へば、 女帝 位に 卽 かせ 玉 ふこと 多し。 武將に 至りて 源賴朝 卿の 御臺所 平政 子、 

賴家 .實 朝のと き、 政道 を 口 入して つ ひに 天下 を 北 條が手 裏に 屬す。 抑 > 犬 下 は 正統 

と 云 ふこと を辨 ずべ し。 正統と 云 ふ は、 天 應じ人 順 ひて、 共に 天子の 位 を嗣繽 ある こ 

と 也。 臣 として 君 を 侵し、 夷狄と して 中 國を奪 ふの 類 は、 皆 暫時の 調略に して、 始終 


を 全くす るの 道に あらず。 故に 春秋に、 春 王 正月 を擧げ て、 魯國 の史の 首に 蒙らし め 

(二) よ 

大 一統の 義を 示す。 五 伯の 權、 周の 王より 强く、 吳.楚 の號、 皆 王と 稱 すれ ども、 舂 

公 *秦；^ 公 •  (一一 一) 

楚莊王  秋 是れを しりぞけて 正統 を 正す。 魯の昭 公三 桓が爲 に、 乾 侯と 云 ふ 所に 楚居 ありし か 

(三) 仲 孫，  § 

0^0 ども、 正統 を 正して 是 れを實 にしる さず。 范谆夫 唐鑑を 撰んで 夫子の 春秋 を學 び、 正 

魯の大 夫たり 統と大 一統 を專ら とす。 故に 中宗 の蟄閉 を不, 記して、 武后を しりぞけて 中宗を 正統 

し {li^ 枘 なり  .  ル 

夢 謂 とす。 然れば 太后 を 貴ぶ ことの 過ぎて 正統 を 失 ふに 至らん は、 宗廟 社稷の 本意に 不 

代の 人、 司 馬 . カラ， ル J 

溫公 と共に レ^レ 有 也。 

冶： 通 鑑 も 編 修 

す。 哲宗の 時 

給 事 中の 官に  ■ 

ニニ 諸 王宗窒 

師曰 はく、 天子の 御 連枝 幷に儲 君の 兄弟 多く まします、 是れを 諸 王と IK ふ 也。 諸 王 

の 宗族 を宗 室と 號す。 隋 よりこの かた、 天子の 伯叔 昆弟 皇子 を 親王と 號し、 外 を 皆 諸 

王と 云 ふ 也。 唐猶ほ 是れに 准ず。 周 11 に、 宗 伯の 官を 置いて 親 疏 を辨ぜ しむと 云 ふ、 

是れ宗 窒の禮 を 具にす る 也。 宋の 仁宗、 太宗 正の 職 を 置いて、 宗窒の 子孫 大勢の 內ー 

人 を擇ん で、 宗正 のこと を 司りて 宗窒の 間 を むつまじく せしめ、 若し 違 ふとき は是れ 
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ただ 

を糾 さしむ。 尤も 王宮 大小の 敎授 の官、 幷に！：^讀. 直講の.1^を、 1K 子の：^ 一 ぽ- 侍講に 

比して、 諸 王宗窒 の學を 進めて 禮儀を 正し、 朝夕 善 をす すめ、 天 子の 羽翼 藩衞 となら 

(一) レ メテ ヌ  クセバ ヌ  レノカ カン レ-ー 

(1) 信 公 M しむる 如くに 致す こと、 古来よりの 戒也。 左 傅に、 君其修 レ德而 固， 一宗 子； 何 械如レ 之 

年 の條に出づ  レジ さ， 

といへ り。 諸 王宗窒 聊か 敎を 4:- る不， 可也。 

次に 分 定とー K ふこと あり。 是れは 太子. 庶子 尊卑の 差 を 定めて、 かりにも 上下 を不 

レ亂、 分を踰 えたる こと あらしめ ざる 如く 定 むる こと 也。 太子の 外 は 皆 人臣の 位た る 

(き 

べき なれば、 何れも 王に 封 じて 國郡 を豐に はまし むる ことなりと： へど も、 其の 氣質" 

德知 賢材を はかりて 民 を くるしめず、 後の 亂を 不レ 招が 如くに 可 レ有レ 之。 黄 帝の 子 二 

十五 人 あり けれども、 得 レ姓者 一 十四 人と 云へ り。 其の 中に も：！ 1： 姓の もの 二人と なり。 

得, 姓と 云 ふ は、 國を賜 はりて 姓 を 立つ る ものの こと 也。 同姓と；： ムふは 兄弟の こと 也。 

王子 王孫 多し と 云 へ ども、 國郡を 治め 人民 を 養 ふの 器に 備 はる こと まれなる もの 也。 

然る を、 私の いと ほしみ に 溺れて、 國を與 へ 郡 を あ づけ 玉 ふが ゆ ゑに、 つ ひ には子 孫 

を斷絕 する に 至る、 是れ 却って 愛に あらざる 也。 すべて 人君の 昆 弟宗窒 は、 能く 敎へ 

能く 養 ふとき は、 天下 國 家の 藩衞と なりて 王室 を 守護し、 左右の 羽翼と なり >  福祿を 


校 2 
。に 
篇 

大 
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長久なら しむる の 道と なるべし。 1 に 大邦維 昇、 大宗 維 翰、 懷 X 德維 寧、 宗子 維城 ど 

い へ る も、 宗窒を 以て 王室の 藩衞 とする の 事 をい へ る 也。 王子 王孫に 分を定 むる 處ぁ 

ら ざれば、 國 家に 亂を 招く の 事、 其のた めし 多し。 周 天下 を 保ちて 國を 封ず る こと 七 

十に して、 同姓の 王た る こと 五十に 及びて、 周 窒大に 繁昌す。 然れ ども 其の 人 がら 親 

つぶさ 

屬の 遠近 を 具に 考 へて、 それに 從 つて 或は 祿を 厚く し、 或は 諸侯 王たら しむべし。 た 

とへば 帝王の 御 連枝に て國郡 を附與 せしめ 玉 ふと も、 天下の ため を 計りて、 國を 配り 

王 { まの たすけ を考 へて 教授の 官を あたへ、 家令 を 置きて 是れを 輔佐せ しむる、 是れ難 

(一二)  ィ タム (En  ルヲャ ハラ ガ 一一  シーア ヲ テ  -ー 

に陷れ まじき との 遠慮 也。 昔 周 公 HP ニニ 叔之 不,， 咸、 故 封 n 建 親戚 ー以藩 IT:^ 周 1 すと 云へ 

る、 是れ 封建の 起り 也。 本朝、 令義 解の 繼嗣 令に 曰、 凡皇 兄弟 皇子、 皆爲， 一親 王； 女 か 

子 亦 同、 以外 並 爲ニ諸 王； 自二 親王 一 五世 雖レ 得， 一王 名.； 不， 在， 一 皇親之 限 一也。 しかれば 本 

朝に も 帝王の 兄弟 皇子 を 親王と 稱 する 也。 是れ 唐の 制に よって 也。 但し 親王 宣下と 云 

ふことの ありて、 襁褓 童體と 云へ ども、 宣旨を 蒙りて 親王と 號す。 是れ 規模 也。 宜下 

セ  じょ *<ん  w*^ 

あら ざれば 親王と 不， 稱、 元服の 後に 叙 品 ありて 四： 也。 當 今の 王子 は 三 品 也。 叙 品 

なき を 無 品 親王と 云 ふ、 是れ 五位 也。 親王に 限りて 品と 云 ふ は、 貴びて 云へ るに や。 

君 道 二 親 親  一 四 七， 


(二) ャ- 傅僖 

公廿 gl 年の 條 

に出づ 

8 文 王の 

第三 子 管叔鮮 

と、 同 第 Ifl 子 

蔡叔度 
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諸 王 は 皆 五位 也。 諸 王と 云 ふ は、 I 世 一 一世 にても 未 t 爲ニ 親王； 未 A 給， 姓 を • ぶふと 也。 

.  ル  、 

一世 二世と は、 王子 を 一 世と 云 ひ、 王孫 を 二世と 云 ふ 也。 選敘 令に、 親王 之 子、 不 

レ限ニ 有 品 無 品； 皆 敍ニ從 四 位下 一とい へり。 是れは 叙位の 時の こと 也。 給レ 姓と 云 ふ は 

人臣の 列に なり 玉 ふこと 也。 弘仁五 年に 條峨の 天皇の 王子 信 給 二 源 姓 一 へり。 親王 給， 姓 

二) 冗 字 は 皆 源氏な り。 これ は 王子 を 人臣の 列に 分定 して 其の 位 を わかち 玉 ふとの こと 也。 禮 

ハテ ヲ "テ ズルト nc 一一  テヒ ヲ ム クヒテ レ -1 ヌ  ズ レー 1 プ  11^ 公 八 年 

に、 夭 子 建 X 德、 因， 生 以賜， 姓、 ^二 之 土， 而命， 一之 氏 1 と、 左 傅に 出で たり。 

是 れは德 ある もの を 立てて 諸侯と す、 故に 王者の 子孫 その 器に 相應 いたせる とき は、 

其の 生れた る 所に よって 姓を赐 ひ、 其の 封ぜら るる 處 によって 氏 をな す 也。 舜 は媳^ 

の 人なる ゆ ゑに 媳姓 にして、 子孫 を武 王の 時 ノ陳に 封 じて 陳氏 となせ るが 如し。 然れ 

§  き  レ ラ 

ばさして 姓 を 玉へ る ことの 人臣と なる に究 まるべき に 不ぃ有 ども， 本朝に. は， 姓 を 賜 

へば 人臣の 列と なること 也。 唐朝に は 推して 皆 親王 諸 王と 號 して 王 氏 也。 唐の 太宗ト M 

觀 元年に、 先帝の 界 從三從 弟 及び 兄弟 之 子 は、 童 形と いへ ども 皆爲， 王 也。 本朝に は、 

皇孫の 親王 もまれ 也。 三世の 源氏 親王の 宣 旨の 儀、 是れ又 未曾有 也。 然して 親王 は 其 

の 序 大臣の 上に ありて、 其の 禮は等 同 也。 異朝に は 時に よって 不 レ定。 但し 唐の^ 觀 


-ち  (二〕 

^^；  0 中に、 三 品 以上の 宫人 塗に て 親王に 逢 ふとき、 皆 下馬す る こと 不， 可レ 然と、 .Kit 奏し 

^書と なる ければ、 太宗 曰、 卿 自尊 而卑 一一 吾子 1 乎と あり。 魏徵曰 はく、 自, 古今に 至る まで、 

親王 は 三 公の 下につ くの 法 也、 今の 三 品 は 皆 三 公の 歷々 なれば、 親王の ために 下馬す 

カラ ル  i)  - ーフノ 一一  へ 

S ー卷. る こと 不レ 可レ 然と 申し 奉る。 太宗是 れに從 へりと 也。 弘安禮 節に、 路頭 逢 二親 王 ー禮、 

^^^M 大臣 共扣： ^車、 懂僕互 下， 馬、 大臣 前駔 以下 列 居， 1 車 傍； 親王 前 跃步行 過， 之- 親 Ffi 車 

の禮式 を敍し ギリ- ノ  ス  -ー ハク  テヲ スル 

たる ものと い 過畢、 大臣 僮 僕 騎馬 進行と 也。 繽 曰本紀 曰、 天平 寶字ニ 年の 勅に、 朕以 一一 餘閑 一展 一一 覽 

ふ。 群 書類 從  ヲ シテ  7 リ  一一 ヲテ 一一 レ 一-  ス シナヌ 

^^^^^ 前史 一 皆 降 n 親王 之 禮ー在 二三 公之 下 一 是以 刖預ー 一議 政 一 者、 月 料 馬 料 等 各 下， 差 こと あり。 

如, 此 こと、 皆 時に 順って 其の 差^ あるべし。 唯だ定 分す るに 利 あるの み 也。 

皇女 をば 公 主と 云 ふ。 本朝に は 是れ又 親王の 號 ありて、 內 親王と 稱 する 也。 天子の 

皇女の 嫁せ る は、 堯のニ 女の 舜に姨 たる あり、 周の 武 王の 元 女 大姬と 申せし を 虞 胡 公 

に 配して、 陳に封 じ 三 恪に備 ふといへ り。 是れ は舜の 末にて 其の 族 至って « ^れ ば、 

元 女 を 配せ る 也。 凡そ 王姬の 下りて 諸侯に 嫁せ る は、 禮法皆 ：大 子の 皇后に 一等 下 也。 

周の 末より 皇女 を 公 主と 云 ふ。 天子 は 至尊に して 自ら 婚の 主たら ざる ゆ ゑ、 同姓 を以 

て 主 レ之、 故に 如， 此ー ふ 也。 漢に 至りて 帝 女 を 公 主と 云 ふ。 帝の 姊妹を 長 公 主と 

君 道 二  一 四 九 
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1K ふ 也。 帝 女 皆封戶 ありて 稱ニ縣 公 主？ 諸侯 は 自ら 主レ I ゆ ゑに 號二翁 主？  0. 諸 王の 

女の 號も同 レ此。 諸侯の 公 主に 嫁る を 尙と云 ふ 也。 唐に 至りて 皇姑を 大長公 主と 云 ひ、 

姊を爲 二 長 公 主； 女 を 公 主と 稱す。 皆 封 國位正 一 品に なぞら へ り。 太子の 女 を 郡 主と 

一』 I 代 唐の 玄 云 ひて 封レ 郡. 從丁 位に 比す。 親王の 女を縣 主と す、 正 二位に 比す。 開 元に i 公 主 及 

び 公 主 出 降の 儀式 を 定めたり。 宋も亦 因, 之。 冊 公 主と は內 親-王の-: 且下 ある 心 也。 出 

降と て 出で て 嫁 一一 諸侯 一 こと を 云 ふなり。 

皇族と 云 ふ は 天子の 一族た る 人 を 云 ふ 也。 宗窒と 云 ふ も M じ 心 也。 周 禮に宗 伯の 官 

あり、 庶子の 官 あり。 漢の 高祖、 宗 正の 官を 置きて 九族 を敍づ とい へり。 宗 正の 卿 は、 

王室の 嫡庶 及び 諸 宗の親 屬を詳 にして、 歲 ごとに 其の 名籍を 奉る 也。 唐の 宗窒は 四十 

一房 を 構へ、 宋の 宗{ 至 は 大舍を 築きて 是れを あつむ。 各.' 親 親王 窒を 守護せ しむべ 

ため 也 e 
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君 道 三 


賢， 賢 


\;n) 貞覩政 

耍卷 三、 君臣 

^^：戒第六に出 

づ、 但し 抄出 

なり 

(三) S 益 


二三 君 は臣に 因ら ざれば 建たず 

師嘗 謂い 所 ヨ以有 二 君臣 一 曰 はく、 凡そ 下 あつまりて 上 あり、 臣敬 ひて 君と 稱す • 下 あ 

ら ざれば 上な く、 臣 あら ざれば 君と 云 ふべき 名な し。 ここ を 以て 云 ふ 時 は、 君と 臣と 

は 根本 枝葉、 本 ー體の もの 也。 譬 へば 心 は 身の 主人に して、 骨髓 皮膚 六 根 四 支 は臣に 

して 下 也。 六 根 四 支 不足 すれば 人と 成り 難し。 心 ありと 云へ ども 身體 あら ざれば 心の、 

用な し。 身體 ありても 心 あら ざれば 主人な し。 唐の 魏徵 曰、 君爲ニ 元首 一臣 爲 ni^ 肱； 首 

雖， 一尊 高, 必資， 一手 以成， 體、 君雖， 一明 智一必 i!r 肚 i ー以致 レ理、 ？i 曰、 人以レ ぁ爲 


レ心、 君以 レ人爲 レ體。 書 曰- 

君 道 一 1! 賢 賢 


元首 明 哉、 股肱 良 哉と い へ 


何れも 本 

一 五 


體 にして、 其 


< 一) 孟子 梁 

惠王下 篇第八 

章に r 齊の宣 

王 問う て曰は 

く、 湯、 桀も 

放ち、 武王、 

射 も 伐つ， こ 

れ あるかと。 

孟子 對 へて 曰 

ほく、 傅に 之 

れ あり。 日 は 


も^す る こと 

|3 ならん や。 

曰 はく、  

殘賊の 人 は 之 

れを 一 夫と I？ 

ふ、 一 夫の 射 

も誅 する を 聞 

くも、 未だ 君 

も弒 する も 一 聞 

す」 iffi づ 
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の そな はりある の 所に 高下 尊卑 あるまで 也。 さるが ゆ ゑに 我が 一 身の上 を 以てみ る 時 

に、 髮の 先より 爪の 末まで、 是れぞ 我がた めなら ぬ ものの なく、 是れぞ 悪み いやしむ 

おも ひ 

べき 所なければ、 君臣 问ー の 思 をな さば、 何れ か 君 をな みし 何れ か臣 を. B まん。 彼の 

殷紂 • 夏樂が 類 は、 元より 天子 一人の 位に 備 はると いへ ども、 下 皆 そむき 臣皆 去りし 

ゆ ゑ、 下と すべき 民な く臣 とすべき 士ぁら ずして、 君と 云 はるべき 名のな く獨 夫と よ 

ばれたり。 殷湯. 周武は 亦是れ に反して、 下 皆つ かへ 臣皆 服して、 元と 匹夫たり とい 

へど も！^ して 天子と 稱し 奉れり。 是を 以て 考 ふる 時 は、 君は臣 によら ざれば 不， 建の 

けんりょう  ノ  二 ク 

所 明白 也。 易の 乾の 九 五 は 聖人 已に 天 位 を 得て 見寵の 位た る を あら はせ る 也。 其 首 曰- 

リ (天) 二 ヨシ ルー ーヲ  ル 

九 五 飛 龍 在， 田、 利：， 見 二 大人？ 大人と 云 ふ は、 下に 有， 一大 德 一の 人 を 云 ふ 也。 聖德 あつ 

て 上に 位する と 云 へど も、 下に 大徳の 人臣 を不, 得ば 萬 物 を 利す る 事 あた はざる ゆ ゑ 

(利) ルニ ヲ  (S 

に、 有 レ見ニ 大人 一と 云 ふ 也。 是れ皆 上 は 下に よら ざれば 事なら， ず、 君 は臣を 以て 功 を 

あら はすの 理を首 ふ 也。 古 は內外 をへ だてず、 人 主 威 を 高く せず、 出入 起居と もに 士 

大 夫と 睦 じくして 共に 天下の 是非 を 論じ、 事に 順って 人君の 失 を 補 ひ あやまち を 救 ふ 

にい たれり。 是れ 君臣 合一 の 思 をな してと もに 相 戒め、 主忠諫 を納れ ば臣直 •： 一. ：！ を 進め、 


i  i  J 

各. - 其の 道 を盡し 互に 雞を せめ、 上下の 分 自ら 明に、 君臣の 交 自ら 睦 じかり しゅ ゑ、 

舜先言 一一 股肱 一 阜陶先 言 一一 元首？ 君と して は 仁に 止まれば、 臣 として は 敬に 止まれり。 

股肱 喜ぶ 哉、 是れ ひとしく 心 を 同じく し 合 體の思 をな すが ゆ ゑな り。 後世に 及んで 君 威 自然に E ほ 一し ， 

元首 起る 哉 云  な  ら 一-た 

I バ ■liiw  く、  士大夫 を 親しむ の時少 く、 宦者宮 妾に 狎 るるの 時 多くして、 輔佐 股肱の 臣も 朝に 

なして 曰 はく、  み  (め)  きょく けん 

一 y 首 明なる 哉、 朝廷に 出仕して 躬を ちぢみ 息 を ひそかにし、 敬 跪 曲 拳して、 たま/ ヽ事を 穴 反すれ ども、 

良い 哉、 

^Mtu^f 犬に 恐れ をのの いて 卽ち 返く。 人君の 相と もに したしみ むつまじき 物 は 皆 近習の 小人 

く、 元.^ 養 坐 

なる 哉、 股 S のみ 也。 ここにお いて 勢へ だたり 分究 まりて 上下の 情 日に 遠く、 人君の 威 時に 重く し 

倚る 哉 云々 J  一一  ノ 

Is  て、 初めて 天下 を 一 人の 私と し、 天下 を爲 一一 天下一な さず、 ことん \ く 彼我の 爭ひ 出づ。 

是れ より 天下 危く、 上 は 下 を 恐れ 下 は 上 を惡ん で、 終に 敗亡に 及ぶ 也。 國亡 則臣又 

受ニ 其禍？ 然れば 君臣 聊か 別 有るべからざる 也。 但し 臣は 君の 政に 順って 忠を 起し 信 

をつ くす、 是れ 世上の 流 例 なれば、 君 必ず 臣 あるに よって 君た ると や T ふ 心 を 本と して、 

臣へ相 交 はるの 間不レ 可レ怠 也。 

二 四 百官 を設く 

君 道 s 賢^  1 五 Hi 


命： 命 二 
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師曰 はく、 古昔 建レ 官設 レ官の 所以 を 案ずる に， 人相 聚則 是れを 分って 事 を つかさど 

らしめ、 上下 を 定め 貴賤 を 分た ざれば、 其の 差等 不レ正 して 分お のづ から 亂る。 天地 

の 間 生々 の 民 を 四つに 分ち て、 農工 商 を 三 民と 號し、 士を 士と稱 して 其の 職 を 配る。 

是れ 則ち 官を設 くる 也。 天に 四時 ありて 日月 其の 行 道 を 司 どり 直 夜 をた がへ ず、 地に 

はたらき 

四方 ありて 山川 海陸 各 > 其の 業 を 全くす。 人に 眼 耳鼻 口あって 四 支 骨 節 互に 其の 役 

を 成す。 いづれ か 官職 あらざる や。 聖人 大地 人. n 然の 官職 ある こと を考 へて、 人 ぼの 

間に 官位 職 祿の差 を 定め、 其の 分 を わかち 其の 事 を 通じて、 聊も ゎづら ひなから しむ 

る 也。 是れ 建, 官の 本意 也。 官と云 ふ は、 官舍 曰, 官、 司 也 法 也と 注せり。 本朝 義 解に 

大臣 以下 書史 以上 曰：， 官、 J!l^g§、 位 所 二 坐 立 者 皆 曰 位、 列 也. ％ 也と 注せり。 職 は 主 也 

業 也 執 掌 也と 注せり。 書の 說 命に、 官不, 及 二 私昵ー 惟 其 能、 爲罔, 及 二 惡德； 惟 其 賢。 

周書武 成に、 建 A 宫 惟賢、 位 事 惟 能と 云 ふ。 皆官と 位との 事 を 相 並べて 云 ふ 也。 周禮 

に、 惟 王 建， 國、 辨レ方 位、 體レ 國經レ 野、 設に目 分， 職、 以爲ニ 0^ 極 1 と 云 ふ。 叉 曰、 

以二九 儀 之 命； 正 M 邦國之 位； 一命 受， 職#赠、 再 命受レ 服、 |;|、 三 命 レ位、 や 四 

受レ 器、 |;|、 五 < 叩 賜， 則、 |也£1 六 命 賜：， や &ー  七 命 ^,國 、認、 八 命 作， 牧ノ か， A 


<l、  作レ 伯。 §e 伯 是れ等 皆 職 位官の 差別す る こと を 云 へ る 也。 本朝 淡 海 公の 令に も {Jin 位 令 • 

0^^^ 職員 令 を 分て り。 案ずる に、 職 ありて 後に 官位 有る こと 也。 視る こと 聽 くこと は 職に 

して、 目と 耳と 云ふ官 ありて、 目 は 上に 位し 耳 は 傍に 位する、 是れ職 位官 也。 職 あれ 

ば それにつ いて 必ず 位 あり、 位 あれば 其の 位して 居る 所に 名 is 來て官 と 云 ふなれば、 

官 は表號 にして、 位 は內の 上下 を 分つ ゆ ゑ、 理を 以て 云 はば 位より 官 也，、 次第 を 以て 

云 はば 官 より 位に 至る 也。 本 を 以て 云 ふとき は 官位 はー體 也と 1^ レ知 也。 堯舜の 時、 

(1 一一) ツル 1 ヲレ ナリニ リ  ニリ 

PI) 書 終 周 建 ,官 惟 百、 內有 一一 百授四 岳； 外 有 一一 州牧 侯伯, と 云 ふ をみ ると き は、 官 と：； ムふ 稱號ぁ 

官 

りて、 位 自ら そな はる 也。 本朝の 往古 推 古 帝の 時、 聖德 太子 始めて 定二 冠位 十二 階； 

孝德帝 始めて 八 省 百官 を 置く と、 日本 紀に 出で たれば、 本朝 は 位 を先づ 定めて 官 後に 

究 まれり。 爵と云 ふ も 位の こと 也。 與ニ 于享燕 1 然後 賜, 爵と 云へ り。 爵 はさ かづきと 

よめれば、 此の 心と みえたり。 日本に は 叙 餘と云 ふ は 五位に 任ぜら るる こと 也。 

官員之 事。 案ずる に、 官何を 以て 其の 數を 定め 其の 品を究 むべき とならば、 能く 其 

の 事を詳 にして 而後 職 を 定め 官を究 むる の理 なり。 近く 一 身に 考 ふるとき は、 腹心 あ 

り 筋骨 あり、 皮肉 あり 耳目 口 鼻 あり、 羽翼 股肱 有り。 遠く 天地に のっとれば、 陰陽 あ 
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り 五行 あり、 四時 あり 四方 あり、 山川 海 1! あり、 草木 鳥 ir: 魚餹 あり、 遠近 大小 (あり)、 

聖人 皆是れ にもとづいて 官の數 を 定め 事 をき はめ 玉へ る 也。 阜陶設 に、 無レ 曠 11 庶 

P 天工 人 其代レ 之と 云へ る は、 .犬 に 代りて 人の 庶官を 立てた るとの 心に や。 唐！^ 以 

前の 官は皆 天に 事 ふるの こと を 以て 官を立 つ。 太古の 法制 は 簡略に して 詳に 難， 知と 

い へど も、 大概 聖人 只 だ 遠く 天 道 を 重んじて 四時 を 定め、 天地の 位 を 究め 萬 物の 化育 

(一) 昔の 天 を 明に する 也。 處舜 より 此の方 璿璣 玉衡を 以て 天の 七 政 をと との へ、 九- K を 分ち 配り 

てこ とん \ く 民人 を 治む。 周に 至りて 官制 尤も 詳也。 周の 六 卿 は； 母 卿に 六十の 属官 あ 

1- も 〔かさ 

りて、 三百 六十の 官數 あり、 其の 小 司 小吏と もに 六 萬 三千 六 百有餘 ありし と 也。 其の 

S  -フ 

後代々 損益 ありと い へど も、 皆 世々 に. {R 數 まさりて はぶけ る こと は不レ 有。 席に 二十 

四 司 を 分ち て、 文武の 官 すべて 六 百 四十 員 あり。 是れ 後世に 至りて. {H: を 省き、 太宗內 

外の 宫を 改めて 如, 此也。 然れば 官數の 定法 いづれ をと りて 必と 定めが たし。 古人 は 

以, 事 任,. <： とい へり。 是れ職 事不, 得， 止の こと 有る に 因りて、 初めて 官を 置く 也。 故 

に 官職 相當 して 更に 空官 なく {<H 職な し。 後世 は以レ 人任レ 官。 此の ゆ ゑに 人 多く なれば 

官數 をます ゆ ゑ、 官 ありて 職な く、 空官空 職の み 多し。 すべて 官の數 多ければ 數官に 


^  '/u  ^  /sc  n 
出 か 愚 ば 匹 の 
づ誊す 'は すの 皮 狐 
終の— 、羊 はの 
局 意賢卽 皮貴腋 


て 一 職 を 分つ が ゆ ゑに、 職の 事に 奸曲遊 佚の 事 あり。 官數少 ければ 一 官 にて 職 をかぬ 


ニー) 成 王の 

5 臣、 周 公と 

共に 左右に 相 

たり。 畢公は 

成. 十； 及び その 

子康 王の 時の 

賢臣 

(三) 唐宋時 

代に 至りて 宰 

相の 官名と な 

る。 度 支 は 財 

政 を， is- る官、 

大藏 大臣の 如 


る、 其の 人材 德ゅ ゆしければ、 兼職 能く 辨 じて 不， 滞 也。 周の 召 公大 保の 官 にて 家 宰 

ひつこう  & 

を かね， 畢公 大師の 官に 居て 司 馬 を 兼ぬ。 丁 八に て 二 職 を かねし 也。 唐の 房 玄齢は 僕 

や  たくし  か 

射の 官を 以て 度 ま を 兼ね、 魏徵は 侍 中 を 以て 東宮の 官を攝 ぬ。 是れ等 を 以て 考 ふるに- 

(En  ^ 力 

千 牟の皮 は 一 狐の 腋に 不レ 如た めし なれば >  官員 を少 くして 人 を 撰び 事 を やすくし、 

つ ひえ 

作 祿を璺 にして 上の 費を少 くし、 權任專 一 にして 他へ 讓 りて 事 を さけんと する ことな 

く、 官員少 きが ゆ ゑに 通， 事に 利 あり、 唯 だ官を 省きて よく 人 を 擇ぶを 以て 本と すべ 

かみ  (五).  ジヌ ヲサ. <  ヌセソ 

き 也。 然して 官 上に 三 公 • 三 孤 あり、 下に 六 卿 あり。 三 公. 三 孤 は 論, 道經， 邦、 蠻, 一 

リシ  ヌ ッ ッシミ マ r ト；： ズ  ヲ タスク 一〉 レ  ヌ 

理 寅 一！ 亮 天地； 弼ニ予 一人 一と あり、 六 卿 は 天地 四時に 表す。 先づ大 官を冢 

リ  ヌ ベ  ヲ (均) クスル ヲ 

宰と云 ひ、 唐の 史部 にあたり たり。 掌， 一邦 治 一統 二 百官 1 抱 M 四海 1 也、 官吏 選 授勳封 考課 

のこと を 司 どる 也。 本朝の 式部省に 相 常す。 職員 令に 曰、 掌 下內外 文官 名 帳、 考課， 

選敘、 禮儀、 版 位、 位記、 校 二 定 勳績； 論， 功 封お、 朝 集、 學校、 策 n 試 貢.^; 祿賜、 

假使、 補 TT 任 家令； 功臣 家 傳田事 上と 出で たり。 地 官は司 徒と 號す、 掌 二 邦 敎ー敷 一一 五 龍ヌひ 

ヤス ンズ フ 

擾 一一 兆民 一也。 廣の戶 部に あたれり。 人：：^  • 田 土  *戶 口  • 村 糧を司 どるの 官 にして、 
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本朝の 民 部 省是れ 也。 令 曰、 掌 二 諸 國 戶ロ \ ？籍、 s» 牽義、 優復、 蠲免、 家人、 

ノゾク 

奴婢， 橋 道、 津濟、 渠池、 山川、 救澤、 諸 阈田事 一也。 春 官は宗 伯と 云 ひて、 掌 二 邦禮, 

治 二 神人 I 和 二 上下 一也。 唐の 禮 部に あたれり。 禮儀 • 祭祀 • 宴享 • 貢擧の こと を 司 どる。 

本朝の 治 部 省是れ 也。 <p 曰、 掌 n 本姓、 繼^、 婚姻、 鮮瑞、 喪 葬、 00, 國：： r 諱及 

諸 ilil 朝聘事 一也。 夏 宫は司 馬と 云 ふ、 掌 二 邦 ，統， 一六 師 1 平 二 邦國； 唐の 兵 部に あたりて、 

天下の 軍衞、 武官の 選授戎 馬の こと を 司 どる。 本朝の 兵 部 省 也。 令 曰、 掌,， 內外 武官 

名 帳、 考課、 選敘、 位記、 兵士 以上 名 帳、 朝 集、 祿賜、 假使、 差二發 兵士.； 兵器、 儀；^、 

删；； 難； き 城 際、 锋 火事 上と い へり。 秋 官は司 寇と云 ふ、 掌 一一 邦禁 1 詰 ニ遂， 刑 二き 亂ー 

也。 唐の 刑 部に 比せり。 刑名 • 徒 隸- 勾 覆 • 關禁を 司る。 本朝の 刑 部 省 也。 令 曰、 掌 下 

鞠 レ獄、 定ニ 刑名.； 決， 1 疑獻； 良賤 名籍、 闪禁、 債 fislhgllgfl 也。 冬 官は司 空と 一 K ふ、 

掌 二 邦土 一居 二 四民 一時 二 地 利 一也、 則ち 唐の ェ部 にあ たれり。 百 ェ* 山澤 のこと を 司 どる 

なり。 本朝の 宮內 省是れ 也。 掌ァ 出納、 諸國 調、 雑物、 春 米、 官田、 及 奏ニ宣 御 貪產？ 

諸方 口味 事 ^ 以上 是れを 六 卿と 云 へ る 也。 故に 周禮 に、 六 卿 分， 職、 各 率， 1 其屬； 以倡二 

九牧； 阜 成 二 兆民 一と 云 ふ は、 是の六 卿 を 想ぶ る官の 司に して、 是れを 以て 天下 億兆 


の 民 を 治めし と 也。 是れ 周の 制 也。 夏に は大 子の 下に 三 公 を 置き、 一公に 三 卿 を 佐と 

して 九 卿 を 置く。 九 卿に せ 七の 大夫を そへ、 大 夫に 八十 一 の 元士を そふ。 是れ 百廿の 

官員 也。 其の後 歷代 にか はりて 門下 省. 中 書 省. 尙書省 を 置く。 其の 外さまん \ の 品 

か はれ ども、 唯 だ 周の 官を 守る に 不：， 過、 ゆ ゑに この 六 卿を尙 書と 號 して、 ともに 相 

S 

貴ぶ こと 也。 凡そ 官 ひきし といへ ども 時の 權咸過 超し、 君の 寵臣 久しく 此の宫 に 罟 り、 

世々 此の 官に 居る 人 寵祿畳 なれば 其の 官 必ず 貴くなる こと- 古來 より 然る 也。 本朝の 

古 は 冠位 十二 階に 究 まり、 其の後 三 公 八 省 あり。 八 省の 內大藏 省 は宮內 省より 別れ、 

W- やうぐ b  » 

中 務省は 唐の 中 書 省に 比せり。 然して 其の 職掌 は 吏 部に 通ず。 この 外 令 外の 官職. 內 

循 して 多し といへ ども、 實は八 翁に 屬 せり。 ここ を 以て 云 ふ 時 は官員 甚だ 多し といへ 

ども-其の 所, 由豈 多端な らん や。 犬 地 を考へ 人事 を 察し、 衣食 居の 用 を はかり、 國 

用 を 利し 三 民 を 安ん ずるた めの 官位 也。 源 親 房 卿 職 原抄を 撰す といへ ども、 唯 だ 其の 

(官) 位の 始まる 處を 博聞して、 聊か 世の 政道に 益な し。 尤も 可レ歎 也。 

二 五 賢 を 選びて 官に 任ず 
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ラ  まど ひ 

師曰 はく、 我が 天性 元來惡 を不， 知と いへ ども、 外物に 感じて 其の 惑 をう く、 故に 

(ニス ヲ  リ 一- スル ニヲ  つげん  (二) ハク  レ 

正， 心 は 在レ誡 レ 意と 也。 意 は 心の 出で て 物に 感ずる の 《バ兑 也。 叉 曰、 非 禮勿ー 一視 聽ー百 

動 一と 云 へれば、 先づ意 念の 發 する 處 * 耳目 口 鼻 四 支の ふるる 處を 改めて、 然して 後 

に 心性 自ら 正し。 心に 病な しとい へ ども、 肝經 ささ はり て 目 ふさがり、 肺經 病みて 鼻 

とづ。 君 元と 正しと 云へ ども 臣 塞がる 時 は事閱 し。 然れ ども 諸臣皆 明に ならし めんこ 

と は、 廣く救 ふの 道 也と 云へ ども、 竟に不 レ可レ 及 ゆ ゑに、 官に 任ずる の 人まで を專ら 

(一 II) 

けいらく 

撰擧 せし むべき 也。 官は 人の 耳目 經 終の 如し。 是れを 能く 養 ふとき は 皮肉 骨 節 a 然に 

(息 陶？ じ クスル 1 ヲ  (喊 力  一 is ズ ... レ 

全き 也。 ここに 古を考 ふるに、 阜陶は 無 X 曠, 1 庶官 一と 云 ひ、 伊 尹 は 任レ官 惟賢と 云 ひ、 

ふ えつ ( 說.， 紡 中) ハ リー 一  ツル ヌレ 

傅 說は治 亂在 二庶官 一と 云 ひ、 周 書に 建， 官 惟賢と い へり。 然れば 賢人 君子 を 用 ひて 官 

にあら しむれば、 -大下 長久に して 子孫と こ しなへ 也。 小人 邪 臣政を とれば、 萬 民 こと 

ごとく 苦しんで 終に 國 亡ぶ。 周の 文 王 は 太公望 を 得て 王 業 を 立て、 齊の桓 公 は 管 仲に 

因りて 伯 業 をな す。 何れ か 賢者に よらざる や。 唯 だ 上代に のみ. 賢人 君子 多くして、 末 

代に すくなき と 云 ふに は あらず、 人君の 求む る 處の淺 深、 好む 處の 厚薄に よって、 出 

來と 不二 出來 一と ある 也。 草木 は 非情の ものな り、 ds- は 人間の 類に あらず、 美 玉明珠 


.  、  (流行) 

は 深く 山水の 內 にかくれ、 異國の 玩器は 此の 國の ものなら ざれ ども、 人 求め 時には や 

りて は、 草木 鳥獸美 玉玩器 いっとな く聚 まりて * 古 はな かりし と 云 ふ もの も 幾 品 も 出 

生す。 況ゃ人 は 類に 因る もの なれば、 水の 濕へ るに ながれ 火の か はける にっき * 龍の 

雲 を 起し 虎の 風 を 生ずる がごと く、 上に 聖人の 德 ましくて、 下に 大人 を 求め 玉 はば 

各- 從， 類 而必贤 人君 子出づ べき 也。 知， 臣 は莫, 如， 君と いへ り。 君 善く 賢 を 求めて 宫 

を 授けん こと を 思 ひ 玉 はば、 臣 自ら 君子の 德を 可レ具 なれば、 求レ賢 任レ官 こと 人君の 

大要 也。 化し 賢才 を 求む る こと、 奇才 異能を 云 ふに あらざる 也。 平生の 言行 を 正しう 

し 佞姦 邪義 に不， 陷が 如くなる を 以て、 人 を 得と 云 ふ 也。 

擧官の 法。 案ずる に、 官 にあぐ る は 平 士の內 より 相え らんで 一 官を授 くる こと 也。 

人 至って； 難し、 佞奸 至って 明に する こと 難し、 愛憎の 情 叉 難：， 防。 此れ 古より 三 難 

と 云 ふなり。 如何して 此の 三つ を 正しく せんとな らば， 主 能く 明に して、 久しく 其の 

事 をね らしめ 其の. 情 を 試む るに あり。 然 れば官 に可レ 用の 人品 を考 へて、 諸 士の內 よ 

( is 

り 载て撰 出し 置きて、 官人 かくれば 乃ち この 內 より 官 にあぐ) 又 平士の 間に 群參 のこ 

と を 定め 置き、 これに 将责の 司 を 多くして 其の 人品 を 正し、 その 中より 官に可 レ入器 
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を考 へて、 先 づ微官 を與 へて 任じ 用 ふる、 是れ擧 官の法 也。 次に 考課と 云 ふこと あり。 

是れは 一 官 一 職 を與へ て、 是れが 官職に 居る 間の つとめ を 詳に考 へ 計る こと 也。 古 虞 

二)  |# 舜五 年に 一 たび 巡 守して、 四方の 諸侯 を 一 方づっ あらため、 敷^ 以レ言 、 明 試 以レ功 

と 云 ふ 心 を かたどり たる こと 也。 舜は三 載に 必ず 一度 諸 {n の 功を考 へて、. 九 年に して 

i 一? 太守ば 賞罰 を 行 ひ 玉 へ り。 周の 冢宰歲 の 終りに 百官 を 正し、 三 歳に 大 計 二 群 吏 之 治 一と 云 ふ 

^:.:)，ま_, も.^ のこと 也。 漢は專 ら是れ を 用 ふ。 元 帝の 時、 京 房 考レ功 課 吏の 法 を 作りて 穴 入 聞す" 

Si: へ V にして S  ,  ニー 一) 

台：^、：？ め-り  リ么ぅ 

悶内£ とな 事 微細に して 用 ひがたし。 餽の明 帝の 時 • 劉 幼都官 考課の 法 七十 ニ條を 作りて を 

る 著書に^  か-つか，、  (wn ッ クリチ ツチ ョク ヌ 

glgfd 考 I 敫 せんこと を 奏すと 云へ ども、 竟に行 はれず。 晉の武 帝の 時、 杜说爲 二 黜陟之 課 一て、 

(ョ) よ-じ  キノ  つ ふさ 

^  在官 一 年 以後 毎年 作法よ きこと を 言上 ある もの を 上等と し、 如， 此 こと 六 年に して 具 

文武 共に 功 あ 

りな 當？ §1 に 其の 優劣 を勘辨 し、 優 多くして 劣 少き者 は 叙し 用 ひ、 劣 多くして 優少 きもの は官を 

^0^^ 下すべき こと を 論ず。 唐の 考 功の 法 は 四 善 を 以て 正す。 ー曰德 義有レ 聞、 二 曰 淸愼明 

多 L  二 ハグ  シス 二 ハク ァラ ズリ  ジノヌ 

著、 三 曰 公平 可 レ稱、 四 曰恪勤 1L 懈、 此の 外に 二十 七の 法 を 立て、 考功郞 中 一京 官考； 

員外 郞判ニ 外 官考； 猶ほ監 考* 校考. 知 考使を 置きて 是 れを考 へ、 簿帳を 作り 朱を以 

て 詳に事 書 をな せり。 奸人僞 りて 朱 をけ づり改 むる が ゆ ゑに、 咸通 十四 年に 墨書に な 


s 博 3^ に 

し てす S あ. n 人 

卩人部 待郎 及び 

刑 部お 書と な 


3 典)  フ セキヲ  (foif お $1) リ 

書に 三 載に して 考, 績と云 ひ、 孔子 も 三年に して 有， 成との 玉 へ 


れ りと にや。 宋の 太祖 は審 官院、 太宗は 考課 院を 立てて、 文 臣は五 年、 武臣 は 七 年 を 

以て 年限と して 其の 優劣 を 正す。 唐に は 吏 部 是れを 正す ゆ ゑに、 專ら考 功郎 中主レ 之。 

宋には 特に 重んじて 大臣 是れを 司 どる。 考課の 道、 古より 重 レ之 こと 如 レ此。 

凡そ 年限 は 三年 を 以て 定格と する こと， 帝舜の 時に のっとれり。 是れ は國司 縣官の 

民の 政に. あらん こと を 歎じて 此の 制 を 立つ る ゆ ゑに、 專 ら外官 のために 用 ひらる。 

上古の 舜 • 聖人の 

孔子 猶ほ 三年 を 以てすれば、 況ゃ 末代の 流 俗、 民の 化 を なすこと 速に して 功 あるべ か 

らず。 ゆ ゑに 年限 を ゆるやか にして 其の 是非 を考 ふる は 人君の 優恕 也。 外官 計りに 不 

レ限、 內 京の官 • 近習の ものまで も、 具に 是れが 功 課を考 へて 黜陟之 政 あらん は、 勸 

善 懲惡の 政 なれば、 仕官の もの 心を勵 ますに 足れり。 何し 人 至って 難ブ 滞、 情 時に 至 

つて 變ず。 一時の ふるま ひ を 以て 必と 定めが たし。 然れば 年限 を 立て 事 を 改めば、 年 

限 を 以て 行を僞 りて 上 を かすむ。 又 年限の 間 しるしみ えざる 官職 可レ 有。 唯 だ 世上の 

毀譽 になり ゆかば、 人の 俗 皆 外 をつ とめて 內を 省る こと 不レ 可レ 有。 其の 考監の 役人 奸 

てん ゆ  (五) 

曲 を さしはさまば、 亦 下情 詔諛を 専らと すべし。 されば 唐の 高宗の 時、 盧 承慶內 外の 
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官 を 考課せ しとき に、 一人の 阈代、 米 を 廻船す るに、 風に 逢 ひて 多く ゆと：： ム へれば、 

慶考レ 之 中の 下と 究む。 其の 人 少しも 不レ 動、 言 ひ あらそ ふこと も 無くて 返かん とす。 

承 慶是れ が 正 をみ て、 風波 は 力の 不レ及 所な りと 注して 中の 中と 改む。 其の 人 更に 喜 

ベる 色 もな く、 又み にくき 貌の あら ざれば、 承麼^ を 改めて、 寵 辱不レ 驚、 考 上の 上 

と 注せり と 也。 其の 平生 を不， 考 して 一時の 風情 計り を 以て 進退 せん は 皆 如 レ此。 其の 

上 功 は 其の 職官 につく.， 人 は 其の 言行に したがへば、 考課の 役人 心得に よって 悉く 

相違 あるべし。  • 

(二  (二)  はしょ.，、 つかさ  二 11) 

唐 虞の 世に 后 稷は播 稷を主 どり、 益 は 山林 を 司 どり、 睡は共 ェを司 どり， 龍 は納言 

斗つ  か 5 えう  う ..  、 

となり、 契 は 五敎を 敷き、 阜陶は 刑 を 明に し、 伯 夷 は 禮を司 どり 尸リ  1 は I.- を 司 どる. - 

各 > ー官を 守りて 身 を をへ て^に 外 を 求めず。 然るに 後世 は 人材 不足して、 遍く八 人 

の 官 に 居て、 遠き もの は 三年、 近き もの は數 月に して 輙ぉ 易り 去る。 如， 此 して は 功 

業つ ひに 不レ 可レ 成。 たと ひ 格 勤の 臣心 をつ くし 力 を 致して 其の 職 を 治む る も、 其の 績 

效 あら はれ ざれば 上是れ をうた が ひ、 同列の もの 是れ をね たみ、 つ ひに 人の 言に 因り 

て 罰せら る。 是れ又 考課の あやまり 也。 考課 を專ら とする 時 は、 奸 4 灰の 臣知を てら ひ 


(£)  .M 吏、 

度 支ぬ 書に 進 

む、 名聲 あり 


(五) 字 は 子 

0.  略嚴 明、 

事 を 執りて 凝 

滞な し。 吏 部 

^?*ょり大-么 

相と なり、 ^ 

；" #干 一に 封ぜら 

る。 もさに 受 

禪 せんとして 

盗の ために 殺 


て、 交り をよ くし 譽を 求め、 官に 居る こと 少 くして 名聞 高し。 その 弊 皆實を 失って 毀 

譽 にあ づ かる 也。 叉 考課の 道 あら ざれば、 承 平日 久しくして は百宫 職業 皆 定法に なり 

て、 それに 順 ひそれ を 手本と して 末々 まで 例に なり、 功 を 立つ る こと 自ら やむ。 然れ 

ば 考課の 道 あらず して は 又 任官 規模 あるべからざる なり。 舜の黜 陟の政 これ 也。 ここ 

に 年 勞と云 ふこと あり。 是れ 其の 官に 久しく 居て 勞 をつ むこと 久しき 時 は、 是れを 用 

ひて 官を 上ぐ る こと 也。 el し 久しく 官に 居れば 必ず 其の 職に 邪姦 ある もの 也。 世お に 

(En 

云 ふ 下手 功と 云 ふの 心 也。 li の 世に^ 亮 停年の 格と 云 ふ をいた せり。 是れは 外 武の官 

人 は 三年 を へても 官を うつさず して、 唯 だ 其の 位 を そのまま にして 祿を 厚く す。 此の 

時 は席才 下品の もの も、 年月 を 久しく すれば 賞に 预るゅ ゑに、 捐亮が 甥 劉 景安書 をつ 

(上) 

くりて 是れを 改めん とす。 然れ ども 此の 時分 考課の 法 悉くた が ひ、 官に のぼらん とす 

る 人 は 多く、 官は少 く、 皆奸 曲に 陷り ける ゆ ゑに、 S£ 亮ー 旦 此の 格 を 立てたり。 東魏 

(五) 

の 高 澄 政 を 梁り 吏 部 を 兼ねて、 5^ 亮が 停年の 格 を 革め て、 務めて 賢才 を 求め、 年限 三 

年 を 以て 考課せ しめけ る。 

本朝の 令に 考課 令 を 載す。 其の 言に 臼、 凡 內外文 武官 初 位 以上 fig^£f 一  每レ年 
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當11^長官考ニせ^屬官； 應，考者皆具錄，ニ 年功過行能； 並 集 對讀、 議， 一 其 優劣 一定 こ 九 等 

第； 八月 三十日 以前 校 定、 京 宵 畿內 十月 一 日考文 巾， 一 送 太 政官； 外阈十 一 月 一 H 附， 1 

朝 集 使 一中 送、 考後 功過 並 入 ニ來年 1 云々。 本朝の 考課、 專ら 唐の 法に 准據 する ゆ ゑに、 

二 へク ゾべキ スヒ トヌパ i  vri  ハ 

四 善 を 立て 四十 二の 最條 を舉 げたり。 义選敘 令 曰  >  凡應, 敍者、 t み 短、 本 司 八月 三十 

日 以前 校定、 式部 起こ 十月 一 日ー盡 M 十二月 三十日； 太 政 官起ニ 正月 一 日ー盡 ニニ 月 三十 

二  テ "ノー 一  シゾへ 3  ノキ プ、 7 パ  "テヲ シリテ V ョ I 一  ゾャ ス  力 二セョ ヌ 

日； 皆 於， 一 限 內ー處 分畢、 其應， 叙 人、 本 司 量, 程 申達 集 V 省、 凡應， 選者 皆 〔#11 狀迹ー 

4.- ンギ  二 ハヅセ  ヲ  クバ レ  キ ヒトヌ  ケパ レ  キヒ トヲ  ト 

经擬之 日 先 盡ニ德 行； 德行同 取 二 才用高 者； 才用同 取， 一 勞效多 者 一 云々。 選 叙の 法尤 

も詳 なり。 年中行事に 八月 十  一 H を 定考と 云 ふ、 是れ 考課の こと 也。 二月に 列 32- と號 

して、 諸 司の 輩の 上 日 を 選 成して 式 兵の 二 省より 奉る。 机し 是れは 擧士の 法なる にや。 

六 位 以下の 藝能 有る もの を えらみ て、 h 卿に 器量 容貌 をみ せし むる と 也。 擬 階の：^ r 、と 

一 K うて、 かきあつめて 詳 にせん ぎして 奏聞 を ふる 事 あり。 皆是れ 任官の 大 節なる が ゆ 

ゑに、 日限 を 定めて 年中の 行事と する 也。 必竟 考課の 事 は 上古の 聖人の 用 ふる 處 にし 

て， 三年に 一 たび 其の 功 を はかり、 九 年に 三た び考 へて、 然る 後に 懲惡擧 善の 政 なれ 

ば、 任官 人 を 得る の 道、 萬 世 皆是れ によれり。 然れ ども 下に 好 邪 多くして、 やや もす 


(一) 論語 憲 

問篇第 II 十二 

々■4 に、 赘を荷 

ひて 孔子の 前 

も 通れる 者、 

孔子 も そしり 

しこと 見 ゆ。 

li- 士の稱 とな 

る 

(二) 門番と 

夜 り 


れば 其の 道 を 失 ふことの 多ければ、 人君 官 のために 人 を 選ぶ の 志 深く、 督責之 監不レ 怠 

キ プ  へき さよ  ラ 

ば、 其の 政つ ひに 古に 可 A 及 也。 次に 辟 擧と云 ふ 事 あり。 是れ は隱士 陪臣に 不, 限、 夭 

めし あぐ 

子 其の 德を 聞きて 召して 官に 任ぜし むる のこと なり。 承 平日 久しく、 朝廷に 蔭 子 蔭 孫 

と號 して 仕官の 臣の 子孫 多き 時 は、 体 祿の費 を はかりて、 才德 世に 稱美 せらる る もの 

を も辟擧 有る 事 希 也。 この ゆ ゑに 才德 人に 殊 なれ ども、 沈淪 して 或は 山林に 身を隱 し- 

(二  (二) 

もつ こ にな  はう くわん ァォ たく 

或は 簣を 荷うて 世 を 渡り、 或は 抱 關擊柝 のま づ しき 祿 にわ ざと 身 を やつして， 終に 世 

を 救 ひ 民 を撫づ る 職たら ず。 故に 人君 政に 志 ふかき 時 は、 山野に 遣 賢 あるべからざる 

也。 是 れ辟擧 せらる る ゆ ゑ 也。 殊に 陪臣 は 諸侯 卿大 夫の 家に つかへ て 有る が ゆ ゑに、 

上 又 是れを 召す 事 あら ざれば 下 又 選ぶ に 品な し。 然れば 陪臣の 內、 其の 才德譽 望 勇武 

拔 群の もの をば 辟擧 ある 時 は、 人彌  >  勤恪して 政道 下に 可レ 及。 或 曰 はく、 外人 を 召 

して 官に 入れ、 千里 を 招きて 士を不 X 賞と 云へ ども、 近臣 外 臣の內 をよ く 仕立てよ く 

撰 まば、 天下に 人豈 乏し からん や。 異朝に 開 元. 天寶の 比 は、 選士 外より 用 ひずして 

別に 事なる ことな かりきと 也。 案ずる に、 選んで 下より 士を あげ、 問うて 山林の 士を 

召す は， 皆 善 世の 政に して 經 , 邦の 一端 也。 其の 法不レ 正と き は 却って 佞奸 出來 す。 
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兩漢に は 是れを 用 ひて 治まり、 魏 • 齊は是 れ によって 亂る。 其の： お. 惡 しきに は あらず 

して、 用 を 失へば 也。 世 承 平に 屬 して 子孫 祿 を 重 ぬれば、 皆 富貴に ほこり 飮貪に ふけ 

り、 居所 衣服 を あつく して、 唯 だ^ 器 を 弄し 遊实を 好んで、 父祖の 艱難 を 忘れ 主 忍の 

莫大なる をな みして、 行義德 智皆亂 る。 人富贵 なるとき は 必ず 辛苦に 不， •、 花の さ 

かりにして 風 寒に しぼむ に 同 じ。 飮食 過ぐ ると き は 睡眠に 屬 して 事を勒 むる に 不；， 堪。 

L やう, ごん 

居所 粧嚴 あれば 必ず 客 を 招きて 是れを 賞せ しむ。 衣服 美溫 なれば 氣 さかの ぼり て不 

カナ ラ  ，-め しく  たく じ 

レ靜 e 皆是れ 人品 を惡 敷して 勤 を 失 ふの 用 也。 志 至って 卓爾 たらば 是れに そまず とい 

へど も、 中 人 已下は 悉く 是れ をした ひ 羨んで まなばん こと を 願 ふ。 中 人 已上は 世に ま 

れ也。 是れ 仕官 厚祿の 人道に 遠き 所 也。 故に 承 平にして 藤 子 蔭 孫 多し とい へど も、 用 

ふるに 足るべき あらず。 山林の 隱士、 微官 の^ 臣は、 多き 人の 內 なれば 德行材 tn の あ 

る もの 殆ど 可， 有, 之 なれば、 辟 擧の法 いづれ の 世 とても 棄 つべ からざる 也。 

選 二相 將之任 1 事。 案ずる に、 官 惟れ 百に 及ぶ といへ ども、 其の 要と する の S 本 は 文 

武のニ 棟梁 を 撰む にあり。 然れば 治亂を ふまへ て 陰陽の 相對 する に ひとし。 上古に 四 

(二) (一一 一)  .フ  ヲ 

岳 • 九 宫 • 十一 一 牧と云 へ る は、 百官の 內に 其の 要と する をい へ る 也。 撰 一一 宰相 之 任；」 


s 禮記文 

王 世子 篇に出 

づ 

(五) 前 出 1 

一二 四ー 貝參照 

(K) 厘 名、 

上 台 • 中 台 • 

下 台 

(七) 書經の 

篇名 

(八) 太公望 

(九) もと 豪 

商に して、 秦 

の莊襄 王の 趙 

に 質たり しも 

救う て 宰相と 

なる。 已れ の 

娘め る 妻 をーェ 

に獻 す、 この 

生子卽 ち始皇 


んで仲 父と な 

す。 後ち 邪淫 

あら はれて. 0 

殺す。 呂氏春 

秋 を あら はし 

て 有名な り 

( 一 〇) 字 は 

公、 ^にあ 

つ て 善く 士を 


と は 古今の 所 レ論 なりと 云へ ども、 今 任 二 其 問 1 而注レ 之。 凡そ 古 は 三 公二 二 孤の 官を 1K 

(Mn- 一  ハク  ニリ  リ  クル 1  ビ  ヌ ^^^f  -:krj* なョ 

子の 下に 立てたり。 記 曰、 虞 夏 商 周 有， 1 師保； 有 n 疑丞ー 設ニ四 輔及三 公一 f#1? 曰， ~§ 

1、 ，  シモへ クダ ノト スィ フフ ヲ ノウ ヲ  ニク  二 

レ曰弼 レ^ S 個、 不-必 備ー 惟 其 人、 語レ 使い 能 也。 故に 天. 子 無 X 體， 三 公 無 レ宫、 參職 天子、 

ノ 力 レー 一力 ナ ヘン (六) テヲル  ノ. リテ (七) ヲ 〈クチ  ヲ-ニ 

何官之 稱， 天文 三台以 一一 三 公一 法焉と あり。 周 成 王 作 ニ周官 1 曰、 立 二 太 師太傅 太保ハ 玆 

惟三 公、 論 X 道經， I、 變ニ理 陰陽； 少師少 傅 少保曰 二三 孤； 试 X ム弘 化、 寅 n 亮 天地 一 

クヲ  (八)  リ 

弼ニ予 一 人？ 是れ 古の 三 公の 法 也。 周の 武 王の 時 太 公太 師 となり、 成 王の 時 周 公爲， 一太 

師； 畢 公 $i 二 太 傅； 召 公 爲ニ太 保？ 殷の太 甲の 時に 伊 尹 太 保に 任ず。 黄 帝 得， 1 六 相 一而 夭 

地 治 神明 至 * 處舜の 時 十六 相 を 以て 內平外 成と 云へ り。 殷の湯 王 初めて 置 ニニ 相； 伊 

ちゅう *v』 

尹. 仲虺 これに 任ずと 也。 三 公と 云 ふ 名 は、 相と 云 ふと^なる に似て 實は同 儀 也。 こ 

こに 秦の 悼武王 始めて 三 公 を やめて，^. 相の 官を 置きて 左右の 丞相 あり、 始皇呂 不.！ せ を 

贵 ん で相國 とす。 相 國* 丞相 相 並びて 天子 を 助く。  二世に 至りて 中-爪； 相 を 置く、 合せ 

て三官 也。 漢の 高祖 卽位 あり. て 承 相 を 第一 の 位と す。 蕭何 を：^ 相に 任じ 其の後 又相國 

二  01 

と號 す。 惠帝 左右の 丞相 を 置き、 文 帝 水 一 相 を 一 官 とす。 成 帝の 時、 御史大 夫仞武 奏し 

て大司 馬- 大司 空の 二 官を增 して、 三 公 に准じて 初めて 號ニ 宰相 1 也。 後 漢に承 相 • 御 
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史大夫 を やめて、 古の 三 公 を 置く といへ ども、 天下の 事皆臺 閣に歸 して 尙書 省の はか 

らひ 也。 是れを 中 台と 號す。 故に 三 公 は 具 員な りと. f,.f うて 名 計り 也。 是れは 三 公位 髙 

く 威 重く して、 ややもすれば 天下の 權を 私に する 事 多し、 ここ を 以て 三 公に は、 老人 

病體 にして 事 を なすこと ならず 權を奪 ふことの 不レ叶 もの を 撰んで、 是れに 任ず る ゆ 

ゑ 也。 唐に は 僕 射 を尙書 省の 長官と す、 是れを 宰相と 云へ り。 或は 參議 得失. 參知政 

事の 類 皆 宰相の 職 也。 後に 平 章 事と 云 ふ、 是れ又 宰相 也。 宋には 间平章 事 を 以て ホ相 

ノ カズ シ レ  門下 省 也 

の 職と して 常 員 無， 之。 神宗 より 侍 中. 中 書. 尙書を 三省と 號 して、 宰相の 居所と し、 

三省の 長官 を 宰相の 職と す。 歷代 宰相の 任 甚だ 重し。 師 • 傅 • 保の 職 は 天子に 師範と 

して、 天下の 政事 を 傅 保す るの 職 也。 然れば 天子 宰相 を 撰んで 善 任 するとき は、 天下 

自ら 安し。 人 主 之 職 在, 論 一一 一 相； 一 相 之 職 在， 任 二 百官 一と 云へ る は 此の 事 也。 宰相の 

撰 を 備にせば、 其の 人品 德行 正しく 威儀 嚴 重に、 器識 寛大に してせ はしからず、 材智 

周ね く 渡りて 理に 通じ、 辯 言 正しく 顏色 和し、 古今に 通達して 博聞 約禮 に、 能く 難に 

堪へ 重き を 荷うて た ゆまず 不， 怠、 是れ 宰相の 選と 可レ謂 也。 宰相の 職と 云 はん は、 天 

地に 則りて 天下の 法 を 立て、 陰陽に 順 ひて 政 を 正し、 國土を 計りて 制 法を修 し， 賢才 


(一) 漢の高 

祖の 功臣、 恵 

帝 及び 文 帝の 

^丞相と なる 

(二)  » の宣 

^^?の5<の丞相、 

わお て 出で て 群 


て はす、 牛 

の 喘ぐ を 問 ふ。 

人 これ を あや 

し.^-"  口 はく、 

群衆の 死傷 は 

市の 役人の 司 


牛の 喘ぐ は 時 

和せ す、 こ 

れ 宰相 陰陽な 

和す るの 道よ 


に K る、 故に 

問 ふな h- と 


を 求めて 官に 任じ、 能く 萬 物の 生 を 遂げし む， 是れ 宰相の 專ら 職と する 所 也。 無， 一 其 

人 一則 闕と云 ひて、 天下 第一 の 官職に 居て、 祿を 厚く し悴を 畳に しながら、 如 Z 此の 職 

を勒 むる こと 難, 叶と き は、 其の 人 則ち 職を辭 し、 人君 又 是れを 去る ゅスん に、 則ち 闕 

の官 なり。 I は は舰。 或は 又苟 非レ稱 レ 職竊， 位與， 幾と も 云 へ り。 上 は 天の 三ム门 星に 

かたどり、 下 は 管轄 權衔に 比して 萬 機の 木と すれば、 かりそめにも 其の 選 其の 職お こ 

たらば、 天下の 敝塞 無レ疑 也。 不， 親 二細務 一と 云 ふこと あり。 是れは 斑 細なる 職 事に 

おいて は 宰相 是れを 取 あっか はざる と 云 ふこと 也。 宰相 大事に 任じて 常に 政道の 大耍 

を專ら とすべし とのこと 也。 漢の文 帝 一 歳の 錢穀の 出入の 數を 尋ね 玉へば、 陳平有 二 

(二  ) 

ッカ サドル  へいさつ  あへ ぎ  ハ 

主 者 一と 答 ふ。 丙吉 牛の 喘 を 問 ひて 死傷の もの を不レ 問。 是れ 各-其の 大體を 論ずれ 

ば 也。 但し 手 を 拱し 座 を 高く し、 偏く 四方の 士に 重んぜられ • 知德 共に 1  曰くして、 唯 

(法)  ル ゼ 

だ 陰陽 を 治め 天地に の つと ると 云 ひて、 大 細事と もに 不レ 通の惡 人 あるべ し。 司 馬 光が 

ナル モノ ヲ  ラ  ヲ シテズ  リ  ノグヲ テム  ヌ  ャォ ロゾ. f- 十- フ 

丙吉を 評して、 不肖 不， 去、 賢人 不, 進、 而慮ニ 於 牛 喘； 以求二 陰陽 之 和； 不二 亦 疎 一 乎 

と； K へる はこと わり 也。 宰相た る 人細務 を專ら とする こと を 好む、 其の 所以 あり。 一 

に は 我れ に 大體を 知る のこと なく、 細務を つとむる を 宰相の 職と 思 ふ あり。 二に は 人 

君 道 一一！  §  一七 一 
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君 明察 を 好みて 自ら 宰相の 職 をな す 時 は、 大臣 却って 小事 を 勤む。 三に は 本より 有司 

の 務め を 得て、 是れを 以て 知 を かがやかす あり。 四に は 人君 本 を 治む る こと を 不レ知 

して、 小事 を 以て 大臣 を责 むる あり。 五に は 大臣 權重 くして 大 細事 皆 決する あり。 皆 

是れ眞 の 宰相の 法に あらざる 也。 自レ古 三 公論 レ道、 六 卿 分， 職て、 大臣 小 卿 各.' 差^ 

あり。 秦に 至りて 三 公に 其の 人な く、 悉く 細 小の 事 を 掌ら せんた めに 水. 相 を 通く、 是 

れ によって 秦の政 はげしく 道徳に 遠くして 政亂 る。 後 漢に尙 書 を 親しみ 近づけて、 三 

公 は 置きても 人君へ 遠く、 大 細事 皆尙 書の 奏 問に よら ざれば 事なら ず。 如, 此 して 古 

の 法 は 形ば かり 殘 りて、 師. 傅. 保の 職 も 名のみ 也。 

二)  の 次に 宰相 は 選 敘の官 也、 其の 家に つくべからず。 選 敘の官 と 云 ふ は、 { 炎 を 定めず し 

世 となる こ 

とも 指す  て 人 を 選み 德を考 へて 是れを 任ずる こと 也。 是れ萬 民の ために 其の 政道 を 下に 及ぼさ 

ん との 投 なれ ども- 承 平日 久しければ 必ず 家に 定まる こと 又恆例 也。 人君の 明暗に 因 

に！^ クナ； S お る ことなれば、 極めて 難レ言 。 昔 魏の文 侯 相を擇 ぶの 道 を ii: ふ。 李克 答へ て 曰 はく、 

人と いふ。 後  マ  へ フル 

ば は？^? ^ 官に 居て 妄りに 人 を不レ 親、 親しむ もの は 必ず 賢 也。 富みて 妄りに 不 レ與、 所， 與のも 

巧.！ 上 CV- 鬼； ix 一家  ル -ー  ヒ  フル 

見 ゆ  の 必ず 當レ 理。 達して 妄りに 人 を不レ 用、 所レ用ぁれば必ず^_,"し。 困究 すれ ども 非義の 


- (一一 一) 齊の 人、 事 をな さず.、 貧に とぼし けれども 非 義の財 を不レ 取。 此の 五つ をかぬ る もの は 君子 也、 

孟 富 君の こと。  (一一，)  (き 

大臣 宰相の 任に あたる べしと 云 ひて、 田 文 を 相と す。 齊の IS 公の 大夫管 仲 病せ り。 桓 

魏に 行き ト；！ (五) シテ ヲ  かな  そむ  かな  ミ 

となり 縦橫の 〈ム ゆいて.， 誰 を か 相と すべきと 尋ぬ。 管 仲、 殺レ子 君に 適 ひ、 親に 倍いて 君に 適 ひ、 自 

才を揮 ふ  (さ 

fj』 と き ら 宮刑して 君に 適 ふ は 皆 人情に あらず、 近親して 事 を 任せ 玉 ふべ からず と 答 ふ。 桓公 

(五) 管 r4, ト  はう しゅくが 

稲篇に づ。 鮑叔 牙が 人となり を 問 ふ。 管 仲 曰 はく、 君子な り、 政 をな さしむ る 器に あらず、 其の 

p^^^ 人 善 を 好み 惡を 悪む こと^し くして、 H.^ 二 一  悪 一ば 一 生 これ を不レ 忘の 質 也と 答 ふ。 齊* 

人 ？^" ナ ん こ  シノ 

ひ i や 易 魏 はわ、、 つか 一方の 諸侯に して、 其の 相 を 撰ぶ 事 如， 此。 況ゃ 天下の 大賓を 受けて 萬 民 

牙 は 料 坪 ■JJg を 

W 一れ ほ" の 政事 を 司 どるに おいて を や。 本朝 猶ほ 是れを 重んじて 三 公 を 立て、 太 政 大臣. 左右 

つ さズ P  .3^  キ  ケ レバ ノチク 

^^^^u の 大臣 あり。 太 政 大臣 は 無二 職掌 1 の官に し て 專ら有 德の撰 也、 故に 無二 其 人 一則 闕。 

^^^^^ 左大臣 必ず 攝政關 白の 職 を 兼ねて、 天下の 政事 を 悉く 統べ、 必ず 蒙，！ 一  座之宣 皆； 故に 

稱 ニー  人？ ぺ， 淸和帝 已前は 王子 攝 政たり。 淸 和より 此の方 人臣 攝 政す。 忠仁 公良！ 

公 ョ 開方 は 十  ジ  ヲ  そめ どの おと ど 

奉 二 文 德帝之 遣 詔 一て 攝 政す、 是れ初 也。 良 房 は 院冬， 1 の ニ男染 殿の 大臣と 申し、 又 

^^^M は 白 川 殿と 云 ふ、 卽ち淸 和 帝の 外祖 なり。 攝政 十二 年 ありて 良觀十 g! 年に icr^。 是れ 

S  i す より 連綿して 昭宣公 纏 • 貞信公 I  • 淸愼公 繊 • 謙德公 I  • 忠義 公 I.  • 賸義公 i 各 子 
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孫相續 して 此の 職 を つとむる 也。 武家 天下の- 權を 握りて より 後、 執 ife. 執事の 職を定 

む。 官位 卑しと い へ ども、 高貴の 官人 も是れ がた めに 屈曲して、 1K 下の 政事 此の 一 職 

： ばう  かう.； 

に究 まれる 也。 鎌 倉の 將軍 家に は 北條か はるん \ 執權 たり。 京都の 公 力に M りて、 高 

(二  ) 

もろ しげ  た，？； しな C もろな ほ  (一 II)  /  ス  一一 (ran 

師 重が 子 高 階 師直 執事の 職 を 持つ。 文 和 三年に 仁 木賴章 補， 1 執事； 延文四 年に 細川淸 

ナル  卜  ，テ (五)  ル  ト 

氏爲ニ 執事； 其の 位 各.' 從四 位の 上下 を不， 出。 治 元年に 斯波右 衞門督 義將爲 二 執事； 

義將 年少し、 故に 高經 入道 道 朝 行 二 政務？  gltls^tliiik., 貞治六 年、 細川敏 

之爲 11 義滿之 執事； 其の後 武衞/ 細 川： お 山 各. 》 相 代りて 執事たり。 康曆 元年に 源義 

將又爲 二 執事； これより 管領と 號す。 永 正 五 年に 多々 良 義與從 三位に 叙して 任 二 左 京大 

二 ル  卜  ながよ し "テ -I  ルト  ノ 

夫 ー爲ニ 管領？ 天文 廿 一年 三 好 修理 大夫長 慶代二 細 川； 而爲二 管領？ 永祿四 年に 松. 水 藤 • ぬ 

久秀弑 二三 好義長 權 を專ら とす。 武家 尤も 此の 職 を 重んじて 其の 選 甚だ 深し。 異 

朝のん^.相、 本朝の 執 柄、 武家の 執權、 皆 夭 下の 政務に 预 るの 官職なる が ゆ ゑに、 世々 

是れを 重んず。 然れ ども 承 平日 久 敷き 時 は 任官 叉 家になる こと 古今と もに 然り。 かる 

が ゆ ゑに 攝政關 白 は忠仁 公より 藤氏 代々 相替 りて 攝 家と 稱號を なし- 管領 は 三 家に 屬 

して 互に 相 代る。 是れ等 或は 職 を 子孫まで 持つ とき は、 他の 鼓 望 を やめて 我が家に 究 


(七) 齊の大 

夫に して g2 仲 

の 親友 

(八) 藤 原 氏、 

忠仁公 は諡な 


め， 或は 類 親廣く 本つ よき 氏族 は、 押して 他に 不」 譲して 次第に 職 を 次ぐ。 是れ 臣 

の 威つ よくして 上の 德闇 きがな す 所な り。 異朝に 三 公の 外尙 書な ど 云 へ る昵 近の 官ぁ 

つて、 此の 人 三 公 宰相の 威 を 持ち、 後に は 是れを 宰相の 職と する 類 も、 三 公代々 相續 

して、 其の 人人たら ず、 其の 職 職たら ざるより 事 起る とみえたり。 本朝 嵯峨の 帝藏人 

所 を 置きて 侍 中 • 內 侍に 比し、 公卿 第一 の 人 を別當 とし、 鼓 f 之ぶ 四 位の 侍臣の 中より え 

らんで 頭と し、 五位 六 位の 內を えらみ て 職 事と 號し、 殿上の 事、 頭 以下の 職 事 奉行す 

る 也。 是れ三 公に は 其の 家 定まりて、 其の 人 其の 器に あら ざれ ども 以レ 家相 績す るが 

ゆ ゑに、 別官を 置きて 事 を 司 どらし め、 三 公 は 具へ ものに 致し 置く こと 古より 然るな 

り。 草 業の 主 は 新に 政を定 むる ゆ ゑに、 事 を 謀る こと 理に あたれ ども、 守 文 久しき 時 

は 子孫 自ら 先祖の 功に よって 職を嗣 ぎ、 或はな ベて 恨の なからん こと を 願 ひ、 或は 新 

恩 を 厚く せん 費 を 思 ひて、 つ ひに は { がに 職 を 究む るの ためし 古今に 多き 也。 

次に 宰相の 任 は古來 一 人に 究 まれり。 一 相 能く 贤材を 具 すれば 政に 異說 なく、 あみ 

の 大づな 如レ有 * 絲の くくり を 以て 不レ亂 が 加し。 ゆ ゑに 專ら 一 相 を 撰む 也。 然れ ども 

1 相 若し 障 あれば 犬 下の 政事 滞る が ゆ ゑ、 左右 を 置く。 是れ又 心 を 一 つに して 政を專 

君 道 三 腎^  一七 五 
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ら とすれば、 左右 ありと 云へ ども 一 相に 同じ。 黄 帝の 六 相、 舜の 十六 相な どと 云 ふ は I 

皆 政事に 品々 ある ゆ ゑ、 其の 品 を 差別して 相の 號 ありし 也。 湯の ニ扣、 成 王の 周 公 • 

召 公の 類、 是れ まことの 二相に して、 其の ii 佐す る處 において は 同じく 一  理也。 後-世 

に 及びて 漢に 二相 を 置く は、 互に 相つつ しまし め、 互に かけた る を 補 ふの ため 也。 こ 

れ臣德 の 不足に よって 也。 唐の 武后 宰相 を あまた 置く は、 知 を 多 聞に もとめん ために 

して- 皆 異論に おちて 一 致せず とい へり。 然れば 宰相 は n 貝 数の 多少に よるべからず、 

唯 だよ く 人 を 撰んで 是れを 用 ひば、 1 人に 不， 如 也。 政の しな. <\ を らっか さヒら 

しめば、 一 相に て は 事 ゆくべからざる ゆ ゑに、 數扣に 及ぶ こと 勿論 也。 三 公 は 道 を 論 

ずるの 人 なれば. 三人に 究 まらず、 其の 人 あら ざれば 一人 にても 可也。 六 卿 は 諸 職 多 

きが ゆ ゑに、 六 卿と もに そな はらず して は 萬 機 不レ足 ゆ ゑに、 その 屬官に 卿 • 輔.， ^ノ 

錄 の 品々 を 立てた る 也。 ここ を 以て 宰相 は 一 相に て 可也と は 云 ふ 也。 本朝の 攝政關 

白 は 必ず 一 人の 職 也。 公卿す ベて 十八 人 ありと いへ ども、 三 公に 職掌な くして、 八 翁 

各. - 職を詳 にす るに 同じ。 武家 猶ほ然 り。 執權は 一 人に て、 其の 下に 評定 衆 を 立て 四 

職 を 置く、  41、， III〕 是れ皆琐細のことをば職ぁる人の：^？どりて、 管領 • 執 權は 一人に 


て 管お せし むる 也。 如， 此の 事 は 時代に 依りて 用捨 ある ことなれば， 必と 定め 難き な 

れ ども、 上古の 聖人の 投を考 へて 云 はば、 卞相は 治 道の 大體 を詳 にして、 六 卿 各. 

を 分ち て 是れを 細 評する こと、 萬 世 不易の. R 法 也。 大體と 云 ふ は、 何事 を も 詳に不 

レ もして 犬 あらめ なること を 思 ふべ からず。 大體と 云 ふ は、 事物の 間の 大綱 領を おへ 

て * 其の 條目を 六 卿に しらべさせ よと 云 ふ 事 也。 何事 も 細かに 不レ 問不レ 尋不， 究を大 

體と思 はば * 六 卿の 職 必ず. 一：^ りて、 奸曲邪 惑 を なすこと をも兑 のがし きのが して， 

諸 役人 謝 色に 依： W 出來 るべ し。 是れは 大體を 取りち がふる 故 也。 大體 に付きて 能く 心 

をつ けて 可レ 知事 也。 次に^iホ相に功臣を任ずる こ と， 漢の世 多く， 德を崇 くし. は，， 〈を尙 

ぶが ゆ ゑに、 必ず 武功の 臣を 撰ぶ に 不レ. 限 也。 然れば 唯 だ 其の 器 をよ く 知りて、 そ 

れに顺 ふに あり。 是れ又 人君の 聰明に よる？！ 也。 

武將の 事- 上古 は 三 公の 職に して、 六卿是 れに隨 つて 征 十。 或は 天子 自ら 兵 を 率 

ゐて 武事 をつ とむ。 黄 帝より 以下 皆然 り。 周の.： 且王 * 皇 父に 命ず。 是れ三 公 を 以て 軍 

事 を： おむ る 也。 秦に太 尉 を 置きて 武官の^ 號 として 位 水-相に ひとし。 漢の 高祖 自ら 兵 

i ノ J 率ゐて 征伐す、 故に 初め 太 尉の 官 なし。 後に 太 尉を谧 き歷代 因循す。 宋に太 尉 .1^ 
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徒. 司 {仝 を 三 公と して、 太 尉 を 武官の 至極と し、 正 一品と す。 六 卿の 內大司 馬の 官， 

是れ叉 古の 武官に して 専ら 武事 を 司 どる。 周に は 官に屬 せり。 漢の武 帝 は 太 尉 を や 

めて 大司馬 を 置く。 然れば 武官の 本 は 三 公の 其の 一 にして、 其の 用 を 六 卿相 つかさど 

る なれば、 古 來の三 公 • 六 卿 は 皆 文武の 兩道を 本と して 其の 官を 立てた る 也。 武將の 

so  シ レ 

選、 宰相に ことなる ことなく 尤も 重職な り。 將 軍の 號は 古無レ 之。 禮 記の 月 令に、 孟 

秋 之 月、 天子 乃 命 二 將帥ー 選： i 勵， 兵と い へ り。 晉の獻 公 初め 作 一一 二軍； 公將， 一 上 軍 一と 

有り. とい へど も、 未だ 其の 號は あらず。 左傳晋 の魏獻 子を將 軍と 號す。 是れ中 軍の 將 

なり。 禮 記に 將軍文 子と 衞の文 子が こと を 云へ る、 是れ等 將軍號 の 初 也。 戰國に 及ん 

で、 楚の 懷王與 戰 ひて、 楚の 大將軍 屈丐が 撮になる こと あり、 是 れ大將 軍の 號の 

初 也。 周の 末に 前後左右の 將軍 あり、 漢に韓 信 を 以て 大將 軍と 號し位 上 卿に 次げり。 

其の後 將 軍の 號に品 多し。 唐に 高祖 天 策上將 軍の 位 を 置きて 三 公の 上に 列す。 是れ秦 

王の 功 を 賞して 也。 後に 是の官 を やむ。 軍將 一 人に 副將軍 一 人 を 置く、 是れ 唐に 初 ま 

れり。 元帥の 官は 唐の 制 也。 副 i 兀帥 あり。 凡そ 兩漢 より 以來、 將 軍の 官 ありて 國 政に 

預り、 武儀を 正して 其の 權 宰相の 右に 出づ。 隋. 唐以來 其の 官名 あら ざれ ども、 唐の 


臣 武臣つ;' 卞 Q 象つ 

|&  L 矯水 3 辭 ； J 
虎と々 の 

の 出た 篇魯 m 

如 づ る に ：《n 圭ト 
き。 虎、， の 


都 副 元帥、 宋の 都督 宣撫使 si ほ S ゲ g 魏贿 、は、 皆將 相の 重臣に して 武官の 極宫 

ル テモ ッテ？ >  ッニ レニ レ- レヌト  ^  一一  土- テ 

^。 將 帥と 云 ふ はすべ て武將 の惣號 也。 才足ニ 以將, 物而勝 .v 之 謂 二 之 將； 智足 ニ以帥 

レ入而 先： レ， 之 謂 二 之 帥 一と 注せり。 將 帥に 任ずる もの は、 其の 撰 平生の 考 にあり。 但 

し武 將と號 して 位 を 三 公に 比し、 天下の 武官 武 儀の 管領た る 人 は、 常に 其の 首 辭 容貌 

行容を 以て， 具に 細 評して 是れに 重職 を與 ふべ し。 古人 將 たるの 才難， 得と いへ ども、 

難レ 得に は あらず して 是れを 知る ことの 難き 也。 其の 選 唯だ智 を專ら とし、 一 si- を权 とし、 

德贤を 行跡と すべし。 智 物に 及ぶ 時 は 奇功を 立て 謀 を 深く し、 臨：， 事て 長れ 好レ 謀て 行 

ふ 也。 男 を 根と すれば 大敵 を不， 潘、 大節を ゆるやか にし * 聲色 富貴に 不 X 亂、 賢德の 

行 あれば 事皆義 にあたり、 志 皆忠を 旨と す。 故に 危に 居り 難に 臨んでも 更に 變ず る處 

なし。 但し 此の 三 條に見 違 ふること 多くして、 其の 器に 似た るを是 とする こと あり。 

天下の 武將 として 武の 大道 を 守り、 國 家の. 惡を懲 し、 社稷 を 安んじ • 萬 民 を 全くす る 

(二)  ュヲ  (三) 

の 任 なれば， 豈 かりそめの 事と せんや。 故に 易に 長子 帥， 師と云 ひ、 詩に 虎臣と 稱す。 

これら は皆師 あるときに 當 りて、 その 司 を 致す の 人 を えらむべき こと を 云 ひて、 平生 

武を 正す の 臣を稱 する にあらざる を さへ、 專ら 選任すべき こと をい へる 也。 天下 泰平 
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c 二 ゆき 周 曰 久しければ、 仏ず 武官 を しんじ、 官 人皆武 儀の こと を： ラ 4 こと を... > いみて、 i を. 祝し 

*K ほに、 「馬  (き  し r 

£1、lif 紅 君 を ことぶきして、 賊 敵の 論 を 云 ふ もの はい ま/ \ 敷 になれ り。 武は 必ず 敵の ため^ 

の 野に 放ち 

云々」 と あり、 のためにお くるに あらず、 文 あれば 武 あり、 陽 あれば 陰 あるに：：？ じ。 故に 大 下 太平に 

戰ひ 終りて 箄  二)  -  - - 

MM して 弓 を ゆぶ くろに し 馬 を 桃 林の 野に はなす と； K へ ども、 武の法 を不， 立ば. 惡を懲 し 

の，， にて 牛の m 物を戒 むる こと 不レ 可レ叶 なれば、 武將を 撰んで 山 や 相に 相 並べ、 文武 を 左右と して 大下 

力 

(」 一 一 を 守護す る こと、 古今の 良法 也。 次に 時に 至りて 將帥を 選み 立つ る あり。 是れは 1： に 

^M^p 兵亂ぁ つて 是れを 征伐せ しめんが 爲に、 官 人の 內 より 將 帥と して 其の 征伐 を 命ず る是 

れな れー 。 又 山野に 勢、 居 浪牢の 士を擧 げて將 帥の 任を授 くる あり、 是れニ 也。 古 を 以て 云 

びに . 虎 は 

仏-,, 、よ-, L 犷。  (二  )  うち  二 5 ヒ， う I よ 

^^^^^ へば、 吉甫 • 召 虎. 仲 山 甫が將 たる は、 六 卿 • 三 公の 內將の 八 叩 を 賜 はる 也。 司 馬 核-: ほ • 

に将 として 赴 

ける こと 诗ぉ 淮陰侯 韓信は 微賤の 卒 より 出で、 伊， • 太 公は浪 居の 士 より 出で て將 たり。 後世 將帥 

t*. 尺篇 にや： づ 

^^h^, の 事 を 論ずる は、 皆 是れ戰 伐の 將 帥に 任ずる を 云へ るに して、 實の 武將と 一-ふに あら 

大 S となり ざる 也。 故に 其の 選 皆 勇猛 剛毅 を 喜ら とし、 弓馬 力走 を 以てす。 孫子. 吳 起が 類 も、 

あり。 史記 

時に 至り て^を やぶり- 鋭 をと りひし ぐの 將帥 にして、 文武 を 兼備して 大義 を 決する 

( ^  )  ii^ の攀 

ザ わ、 國史^ (巧； 

费に となる。 の武將 にあらざる ゆ ゑに、 豪傑 英雄の 撰に あらざる 也。 兵 に 一石 ふ 所の 選將、 秦少游 


{ 五 } 

Is り  が將 帥の 論、 高们宗 が將 難の 說も、 本より 武將を 云 ふに あらざる 也。 次に 方 伯邊 li- あ 

(五) 名 は 代 山 

Nil 部 制 り。 是れは 人君に 替 りて 一 方の 重し となり、 或は 邊土遠 境の 押への 地 を 賜 はりて、 其 

中と なる。 著 

述 多し  の 所に 居て 邊要を 守り、 戎爽の 襲來を しづむ るの 將也。 此れ 叉 大方の えらみ にて は 犬 

意  節の 儀 也、 武將 にさし つづける 役義 也。 時の 將帥は 其の 行跡 を 正さず しても、 兵 術の 

智謀 武勇 を 以て 相 えらむ こと 古より 然り。 韓 信. 陳 平が たぐ ひとい へど も、 本 如レ此 I 

邊 方の. 事 を專ら 任せて、 此の 人 を 以て 長 城の 思 を なすこと は、 其の 行實 を不レ して 

は 難レ叶 也。 治 レ國の 要は 文と 武と にあって、 文武の 惣管は 相將の 任の 明暗に あり。 歐 

陽修 曰、 將 相無レ 種、 故 或 出 二 於 奴 僕； 出 二 於 軍卒 一と 云へ る は、 其の 撰の 詳 なる を：： ム 

へ る 也。 次に 相將の 任と；： ム ふこと あり。 是れは 治世に は 文武の 義を 一 人に て 兼ね を さ 

-フ  (伐) 

め、 文 道の 政務 を不レ 怠、 武義 のせん さく 明に、 亂 世に は 自ら 行きて 征 罰して， 智勇 

德義 ともに 相と との ほれる の 臣下 也。 古より 希有の ことにい たせり。 周の 太公望 *蜀 

(七)  (乏)  ン 

(七) S の肅 の 諸 葛 亮、. 唐の 郭子 儀が 如き 是れ 也。 異朝に もと ぼしき 贤才 なれば、 末世に 是れを 難 

小の 時 內亂を 

一 S  i 求と いへ ども、 入 君臣 をつ かふに 道 あらば、 必ずしも ある まじき 事に も あらざる 也。 

^父の iiv- 賠  スル ，ノ  けん. V い 

はる  次に 人君 御 レ將- の 道 あり。 將 の賢材 二つ を考 へ、 その 器に 從 つて 權を まかす るに 法 あ 
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り" つか ふに 道 あるべき こと 也。 漢の 高祖 韓信を 用 ふるに、 壇を築ぃて韓：：；^ど擅上に 

のぼせ、 高祖 下に 拜し上 將軍之 任を與 へて 更に 疑 ふなし。 王た らんこと を 請 ふとき は 

王と し、 勝つ といへ ども 掩を も不， 獻、 敗 るれ ども 罪 を不， 與 して 悉く 其の 材を つくさ 

しむ。 文 帝の 周亞 父に おける も 亦是れ 也。 是れ 等は將 帥の 材 世に li^ 出して、 倫 を はな 

れ 類. をた ちて、 虎 を 千里の 野に 放つ がごと し。 若し 是れ をつな ぎ 是れを ひか へ ん とせ 

ば、 其の 能 あら はるべからざる 也。 故に 權を ゆだねて 內 より 御す る 事 無， 之。 古人 將 

能 ありて 內 より 不レ i と 云 ふ は、 如レ此 ならん か。 將の 材不， 然とき は、 監 軍の 使と 一 K 

つて、 奉行し 窺の 官を 置き、 參 謀の 設と 云って、 ともに 事 を 謀るべき の 謀士を 加へ、 

猶ほ疑 はしき とき は 統制の 帥と 號 して、 此れ等の 將に 上將を 付けて 事 を糾す こと あり。 

將の器 正しくば 如， 此の 雜官 いささか 不レ 可レ有 也。 其の 器に かな はし めんこと は、 人 

君 常に 將を 能く 練り をし ふるに あるべき 也。 松柏の 楝梁 たる も、 本と 二葉より そだち 

風 寒： ^港 をし のぎ、 終に 雲に そびえお I にぬ き 出る 大木と なれり。 一 朝 一 夕の ゆ ゑと 不 

レ. 思。 人君 平生 臣を 御す るの 道不, 可， 怠 也。 

本朝 武將の 選び 尤も 重し。 夭 照 大神犬 孫 を 豐荣原 中國へ 天降し 奉らん との 時、 經津 


主 ま I 取. 健 雷 神 i. お を 以て 諸- -の まつろ ひ 奉らざる もの を 平げ、 天 忍 日 A 叩お 具 を帶 

みちおみ のみ こと 

して 天孫の 御前に 立ち 玉へ りと なり。 神武 帝 東征の 日 は、 物 部 氏の 祖道臣 命 軍 帥たり。 

是れ 武士 を 物 部と い へ るお こり 也と にや。 將 軍の 號は崇 神 帝の 時に はじまれり。 定ま 

れる宫 にあらず して、 時に 至りて 征夷の こと あれば 則ち 將 軍に 命ぜら る。 聖武の 帝の 

時鎭 西の 府を 置き、 將軍石 川 朝臣 加 美 准ニ從 五位 一と 績 日本 紀に 出で たれ ども、 鎮守府 

の將 軍と 云 ふ を 初めて、 任ぜられ たる は 奥州の こと 也。 是れ 又聖武 帝の 時 也。 相 當從五 

そつ 

位 上と 也。 鎭 西の 奉行 を 帥と 云 ふ、 是れ 元帥の 心に や。 何れも 邊 要の 武官に して 武將 

と 云 ひ 難し。 近衛の 大將を 置きて 禁裏の 武備 を 全くし、 從 三位に 相當 して、 執 柄の 息、 

(二 ) 

に i^i お八 淸 華の 家、 大臣に 至りても 兼レ 之。 是れ は京畿 禁裏 を 守護す るの 武官に して、 武將の 

き JKf 號 たらず。 唐の 羽 林に 比すと い へど も、 唐の 羽 林は玄 武門に 左右の 屯營を 置きて、 諸 

. 衞將軍 を 以て 領せ しむる 也、 上官に あらず。 實は八 省の 內兵部 省 天下の 兵事 を 司 どる 

ゆ ゑに、 是れ 武官の 古例 也。 谆 和帝撿 非違 使 を 置き、 此れ を^ 當と號 して 大中納 言 も 

兼レ 之、 多く は 参議の 兼官に して 武官の 重職 也。 本朝 外 武の官 を 以て 卑職 として 位不， 1 

相當； 是れ 神代の 本意 を 失 ふゆ ゑ 也。 征夷 將軍は 本と 征伐の こと ある 時に 任ぜられけ 
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る を 、 源敏 1. 卿辭 ニ大： sin 大ぁハ 東 國に歸 るの 後 此の 職に 任ぜられ、 賴家 义少將 より 此 

れを 兼ぬ。 赏朝至 二 大臣 ー猶 ほ兼レ 之。 是れ より 公方 を將軍 家と 稱し、 武將 各、. 人 HI に 

至りて 皆兼レ 之。 ゆん i に ，15,、 州の 鎭守府 將軍を やめたり。 元弘に 至りて 並び 任ずと いへ 

ども、 尊 氏 天下の 權を 握り 玉 ひし 後 は、 彌.^ 將軍號 を 尊と して 終に 鎮守府 はやみぬ。 

武家 將 軍に 任じて.： K 下の 兵 權を司 どる、 是れ武 將と云 ふに 相當 せり。 然して 武將. 尺 下 

の 政務 を はから ひ 玉うて 公方と 號し 奉り、 官 大臣に 任じ 位 一品 を 究め 玉へば、 其の 御 

事 は將軍 家と 號し、 下に .Kn 司の 任官 あり。 源賴 朝、 和 田 義盛を 侍 所の^ 當 とす。 是れ 

將軍 家に て 云 はば 武將と 云 ふべき にや、 又 侍大將 とも 可レ 謂。 此の 任 尤も 重し。 異朝 

S 

の 選に ことなるべからざる 也。 次に 節度 使と-: ムふ あり。 是れは 時に 至りて 將 帥の： tH を 

(に j  蒙りて 征伐に 赴く の大將 也。 節 を 持して ゆく のこと 也。 唐の 景雲 二 年に 初めて 此の 號 

1 ぉ兀 IJT あり。 施 節 門 旗 二つ、 龍 虎の 施 一 つ、 節 一 つ、 魔鎗 二つ、 豹 尾 二つ、 凡そ 八 物。 i さ 一 

r ゥ ソゥヲ ヅクリ レヲ  ニリリ  ヲ ー厂グ 

紅 潜 ー爲， 之、 九 幅、 爲. い： 金 銅 龍 頭 ー以揚 といへ り。 節と 云 ふ はしる しのこと 也。 其 

の 印に 旅 を 以てする も あり、 しるし を 以て 合する も あり。 周 禮に金 を 以て 禱て 人形 を 

なす を 人 節と 云 ひ、 以, 竹爲， 節 を 管 節と 云 ふ。 符節 も 竹 管 を 用 ひて 門 關に用 ふ。 お 節 


は 金 を 以て 虎 を籍、 能 節 は 龍 を 錫， 旌節 は以レ 竹爲レ 節て 道路に 用レ 之と 出で たり。 節 

度 使 は 必ず 征伐の 任 計りに あらず、 諸國へ 使す るに は 皆 節 を 賜うて 印と する 也。 本朝 

には大 1 出征 皆授 n 節 刀， とい へ り、 軍 防 令に 出で たり。 令義解 曰、 節 者、 以， 1 進 牛 

尾 ー爲， 之、 使者 所， 權せ、 今 以ニ刀 i み， 之， 故 曰 二 節 刀 一 雖 ニ名赏 相異； 其 所レ用 者 一 

.  (二 ) 

也と いへ り。 是れ 異朝の 將帥を 任ずる 時、 人君 欽錢を 以て 閥 外 t の 任を授 くる こと を 表 

せる にや。 本朝の 節 刀 使 は • 朝敵 征伐の 時に 至りて 將帥を 補任せ しむる をい へり。 是 

れを 武將と は不レ 可レ謂 也。 古の 太宰」 肘. 鎭守府 は、 東西 邊 要の 方伯邊 守た るが ゆ ゑに 

非 二 武略 之 器 一 者不， 當ニ其 任 一也。 武家 權を 取る の 後、 將軍家 鎌 倉に 柳營を かまへ 玉 ふ 

ゆ ゑに、 九州に 探題 を 置き、 京都に 兩六 波羅を 置く 也。 尊 氏 卿 京都に 營を 設け 玉 ふ 後 

は、 鎌 倉に 基 氏 を 置き 關 東の 成敗 を 取らし め、 九州に 探題 を 下して 東西 を 司 どる。 是 

れ 古の 太宰府 • 鎮守府に 同じ。 去る によって 關柬は 大國を かかへ、 兵 武の用 多く、 睦 

地遙 にして 京都へ 通ず る 事 難， 叶が ゆ ゑに、 さし も 武將の 撰に 當れる 仁なら ずして は 

事 難， 成。 九州 は 異！： 瘦來の 押へ なりと いへ ども、 將軍家 柳營を 京都 に^け 玉へば、 

五幾內 • 中國 • 四 國 ともに 京都 を經 衞の國 にして、 九州の 下知 通じ 易き が ゆ ゑに、 探 
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題の 撰 は 次に なれり。 故に 尊 氏 は 基 氏を關 東に 置き 玉 ひ、 義滿應 安五 年 今 川^ 世 を 九 

州の 探題と いたせる 也。 鎌倉將 軍の 時には、 兩六 波羅に 北條の 一類 を 補せられ たる 也。 

是れ 遠近 邊要 の考を 以て、 其の 武將將 帥 の 撰み 相替る こ と 也。 

つかさ 

州牧の 任。 案ずる に、 州 牧と云 ふ は 園 郡の 司た るの 役 也。 異朝？ i 代の 制、 損益 品 多 

し。 舜 十二 州に 十二 牧を 立てて 天下 を 治む。 ^は 九州に 牧を おく。 殷. 周と もに 皆 州 

牧 あり。 周禮 に、 冢宰施 二 六 典于 邦國； 建 二せ つ ハ牧； 立 二せ ~ も；  一 K々、 侯们有 ニ功德 1 者、 

シテ ナス  ト  フレヲ ト  ス ト 

加 命 作， 一州 長； 謂， 一之 牧； 所 八 命作レ 牧者 也と： .^i: せり。 然れば 諸侯の 位 其の 功徳に 

依りて 州の 長と なり 牧 となる、 是れを 州 牧と云 ふ 也。 上古の 制を考 ふるに、 成 周に 六 

鄕. 六 遂と云 ふ 法 あり。 六 鄕と云 ふ は、 王 械の內 民間に 組 を 立てて 制 法 をお くこと 也。 

五軒 をく みて 比と 云 ふ。 比に つかさ あり 是れを 長と 云 ふ。 五比廿 五軒 を 問と 號し てこ 

(き  I ぶ 

の を さ を 胥と云 ふ。 四 問 百 軒 を 族と 云 ひ、 その かしら を師 と： K ふ。 五 族 五 百 軒 を 一 黨 

と 云 ひ、 此のつ かさ を 正と 號す。 五 黨ニ千 五百家 を 州と 云 ひ、 この を さ を 長と 號す。 

五州 一 萬 二 千 五百家 を 鄕と云 ひて、 このつ かさ を 師と云 ふ、 老 あり 大夫 あり。 この 六 

鄉は內 郡に て 畿內の 地 也。 六 遂と云 ふ は 外 郡に して 王畿の 外の 名 也。 五家 爲っ あ、 鄰 


有レ 長、 二十 五家 爲レ 里、 里 有 レ宰、 一 百 家爲レ 鶴、 酆 有レ 長、 五百家 爲レ 鄙、 鄙 有レ， 師、 

二 千 五百家 爲, 縣、 縣 有い 正 有， 師、 一 萬 二 千 五百家 爲 A 遂、 遂有， 人 有， 長 有ニ大 夫？ 是れ 

內 外の 制 法 を 一 にして 其の 名目の まぎれな きごと くせし む。 是れ 各.' 民の つかさに し 

ル  (二)  リテ 

二！， ン，. ？ £f て 其の 所レ 掌の 衆裳內 外に 隨 つて 其の 名 か はれり。 唐の 柳宗 元が 曰 はく、 有 二 単：？ 而 

に： SI つ fStK 

八 象 W5 後 有 一一 縣大 夫； 有 一一 縣大夫 一而 後 有 一一 諸侯； 有 一一 諸侯 1 而後 有 二方 伯 連 帥； 有 二方 伯 連 帥 一面 

リ  いやしき もつ  040 

後 有 二 犬 子 一とい へれば、 単：； せの 至って 0 まで も、 人の を さとなる に は 其の 責 多し。 

況ゃ州 牧は國 郡の を さに して 六遂の 長た る を や。 ここに 秦に 至りて 諸侯 を やめて、 其 

の 地 を 郡と して 守 •r^-. 尉の 三官を 置く。 守 は治レ 民の 官也、 は 守 を 佐く るの 官、 

. 尉 は 武官に て 兵事 を 司 どれり。 此の 三官の 上に 監察 御 史の官 をお いて 郡の 事 を 正せり。 

漢の景 帝 中元 二 年に 郡 守 を 改めて 太守と 號す。 專ら 民の 政 を 司 どり、 郡 を 諸侯 王の 國 

とするとき は、 內 史を僵 きて 太守の 任を棠 らしめ たり。 宣 帝の.^、 太守 は 吏 民 之 本な 

りと 稱 して、 拜 任の 度 ごとに 天子の 赖任 にて、 ft: ら 其の 成敗 をた だす。 常に 稱 して 曰 

\ はく、 與, 我 共 治 者 唯 二 千 石 乎と い へり。 二 千 石 は 太守の 秩祿 なり。 成 帝の 時に 刺 

■ 一  (缺)  かん 

史と號 す。 位 九 卿に 次ぎて、 九 卿 かくる とき は 州 牧是れ にう つる。 後漢靈 帝の 時 1K 下 
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大に亂 るる 故、 九， 卿より 州牧に 任ず。 是れ より 甚だ 重任たり。 或は 尙窨 或は 僕 射より 

ヨ i 出で て 是れに 任じ、 或は 自ニ郡 守 一人 爲 一一 一二 公？  隋 には郴 

る 人な し。 字 (長)  , (一， 一一) (二, . 

州の を さ を 牧と云 ひて、 餘州 をば！： 史と云 ふ。 唐の 武德 元年に 郡 を やめて 州 を 置き、 

も桓榮 はこ こ  (ST) 

に 似す、 却つ 太守の 號を やめて 刺. と 云 ひ、 ^州に 牧を 置き、 }K寶 に 叉 州 を 改めて 郡と し、 1^ 史を 

て周榮 ここに 

る) が ^,れ 人 太守と 云 ふ。 是れ より 州 郡の 制、 太守 • 刺. 3/ の わかち 歷 代に 相 か はろ といへ ども、 其 

なし、 刿？ ：=*； の 

- 説か , の實は 一 也。 宋 朝に は 朝臣に 命じて 守 令たら しむと Mf- えたり。 すべ て州牧 と. * ムふ は、 

fg: の) * む If 太守-刺 史 の內、 賢才に 從 つて 其の 內のを さたら しむる の 名 也。 州の ち は！^ の 世に. 切 

(5 舜の時 まりて、 虞の 牧と云 ふ は 刺 史の職 也。 郡 守 は秦に 始まりて 太守の 制 也。 然れば 刺^  • 

太守と もに 同職 也。 天の 萬 民 を 生ずる * 自ら 治む る ことの 不,^ して、 君 を 立てて 治 

.  めしむ。 人君 一人 を 以て 萬 邦 を 治む るに いとま あらざる ゆ ゑに、 是れ を臣に 分つ。 三 

S) 

公 • 九 卿 . 百宫 何れも 民の 爲に まう けざる は あらず。 夫れ 民の ために 犬 子 を 立 つる こ 

と を 推し 考 へて、 州 牧 • 守 令 を 選んで 尤も これ を 重んずる にあり。 廣 の太宗 は、 爲 

レ朕 養レ民 者、 惟 有 二 都督 刺史 一と 仰せて、 守， 令の 名 を 座右の 屏風に しるさし め、 其の 2^ 

政の 善悪 を 名の 下に 注し、 黜陟の 政 を 行 はせ 玉へ りと 也。 古人 一 fi、 輕 r 郡守縣 令； 是 


輕 レ民 也。 唯 だ 民 を 養 ふの 職 は 州 牧 • 守 令に して * 人君の 政に 代りて 事 を 正し 民 を 地 一 

育す るの 官 なる ゆ ゑに、 其の 選任 甚だ 可， 愼 こと 也。 

本朝 は 成務帝 始めて 阈郡を 開き 國造を 置き、 皇極帝 始めて 阈 司と 號す。 國司 は相當 

五位 已下 也。 其の 撰 尤も 重し。 太守と 號 する は 親王 任， 之。 常 陸 • 上野 • 上總三 ケ國に 

3 上述： 一一 限る。 かの 國は介 を 以て 守と する 也。 參議 まで は 阈司を かねて、 納言 以上 は 不レ任 二！： 

ケ國を 指す。 

^^0^ 司？ 上代 は 此の 職 を 重んずと い へど も、 中古より 京 官を贲 びて 外 官を賤 しんず。 剰へ 

して、 專ら i う  ル 、， 

政務に らし 受領と 號 して 凡 下の 卑職 とす。 是れ 古制に 不レ叶 也。 唐の 貞觀の 末に、 天下 久しく 治 

I り  t ハ 

まりて 皆外官 を不， 顧して、 京 官を慕 ひて 太守の 職 を輕ん ず。 武厂  = の時臣 等. 凝し て外官 

を 重んずべき 由に なりて、 京官 皆刺史 をかぬ。 宋の太 組 太守 を 京に 置き、 第 宅 を 賜 ひ 

て 民政 を改 む。 朝臣 皆 出で て 外 國の任 を 掌り、 民 を みちびく に 善政 を 以てして、 其の 

風俗 を 正し 賦役 を 薄く す。 されば 古 は國司 入りて 三 公に いたり、 京官 出で て國司 をつ 

とむ、 皆 民 を 重んずる ゆ ゑ 也。 後世 皆 樂遊を 好んで 在京 を 願 ひ、 賄赂を 行って 大臣に 

へつら ひ、 德を つとめ 行 をつ まずして 大利を 得ん こと を 欲す。 是れ 人君 民 を 以て 天 と 

0 十 ""サ せざる ゆ ゑ 也。 國 司の 事、 任 限 四 年 を 以て 一任と す。 犬 平 蜜 字 二 年に 勅 ありて、 數 
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遷易則 民不」 女、 居 久積習 則 民 知：， 所， 從、 是以服 二せ.， ハ德1 而從ニ 其 化； 安， I 其 業 1 而伊 1 

其 令； 頃 年國司 交替、 皆以， 一四 年 一 爲：， 限、 斯則適 足レ勞 レ民、 未レ可 ニ以化 一一 F ！々、 自 

レ今 以後 宜 T 以ニ六 歲ー爲 .Ife と繽 日本 紀に 出で たり。 六 年 を 以て 一任と して、 三年に 至 

ン  (檢)  so 

りて 巡察 使 を 以て 改め 正し、 民の 憂 を 問 ひ、 任 はて 上京 を 待ちて 黜陟の 政 あり。 諸國 

の史生 は以， 一四 年 ー爲， 限と い へ り。 古 は！： 司 一 任 四 年に して、 其の 間の 政道 を 詳に糾 

しりぞ 

叨 ありて、 其の 作法 格 制に あ ふ ものに はな：：； あり、 格に たが ふ もの は 黜 けられた る 也。 

是れは 舜の三 載に して 考レ 績、 周の 六 年に 時 巡して 犬に 明 一一 ii 陟ー すと 云へ る 心 也。 漢 

一 ハー? kS 一  皆以 一一 一一 一年 ー爲- 一考 課？ 晉の杜 预は六 年 を 以て 優劣 せんこと を 云 ふ。 に は 刺. 縣令 

三年に して 一 遷と云 ひ、 唐の 開 元に 三年に 考課して 一 任と する を 常 式と す。 是れ皆 

考課の 法 也。 格を定 むと 云 ふ は、 考課 令に 曰、 凡國司 1  母 レ年量 二 郡 司 行 能 功 1; 立， 一四 

等考 第； 淸謹勤 公、 勘 當明審 之 類 爲 i、 居：， 官不」 Y 執 レ事無 k 之 類 爲， 中、 不 

レ勤ニ 其 職； 數有ー 犯 一之 類爲， 下、 背 x 厶 向，， 私、 へ 2： 濁 有 レ狀之 類 爲ニ下 丁 一 K々。 又 

曰、 凡國郡以ニ戶ロ增益ー應，進，^|^者* 凡 圃郡司 撫育 有い 方、 戶ロ增 益 者、 各 准 nH 几戶， 

ナシ  一！ ノ  ；；  ゼ： n  へバ  7  乂 ョ  7  キノ 

爲ニ 十分 1 論、 加 二 一 分 1 各 進 一 一考 一 等 一とい へ り。 如レ 此の 格 を 立てて 其の 善悪 を 正す こ 


と 也。 漢の武 帝 は 六條を 立てて 州牧を 察すと い へり。 一條、 强宗豪 右、 田 宅踰， 制、 

：：-レ 强凌レ 弱， 以レ 衆暴レ 寡。 ニ條、 二 千石不 T 奉 二 詔書 一； 逸 ホ承典 制 h 背レ 公向レ 私、 旁レ詔 

守レ 利、 侵 n 漁 百姓； 聚斂 爲 い^。 三條、 二 千 石不， 卿 二 疑獄； 風厲殺 X 人、 怒 則 任 ，1、 

ブ i: ハセ 二  ハクで ッシ ヲナリ  ノト 厶  レケ  クフゲ ンス 

喜 則 任， 賞、 煩擾刻 暴、 剝 TI 截黎 元； 爲， 一 百姓 所 疾、 山 崩 石 裂、 妖祥訛 言。 四條、 二 

カナ ラモォ モネ リニ スルヒ ヲスヌ  ノ  タノ、、、 ヲ  スニ スル 

千 石 選 署不レ 平、 苟阿レ 所 i、 蔽レ 賢寵レ 頑。 五條、 二 千 石 子弟 恃 一一： S 术勢； 請 n 託 所 i。 

六條、 二 千 石 違， 公 下 比、 阿 TT 附 豪强； 通 n 行 货赂； 割 n 損 正 令？ 此の 六 ケ條を 以て 阈司 

を 糾明せ り。 二 千 石と 云 ふは阈 司の こと 也。 後 周の 文 帝 又 六 條の制 を 出す。 一 曰 先 治 

レ心 * 心不， ー淸淨 一則 思慮 妄生、 見 A 理不， 明、 是以 治.， 民 之耍在 M 於淸、 i 一而 已。 二 曰 敦 II 

ヲ  二 ハク ス  ヲ  二 ハク ンズ  ヲ  二 ハク レム  7  二 ハク シクス  ヌ 

敎化？ 三日 盡ニ地 利？ 四日 擢， 1 賢 良？ 五日 卹ニ 獄訟？ 六 口 均 二 賦役？ 是れ國 司を糾 

明して 其の 法 を 正す の 品々 也。 故に 國 司に 任 限 を 究め、 四 年に 一 たび 其の 政令 を 改め、 

すけ じょう さノ、 わん 

國 司の 下に 介 • 掾 • 目 を 置きて、 是れ又 其の 作法の 善惡を 糾明して、 其れに 隨 つて 奏 

つぶさ 

授剩授 の 品を定 む。 具に 選 叙 令に 出で たり。 然れ ば國の 司たり といへ ども 更に 私 をな 

す こと あらず、 任 限の 間 を專ら つつしめり。 ここに 源 頼^ 卿 天下の 權を とりて、 平家 

もつ I よ り，； う  (檢) 

の沒 所領 多くして、 大 科の もの 彼の 山野に かくれて 改 むる ことに 便りな く、 度々 に 東 

^道 三 賢^  一九 一 


おへ 
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使を差遣はすことも不，.H^然と、 大江廣 元 等 評定 一 決して、 文治 二 年に 守護. 地頭 職 

を 補 せらる。 國を領 する を 守護と 號し、 庄園 を領 する を 地頭と 云 ふ。 是：^ より！ i 司の 

法 やみ、 次第に 守護 驕 を 究め、 地頭 ほしいままに をし へたげ て、 園の 風俗 一 致せず、 

守護な き 園に は盜賊 身を隱 すに 便り あり、 後世 皆 是れに 因循せ り。 故に 州 牧とー K ふべ 

き は 今の 守護 職の 諸侯 大名な り。 其の 內に方 伯の 心得 ありて、 其の 方の 司た る を 第一 

とす。 其の 外 代官. 目 代 各 縣令 也。 此の 人 不，. 正して は 天下 何ぞ 安ん ぜんや。 凡そ！： 

の 守護 は少 く、 或は 一 郡 一 一郡、 或は ー庄ー 園の 地頭 多くして、 阈 司の 制す たれる ゆ ゑ、 

道徳 風儀 一 ならず 政道 賦斂區 々也。 然れ ばと て 今更 古の 國司も 立てが たければ、 其の 

守護 • 地頭 • 代官 • 目 代に 民政 貢賦の 制 を詳に 立てて、 定挤を 置きて 按察使 を 以て、 

isssi 是れを 考課し 黜 の 政 を 正さば、 守護 • 地頭 • 代官 • 目 代の 非 儀 自ら やみ 

ぬべき 也。 大 にして は 守護、 小に して は 地頭、 職 各-' 民の を さなれば、 專ら 其の 法制 

を糾 察せし むべき こと 也。 政 和 二 年 宋に詔 ニ縣令 i して 十二 ケ條の 制 を 定む。 一日 教 n 

ヲ  二へ クス  ヲ  二 ハク シム  ク  -<  へ クシ ム  ヌ  二へ クシ ム  ヌ  二 ハク クス  ？ 

本業？  二 曰 舆二地 利？ 三 曰 戒 n 游手？ 四 曰 謹 二 時候？ 五 曰 戒ニ 苟簡？ 六 曰 厚二 蓄積？ 

七 曰 镛， 一水 孕？ 八 曰 戒ニ率 牛？ 九 曰 I 二 農 器？ 十 曰 廣： 一： ^核？ 十 fR 恤， お戶？ 十二 


曰 無二 妄訟 一と 也。 縣令は 太守の 下につ くもの 也と いへ ども、 本より. 大子奏 任の 官也。 

其の 大概 は 地頭に 同じ からん か。  - 

近臣 之 選。 案ずる に、 大臣 宰相 は 賢者な りと 云へ ども、 人君 常に 親炙す る ことなし。 

左右の 近臣 は 君に 咫尺して、 朝夕 なれ むつまじき ことなる ゆ ゑに、 佞奸 邪曲の 輩. 自 

然に悪 を 以て 人君 を ひたし 入る 時 は、 人君 不レ覺 して 是れ になる る 也。 故に 古より 君 

の 前後左右に 侍 從の臣 を 以て 其の 撰 を 第一 とする 也。 賈誼が 保 傅の 傳 にも、 太子 之 善 

在 二 早論敎 與. A 選 二 左右 一と 云へ り。 此の 言 必ず 太子に 限るべからず。 朝夕 相なる る處 

に 小人 多き とき は、 皆 人君の 惡を迎 へて おの づ から 善 を 失 ふこと 多し。 周 公 は 成 王 を 

戒めて、 常 伯. 常任 以て 爲ニ 左右 一とい へり。 是れ 王の 左右の 近臣な り。 秦に侍 中の 官 

と 云へ り。 常に 禁中に 往來 し、 龍 顔に 近づいて 事 を 取次ぎ 言 次ぐ 役に して、 漢 に專ら 

此の 宫を 近親せ り。 侍 郞の官 • 給 事 中の 宫、 各-天子の 左右に 奉公の 官也。 是れを 撰 

ぶ 事 不レ正 時 は、 人君 必ず. 惡に 入る こと 勿論 也。 後世 宦者內 侍の 職 專ら權 を 司 どり て 

天下の 政を亂 したる ためし 多し。 然れば 出入 起居の 間、 朝夕 相した しむの 左右 を 能く 

えらんで、 愼み 守らし むる にある こと 也。 
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次に 近臣 警衛の 事 あり、 人君 近臣 を 撰んで 宮殿 警衞に 中る 事 あり。 文武 は 犬 下の 用 

事に して、 文事 を 以て 事 を 利 するとき は、 武義を 以て 變を 制す。 故に 利害の 謀と もに 

そな はりて、 天下の 承久是 れに屬 す。 近臣 警衛 は 宮殿に 番所 を 定め、 儀： 一?- を そな へて 

不意の 備を なすこと 也。 此の 故に 左右 衞 • 左右 1^ 衞 • 左右 武衞 • 左右 威衞 • 左右 領ま 

衞 • 左右 金吾衞 • 左右 監門衞 • 左右 羽林衞 • 殿 前 司 侍衛の 官 などと 云 へ る は、 皆禁軍 

にして 禁裏 殿中 を環衞 せし むる の官 也。 これによ つて 元：： ：- の 朝賀より、 諸事の 威儀 あ 

る ことに は、 天子の 左に 文宫、 右に 武官 相 並びて 伺候す。 殿上殿下庭ヒ門外に！^^るま 

で、 悉く 文武の 官を 以て 左右と して 非常 を禁戒 する、 是れ 人君の 法 也。 近臣に 環衞警 

戒の心 あら ざれば 近き 守 を 失 ふ 也。 故に 儀仗と 號 して、 天子 人君 出入 起居と も 殿上に 

武具 を 持た しむる、 宮殿の 內 にて 取 ま はすこと 自由に、 その 器 利く して 又い やしから 

ざる 如く こしら ふる 是れ 也。 後に 及んで 此の 本意 を 失 ひて、 儀仗と 云 ふ もの は 形ば か 

りに て、 唯 だ美歴 を專ら とす。 尤も 可レ有 ニ訟議 1 こと 也。 本朝 六 衞府を 置きて 宮殿 を 

警 固せ しむ。 內舍人 九十 人、 掌， 一 帶レ刀 衞、 供奉- 雜使； 君の n お 行に は 分， ー衞 左右 一と 

云へ り。 宮衞 令に これ を 具にせ り。 


京 尹 留守 之 任。 案ずる に、 京 尹 は 京都の 奉行 をいた すの 役 也。 京師 は 天子の 王城、 

士農工商の 相聚 まる 所に して、 訴人 論 人 皆決斷 のために 京畿 にいたり、 豪 富の ェ商、 

權家 にたよ つて 威 を 張る。 此の ゆ ゑに 奉行 ややもすれば 決 斷に惑 ひ、 賄 赂に陷 る こと 

古より 多し。 且つ又 京師の 奉行 人の 作法、 天下の 投 となる が ゆ ゑに、 相將は 文武の 手 

本と なり、 京 尹 はこと.， <\ くェ 商の；^ となる。 萬 邦の 則と する 事なる を 以て、 此の 撰 

聊 も不レ 可， 怠 也。 周 官に內 史と云 ひ、 漢に 左右の 內. s< を 置き、 武帝是 れを京 兆 尹と 號 

す。 兆 は 十億 曰レ 兆、 京師 は 人の 多く あつまる 處な るが ゆ ゑに 號， 之。 但し 長 安の 東 を 

爲 1 一京 兆； 北 を 曰 二 左. 战胡； 西南 を右扶 風と 云 ひ、 是れを 三 輔と號 して、 長 安 械中を 治 

むる の 職 也。 唐に は洛 州の 都督 を 置く、 是れ 古の 京 兆 尹 也。 開 元に 至りて 又， と號 す。 

宋叉 尹と 云 ふ。 凡そ 尹と 云 ふ は、 帝王の 所， 都 を 司 どる 名た る 也。 本朝に 京 職 を 立て fl- 

右 を 分つ。 左右 京 職の 式に 云 ふ 所、 皆 京 中の こと を 司 どる。 其の 略に 云 はく、 所所 節 

ノ  シソ  11 (  ゼン ケンソ  シ厶  ヌメ  セ (其) 

會祭禮 佛事等 時、 庭 中 掃除、 凡車駕 行幸、 京 職 前跃、 凡 京路皆 令， ー當家 毎月 掃除； 又 

、x;:\ ョ ウス、 ソ  、ツル  ヲ  ビ  ハュ ルス レプモ  スト 

彈正 巡撿之 日、 官人 以下 祖承、 凡 大路 建, 門屋, 者， 三位 已上 及參 議聽， 之、 雖ニ身 薨卒； 

子孫 居住 之 間 亦聽， 之， 又 所々 樹， 柳 等 事、 凡 京 中 路邊病 者 孤 子、 仰， 一九 箇 i 令.； せ ノハ所 
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一一 てん 捕 g  i 見所， 遇、 隨レ 必令レ 拾 n 送 施 藥院及 東西 ノ悲 田院 一と あり。 是れは 喜 式の 制 也。 職 M 

-  令に 所， 出、 掌 1, 京戶 口、 名籍、 字 n 養 百姓； 亂 n 察 所き； sr 孝義， 田-: F 幅 i>  n 

賤、 訴訟、 市塵、 度量、 倉 魔、 租調、 兵士、 器 仗、 道 橋、 過 所、 ^雑物、 僧：^ 名 i 

事 W 此の 外に 彈 正の あり、 是れ又 京 中 を 巡察して 非常の もの を 勘へ 彈 すの 役 也。 人 

斗り にあらず、 衣服の 制 法 美 疎 色 品 居 { 七、 各.' これ をた だすの 役 也。 ，は 親王の 任官 

にして 頗る 爲ニ 重職； 大弼 これ を 司 どる。 机し 京 職 は 訴訟 を 司 どり、 彈 正は轧 it を 司 

どる。 但し 淳 和の 帝撿 非違 使 を 置きて 後、 京 職 .g: 正の 職 皆 此の 5，m にて & まれり。 

叉 東西の 市の 司 あり。 職員 令 曰、 掌 T 財貨 交易、 器物 眞僞、 度 4^ 輕重、 賫 |ル 估價、 禁 n 

^^h^ 察 非違！ 事" 市 式 1? 曰、 市 毎， 酈立， 膀 題， 號、 各 あ， 一せ.； 鄺； 隨，. i 交關、 不， 得，, 彼此 % 

レ便違 越- 毎月 勘 n 造 沾價帳 (三 通) 一 云々。 何れも 皆 京 尹の 職 也。 源 賴朝卿 天下の 權を 

§ 應 とる の 後、 右兵衞 餐能保 を 以て 京都の 守護と し、 鎌 倉に 所 司の 職 を 置きて 梶原景 時 を 

補す。 其の後 兩 六波羅 京都の 撿斷を 司 どり て、 京 職 *彈 正臺. 市 司 皆 名 ありて 實 なし。 

尊 氏 卿將軍 家た るの 後、 代々 所 司の 職 を 京都に 置きて 四 職の 衆 是れを 司 どり、 その 內 

より 代り を 出して つとめし む。 是れを 所 司 代と 號 して 京 中の 下知 を はから ふ。 公方 家 


(四) 周 公 u 一 

の 子、 周 平 公 

なり。 眷« 周 

書 陳の篇 に 

？^^し。 曰 はく、 

汝に 命じて 玆 

の 東. 外に 尹た 

らしむ、 敬め 

よ や。 昔 周 公 

萬-^^に師保し、 

c;^ 其の 德に懐 

けり。 往 きて 

なん ぢの司 を 

© 、み妓 に 厥の 

常に 恋， ひ、 つ，. 


FT を 昭 にせよ、 

れ： 其れ を 

さ i らんと 

(五) 太宗 


射. 梁國 公に 

進み、 宰扣た 

る こと 十五 年。 

杜 如^と 共に 

名な h- 


に 奉行 職と 云 ふ あり、 是れ 其の 所の ェ 商の 諸 色 を 知りて 檢斷 する の 役 也。 しかれば 村 

智 あら ざれば 時に 至りて 決斷滯 り、 德義を 不，， ^ば 風俗 を糾し 理非の 根元 を 不，， I、 ゆ 

ゑに 此の 職 其の 選 尤も 重し とい へ る 也。 古の 京 兆の 尹 は、 天子の 京師 を 奉行す る ゆ ゑ 

に 其の 選 重し。 今 柳 營は關 東に あれば、 關 東の 奉行 職 は是れ 乃ち 京 兆の 尹に して、 數 

十 萬の 人訴 安否 を 司 どる， 豈 おぼろげ ならん や。 次に 留守の 事、 天子 行幸の 時、 あと 

に 相 留まりて 守る の義 也。 或は 別殿^ 宮に 其の 人品 を 撰んで 留守せ しむる 也。 周の (鄭 一- 

陳 其の 役に 似たり。 其の後 は 異朝に 例な し。 後漢に 至りて はじめて 其の 撰 あり。 唐の 

(五) 

太 宗みづ から 東を征 す、 玄齢を 以て 此の 職に あて 玉へ り。 其の後 京 兆の 尹 を 以て 

留守と す。 宋には 親王 又は 大臣 此の 職 を 司 どる。 - 後に 南北に 京師 を 立て、 一方に 此の 

職 あり。 是れ 人君に 代りて 大事 を 司 どる 職 なれば、 其の 選 尤も 重し。 本朝に は 其の 制 

不レ 具。 天下 將軍 家に 屬 して 後 は、 京の 守護 六波羅 及び 柳營に 留守た る 人、 各； 留守 

の 職たり。 京の 守護 六波羅 は、 武將 自ら 上洛の 事 並に 朝敵 征伐の 時- 行きて 詔勅 をう 

もた 

かが ふの 時、 是れに 居す るの 地 也。 ここ を 以て 留守の 職に 相 中る と 云 ふ 也。 然 れば留 

(ん じ)  まもり 

守の 職 は 武備の 大事 を 重く、 IK 義 正道の 守 を 以て 選と す、 又 所 司. 奉行の？ 1; に 類す ベ 


君き 一！  § 


九 七 


山^-語；！卷為ーーー  一九 八 

からざる 也。  . 

監察 之 選。 案ずる に、 監と云 ふ は、 周禮に 邦國立 ニ其監 一とい へり。 察 也と 注して、 

詳に考 へ 察せし むる を 監と云 ふ、 察亦然 り。 古は監 司の 官を 置きて、 諸 官職の 善悪 を 

詳に 監察して、 明に な 入 聞せ しむる の官を 立て、 是れを 監察と 云 ふ 也。 上 犬 子 人君の 過 

ありて 政に かくる 所 ある をば、 諫議大 夫 是れを 諫め 奉る。 然れば 天子の 非 を 正す こと、 

古 は 侍臣 皆 以て 然り。 後世 人君 威 をお I しくして 大臣 其の 逆鱗 をお そる、 况ゃ 小臣を や。 

ここにお いて 妻に：！ 議大 夫の 官を 置きて より、 歷代 是れに 因循す。 朝廷の 政道 并に大 

臣 百官に 至る まで、 悉く 此れ を. 滅諫 する の 職 也、 則ち 監察の 職と 云 ふべ し。 こ こ にき • 

漢の 時、 御 史臺を 置きて 糾 察の 任と し、 朝 儀 法禮諸 色と もに、 此の 職 立 合 ひて 糾明せ 

しむ (る) ゆ ゑに、 憲臺 とも 云へ り、 叉 は蘭臺 寺と も 云 ふ。 凡そ 三 臺と號 して、 小： 1： 書 を 

中 臺と云 ひ、 御 史を憲 臺と云 ひ、 謁ぁ爲 ニ外臺 一とい へり。 御 史の官 の 中に 監察 侍御史 

と 云ふ官 あり、 是れ內 外の 事を糾 察して 其の 法 を 正し、 殿中の 威儀 をと との へ、 京 中 

の 違犯 をた だし、 百官の 失 ある を 糾明す。 凡そ 諸 公事 行事 ある 時には、 此の 宫 人出で 

に 作る 一  て 監察す。 天下の 用事に 立 合 はざる ことなし。 軍事 ある 時 は 行きて 將師諸 司の 事 を 正 


す、 是 れを監 軍と 云 ふ。 尤も 諸 國に監 を 置きて、 民の 安否、 訴訟の 決斷、 公事の 邪 正 

を 明に す。 黄 帝の ra! 監と 云へ る も是れ 也。 周 書に、 王 啓 レ監、 厥亂 爲 ， 民ノ、 曰 無二 

ァヒソ コ ナフ レ ヒシへ タグ ルリ  ス ルニヌ  リ  ス ルニヌ  シテリ テテ ィレョ  ノィ タス TI オヨ ビ ヲ ソノ 

脊妝； 無二 胥虐； 至， 1 于敬 1- 寡、 至 二 于屬- 婦、 合 由 以容、 王 其效， 一邦 君 越 御 事； 厥 

チ 二 ヲチス ルカ ナガ クシ ヲ クス テン ヲ  ハゴ トシ カク ノ シテ シ トコ 口 ッ ミス ル 

命：：？ 以、 引 ， 養 引， 恬、 自， 古 王 若い 兹、 監 罔, 攸, 辟と。 是れ武 王が、 康叔が 畿內に 

監 たるに 戒む るの 言 也。 唐 犬 下 を 十 道に 分ち て 巡察 使 を 置き、 又 按察使 をお いて 天下 

を 分 察する に 六 條の法 を 立てたり。 一 曰、 察 ニ官人 善惡？  二 曰、 察 n 戶 ロノ 流散、 籍き隱 

沒不 "均。 三 曰、 察 二 農 桑不， 勤、 倉庫 減耗？  I 曰、 察 T 妖粉 盜賊、 不 X 事 M 生業； 爲 €1 

五 曰、 察 德行 孝弟、 茂才 異數、 藏器晦 跡、 應：， 時 用 者ハ .一 ル曰、 察,， 黠ぎ 象宗、 

簸幷縱 暴、 貧弱 鬼 苦、 不レ能 二 自申ー 者 ^ この 六 ケ條を 以て 諸國を 監察せ し 也。 明に 至 

りて 天下 を 十三 道に 分ち、 布 政 司. 都 指揮 便 司 *按 察 司 を 置き、 是れを 三 司と 號す。 

布 政 司 は 政 を 民に 布令す るの 官也。 都 指揮 使 司 は 軍政 を 司 どる。 按察司 は 是れを 監察 

の官 也。 又 毎年 御史 一 人 を r. ぎ 國 せしめ 其の 國を^ 察せし む。 是れ 監察に あら ざれば 事 

の：^ 明 不レ正 ゆ ゑ 也。 然れば 監察 は 天子 人君の 耳目 を 以て 是れ に授 くるの 官な るが 

ゆ ゑに、 大小 曲直 兑 間の 間、 更に 是れ を遲滯 すべから ず。 是れを 奏して いかが あるべ 

君 道 三 $H  一  九九 
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きと 思惟の 心 あらば、 權門高 家 富貴 貧賤に ついて 必ず 私出來 るべ し。 故に： 聞 を 以て 

黜陟の 政 あらん は、 宰相の 了 節、 人君の 明 智に隨 ふべ し。 さるに よって 古凍 官* 臺官 

一所に 居て は、 諫め 奉る こと を 前方に きいて、 相 論じて 後に 出 座す る ゆ ゑ、 諫丄敷 一 

(.， に. 1!!^、 になり て 監察 不レ正 を 以て、 臺諫 不二 相兒 一の こと を容 齋の洪 氏が 隨舉に 出せり。 諫官 

•lwl?、li のこと を 云 ふ 時 は、 御史是 れを亂 明す るの 正し からん こと を 欲して 也。 ^し 監察 明 也 

士 とな 

る。 筆 と 云へ ども、 これ を if 陟 する こと あら ざれば、 奉行の 私曲 やむべからざる こと 也。 本 

そ の 他 著書 多 

し  朝に 彈正臺 を 置く、 是れ 異朝の 御 史臺に 比す。 尤も 風霜の 任なる ゆ ゑに 霜 臺と號 する 

也。 專 (il 亂彈 事？ 延喜式 曰、 凡 彈正不 X 得：， 彈ニ 太政大 hS; 太 政 大臣 得 ^itn 彈正； 其 左 

シル  ハ  ニズル プ ゾズル  ビ  ヌハ  リテニ 

右大臣 與ニ彈 正； 若 有 n 非違 1 者 各 得， 1 互彈； 凡彈， 1 親 Hi 及 左右 大臣， 者、 弼已上 在， I 臺座； 

、ニノ  fc はう-、  ハシ (二)  ヲ  二 ズレヲ  ビ  ヤノ  二 ズレヌ f—  . il . 

I 一一 tir ナ 而 遣ニ忠 一 人 於 堂上つ 彈レ 之、 諸 王諸臣 三位 以上 及參議 者、 就 二 其 前座， 彈， 之， 

次官の 下に 位  ハ  ハ マ ョビ ノヲニ ズレヌ  ノラ ルル ゼ ハ  チ-尸 ヲィフ ハイト ル 

する 役？ 四 位 以下 不レ問 二王 臣； 皆 喚 二 其 身於臺 1 彈：， 之、 g レ 位ら 上 其 被 レ彈人 者、 起レ 座稱レ 唯、 彈竟 

モ チ テフ ハイト シル クモ ズ レヲ ゾ スル プ ハ シテ  ヲ 二 ス 

之 後 亦 起. 稱，， 唯、 若不， 起 者 亦彈， 之、 凡 臺奏二 it 事 1 者、 不ぃ經 -1 太政官 一而 直奏 聞と 云 

ただ 

云。 是れを 以てみ ると き は、 大臣より 以下 悉く 是れ を糾. 祭して、 其の 非 を 相 彈 十の 職 

シ カラ 

なれば、 監察の 儀に 當れる 也。 武家に て は 其の 名 號不レ 正と い へ ども、 必ず 諸事に 奉 


行の 外 監察の もの あり、 後世 是れ を撿 使と 云 ひ、 目 付 • 横目と 號す。 諸國を 巡行す る 

くにめ ぐり  ジ カラ 

を國 巡と 云 ふ、 其の 名 不：， 同と 云へ ども 其の 職掌 は 同じ。 諸 職 を 糾明し 監察 するとと 

ル シ カラ 

不レ詳 とき は， 其の 職に 怠り 出來る こと 古今と も然 り。 たと へ ば 草木 を植 ゑて 土 か 

ひこ やしす と 云へ ども、 其の 時 を 以て 監察す る こと. 一:^? とき は、 其の 生々 全から ず。 

金 鐵强木 を かまへ て 事を設 くると いへ ども、 監察 時 を 得 ざれば 或は さび を 出し、 或は 

蟲 かみ そこぬ。 況ゃ人 皆 君子なら ず、 事に 萬 般の用 あり、 能く 是れを 制 法す と 思 ふと 

も、 其の にもれ かくる 所 あるべき なれば * 監察す る こと 詳 にあら ずん ば、 人 その 職 

总り奸 曲 自ら 生じて、 つ ひに は官人 違犯の 嚴 科に 處 せらるべし。 監察 を 置く こと は、 

元來 百官の 非 を 見出して 是れを 害せん と 云 ふの 設 にあらず、 早く 其の 悪 を こらし 戏 を 

設け、 其の 善 を 揚げて 志を勵 まさん との 事 なれば、 必党 kn 官諸 職の 人 を 愛惠し 警戒せ 

ン. P ラ 

しむる の 法 也。 若し 其の 設不， 正して、 監察が 云 ふ處に まかせて 詳に 評せず、 評すと 

いへ ども 事 多 問に 不レ 及、 或は 唯 だ 例に まかせて 此の 職 を. 置く とき は、 皆信赏 より 出 

でざる ゆ ゑに、 監察 却って 賄赂に ふけり、 己が 好惡に まかせ 威 を 56! しくし、 廻國 して 

按 察すれば， 民是れ がた めに 勞 役し、 水 孕に 1: りて 巡撫 のために 行きて は、 却って 水 

.  君 近 ii! 雲.  二 〇1 
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E 千の 害より 民 これに 苦しむ 事、 一お 君 5?^ 將の 世に 多し。 是れ 此の 職 を まう けて 民 をめ ぐ 

むの 意 はありと いへ ども、 其の 用法 不レ 丑 ハぃ 其の 格 物不レ 正が ゆ ゑに、 事と 意と 相 遠す 

古の 御 史は轧 明 をき はめて、 それん \ の 奉行の 手前に 送り、 刑 を 行 ふに は 大理に 送る _ 

(§ 

これ 又 彼れ が あらための 上に、 各 >  の 所 司又是 れを轧 明して、 そのたが ひなか らんこ 

と を 思へば 也。 故に 監察の 目 付 は 奉行 • 所 司 をた だし、 奉行. 所 司 は 監察 をた だす、 

ル チ  . 

互に 忠を 第一 として 更に 私 を不， 立 也。 監察の 官は事 々にわた る ことなれば、 其の ま 

うけ 其の 選 尤もつつ しむべき こと 也。 不， 然ば 名のみ にして 奸 曲彌. '行 はる。 

師曰 はく、 凡そ 官に ももの 品 ありと い へ ども、 文官 武官に 不レ 出。 文官 は 宰相 執權 

を 以て 第一 として、 其の 下に 農民 を 司 どるの 奉行 あり、 これ 民政の よる 所な り。 商 買 

百ェの 奉行 あり、 是れ市 銜 の 制 を 司 どる。 寺社 多き とき は 寺社の 司 を 設けて 遊民 を 制 

せし む。 是れ 悉く 民 を 養 ふの {«. 「たり。 この 外に 山林 川澤海 野に 付きて 品々 の官品 あり 

といへ ども、 只 だ 此れ 文官の 屬 なり。 民間に 訴 論な くんば あるべからざる を 以て、 評 

定衆を 置きて 訟獄 を決斷 す。 然れ ども 評定 衆と 云うて 別に 可 レ設に は あらず。 右の 奉 

行. 所 司 相 連ねて、 農工 商 遊民の 敎 導を詳 にし 訟獄を 正す、 是れ 評定 衆 也。 其の 大節 


に 及ぶ に は 宰相 執權 これ を聽斷 るべ し。 次に 武官の 事、 武將を 以て 第一 とす。 諸士の 

司 品々 ありて、 宮營の 警固を まう け 非常 を 禁ず。 其の 屬官 甚だ 多し。 武器 武物 こと ご 

とく 諸 役 ありて、 詳に 其の 制 をき はめ、 其の 品 を わかち、 其の 不足 を あらため、 其の 

手足 をね らしめ、 其の 技藝を 試む。 以上 文武の 兩官の 外に 別に 官 あるべからず。 其の 

本を考 へて 古來三 公. 六 卿 を 立て 百官 を 置く 也。 而 して 文官 必ず 武官に 因り、 武官 必 

ず 文官に よる。 文武 互に 相 因りて 天下の 事 成る。 是れ 天地 自然の 道 也。 此の間 其の 時 

其の 用に よって 其の 名號を 付けて 品 を わかつ 也。 文武の 官 あっても、 これ を糾 すに 監 

察の 役 あら ざれば、 宫 必ずお こたる ゆ ゑに、 君の 耳目た る もの を 撰んで 監察と し、 目 

付たら しむる 也。 今 ここに 記十處 も、 此の 心 を 以て 考 ふるとき は その 差別 明白 也。 天 

下の 君 道 是れを 正す とき は、 諸侯 列 公 も 又 これ をう けて 其の 國中を 可, 制 也。 

二 六 選擧の 法を詳 にす  • 

師論， I 古人 擧士之 法 1 曰 はく、 上古 は 京師 井に 諸國 にお ほせて、 其の 所の 國司國 の 風 

俗 を 正し 敎を詳 にして、 多くの 人民の 內 其の 行跡の 可 レ然を 選んで、 SS 國 より 是れを 

君 道 三 賢 二 〇n! 
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京都へ 獻 上し、 其の 是非 を 詮議して、 其の すぐれたる を 朝廷の 士 につら ならしむ る， 乜。 

鄕 里の 間と い へど も 必ず 是れ を舉 ぐ、 故に 郷擧 単： 選と 云 ふ 也。 異朝 を考 ふるに、 一 

殷 より 已 前に は 其の 事經 書に みえず と 云 へ ども、 堯の 時舜を 民間より 選出し 玉 ふ は、 

是れ 擧士の 法と 云. ふべ し。 周に 至りて 大司 徒の 職 を 設け、 王城より 諸 國郡縣 に 至る ま 

(二  (二) 

へきよう  i  はん， ぬう  (111)  ハ -I リ 

(一) 天子の で 學校を 立て、 天子 を 辟 癰と號 し、 ま-一王 諸侯 を 件 宮と云 ふ。 學 記に、 古 之敎者 家有レ 塾， 

に^ /II 黨チ 序、 術 有レ 序、 國有レ 學と云 ふ は、 此れ 郡國 より 鄕黨の 少しき まで、 學校を 立て 

(三) 禮 記の て 民を敎 ふるの 謂 也。 其の 敎 ふること は德と 行と 藝と 也、 是れを 三 物と 云 ふ St; ぬ 也。 

篇名  ッ  -' 

sv)、iitM 此の 三 を 民に 敎へ ととのへ、 毎年 在々 所々 において、 此の 三の 內扣 ととの ほれる を考 

「ii; 校 を 設け 

道 mi 立つ」 へて、 其の 所の 大 夫の 本へ しるし 遣 はす。 大 夫と 云 ふ は 在々 所々 を 司 どる 惣 奉行の 名 

の IS お參照 

也- 萬 二 千 五百家に 及べる 所の 司の こと 也。 大夫 この 書 出し ども を聚め 置きて、 三年 

に 及ぶ とき 大夫詳 に 此れ を しらべ、 彌.' 德 行の 實 不實、 藝能の堪不^^を詳にきはめ、 

大司 徒より 所 レ敎に 不レ違 もの あれば、 則ち 在々 所々 の 小 奉行 ども を 招き 是れを 詮議し、 

能く 相 かなへ る 人 あれば、 其の 所の 人民 を 合せて、 飮 食の 禮 を^け て 此の 人を贫 客の 

禮 にもて なす。 是 れを賓 興と 云 ふ 也。 其の 明日 名 氏 を 簡體に 書き付け、 則ち 王に 獻ず。 


天子 拜 して 是れ をう け 玉 ひ、 此の 書 を 天，」 5 にあぐ と 也。 天府と 云 ふ は 宗廟の 寶器を を 

さむる の府 也。 凡そ 賢 能の もの 世に出 づる こと は國 家の ひかり なれば、 辱く も 天子 是 

れを 賓客の ま うけとし、 九重の 尊き 位 を 以て 此の 書付 を拜 して 受け、 剩へ 天府に を さ 

め 玉 ふ 事、 唯だ國 家の 萬 民 を 安から しめんとの 信實 より 出で たる 作法 也。 是れ 周禮に 

所レ謂 也。 鄉學 よりあ げらる る もの は、 鄕の大 夫 司 どり て大司 徒に 入る。 國學 よりあ 

げらる る もの は、 大樂正 これ を 掌り て大司 馬に あぐ。 鄕學と 云 ふ は國々 の家數 多き 所 

にある 學校 也、 國學と 云 ふ は 王城の 學校 也。 此の 兩學 校より 士を 選んで 王城へ 奉る こ 

と 也。 鄕學 より 其の 秀でた る もの を 擧ニ司 徒 一 を 選 土と 云 ひ、 選 士の內 より 國學へ 上ぐ 

る もの を 造 士と云 ふ。 造 はなる とよめ り、 學の 成就す るの 心 也。 國學 より 大樂 正にす 

すめ、 大樂正 是れを 論じて 王に 奏して 大司 馬に 升ぐ る、 是れを 進 士と號 する 也。 大司 

ま 5 

馬 其の 材の 大小 高下 を辨 論して、 其の 贤を 王に 吿 して、 一定の 論き はまりて 後に 官を 

授く。 その 司 馬に あげら るるの 問 も、 司 馬 これに 微 宫を與 へて 政に 從 はしめ て 其の 賢 

を考 へ、 而後に 王の 官人 とす。 是れ 王制に 所， 謂に して、 一人の えらび 未, 經ニ入 仕 一の 

ザル 

前に 如レ 此の 細 評 あり。 官に 入りて 而後に 將を與 へ、 其の 位の 定め を 待って 祿を與 へ、 

君 道 三 賢 賢.  二 〇 五 
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是れ 叉官に 入りても、 得 レ祿の あ ひだ 尤も 其の 細 評 あり。 天子へ 奉レ 仕事 大方の 義 にあ 

ら ざる ゆ ゑに、 夭 位 天祿を みだりに 與へ玉 はじとの 投也。 ここに 成 周の 法お とろへ、 

(一) 漢の武 司 徒の 職. 典樂の 官、 名 ありて 實 なし。 古 者 諸侯の 士を 貢す る こと 一 たび ある を 一 適 

帝の 時の 有：？  レ ノ ヌ 

H^^s と 云 ふ。 適 は 得 n 其 人 一心 也、 是れを 好 德と云 ふ。 再び ある 是れ を界 適と 號 して S 賢 

0  すたに (一二し やく  ル ゲ 

(一：) 天子よ (と 云 ふ)。 三 適 を 有功と 稱 して 迥ち九 錫 を 加 ふ。 士を 不レ擧 こと 一度 なれば 體 をけ づ 

り 賜 はる 特别 

赏、 S あり らる。 再びに 及べば 地 をけ づら る。 三た びに 及べば 爵地 悉くけ づら る。 是れ國 政 は 人 

を 知りて K を 擧げ、 士の志 ある を 用 ふる を 以て 本と す。 不, 然ば 風俗 を 易へ 萬 民 を 化 

十る こと 不 M ヒ 也。 

齊桓 公內正 の. 法に、 正月 元 H: に 親ら 鄕長等 に のぞみて 曰 はく、 子之鄕 において、 有 K 

ミ ヌ  ニシテ  二  スルキ コェヲ  二  1 マバ テゲョ リテ ル チ， ゲ  フ しヌ 

居處 好， 學慈 T1 孝 於 父母； 聰惠 賢仁發 n 聞 於鄕里 1 者 h 有 則 以吿、 有 Ik 不二 以吿； 謂 二 之 

蔽- 明。 叉 問， 焉 曰、 於， 一子 之鄕； 有 1. 養 奉 股肱 之 力 秀ニ出 於 衆 ー者ハ 有 則 以吿、 有 而不， 1 

以吿； 謂 二 之 蔽 又 問， 焉 曰、 於 二子 之鄕； 有 T 不 in 孝 於 父母； 不， 長 n 弟於鄕 里； 

二 シチハ ヒ ノヲ  11- バ テゲョ "テ ル テゲ  フ レヌ ト 

驕躁淫 暴 不， 用 二 上 令 1 者 h 有 則 以吿、 有而 不二 以吿； 謂， 一之 下 比 一と 云々。 此の 三ケ條 

を 小 幸 行 どもまでに 桓 公 自ら 一 々に 是れを 告げ、 若し そむく もの 有レ 之ば 罪過 あるべ 


しとい へり。 唯 だ 匹夫たり と 云へ ども 其の 善 不善 をの こさず、 勸善 懲悪の 政 あらん-と 

のこと 也。 漢の 高祖 は 三尺の 叙 を 以て 天下 を 治め、 時に 猛將 勇士 多し といへ ども、 猶 

ほ 賢者 を 求め、 天下に 励して、 德 ある もの あらば 郡 守 自ら 是れ を勸 めて 相 國の府 に 至 

るべき こと を吿げ 玉へ り。 文 帝の 時 諸侯 王公 卿 郡 守までに 詔して； 賢 良 方正 能 直 一 百 

極 諫者を 可， 擧 よしの 事 あり、 是れ より 賢 良 方正の 科 始めて 行 はる。 科と 云 ふ は 人 を 

擧 ぐるに 科を定 むる こと 也。 賢 良 方正 直言の もの を、 代々 に 召して 事 を 尋ね 玉へ り。 

宋に 至りて 賢 良 方正 能 直 首 極諫。 經學優 深 可 ， 爲ニ師 法？ 詳閑 ニ吏理 1 達 二 於 教化？ 此 

の 三 科 を 立て、 諸 州より えらみ 吏 部に 送り、 對ニ御 策 一 試， 一三 千 言； 以ニ 文理 供 優 者 一 

中二せ ノハ 1 一と 也。 仁 宗の時 六 科 を 立て 玉へ り。 一 曰、 賢 良 方正 能 直言 極諫 科。 二 曰、 博 

通 n 墳戲 一一 明 二 於 教化 一 科。 三 曰、 才識兼 茂 明 M 於體用 1 科。 四 曰、 詳明 ニ吏理 1 可：， 使レ從 

レ政 科。 五日、 識 n 洞 韜略 1 運 n 簿 帷幅 1 科。 六 曰、 軍 謀 宏遠 材任 11 邊寄, 科、 是れ 也。 

孝宗の 時 は 十 科 を 以て 人 を えらめ り。 然れ ども 皆對 策の こと ありて、 其の 文章の 優劣 

斗り を考 へて、 文 帝の 時の 賢 良 方正 を擧 ぐると は 事 か はれり。 對 策と 云 ふ は、 漢の武 

ニー 一) 

帝の 時 賢 良 文 學の士 を 招きて 對策 あり。 この 時文 學の士 多く 出づ といへ ども、 董仲舒 

君 道 三 ,  二 〇 七 


山 鹿 語锁卷 第一 一！  二 〇 八 

賢 良 を 以て 對 策し、 三 策まで 問雞 あって 遂に 江 都の 相たり。 政道の 得失 を錄 して あら 

はし、 問うて 文 を かかせて 返答せ しむる を對 策と 云へ り。 1K 子 其の 問 ひ 玉 はんこと を 

自記して 尋ね 玉 ふ を 制 策と 云 ふ 也、 又は 制 科と もい へり。 武帝對 策の こと を はじめ 玉 

うて 後、 悉く 文章の 優劣に なれり。 その ゆ ゑ は 文 を かき 其の 返答 をいた し、 其の 一 紙 

一行の 間によ つて 其の 人の 善惡 をし らん 事 =1* だ理 にあたら ず、 譬 へば 文章 玉 を つづる 

レ シ カラ  つ ひえ 

と 云へ ども、 實の 德不， 正ば 皆 空言 也。 この 弊 後世 大 になり て、 唐 ニ木 の 末に は 博 文 

宏才の 土なら ずして は對 策不レ 叶。 天子 又 此れに 問 ふに、 夭 下の 政道 人君の 道 德を以 

(則 一、) 朱 てして、 直言 極諫 のこと は不 1 求して、 彼れ が對 へがた からん こと を 撰み、 難問 を こ 

寧 宗の昨 « 文  レ > 

IP とひ J しらへ て 是れを 制 策 あり。 古の 賢 良 方正 を 求めし は 直言 極諫の もの 也。 後世 は 不レ然 

^M^^ ゆ.^ に、 悉く 本 を棄て 末に 隨ひ、 擧士の 法 其の 風俗 ほとんど あやまりて、 唯 だ 文書 博 

云 \  (二  - 

一へ に，， 覽を 求む るの み 也。 葉 適が 制 科の 論、 巽 巖李氏 制 科 題目 編の 序に、 具に 是れを 論ぜる 

部 I なり。 武帝董 仲舒が 奏する によって、 州 郡に 命じ 孝廉の もの を 一 人擧 げたり。 是れょ 

郎、 敷 文閣學  タリ 

はと J り、。 り 孝 廉の科 始まれり。 文 帝の 時には、 孝弟 は 天下 之大順 也、 力 田 は爲， 一生 之 本； 廉吏 

.S をお す ぎ 

長- は 民の 表 也と あって、 孝弟 力 田の もの を 尋ね、 これに ほ を 賜 ひ、 廉 .is- に 百 石 三 匹のお 


を 賜 ふ、 未だ 孝 簾の 科と 云 ふ は あらず。 凡そ 賢 良 文 學の士 は、 文筆 を 以て 材を あら は 

すに 足れり。 孝廉の もの は、 其の 行跡に たしかなる 證據 あら ざれば 不, 足， 用 也。 ゆ ゑ 

に 文 帝、 萬 家 之 縣亡ニ 應レ令 者 1 との 玉へ り。 武帝 も以爲 闖 郡不， 薦 M 1 人 一とい へり。 

是れ贤 良 文學は 多くして 孝 廉の科 は 少なし- 文學 はなり やすく 實行は 勤めが たき ゆ ゑ 

也。 然れ ども 賢 良 文學の 者、 その 忠言 嘉設、 崇 論宏議 は、 國を たすけ 時 を 救 ふに たれ 

り。 孝廉の 類に は對 策な く、 唯 だ その 實斗 りなる ゆ ゑに、 後世 名 をぬ すみ 眼 を いつは 

り、 潔白 淳 厚の 體を つくり、 直言 仁 賢の まね をいた して、 世に 孝 廉と稱 せられん こと 

を 求む。 又た まく 實に 孝廉の もの ありと いへ ども、 是れを 擧げて 政 を 問 ひ、 風俗 を 

(一， 一) Has まなばせん とすれば、 一向 素朴の みに して 政事 民間の 用な し。 ここにお いて 後 漢の順 

豪、 安帝の 時  (一一 一)  レ ラ 

l^f  帝の 時、 左 雄 奏して 限 年の 法 を 立てたり。 限 年と 云 ふ は、 孝 藤の 科 は 年 四十に 不レ至 

れ、 冀 州刺史  シ I-  、 

^^n-^^ ば 其の 行 赏難レ 計と 云 ひて、 四十 已上 を擧 ぐ。 茂材異 行の もの をば 年齢に 不， ：^^ じて こ 

^^^h れを あぐる 也。 これより 後 左 雄が 議行 はれて、 或は 三十 歲已 下の もの は不， 擧の類 あ 

や、 數々 上 言 

す 一」？ よ。 くれ り。 凡そ 其の 實行を 以て 士を擧 ぐる こと は、 贤良 方正と 孝廉 との 兩科を 以て 本と す。 

る  武帝叉 四 科 を 立つ。 一日、 德行高 妙 志節淸 白。 二 曰、 舉 通行 修リ經 中二 博士？ 三 曰、 き 
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一は  1) 上下の 習 一一 法令 一足 一一 以 決., 疑、 能 接 二 章 履 一文 中 一一 御 史_> 四日、 剛毅 多 略遭レ 事不， 惑、 明 足 一一 決 

斷一材 任 一二 ニ輔縣 令？ この 四 ケ條を 以て 三 歳に 一人 あて づっ諸 州より あぐる 也。 後漢 

の 光武、. 四 行 を 以て 人 を あげし む。 淳厚 • 質樸. 嫌 遮 • 節 俊の 四 也。 是れ等 は 皆 其の 

實行を 以て 本と せり。 武帝叉 博士の 科 を 置く。 是れは 博 文の 士 あらば 郡國 よりえら み 

あぐべし とのこと 也。 博士 科 後世 品 多くな りて、 人 又 浮躁文 華に おちいれり。 武帝文 

を このんで 司 馬 相 如 を 召 出され、 其の 文章の 甚だ 奇なる こと を 歎じ、 これ を 朝廷に 置 

くと いへ ども、 其の 德義 不, 足、 大臣に 任ずべき 質に あらざる を 知りて、 文 園 令に て 

(終)  な. ク  (二) 

P に、) を はれり。 然れ ば武帝 未だ 文に 泥む ことなし。 魏に 及んで 三祖文 を：. ii- び、 つ ひに 詩文 

によって 人 を あぐ。 人君 大道 を ゆるがせ にして 詩文の 小藝 を：^ むこと、 賢主の なす 所 

フ レ  一一  § 

にあらず o 上の このむ 所 は 下 必ず 隨, 之なら ひなれば、 影の ごとく ひびきの 如くに し 

s) 

^一 t.l 腕の て、 下 唯 だ 詠吟 を享ら とす。 江 左の 齊* 梁彌 2」れ に- 长 じて、 一句の 奇、 一字の 巧 を 

以て 味と す。 是れ より 里 の 童子まで 先づ五 言の 詩句 をな す。 に 至りて はじめて 進 

士の科 を 立てたり。 是れ以 一一 文辭 一士 を こころみ るの 法 也。 漢の 博士の 科より 事お こり 

て、 つ ひに 文學の 弊、 文 辭詩賦 におち 入る 也。 唐に 至りて 猶ほ隋 にした がふ。 其の 大 


要、 舉 館より 入る を 生徒と 云 ひ、 州縣 より 入る を鄕 貢と 云 ふ、 皆 有司に あげて 是れを 

進退せ しむ。 以上 三 段 也。 科目に 秀才 • 明 經 • 進士. 俊士  • 明 法. 明 字. 明算. 一 

史* 三史 あり。 是れ皆 隋の進 士  • 漢 の 博士の 類に して、 彼れ が 實德を えらぶ にあらず" 

是れに よ つ て 士身を 修め 心 を 正 し て 名 節 を 高く す るな し。 唯 だ詩賦 を^んで 言 を 巧 に 

し、 本に くらく 末に： S る。 明 經と云 ふ は、 聖人の 經書を 明に する 也と いへ ども、 道德 

のために 云 ふ 時 は、 皆 F 、道の 器に して、 口に 論じ 文 を ほしいままに すると も、 實學な 

きとき は 時に 當 りて 事務 を不」 知、 人に 臨んで 事 を 決する こと 更に 不， 稱、 擧げ用 ひら 

るる もの もせ.： に 居て 職に かな ふ ものな し。 是れ皆 空文 を專ら として 唯だ讀 書の み を 事 

とす、 明經 とはい ひがたし。 殊に 京學 にあら ざれば 詩文 節學 風流に あらざる ゆ ゑ、 諸 

§  えいえ う 

國の學 者 ことん. \ く 在京して 專ら 交遊し、 農工の 業 多くす たり、 淫亂 榮耀を 常と す。 

是れ又 遠方の 異材贤 良は不 レ被レ 用、 つぐの ひなき 貧士 自ら 邊 土に 沈淪 して、 國 家に 遣 

材 多き ゆ ゑん 也。 又 人の 材は 各.' 得た る 所 あり、 其の すぐれたる 所 を 以て 擧用 すると 

き は- 官 其の 道に 可, 稱に、 ひたすら 文 學詩賦 を 弄ばん とならば、 材 多くす たるべし。 

f T) 卜 •  t  (En  --6 

ysIT 進 士の科 其の 失 多し といへ ども、 唐專ら これ を 貴ぶ。 中に も 元 和の 比、 詩人 文人 世に 
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ッ ヲ  ナベ ふつ まる 

多くして、 互に 爭， 名て 風俗 次第に 衰へ、 其の 都 會を擧 場と 云 ひ、 通稱 して V 一 (乃 才と云 

ひ、 及第す る を 進 士と云 ひ、 互に 相 敬して 先輩と 云 ひ、 共に 及第す る を 同年と 云 ひ、 

有司 を 座主と 云 ひ、 京 兆 府考へ て 升す を 等 第と 云 ふ。 外 府不, 試而 貢す る もの を拔 解- 

と 云 ひ、  將 X 試 各 相 保 を 合 保と 云 ふ。 群居して 賦レ 詩す る を 私 試と 云 ひ、 旣に 及第して 

レ 、ヒア  -、 レ 

y、) 宋の 名 を 列 二 慈 恩 寺 塔 一 を 題名と 云 ひ、 大燕ニ 於 曲 江 亭子ー を 曲 江の 會と云 ひ、 籍而入 i を 

の S- の 名 宰相、  カク シテ 7. ナス プ  ャテ ナ ラフ ヌ 

文集 あり。 文 舂關と 云 ひ、 匿， 名 造， 謗 を 無名 子と 云 ひ、 退而 51, 業 を 過 夏と 云 ふ。 此れ 皆 進 士の辭 

h ふ- 認す 

(人に歐+ii^; にして 悉く 風流 浮 靡に 陷る ゆえ 也。 宋に又 進 士の科 を 貴び、 詩 赋策論 を 以てす。 ここ 

isis を 編む、  (二 ェン ヒ シク セン 1 ヲ ヲ  グ、 ヘシ 二 シ  ヲ  ルニ ヌ ト セン rrK ヲ  (二) ゾゥャ  シテ 

後；. まへば 部 において 范仲淹 請 貢擧； 欲 T 復， 古 舆ニ學 校； 取：， 士本 * 行實 ^ 學士 宋祁等 叉奏 

J 書い^^ 离+  ハク  ハ  レセ  ヲハ レバ セ  ：  ハ アキラ 力 ニス ル ヌ  ハ スルニ  r ン ヲ 

シな， f  、 言、 今 之 敎不レ 本 二 於 學校ー 士不レ 察 ニ於鄕 単； 一 則不 レ能レ 觀こ 名實； 有司^ 以ニ聲 病； 

^こお ■  、つ  ハ ラナ リ  二  ラ スニ  ヌ  (一二) 

(叫) 栄 の學 學者專 ニ於誦 記； 不レ 足：， 盡ニ 人材 一とい へ り。 又 英宗の 朝 司 馬 光 上 言して、 諸 州に おい 

一一お 唐宋 ノ  T>  レ ァノ  t 、-フ 

plfLS て 賢才 忠信の もの を 擧げ、 文 詞詩賦 を專ら とせず、 進士を のぞむ ものの 京に 不レ聚 ご 

史の著 あり  (gn 

(五) 字 は 介 とく あらん こと を 願へ り。 此の 時 歐陽修 又 上 一 頁して、 唯 だ 詳に實 を 究め、 あやまりて 

m,  にし 

^^^^..^ 用 ふることの 失な く、 法は舊 典に 順 ふに ある こと をい へり。 舊典は 進士の 在京、 唐. 

名な り。 乂八 、  ジ カーフ  (五) 

大家 の 一人 宋皆 しかれば、 そのまま 置き 玉 はんとの こと 也。 二子の 論不レ 同。 神 宗の時 王 安石議 


を 立て、 罷， 一明 經及諸 科 進士； 罷ニ 詩賦； 變ニ聲 律 1 爲ニ 議論； 變ニ墨 義ー爲 二 大義？ 大義と 

(七)  リヌ ハク リ  ルマデ 二 

云 ふは經 書の 內の 大義 を 尋ねて 答へ しむる のこと 也。 蘇 軾叉上 レ議て 曰、 自, 唐 至 レ今、 

テ  ヲル  ト  ルカ ラァゲ テフ 

以 ニ詩賦 1 爲ニ名 臣ー者 不レ可 二 勝 數 1 こと をい へり。 是れは 德行を 以て 人 をと らんと すれ 

ば、 人 德行を 以て 僞 はる。 然れ ば自， 一文 章 一言， 之、 策 論 爲レ有 I 用、 詩 赋爲， 無， 益、 自， 一 

政事 一言， 之、 詩 賦策論 均 爲， 無， 用と い へど も、 代々 あり 來れる ことなれば、 唯 だ 能 

ン ル  そ しょう  ニシテ ノヲ  ニス  ヲ 

くつ まびら かに 評せら れんこと 可レ 然との こと 也。 蘇- 级は先 11 士行 1 而後 ニ文藝 一とい へ 

り。 神宗っ ひに 王 安 石が 議に從 つて、 詩賦 及び 諸 科 を やめ、 經義 論策 を專ら とす。 朱 

子 嘗て 欲 l4 能 二詩賦 一而 分 4 諸 經- 子 史- 時務 之 三 h 其の 私議 あり。 是れ 各. '文采 を專ら 

として 天下の 風俗 大に變 ずる こと を なげいて、 科擧 文字の 弊 を きらへ る 也。 人 詩賦文 

辭に 至る こと はやす く、 實を つとめ 身を修 むる こと は 難し。 宋の熙 寧 四 年に、 詞賦 を 

やめ 專ら經 義を用 ふること 十五 年に して、 元祐 元年に 復ニ 詞賦； 紹聖 元年より 叉詩娬 

此の 問 三十 五 年 

を やめて、 建 炎 二 年に 又 兼ね 用 ひらる。 然るに いっとても 詩賦の 進士は 多く 經義の 科 

は 少し。 或は 十五 年 或は 三十 年 をへ て、 詩賦 をす てて 經義 を專ら とすれ ども、 十に し 

(一 一一 一) 

て 二分 は 詩 賦の科 あり。 是れ皆 人の 俗 浮華 文章に おち 入り やすき ゆ ゑ 也。 宋の 紹舆三 
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年に 又 博 學宏辭 の 科 を 立つ。 凡そ 十二 題 を 以て 試む、 制. 詰 • 詔- 表.！^ 布 • 微- 

箴. 銘 • 記 • 贊 • 頌 • 序、 これ を 題して 文 を 作らし む。 是れ又 詞賦の 科と 云 ひつ ベ し。 

すべて 進 士の科 は、 是れ漢 の 博士 射 策より 其の 末如レ I なれり。 射 策と 云 ふ は、 難問 

を かいて 案 上に 置く を、 何れ にても 取って 答 ふること 也。 周に 進 士と云 へ ると、 後世 

n)  t0 の 進 土と 云 ふ は、 其の 職 各.^ 別 也。 後の 進士 をせ に 及第と 號す。 漢に 茂才異 倫の 科 あ 

涉し？ I り、 是れは 董仲舒 が 奏せる より 其の 沙汰 ありて、 {: 且帝 初めて 是 れを擧 ぐ。 後世 此の 科 

作る。 始め 尙 

IS お 一は も 進 士に屬 せる 也。 唐に 道 擧と云 ふ あり、 是れは 開 元に 老子 を 貴びて 其の 選 あり。 童 

はぜ H 一す 子の 科と 云 ふ は 漢 • 魏 の 間に 始まれり、 幼童の 神異 ある を 用 ふ。 方 伎 科 あり、 小藝戯 

^.^^^0 游の事 を 以て 民間より 擧 レ士ら るる こと あり。 後漢の 范啼、 方 伎 傅の 論 をつ くれり。 

つ 乙 は 長 

M し- ffsf 魏の文 帝の 時、 陳群 奏して 九 品の 選 法 を 立て、 州郡縣 ともに 大小の 中正の 官を 置き、 

時 露 W 大將軍  一， 

天下の 人才 を詳 にせん とす。 十萬戶 より 一 人 を 出す、 秀異の もの は 戸口に 不レ拘 と 也。 

^^^0 このと き 所々 の 有司 皆 私 を かまへ、 下品に 無二 高 門 - 上品に 無 一一 寒士 ， と 云 ふ の 沙汰 あ 、、り 。 

央も陳 ベ 封 事 (三) 

ffl る， 5 だ 隋 の開皇 にこれ を やむ。 案ずる に、 異朝 擧士の 法 歴代に 担 益 多し とい へど も、 必竞唯 

(二〕 文帟 §5 

だ 賢 良. 夬 4 廉， 博士の 三 品 也。 賢 良 は知辨 足りて 政道 を. わき まへ、 得失 を 論じ 世務を 


專ら とす るの 科 也。 孝廉 は篤實 にし て 父母 兄弟に いっくし みあって、. 利害に 心 を そめ 

ざる 也。 博士 は 能く 古今の 義. に 通じ、 聖 經賢傳 を涉獵 し、 詩 賦策論 を 巧に する 是れ 也。 

此の 三 科 は、 諸 州の 邊 方に 蟄居す と 云へ ども 必ず 擧げて 用 ふること、 是れ國 家の 大寶 

. なれば 也。 隋の文 帝 ェ商を 不二 入 仕 一とい へれ ども、 三 科に おいて 其の まぎれな くば、 

三 民の 內をも 用 ふべ し、 但し 博士 はェ 商に ありがた からん か。 孝廉は 農工 商の 內 にも 

^ て) 名 ほ， 深切なる あるべし。 古人、 孝 廉の科 を 用 ひて 彼れ に 時務 を 問ひ官 をさづ くる 時 は、 一 

おされて 大鴻  、 

も不， 稱ど 云へ り。 唐の 大宗、 孝 廉の科 を 以て 人 を あげ、 是れに 座 を 賜 ひて 孝 經を問 

2) 魯の大 ふに 不, 能レ 答と 云 ふこと あり。 是れ皆 其の 用 其の 實を 不レ 得、 其の ゆ ゑ は、 孝弟 は 人 

夫な h -。 淸廉 

^M^^ 倫の 大綱なる が ゆえに、 下民 是れを 行 ひて 人君 專ら賞 あれば、 風俗 犬に あつく 人の 心 

-,ぶら：^59<^ つ  (EE) リテ ヲ ハク 

如きお すなほな るの 本 也。 何 ぞ書文 を 彼れ に 問 ふべき や。 後 漢の章 帝の 時、 韋彪 上レ議 曰、 

と.^  一 B なる ベ  レハテ エラ ブヲヲ スメト ハテ  ヲ ス ト  ハク フル ニニ  二 シ トス  二 レノ 

^»  ^^^^ 夫 國以， 簡 レ 賢爲， 務、 賢以ニ 孝行 一 爲音、 孔子 曰、 事 親 孝、 故忠 可， 移 二 於 君； 夫人 

なき を！， て iSf 

こ s-iEJ ；^、  シ ク  ズル モノ (lA) シャ クマ サリテ  ノ  二  カラ テ ス トウ セッノ ト 

ii^si 小 . 才行少 二 能 相 兼 一 frK ム綽 優 ニ於趙 魏老； 而不レ 可 r: 以爲ニ 滕薛大 夫 一 云々。 然れば 孝悌 を 

21  ばぽ。 賞す る は  一 二道 德 一にす るの 法 也。 國政を たづね 時務 を 問 ふ は 賢 良の 科 也。 孝 經を問 ふ 

S せり  は 博士の 科 也。 問 ふこと 道 をた が ひ、 與 ふる 官 その 人に あらざる は、 人君の あやまり 
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也。 然るに 唐 • 宋 ともに 進士  • 博士 を 以て 擧士を なすこと は、 篤 實の ものに はっくり 

て僞 はる 人 多し、 尋ね 問 ふべき ことなし， 故に 皆 文辭の 沙汰に なれる 也。 是れ成 周の 

司 徒の 法不， 行、 學 校の 道 不レ興 ゆ ゑに、 民 を 撫育して 德行 藝を敎 ふるの 奉行. 代官な 

く、 唯 だ 心の ままに 世 を 渡らし むる より 起れ る 也。 中に も 唐に 至りて 擧士の 科： H さま 

ざまに なりて、 行跡 甚だ 相違す といへ ども、 科目の 內に 入れば これ を 擧げ、 科目の 內 

に不レ 入才德 ありと 云 へ ども 用 ひられず。 これ 奸ぉ 邪曲の 士進 むこと をうる ゆ ゑんに 

あらず や。 唐の 末に 風俗 ことん \  く衰 へて、 王公大臣皆己れが威を「：^|しくして舉士の 

法不, 被, 行、 賢才 文 學の士 草 野の 間に 沈 倫す。 ここにお いて 天下の 士皆文 を 投じ 詩 を 

途 りて 擧 せられん こと を 求めたり。 是れを 求 二 知己 一と 云 ひ、 如, 是 して 又 二 たびする 

を溫 券と 云 ひ、 猶 ほ不レ 問ば 自ら 馬 前に 謁を 求む と 也。 是の 時より 士の 風俗す たり、 

賢 良 方正 も 亦 自ら 進む、 これ を 兌 擧と云 ふ 也。 党は自 求の 稱 にして、 人の 我れ を 知る 

にあらざる 也〕 是れ人 皆 利に はしる 事 多くして 自身 を修 する こと を不ぃ 得と き は、 如 

レ 此の 失 ありて つ ひに 風俗の 弊と なる ゆ ゑに、 唯 だ 州 郡と もに 實を 以て 本と し、 民に 

敎 導の 法 ある ごとくならば、 1： 俗 は 自然に 正し かるべし。 國俗 正しき 時 は、 士 民皆內 


を かへ りみ て、 自 ら 高ぶる ごとき こと 不レ 可い 有い 之 也。 

考試之 事。 考 試と 云 ふ は 下より 選擧 する 處を 上に て考へ 試む るの 法 也。 周の 盛なる 

時 は鄕學 • 國學 より 撰ぶ 所、 段々 に 詮議 究 まりて、 天子 自ら 是れ を考 試す。 然れ ども 

下の 官人考 試す る處 にたが ひ あらざる ゆ ゑ、 天子 は 是れが 名 氏 を 受けて 官職 を 授け 玉 

ふまで 也。 然れば 天子の 自試 にあらざる 也。 聖主 明君 聰明の 智 あるが ゆ ゑに、 官職 を 

授 くる 所の 士 正しから ざると き は、 其の 士を 選んで あげし 奉行 人に 罰 あり。 これ を 試 

みて 天子へ 奉れる 官人 各.' 罰せら る。 この ゆ ゑに 名 を かり 形を僞 りて 菲才 薄 行の もの 

あげら るるに 由な し。 贿赂を 行 ひ 巧言令色して 追 從詔諛 の^ 奸、 官人を 親しむ こと 不 

レ能、 是れ黜 陟の政 明なる が ゆ ゑ 也。 然れ ばと て 州 郡より 士を あげ ざれば、 所の 奉行 

撫育 教導 不， 正 不, 詳ゅ ゑな りと あって、 又蔽 賢の おこな はる。 この ゆ ゑに 擧の 

罰あって 邪 俊の 奸曲を 正し、 蔽 賢の 罰 を 以て 人才の 遣 佚 を 正し、 备.' 勸善懲 惡の政 あ 

りし ゆ ゑに、 擧 げらる る士も 少なく、 奔 競して 僞を行 はんとす るの 士も あらず。 科目 

(n 召 狀 の 定法の 外に、 德義聞 達の もの をば 必ず 書付 を. 以て 奏聞して、 辟 書 交.' 至る がごと く 

たれば、 風俗 自ら 正しくして 士皆名 節 をつ とめ、 身を修 して 德を つむべし。 然 らば 考 
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試す る 處に蔽 あるべからざる 也。 後世 これ を 大臣に まかせ. 部に ゆだねて、 其の 選擧 

を 正し 明む る ことの あら ざ る が ゆ ゑに、 悉く 權門 の ひいき を敏み ^赂 の § つくし、 

巧言令色 を專ら と し て つ ひ に は 文 辭詩陚 の 科に おち 入る こと、 是れ 人君 考試 の 法の か 

くる 所より 出づる 也。 後漢に りて、 ；？^, 一之 公府； 而覆ニ 之 端 門 一とい へ り。 公" むは 

(一) 太微は 三 公の 府 なり、 端 門 は太微 垣の 左右 執 法の 所な り、 後の 御史臺 也。 是れは 先づ； 一： 公の 

4 と g 垣 の 名 

J^.prQis^ 所に て 試みて、 その上 を 御史臺 にて かさねて 詳に する を 覆と 云ふ義 なり。 唐の 開 一 爪，」 

ffl ふ  隋 ^§レ 之、 吏 部之屬 

前 は、 考試皆 考試員 外郎の 司 どる 所 也。 開 元より このかた 悉く 史部是 れを司 どる。 す 

ベて 吏 部の 職 は、 後漢 よりこの かた 人の 選 を 司 どる ゆ ゑに、 靈帝 これ を 選 部と 號 せり。 

唐に は 三 錄と云 ひて、 丧部尙 書 一分 を 司 どり、 侍郞 二分 を 司 どる 也。 考 試して 後に 中 

書 門下に 送りて 又詳 覆せり と 也。 ここに 唐の 武 115 の 時、 殿 前 試 人と 云 ふこと 始まれり e 

ニー)  sra 是れは 吏 部の 考試 する 所つ まびら かならずして、 其の 所 レ擧皆 違 ふが ゆ ゑに、 天授 元 

代中宗 の嗣聖 

^M^^ 年に貢士を^^^陽械へ召して、 殿 前にて これ を 試み 玉 ふと 也。 これより 代々 殿 試. と號し 

}s と 稱せ り て、 天子 肉ら 試み 玉へ り。 漢の 時分、 天子 自ら 試み 玉 ふ は 天子の 政道の 是非に 付きて 

異兒 直諫 を 得 玉 ひ、 其の 言行 を 正し 玉 はんとの 心なり。 後世 は 唯 だ 儀式 斗り になり て 


實 あらざる ゆ ゑ、 南宫に 試みて 後 是れを 殿 前に 試む る こと は、 至って IS なる に 似たり 

といへ ども、 殿試已 前の 試 をば 人 皆是れ を輕ん じて、 只 だ 殿 試に 預 らんこと を 願へ り。 

？ニ  fs、  (コ 一)  一一 リ  -ーリ 

lliil び 宋朝 にも 猶ほ然 り。 故に 富文忠 公、 省 試 有 二三 長； 殿 試 有 二三 短 一とい へり。 省 試と は、 

宋の 名臣、 仁  ッ カサド ルブン カウ. N  -i シテ 

宗- 英宗に 仕 吏 部尙書 省に て 試む る こと 也。 三 長と は、 主 一一 文 衡ー者 四 五 人、 皆 一時 詞學 之臣、 而 

へ て 相と なる。 

1-1. L/r^  S3  二  ビテ  ヲ テク  ヲタ リ  (En ヨウ 口 クシ  メ  レ  ヌ 

又 選 ニ館閣 才臣數 人, 以助ニ 考較； 復有二 監守 巡察； 糊 名 航錄、 上下 相 警不」 谷， 一毫 私； 

，防ぐ ため 一長 也、 引 試 凡 三 曰、 詩陚 可,， 一 以見， 一詞 藝ー 論策 可 觀 n 才識； 四方 之 士得, ュ以盡 ，1 其 所, 

妙 名-^ 糊 し て 

1 しむるな レ,、 二 長 也、 貢 院凡兩 月餘、 研究 差 次 可ニ以 究， 巧 悉.， 力、 三 長 也、 殿 試 考官濫 取 不 

(五) 沈 括、 パノ  一一  ム  ヲ ハス ヲノ  ハギ -I 

字 は存中 、朱 ， 擇、 一 短 也、 一日 試 一一 詩賦論 三篇； 不レ 能レ盡 二人 之才； 二 短 也、 考校 不レ過 二十日 ー不 

の 神 宗の時 太 ァ フー  ッ  "う-" 

0^^^^ レ暇ニ 研究 差 次； 三 短 也と い へり。 宋には 選 部 を 四に わかち、 文選 をば 審官 東院 と流內 

ザヌめ 擧士た  せん 

り、 博 t" 文 銓と、 武官 をば 審. 官西院 と 三班院 と、 合せて 四 所に て 試む る 也。 殿 試の 法 大方 三千 人 

の 人な り。 筆  フ ン 

il お， に 及ぶ、 是れを 群 見と 云 ふ 也。 遠方 邊 鄙の もの ども、 朝廷 をつ ひに 不レ奉 レ拜、 有司 奉 

卷 P* 談一卷 行人と 云 ふこと を も不レ 知、 儀式 を も 不レ： s^, ことなれば、 互に 前へ 出 でん こと を爭 ふが 

の こと を 指す。 

11 ぱ i 、文？ ゆ ゑ、 殿 前 ことん \ く爭 ひお こり； ぢ P 諫 して、 唯 だ 前列 一 兩行 斗り 11^ 禮 して、 後列の も 

-US 家の 言まで  ラ シ  (五)  カラ. ナル  ダリ 

g マ  の は 天子 を も不， 奉：， 拜。 これによ つて 沈存 中が 筆談に、 班 列不， 可 二 齊整ー 者、 唯 有 二三 
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色； III 人. 蕃人 • 駱駝と 也。 宋には 禮部貢 人 を 司 どり、 これに 鴻臚 館あって や： 人 を 

も 司 どる 也。 諸 州の 貢 人皆禮 部に あつまる 也。 この 貢院 にて 進士を 試む ると き、 案 を 

階 前に 置きて 香を燒 き、 有司 水 を そな へ 茶 具 を 置く といへ ども、 貢 士群參 して 禮を 

みだり 法 を やぶりて、 可， 飮水 もな く、 悉く 渴 して 硯水を 取り 飲む にいた ると いへ り。 

唐 • 宋詩 賦文學 によって 信の 求めな きが ゆ ゑに、 貢擧の 進士ぉ ほくして 其の 試 法 亦 

ス ル  i) 

大に亂 る。 (是れ ) 筆談に 所レ載 也。 凡そ 人 を 得る こと は 聖人の かたしと する 所 也。 言 

をき いて 用 ふれば 行に 違 ふ 所 あり、 行 を專ら とすれば 才を 遣す こと あり、 功勞の 久し 

きを 以て 考 へんと すれば、 巧僞の もの 興って 方正の 人 進みが たく、 聞 達 を 求めん とす 

ると き は、 風流の 士を 得て 沈 退の 士は 不, 及。 しかれば 人君 考 試の 法 を 専らに すると 

云へ ども、 其の 本と する 所に 違 はば、 皆 虚名 空文 を 以て 用捨す るの みならん 間、 更に 

たすけ シリ  ルヲハ  カラ ブズヅ  1  キ 

治世 安民の 佐と 難, 成。 ここに 案ずる に、 知 レ人之 明、 不レ可 レ學、 必出ニ 於 天資； 如 一二 蕭 

(1) 蘇 誠の 何之識 一一 韓信： 豈有ニ 法 之 可， 傳者； 以ニ諸 葛 孔明之 賢； 而短ニ 於 知ル- 人、 故 失 二 之 於 馬..， 

「進 士が御 試  (二  ルヲ 

「れ」 に とい へ り。 是れ 知：， 人 之 明 を 天資 也と い へ る 論な りと い へ ども、 片首 一 句、 書 

■ で -13 す、 s.{4、  (知) 

八； き 文に 判 簿曆、 言辭 俯仰の 間を考 試して 其の 人の 一 生 をし らんと 云 ふこと は、 1K. 資 にも ある 


(：) 出 四 

£ 貝參照 


(二) 由来 人 

の 股肉 は 病 を 

治す との 迷信 

に 基き、 孝子 


割きて 病 親に 

はせ し 例 多 

し。 又 墓に^ 


に 服せ しは孔 

子の 歿後 門下 

子. S が 0: ひて 

以後 例 多し。 

ここ は その 孝 

の 眞似を 行 ふ 

なり。 この 曲 

孝の こと 宋史 

に出づ 

S 長 安. の 

人， 字 は 仲洽、 

才舉通 博に し 

て 賢 良に 舉げ 

られ、 武帝詔 

して 東 堂に 省 

して 策 問し、 

太子 舍 人に 拔 

擢す 


ベから ざる 也。 唐堯. 虞舜 といへ ども 試問に 及び、 孔子の 聖人 を 以て 視觀察 を 論じ 玉 

へり。 然れば 鄕擧虽 選の. もの は、 其の 在所の 親戚 友人に 詳に考 へ、 國學の もの は 出入 

交接の 間を考 へ、 其の 本と する 所 を はかり、 三年 考レ 績、 九 年に 大成の 業 を はかり、 

或は 德行を 以てし、 或は ネ能を 以てし、 其の 所レ 長に したが ひて 其の 本末 を試考 する 

(三) キヲ  シニ 

とき は、 彼の 孝 を 似せて 勇者 割， 股 怯 者廬レ 墓、 廉を僞 りて 弊 車に のり、 布 衣 を 着、 惡 

(食) 


食 をく らうて 沾， 名 飾レ貌 もの、 其の 虚 自ら あら はるる が ゆ ゑに、 人焉瘦 哉。 但し 委 

レ 任責レ 成と 云 ふこと あり、 是れは 人 を 試む るの 奉行 人 を 第 一 能く 選ぶべき と 云 ふこと 

也。 其の 奉行の 始終 を考 へて 是れに 其の 役 を まかせ、 其のつ とめ 相 叶 ふやい なや を以 

て 賞罰 を 正し、 任に たへ ざる 輩 をば 必ず 是れを 退く。 是れ 古の 聖主 專ら用 ふるの 道 也、 

されば 入 仕 之 門 太 多、 世 冑之家 太 優、 祿利 之資太 厚、 督责之 令 太 薄と き は、 人の 選 

皆た がふべ し。 漢の武 帝 覽仲舒 を 制 策 ありし も、 已に三 荒に 及びて 天子み づ から 試む ハ 

晉の武 帝の 摯虞を 用 ふる も 如 レ此。 唯 だ 人 を 以て 試みし めんと ならば 其の 人 を 能く 任 

じ 玉 ひ、 親 試せん とならば 詳に ただして 言 實の兩 般を廣 く 尋ね、 具に 糾明すべし。 實 

に 過ぐ る は 其の 弊い やしと い へ ども、 本すな ほな り。 後 漢の順 帝 專ら士 の風義 正しき 
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二) 字は季 

齊、 易 擧に長 

す、 官 人推擧 


す。 遂に 帝の 

?« により 出づ 。 

五官 中 郎將、 

光祿大 夫と な 

つ，) ネは元 

化、 後？ S 時代 

の 名 SIT 最も 

解剖に 長す。 

餽の曹 操に 待し 


つ て獄 に投ぜ 

られ 死す と 云 

ふ。 この こ と-, 


?g 進士の 文章 

に出づ 

(三) 李廣は 


て 功 あ J 

常 待， 


太守と なる。 

を 善くし、 

K お畏れて 飛 

§5?!!^ と 云 ふ。 


山^ 語類 卷^ n!  ニー；  二 

一 1 > 

を 賞し、 元 緩 玉お を 以て 南 陽の 樊英 を聘 す、 天子 寢殿を 下りて 壇 を まう-け 席 をし き、 

尙書引 奉して 天下の 政事 を 問 ひ 玉 ふ。 此の 時 天下の 士 皆文學 をす てて 德を つとめ、 風 

を 高く して 人君の 招 を 待つ。 此れに よって 天下に 1  お 實の士 多 かりきと 也。 隋. 唐 は 言 

- 餅に 過ぎて、 州 郡の 士皆 進士を のぞむ、 是れ言 實の 損益 明 也。 必竟知 レ人之 用す くな 

く、 人 を 求む るの 實薄 きょり 事 起り て、 唯 だ 古人 知者の 致せる 跡 をのみ 慕 ひて、 其の 

作 略 不レ詳 也。 古の 明 醫は音 をき き 色 をみ、 外を詳 にし 內を 明に 十 ■。 故に 華 佗が 胸 を 

さき 腦を洗 ふの 術 あり。 若し これ を不 t 明して 華 佗が 方を學 ばば、 刀 を 取りて 人 を 殺 

すに 可, 成。 知レ 人の 道不， 明して 人 を 用 ひ 官職 を與へ んは、 豈華 佗が 方 を學ぶ 失の み 

ならん や。 多く は- 大 下の {f- ある も 此の 處 より 一 汕出寸 る 也。 

武擧之 事。 案ずる に、 武男 智謀 拔 群の もの あるとき は、 是れ を擧げ て. {n に 任ずる こ 

と 也。 異朝に は， 漢に六 郡 良家の 子 を 撰んで 其の 材カ を考へ 官を與 ふ。 この 時 名將多 

く 出で たり。 李廣 • 趙充國 が 類と いへ ども 皆武擧 より 出で たり。 成帝擧 勇猛 知 二 兵 

法 1 者 h 哀帝 擧 一一 兵法 大慮者 武勇 有， 節 者 一と 云 ふ はこの 心 也。 唐の 武厂" の 時に 至りて、 

始めて 武 擧の號 起れ り。 唐の 武擧. 武選は 兵 部の 司 也。 郭子 儀が 類 これより 出で たる 


つて 戰 * 上の 

失 あり、 責を 

黃ぅて^^殺す。 

せ ざ る はなし。 

趙允國 は の 

武帝 *宣 帝に 

仕へ たる 將 ，ボ， 

暴-外^も 討 

ちて 功 あり、 

屯 W 兵の 

者と して 有名 

なり 

(1:) 華 州の 

人、 ネは子 儀， 

武 IS? の 成 接す 

ぐれた る も以 

て-.? 方 節度 使 

一- 5 ダ： 違し、 安 

IS 山の 亂を 一千 

ぐ、 功 第一に 

あり、 上 

に 封ぜら る。 

身 を 以て： 犬 下 

の-: i へ危 に？！ す 

る： 十 年、 "ギ 

して 忠武 と認 

せ. りる 

(五) 原本 潮 

外に ありし も 

の、 今 適當の 

所に 註す 

(六) 藤原不 


也。 宋 にも 有 レ之、 各  >  其の 法擧士 に 同じ。 凡そ 吏 部 は 文官の 選 を 司 どり、 兵 部 は 武官 

の 選 を 司 どる 也。 品 か はるに 似て 人品の 考は 別なら ざる こと 也。 本朝の 古 は 擧士の 法 

行 はる。 異朝の 例によって、 式部省 これ を 司 どり て 考課 選 敘を行 ひ、 策 二 試 貢 人 一舉校 

を 司 どる 也。 令の 戶 令に、 凡國守 敦喩ニ 五敎； 0^ 勸 n 務 農 功一 部內を T 好學. 篤 道. 

孝涕. 忠信. 淸白. 異行 I  二 聞於鄕 s^, 者：：； 擧而 進， 之と い へり。 是れ州 郡に おいて、 

國司 詳に敎 へて 其の 學文 行跡 ありて 證據正 し き を ば 、 必 ず 天 子 へ 可， 奉 レ擧と のこと 也. 

尤も 孝廉 の， 民 其のき こえ ゆゆしき に は、 或は に 表し、 或は 米 帛を賜 はる 事 記 錄に多 

ン。 弒 S 合 曰、 凡 孝.. 十 g!f 義夫 節婦、 志 行 閒，， 於 N 郡 一せ、 一太 政 inf  HE  La^-^D^^h.<^^.t  • ダ.！ の 抖こ額 

し 奏聞き 其 門お T  E 藉悉 免き 役 T  一精； i: 通感 別 加-優 赏？ 曰 及 ォきン ^グき 上 T ノ  I  tN ぼひ 禾 

せり。 阈 郡より 擧 貢の ものの 內、 進 士の科 ありて 試 策の 法 尤も 行 はる。 京に 大學察 を 

たて、 秀才 . 明經 • 明 法 • 算 道の 四 等 を 立て、 人 を あぐる の 法、 具に 學令 井に 選 叙 • 

考課 令に みえたり。 然れ ども 進 士の科 は 皆詩賦 文章に 陷るゅ ゑに、 其の 弊 後世まで 相 

殘 りて、 詠歌 • 郢 曲. 管紘 等に 家名 を 立て、 詩作 文章 を專ら とす。 是れ 異朝^の 比の 

進士の 科に 相 類して、 賢^！^を尋ね孝廉を表する事はゃみぬ。 本朝の 風俗 さながら 隋. 

廣. 宋の格 也。 不比 等の 令に 出せる 處、 殆ど 是れを 以て 記す に 似たり。 叉 武擧の 事に 
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大比 

资等 

令 の 

撰 
せ 
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兵 部 省 これ を 司 どり て、 武官の 除授 選考 を 司 どる 也。 本朝 必ず 異朝の 例 を 追 ふべき に 

あらず といへ ども、 人君 其の 信 を 以て 推す とき は、 舉士の 道 更に 聖人の 法に 不レ 違， 

世上の 風俗に 弊 ある こと 叉 異朝に 類す。 人 を 知りて これ を 用 ひ、 賢 良 を 得て 政 をた す 

けしむ る は、 人君の 本 是れに 不レ可 レ過事 なれば、 能く 其の 本意 を さぐって、 奸：； ^の 偽 

におち 入る こと あらざる ごとくす る こと、 明君の 急務と 云 ふべ き 也。 

推擧之 任。 案ずる に、 是れは 類 を 推して 舉 げしむ る こと 也。 君子 小人と もに 各.' 類 

あり。 類 を 以て あつまる は 天地の 常經 なる が ゆ ゑに、 諸.' の官 人に 命じて、 類 を 推し 

て 賢者 を あげし むる こと 也。 金玉の 瓦礫に かくれ、 大木の 幽谷に 生ずる、 下より 是れ 

しゃれ キ-  (終)  も 

を兑 知り 見立て ざれば、 つ ひに 沙 礫に まじ はり 幽谷に を はる。 是れ 本と 人の 推擧 によ 

る こと 也。 賢人 智者の 世に かくれ 人に 雜 りて 有， 之 も、 人 是れを 推擧せ ざれば、 自ら 

知 を てら ひ 自ら 媒 して 名 を賣る こと を 求む る こと あらず。 故に 諸官 人の 中に 知りて 可 

レ然 篤行 村 知の もの あらば、 是 れを奏 問して 推擧 せし むる 事- 賢 を 求む るの 道に して、 

或は 好惡 によつ、 て 其の 善 を かくし、 己れ が才に ほこりて 人の 賢を蔽 ふこと、 是れは 賢 

者を擧 ぐるの 道 を 失 ふに 由り て、 其の 罪科 不レ輕 也。 忠臣 擧 ， 賢不， 避 二 仇饕； 其廢 也 


不レ附 二親 近 一とい へり。 己れ が好惡 愛憎に 由り て 人を不 レ擧、 親疎 新 古 貧富に 隨 ひて 賢 

不肖 を 明に せざる は、 皆 小人の わざ 也。 朝廷に 小人 あれば、 小人 叉 類 を 以て あつまる。 

小人 類 を 立てば 天下 阈家 ともに 暗し。 古より 報 レ國薦 レ賢爲 レ大と 云へ り。 大臣より 

小臣に 至る まで、 主君の 恩の 深き 事 あげて 云 ふべ からず。 何事 をつ とめ 何の 奉公 をし 

て 此の 國恩を 報ぜん とな ら ば、 賢材を 知り て是れ をす すめ 用 ふるに 不レ 如と 云 ふこと 

也。 國家草 業の 主君のと き は、 下に 功 を 立て 知 を專ら として、 其の 材德 しるし ある も 

の 多し といへ ども、 世 久しく 承 平に 屬し、 子孫 相繽 して 宫祿 にす すみ、 或は 二三の 子 

或は 遠親緣 類、 皆權 門に よって 任官 奉公の 身と なる ゆ ゑに、 朝廷 皆 人の 多き にあぐ み、 

祿の费 ゆる をい とって、 推 舉の儀 いささか なし。 下臣 また 賢材を 知る とい へ ども、 先 

づ 我が 一類の 內を 奉公せ しめん こと を 計って、 推舉 する ことなし。 是れ 上下と もに 賢 

を 求む るの 心う すく、 世 常に 承 平な らんとの み 思 ふが ゆ ゑ 也。 たま/ \ 推擧 すと いへ 

ども、 我意に まかせて 其の 選 更に 公の ためなら ざる 也。 上に  一 二の K 臣 ありと い へ ど 

も、 下に 衆 官の賢 あら ざれば、 其の 情不， 通、 施行 難レ成 もの 也。 然れば 君子 小人と も 

に 其の 事の 效を大 にいた さんと ならば、 類を廣 くせ ざれば 事 行 ひがたき もの 也。 故に 

君 道 三 § •  ニニ 五 


山 鹿 語類 卷 第一 一一  ニニ 六 

周 官に云 はく、 推， 賢 讓：， 能 庶官乃 和と；； ム へり。 晉 の祁奚 年老いて 政 を かへ し官， を 退く 

た  キシ カル  ニニ) 

時、 晉侯 孰れ か汝が あと をつ がせて 可レ宜 やと 問 ひければ、 ？ i 奚答 へて 申さく、 解 狐 

可也と。 解 狐 は 祁奚が 昔の あだなり しかば、 晉侯不 ありて 重ねて 問 ひければ、 答へ 

て 曰 はく、 君問レ 可、 非 レ問レ 仇と い へ り。 义國の 尉た るべき もの を 尊ね ければ、 祁奚、 

我が 子 祁午を 以て 答 ふ。 晉 侯 我が 子 を あぐる は 至って 依 仏に 似たり ければ、 重ねて 問 

ひ 玉 ふに、 君問レ 可、 非, 問レ 子と 答へ ける。 時の 人 以て 美談と し、 擧レ 人事 私な しと 沙 

汰 せりと にや。 昔の 人 は 唯 だ B 豕の ためな らんこと を 計りて、 我がた めに 親 it の 用 あ 

らず。 如 X 此に 人臣 思 入る る こと 深く ば、 下に 賢材 のす たる こと あるべからざる 也。 

すべて 推す と 云 ふ は、 事 を 人に 譲りて 我れ をた かぶら ざるの 辭也。 我れ に 利 を 専らと 

まさ 

して 進む こと を 好む の 心 ある 時 は、 人の 我れ に 賢らん こと を 悪む が ゆ ゑに、 賢 材をぁ 

ぐる こと あらざる 也。 國を 治む る は 禮讓を 以て 本と す。 禮 讓不レ 正と き は、 人 皆 利に 

進み 勢に つく こと を專ら とす。 利と 勢 を專ら とせば、 不 レ奪不 い. 厥と、 孟子 梁の 惠王を 

諫めし 所 也。 人臣と して 上 をない がしろ にし、 或は 阈を奪 ひ 或は 君を弑 す、 其のき ざ 

す 所の 基 は、 利に はしり 勢 をみ る處 より 起る。 一朝一夕の ゆ ゑんに あらず して、 終に 


此の 大惡 無道に 及ぶ こと まのあたり なれば、 人君 是れを 察して 其の 機 を 早くく じくべ 

し。 然ると き は 推 舉の事 は禮謠 より 出づ ると 可, 知 こと 也。 本朝に も 推 任と 云 ふこと 

あり。 是れは 武家より 可，， 然の人 を推擧 ありて、 奏問 を經、 官位 を あたへ 玉 ふこと 也。 

これ 近来の 沙汰 也。 然れ ども 推 任と-; ム ふとき は、 推擧 して 用 ひらる るの 心なるべし。 

其の 本意 を 云 はば、 推， 賢讓 にもなる べき 也。 

二 七 濫 任の 戒を 重んず 

師曰 はく、 人に 君子 小人の 異なる あり、 其のな す 所 亦 君子 小人の わざ 有り。 人君の 

人 を 用 ふる 事、 其の 人品 を 知りて それに 隨 つて 其の 事 をさづ くると き は、 任 各. '道に 

叶 ふが ゆ ゑに、 天下の 人 皆 其の 事 を 安ん ず。 德薄 くして 位高く、 智小 にして 謀に ぁづ 

かり、 力 小に して 任 重き は、 必ず 犬 下！： 家 を そこな ふの 基 也。 ここ を 以て 考 ふるとき 

お ほかた 

は、 任官の 道 大方に 心得て は、 人 其の 人に あるべからざる 也。 大臣. 武將. 州牧. 近 

臣 • 京 兆. 留守， 監察 等の 事 は 云 ふに や 及ぶ、 凡そ官 と 云 ひ 職と いはば、 微官 たりと 

云 へ ども 其の 任 を みだりに する こと 不レ 可， 有レ之 也。 一 官 みだり なるとき は衆官 必ず 
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みだりに なり、 一入 惡人 あれば 衆人 是れ にした がふ。 人 善に 入る こと は 難く、 惡に陷 

る 事 は 易ければ 也。 況ゃ率 相. 武將 • 州牧の 類 は、 天に 代りて 人 を を さめ、 一 宫を以 

て 百宫に 長たり。 上 は Rz 官にを さとし、 下 は 萬 民 を 撫育す るの 宵 職なる が ゆ ゑに、 古 

人 皆 重， 之。 是れ 天下 國 家の ため を 思 ふが 故 也。 然る を 人君 私の 憎 愛に したがって 其 

(n 鼎卦の の 職 を みだりに せんこと、 天.の責更に不レ.^^遁也。 周易に、 ii 折 レ足覆 二 公铼； 其 形 渥、 

爻辭 に出づ  _ 

凶と い へ る は、 人君 力 を はかり 德を考 へずして 是れに 官職の 重き を與へ 玉へば、 if に 

不， 一 相應ー の もの を 入れて 前 一る ゆ ゑに、 ii の：； え 折れて 內の あつ もの を こぼす に 同じと 云 

へる こと 也。 所， 用 非 一一 其 人 一 こと を 論ぜる 也。 萆 業の 明君 は、 直に 其の 任 {n の 不堆 

を 知る にたより あり。 守 文の 主將 は、 任官の 善惡心 を不レ 付ば 難, 兒。 その ゆ ゑ は、 草 

あつ. 4.J 

業のと き は 世に 猛將 勇士 多く、 民 又德の 厚に 歸 せんこと を 思 ふが ゆ ゑに、 文武の 任官 

其の 邪 正 忽ちに あら はる。 棄レ邪 正に 任ぜ ざれば 國 家の 民 不二 歸服 1 を 以て、 自然に 邪 

正 を 糾明して 官職 理 にかな ふ 也。 守 文 久しき とき は、 上の 威 重く 勢つ よくして、 下 皆 

屈服す。， 上 を うらみ 世 を さみす る もの も、 父 組 代々 の 恩 を 思って 大義 を不レ 企、 況ゃ 

州牧 . 郡 司 賦斂を 厚く し 課役 を 重く すと い へ ども、 上下の 威遙 にたが ひ、 愁訴 を 搾ぐ 


二に f 來賤 とも 民に 守 を 思 ひかへ 玉 ふこと あら じな ど 一 K ふこと になり て、 官に 任じ 職 を 持つ もの 

^ も、 其の 效 みえが たし。 此の 故に 守 文の 世 久しき とき は、 任官 みだりに なりやす しと 

召されて 上大  (しにつ う  • (一一 一) (緒)， 

景 云 ふせ。 漢の文 帝 夢 を 信じて 鄧通を 用 ひて 官上大 夫に 至り- 衞琼戯 車 を 以て 仕へ て > 

相に 任ず。 武 帝專ら 方術 を 好んで 奕大を 五利將 軍に 任じ、 文 成 少翁を 用 ひて 其の 效な 

きに 至りて とらへ て戮 殺す。 方術 技藝 によって 大官 をえ たる 輩、 前後 漢 ともに 多し。 

唐の 高祖 は 舞 人に 宫を與 へ、 後 唐の 莊宗 は：^ 人に 刺 史の職 をさづ く。 宋 の徽宗 は畫學 

の 科 を 立つ る、 是れ等 を 方 伎の 科と 號 して、 必ず 暗君の 世に 行 はるる こと 也。 文 帝. 

武帝 • 高祖 は、 いづれ も 世の ためしになる 賢 材明斷 の 君 也と いへ ども、 皆 好悪す る處 

によって、 任官の 實を 失へ る 也。 殷 の高宗 も 夢に 傅說を 得、 周の 文 王 も 占に よって 太 

公 を 得した めし あれば、 如 二 夢幻 泡 影 一た と へ の ごとくなる あだし ごと 也と 一！ 4 へ ども、 

聖人 用 ひて 利 世 安民す。 然れ ども 聖人 精 誠の 感ずる 處 にして、 私の ために あらざる 所 

より 起れ ると、 唯 だ 夢に みたる に 相似たり。 我が 好む 所な りと 云 ひて 大官を 授け 玉 は 

(五) 

1 厂ク. P  - フヌ ケル 1 ゾ  つう -A 一 

,,モ-、 、，M、 んは、 人君の 實 にあらざる 也。 次に 以， 货 授 レ {R あり。 是れは 漢の文 帝の 時、 I： 兆錯 

人 死す パノ翁  - 

方術 を 以て 夜中 夫人の 姿 を 致さん とい ふ。 ^. 帷 中より これ 51-.- 見す。 乃ち 文成將 に i ^じ、 赏賜 ダンし。 後 その 詐欺 あら はれて さる。 共に， U 記 

本紀に 詳し (五) 刑名の Sjt に 長す、 文 帝の 中大 夫と なり、 景 帝の 時 御史大 夫と なな。 J!^ 侯 枝 郡 を 削り 吳楚七 115 す、 ？ 3 に誅 せらる 


られて 死す 

(二) 滞 文 帝 

の^ 娥 iaf を以 

て郞 となり、 

中郎將 となる。 

景 帝の 時 丞相 

となる 

S 銜大の 

誤f^-なるべし。 

膠東土 のせ：： 中 

に 仕へ、 文 成 

少翁 を 同 

じくして 方術 

を學 ぶ。 人と 

なり 長 fer 言 

に 方略 多し。 

後に 欺 あら 

はれ こ K さる。 

文，" 少 おは 齊 

の 人、 鬼神の 

方術 を 以て 武 

帝に 見 ゆ。 帝 

の 愛幸す る 夫 


君 透  ー；ー S 


し 
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たから 

が 申し 行って 粟 を 入れて 官を 得、 景 帝の 時货を 以てん： n をさづ く。 然れ ども 唯 だ 時の 饑 

饉 民の 艱苦 を 救 はんため にして、 當 座の 政と きこえ けれども、 君子 是れを そしれり。 

y の は、 武帝又 財 を 入れて. {R を授 く、 是れ をが 郞と號 す。 卜 式 • 黄 霧が 類 も 皆 錢を獻 じて せ を 

お 得たり。 後 漢の靈 帝 は賫官 之 法 を 立つ。 皆是れ 暗君の な 十 所に して、 贤 主の 所， i 、也。 

投じて 逮 防な  にんし  - 

g けんと 請 ふ。 に 任 子の 事、 是れは 人の子 弟に，；：！ ：！ を與 ふること 也。 漢に、 官 人の子、 三年 父の 任 

?：： されて 中郎 

^^^^^ に 非 儀 あら ざれば、 子 一 人 を {R にあぐ。 是れ によって 任せの ものに^ 弱の 葷 多くして、 

るぶ S 丄， S 官 其の 人に あたら ざり しゅ ゑ、 ま， 仲舒が 策に 是れを 非 也と す。 宜 ：- 一明 レ選 求レ 賢、 除 二 任 

の武 帝の 時 河  ン 

513 お 子 之 令 一 外 家 及 故人、 可 一一 厚 以 お. 不. 宜レ 居. 位と まふ 是れ 也。 又 _i 被と 號 して、 

サ： 金 百 一」， -を納  力" フ 

めて 京 兆の 尹 官 人の 親族 皆 入り 仕へ て官 をうる こと あり、 是れを 門 J^jK とも；： ムふ 也。 宋の 司：；： 光是れ 

となり、 遂に  ， 一 

茨 相と なる  を改. めんこと をた 乙へ り。 各>官 筒 を 以て 人に 私して- 大下 のために せざる 也。 {R 餅 は 本 

と 1K 下 萬 民の ために 設けて、 是れを 以て 愛せん ために あらず。 然れば 大臣 功臣の 子 

弟 外戚 親 故の 人あって、 是れを 撫育 せんとな らば、 財 を あたへ 金.； S を 賜 ひて 家 を醬に 

する を 以てよ しとす。 ，JH 位 を さ づけん こと 茶 だ 其のい， はれな し。 贤材 有功の もの を 待 

する に は 官位 を 以てす、 無い 故 し て 官位 を與ふ る は 政 をみ だ る の 大本と 十 る 也 C 
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君 道 四 

使^ 

二 < 君臣の 禮 

師嘗論 二君 使 レ臣以 U 禮曰 はく、 凡そ： §: じく 是れ 人に して、 質 を 委ね 身を棄 てて 主人 

と あがめ 敬 ふこと、 全く 人の 力に あらず、 唯 だ 犬 命の なす 所 也。 其の 故 は 村 智勇 力 賢 

德の勝 劣 を 以て 上下と なり 君臣と なる は、 論ずる に不， 足 こと 也。 君 は 父祖 代々 天綠 H^. 

(S)  ム , 

位の 厚き 所に 生れ、 臣は卑 薄 貧賤の 地に 生る。 此のた が ひ ある を 以て、 不レ 得， 已 して 

上と なり 下と なれる 事 なれば、 是れ大 の 命ずる 所に あらず や。 然れば 賢德材 智勇 力の 

あっき 臣に向 ひて、 我れ こそ 君な り 主人な りと 云 ひて 無禮 無作法 あらば、 唯 だ 大命に 

せめ 

ほこりて 犬の 資を まねく 也。 人 は： K 地の 正 氣を受 けて 生ぜる もの なれば、 至って 凡卑 

君 道 四 使 ほ  ニー 一二 
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ぉ賤の 身なりと 云へ ども、 天性 をば 各-具足す。 故に 祿 厚く 財豐 なりと 一 ：ム へど も、 禮 

(缺)  しりぞ 

を かき 義を そむいて は、 心に 怒る 所 出来て 報謝の 忠心 うすく、 贤者は 身 を； ^ 于 a 智者 は 

かいきつ  ，らい  ルハ 

二) 敬意の 村 を あら はさず、 彼の 丐 乞の 賤 しき 口 を もらうて 世 を^る もの も" lik- 來の食 をば 不レ食 

なき 賜^。 禮  ンカ 

_) 痛；^" ま、 のた めしの あれば 也。 故に 君 は 臣を使 ふ 道に 禮を 以てする に不, 如と 云へ る 也。 一 n: 

も路に の禮 節に 因りて、 日 比 不二 相 親, ものに 命を棄 つる、 是れ亦 世の なら ひなり。 况ゃ 人臣 

て 娥ぉを 待ち  レ 1 

€^0 奉レ頼 所の 主君、 禮を 以て 臣を 撫育 教戒 あらんに は、 大臣より 小臣に 至る まで.， 其の 

る eg? 救、 左 思 入る る こと 皆 金石の 如くなる べし。 凡そ 人の 1  一口に 禮 あり 形に 一 淡 あれば、 衆人 必ず 愛 

に 食 を ささ.：： >、  一-  ヌ 

1^ は 1:!、 執^ 鹿して 又以 ニ禮讓 1 答 ふ。 言に 無禮 多く 形に 無作法 多ければ、 衆人 こぞって 是れを 憎む。 

g せ 日 はく、 禮の 人に おける こと 大 ならず や。 人君、 臣下に 高位 高官 を與へ を 畳に すと 云へ ども、 

予れ唯 だ瞎來 

禮節 かけて は 時として 下にい きど ほり 出づ。 是れ大 なる 官位 作 祿を棄 つるに なり、 却 

t 一ば 謝せ ど， * つて 害 を 招く 也。 棄 つる をい とひ 害 を 恐れて 禮を なすと 一 S 、ふに は あらず、 唯 だ 天道 d 

終に 食 はすし  を户 

れ 1 り」 と 然の道 を 云へ るな り。 昔 周の 文 王 鳳凰の 墟と： ムふ 所に 鹰狩 ましく ける に、 わら ぢ. の 

緒と けたり。 左右 を 顧み 玉へ ども、 是れを 結ばし むべき もの あら ざれば、 自らむ すび 

玉へ り。 太 公 是れを 尋ねければ、 文 王の 玉 ひける は、 近^の 面々 いづれ も 古の 麼々 の 


子孫 也、 時いたり て 我れ 君たり、 人臣たり と 云へ ども、 皆 大の命 也、 何 ぞ是れ に無禮 

をな さんやと 答へ 玉へ りと 也。 殷の. _ ゆ 王 は 伊 尹に 禮を つくして 王 業 を 定め、 文 王 は 太 

公に 禮を つくして 大業 を 子孫に ひらく。 明君 賢將の 臣を禮 する こと、 あげて 云 ふべ け 

んゃ。 世に 至りて 臣專ら 利 を 得ん こと を 思 ひ、 君 又 餌 を 以て 下 をつ らんこと を 欲す。 

ここにお いて 禮節 悉くす たり、 唯 だ 美祿大 官の與 と不, 與と にき はまりぬ。 是れ臣 の 

(使) 

あやまりと 云 ふべ けんや、 又 君の つか ひやう とや； f:f ふべき。 唯 だ 下 は 草の 風に なびく 

がごと くの もの なれば、 上の 風俗に よるに 究 まれり。 禮 記に 記す 所、 君の 臣を 敬ふ禮 

(二) ■  i, しなん \ 多し。 式 二 黄 變ー下 一一 卿 位 一と 云 ひて、 群臣の 老人に は 必ず 鱧 を 行 ひて 其の 安否 

&^: si 時. 0  (g3 ン 

をと ひ、 十で に 卿の 位の 臣下に は、 朝 位と 號 して、 禁中の 殿上に て 卿の 着座す る 所定 

說し、 孟子の.：  ラ 

性德說 を 非と まれり。 是れを 卿 位と 云 ふ， たと へば 卿 官是れ に不レ 居と も、 其の 1  坐に ては禮 あると 

し 性惡說 をと  ？，， ト  ン 

云 ふの 心 也。 殊更 卿 大夫病 するとき は、 君 是れを 問 ふに 廣> して 無二 定數 一と 云へ り。 

この 語 は 一旬 子 -,,  (使」 

主制篇 に出づ 古より 君 を 舟に たと へ臣を 水に 比せり。 君の 臣 をつ かふ 處禮節 つまびら かにして、 臣 

る も、 文， ぬ少  ン レ ラ 

u^^^ 君 を 感ずる こと 深き 時 は、 水 魚の 思 をな すが ゆえに、 事無レ 不レ， 成。 臣 そむき 下 怒れ 

五 儀 解に 出 、 I  .  (二)  ハ  ハ  ハフ、 ルヲ 

づきに 近し ば 却って 君 をく つがへ す。 これ を苟卿 子た とへ て、 君 舟 也、 人 水 也、 水 所 二以載 U 舟、 

君 道 四 使 は  二三 n! 
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へ ス 7  あんし 

亦 所ニ以 覆ち 付と たと へたり。 齊の景 公、 晏 子に 問 ふに 忠臣の 道 を 以てす。 晏チ 答へ け 

る は、 忠臣 有レ 難不レ 死、 出 亡不， 送な りと 云 ふ。 景公 不審 を 起して 曰 はく、 常に 祿を 

豐 にし 位 を 高く し 置く に、 阈の 難に 不」 死、 君の 浪々 ある を 不レ送 は 忠臣と 云 ひがたし。 

晏子 答へ ける は、 諫を 奉りて 用 ひ 玉へば 國に 難なく 君の 浪々 あらざる 故に、 忠臣 死す 

る こと も 送る こと も あらず、 諫めて 不 レ被レ 用言うて きき 玉 はざる 君の 難に 死し 浪々 を 

まう し さち： S う  (二)  ハク ノル p- ヲ クナ レバ ノ  ノル II ヌクス  ノ  ノル 1 

送る は、 皆妄 死詐忠 なりと いへ り。 孟子 曰、 君視， 臣如 二手 足； 臣視， 君 如 二 腹心； 君視 

ヲ クナ レバ ノ  ノル 1 ヲクス  ノ  ノル r- ヲ クナ レバ ノ  ノル 「ヲ ケス コゥシ ウノ 

レ臣如 一一 犬馬； 臣視, 君 如ニ國 人.； 君視， 臣如， 一 魏土； 臣視， 君 如 ニ寇讎 一とな り。 是れは 

君の 臣 への 禮 作法に よって、 臣下の 心 入 如レ此 にか はる もの 也と 云 ふこと 也。 君 如レ此 

せば 臣亦 如， 此せ よと 云 ふに は あらざる 也。 世間の 情 を 以て： K ふ 時 は、 大概 人の 心 は 

向 ふの 仕掛 仕樣に よって 違變 いたす もの 也。 君臣の 間猶ほ 如， 此也。 暗君 將の人 を 

3  こ そ； 

つか ふこと は、 專ら 好惡に まかす る 故に、 愛する とき はと もに 貪し ともに.^; して 姑息 

の 仁 甚だ 過ぎ、 憎む とき は ひたすら 是れを 淵に おとし 入る るが 如くす。 禮は節 ある も 

の 也。 愛する こと 節 を こ ゆれば 鱧に あらず、 敬す る こと 當然を 失 ふとき は又禮 にあら 

ず。 臣を 敬し 禮 する こと 各  >  節 ある こと 也。 此の節 を不, 知が ゆ ゑに、 愛して まこと 


s  ^常大 

切の 官， たと 

へば 太 政 大臣 

の ごときを：}^ 

ふ。 適任者な 

ければ 闕员 の 

ままなる を 以.. 


稷に見 ゆ。 後 

出 二 ifnm 參 

照 


の 愛なら ず、 敬して まことの 禮 ならざる 也。  一 

スル 7  一 

敬 二 大臣 一事。 案ずる に、 天下の 大任 を授 くる こと は、 天下の 大器 なれば なり。 この 一 

(=1) そくけ つ  ここ I 

ゆ ゑに 官則闕 に 至り 位 大臣に そな はる 人 は、 德義 至極せ ざれば 此の 任 を 得が たし。 是ー 

I 

を 以て 大臣 を 敬す る こと を專ら とす。 其の 敬す ると； K へ る は 本と 德を 尊ぶ が ゆ ゑ なれ 一 

おこたり  たまも"  一 

ば、 大臣に 怠な きが 如く 勤めし め、 係 を 厚く し祿を 重く し、 平生の 恩 遇 聊かた ゆむ こ I 

となく、 晝 夜の 安否 を 問 ひ、 政事の 大 體を詳 にせし め 細事 を 口 入せ しめず、 身 を 安く， 

？、  一 

心 を 佚して、 長く 政 要に 渡らし むる が 如き、 是れ 大臣 を 敬す るの 道 也。 唯だ禮 をき び 一 

しくし、 不, 親不, 睦、 一 日に 一度の 拜趨を 行 ひて、 恩 顔の 咫尺な きを 以て 禮と云 ふに 一 

は あらざる 也。 如， 此 とき は 大臣 君 をお それ、 親しく 事 をのべ がた く、 議論 詳 にいた。 

(En うた  かう えう ： 

しがた し、 却って 上下の 間 相 へだたる の 本と まふべ し。 古は舜 歌うた へれば、 阜陶臣 一 

として 是れを 鹿ぐ。 成 王の 游 歌に は；； 门公 ともに 歌 をつ くれり。 是れ飮 食 夢寐の 間も更 

に 大臣 を不レ 忘， 禮の 至りと 可： JH 也。 唐の 太宗 は、 魏徵 • 杜如嗞 • 房玄 齢が 疾 すると 

き は * 自ら 行幸 ありて 病體を 尋ね、 少しく？ ゆると き は 大宗の 喜 顔色に あら はれ 玉 

ひ、 少し. 惡 しきと いへば 愁歎 不レ淺 きと 也。 漢 の禮、 -相を 尊んで 宰と： ぶふ。 爪-相 出 一 
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仕のと き は 犬 子 御座 を 起ちて 迎 へさせ 玉 ふ。 車に あって はおり させ 玉 ひ、 病 あれば 必 

ず 自ら のぞみ 玉 ふ。 病氣平 愈の 後出 仕 あれば 酒肴 を 以て 嘉し玉 ふ。 是れ 大臣 を 敬せ し 

例 也。 後世に 至りて、 大臣に 德 薄く 才 塞な く、 上， 义是れ を 敬す るの 名のみ にして 其の 

(SD  スル ヲ  ： 二 ハク スレ X  7  OKC 

C 一) 第一； 十 實 かく、 故に 敬 二 大臣 一の 禮 こと-^  く 薄し。 中衝 曰、 敬 一一 大臣 一則 不レ 惑と 云へ り。 

章  ンズル 7  .  - 

重 ニ舊臣 一事。 案ずる に、 舊臣は 代々 の 政 を 見聞し、 其の 家に 久しく 相 親しむ の臣 也。 

譜代の 家と 云 ひ、 武家の 御家人と 云 ふに 相 同じ。 當 時の 風俗に なれ、 辨 才智 斑-を 專ら 

S 錢； 

とし、 容貌 周旋 を かいつ くろふの 事 は、 新に 仕立てた る 臣下に 多き もの なれば、 人君 

深く 慮ら ざれば、 さし あたれる 所に 感じて 是れ をよ しとして、 舊臣 をう とんず る こと 

. あり。 是れ 遠き 慮り 不， 足が ゆ ゑ 也。 知德 をよ く， 肋辨 して、 是 れに隨 つて 用捨 あらん 

こと は、 新久の 差別に よるべからざる 也。 推して 云 はば、 人 は 狎れて 久しく 親しむ 所 

に 恩愛 深し。 ことに 大臣 材德を 以て 位に 居る とき は、 是れを 社稷 之臣 とも 云 ふべ し。 

君 は 時に 至りて 代る と 云へ ども、 臣は圃 家と 生死 をと もに すべし。 人君 は 我れ 好んで 

つか ひ 立て 玉 ふ もの を專ら とする 所あって 舊 臣を棄 て、 阈に害 ありした めし 多し。 故 

, に 舊臣を 重く すると 云 ふ 也。 殊更 年老い 功 成りて 久しく 官職に そな はり し^をば、 常 


に 崇敬して 先代の 政 法 古例 を 具に 尊ね、 古 德の敎 をう やま ふこと、 古よりの 法 也。 守 

文 久しき 時 は、 新規の 法令 は 希有に して、 多く は 先例に 任せて 世 を 政 する もの なれ 

ば、 先例 を證 人に いたし、 古き 敎を學 ぶこと、 是れ 今日の 學文 也。 學は 古今 を 知る に 

あり、 書 は 古今 を 記せる の 皿 也。 しかると き は、 舊老 め臣を あつめて 政 を 謀り、 大議 

(5 論語 微 をお こし 疑を定 むる 事、 古 來是れ を 重んず。 周 書に 無 レ遣二 壽， と 云 ひ、 周 公魯公 

S 第 十 章  ヶ レバ  ーァ  (一一 一 K ヒ ヲ 

に に) 大， を戒 むる に、 故舊 無二 大故ー (則) 不：， 棄と 云へ り。 詩に 殷不, 用 レ舊と 云 ふ は、 殷の紂 王 

S5s ゾ 1^ に 5:1 つ 

siJM 王 が 先王の 政 法に そむきて 舊臣 を不レ 用、 事 を 先代の 老臣に はからざる こと を 云 ふ 也。 

(@  ハク  ハ  ル フニ ル ケゥ ボク  ヒ プ  ル  ヒ 

孟子 曰、 故國者 非：， 謂 下 有 二 喬木 一之 謂 上 也、 有 二世 臣 1 之 謂 也と い へ り。 ここに 案ずる に、 

ふる  (古) (今) 

阈舊 しき 時 は 1^2 木 多くして、 自然に 物 ふりて いまめか しからず、 家 久しき 時 は 舊臣多 

く 連なり、 累世 譜代. の 世 臣ぃ呶 儀 堂々 として、 朝廷 穆々 と 遠く 深し。 歷 代の 政事 法令 は、 

わう じゃく 

代 を かさ ぬれば 其の 大體 は投 ある もの 也。 後の^ 弱の 臣等當 座 を かしこく 立 廻り、 さ 

し當 りて 智惠 ある 如くみ ゆる ゆ ゑに、 權を 取り 主の 心に 入る といへ ども、 唯 だ 賦斂の 

事 を 重く し、 * 財 を あつめ 寶を まう くる こと を專ら とし、 龜を かま へ 人 を そし つ て我智 

をて らふに あり。 利害の 沙汰 は 有司 奉行の 知る 所に して 大臣の 謀に あらず。 天下の 大 
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本 は 其の 治體を 知る にある 事 也。 然れ ばと て、 利害 財 用 を 可 レ棄と 云 ふに は不， 有。 ゆ 

ゑに 能く 人 をえ らんで 諸官を 町， 任 こと をい へ る 也。 し老舊 の臣、 先代の こと を不 

レ覺不 レ考、 年の み 老いさら ぼひた る も 多 かるべし、 是れ 等に 政事 を 可 レ談と 一 K ふに は 

あらざる 也。 是れは 先代の 政に ぁづ かり、 奉行 頭 人 を も 遂げて、 當時は {R をぶ り、 年 

老いて 世に 不， 被， 用. し て 有」 之 舊臣之 事 を ；ムふ 也と 可， 知。 

養 二 老臣 一事。 案ずる に、 養老の 禮は 古より 重. 之 事 也。 養老と 云 ふ は、 三 公 • 六 卿 其 

の 外の 官人、 年老いて 宫を かへ し 身 を 安んじて 有， 之 もの を、 犬 子 時々 に 其の 安否 を 

尋ね、 禮を 厚く し を 畳に して 是れを 養 ひ惠み V； ふ 事 也。 奉公 勤 仕の 間 は、 朝夕の^ 

sg:; につけて 人君の 諸 用 多き が ゆ ゑ、 溫 問：！ 節 厚し といへ ども、 年老い 致仕して 後に は 

必ず 時に 取りて 用事な く、 さし あたれる 事に 紛投 して 溫問 怠る こと 尋常の 習 也。 始を 

克く する こと は 易く して 終を愼 むこと を 難しと、 古人 も是 れを戒 む。 ^レ終 追， 遠 は 

民の 德 あっきに 歸 する ゆ ゑん 也。 人 常に 壯 年なら ず、 盛なる もの も 時 ありて 衰 ふる は 

世の 定理 也。 利害 を 以て 云 ふと も、 用に 立つ 時 斗り 溫問を 厚く して、 不， 人時に すたれ 

なんとな らば、 壯年 にして 事 をつ とめ 君の^ 問 厚き もの も、 行末 は 世の ありさま にな 


り はてなん と 思 はば、 實_ にかし こく  く は不, 可レ 思。 されば 養老 は 人君の 誠より 出 

(SS  クノ  ル ラ  ニシテ 

でた る禮 節に して、 偽り こしら へ て 如 レ此思 ふと 云 ふこと に不 X 有 也。 古 は大夫 七十 

わ ヘス ゾ  し  出 1 一王 制 I  二 シーア V テ 

而致レ 事と い へり。 是れを 致仕と：： ムふ 事、 禮 記の 曲禮 • 王制に 出で たり。 人 五十 始 

衰、 六十 非 レ肉不 レ飽、 七十 非 帛不， 緩 と 也。 官人 七十に 及ぶ 時 は、 子. 孫に 家事 

をった へ て 身 安くなる こ と、 定まる こと 也。 曲禮に 七十 曰, 老而傳 と 一； ムふ は是れ 也。 

^し 人君、 其の 老臣 德 厚く、 年 は 致仕に 及ぶ と 云へ ども 氣質 盛に して 老衰の 所 あら ざ 

れは、 官 を不, 許して 是れに 政 をき かしむ る 事 あり。 然ると き は 賜 一一 几 杖 安 車 一とい へ 

り。 ne 杖 は 宮殿に 著 座 するとき のよりか かり を 几と 云 ひ、 杖 は 朝廷に も 杖 を 許さる る 

てぐるま  ル サ 

こと 也。 安 車と 云 ふ は f.: 乘の 車に して、 本朝の 輦の宜 皆 を被レ 下と 云 ふに 同じ。 自稱 

んた がらの る 

して 老 夫と 云へ る 也。 致仕に 及びて 後 は不レ 有ニ大 故ー不 レ入レ 朝と 云 ひて、 國に 政道の 

大事あって 謀 を 問 ひ 玉 はんとの 時 は 出仕 ある こと 也。 出仕 あるとき は、 人君 先づ 致仕 

の 大臣 を禮 して、 而後に 當官 の大ぼ を禮 すと 也。 各.' 是れ 致仕の 官人を 崇敬して 養老 

の禮 を^く る 也。 養老と 云 ふ は、 かたじけなくも 犬 子大學 校へ 行幸な つて、 致仕の 官 

人 等 を饗應 まします こと 也。 天子 學 校へ みゆき ある を號 して 視學 と； ぶふ。 視學は 本と 

, . 君 道 四 使 ほ  二三 九  . 
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養老の 禮を行 はれん とのこと 也。 然るに 後世 養老の 禮絕 えて 文學 のこと 盛に なり、 學 

を 講ずる のた めの みゆきに なれる 也。 處の 世より 事 起り て、 三代 猶ほ 此の 禮を 盛に 十。 

國老と 云 ふ は 三 公 • 九 卿の 歷々 致仕して 家に 安んじ 居る ものの こと 也。 庶老と 云 ふ は 

ちっきょ  セル -； ノ 

庶官 人の 老いて 家に 楚居 する こと 也。 死 レ政者 之 老と云 ふ は、 國の 御用に 立ちて 父. g 

の 死した る 筋の ものの 老人 也。 以上 此れ を 三 老と號 して、 二月 • 三月 • 八月に 是れを 

養 ふ 也。 尤も 次第 等級 あり、 阈々 在々 に： 个- るまで、 老年の もの をば 養 ふべき の 禮を定 

め 玉へ り。 其の 法具に 周禮に 出で たる 也。 禮記の樂^；^^に、 食 二三 老 五更 於大學 一と： ：ム ふ 

y 一，；! も、 三 德五事 を 知れる もの を、 夭 子 自ら を 取りて 饗應 ある こと 也。 漢に 至りて、 德 

1贊の五 行 年老の もの を 一 人 えらみ、 其の 次 を 又 一 人 えらみ、 是れに 養老の 禮 ありし 也。 必ず 

一人に かぎれる こと は是れ あやまり 也と、 先 儒 是れを 論ず。 唐の 開 元に ボ： りて 養老の 

禮を 定め 玉 ふ。 皇帝皇太子視學の儀と；f^ へ る是れ也。 天子 幷に 太子と もに 學 校へ 行幸 

(ヒ ) 

(二)  fs 者 なって、 文武の 百官 供奉し 奉り、 講榻を かまへ 讀座を まう け、 論議の 座 を 敷きて、 學 

め 腰掛け 

. 士 注解 論議し、 其の後に 養老の 法 ありし 也。 必竟 人君 老人 を 養 ひ 愛敬 をな し 玉 ふこと 

は、 孝弟 を 本と する より 出 づる事 也。 上に 老を老 とする の 政 明 なれば、 下に 孝弟の 道 


行 はる。 孝弟 は 人倫の 大道に して、 臣 として 君に つかへ 朋友に 交 はる こと、 皆 此の 心 

を 推し ひろむる に究 まれば、 老を養 ひて 終 を 全くせ しむる 事、 人君の 愛 惠の至 りと 可 

フ  ニニ) 

レ謂 也。 家 語に、 魯の 哀公， 孔子に 老年 を 敬す るの 禮を問 ひ、 孔子 養老の 道 を 答 ふ。 

(sn 

尙書大 傅に、 齊の宣 王、 春 子に 孝弟の 道 を 行 はんこと を 問 ひ、 春 子 叉 養老の 禮を 以て 

云へ り。 古人 是れを 重んずる こと 如, 此也。 次に 致仕の 官人 は祿を 厚く して 畳なら し 

むべ し、 以ニ半 料 一と 云 ふこと 古の 法 也。 半 料と 云 ふ は、 官に 居て 事 をな せし ときの 料 

を 半ば 賜 はる こと 也。 官人年 七十に 不, 及して 早く 官を 致仕す る こと、 是れ叉 其の 故 

あるべ ければ、 是れ によつ て 政に 心 をつ くべ きこと 也。 

贈諡之 事。 案ずる に、 贈 は贈宫 贈位 ある こと 也。 は 大臣の 世に 功業 大 なる には諡 

號を賜 はる 事 也。 古来 其の 例 多し。 各.' 人臣の 德義を 崇敬あって 是れを 致す こと 也。 

中に も諡 と； K ふ もの は、 其の 人の 德の 有無、 作法の 善 惡を詳 に 詮議して、 是れ に諡を 

あた ふること 也。 然れば 憐祿は 一 代に 留まりて 後世に 是れを 知る 人な し、 諡は 末代に 

至りて 相傳 はり 其の 美惡を 人口に 殘す ことなれば、 人君 世 を 政 する の 要 道、 勸善懲 

はう へん  ン ズレヲ 

悪の 褒^なる が ゆ ゑに、 古人 甚だ 重, 之。 其の 法 周 公に 至りて 詳也。 ま こ とに 百世の 
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榮 辱は諡 にの こる ことなれば、 人君 明に 慮りて 是れを 制せら るべ し。 是れ 臣を禮 する 

の 道 也。 善 を 明に して 人 を はげまし、 惡を糾 して 萬 民 を こらす は、 皆禮 のよ る處 と-叫 

レ知 也。  -  . 

クー.？ Jl^  案ずる に、 本朝の 大臣 を禮 する 事、 異朝に ことなる こと あらず。 江 家 次第に， 任 M 

ニダ ヌ參照 

太 政 大臣 一 任 二 大臣； 新任 二 大臣 ー饗、 太 政 {R の賀、 執 柄の 算儀 など 出せる 儀式 はこと 

ごとく 大臣 を 敬す るの 禮節 也。 任官の 法禮、 朝廷の 節， 各 2 售 記に みえたり。 令に、 

官人年 七十 以上 聽 一一 致仕 一と 出づ。 是れ又 異朝の 例に 因る 也。 五位 以上 は 上表し、 六 位 

シン テフ シテ 一一  (謙)  たちばなつ もろえ  ス  ヲ 

以下 は 申 n 牒 官ー 奏聞す る こと 致仕の 例な り。 孝德 帝の 時、 橘 諸兄 致仕して 辭ニ 大臣 一 

と 云 ふ、 是れ 大臣 致仕の 始 なり。 ^し官 はかへ すと い へど も、 位は辭 する ことなし。 

是れ 本朝の 禮也。 贈官 贈位の こと 本朝 尙ほ 多し。 大寶 元年に 大伴 御行 抬： 織に 贈 二 官位 1 

の 例より 事お これり。 謚號の 事、 不比等 を 淡 海 侯に 封 じて 文忠 公と 諡號 ありし より、 

良 房 を忠仁 公と 云 ひ、 基經 を昭宣 公と 諡號 ありと い へど も、 諡號を 人臣に 賜 はる こと 

中古より 多く 絕ゅ。 君臣の 禮は水 魚の 親 をな して、 其の 問に 節 を 正し 禮を 厚く する に 

flj  ^^^«\  (二) ハ フニ ヲ 1* フス ヲ 

§00 ある 事 なれば、 禮節 かくる とき は 必ず そむくべし。 君 事， 臣以レ 禮と孔 夫子の 戒， 萬 代 


不易の 格 首 也。 

二 九 臣を 御す るの 大要 

師曰 はく、  t 天子より 下 庶士に 至る まで、 侍者 僕從 なきもの なし。 僕從 多く あつま 

りっか ふ る 時 は こ れを 大臣 諸侯と 云 ひ、 天下 を 以て 從者 とす る 人 を 天子 人君と 號す る 

也。 其の 僕從の 多少 衆 塞に 不レ 限、 すべて 人 をつ かふ ものの 心得 ある 事 也。 其の 心得 

の 違ふ處 あるが ゆ ゑに、 君臣の 心 相 遠して、 君 は 常に 臣の村 不足なる こと を 憂って、 

或は 怒り 或は 恨む。 其の 心得と 云 ふ は、 下人 を 使 ふこと を 我が 四體を 安ん ずるた めに 

つか ふ ものな りと 思 ひ、 又は 臣に 辛苦 をいた させ、 我れ は 安樂 をな し佚游 を專ら とす 

べしと 思 ふ" この 兩般 より 起る 也。 人君の 1- は 人臣 を 糾明し、 天理の 誠 をし らしめ て- 

人に 生れた る 印に 人の 道 をし らし めんと 云 ふこと、 是れ君 德の源 也。 然る を 下々 は 財 

ひたすら 

？ i を與へ 置く か はりに、 骨 を 折り 心 を 苦しむ る 害な りと 一向 思 ふ 所、 是れ 金銀 を 以て 

人 を やと ふに ひとし。 金銀 を 以て 人 を やと ふとなら ば、 財祿を 多く 得る もの 多く 辛苦 

艱難す べきに、 諸侯 大名 は 身 安く 游佚 を專ら として、 凡 下の 卑人は 金銀 ゎづ かの ため 
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に 身 を 棄て晝 夜 を 苦しむ。 是れ 金銀の ために 臣に 難き をせ むる にあらざる こと、 世の 

とと わざに ついて 云 ふと も 如 レ此。 殊に 明君 天 德の誠 を 以て 下 を 御す るの 道， 唯 だ 彼 

れが 事々 をね り 物に ついて 道理 を會 得して、 人た る の 道 は 如レ此 なる ものな りと；： ムふ 

こと を 知る ごとく 仕 立つ る、 是れ廣 く 衆を濟 ふの まことと. K ふべ し。 古 司 徒の 職. 典 

樂の官 を まう けて、 末々 の郡縣 まで 民に 德行 藝を學 ばし め 知らし むる 本意 は この 心な 

るべ し。 人 皆惡に そみ 氣に まかせて 常に 習氣 深き が ゆ ゑ、 人 主 心 を こまやか にして 誠 

を 以て 下 をつ か は ざれば、 如, 此む つかしき 介 保 を 十る こと は 事な りが たし。 常に 敎 

へ 常にい ましむ ると は あら ざれ ども、 其の 人君の 作法 禮 節の 如くに 下 li^^ いたせば 

不レ覺 人の 道 正しくな るが 如くに 天下 國 家の 法 を 立つ る こと、 是れ 先王の 禮也。 敎ぅ 

すく 法令 こまやかなら ずして、 下の 法 を 糾明し、 人君の 是を 立て： k; はん ま は、 不レ敎 

の 民 を 殺す に IM じ。 此の 故に 下 を 取 立てて 道に 入る ごとく、 何と ぞ 人と 成る ごとくた 

ら— むる 事、 人君 大に 代り て 民 を 養 ふの 本意と 云 ふべ し。 

成人の 3 はく、 下. {H の やっこ は査夜 主人に つか はれて 更にい とまな し。 を 厚く し 

位 を 高く する もの は、 却って 奉公の つかれ も少 く、 身に 骨 を 折る こと も あらざる たれ 


ば、 祿 位高き もの は、 ^に 叉 官 を もとめても 格 勤 あらま ほしき 事 也。 師の曰 はく、 此の 

說_. ^だ あやまり 也" 支體 のために 役 十る もの は 四體を 以て 奉公す、 德智 のために つか 

ふるもの は 德智を 以て つ かふ。 四體 のために 役 十 る 官人は 形 を くるしめて 心 を不, 苦、 

德智 のためにつ かふる もの は 四 支 を 安くし て 心 を 役す。 一 身に 四 支 腹心 ある が 如し。 

s: トゾ、 は； •：： かんと するとき に 歩み、 取らん とする 時に 取る、 執捉 奔走の 用 やむ 時 は 安ん 

-Jh.^^ ずるの み 也。 心情 は 行 住せ 臥と もに 聊も ^ 暇な し。 百官 も 亦 如， 此。 然るに 大 官大祿 

、七 上篇 第一 十  、 

一い ゴ J?!: を 得ながら 佚游を このみ 閣暇 のみ 多き は、 是れ尸 祿素餐 冗 食の ものと 云 ふ 也。 いづれ 

おぶ-して 善な 

すせ g の の官 にも それに 相 應の職 多し。 况ゃ大 官大祿 ある 人 は 職叉大 也。 上に つかへ 民 を 撫育 

徒な， n -」 i 出  rt-z 

一つ-) ？は土 し、 象 を 治め 身を修 むる こと、 直 夜朝暮 において 工夫 間斷 する 處 あらば *  例 臨 事の 

行、 東 替の名 

なり、 功 あ 政に おいて 必ず 相違あって、 上下の 情 通ず ベから ず。 大官大 m の 人 は、 王事に ついて 

b て 六 尉な； 碑  ニー.  し、 

せ，^" れ騎 政 多く 私事に ついて 用 多き ものなる ゆ ゑ、 舜の 鶏鳴 き てへ，々 として 善 を なすと 云 ふ 事、 

はく、 大禹は 可 二 併 案 一事 也。 一 官の事 さへ 猶ほ 勤めが たし、 何して 他 職 をね が はんや。 15^ は 寸陰を 

BK なり、 乃  (-; 一う)， " 

^^.^ 惜しみ 玉 ひ、 1； 侃 は 分 陰 を 惜しむ こと を 云 ふ。 いづれ か 閑暇 ありて 佚游を このみし や。 

し S しと 近く 匹夫の 身に 取りて 云 ふに、 一 僕の 心 を も 得る ことかた し、 况ゃ百 千 萬 億兆に 至り 
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て を や。 一家の 親み 成りが たし、 沉 ゃ郡國 1K 下 を や。 一^の 作法 正しが たし、 況ゃ萬 

機の 禮節 儀式 を や。 一人の 用事 はかり 難し、 5^ や 天下 萬般の 用事 を や。 ここ を 以て 案 

ずるに、 官位 く 重きと き は 其の 賣も亦 重き こと 可， 知 也。 凡そ 下の 祿に有 二 金銀 米穀 

C1) 後出 二 領知等 品； 祿に 由り て 其の 禮各 > か はりある ことなり。 具に^ 祿與授 の 章に 出づ。 

六 三 頁 以下 參 

三 0 敎 戒を詳 にす 

ル ラ  (食)  き 

師曰 はく、 人 君臣 を 御す るに 敎戒不 レ足ゅ ゑに， くまで くら ひ暖に 衣て 皆禽 『なの 作 

法に 陷る也 U 天下 は 至って 大 にして、 祿財 はっくる ことなき もの なれば、 尸祿 素養の 

人不 レ可レ 有と に は あらず、 是れ をせ は/、 しく 戒 むる こと は 寛仁の 道に あらざる に 似 

たれ ども， 財祿 のた め を 思うて 敎戒 あるべし と 云 ふに は あらず。 官 人に 人た る 道 をし 

らしめ ざれば、 人君の 正道に 違背す、 殊に 道 を しらず 義を考 へざる とき は、 不義 不道 

をな して 父祖の 功 を も 失 ひ、 官祿を 奪 は ざれば 不， 叶 罪科 出來る こと 天の 責也。 故に 

下 を敎戎 する は- it を 世々 に斷絕 せし むま じきと ある 仁心より 出づる ことなれば * 敎 

ン ズ ル  (S) 

或の 道 尤も 所レ重 也。 敎 とは臣 たるの 道 を 知りて、 上へ 忠を つくすべき 心得 を 知らし 


め- 百官に つ いて 其の 職分の つとめ ある こと を考へ て 其の 前後 本末 を 正し、 條目を 群 

にして 書冊 を 以て 是れに 示し、 朝廷 出仕、 恒例 臨 事の 公事、 家に 居て 行レ 事勤レ 業の 法 

つぶさ 

まで、 各.' 具にして 示 論す る、 是れ敎 の 法 也。 戒は 度々 に 巡察 奉行 人 を ま はらしめ て 

其の 勤， ビ 糾明せ しめ、 自ら 彼れ を 招きて 戒め、 朋友 を 以て 善 をせ むる、 是れを 戎と云 

へり。 敎 ありと いへ ども 戒 なき 時 は懈台 I あり、 戒 ありても 敎 あら ざれば 可レ 動の 業 を 

. ^ラ  ふ-,! つ  ルク 

不レ知 也。 敎戒の 兩は、 ともに かけて は不， 立 故に 敎戒 とい へ る 也。 大臣より 庶官に 至 

バ フ -;  シノ  つぶさ 

るまで、 一役 一 職 あらん もの は不， 及レ 云、 奉公 仕官の もの 如 レ此。 上の 教戒 具なる と 

き は、 人. 惡に陷 る ことなし。 殊に 大臣 諸官 人の子 孫 は、 父祖の 恩に よって、 功な くし 

て綠を あつく し、 德 あらず して 位に 居る の 類 多き ものな り、 敎戒詳 なら ざれば 悉く 邪 

をな し 悪に 入る こと 多し。 功臣の 子弟 多く 無二 才行ー 藉ニ 祖父 資蔭ー 遂處ニ 大官； 徳義 

不 レ修、 奢縱是 好と 云へ る は 此の ことなり。 大臣の 子弟、 官に舉 せらる るは官 につい 

ての 敎我 あり、 家に 居て は 家に をる の 教戒 あり。 上古 は皆學 校に おいて 是 れを敎 ふと 

いへ ども • 異朝の 學校も 名 斗り にて、 唯 だ 文 學詩賦 の 沙汰の みなれば、 是れを 敎戒と 

は 云 ひがたし。 敎戏 あら ざれば， 文學皆 身の 修 において 害と なれるな り。 然れば 大臣 
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の 子弟 家に 居て 閑暇 多き の 類、 皆 其の 父兄 家法 を 立てて、 其の 子弟の 人となり 立つ 如 

く 可. XI 也。 子弟の 敎戒 成りが たき 時 は、 家を齊 へたる と 云 ふに あらず。 子弟の 敎戒 

甚だ 至れり といへ ども、. 子弟 不順に して 父兄の 家法に 不， 隨は、 必ず 朋友の 誘引に よ 

るべ ければ， 朋友の 名 を 正し、 子弟の 不順 を 記して 宫に吿 ぐべ し。 佤し 子弟の 敎戒術 

壷き ずして 上に 吿 ぐる は， 父兄の 慈 恩 かくる 所 あり。 故に 敎戒 年を累 ね、 然して 後に 

如, 此 なるべし。 其の 朋友 も. 人の子 弟 又は 商工 富家の 子弟なる ベ し。 官 人は官 より 

正し、 商工 富家 は 奉行 • 所 司より 改 むる を 以て、 朋友の. 惡 自ら 嚴戏 あり。 然る ゆ ゑに 

必ず 朋友の 名 を/正す と は 云 ふ 也。 然して 後に 大臣の 子弟 猶ほ に 入る とき は、 功 ぼ 忠 

臣： M 稷の臣 の 子弟に は、 衣食の ために 財を與 へて 是れ を楚 居せ しめ、 官位 を投 け ず 土 

地を與 ふべ からず、 善に 復 するとき は 又 用 ふるに 足るべし。 士農工商 各. - それん \ に 

瞳って 家法 作法の 敎戒詳 なるとき は、 人 如何 ぞ惡 に陷 らん や。 然れ ども * 世 皆. 惡に入 

り 習って 長ず る處 深き が ゆ ゑに、 早く 敎戒に 入る こと 難し， 必ず 年月 を 累積して 其の 

ョ i 舜  三  へ 7 

一， しるし を 待つべし 。ニニ 年に して 考レ 績、 九 年に して 黜陟の 政 を 行 ふと あれば、 小事の 

を T ぶす I  シ リ 

is.: 成る こと も 三年 を不， 經 して は難レ 成。 況ゃ 大事 は 三 考と號 して、 三年に 一度 づっ しら 


(二) 

子 上 篇_弟 九 章 


易き の 物 あり 

と it も、 1 日 

之れ を 暴めて、 

十 B 之れ を 寒 

さば、 未だ 能 

く 生す る 者 あ 

らざ るな り」 

と づ 

陳に 「蹈は 

れ風、 下：^ は 

惟れ れい」 と 出 

で、 說苑せ 道 

篇 にも 「上の 

下 を 化する、 

^ほ 風の 草 を 

li 力す が ご と 

し」 と 出づ。 

十九 章に も 

「君子の 德は 

風、 小人の ffj 

は 草な り」 と 


ベて、 九 年 を 經ても 事不, 成ば 其の 官 人に 罰 あり。 是れ 古の ひじり の 世の 政 也。 こと 

に 末世に おいて は、 しるし を 急に せんと 思 はば、 佞奸 時 を 得て 行 を 偽り 言 を 巧に して • 

巡察 詳 なりと 云へ ども 必ず 事 一 同すべからず。 彼の 巧言令色して 法の 調へ る まね を 致 

す を、 人君 可也と ゆるさば、 其の 下 則ち 怠りて 邪曲 姦 一:^ 行 はるべし。 道 德をー にして 

風俗 を 正しくす る こと は 至つ て 治 道の 要なる ゆ ゑに、 人君 朝 鍛暮鍊 の 志 薄く して は 成 

キリ  クリ  ンリ (二)  OSS) 

就 難， 有 也。 人 善に おもむく こと は 難, 成、 惡に 入る こと は 易， 成、 一 日 あたたむ ると 

云へ ども 十 III 塞す とき は， 皆 本の 習 氣に復 して 事 難， 熟 也。 熟せざる 內は 守る といへ 

ども 忘れ やすし、 熟する とき は 全體是 にして 刖 ならず。 法の 熟する に 至る こと、 人君 

志の 厚薄に 可レ 肉 也。 道德 一なら ず 風俗 正しから ざれば、 たと へ 大臣 大官の 人 は 正し 

くと も、 -KG 官皆. 一 ならざる べし。 道德 風俗 一 なるとき は、 出入 起居 皆 正し、 人 いづく 

んぞ惡 に 入らん や。 道德 風俗の 一 に 至る こと は * 人君の 敎戒詳 にして 諸官人 各. '是れ 

(-; S) 

を 守り、 つかさ を さたる もの は 我が ひ きゐる 所の 官 人士 を 各 i 是 れを以 て 教戒して * 

皆 上よりの 敎に 入る 如く 可レ仕 也。 古より 人君の 德を 風に たと へ、 萬 民 を 草に なぞら 

へて， 草 は 風の 吹く に隨 つて 四方へ なびく もの 也、 本より 定まれる 方な し。 下 は 上の 
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カー.^ -に 因りて 善に も 入り 惡 にも 入る 也。 下の 惡人 多く 風儀い やしく 夷狄 禽獸 に陷る こと 

は、 上の 敎 のたら ざる 所 也と 云へ り。 敎戒 の義、 更に 不レ 可レ懈 ことに あらず や。 

(一) 一一： 年  附、 寛 文 癸 卯 秋、 先生 痛， 足て 楚 居す。 外人 黄白の 菊花 數枝を 送る、 先生 是れを 木 

瓶に 挿む。 艷色璺 大足， 稱。 仍って 示 二 門人 1 云、 菊花 は 人家 皆 是れを 種う、 同じく 

是れ 一 種に して 或は 艷色 不， 快、 或は 小 輪に して 不レ 退、 或はいた みて 節に 花 さくこ 

となく、 或は 枝 長く 葉繁 くして 花 不：， 宜。 是れ 等の 事 如何 ぞゃ。 案ずる に、 種うる 

に 節 あり、 地に 宜しき 所 あり、 土 かひ こやしす るの 法 あり、 此れ を 省察 存 養の 道 あ 

り。 若し 此の 內 にかくる 所 あるとき は、 花 其の 全き こと を不レ 得。 世人 多く は 時 を 

以て 植ゑ、 地 を 撰み、 土 かひ こやしす る こと をば 知る といへ ども、 四時に 隨ひ 地形 

に 因りて 省察 存養 する こと 怠る が ゆ ゑに 全き ことなし。 人君の 下 を 御す る こと 聊か 

ことならず。 古今 皆 人 也 * 天下 皆 民 也、 祿を與 へ官を 任じ、 豐 にして 用 ふるに 宜し 

と 云 ふこと をば 知る といへ ども、 教戒して 省察 存養 せざる ゆ ゑに、 祿薄 きもの は 惟 

すゐ  てん ゆ っゐ しょう  (足) 

悴 して 詔 諛追從 にいたり、 祿 畳なる もの は 枝 犬に 葉繁 りて 花の 用事たら ざる 也。 花 

を このむ こと を 知る とい へ ども 花 を 養 ふの 志 薄き とき は、 時 々 の 省察 不レ 足して 全 


からず、 花の觅 事なる を 見て、 俄に 花に 土 かひ 養って、 朝夕 花に そふが ごとく なれ 

ども、 花の 養 三百 六十 日 を 不：， 積ば 如 レ此に 块き不 出、 俄に 思 ひ 急に しるし を みん 

とせば、 或は 根 を さぐり 花 をつ まむ の 類に なりて、 花 却って 枯れぬべし。 人君 古の 

臣下の 忠義 をつ くし 人の 下 入の 志 ありし を兒閜 して は、 是れを 願 ひ 思 ふとい へ ども、 

久累の 養な く 時々 の 教戒 不レ I レ理ゅ ゑに， しばらく 存養 省察 すれ ども、 さして 效の 

あら ざれば、 さしおく 事 多し。 至って 省察 過 ぐれば せ は/ \ しくな り もて 行きて、 

却って 家中 忽 劇す。 花を昆 て 花の 養 をき き、 人君 御， 下の 道に 相 通ず る こと あり、 

天地の 萬 物 悉く 皆 一理に して 不, 隔也。 人に 古今な く、 同じく 皆 人 也。 今の 世贤衬 

乏し かるべからず、 唯 だ 省察 教戒の 不, 詳 により、 祿財 を不, 與ば臣 身 を やしな ふこ 

と 不にヒ おゆ ゑに、 養 は 足る といへ ども 教戒 常に 怠り、 菊の 土に 不, 種ば 不， 付が ゆ ゑ、 

土に う ゑ、 土 かひ こやし すれ ども. 省察 不, 足に 相 同じ。 必竟花 は 好む 人の 志に 隨 

おも ひいり 

ひ、 人 は 主たる 人の 思 入に あるべし。 

三 一 正に 任じて 疑 はず 
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(二 ナル  ィ  4.プ、 ィ  ゾ. T ザナル  ォ r クル  ヤノ ルル ： 

(一) 0S 師曰 ばく、 元首 明 哉、 肱 良 哉、 せ」 事康 哉、 元首 叢^ 哉、 ^Es. 萬事禱 哉。 是 

れは阜 陶舜の 歌 をつ いで 歌へ る^ 也。 元首と； ふ は 君の こと 也。 一身 を 以て 云 ふとき 

は、 君 は 首の 如く 臣は， は 肱の 如し。 君よ く 明に して 臣の贤 を 知りて 是れに まかせ 玉へ 

ば臣の 作法よ し、. 臣の 作法 正しければ .大 下の 萬 事 やすらか 也。 君の 德 君たら ずして 臣 

の なすこ. U を 行 ひ 娘お なるとき は、 臣は あれ どもな きが 如くに して、 臣惰 るの みなり- 

故に-: K 下の 萬 事 ことん \ くやぶ ると 云 へ るの 事 也。 上に 智を寸 ごして 物 を 察する こと 

を 好む 時 は、 事 を 大臣， に 任せず して 必ず 疑 ふ もの 也。 是れ 人君の 智を 練る 所 薄く して 

擊 知より 出づる あやまり 也。 凡そ 大臣の 職 あり、 小 臣の職 あり、 人君 事 をうた がふと 

き は 大臣 を攻 むる に 小 臣の事 を 以てす、 ゆ ゑに 大臣 常に 不， 人事に 勞 して、 小過 を以 

て 罪 を 得、 且つ 天下の 治 s』 を 失 ふこと 多し。 是れ 君の 臣を疑 ふ 所より 起る 也。 叉^^ニ小 

臣 一而 疑 二 大臣 一と 云 ふ あり。 是れは 人君に 近親す る 所の 小臣 等， 政道の 要 を 不レ， i して 

. 大臣 小事に 不二 取 A ロー を兑て 事に 惰り あると 思 ひ、 其の 過失 を 求め 上に 譖 十る こと ある 

を、 人君 時の 小利に 惑 ひて これ を 信じ 大臣 を 疑 ふこと あり。 上に 疑 あるとき は 大臣 心 

のま まに 政 をと りさば くこと 不, 成、 諸事に 遠慮 多くして、 大臣 其の 實を盡 十 こと 不 


レ叱 もの 也。 古人 曰、 信 之 則 無二 可, 疑 者； 疑 h 之 則 無二 可レ 信者 一と 也。 唯 だ 臣の德 

を 考へ智 を 謀りて 是れに 官職 を與 へ、 教戒の 法を詳 にし 時々 に 省察せ しめ、 其の 事 を 

まかす るに あり。 君 まこと を 以て 臣に 任せば 臣 いかん ぞ刖心 あらん や。 敎戒 にたが ひ 

別 心 をな さば、 忽ちに 罰を與 へて 其の 悪 を こらす 事 正しくば、 臣に 邪と 悪 あるべ から 

ざる 也。 此れ 任レ正 じて 不レ 疑の 法 也。 但し 人君 逸樂を 好み 政道に 倦んで、 事 を 臣にま 

かする こと 多し。 是れ 權を臣 にぬ すまる ると 云 ふ 也。 臣の權 重き 時 は、 必ず 君 をな み 

して つ ひに 世 を 亂り位 を 奪 ふに まるの ためし 多し。 豈臣 として 初より 君 を 弒し位 を 奪 

ふの 心 を 以て 恪勒 すべき や。 人君 敎戒に 怠り 出来て、 政事 を ひたすら 臣に まかせ >  與 

奪黜陟 を臣の 手に 握る が ゆ ゑに、 いっとた く 萬人是 れを渴 仰し、 祿 高く 財 あつまりて、 

つ ひに 雄， 奪， 國の 術に 至る 也。 是れ 一朝 一 夕の ゆ ゑんに 不レ 有、 其の 由って 來 る處久 

しき 也。 臣の權 如, 此 とき は、 後に 至りて 人 君臣 をう とみ 返け 去らし めんと 云 ふと も 

カツ -ー  4^びゃか  レゼ  ナーフ 

事な りが たく、 臣下 尅, 上の 心 出で て 君 を 劫す のた めし 至って 多し。 不レ 任ば 事不, 專、 

任ずれば 權 重し。 これ世の人^！^の大に惑ふ所也。 故に 或は 祿を輕 くし、 或は 間諜 を以 

て 是れを はかり、 或は 官に 一人 を不レ a、 相 對の入 を 立てて 是れを 憚る 所 あ、 b しめ 其 
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の 成 を 分つ の 類 ありと いへ ども、 唯 だ赏は 主の 明あって、 德を 以て 身 を 正し、 智を以 

て 臣の材 を はかり、 敎を つまびら かにして 政 を まかせ、 戒 をつ よくして 糾明す る こと 

正しくば、 任せて 權を ぬすまる るに 不， 可, 至 也。 fi を 厚く して 戒を嚴 にせ ざれば、 祿 

によって 權 をぬ 十み 威 を專ら にす るに 至る 也。 程 子 曰、 臣は贵 レ 正不レ 贵レ權 といへ り。 

三 二 博く 衆 を容る 

師曰 はく、 人君 博く 容レ 衆の 心 あらざる とき は、 群臣 必ずせ はくしく して、 寬仁 

大度の ゆるやかな るに 不， 至 也。 人に 能 不能 あり、 職に 大小 あり、 唯 だ 其の 人の 器に 隨 

つて 是れを 授け 其の 责を 薄く すべし。 人 皆 善なら ず、 今日 暫く 爲， 善 かと みれ ども 明 

日 は叉變 ず、 更に 不二 一  定？ 人々 の 心 大概 如, 此。 然るに 人君し ばらく 善に 心 を 入れて 

身修 すれば， はや 僕 從奴隸 の やつ がれに 至る まで 皆贊 人君 子の 如くな らんこと を 思 ひ 

小官 小事 を 司 どる もの を も 聖賢の 如くなら ざる こと を責 むる ゆ ゑ に、 宫人 職に 不レ堪 

して 彌. - 事に 惑 ふ 也。 宫人 聖賢の 如くなら ざる ゆ ゑ、 人君 怒る 心 常に 不, 已>  臣を實 

むる こと 敎戏 にあらず して 以, 怒 するとき は、 臣叉怒 を 以てす。 君臣 互に 怒る とき は 


政事すな ほなら ず。 然ると き は、 君の 臣に怒 ある こと は臣を 賢人 君子に あつる ゆ ゑ 也 „ 

人君 唯だ敎 戒を詳 にして、 ことん \ く 善に 入る 如く 相 願 ひ、 是れを 自然に 敎 化せん こ 

と を 思 ふ は、 是れ 天德の 君子 也。 人 をみ るに 聖賢 を 以てして 是 れを責 むる こと 切なる 

は 小人の わざ 也。 天地の 間 何物 か 其の 惠を泄 るる や。 i 〔ニ棄 物 一は 乾坤の 大德 也。 聖人 

天下 を 御 するとき は、 唯 だ 器の ままに 是れを 用 ふるゆ ゑ、 更に 無二 棄人； 下鰥 孤獨 

のい やしきまで 助 を もる る 事 あらず。 況ゃ 功臣 世臣の 末々 累世 譜代の 枝葉なる 官人を 

んで 遠ざけ、 小人な りと して 棄 てんこと は、 人君の 至 德と云 ひがたし。 其の 人に 相 

應 する 所の 役儀 を 申 付け、 詳に敎 へ 細かに 戒めて、 年月 を累 ねて 善に 入らば、 それに 

隨 つて 官を 授け、 惡 におち 入りて 事の 害と なる をば 是れを 剥し、 中 人に して 善悪に 不 

レ付 もの をば、 fe- を 考へ智 を はかりて、 それに 隨 つて 相 應の 奉公 を 可, 令 レ爲。 天下 は 

Kti つて 大 にして、 其の 間の 萬 機、 德 なく 男な く智 惠不レ Hi! しても 相勒 むる に 可, 然職多 

きもの 也。 事の 害 をいた し 人の 災 となる もの をば 惡 人と 號す。 是れを 罰し こらさ ざれ 

ば 善に 勸む もの あらざる もの なれば、 教戒の 術盡 きて は 必ず 罰する に 利 多し、 小惠姑 

の 仁 を 以て 是れを 免すべからず。 至って 惡人 もまれたり、 善人 は 尤も 希に して、 中 
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人 多き もの なれば、 此の 中 入 は 敎戏詳 なるとき は 惡に陷 る こと 希なる 也。 敎戏節 を 失 

-人 ^ ラ 

へば、 怠って 善 を 忘れ 游樂 になる こと 又 夕々 し。 此の 故に 教戒の 節 を ゆるがせに 不，. 町 

レ爲 也。 是れ廣 く濟， 衆の 道と 云 ふべ し。 古人 云、 责 二 大臣 一 不レ以 二 小 罪； 责， 一 小 臣ー不 

レ以 一一 大體 一と 云へ り。 

三 三 臣衬 を辨ず 

ジテ キズ  ヌ  ヲ 

師論ァ 可 レ辨， 一臣 村 一之 義ヒ曰 はく、 德は 大地の 本源に して 萬 代 不易の 一理な り。 村 は 

其の 人の 生 質 其のね る 所に 隨っ て 品 多く か はる もの 也。 村の 差^ あるに 由つ て 德の趣 

向す る處も 相違 あるに 似たり とい へ ども、 德は 本と 我れ に 行 ひ 得て 不， 變 もの なれば、 

先聖 後 聖唯だ 一 にして、 其の 村と する 處相か はる 也。 材 あら ざれば 德を萬 物に 移す こ 

と不， 叶、 材の 人に 寶 たる 事擧げ て不， 可， 謂。 而 して 村を賴 みて 德を ねら ざれば、 諸 

事の 取 あっか ひ理 に似て 大本 必ずた がふ ものな り。 大本た がふ 時 は、 小事 不レ殘 村 か 

しこくと も 信の 智とは 云 ふべ からず、 時に 至りて 智を し辨 を專ら として、 利口 利發 

などと 云 ふに 陷る。 是 れを材 あると 賴 むこと 小人の わざ 也。 司馬溫 公の 曰、 德勝」 15: 


爲 一一 君子.； 材勝」 德爲ニ 小人 一とい へり。 德村 ともに 兼備せ る をば 聖人と； ぶふべ し。 溫公 

の 云 ふ 所 は 過不及 を 以てす。 君子と； K ふ は、 道 をつ とめ 德を責 ぶの 稱也。 周 公. 孔子 

の 如き 大聖 は、 德と材 と 全うして 無二 過不及 1 こと. 大地に 同じ。 犬 地 は 德と材 いづれ か 

有餘 不足 ある や。 人君 德を 高く し材を 貴ぶ こと 定論な りと いへ ども、 人 必ず 德を次 に 

して 材を 專ら とする もの 多き ゆ ゑに、 能く 臣の材 を勘辨 して、 其の 村と する 處を 導き 

て德に 可, 入と 云 ふの 心 を 以て、 可， 辨 ニ臣材 一と 一 K ふ 也。 

明 一一 趣向 一事。 案ずる に、 臣 材の發 明す る處 必ず 趣向 ある もの 也。 趣向と 云 ふ は、 我 

が 得た る處へ 知の 發 する こと 也。 趣向はぉもむき向ふ所の事を；_^ へ り。 利に 向 ふ もの 

者ー时 0 お あり、 名に 趣く もの あり、 人 を率ゐ るに かしこき あり、 地 を 知る こと を 得る もの あり 

.0  . 說苑 . (统) 

序. is 行 軍旅に かしこき もの あり、 政事に さとき もの あり。 其の ねれる 處 によって 其の 趣向の 

きの^ あり。 きざ  ル う 

...^M^^  . 萌し 時々 にあら はるれ ども、 心 を 付けて 不ぃ知 ときには、 いづれ を 取りて 趣向と みえ 

^1 又&^ 政 ざる ものなる ゆ ゑに、 趣向 を 以て 本と する 也。 忠臣と なる も奸臣 となる も、 唯 だ 趣向 

耍！^ ほ篇 にも  たが 

^^^p の いささか 差 ふ 所に ある なれば * 愼 みて 其の 差別 を考 へ、 或は 揚げ 或は 抑 ふべ しと 云 

bJJ ここ 引！.'  り- T き やう ぜぃ 么ん 

<- 如し t ふこと 也。 劉 向が 說苑 に、 人臣の 行に 六 正 六 邪の ある こと を 論ぜり。 六 正と 云 ふ は、 
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一 曰 聖臣、 萌芽 未, 動、 形 兆 未， 見、 昭然 獨： B ^と 存亡 之 機 得失 之 要； 預 禁二乎 未然 

ル 二 

之 前； 使 一二 主 超然 立 二 乎顯榮 之處？  二 曰 ft- 臣、 虛， 心 盡レ意 曰 進 一一 善道； 勉 ， 主以 1 一 

si; 論， 主 以ニ長 策； 將 n 順 其 美； m つ 救 其惡？ 三 曰 忠臣、 夙 興 夜寐、 進， K 不， 懈、 

數稱， 一往 古 之 行事 1 以厲ニ 主意？ 四 曰 智臣、 明察， 一成 敗； a. 防而 救， 之、 某 n 其 間 1 絶 二 

ノ ヲ  ジテ ヲテシ ト  厶 ヲシテ 二 テ カラ  一一へ. N 〇 0  リヲ ジ ヌ ジ 二  カサド リ 7 

其 源； 轉レ禍 以爲」 幅、 使 二君 終以 無： JT 五 曰 處臣、 守：， 文 奉， 法、 任」 目 職 ， 事 、不 

レ受， 一 贈 遣； 辭, 祿 讓ぃ 賜、 飮食 節儉。 六 曰 直臣、 家阈 氏：： 亂、 所， 爲不 レ？； i、 敢犯， 1 主 之 過 

失？ 六 邪と 云 ふ は、 一一 曰 具臣、 安， 官貪， 祿、 不 X 務ニ 公事； 與, 世 浮沈、 左右 觀望。 二 

ク〇〇  ノハ フ  ヒ ト  ノハ  ス  フ トヒゾ 力 二  ヲ ム  乂 レヌ テク、 ン 

曰 諛臣、 主 所 ヒ百皆 曰』 n、 主 所， 爲 皆曰レ 可、 隱而求 二 主 之 所. V 好而 進， 之、 以快ニ 主 之 耳 

ヲ レゥガ フコゥ ヨウ トモ 二 ト シテ ヲ  .ミ ノ ヌ  二  (ク 〇 〇  ケンピ 

目； 偸 合 苟容、 與ぃ 主爲； r 不， 顧， 1 其 後 害？ 三 曰 臣、 內實 險談、 外貌 小諫、 巧言 

令色、 妬 Jln 嫉, 賢、 所， 欲, 進 則 明， 一 其 美, 隱， ー其惡 ； 所， 欲 A 返 則 明 二 其 過 二 其 美； 

使， 一 主 賞罰 不, 當 號令不 <A 行。 四 曰 鼯 臣、 智足， ー以飾 <A 非、 辯 足 二 以行 4r 內 離，！ 骨肉 之 

外 構， 1 朝廷 之亂？ 五 曰 賊臣、 專 ，權 擅， 勢、 以， 輕爲， 重、 私 門爲， 黨、 以富， 一 其 家； 

擅 t€H 命； 以 自責 顯。 六日 亡國 之臣、 詔， 主以， fe 邪, 陷ニ主 於 不義 一 朋黨比 周 以 P1 

主 明； 使 ニ白黑 無：， 別、 是非 無，， 間、 使 卞主 悪 布 二 於 境 內ー聞 * 於 四隣 ^ 以上 是れ六 正 六 


邪の 臣 にして、 其の 本 は 趣向の 違ふ處 より 邪と 正との 別ち あり。 品 六に 別つ とい へ ど 

も、 唯 だ 君子 小人に して、 其の 趣向 利と 義 との 兩般 より 出 づる 也。 是れを 知りて 各. > 

道德に 導き 入る る 如くす る 事、 人君の 明なる 處也。 

き 一一, き hL 事。 案ずる に、 人の 難レ 知事 古より 然り。 大 15 おは 知 ， 人 則哲と 云へ り。 

にして 僞る處 なく、 無知に してすな ほなる は、 生質虛 なりと 云へ ども、 人 をた ばか 

り 造作す る處 あらざる ゆ ゑに、 物の 害 あらず して 人の あはれ む處 也。 彼の 好：：^ 9 臣 は- 

德義 あらず して 材智 あくまで 過ぐ るが ゆ ゑに、 何事 を も 相應の 如くに こしら へ 似せて- 

人君の 目 をふさぎ 耳 を 蔽ふ事 多し。 德を 以て 計らん とすれば 安行 徐： 百して 淵默 也、 衣 

食を輕 くして 厚く 人を惠 む。 材を 以て 計らん とすれば. 辯 舌 足り 作意 はやく、 文辭を 

さかんにし 古今の 比 興を談 ず。 勞を 以て 其の 勤 をし らんと すれば、 恪勤 不レ惰 能く 夙 

たと へ - ごと 

夜の つつしみ をな す。 是れ形 を 以て 云 ふとき は 調 ほれる が 如くに して、 必竟 利害 を さ 

し はさみ、 賢人 を 遠ざけ、 權威を ひたすら にして、 己が 身 を 立てん とする にあり。 故 

に奸 佞の 臣 朝に あるとき は、 賢人 位 を 去りて 小人 朝に あつまる もの 也。 奸 佞の 臣 賢人 

を 嫌 ふこと は、 皆 己が 位 を 全くし 威 を？、 ほしく して、 私の 黨を 立て 類 親を廣 くして、 財 
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ら 立 m し て Fj 宫 ^：^  m 

0 るつ し 、二 時 、 W す 

、て 又 世 詔始 
m 後 子 こ を を皇秦 
の 誅 嬰れ 擁^ 帝の 
玄 せな を 立め の K 
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二) 坤卦文 を あつめ 祿を 厚く して 佚樂 を： 井ばん との 事 也。 人 主 能く 監察せ ずん ば、 つ ひに 试贼の 

^^u^ 害 を不レ 可， 免 也。 ここに 好 臣の內 に雄姦 奪， 國の術 あり、 奵臣 あり 龜臣 あり。 それし」 は 

塞？ g を 相と す。 

S お _针 にして 君の 耳目 を蔽 うて、 賢德を まなび 文學を このみ、 內 外に 財 を 省いて 己が 親み を 厚く し 

遂に |汁 も弑し 

^-^ 人の そしり を 止め 民に 私惠を 施し、 親 緣を廣 くし 族 を 多くし、 勇 を專ら とし. V 英雄 亲 

S に W ？、 傑 をた く はへ 己が 威 を 盛に し、 或は 色 をす すめ 酒 を 奉りて 人君の 心を盜 む。 是れ等 は 

を お ら とし、  • 

. 皆 一朝一夕の ゆ ゑに あらず して、 つ ひに 位 を かへ 阈を盜 むの 術 也。 易 曰、 臣 弒ニ其 

■  ニー) 

ヲ 一一 シテ スル ハノヲ ズ  -ー ノノ テル ナリ  かんさく げぃ 

(£) 擎帝 君； 子 弒 一一 其 父； 非 ニー  朝 一 夕 之 故； 其 所 ニ由來 1^ 漸矣 とい へ り。 塞 が 究を弑 し、 

の^女 I； 一 后 (三)  (巧) 

,u 田 常が 齊を奪 ひ、 王 莽が漢 の 世 を 盗む， 皆是れ 也。 态臣と 云 ふ は、 主の 恶を迎 へて 5^ 

t_?tM 樂を すすめ、 己れ これに 便りて 酒色の 樂 をのべ、 威 を 重く し 權を盜 み、 人君の 學文修 

ひ、 國を新 i 

德を とどめ、 其の 耳目 を蔽 うて 善 をし らしめ ず 賢 を 遠ざけ、 或は 主の 心 を さぐって 早 

まひな ひ 

くさとり、 或は 內に 賄して 主の 言行 を 具に 聞く、 是れ等 を 逸 臣と號 して、 つ ひに は 人 

ぜん  キ ル  (五)  でハ) 

君を弑 する の漸 にも 可 X 至 也。 秦の 二世の 臣趙 高、 玄 宗の臣 李林甫 等が 類な り。 龜臣 

と 云 ふ は、 人 を ささへ て 身 を 立つ る ものな り。 我れ に相對 する もの あれば、 是れを 親 

宗の時 兵 部 倚 しみ 貴んで、 實な るが 如く 君に 思 はしめ て、 而 して 後に. g する の 類な り。 以上 如レ此 


*S となり 

と 結び 權を 專 

ら にす。 性 陰 

^にして 人以 

て n に 蜜 あり 

腹に 劍 ありと 

なす。 賢 能な 

^妬して 暴.， - 

ナ、3| を 起し 誅 

す、 f1! に： 入 

下の 大 な 養 


(七) 高祖- 

皇后 呂 后の 


孝 


はかり、 周教 

に 平定 せらる 

(八) 則： 入武 

1«權 も らに 

し、 帝 あ i^- し 

EI 號を 改め 大 

^戮を 行 ふ 

(九) 齊玄宗 


52 貴 妃の從 兄 

として 外戚の 

も專ら にし、 

S に安祿 山の 

,11 起る，  


の 品 か はると いへ ども、 押して 皆好臣 と 云ぶべし。 佞臣に^. S の臣 あり、 聚敛 の臣ぁ 

り。 ！？： if:;: の 臣と云 ふ は、 諸事 皆 時の まにあ はせ、 巧言令色して 主人の 耳目 を 快くし， 

主君の 所 レー K を 皆 善 也と ほめ、 所 レ爲を 皆 可な りと 云 ひて、 後の 分刖 なく 唯 だ 時に 合せ 

て 事 を 致す ものの 類 也。 聚敛之 臣とー K ふ は、 財 を あつめ 寶 をつ むこと を 專ら として、 

人君に 利 をす すめ、 是れを 以て 人君に 寵 せられ 時に 逢 ふの 臣下 也。 人君 奸：： ^を辨 じて 

E 七く 其の 機 を 索り、 是れを 抑へ 改め ざれば、 つ ひに 國 家の 敗亡に 及ぶ 事 まのあたり 也 • 

聊かお こたる ベ からず。 次に好：^の臣も亦由る所ぁらざれば奵：：^^を行ふ事不レ能也， 

故に 其のよ る 所 を 知りて 是れを 謹むべし。 其の 由る 所 は 一 に 外 家に あり。 外 家と 一 K ふ 

は、 人君の 厂 夫人の 父祖 兄弟の こと 也。 1:^妃夫人の.熊愛にょり、 或は 皇太子 儲 君の 

(七) 

外 祖外减 となりて. 成 をお I しくし 權 をぬ 十む 8 類、 古来 其の 例 多し。 漢は M 氏に よつ 

.  (八) いま，， Q 

て亂 れんと し、 王莽外 家の 權を 以てつ ひに 漢の 天下 をく つがへ す。 ^に武 氏の 戒 あり" 

楊阈 忠が亂 あり。 二に 佞 幸之臣 にたよ る。 是れ は. £に 至りて 人君の 氣に 入り 幸せら る 

ノ、 わん じで  "く L 

る 臣下 也。 內臣. 宦 者の 類是れ 也、 各.' 內に 侍りて 能く 人君の 機 を はかる 事 を 得る の 

官 人 也。 古来より 宦者植 を 取りて 國 家の 難 を 招きし 類、 舉げ て不， 可, 云。 宦者 とや (ふ 
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(內)  し せ OS) 

は 古の ない 官 にて、 宮禁に 出入し 內外 を往來 して 君に 咫尺す るの 臣也。 後世 必ずない 

官に 限るべからず、 人君 心 易く 寵愛 ある 近臣と 可 二心 得 一也。 凡そ 奸 佞の 臣、 事 を 取 

りて 國家 をく つがへ すに 到る こと、 或は 外 家に 便り、 或は 內臣 曰に 親しむ によれり。 

奸佞 これによ つて 行 はる、 t 此の 條を 勘辨 して 外 家の 謹み を 正しくし、 內 外を嚴 にして 

教戒 を詳 にし、 若し 驕 に 至らば 速に 戒めき はめて 糾明すべし。 內臣心 易しと 云へ ど 

も 必ず 大事 を 司 どら しむべからず.。 歐陽修 が 曰 はく、 宦 者の 亂 其の 源 女色より 甚し、 

小善 を 行 ひ 小 信 を かたくして 人君の 心 を 我れ に おもむかせ、 大臣 をう とん ぜ しむと い 

へる こと 是れ 也。 然れば 內臣の 信 を 能く 監察し 詳に 教戒して、 是れに 怠り あるべ から 

ざる 也。 本朝 平： 盛、 安德 帝の 外祖 として 威 を專ら にし 1+ 恣を 盛に して、 つ ひに 天下 

をう ば ひ 朝家 を 蔑 如し 奉る。 源賴朝 卿の 時、 北 條家外 家の 權 をお 一し くし、 七 ケ國の 守 

護 職に 補し、 遂に 頼 家 を 害し、 實朝 をが 曉に弒 せしめ、 源 家 三代に して 斷 絶す。 北條 

が 計 を 以て 將軍家 を 京都より 招請す。 是れ皆 奸臣因 二 外 而國を 奪 ふに あらず や。 梶 

原景 時、 頼 朝に 佞 幸せられ て、 龜を 構へ 多くの 良 臣を失 ひ、 高師直 • 師泰、 へ # 氏 卿に 

i  "に- リ  . 

貢臣 として 已に將 WH¥ を圍 み、 下手人 を 請 ひ、 龜を まう け^ を究 むる ことの 皆，^ 


佞の 臣と云 ふべき 也。 此の 外泛々 の 輩 記す に 不レ及 也。 奸佞は 人 を 害し 物 を そこな ひ、 

父 を 殺し 君 を 易 ふるに いたれば、 不, 可.， if レ 不レ辨 也。 

三 四 1^11祿は與授を愼む 

師 嘗て 曰 はく >  祿之與 授蓉、 賞罰 之 所レ寓 也、 人君 使：， 臣之禮 也、 古人 最愼 A 之。 

凡そ 爵は位 也、 官は 其の 職に 付きて ある 名に して、 位 は 定まりて 高下の 品 ある もの 也 „ 

官は 世々 に增 減して 其の 多少 不レ定 と 一 K へど も、 位は自 ニー 位 一九 位に 到る 也。 祿は其 

(成 業) 

の 人の 官と 位と を相當 し勘辨 して、 それに 隨っ て 其の 人の なり は ひとなる ベ き 財を與 

ふること 也。 其の 品 さまん \ ある こと 也。 然れ ども 只 だ 財 祿を與 ふると 土地 を與 ふる 

(足) 

と兩般 也。 大體 その 人の 官職に 從 つて、 其の 妻子 僕 從を養 ひ、 其の 身の 用 所 をたら し 

むる を考 へて、 或 は 金銀 衣服 米穀 を與 ふる、 是れ 定法 也。 其の 器量 あ たれる とき は 土地 

を 以て 領せ しむと しるべし。 不， 然して 只 だ 領地 を 以てすれば、 下 必ずお ごり 民 必ず 

くるしむ 也。 凡そ 士を養 ふの 本 を 云 へ ば、 士は 自ら 耕す こと 不， 能が ゆ ゑに、 耕す 農民 

一人 分の なり は ひ を 得て 家 を 養 ふ、 是れを 下士と 云 ふ。 lls^ に 不同 ありと 云へ ども 上 
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中 下の 三抆 に不， 過、 上 農夫 畝 を 作る に 九 人の 食 あり。 下士の 祿は上 農夫の 養 を以 

て あたれり とする 也。 中士は 下士の 一 係、 上士は 中士の 一 倍、 大夫は 上士の 一 估、 

(一に 正しく 卿 は ニー  1 倍大 夫, にして 二百 八十 八 人 を 養 ふ。 君 は 卿の 祿を 十倍して 二 千 八 八十 人 を 

養 ふ、 是れ 大國の 君の 制 也と 一 K へり。 孟子 幷に 王制に 所 t 出 如， 此、 所謂 祿 足ニ以 代- 

2) 萬袁下 ， 耕 也と 云 へ り。 漢に 至りて 三 公 • 諸侯 • 諸將 軍の 官を 除きて、 中二 千 石と 一 "二 ふより. ム ヒー I 

13  二 章  一  i 

百 石 一まで 其の 祿差 多し。 中二 千 石と 云 ふ は、 本朝の 國司 • 郡 令の 事 也。 月 作と 號 して、 

、  A レ /つ *r しら か ，： ハ h 六 ニー 1) 

^^^^B 一  月の つぐの ひ 百 八十 石 を 以てすと 也。 これより 下の 次第 は略レ 之。 委 に 文 獻通考 に 

，£f 沿 S. ぽ 出で たり。 ここに 封と 祿 と：^ と 位田 • 職 田と や； ふの 別 あり。 封と 云 ふ は、 大戴禮 に 五 

3- やへ しもの  7 フ ト 

十 単-曰.， 封と 出で たり、 土地 を 賜 はり 民 戶を賜 はるの 事 也。 祿と云 ふ は、 民戶 土地 を不 

；ー，  キ フ  (so 

レ 賜して、 人 を 可, 養の 財 を 賜 はる こと 也。 作と 云 ふ は、 米 石 衣服 等の 賜 もの 也。 俱し 

兩 たがら 你祿 とも 秩祿 とも 云うて 不 J 古 也。 位田と 一； ムふ は、 位に よって 京 幾の 內 にて 

田 畠 を 賜 はり、 近所に 地 を 得て 屋宅を かま ふること 也。 これ を 位田. 職 田と 號十 ると 

なり。 凡そ 古 は 諸侯 王の 外 は 三 公 宰相に も 土地 を 不レ與 して、 月 を はかり、 其の 分 

限に 相應 して 人 を 養 ふの 祿を 授け、 其の 衣服 居 宅の 料、 牛馬の 考を 以て 財祿 を附授 し、 


隨身を 賜 はると 號 して、 兵 杖 を 帶し警 固 を 致す 役人 を も 賜 はる 也。 是れ 大臣 は 阈政を 

とって 暇 あらざる ゅスん に、 土地に 行き 家事 を 省み 難き を 以て、 唯 だ 下人 を 養 ふ 月 作 斗 

り を 得る 也。 國郡 縣庄を 治む るに は、 民 を 治むべき 器 もの を えらみ て 太守と 號す、 是 

れ叉伟 祿を璺 にし 民戶を 正さし む。 然れば 各.^ 其 の 衣食 居 宅 用事 家人 の 養 を 具 にして > 

それに 体 祿を與 ふる 也。 土地 を 賜 はる こと は不, 有, 之 也。 如, 此 とき は、 國 郡の 風俗 

道德 更に^なら ず。 後世に 及んで 民 を 治む るに 心た く、 人々 利 を 専らに する ゆ ゑ、 徵 

官微 職まで 土地 を 分散して 戶 ロを領 す。 此の 故に 地頭の を さめさまん \ 也。 ことに 位 

田 • 職 田 は 列 侯 封 君まで 皆 土地 を 京 幾に 得て、 田園 をた く はへ 野菜 米穀 を. つ ゑ、 民と 

^J?^,w 利を爭 ふこと、  > 加獻 子が 首に 相違せ り。 すべて 封地 を與 へ；^ 祿を授 くる こと は、 其の 

_s ぽ、， が 人の 器を考 へ、 それに 隨 つて 或は 土地 民 口 を 授け、 或は：^ 祿 まで を與 ふること、 其の 

藥 に出づ る、 

at 品 差別 あるべし。 然る を 少しの 事に 土地 を 與へ民 戶を賜 はれば、 治むべき 器に あらず 

の はべ 棚 脉を察  , 

して 民 を 司 どる ゆえに、 土地 民戶 を聚敛 して、 おごり をき はめ 暴 所と なすの 類有レ 之^。 

rl?E:^Jraii  キク フ  ル 」.  一？ 

又 町 二 厚 賜 一所の ft を 薄く 賜 はれば- 奉行^ 赂に沈 著して、 理非 を 糾明す ろ 事不， 明 事 

も あり。 漢の宣 帝の 詔に タ ^能 勒， *i 而^ 祿 薄、 欲 二 其 無 r 侵 n 漁 ；： n 姓 一難 矣とー K 

君 道 四 使に  二 六 五 


山 鹿 語類 卷第四  二 六 六 

へる 是れ 也。 祿過 ぐると きは驕 あり、 不レ 足と き はへ U 心 生ずる は、 凡人の 常の 情 也。 

有餘 不足に よって 皆 人の 行の 變 ずる 處 なれば、 授與の 節 尤も 可， 慎 儀 也。 

師 嘗て 曰 はく，  祿は 人君 使， 臣の禮 也。 禮は節 を 以て 大 なりと 十。 節 差 ふ 時 は， 

禮の所 レ爲大 也と い へど も 其の 用不 レ實。 故に^ を 以て 位 を 高下し、 祿を 以て 養 を 厚薄 

する こと- 其の 節 を 以て 要と する 也。 若し 節に 心 を不， 付ば、 唯 だ 利 心に 成りて 下 皆 

利 を專ら とす。 利 を專ら とする 時 は 利の 多少 を 以て 爭 ふが ゆ ゑに、 利 厚から ざれば 願 

-フ レ f  (馱)  レ へ 

不レ 足， 不， 奪ば あかざる に 至る 也。 ^祿を 人に よって 與 へて 德 にしたがって 不， 與ば、 

其の 禮節違 ふ もの 也。 人に よって 與 へんと すれば、 其の 並 多くな りて as 綠 繁多に 及ん 

i 

で 授 くる ものもう くる もの も禮 節の 心 入 あらず、 各- 是れを うくる こと 其の 害な り 

と 思 ふゆ ゑ、 例と 云 ふ ものになる 也。 德 によって 與 ふれば、 人 皆 身 を 修め 德を 明に 十 

る こと を專ら として、 例 を 以て 事 を不， 望 也。 德を崇 くして 11： 祿 にあ づ かる は 君子の 

§  へ 

道なる ゆ ゑ、 爵祿 をうる もの 多ければ- 德 世に 盛に して 小人 朝に 不， 仕、 こ こ を 以て 

人に よって 不レ與 して 德に隨 つて 可 レ與と は 云 ふ 也。 

師曰 はく、  as 祿は 人君の 柄 也、 與授の 間 を不レ 可：， 濫。 其の 故 は、 人々 人君 を 敬し 天 


子 を 尊ぶ 事、 富 大下を 保ち、 尊 天子に 位する を 以て 也。 末々 の士大 夫、 僕從 をつ かふ 

こと- 本より 譜代 相傳の 下人に も あらず、 由緣 あるに も あら ざれ ども、 総の 金銀 米穀 

を 得て、 是れ がた めに 晝夜勞 役し、 身命 を 失 ふに 至る こと、 皆 是れ祿 のために 非ず や。 

況 ゃ士大 夫の 人君に 奉レ 仕事、 大概 祿の ため 官位 を 願 ふの ために 不レ有 はまれ 也。 士大 

夫に 誠 ふかく 志 ありて、 人君に 君た るの 道 あるとき は、 1^ 祿は禮 節に して 备.' 節 を 守 

るに あり。 後世に 及びて 上に 道な く 下に 志淺 きが ゆ ゑ、 唯 だ^ 祿の ためとなる 事 多し。 

然る を 後世に 居て 上代の 如く 思 ひ、 祿に志 ある は あやまり 也と 云 ひて、 祿 を輕ん 

ずる こと、 是れ 時に 隨 つて 政事 をな すに 非ざる 也。 祿は 忠臣の ために は禮 節に して， 

(使) フ ヲ 

下臣の ために は 仕レ 下の 柄 也。 此の 柄 を 臣に與 ふること 專ら なれば、 臣 必ず 權を 盗ん 

で 上 を 蔑 如す る こと 多し。 爵祿 を輕ん ずれば 人 II りて 朝 威 を輕ん じ、 爵祿を 重く すれ 

ば 上 必ず 鄙 杏に 陷る。 此の 處 人君の 深く 心 を 可， 付處 也。 但し 爵祿を 餌に して 人 をつ ^ 

ふべ しとなら ば、 是 れ叉霸 者の 術に して、 信 赏の 大道に あらざる 也。 故に 爵祿 を不 

レ濫 して 其の 抦を 不， 失ば、 下臣 自守レ 分と 云 へ る 也。 

師曰 はく、  as 祿を與 ふるに 勅授. 奏授 。判 授と云 ふこと あり。 是れは 位階の 高下に 
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隨 つて、 天子 直に 勅授 ある あり、 大臣 以下 詮議して ^聞し 校く る あり、 下にて 批判 を 

遂げて 奏聞に 不レ及 あり。 官 にも 勒 住. 奏 任. 判 任の. {in あり、 是れ皆 I 时祿の 高下に 隨 

つて 君臣の 禮節を 行 ふの 道 也。 宫位宜 くば 皆 直に 勅して 補任 ある こと 勿論 也。 その 下 

あ ひ つらな 

は 大臣 公卿 相 列り て 衆議 相究 まり、 其の 己 後奏閉 を經る こと、 是れ臣 の 知行 を 以て 上 

の 裁許 をう くる 也。 刺授 * 判 任 は、 人君 大臣 を不レ 疑して 委任す るの ゆ ゑん 也。 备.' 

其の 本意 ある ことなれば、 人君 微官 微祿を 補任 授與 せらる ると も- 共の 節 を 正しくし 

あ. らか 

て 聊かみ だり なら ざれば、 君臣の 禮明 にして 道 こ こに 正しき こと 也。 

師曰 はく、 諸侯 世 封、 公卿 大夫 無二 世 封, と：： ム へる こと あり。 世 封と- バ へる は、 世 

世？ S 續 して 其の 土地 を領 し、 諸侯と なりて ゐる こと 也。 凡そ 諸侯 は 功 まや や 盛に して- 

或は 國郡 を領 し、 或は 王子 王孫の 位に 因りて 封 をう くるの 人なる が ゆ ゑに、 其の j 代 

にて 終る こと あらず して、 代々 國 郡を領 する こと- 功 を 貴び 親 ， 親の 道 也。 三 公. 六 

卿 *大 夫 は、 各 I 大 下の 政事 を 司 どり て 萬 機の 柩要を 知る の 官職た るが ゆ ゑに、 其の 

人に 德 あらず して は、 天下の 人民 悉く 其の 害 を 蒙る 也。 諸侯 王たり とい へ ども、 時の 

宰相 執 權の令 を そむく こと 不， 能。 然れば 列！： の 諸侯 王 不義 無道な りと 云へ ども- 宰 


相 是れを 糾明す るに 足れり。 三 公. 六 卿に あやまり ある をば、 諸侯 王と して 糾明 成り 

がた し。 ここ を 以て 公卿 大夫は 世々 同官に 居る こと あらざる 也。 これ を不， 世, 官と 

云 ふ 也。 ^し fi をば 世々 にす と 云 ひて、 其の 身に 付きた る祿 をば 代々 玉 はる 也。 公卿 

大 夫の官 ゆ ゑに 封せられ し 封 をば か へす こと 也。 

(き 

師曰 はく、 官職 料と 一： ムふ事 あり、 是れは 官職に 從 つて 其の 料 を 賜 はる 事 也。 米 石 金 

すゐ じん  (穀) つ ひえ 

銀 衣服 居宅隨 身な どと 號 して、 其の 官職に 因って、 人 多く 出入して 米 石の 費 ある あり" 

(人 Is 

又 其の 官 によって 衣服の 多く 入る あり、 居 宅を廣 くして 衆 を あつむる 職 あり， 王喊に 

尺して 朝夕 格 勤す ベ き 官職 あ り 、 隨身 の士を 多く 置きて 警衞 を專ら にし 追 捕 を 司と 

る 職 あり。 是 れを考 へて、 其の 官職に 隨 つて 米 石 金銀 を與 へ、 衣服 を 賜 はり、 居 宅 を 替 

へ、 隨身を 加 ふること、 是れ皆 官職に ついての 料 也。 其の 身 父祖の 功に よって 祿を賜 

は り て 奉公 を 格 勤す る に 、 當時 に S りて 米 石 金銀 衣服 居 宅隨兵 の 入る ベ き バば職 に 任ず 

る 時 は、 料 あら ざれば 金銀 不足して 公用 不, 可レ 調。 しかれば とて 賄赂を 人れ てつぐ の 

はんとせば 淸 魔の 道不 レ可レ 立。 官職に 不 レ任已 前より 分限 相應に 人馬 衣服 用具 を 調へ 

置く もの は、 外に 財寶 の，；^ は不レ 可レ有 なれば、 官職に 任じて 公用 更に も とほるべ から 

^は  二 六 九 
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ざる 也。 是れ によって 官職に ついて 其の 料 を 賜 はる 時 は、 官職に 困究 する こと 不レ -1? 

ル  ルヲ やから 

レ有 也。 而 して 賄赂に 耽り 贪， 利の 族 は 罰 を 重く すべし。 其の 人官を 去る とき は、 其の 

料 あとの 宫 人に 可 レ付、 年老いて 致仕 するとき は、 其の 職の 高下に 因りて 乂料 あり。 

是れ 異朝 古來 よりの 制 也。 外官 遠く 来りて 王城に 勤 仕 するとき は、 又 料 を 賜 はる。 こ 

れ米石 あり 藁 あり、 是れを 添 支錢。 添 支 米. 添 支 馬 草 料な ど 云へ り。 いづれ も 在京 

の 勞を慰 せんがた め なれば、 米 石 金銀 芻 草 を 賜 はる こと 也。 本朝の 位田 *職5 を 賜 は 

る 法. 是れ 官職の 料と 可レ 謂。 其の 制 具に 田 令に みえたり、 sf 朝の 制と は殊 也。 凡そ 

料不ぃ 足して は 職に 賄赂行 はるる こと 古より 然り とい へ ども、 料 を 賜 はるに 其の 職に 

ついて 可 A 入所の 度量の 制 を 失って 有餘 不足 するとき は、 ■ 又 其の 本意 を 失 ふ 也。 料 あ 

ら ずして 職 を あた ふる は、 其の 人に 罰 を 用 ふるに 同じ。 料 を 不レ定 して、 下の^ 赂を入 

らしめ て是れ をつ ぐの はしむ る は、 是れ又 風俗 を賤 しくす る 也。 或は 叉溫 職と 號 して-、 

(知)  <an げも の 

公儀へ しれて、 下より 捧物、 又は 其の 殘 りに 多くの 餘 分あって、 富貴になる の 職 あり。 

是れ 必ず 下 凡の 職に 多き もの なれ ども、 是 れを溫 職と 號 して 貪 鄙の 輩 欲レ之 あり、 大 

なる あやまり 也。 下より 必ず 棒 物 あるべき 道理 至極 するとき は、 是れを 公儀に 收納 


せ しむべし。 又餘分 多き、 是れも 公の 費と なる 事 あれば、 詳に 糾明して 餘分を 必と不 

レ可, 爲也。 餘 分と 號 すれば、 餘 分に 不, 有 もの をも餘 分の 內に屬 する こと あり、 故に 

费は 少しき と 云 へ ども 正しく 糾明せ しめ、 可, 入の 道理に 究 まると き は 萬 斤 を 抛つ こ 

と、 是れ誠 明の 至 也。 されば 其の 職に 料 を 畳に して、 捧物賄 赂餘分 を 以て 不， 

レ償 也。 捧物 は贿赂 になり て 憎 愛の 所， 出 也、 賄赂は 理非の まぎる る處 也、 餘分 は奸曲 

の 伏す る 所な り。 たと ひ 其の あやまり あらざる とも、 人情の 鄙 貪に 及ぶ 處、 風俗の 利 

害に 所レ陷 なれば、 上より 可 レ賜處 のた まもの、 其の 理を 究めて 豐 ならしめ て、 下の 音 

信 贈答 を やめて 其の 風 を 正す 事、 是れ 明君 所， 用 也。 

師曰 はく、 ヒ より 下に 賜 はり、 下より 上に 獻上 する、 是れ又 其の 誠 情 を 表 十る の理 

クシ ヌ クスル メ  かたち 

あれば、 厚 レ往薄 ，來 こと 古来の 禮也。 內に誠 あれば 情 外に 形す る は 天地の 常 なれば、 

諸侯 國に 居る とき は、 阈 中の 土產を はかり、 民の 苦み 道の 費を考 へて • それに 隨 つて 

相應の 音物 を獻 上して 其の 誠 を 表すべし。 國に 遠近 あり、 道に 險易 あり、 土地に 產 

する もの あり。 然れば 彼是 を 了簡して 其の 制を定 むべ し。 仅し必 と不， 可 レ究、 唯 だ 其 

の赏を 以てする にあり。 四時に 隨 つて 人君の 安否 を 尋ね、 嘉" お 令 節 を 祝して 君の 萬 歳 
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を I 一 11^ る こと、 臣 として 不レ可 レ得レ 已の所 あり。 故に 使 价を獻 じ 輕物を 捧げて 其の 事 

を 窺 ふ 事、 人臣の 禮也。 若し 土產 にあらず して 是れを 偽り、 捧物を 重く して 利 を專ら 

、  たまも Q 

とする は、 皆奸 曲の 伏す る 所 也。 人君の 賜 は、 諸侯！： 郡の 遠近 或は 親 練 新 舊に應 じ 

て 其の 加 省 あるべき 也。 但し 大！： を輕 くし 小國を 重く し、 厚, 遠 薄 ， 近 にあり。 火 

く はへ はぶき 

國の 諸侯 は 其の 禮を 厚く して 其の 賜を輕 くし、 小 國 の 諸侯 は 其の 禮節を 薄く して 其 Q 

(一) 菩 賜 を 厚く す。 音信 贈答 各. -禮 のよ る處 也。 不，. 棘 也 e 下河邊 行平鎭 西より ：！- り參 

第 II 卷、 文治 

りて、 九州 第一 と稱 する 處の弓 一 張 を 獻.. ，： す。 賴朝卿 仰せに、 鎭 西に 遣 はす 所の 閥 東 

勢 ことん， \ く粮 なく 困究に 及べり と 聞く 處、 全， ー乘 馬ー參 上す、 可レ謂 一一 不思議； 剩勸， 一 

ぶ 1 酒, 獻ニ土 於 二 彼 國ー不 A 取 二人 之 贿 1 者、 有 二 如：^ 此之， 貯 1 乎、 奇怪 也 者、 行 平 

陳申 云、 此弓於 二 九州 一名 譽之 由、 兼以 風聞、 其 主 不慮 之外沾 11 却 之； 行 平 喜， 之、 折節 

着， 一 小袖 ニ領； 仍ー 領脫， 之 替， 之 云々、 次獻， l^i 酒 1 事、 留， 1 置 下總國 1 郞從矢 作 二 郞 • 

スズ キノ  シテ ヲ  シ  二  テレ ヲムテ  ノニ  ク  一 ノノヲ  ニー) 

『 類の 鈴 置 平 吾等、 用， 一意 旅 粮ー來 n 向于 途中； 以， 之 令 レ充ニ 經營料 一 全不， 食 二 他物 一 ：K々。 二 

サニ  メカ レヲヒ  べテヲ ブト ノヌ  ハク  リノ  シテ  ル 

品 具 令， is し Z 給、 浮 二 感淚！ 喜 二 其 志 一 云々。 又 曰、 遠 江 守 義定自 二 彼 國ー參 上、 所レ射 

の 鹿皮 五 枚 を 二 品に 獻 上す といへ り。 又賴朗 上洛のと き、 於 二 遠 州 菊 河 宿； 依々 木 盛 


に.」 割 綱 相 二 副 小刀 於鮭楚 割- i1 以ニ 子息 小童 1 送 n 進 御き 云々、 彼 折 敷 被， 染二其 自筆 ニム々。 

力 たる もの 案ずる に、 賴朝卿 は 武家 將軍 家の 始 にして、 其の 禮 節の 行 はるる こと 如 レ此。 行 平が 

1 張 の 弓 を獻ぜ し を、 他人 の あら ん こと を 糾明し、 其の 志の 切なる におい て は 浮ニ感 

淚 一玉へ り。 義定は 遠 州の 守護 職に 補して、 其の 獻 ずる 處所レ 射の 鹿皮 を 以てす。 文治 

六 年の 上洛 は、 すでに 奥州まで 靜 謐に屬 して、 天下 平均 已後 なりと 云へ ども、 臣 華美 

を不， 專 して 唯 だ 其の 情 を 誠にす。 故に 盛 綱 鮭の 楚 割に 小刀 を 副へ て獻 上す、 各-誠 

* 情 を 表する 也。 然して 院の御 賀を行 はれ、 法皇 御 潘顶の 用途 を 調進の 類 は、 甚だ 美 を 

つくして 獻上 あり。 是れ 私の ために は不， 容， 針して 公の ために 不, 惜， 財の 事と 可， 謂。 

上代 は 國郡を 賜 はる 人 も、 各.' 其の 所に ついて 必ず 貢物 あり。 周 禮に所 レ出司 勳の官 

は、 賞 功の 品 を 司 どれり。 其の 辭に 曰、 掌，  一〕)！： 地 之 政令； 凡 賞 無レ 常、 輕重 功ヲ、 ル 

ッ  ヲ ミツノ ハ (WE) テス  ダ  一一 シ ノ  ： 

(S に 一本" 頒ニ賞 地； 參之ー 以食、 唯 加 田 無， ー國 正, 1§ といへ り。 是れは 功の 大小 輕 重に 因って 

の 字な し 

賞 を 行 はるる 地 を 封 じて は、 其の 三分 一 を 公儀の 税 として、 功臣 其の 二分 を 以て 福利 

十、 是れ 定まれる 法 也。 若し 田 をまして 可レ 賜の 功 あらば >  其の 征稅 をば ゆるす とな 

り。 然ると き は、 國中 三分の 1 を 以て 公用と する のこと わりなる ゆ ゑに、 諸侯と いへ 

.  君 道 四 使 一:11  二 七三 
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ども 更に 別の 献上な し。 本朝 も 代々 其の 例たり。 源賴朝 卿に 至りて 天下の 守護 職 を ほ 

2)  ^0 しい ままに すと いへ ども、 猶ほ寵 蹄 • 砂金. 桑 絲等を 朝廷に 獻じ、 秀衔も 亦 貢 馬 貢 金 

等 を 京都へ 傳送 のこと、 東鑑 等の 舊 記に 出で たり。 貢 金 あるが ゆ ゑに 土 產を少 くして 

燕 賜 を 厚く する 也。 必竟 上下の 問、 貢 賜の 節、 禮を 以て 可レ 本と 云へ るの 心 也。 

一一 一 五 賞 罰 

テ ジテ  ヲ- 

師嘗論 二 賞罰 之 施 一日 はく、 凡そ 人君の 下 を 治む るに、 赏罰を 用 ひざる こと あらず。 

• 賞罰 は 人君の 天に 代って 行 ふ 所に して、 我が 私する こと を 得る の 道に あらざる なり。 

1K 道 本と 陰陽あって、 春 夏 は 物 を 生長し、 秋 冬 は 物を懲 殺す。 ここにお いて 天道 正し 

くして 萬 物 生 を 全 くす。 人 君是れ をのつ とり、 百官 萬 民 を 治む る こ と 賞罰 を 以て 用と す 

(率) 

る 也。 人君 は 天に 代りて 萬 民 を ひき ゆ、 其の 用聊も 天に そむくべからず。 天 本と 善に 

(與、  ク 

くみし 惡 にくみせ ずと い へ ども、 其の 用 甚大に して 人 急に 難， 見、 人君 又是れ をの つと 

り て、 人間 世の 上に ちぢめて 用, 之、 赏 する は大の 善に くみする を顯 はし、 罰する は： 大 

の責を あたへ て勸 善懲惡 せし むる 也。 周 禮天官 に 大宰の 職あって、 大宰八 則 を 司 どつ 


て 刑 以誅， 惡、 赏 以勸， 善」 其の 第 七に 賞罰 を 論ずる 也。 天官は a< にか たどりて 法 を 立 

(長)  シ ル 一一 

つるの 官 なれば、 人君 國にを さとして 衆 を 御す る こと、 赏 罰の 大要 を 可, 則し K とのこ 

となる ベ し。 次に 賞 は 人 を 喜ばしめ 罰 は 人 をいた まし めんと 一： ム ふの 法に は あらざる 屮： P 

賞罰 はと もに 人 を 救 ひ 助けて 善に 可, 令， んの用 也。 故に 古人 仁 之 至 義之盡 也と 論ぜり。 

報 二 其 功一 じて 莫大の 健 祿を與 へ、 其の つぐの ひ を 以て 其の 家に さい は ひ を殘す こと は、 

仁 之 至に あらず や。 罰 を 固く し 法を嚴 にして、 世々 其の 法令 を 守らし め、 父祖の 祿を 

子孫に 傅へ しめんと する こと は、 是れ 義之盡 くるに 不レ有 や。 ここ を 以て まふと き は、 

賞は不 ぃ及レ 謂、 罰 も 人の 難に 陷るを 相 救って 長久なら しむる の 道 也。 但し 二つながら 

其の 道 を不レ 得と き は、 赏 却って 德を亂 し、 罰 又 人 を そこな ふに 到るべし。 

師曰 はく、 赏罰 は！ K 地の 道理なる が ゆ ゑに、 天地と： £ りて 大地と 終る。 故に 有， 功 

セ U テ  レバ セ  モ (二，； 卜 4:.  ハ テプ、 ル 1  プ 

(：) 0f 不レ 賞、 有.， 罪不 レ誅、 雖ニ唐 虞 一 猶不レ 能 ョ以化 一 I 大下, とチ W り。 唐 虞の 世と い へど も 十 

一の^ 一？？ f 六 相 を 舉げて 四 凶 を 去る。 是れを 二十の 功と は 云へ る 也。 三 略に、 使レ臣 不レ待 ニ禮赏 1 

ほ ■ せら？!? と 云へ る は、 上世の 臣は 君の 禮^?!; にか か はらざる 也と 云 ふこと 也、 賞罰 あらざる と 一； 4 

ョ後 4  ハク ま スルハ  „、 ル "テ フ、 ルハ  ム 

ふに は あらず。 朱 子 曰、 喜 而赏者 陽 也、 聖人 之 所：， 欲 也、 怒 而刑者 陰 也、 聖人 之 所， 惡也 

.  君 道 四 使：， に  二 七 五 
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といへ り。 人- K 地の 正氣を 全く 受 くる こと まれなる ゆ ゑに、 必ず 過不及の 偏出來 るべ 

し。 これ を 制して 一なら しむる こと は、 過ぐ る を 抑へ 不, 及 を 助けて、 互に 偏 倚に 不 

落 ごとくなら しむる、 是れ 聖人の 賞罰の よる 處也。 專陶説 曰、 天命 一一 有德； 五 服 五 

アキラ 力 二 セョャ  、ゾ  ヌ，  ツナ ガー フ ヒョャ 

章 哉、 天 討 二 有罪； 五 刑 五 用 哉と 云 ふ、 これ 赏？. 别を 以て 政事の 用と 十る 處也。 

師曰 はく、 周 禮天宫 大宰刑 以駄ニ 其 威一と い へり。 是れ は刑赏 を 明に して 勸善 懲惡 

の 道 を 示し、 其 の^を 以て 下 を 御す ると； h 、ふの 心 也。 司 馬 光 曰、 ^祿予 置 生 廢諫、 人 

君 所ニ以 敏.， 臣之 大柄 也と 一： ム々。 是れは 周禮以 二八 柄 一詔， 王^ 二 群臣 一と 云 ふの 心 をう け 

て 大柄と ニム へ る 也。 歐陽修 言 一一 宋仁宗 一 曰、 用：， 人 之 術不レ 過， 一 (A 罰？ 丘瓊山 曰- 人君 爲」 治 

之 柄 曰， 一慶 賞 刑罰 二 F 一々。 古來 賞罰の 論 多し とい へど も、 竊に 案ずる に 其の 說 あやまり 

多し。 その ゆ ゑ は、 刑罰 慶賞を 以て 戤レ臣 使：， 士の 柄と まひ 術と 云 ふ 事、 皆 赏罰を 政事 

の わざと 心得た る 也。 柄 は 物の 手に 所レ 取の つか 也。 術 は 事 をな すのこみ ちに して 大 

道に あらず。 賞罰 は 大地に のっとりて 用 ふる 道に して、 仁義の 至極す る こと を 其の 形 

に 出して、 其の 名號を 賞罰と 云 ふ 也。 然れば 賞罰と もに 天子 人君 下 を 養 ふの 禮節 にし 

(二) 論 八  だ  たが  つ 一) ハ 7  一 I ヲ テス ヲ 

十九 IS* て、 濫 るるとき は 其の 禮相差 ふ。 孔子の君使，臣以，禮と；^^ふ事則ち是れ也。 周 禮に所 


(三) 到 安世、 

字 は 器 之、 宋 

の哲宗 • 徽宗 

代の 人、 司 

馬 光の 門下に 

して 諫議大 夫 

IJ なりし こと 

あり、 忠孝 正 

直、 論 事 剛直 

にして、 奸臣 

恐れ 冃 して 殿 

上の 虎と 云 ふ。 

卒して 忠定と 

諡す 

S 武經七 

窨の 一、 その 

天 子之義 の篇 

に出づ 


レ謂 の天官 大宰以 二八 柄 一と 云へ る は、 賞罰 を 形に あら はして 與 奪す るに、 生死 を 本と 

して 其の 好惡を 究め、 縛 祿 廢誅の わざ を あら はせ り。 故に 是れを 柄と 云 ふ、 其の 賞罰 

する の 源 を不レ 在レ云 也。 賞 功 罰 罪に あてて 云 ふこと は、 賞罰の 流れて 物に 及ぶ こと 末 

キル  (三) ノ ガ ハク  ノ  ン  ヲ  スル ヌ  ハ  シ ナルハ  ヨリ 

と 可, 知 也。 元 城！^ 氏 曰、 人 主 所 K 以鼓ニ 動 天下一 制 * 敏 臣民 上 之抦、 莫, 大 一一 於赏罰 一と 云 

へる も、 賞罰の 末 を 云 ひて 實を云 はざる 也。 赏罰は 天下 を はげます の ためなりと 云 ふ 

は 是れ術 也。 人君の 赏 する 所 罰する 處 能く 禮 節に 卟 ふとき は、 自然に 報 二 其 人 已然之 

二  ス  ヌ  (受)  く 

功 一而 起 二 後人 之礙 之 志 i になれ る 也。 赏罰禮 を そむく とき は、 うくる もの 不レ 喜， こ 

ら さるる もの 不レ懲 ゆ ゑに、 賞， 功不, 踰, 時と 云 ふなり。 但し 司 馬 法、 賞不, 踰, 時、 

欲 ュ 民 速 得 ニ爲， 善 之 利 一也と 云 へ る、 是れ 又赏禮 節に 中れば 民お のづ から 爲， 善の 心す 

ル ーフ 

すみて 不レ怠 もの 也と 云 ふの 首 也。 民の 善 をな さし めん こと を必 とすると たらば 賞の 

實 にあらざる 也 。如, 此所、 少しの 心得に 因りて 其の 本意 を 失 ふこと あり。 唯 だ 賞罰 

の 本と する 處は、 天地の 陰陽に 則りて 其の 禮節を 糾明 するとき は、 自然に 勸 善懲惡 の 

戒 となりて、 赏を 得る もの は 餘慶を 家門に 盛に し、 是れを 聞す る もの 羨み 慕 ひて 

心 を ふる ひ 起す に 至り、 罰に あたる もの はこり て 刑 を 身體に 及ぼし、 是れ を： a 聞す る 

1^ 道 四 使 は  二 七 七 
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もの は 恐れて 惡心 を ひ る がへ す 也。 其 の 本 必竟禮 節 を 不レ失 にある 也。 

師論 T 公二 貰 罰 一之 事 上 曰 はく、 賞罰 は 天に 代りて 行 ふの 道 なれば、 私の 喜 怒 を 用 ふる 

こと あらず。 赏ニ 一  人 ー必衆 心 之 所 一一！ 1： 喜； 刑 一一 一 人 一 必衆心 之 所 一一 同 惡； 是れ赏 罰の 公 

にして 私な き 所 也。 萬 民の 间 じく 好惡 する 處は 天理の 不レ 得, 已道 なれば、 是れ 天心 之 

賞罰な りと 云 ふべ し。 更に 一 己の 私心に 不, 出 也。 故に 赏 する もの 罰する ものと もに 

密に する ことなく、 明に 天子 人君に 吿げ て、 これ を 臣下 私に 行 ふこと なし。 禮 記に 鮮ニ 

人 於 朝 1 1 二人 於 市 , と； K へり。 朝廷 は 君子の あつまる 處、 諸臣 百官 の 本 也 。 諸臣 百官 善 

にした が ひ德を 行って 賞に ぁづ からん こと を勸 むる のた め なれば、 賞 は 朝廷 にて/ C- は 

るる 也。 市 は 農工 商の 三 民 井に 奴婢 僕 從の會 する 所なる ゆ ゑに、 衆人に 示して 其の 惡 

を懲す 也。 朝廷に 列す る官 人に 惡事 あるべき にあらず、 敎に 遠き 愚民 道 を 失 ひて 刑に 

及ぶ の戒 なれば、 これ を 市に 刑す るな り。 是れ刑 賞 を 公に して 私 あらしめ ざる 也。 賞 

して かくし 罰して とが を あら はさざる をば、 天 討 之 至 公と 可, 云 哉。 周 禮に刑 赏必詔 

レ王 とい へ る、 是れ 臣下 不, 專也。 

ジ チー； スルヲ  ヲ  レ バ 二 セ  マ ジ ヘア 二 スルゾ 

師論 卞詳 二 賞罰 一之 道. 1 曰 はく、 賞罰 之 道 不二 詳察 1 則ち 亂 るる もの 也。 參ニ之 衆 1 察 二 之 


獨 一は 古の 法 也。 一 K ふ 心 は、 其の ものの 言行 を詳 に勘辨 して、 然して 後に 是れを 廣く衆 

人に 糾明して、 衆人 皆 是也非 也と； K ふとき、 又 詳に考 へて 我が 心に 吟味 せんさくして、 

(二 梁惠王 其の 理を 究めて 是れを 賞し 是れを 罰する を詳 一一 賞罰 1 と 云 ふ 也。 孟子、 左右 諸 大夫國 人 

下 篇第 七 章  . ス  レ. ル  ヒ レ y ス レヲ 

ともに、 賢 也と 云 ひ、 可, 殺と 云 ふと も、 猶ほ 察, 之して 而後に 或は 用, 之 或は 殺, 之と 

.  .  (-ニ  ) , 

^ ゥ 地名 1 云へ る、 是れ 也。 昔 齊の威 王、 卽 墨の 大夫を 召して これに 告げて 曰 はく、 其の 方卽墨 

以下 のこと 十 

へお、， こも 5.7  き げん 

. に 居りし より 毎日 毀 言 至る といへ ども、 吾れ 人 をつ か はして 卽墨を 見せし むる に、 人 

民豐 にして 政事と どこ ほらず、 田野 犬に ひらけり、 是れ汝 が 我が 左右に まひな ひせ ざ 

(三) 

^.B 地名 る ゆ ゑな りと あって、 則ち 大夫を 萬 家の 地に 封ぜ り。 叉 阿の 大夫を 召して これに つげ 

て 曰 はく、 汝 阿に ゆきし より 譽言 毎日 至れり、 我れ 人 をして 阿 をみ せし むる に、 人民 

餒 ゑまづ しく 田野 多く あれ、 隣 國堺を 侵せ ども 汝是れ を不, 救、 是れ 我が 左右に まひ 

な ひして 譽を 求む る 也と。 則ち； I： の 大夫を 罰し 左右 を戒 む。 是れ より 群臣お それて 非 

を 飾り 僞を行 ふこと あら ざり しとい へり。 是れ 賞罰 を詳 にす ると 云 ふ 也。 或は 左右の 

一 百に まど ひ、 或は 好惡 にな づみ、 或は 功と 罪の 大小 多寡 緩急 難易 を詳 にす る ことなり 

がた き ゆ ゑに、 唯 だ 一例 を 以て 推さん とす。 故に 其の 究理 薄く して 赏罰理 に 不., 叶、 

君 道 四 使お  二 七 九 
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《< してす 十まず、 して こりざる 也。 

師曰 はく、 赏罰之 法 あり。 周禮 に、 犬宫 大宰以 二八 柄 一詔， 王駄ニ 群臣？ 一 曰 將 以^, 1 其 

M  二 曰祿以 PI 其 富？ 三 曰 予&航 以駄ニ 其 幸？  四 曰 置 li.J 以敬ニ 其 行？  g% 五 

曰 生 SJipl 其 福？？， 六日 奪 i£g 以馭ニ 其 貧？ 七日 廢贿 ぉ以麼11 其 罪？  A 曰誅！ |;4 

，以駭 M 其 あ, と 一 _w り。 叉司勳 掌， r; ハ卿赏 地 §w 之 法, 以等二 あ 功； 王 功 曰. 動、！；： f ー國 

功 曰， 功、 iff 民 功 曰 館 事 功 曰， 勞、 i 治 功曰レ 力、 f 力 有 者 戰功 曰， 多、 g 凡 有 レ功者 

銘ニ書 於 王之大 常； ね 祭 一一 於 大然ー レ么； I； 云々。 案ずる に、 (： は 翻の 用、 人の 甚だ 欲し 甚 

だ 慕 ふ 所 を 以てし、 ^だきら ひ 基 だ 惡む處 を 以てせ ざれば、 勸， 善懲， 惡の 道に あたら 

ざる 也。 甚だ 欲し 慕 ふ 處は體 と 財と 也。 as は 官位 をす ベて 云へ り、 財 は祿財 用器 牛馬 

のた ぐ ひまでの 賜 を 推して 財と 云 ふ 也。 as は 名に つくもの なり、 財 は 利に つけり。 然 

れば 名利の 二つ は 人の 必 とする 處 にして、 だ 是れを 欲し 慕 ふに あり、 是れ赏 の 用 也。 

甚だ 嫌 ひ 甚だ 惡む處 は 害と 恥と 也。 害 は 五 刑に あてられ 身 を 傷害す る 也。 恥は笞 杖に 

あたり 徒 流に 罰せられ 家名 を 落し 人に 恥を與 へられ、 是れ又 名利の うらに して 罰の 用 

也。 而 して 賞す る こと 宫^ に 及ぶ は、 其の 人の 德行 才智 を考 ふるに あり。 易 曰- 大君 


る 都 事 侍宗宗 2 
侯 等 中に • じ 
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有レ 命、 開， 國，^ レ 家、 小人 勿レ 用、 象 曰、 大君 有， 命、 以正 A 功也、 小人 勿 レ用、 必亂レ 邦 

也と いへ り。 云 ふ 心 は、 人臣 勳 功を大 にして 事 成就に 及ぶ とき は、 或は 開 國と號 して 

是 れに阈 郡を領 せしめて 諸侯に 附し、 或は 卿大 夫の 官に 任じて 其の 家 を相繽 せし む、 

是れ 承レ家 也。 彼の 功臣 德學 才識 あるとき は、 官守職 任 如 X 此 して 可也。 其の 賞 理に當 

りて 其の 才 をのべ 其の 用 を 可， 盡。 若し 小人 一 旦の 功あって、 生 質 本より 嗜く 器量せ 

あまつ さ 

まく、 其の 心奸 邪なる とき は、 人民 を 害し 土地 を あらし、 剩へ 其の 身 を も 保つ こと 全 

.  キ ル  (二 傅へ レー- ヲ 本義 テス  ヌ 

二) 程 伊川 からず して、 f# 位 を 失 ひ 身 を 害する に 可レ至 なれば、 與 ニ之祿 位； 優以 ニ金帛 1 と 云 ひて 

の 周易 傳。 下  ：， r  ：  ユタカ ニス ルニ  (臨) 

^^0^^ 唯 だ 位に ついて 可レ 賜の 祿を あたへ て 民 を 治めし めず、 財 を 賜 はりて 官職に のぞまし 

めざる、 是れ 小人 勿レ 用と 云 ふの 心に して、 君子 小人 其の 貢^なる こと をい へ り。 功 

は 平生 軍用に 不, 限、 時に 至りて 一 旦奇功 を 立つ る こと ある ものな る を、 功 あるに な 

づ みて 其の 賞品 を こ ゆると き は、 必ず 禍 ある もの 也。 殊に 健祿は 賞の 犬なる 處 なれば 

德を 進め 業 を はげまさ しむる を 以て 本と して、 人々 巧言令色して 求.， 之の 心 を やむ. る 

へク  〈ハゲ マ シヌク キヌ  (二  )it 李- -Sr 一口 

にあり。 古人 云、 ^祿者 世 磨, 鈍 之 具 也と。 餅祿 ともに 是 れを愼 むに あり。 夫以 

レ官 賞， 功 有， 一一 一 害； 非レ才 則廢レ 事、 權重 m 難レ 制と 云 ふ、 是れ官 祿を與 ふるの 節 を 失 
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二) 丘， お ふこと を；^ 冊ぜる 也。 次に^ 二 か 爵ー 不一 一 輕 以予 r 人と 云 ふこと あり。 是 れは官 爵を與 

W の藥 者、 前  ， 、ト. 

ふること i ゲら ず、 能く 重んじつつ しむと き は、 是れを 得る もの 以て 爲レ 榮。 其れ 後 

世に 及んで 官^ をみ だ, りに 與 ふるが ゆ ゑ、 人々 皆得レ 之、 其のうる もの 叉 功 ぁり才 あ 

るに 不レ有 ゆ ゑ， 不レ得 もの、 うる 人 を 見て 蔑 如す。 是れ 官^ を與 ふる 事不レ 中レ節 也。 

唐の 天 寶已後 財 乏しく して、 各.' 官〕 K レ功、 e^i を 贵んで {R を賤 しんず、 大將 第の 官 

(t,  ム  7  つ ひえ  ンジテ ヲ 

を 一 醉の 酒に か.，， ふといへ り。 伹し惜 二 官^ 1 と：： ムふは 其の 言に 蔽 あり、 只 だ 重工 官 3^ 一而 

濫りに 不レ授 の 心 也。 悠 じて 人君の 道、 官祿 に不， 限、 財寶 器物 言辭 容貌に 至る まで、 

あレ故 是れを 濫りにいた すべから ざる^。 異朝 は、 諸侯 四 夷 を 平ぐ るの 功 あれば、 必 

ず 夭 子 これに 弓矢 を 賜へ り。 詩の 彤弓篇 は 天子 賜 二 有功 之 諸侯 一也。 一 弓は微 物な りと 

, いへ ども、 天子の 武器なる が ゆ ゑに 濫りに これ を不レ 用、 官 庫に 祕し贵 ベり といへ ど 

も、 諸侯^, 功が ゆ ゑに 不, 得, 止して 是れを 賜 はる。 ここにお いて 是れ を受 くる 諸侯 

大 にかし こまり 贵ん で、 子孫に 至る まで 是れを 遣す になれ る は、 其の物の 大小 利 不利 

に は よらず、 人君の 誠. 心より 出で て 直ん じ贵 ベる 器 を 賜へば 也。 若し 常に 輕ん じて 今 

シ フ 

功臣に 與 \ ば、 得る もの 又 是れを かろんじ て、 一 醉の 酒に か へ ん こと を 可い 田. -。 是れ 


リニ ヌ  ルハ  (一一) 韓昭侯 ハク 

に^ 榦| 子 他なら ず、 人君 濫， 一 器物 一して、 與 ふること 其の 禮 節に 不レ叶 所より 起れ る 也。 古人 云、 

艾 明君 愛二 ー噸 一笑 1 といへ り。 云 ふ 心 は、 人君の 言語 は 臣の戒 となり 民の 挽と なること 

(三) しかむ  (三) 

るの 意味の 間 なり、 一 噸は 喜べ る 形、 一 笑 は 喜べ る 形より 出で たる 笑 也。 顏 色に 喜べ る體の あら は 

m ならん 

れ、 言に 笑の 出づる こと、 それに 隨 つて 人君の 心 入 か はる ことなれば、 ゆ ゑな くして 

1 頓ー 笑 あらば 言辭不 正 して 下の 戒 となりが たし。 然れば 臣の功 を 賞し (罪 を) 罰 

する こと、 輕重 ともに 言辭 容貌 各.' 有， 所レ 因、 美 言 之所レ 至、 惡言 之所レ 至、 悉く 是れ 

カラ ス 

を詳にして輕^-しく不レ^^^發。 人君の 行住坐臥 は、 皆 萬 民の 規範と なり、 諸臣 の敎戒 

と 可, 爲 ことなれば、 ゎづ かの 器物 衣服 用具、 叉 は 言語 容貌 儀 則と もに、 賞罰の 誠に 至 

キル  • クル  うとな 

る 如く 可， 仕 こと 也。 必竟禮 節に 所レ闕 ある ゆ ゑに、 輕忽 にして 練ん じ狎 るるに 至る と 

可, 知 也。 次に 當然之 報. 特 厚之 恩と 云 ふこと あり。 當然の 報と 云 ふ は、 (功に) 當れ 

る 處を詳 にして 赏を行 ふ 也。 是れ禮 節の 正 法に して 天地の 常經 也。 其の 人の 器 識才德 

を勘辨 して 特 厚の 恩 を 施 十 こと あり。 然ると き は、 これ を兒 聞す るの 輩 各.^ 心 を ふる 

ひ 起して、 功 を 立て 身 をつ とめん こと を 思ぶべし。 是れ特 厚の 恩 を 以て 下 を 鼓舞 奔走 

せし むべき と 云 ふに あら ざれ ども、 勸 善の 至る 處如 レ此 也。 次に 世官. 流官の 差^ あ 

、 君 道 四 使臣  二八 三 


山 鹿 語類 4^.1 第 四  二八 四 

«> けつ  ル ェ 

り。 世官は 其の 人の 大功に よ つ て、 子孫 官を承 襲ぎ て 世々 不， 絶 こと 也。 流官は 其の 

(拔) 

材に 因りて ぬき 出て 事に 任じ、 其の 身 一 代に 留まり、 世々 相 綾せ しめざる こと 也。 功 

はしる しある いさをし 也。 功あって 其の 効 明 なれば 則ち 官を 世々 にせし む * 才能 世に 

あら はれ ざれば 世 官に不 A 及。 人々 我が 官祿 ともに 子孫に つ た へ て後榮 あらん こと を 

不レ欲 ものな し。 然 らば 功 を 立てし るし を殘 し、 職 をつ とめ 官を 正して、 其の 功績 を 

ふかくして 世官に 及ばん こと を 願 ひ、 或は 身 を 修め 才を 學んで 我が 祿を 得ん こと を 

レ思 もの あるべからず。 天下の 萬 民 各.' 如レ此 つとめば、 賢德 才知の もの 相 つづいて 起 

り、 官に人 乏しから じ。 是れ 贝 罰の 所, 因大 なる ゆ ゑん 也〕 追 r 一崇 其 所 一 一已 然ー以 ま 一作 

其 所" A 未， 然と 云 ふ もこの 心 也。 凡そ 功を赏 する こと、 王 業 をた すけ 國家を 保全す る を 

勳 功と 號 して 功の 上と す。 民 を 治む る は 是れに 次. ぎ、 事 を つとむる は 是れに 次ぎ、 力 

を 以て つとむる は 是れに 次ぐ。 戰 功の 論 亦 是れに 准ず。 沉ゃ 我が 所， 愛に より、 又 我 

れに 功利 あらしむ るの 類 は、 皆 此の 外にして、 功と 云 ひ 難し。 但し 人君に 功利 あらし 

むる と 云 ふ は、 王 業 をた すけ 國家を 安んじ 民 を 治む る を 云 ふに あらず、 只だ德 義を專 

( 一 )  じ やう ほく  はん 

ら とせず して 當 分の 利 あらしむ るの 事 也。 昔 晉の文 公 城 濮の戰 に、 咎犯は 詐を用 ひて 


s 屮 I 典 明 

ならす、 史. 記 

s=rc 家に は晉 

の大 夫に して 

將¥ たりし 先 

趁 となす。 然 

も 先 趁の功 は 

1 時の 功、 腹 


功な りと 云 ひ 

て、 兩 人の 事 

實 は反對 なり 

澳の高 

祖を 助けて； 人 

下 を 定め 平 陽 

侯に 封ぜら る。 

始め C "何と 隙 

あり、 蕭 何の 

死後 {ゃ 相と な 

り、 何の 法な 

改め ざ りしと 

云 ふ 

(五) 漢の高 

に 從ひ論 功 

の 事に 參畫す 

(六) 0i 


と 稲す、 侯 

に 封 ぜられ 開 

國の名 相と 稱 

せらる 


戰 へば 大利ぁ らんこと を 謀る。 雍季 は、 詐を用 ひば 大利 ありと 云へ ども、 人皆詐 にな 

ら つて 多く は 人 信 あら じ、 焚 レ林而 田、 得， i^, 雖, 多而 明年 無 レ復、 乾 レ澤而 漁、 得レ魚 

雖 レ多而 明年 無レ復 也と 諫む。 其の後 賞す るに 及んで、 雍季を 先にして 咎犯を 後に す。 

左右の 侍者 申しけ る は、 此の度 城 液の 戰は咎 犯が 謀に して、 後 , 賞 こと はなに ゅゑぞ 

と 問 ひければ、 文 公 曰、 靡 季之言 百世 之 謀 也、 咎犯之 言 一時 之 權也、 ゆ ゑに 先 後の 賞 

ありと 答 ふ。 是れ先 二 道義 一而 後一 一功 利 一也。 漢の 高祖 元 功 十八 人の 位次 を 定められ ける 

に、 曹參 身に 七十 餘ケ 所の 創 を 被り、 械を せめ 地 を 略す、 功 最も 多し、 第一 たるべし 

(五)  フ 

と ありけ ると き、 鄂 千秋が 曰 はく、 上與， 楚相戰 事 五 年、 其の 間 軍 を 失 ひ 衆 を 亡ぼし 

て 敗北の もの 多し、 蕭何 常に 關 中に 居て、 軍 をつ か はし 其の 不レ足 を 補 ひ、 糧を 運送 

して 軍 を 養 ひ、 つ ひに 食 を 乏しく せず、 高祖 度々 敗軍に 及ぶ といへ ども、 蕭何 常に 關 

中 を 全くす る ゆ ゑに、 漢の功 を 遂げた まへ り。 參が 功大な りと いへ ども、 叉曹參 あら 

(缺) 

ざる ともかくる こと あら じ、 iS2 參は 一 時 N 功、 蕭何は 萬 世 之 功な りと 論じ、 つ ひに 

以ニ蕭^^ー爲ニ第ー ； iis 參次レ 之と 也。 蕭何は 汗馬の 勞 なしと いへ ども、 功 ありて 國家 

をた すくる ゆ ゑに 功 第一 とす。 宵 參は 身の 勞を 以て 十と い へど も 第二に つく。 是れ後 

君 道 w 使お  二八 五 


(一) {,^輔 

0.  & 3 の太宗 

ケ -ii け 功 第 一 

と す、 趙 W 

公に；^^ぜられ 

太子 太師 とな 

る。 高 宗の時 

ほ 猪遂 良と 共 

に 赤心 以て 國 

に 奉じ 天下の 

ii- 危に. SE ら任 

す。 後 に^に 

逢って お 州に 

流さる 

(二)  {千 は 敬 

m, 唐の 德宗 

の 時 翰林 sjf  士. 

中 書せ. 郎 • 同 

卒章 事に 進み 

親任 甚だ 厚し、 

詔書 多く その 

手に 出づ。 宣 

と諡 す。 降宣 

公奏議 有名な 


山 鹿 語類 卷第 四  二八 丄ハ 

來賞 功の 手本と 可レ云 也。 唐の 太宗 群臣の 功 を 定め 玉 ふに、 房玄 齢. 杜如晦 を 以て 上 

とす。 叔父 淮安王 神 通 は 初めより 太宗の 傍に 居て 手づ から 敵に 當る とい へど も、 是れ 

/、じ  1 フシ 7  二 ラ ンズル ヌ 

を 次と す。 是 れ亦玄 齢が 輩 自ら 敵 を 折 かざれ ども、 運 一 &帷握 1 坐 安二 社稷 一 こと を 以て 

也。 但し 太 宗長孫 無 忌 を 以て 功臣の 首と す。 是れは 太 宗の兄 建 成 を 失 ひ 奉る 處の謀 あ 

ジ ヲ 7  § 

りし ゆ ゑ 也。 是れ建 業の 功に あらず して、 我れ に 功利 あらしむ るの 功也。 論レ 功行， 封 

こと は 先 二 社稷 一而 後 二 己 私 一と 云 ふ 本文に 相違せ るな り。 太宗は 後世の 明君と いへ ど 

も、 其の 己れ に 私する に 至る こと あり、 是れ撰 功不， 足 所に よると  一： 二 ふべき 也。 其の 

後 太宗德 至りて 學明 なりし により、 秦 府の舊 人に官 を あたへ 不レ賜 こと あり。 是れは 

太宗 未だ 天子の 位に 備 はらせ 不レ給 古より 伺候の 奉公人 也。 被れ 等舊 しく 恪勤 十と い 

へど も、 太宗 天子に のぼり 玉 ひても 許 用な く、 皆" 呢怨の 心 ありと 首 上 仕る ものの あり 

ければ、 大宗 曰、 當卞撰ー)賢才ー而用^,之、 豈以 M 新 舊ー爲 二 先 後一 哉と 答へ 玉へ り。 是れ亦 

賞 功の 格 論と 云 ふべき 也。 後に 至りて 德宗、 姓の- „ ^を 獻ぜ しものに 官を與 へんと す" 

(二 ) 

陸蟄 いさめて 曰， as 位 者 天下 之 公器、 而國之 大柄 也、 惟 功 勳才德 所, 宜：， 處， 之、 非 「I 

ベ キ 

此ニ途 1 不 ，在，1 賞 典 一 恆宜二 謹 惜； 理不， 可， 輕、 所， 獻 风果、 量 以コ錢 お 1 爲， 賜、 mm 


酬レ 官、 恐 非 一 I 令 典 一とい へり。 すべて 赏功刑 罪 はと もに 天下の 戏 なれば、 具に 是 れつ.； 

しるし. 詳に 糾明して、 寓代 不易の 法 を 立てら るべき こと 也。 法 立つ といへ ども 後 こ. H 

弊來る もの 也、 況ゃ あからさま にせん を や。 刑罰の 法 又 賞 を 論ずる のうら ，I^J。 周禮に 

所レ 出の 六 功を考 へ、 其れに 反せる を 以て 其の 罰 を 用 ふる. 钓し。 


君せ 一 5 使お 


二八 七 


出 鹿 語類 卷 第五 

君 道 五 

民政 上 

- 三 六 民 を 以て 阈の 本と 爲すを 論ず 

師曰 はく、 天地の 間 生々 無， 息して、 其の 生々 皆 民 也。 而 して 民に 其の 品を定 むる こ 

と、 唯だ不 レ得レ 止の ゆ ゑんに して、 身心 理氣相 因る に 同じき 也。 衣食 家宅 用具 は 民の 

所レ 制に して、 其の 制 法 を 正し 其の 宜義 を敎 ふる は 君の 所, 爲也。 君不レ 因, 民 則ち 身體 

を 養 ふこと を不レ 全、 民不, 戴, 君 則ち 其の 生々 を 遂げて 其の 全き こと を不レ 得。 身體 gj 

支に 因りて 心の 融通 を 得、 身體四 支の 心に 因りて 其の 宜に叶 ひ、 理の氣 にした がひ氣 

-の理 に 因る が 如し。 其の 品に 高下 前後 あるが 如しと い へど も、 本 一 致に して 更に レ g 

也。 而 して 其の 刖 てる ゆ ゑん は、 是れ不 レ得レ 止の 處 にあり。 ここに 案ずる に、 民 は 天 

君 道 五 民政  二八，：" 
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地の 氣を 得， 其の 理を 受けて 生々 する の 所、 先 づロを 養 ひて 飮食 をな すの 用 あり。 此 

-の養 一 日 かくる とき は疲勞 して つ ひに 死に： ム. - るが ゆ ゑに、 農耕の 儀 S ら出來 す。 農耕 

只 だ 手足 を 以て 致 1- までにて はなら ざるが ゆ ゑに * 木 竹 を 以て 是れ をな すと い へ ども、 

其の 制不， 宜。 ここにお いて 木 竹に 制 法 を 定め、 金鐵を とら かして 其の 耕 農の 丑 ハ あら 

しむ。 是れ 農耕 ありと い へど も百ェ あら ざれば 其の 用具たら ざる 所 也。 衣服 居 宅 用具 

の 制 各.^ 如， 此。 ここに 百ェ 自ら 營 みて iZ ら是れ を あきな ひする といへ ども、 遠方 遠 

國に 交易せ しめ 難き を 以て、 其の 問に 中次 をいた して 其の 勞役を 以て 養 を 得る、 是れ 

を商賈 と號 す。 以上 三 民の 起る ゆ ゑん 也" 三 民と もに 起る といへ ども- 己れ が 欲を專 

ら にして、 農 は 業に 怠りて 養 を 全く せんこと を 欲し、 或は 弱 をし のぎ 少を 侮り、 百ェ 

おろそか 

は 器 を 棘に して 利の 高 からん こと を 欲し、 商. M は 利 を ほしいまま にして 奸曲を かま ふ。 

これ 皆 己れ が 欲 を ほしいまま にして 其の 節 を不, 知、 盜賊 争論 やむ ことなく、 其の 氣質 

のま まにして 人倫の 大禮を 失する が ゆ ゑ、 人君 を 立てて 其の 命を受 くる 所と し、 敎化 

風俗 所， 因と す。 然れば 人君 は 天下 萬 民の ために 立 二 其 極 一た る ゆ ゑんに して- 人君 己 

が 私する 所に あらざる 也。 是れ 士農工商の 起る 所、 天下の 制 用 全き 所と 可レ 謂。 されば 


民聚 まりて 君 立ち、 君 立ちて！： 成る の ゆ ゑん なれば、 民 は國の 木と 可.' 謂 也。 .H 一民 は 身 

體四 支に して 君 は 心氣の 如し。 三 民 一 つと して 不レ 可レ 欠、 其の 間に も以ニ 農民 ー爲レ 重。 

農 は 衣食の よる 所 なれば 也。 古 は 穴居 野處 する こと 久しくして、 而 して 後に 居 處詳に 

ル 七 17 ッ  せき でん 

制す。 衣食 は 一 日 もこれ を 不レ可 A 棄 なれば、 農 桑 をつつ しみて 天子 籍田 をみ づ からす 

か I よく  f 成 業) 

る あり、 后紀 |¥:： 至に 事 ある あり。 各.' 稼穡之 艱難 をな めて 小 民の なり は ひ をし ろしめ 

されん といへ る こころ 也。 1K 下の 事 農より 重き あらず、 一人の 上 食より 重きた すけた 

く、 一身 又 此の 肉 を 以て 曲 に 比す。 是れ 農の 尤も 所レ 可レ愼 にあらず や。 ェ商は 是れに 

二〕  MM 上 次げり。 すべて 國 土の 國 土た る は 三 民 を 以てすれば 也。 孟子 曰、 续紂之 失 二 天下一 也 失-一 

篇第九 章  ， 

其 民 一也 云々。 古の 明 君 賢將天 下國 家の 政道 は 只 だ 三 民の 安否 を 監察す るに ありて、 

民 安ん ずると き は君樂 しむ、 民つ かるる とき は 君 憂 ふ。 末世に 至りて、 君と 民と 別な 

るの 思 をな して、 民を賤 しんじて 士を 重んず。 重んずる こと 其の 形に あつて、 其の 理 

を 不レ究 が ゆ ゑに、 民 をいた め 苦しまし めて 士 君の 樂を盡 すに あり。 身 體四支 を そご 

なって 心氣を 安ん ぜんとす るに 不レ 異、 盡 きて 齒寒 しとい へる ためしに 不レ刖 也。 民 

の國の 本た る こと を 知って 其の 政 法 を 正しく せんとな らば、 詳に 下の 情 を 索り 其の 利 

君 道 五 民政  二 九 一 
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害 を 分^し、 古今の 法 を 具にし 其の 弊 を 改め、 其の 成る こと を 緩に する にあり。 li^ は 

-.; 一- セ  ル * ラ 

國の本 也と 知る と 云 へ ども、 其の 制 法 を不， 詳時 は、 唯 だ 言 徒 政に して 其の. 赏不レ 可 

レ立 也。 民政の 重く 其の 制 法の 詳 なること. を 知る と；： ムへ ども、 時宜 土の 風俗 を不レ 明ば 

又不レ 可， 立。 古今 勢 異にして 土地し ばらく するとき は 其の 俗變 ず。 必ず 一様に 存じて 

其の 法に なづ むべ からざる 也。 

三 七 田 產の制 を 正す 

テ ジテヲ  ノズル ャ  I；  レバ  ハ， 

師嘗論 二 民政 一 曰 はく、 民生 二 天 地 之 間； 有， 身 則ち 衣 を 制せず して 不， 叶、 口 ある も 

の は 必ず 食せ ずして 不， 叶、 父母 妻子 ある もの は 必ず 養 ふべき の理 あり。 此の 身 此の 

口 此の 父母 妻子 を 保養す る こと は、 此の 身 を 以て 能くつ とめ 能く はたらきて 而 して 後 

キ ラス  たすけ ル ラ  くみ 

に 衣食の たすけ を 可レ足 也。 衣食の 資不， 足と き は 必ず 盜贼に 與し偽 詐を行 ひて、 つ ひ 

公 に 身 を 失 ひ 父母 妻子 を 苦しめ 傷まし むる に 至る ベ し。 故に 孟子 曰、 無二 恆產 一而 有ニ懷 

モノ ハ ダノ ミス ク スト ゴレ キハ ノチケ レバ ノ  テン ノ  モケレ バノ  ハウへ キジ ヤシ キ ル i.-/ ミ 

心, 者、 惟士 爲,， 能， 若 A 民 則 無， ー恆產 一因 無， 1 恆心ハ 苟 無二 心； 放 辟 邪 侈 無, 不， 爲已 

といへ り。 然れば 民に 该の產 あらしむ る こと は. - 唯 だ 田 產の制 を 正しくして 授 田の 法 


を詳 にし、 是れに 教戒 を專ら する にある 也。 衣食 保養の 不， 足 は. 人 多くして 田地 少 

きか、 田地 多くして 人少 きか、 田 民相應 すと いへ ども 敎戒 不レ 足して 游民 となり、 游 

樂佚 民た る 多くして、 其の 業 を 勤む るに 怠り ある を 以てす。 是 れ敎戒 の不レ 足が いた 

す 所 也。 或は 火災 水 早 之災， 或は 民屋 憂患あって、 業 を棄て 牛馬 相 死して 不慮に 費蔽 

に陷 る、 これ 又 可 ニ娠恤 1 の ゆ ゑん 也。 人君 於 二 民 lil 其 志 深、 則ち 風俗 自ら 正しく、 盗 

賊 自ら やみ、 禮節 ここに 可 レ被レ 行 也。 田產の 制不， 正- 敎戒不 レ詳、 賑 恤不レ 明と き は、 

民不， 得レ止 して 盜賊 僞詐 する に 至る。 ここにお いて 刑法 きびしく まう け 死罪 •  日に 行 

ル カラル  (二)  ハク  ハマ、 ル  ヲ  ズシメ イデ 

^^0^ はるる とも、 民 禮節を 知る にいと ま不， 可， 有 也。 孟子 曰、 明君 制 一一 民 之產； 必使 T 仰 

リ テ フル 二  二  シテ リ 1 尸 フー 一  ヌ  --ハ  キ  一一 ハレ  ヲル I 一力 リテ ュ カシム 二 

足 二以事 一一 父母； 俯 足,， ー以畜 一一 妻子； 樂歲 終身 飽， 凶年 免 中 於 死亡 上、 然後 驅而之 ， 善、 

故 民 之 從レ之 也輕、 今 也 制. 一民 之產； 仰 不， 足 r: 以事 n 父母； 俯 不， 足, &畜 n 妻子； 樂 

(三) 

、- , •  ハ  シミ  ニハ  レ  ヲ  レダ. --テ 7  ^ ルヲ クラ  ゾァー フン ムルニ  ヲ  チウ ゾ ヒテ 

0.^^^^ 歳 終身 苦、 凶年 不レ免 こ 於 死亡 一 此惟救 レ死而 恐レ不 レ瞻、 奚暇 レ治 ニ禮義 1 哉。 S 錯言二 

於 あ 文 帝， 曰、 t あ i 之 於. 衣不 .待，1 輕暖；  < あ 之 於. 食不. き 甘 匕 ャ 飢寒 至 A 不 、き； 

クハ  it ハ  セ  ゥ  ル It ハム- フ r ゴ ユレ  ヱテ  ヲ  ェテ レバ  ヌ  モ 

人情 一 曰不 こ 再 食 一則 飢、 終歲不 レ製レ 衣 則 寒- 夫 腹 飢不レ 得レ 食- 膚寒 不 レ得レ 衣、 雖 一一 

h  ハ スルノ マ  ゾク テク モダン ノ ヌ  ハル ノルブ  二./ シズヲ  -i  クシ 

慈母 ー不， 能， 保， 一 其 子； 君 安能 以有ニ 其 民 1 哉、 明主 知， I 其然 i 也， 故務こ 民 於 農 桑 一 薄，, 

！ 五 民政  二 九 三 
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賦敛 一廣 二 儲蓄； 以實ニ 倉 鹿 1 備ニ水 早； 故 民 可 二 得而有 一也： fT々。 先づ 民の 品を定 むる 事 

三 民に して、 其の 詳 なる 事 は 周 禮大率 以ニ九 職 一任 二 萬 民 一と：. ぶへ る 也。 九 職と まふ は、 

民の 司 どって 業と いたす 事 九 投の品 あれば 也。 一 曰、 三 農 生 一. 一九！：", と 云へ り。 三 農 は 

山澤 平地の 三 地に よって 九穀 をう ゑし むる こと 也。 は 11^ 稷稻 梁 麻麥 ：Li を 

IK へり。 二 曰， 園圃 .®  二 草木 一と 一： ム へり。 園圃は 樹木 をう ゑ • 野茱を 時々 にこ やし、 -d- 

(山)  一： C クグ カウ ハ „.  y 

茄子 等を澤 散なら しむる の 民 職 也。 三日、 處銜作 二 山 澤之村 一と 云へ り。 虞銜は 山澤を 

そ X ふ り 

掌る の官 也。 山 について は 林木 杣取 等の 事 幷に薪 木 用の ^タ> ければ、 是れ に！： りて 

世 業 を なすこと ある 也。 四 曰、 ^牧養 n!^ 鳥 t^: 一と 云へ り。 数 は無レ 水の 地に して 草 野 

原 廣き所 也， 牧は馬 を 可レ. ME の 地な り。 如， 此の 地に は. nllg を やしな ひ、 或は 鳥 獸を取 

りて 是れを 利と する あり。 五日、 百ェ飭 一一 祀八 材, と 云へ り。 ：，=: ェ はもろ/ ヽの細 H を 

致す もの 也。 八 材は珠 象 玉石 木金 革 羽、 此の 八の 村 を それ/ \ にこし らふる のた くみ 

也。 六 曰、 商賈阜 通 ニ貨賄 一と 云へ り。 四方 を往 行して 交易す る を 商と 一 〔T ひ、 居な が 

ら あきな ふ を 賈と云 ふ。 金玉 を 貨と云 ひ、 布 を 贿と云 ふ。 各.' たが ひに 有無 を 交易 

して金銀布^3?を相通ずるを業とする也。 七 曰、 確、 I レ失婦 ，姑 化 n 治絲某 ？  ^^M^ 


レぉ 一^" 是れは 女 は 夫に 嫁し、 よめ は 姑に つか へ しめて、 互に 女の 業 をつ とめし むる こと 

也。 八 曰、 ほ J 粒 妾 I 粒聚 えお 疏材 一と 云へ り。 これ は 自ら 業 をつ とめし むる ことの あ 

たはざる もの は、 人の 臣 となり _ 女と なって 其の 所に 養 はれて 居り、 或は 百 草の根 をと 

り 葉 を あつめて、 其の 食た るべき もの を蒂へ 置く と 云 ふこと 也。 火 曰、 問 民 無二 常 

シ テル ヌ.  (何 方) 

轉移 執， 祟と 一 K へり。 問 民は游 民の こと 也， 定職 あらず して いづかた へな りと もやと 

はれつ か はれて 其の 日を營 みて 世 を 渡る 也。 以上 是れを 九 職と 云 ふ 也。 天地 之 間の 生 

民 男女 大小？ j:: 、賤 貧富 内外、 いづれ も 各.' 其の 職業 あらず して 世 を 渡る ことなし。 如 

レ此に 常の 產 あるとき は、 人々 皆 生 を とげて 彼の 盗賊に- ムト， る こと あらざる 也" 古 來：^ 

の 品 を 定めて 民の 業を定 むる こと 如 レ此。 中に も 農 は 九 民の 重き 所に して、 天下の 一. £ 

民 三分に して 二分の 上 は 皆 m ほ 也。 この ゆ ゑに 農業の 所 レ定、 尤も 其の 法 を 不レ詳 ば ある 

ベから ざる 也。 ゆ ゑに 正 一一 田 產之制 一と 云へ り。 田產の 制と 云 ふ は、 民に 田地 を與 へて 

是れを 耕级」 せし むる の 法 也。 然るに 授 田の 法、 先づ 一 民の 可レ耕 力役 を考 へ て、 而し 

て 其の 所レ 養を考 へて これに 授 くる 也。 民の 夫婦 相備 はるを 家と 云 ひて、 初めて 是れ 

に 家を與 ふ。 いまだ 人の子 弟に して 其の 家に 寓居す る は 皆 丁と 號十。 民の に 上中下 

li;? 道 五 民政  二 九 五 
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の 品 あり、 上 農夫 は 九 人 を 養 ひ、. 中農 夫 は 七 人、 下 農夫 は 五 人 を 養 ふと 云 ふ是れ 也。 

周禮小 司お、 乃 均， I  土地 一 以稽ニ 其 人民； 而 周 知 二 其 あ 一 上 地 家 七 人、 可 レ任也 者 

家 三人、 中 地 家 六 人、 可， 任 也 者 二 家 五 人、 下地 家 五 人. 可， 任 也 者 家 二人。 ケな 

、王制、 制 二 農 田 百敏ー 百敏之 分、 上 農夫 食 二 九 人； 其 次 食 11 八 人 一 其 次 食 二 

七ん； 先 次 4 一六ん； 下 農夫 あ 一 五ん 一 云 々 。 辤 gsiJiyn?L お」 £J，fg 次脑" 親 5 い 

0  有，！ 此五 等-也、 小. F 徒 * 上 地中 地下 地 以，, EE 之 肥 瘠- i,\JrTl^lJ  ^!/T?f.vliliD  / 匸、 4」 しこ" t つて m ^十 

首レ 之、 王制 一 F 上 豊下農 - せ、 以-人 之 S 怠 一 一ず々 r 刀 七 p\ び 一 Bi レ養を ま S ズ 7  t  i  .^-J  m を t 

て、 田地の 善惡 によって 其の 廣狹を はかる 也。 民の 養 は 稼 稿. 樹藝 • 牧畜の 三 を 以て 

す。 稼 穂 は 田 を 作りて 食 をな す 也、 樹藝は 家宅の ま はりに 樹木 をう ゑ. 桑 を そだて 

畠に 野菜 を 仕立てて 朝夕の いとなみに 致し、 竹 木の 枝葉 を あつめて 薪と する 也。 牧畜 

は 草 を かるの 場 を かま へ て 牛馬の ま うけとす る こと 也。 此の 三 は 地に K りて 考を なす 

事 也。 田 は 大概 一夫に あた ふるに 百 畝 を 以てすと いへ り。 畝 は步西 也、 六尺 を 歩と す 

る 也、 則ち 六尺の 坪 百 を 一 畝と 云 ひ、 百 畝 は 六尺の 坪 一 萬 也。 恨し 是れは 周の 法に て 

(二) 元 代の  ニー)  二 ゾル 一一 

S ほ； 《 ば、 山 S 云へ り、 今の 四十 一 畝 は 古の 百 畝に 當る 也。 鵾 KJ!uk%s_" 大司 徒、 凡 造 こ 都 

& ■ ：: " 鄙 一 制 ニせ) 地域； 而封 n 溝 之； 以二其 窒數， 制. 之、 不易 之 地 ぬ、 地、 家 百 敵， 一 易之 地、 


き i の 家 二百： IT  i£ --乃 S 易之き、 % 一 1 百 m。  I ^だ- # 上 1、 あよ 一 腐 田 百： fgfg 五 

十 畝 >  餘夫亦 如， 之， 中 地、 夫 一 廛田百 畝萊百 畝、 .餘 夫 亦 如， t^, 下地- 夫 一 腐 田 百 畝 

萊 二百 畝、 餘夫亦 如， ラ〕。 I レ Isi&s レ ■fif 是れ皆 其の 土地 を考へ て、 その 民に 

由り て 是れを 耕さし むる の 法 也。 周 家授, 田の 法、 大司 徒. 小 司 徒 *遂 人に 所, 謂不 

ジ カラ  フ 

レ同 といへ ども、 必竟唯 だ 民力の 耕すべき ほど を考 へ、 其の 所, 養 を 計りて、 其の 田 畠 

屋敷 を 可 A 渡と 云へ る義 也。 是れ田 產の制 相 定まれる ゆ ゑん 也。 

次に 井田の 法、 是れ 往古 授, 田の 制 也。 抑.^ 井田 之 法と 云 ふ は、 黄 帝に 始まって 三 

•  ( ran  二 ハク ノ  ヌス卜 ニキ テ ヲ  ッ  二  4X ルヲ 

P^^M 代と もに 此れに よれり。 通 典 曰、 黄 帝 時、 八 家爲レ 井、 井開 二 四 道 一而 分 二八 〈で； 養 一井 於 

や」、 ^  K  •  ^  一一  チ  ノ ルン (五)  ハク  テ ハカ リヌ ケ ヲテギ  ヲ テ ヲシ ヌテ 

g-.&.f^ 中.； 則 井田 之 原其來 遠矣。 文 獻通考 曰、 昔 黄 帝始經 i 設， 井以 塞ニ爭 端； 立， 步 制， 畝以 

ST, 兵 开 ギ ルヲラ ム  ヲ y クラ  二 キテ ヲ  チ  ニルス 一一-一 ハチ  サ  ヲ 一一へ 

防」 小レ 足、 使 M 八 家 爲；. 井、 井開 二 四 道 1 而分 二八 宅； P 井 於 中； 一 則不， Si 地氣； 二 

に乂*<たきに.^&  や シ  一一 二 ハチ ジクス ヲ 二 ハチ クス  マ ニハ チズ  ヲ  二 ハチ  タガ ヒー！  ^  二 ハチ 

^u^^ 則 無， 費 11 一 家； 三 則 同 11 風俗； 四 則齊ニ 巧拙； 五 則 通， 1 財货； 六 則 存亡 更 守、 七 則. 

を 状 鈴す  ル 二八, f  チプ - C キ  スニ ハチ  フ 7 テ  クテ シム 

^■^^m 出入 相 司、 八 則嫁娶 相媒、 九 則 無 有 相 十 則 疾病 相 救、 是以情 性 可 n 得而 親； 生 

、一 ヽン ^r^l  シ テ  シクス シケ レバ  フサ ガリ シケ- ノバ  4- ム  『六)  シム  マズハ  ヲ 

產可， 一得 而均； 均 則 欺 凌 之 路^、 親 則 鬪訟之 心， 汫 云々。 滕文 公使 畢戰 問， 1 井 地； 孟 

子 曰， 夫 仁政 必自， i 經界 1 始、 經 界不、  1、 井 地不， 均、 穀祿不 い 平、 是故 暴君 汙 吏必： 二 

君 道 五 二 九 七 
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其 經界； 經界旣 正、 分， 田 制 k 可 二 坐- 定ー 也， 夫 滕壊地 "偏 小、 將爲 一一 君子 ー焉， 將 

、4|  二 野人 1 焉、 無二 君子 ー莫， 治 二 野人； 無二 野人 一英， 養 一一 君子； 請 野 九 一而 助、 什一 

シズン ラセ  ハズリ  ハ  ハ  クヅル II ヲ  ジ クシ 

使 一一 自 卿 以下 必有 ニ圭 田； ま 田 五十 畝、 餘夫 二十 五 畝、 死 徙無， 出 レ鄕、 鄕田同 

レ井、 出入 相 友、 守 望 相 助、 疾病 相 扶持- 則 百姓 親， 1、 方里 而井、 井 九 百 畝、 其 中爲二 

公田？ 八 家 皆 私 一一 百 畝； 同 養 二 公田； 公事 畢- 然後敢 治 二 私事； 所， 一 以训ニ 野人 一也、 此 

ノ  シレ  セン ハレ ヲ チリ トニ 

其 大略 也、 若 夫 潤 澤 之； 則 在 二君 與 U 子矣。 是れ 各！ 井田の 法 を 論ぜる 也。 而 して 井 

田の 法 は、 黃帝 中央に 井 を かまへ て 八方に 田 を まう け、 中央の 水 を 以て 八方に そそい 

で 田の 水利 をな さしむ る 也。 孟子の 云へ る 所 は、 中央 を 公田と し 八方 を 八 家の W とす 

合せて 井 九 百 畝に して、 八 家相と もに 公田 を 耕して 是れを 上への 田赋 とし、 公一：！' を は 

りて 私事 を 治む る 也。 方 単： にして 井し、 自 二 一 単： 之 井一 積 而至ニ 四 井 之邑； 四邑之 丘， 

テン カタ ハラへ バ  7  チ  -- シ テス  フ  V 

四 丘 之/ ¥  、旁 加 ニー  里； 則 方 十 里 爲 一一 一成, 也。 一成 は：， 11 井 九お 夫の 田 也。 自， 一四 

之縣ー i 而 K^, 一四 縣之 1; 四 都 方 八十 里、 穷加 二十 寧；； 1 方 W 単； 爲， 二 同； 萬 井 九 萬 夫 

之 田 也。 是れ 井田の 制 也」 必竟 井田 は、 民に あ.^ ふる 處の 田、 廣狹を 一 つに して 其の 

全き を 得て、 恩 意 聯屬， ネ 冗不， 容、 少 而不， 散 多 而不， 亂、 是れ 人君の 仁政 匹夫匹婦に 


引 上子呂 なす 字;;^  'ga 人の-や さ2 云' さき 悅十陌 に に 人 is 公二 

i 篇集 氏り 。^- 止ぶ 、^；]1 は ；3じふ し び年法用 し 、國 K リ 
せ 第 註の 。：' し: 先 は ° 後 橫 1' な て 成よ \i を ひて 刑 ひき や A 
ら三' 竭文こ ソ; 3 たお 二 梁, 议呂 お： 商 功大 行ら 後名 代と 本 
る 音 文 はこのと 世 載 り 脉 程の 、大 9^ せ すいふれ •、 a m 云 名 
に公孟 のお ま號に 、 蜇に門 朱 臨 川 と 。に 、阡 奏者の ふ は 


ジ カラ  ン カラ  かね あは 

至る ゆ ゑん 也。 井田の 法 やぶれて、 貧富 不， 同 民の 產不， 均して、 富める もの 兼併せ 强 

きもの 押領 して、 こ こ において 田 賦難レ 制、 奸民 因りて 私 をな すに 利 ある 也。 秦 の.；^ 

に 商^ 井田 を廢 して^ 陌を 開けり。 ^陌と 云 ふ は、 南北 曰 レ^、 東西 曰レ陌 * こまかな 

る 所々 の わかち を やめて、 唯 だ 東西南北の 大すぢ 計りの こせり と 一" T ふ 心 也。 而 して 井 

田の 制 今の 世に 用 ふること 難 レ成ゃ 否やと 云 へ る 事、 古今 其の 論 多し。 

人フ  キヤ フャ (二)  ノ ハク  クシ テ フ  ル カラ フ -ァ ラン ャ ハ フ  ク メシ、 ト> 

或 問、 井田 今 可， 行 否。 程 子 曰、 豈古可 ， 行 而今 不ぃ 可， 行者、 或 謂、 今人 多^ 少 

不 レ然、 譬 一一 諸 草木 一 山上 著 二 得 許 多 一 便 生 一一 許 多 一天 地 生 レ物常 相稱、 豈有 一一 人 多地少 

二  II)  シテ (IT  一  ノヲフ  ト メリ  二  ジム ルノ ヲヲ 

之理ニ f,T々。 呂與叔 撰 二 構， がへ 先生 行狀 1 云、 先生 慨然 有：， 意 二三 代 之 治 一 論 二 治 レ人 先務 ハ 

ダョ リン Y テ  プサ卜  テ ハク  ハズリ  マル  シ カラ  ケ レバ  モ フ、 ト 

未；， 始 不 ホ以， 一 經界， 爲，, 急， 普 曰、 仁政 必自二 經界, 始、 貧富 不：， 均 教養 無 X 法、 雖レ欲 

ーフ ゃント ヲ 力" ゾ メノミ  ウフル キ ヲヒハ ダ ヨリ ンバ テ カニフ ヲ  tt- サ 卜 レドモ ：1 ノ 

レ言 治皆苟 而已、 世 之 病 レ難レ 行者、 未 T 始 不巾以 一二 亟 妻 一富 人 之 田 1 爲 气辭、 然 玆法 

ァ ラ ズ 

ハ^ル ハ. TN レヲ  シ モス ル ユレ ヲリ  スル ニチス レパヲ シ -_7 セ  ヲ  シ ス ノ フル ハニ 

之 行、 悅. 之 者 衆、 苟處 ^ 有， 術、 期 以ニ數 年 一 不レ刑 二 一  人 1 而可」 恨、 所レ病 者特 

上 之 人 未， 行 耳、 乃 首 曰、 縱不レ 能， 行 二 之 犬 下 一 狼 可， 驗 11 之 一 鄕； 方 與二學 者 一議 二 古 之 

法 一 共 買， 一田 一 方； 晝 爲 n 數 井一 上 不， 失 I 一公 家 之 赋役ー 退 以ニ其 私 1 正 n 經界； 分，！ 宅 里； 

立-! 斂法； 廣ニ 儲蓄； 興 二 學校ー 成ニ禮 俗； 救， 苗恤 k 、敦， 本 抑 ， 末 、足 T 以推， 1 先王 之 遣 

君 道 五 民政  二 九九 
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ヲ  ニス ルニ  キヲ フ  レ テ  ダナ ラ  テ  (二  ジテ  ヲ ハク  V シモ 

(こ 一のに 法 一 明 * 當今之 可 4;:、 是皆 有レ志 未. X 就、 程 子嘗與 -I 張子 厚-論， 1 井 地-曰、 地形 不， あ 

WHS^5ifJA3:u  ハ  ヲ  シ テス 二  ダ シヒテ  ヲ  シ  ヌ It- ク-ー  へク ズヅシ  ヌ  ダ 

謂 二 寬平ー 可， 1 以 畫-. 方、 只 可 T 用- 1 算法 1 折 ：1 計 地 畝, 以 gfer 子 厚 曰、 必先正 二 經界； 只 

ル  ヌ  ノ モト  ナ 1 フ -. -モ 二人 ルニ トシ  キ  -I  フ  カラ  ノ 

觀 ，1 四標 竿； 中間 地雖， 不二 平饒； 與 ，民 無 JT 就 二 一  夫 之 間； 所， 爭亦不 i、 叉 側峻處 

田 亦 不二 茶 美； 又經界 必須：， 正 二 南北； 假使 地形 有， 1 寬狹 尖斜； 經界 則不， 避， I 山河 之 曲； 

/ハチ キ テル ヲ-ー シト  ルハ  スルー 一  ハ  ハ  ハ  ノ  ハ チリ  ハ 

其 田 則 就 二 得, 井處 ー爲， 井、 不 X 能， 一就 成 ー處、 或 五 七 或 三 四 或 一夫、 其 實田數 則 在、 叉 或 

キル ギ/  ヌニ  シリテ  ヌ  クレ ヲ シル カー フフ  クナ レバ ノ  ^f-  ハヒ I- 

就 下 不レ成 一二 夫 1 處 h 亦 可 下 計 二百 畝之數 一而 授 4, 之、 無 一一 不レ 可レ 行者； 如 レ此 則經界 隨レ山 

隨レ 川、 皆 不レ害 二 於 畫！， 之 也、 苟如 レ此 畫定、 雖ー. 一 便 使 二 暴君 汚 吏； 亦數 百年 壞 不レ得 

云.々。 張子 厚 • 程 子 各，' 井田の 今の 世に 行 はれん こと をい へ り。 叉 蘇老泉 曰、 今雖 

シムト  ヲメ ジテ ノ ヲ  ヘシ レヲ 二  ハ サン ト ヲ ノ  ナラ ィ カン、 ナ レバ  フ ン 

レ使 i 民 奉 ，1 其 田 一而 歸ニ諸 公； 乞，, 爲ニ 井田； 其 勢 亦不， 可， 得、 何 則 井田 之 制、 九夫爲 

レ井、 井 間有レ 溝、 四井爲 レ邑、 四 邑爲レ 丘、 四丘爲 レ甸、 甸方八 里、 旁 加 一一 一 里 1 爲ニ 一成； 

ノニリ ミゾ  ノ  ニシテ  ヲシト  ヲ ン ト  二へ テ  7 

成 間 有, 洫、 其 地 百 井 而方十 里、 四 甸爲， 縣. 四 縣爲， 都- 四 都 方 八十 里、 旁 加 二十 単：, 

爲, 1 一 同； 同 間 有 A 滄、 其 地 萬 井 而方百 里、 ^単： 之間爲 者 一 、 爲 しま 者 百、 爲, 溝 者 萬、 

旣爲， 1 井田； 叉 必兼ニ 備溝洫 之 制； 夫 間 有：， 遂 >  遂上有 レ徑、 十 夫有レ 溝、 溝上|^,畛、 百 

夫 有い： M、 ： 棚 上 有 レ涂， 千 夫 有，^、  ^^上有，道. 萬 夫 有， 川 * 川上 有， 路- 萬 夫 之 地 蓋 一二 


つ' 賦 通と —  し な i ャ * ゥ 

一考 稱に てる 文の a 
の卷す 水も舉 、閣寧 
條ー °心なを後待宗^^ち 
に '文 先す 敎致制 の 適 
出 田獻生 。へ 仕と 時 、 


十二 里 有半、 而其 間爲, 川爲, 路者 一 、 爲 A:^ 爲, 道 者 九、 爲, 洫爲 レ涂者 百、 爲ぃ溝 爲レ珍 

リ  ル  ノ  ハレ バギ  ヲ 1: シ  ヲタ ヒラー 丁 ンヲリ  ヲ コ ハン  タン 

者 千、 爲, 遂爲 ズ徑者 萬、 此ー 一 者 非 T 塞 11 溪 平， ー澗谷 1 夷 こ 丘陵 1 破， 一 墳墓 ー壞 n 廬舍！ 徙 11 域 

ブ フルー； キヤウ ロウ ヌ ルカ ラス  ヒムル モク クチ  ヲ  二  セ  ノヲ  ニリ 

郭 1 易 * 疆 隴ハ 不：， 可， 爲也、 縱使 卞盡能 得 二 平原 曠野！ 而遂規 * 畫於其 中 h 亦當 V 驅ニ大 下 

ベ ク シ テ 

ヲシ  7  ハメ  ラメ  レ ヲルヌ  ヲシ テ シ テム  クリ 

之 人， 一天 下 之糧； ，ー數 百年； 專カ二 於 此ー不 な 5 二 他事； 而後 可 T 以望 K 天下 之 地盡爲 r 

ト クタ ルヲ  ニシ テク 二  ノリ  ヲ ノニ テ ンジ ノニ シテ ニナ リア ァ  ニナ リ 

井田； 盡爲 g 溝洫； 已而 又爲， 民 作二屋 魔 於 其 中； 以 安二 其 居 一而 後 可、 吁亦已 迂矣、 井田 

リテ  シ ノ  二 チン  (三) ノ  ハク  ノ クル  モシ 卜ズ モ ズ - ムニ 

成 而民之 死、 其 骨 已朽矣 云々。 水心 葉 氏 曰、 井田 之；^, 其爲 41 雖レ 可， 通， 而皆 非レ有 

, 益 ニ於當 世； 爲， 治 之 道 終不， 在， 此、 且不ん お：！ 大下之 田盡在 .A 官 則不レ 可ニ以 爲；. 井、 而 

ハオ. V へ ir ク モテ  クル ゾ -I  タ * テテ  ムト  ヌ  ズシモ ナサ ヌ  トナ レバ 

臣以爲 雖ァ 得， 一天 下 之田盡 在.， 官、 文武 周 公復出 而治 5 大下 h 亦不， ー必 爲 <1 井、 何 者 

ノ クル  f ンテズ  一一 クス  リ  ルマデ  二  ノ ラムルへ 

其爲， 法琅細 煩密、 今 非，： 天下 之 所 二 能爲； 昔 者 自二黄 帝, 至 二 於 成 周； 天子 所，, 自治 1 者 皆 

是ー國 之 地、 是以 尺寸 步畝 可， 歷 n 見 於 鄕遂之 中 一 而 置 ニ宫帥 1 役 二 民 夫 一正， 1 經界 I 治 二 溝 

洫ー 終歲 辛苦 以 M 井 11 爲レ 事、 而 諸侯 亦 各自 治 二せ^ 國； 百世 不， 移、 故 井田 之 法 可」 頒 二 

二 モ (Hn  キシ  ノル ハス ハル ヒテ セシメ  リ  トモ リト 

S 揚. 2 於 天下； 然江漢 以南 灕消 以東、 其不， 能 レ爲者 不二 强 使 一也、 今 天下 爲 こ 一 國； 雖， 有 一一 郡 

と？^ 水 

縣ー 吏皆總 11 於 上 一 率 二三 歲 一 代、 其 問 大吏有 K 不：， 能 二 一 歳 半歲； 而代去 者 1、 是將， 使 U 

誰 爲 之 乎、 縱使 レ爲， 之、 非 r: 少 假； 1 十數歲 1 不 A 能， 定也、 此 十數歲 之內、 犬 下 將不ン 

君 道 五 民政  K 一 〇一 


山^ 語教卷 第五  三 〇 一一 

アラス 二  二)  "ク  ダカ ラに  ン" テ  ルガ チ  スル- 一 ノ  (二) 

(一) 朵元時 レ暇レ 耕 乎 云々。 馬 端 臨 曰、 井田 未， 易レ言 也、 蓋 有 二封 建； 足：. ー以維 n 持 井田： 故 也、 三代 

代の 藥者、 文  ザル 

MP は t 而上、 天下 非 二 天子 之 所 得：， 私 也、 秦廢 二封 建， 而始 以 ニ夭 下-奉 ニー  人！ 矣、 三代 而上、 

の論文獻：通^^"  ハズ  ノー 一  ル スルヌ  シテ ヌ  <テ スチ  ヲ テフ  --  テ  ノー ール 

卷ー、 田賦 一、 田 產非ニ 庶人所 U 得レ私 也、 秦廢 一一 井田 1 而始捐 ニ田產 1 以與 二百 姓 1 矣、 秦於ニ 其 所 レ當レ 取 

リリ 緩  二 フ レヲ モ  一一 シク ル 1 一一 一一 シ ス レバ サン ト ヲ レーフ  ン / ヌチ カン ヌ 、レバ 

(11) 趴 者 1 予：， 之、 然沿襲 旣久、 反， 古實 難、 欲 復ニ 封建； 是自割 二 裂 其 土 宇 1 以啓ニ 紛爭ー 砍 

(三) 丘！^、  サン ト  一 I レシ  ヲ テマ ネケ M ン，！ グ； K  ル 力 ラ フ  (；ーー)  ハク 

は 凌 山に 同じ、 ，復 一一 井田； 是强二 奪 民 之 田 產ー以 召ニ怨 譎； 書生 之 論 所 ニ以不 V 可に 仃也 云々。 丘文莊 曰、 

i  井田 已廢 千餘 年矣、 決 無二 可， 復 之理； ^者雖，謂，-:國初人{杜之時可ニ以爲^^之、 然 承 平 

二 シク (Hn  二 キ ハ  二 シ キ ハイ 二  シカ ツチ 二 シ シャヲ シムル 二 カナ ヒ  二 シ クシ テ 二 

S 人" 日 久生齒 日繁之 後， 亦 終 歸ニ於 續廢； 不, 若 T 隨レ 時制 J^、 使 * 合， 一 於 人情 一宜 二 於 土俗； 

ラ ハ  フ キ  ノノ フ ハス ナハ >!- ナ"  ハル ズシモ ハーフ  二  ^^.^ 

^ M 而不ょ 失 二 先王 之 意； 如 二 朱 子 所- ヒ K 者 斯 可矣、 政不 r-必 拘二於 古 之 造 制 一也： て、々。 歸 1!、 

じ、 述 多し。 夫 4t 出 之 制、 不レ 一 於 人 衆 之 時 f 田 、 

滞紀 三十 篇を 廣人 M ふ 句爲 レ 可也、 朱 子 亦 可レ之 也。 

撰ぶ。 獻 帝の 

g;2i. 今 案ず. るに、 井田の 制. 張子 厚 • 程 子 各.' 今以て 是れを 行 ふに 利 ある こと を 云 ひ、 

待 中に 累遷 す。  せ ^CJ  ： 

^^^^ 蘇老泉 • 葉 適 • 丘 文莊が 等は當 時に 行って 利 あら ざらん 事 を 云 へ り。 井 S は 黄 帝より 

ると ころな り 

事 起り て、 三代と もに 是れに 順 ふの 道 なれば、 當 時に 用 ひて 其の 害 あるべき に 非ず、 

唯 だ 因循す る 事 久しくして、 今 是れに 改めん とならば 又 其の 弊 多 かるべし。 而 して 井 

田の 制 は、 民の 力 を考へ 民の 養 ふべき 人の 數を はかり、 5 一お を つとむる と 怠るべき を考 


へ て、 是れに 田產を 授け、 其の 民の 內少長 井に 商 H 土と 可 レ爲。 こと， <\- く 是れを 知り、 

水道 を 八 家と もに 相 用 ひゼ、 其の 患難 を 救 ひ 其の 不足 を 補 ひて 死生 をと もに す。 是れ 

民間の 利害 を詳 にし、 經界を 正し 授田を ひとしく して、 民人の 貧富 かたつ かたならし 

めざらん との 政 也。 必ずしも 地 を 九に 畫 して 中央 を 公田と し 八 家 是れを 可， 耕と 云 ふ 

の 事に は あるべからず。 往古に 初めて 田 制 をな す 時分、 大地の 正位 を 法則と して 其の 

S 古昔の 地を畫 せんとな らば、 井田に しくべからず。 彼の 河 圖-洛 書. 八卦 *九 疇の 次第、 と 

伏 教は黃 河よ 

^^^^ もに 井田の 方位に 扣 同じ。 故に 黄 帝 初めて 田 制 をな して 民の 產を 制し 玉 ふに、 此の 井 

の. f?^ に 貝り 

i^^lld 治 田 を 用 ひて 水道 を 利し 經界を 正しう し、 民 伍 を 組みて 憂患 好樂を 一 つに し、 存亡 死生 

めて 种龜を ST 

はよ をと もに し、 大禮を 同じう して 風俗 を it 朴 ならしめ 玉へ るの 法 也。 末世に 及んで 經界 

His ことん. \  く 相た が ひ、 貧富 各.^ 勢に よって、 民政 施す に 利な し。 然れ ばと て 田 白 5 をう 

ちく づし 民屋を やぶって 天下 を 井田の 形に 制せん と 云 ふこと は、 聖人 又出づ ると も 難 

レ 行の 勢 なれば、 唯今より 已後 新に 田 を 墾 せん 所 は 井田の 制 を可レ 用、 不レ然 の 田 畠 は 

皆 法令 を 立て 田 を 私に 賣買 せしめず、 民力 を はかり 民の 口 をつ もりて、 其の 力 可レ耕 

田 足レ養 ほど 一 民 一 家に 可, 也。 而 して 民^む と； K へ ども 外に 餘田 なく、 已 前に 多く 

君逍五 民政  一 二 〇 一一 一 


出 鹿 語類 卷 第五  n 一 〇四 

其の 買 ひ 置く 所の 田 は、 連々 是れ をう つて. ni 餘の 民に あたへ しめ、 民 年 十六に 至らば、 

レ朱 田. -日在 i 夫 は 一 I、 別に 其の 力に 可， 耕の 田を與 へしむ。 ，i ノレ 此 して 今まで 持 来る 所の 田.： ：2 

其の 經界を 正して 民に 好 曲な からしめ、 水道 を 利して 水 論 を 禁じ、 民に；^ 仏の 組 を 立 

て、 患難 死生 好 樂大禮 を 一 つに して、 互に 相 救 ひ 相 助けし めば、 年 を經て 自然に 井田 

の 制の 如くなる べき 也。 必ずしも 其の 形 を 井田なら しめず とも、 井田の 用 を理會 して 

其の 用 を 古に かへ らしめば、 形 井田の 如くなら ずと も、 其の 法 井田に 均し かるべき 也。 

井田の 形 破る といへ ども、 田 島に 經界 なくん ば あらず、 水道 あらざる なし。 民に 田產 

あり 家宅 あり 牧野 あり、 此れ等の 事 一 つも かくる とき は 民 一日 も 民たら ず。 然れば 井 

田の 形の 破れた る 計りに して、 其の 用 は 未だ かくべからず、 其の 用 を 正しくして 其の 

敎を詳 にせば、 井田と 云 はずして 自ら 井田の 理 たるべし。 凡そ 天下の 政 法、 時代に よ 

り 土地に よって、 古あって 今な く 古用 ひて 今不， 利 事 多し。 然れ ども 其の 道 は相績 ぎて 

不レ斷 は、 天地 生々 の理 聊か 不レ 得， 已也。 孟子 沒 して 聖學の 世に 不， 明 こと 二 千 有餘歳 

にして、 聖學の 道 其の 傳を 失せり と雖 も、 其の 間 人道 沈： t する にあらず。 井田 旣に棄 

たりて 民政 猶ほ あるが 如し。 然る を 其の 婉曲して 不レ 直、 山 谷 相 そびえて 經界 自ら 曲折 


(一) s,: の 田 する の 地 を も、 一向 井田の 形 を 以てせん と 云へ る 事 は、 決して 實理と 云 ひがた からん 

孟子 8,。 (滕义 公上篇 第三 章)  ル， ヲレ ニノ  ハフ リ， ーシ シキプ 

ザ 田ば にや。 朱 子 曰、 井田 之 法、 諸侯 皆 去 二 其籍ー 此 (特) 其 大略 而已、 潤澤謂 卞因レ 時制 レ宜、 

の-中/十」；^ を  ムルヲ カナ ヒ  一一 シ クシ テ  一一  ラハヲ  ノ ンバ 

き 使 * 合 二 於 人情, 宜 M 於 土俗； 而不 .1. 失, 1 乎 先王 之 意 1 也と い へり。 又 曰 はく、 講 學時且 

の 人の 死去と  、  井田  レレ  く、 

活% 若 A 行 . 之、 須 X あ 二 機會； in 大亂 1 之 後、 天下 無乂、 田 歸旮、 方 可：， 給！！ 與 

田と して そに  二  シノ 二)  ノ レリ  ルマギ (二)  ビ  二  ジ ノ  一一-  ニナ シ シナ" (三) 

^ 民； 如， I 唐 口 分 世 業； 是從 ニ魏晉 積亂之 極； 至 二 元餽及 北齊後 周； 乘二此 機, 方 做 得、 ti? 

il、s^ 悅漢. め 一段、 正說ニ 此ノ意 一茶 好、 若ニ平^1ー則誠爲：，難，1£とー：ムへり。 是れ世 を 創業の 君始 

践を 氏と せし 

も 孝 文 帝の 時 めて 民に 田 產を與 へん ときには 行 ふに 利 あり、 平生はな りが たきと 云へ るの、 七 也。 井 

に 元と 改姓す 

M 田 は田官 あって 是れを 民に 授 くる ことの ひとし き を 論ず。 今 田 皆 民に あって 官 になし， 

(n 後魏の 地勢 因循して 無二 正界； 俄に 是れを 改めん とする に 無 レ所レ 因。 後 魏の孝 文 始めて 水， H 女 

g.fc, 官 主客 

^^^M 世が モー：！ を 以て 均 田の 法 を 行 ひし も、 Elf 也" - 民 離散して 無 主の 田 多き が ゆ ゑに、 是れを 

る、 SVJS  ノ  ゾノ 

政 あ 官に 得て 而 して 民に 授田 する こと を 均しく せし むる 也。 唐 太 宗武德 七 年に、 凡 天下 丁 

共に 玄  ノ  -ー  シ 百， 欣也プ -:  J,  .  ,  ニシ  ヲ  ハ  シス 

SS 男 十八 以上 者、 給， 一田 一 頃； 篇 疾廢疾 給， 一四 十 畝； 寡 妻妾 三十 畝、 若爲 

し 「く& つき t、  ヲ 〈へ  ヲス  ト ノ ハス  ト  ハ』 ゥ ウル 二 テス 一； レクハ ナツ ビ  キ  ヌ 

レ戶者 加 ニー 一十 畝 1 爲， 一永 業； 其餘爲 1  一口 分； 永 業 之 田、 樹 以， 一 楡桑棗 及 所：， 宜之木 1 云々 一 

の は 時代た  ，ー ハク モリ トノ  S)  シ  リュ <  ノ  (六)  一一 

-  通 典 曰、 雖レ 有ニ此 制； 開 元. 天寶 以來、 法令 弛壞， 井 兼之敝 有， 踰ニ漢 成 哀之間 I とい 
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へり。 唐 又 隋の亂 によって 口 分 世 業 をむ ふ。 ：： 分 は 八十 畝に して、 水 業 は 二 卜 畝 也.^ 周 

の 制 は 百步を 畝と して、 唐 は 一 一 百 四十 歩 を爲レ 畝、 畝-マ Z を 一 頃と す" 其の 制 周に 一 倍 

して 占 田 愈. '多し。 t1jy^s-m" 詳に 水心 葉 氏が 詳に 出せる 也。 しかれば.^ W の 制 やぶ 

るるの 後、 限 田之議 冊 せ 均 田 之 制， 口 分 世 業 之 法あって、 しばらく 是 

れを行 ふといへ ども， つ ひに 久しくす る こと 不レ 化；^ は 、人情に たが ふ處 あるか、 土地 

ル シ. P ラ  ル .k  一. V 

に 不レ宜 ゆ ゑ あるか、 敎 令の 設 くる 所 不レ詳 かの 故に よれり。 是れ 必ず 井田 8 法 を 行 は 

ん とすると も 其の 形の 難 レ行ゅ ゑに あらず や。 こ こ を 以て.^ 一一 併 案-也。 蘇老泉 ぼ、 夫 井 

田雖レ 不レ可 レ爲、 而其實 便 二 於 今； 今 誠 を T 能 爲乙近 二 井田 一 者 £ 用.， 之- 則 亦 可ニ以 民矣 

ク レマ (二)  ハク  モ シト- 一 ハカ 一一 ヒ  ン クン クヅ 七： 广 --" ノ  ヌ テクつ. へ  /  , 

乎、 聞， 之 董生 曰、 井田 雖レ 難ニ卒 行； 宜 •> 少 近 レ古限 二 民 名 田 一 以瞻中 不足 h  £ 、出 

まき 名 田 之 說蓋出 11 於此ー 而後 世 あ. 有， 一行 者； 非. 以. 不. 便 k 也. i 乙 民 不ノ？ 

ステ ノヲ テル. ブガ 二  二  "チレ I 一  テス ヲ ヲ (三) 、y 一  へケ  ノ ハレ グレ  ノ 

損， 一 其 田, 以入ゅ 吾 法 h 而遂 因， 此 以爲 變也、 孔光 •  3： 武曰、 吏 民 名 田 過， 一三 十 頃； 

S 漢 S  三年 一 而犯 者沒ニ 入官； 夫 三十 頃 之 田、 I 民 三十 夫 之 田 也、 縦 不ュ， 能：. 一 二 周 制 ノー 

帝の 時 大司空  ニシテ ズ  ヌ  一！ ギクリ シテ プ、 ルー I レヲ マモッ テス レ ハ^^シ^T^^ナリ  ム ラゾ シー厂 ラ ノ 

となる、 王莽 一 人而兼 二三 十 夫 之 田； 亦已 過矣、 而 期 , 之 三年、 是叉迫 平民 使 一-一 自 壤, 一 其 

れ I す 業； 非 二人 情； 難レ 用、 吾 欲下少 爲ニ之 限； 而不， - 奪 二 其 I； 窘 ヒ 過 二 吾 限； 者、 但使 後 之 


人 不 E 敢多 M 占 田 1 以 過..， ヒ吾限 S 耳、 要：， 之數世 富者 之 子孫， 或不 M ヒ』 A 保，！ 其 地 一 以復， 一 於 

二  シテ ハ テ 二 ギシ -ガ "ゾ，  ジナ ルナ リ ク ニン 二  ハ  テ チ レヲ テ シィグ バクモ .K レバ 

貧； 而 彼 嘗已過 二 吾 限 1 者、 散而 入， ー於它 人； 矣、 或 者 子孫 出而 分， 之、 以無， 幾矣- 如 

レ此則 富 民 所, 占者 少 而餘地 多、 則 貧民 易 二 取 以爲 U 業、 不 X 爲；： 一人 所 n 役 屬「 各 食， ー龙 ノハ地 之 

ヌ  ンチ ダ  一一  ム ォ クル ヲ 二 レ  シ  二 シ ヌ  二  カサプ  カサヲ 

全 利 一 利 不レ分 二 於 人； 而樂， 輸 A 官、 夫 端 ii 牛： 於 朝廷； 下， 1 令於大 下； 不 X 驚， 民不ぃ 動， 衆、 

ンナヒ  7  ヲモ  ，、ヲ テク ギン-; ト  f.ri  ノ  ク 

(五) _ 文 £:迎 不レ用 二 井田 之 制； 而獲ニ 井田 之 利； 雖， 一周 之 井田； 何 以遠 過 ニ於此 一哉、 故に 灰 心 葉 氏 曰、 

一の 引用に 出 井田 之 抓 雖： ト先 P 一 於 商 I； 而後 諸侯 封建 絕 h 然 封建 旣絕、 井田 雖， あ、 亦不， 可 一一 i 存 1 

六 ) 泰 r.- 舉  \  ト- 卜  ッテ ハル ル  レ， r ノス 中コゥ キヨ クリテ ヲ ッ ダリ レヌ マ 力 シテ ヌ ト 4^ ス レ， 7 ハ テ シ 

者、 にして 政" 仏 矣、 故 井田 封建、 相待而 行者 也， 夫缺遂 溝： i 環， 田 而爲， 之、 間 ， 田 而疏， 之、 要 以爲ニ 

て 1 な 人力 備盡； 望， 之而 觀、 而 得」 衆 之 多寡、 ■ 無， 異ニ於 後世； 且大陂 長； r  it.^^ 

ト , . ン リウ 1 フウス テ ヲ ス レブ  1- シナ ク ァ マネ クシ - ーシテ  ク シム レバ  ,\  -^. チ 

レ源、 録 Till 流 涼； 視, 時 決， 之、 法簡 而易レ 周、 力 少而用 博- 使 一一 後世 之 治 無， 愧： 一 於 三 

代； 則 爲ニ田 之 利； 使 r: 民自養 二 於 中； 亦 獨何異 二 於 古； 故 後世 之 所； ー以爲 U 不， 如； 一三 代； お、 

- ル、 ルニ ハシム ル  ヲグ カラ  ル ラ  ズシ モシ ト^ニ サ 卜  レ- -キへ 

罪 在 二 於 能， 使：. 一大 下 無二 貧民 一 耳、 不， 在 二 於 田之必 爲， 井不. 井 也- 夫已遠 者不 

レ追、 已廢 者難レ wr 今 故-取 遺陂在 二 fni 年 之 外； 滞 防 衆 流卽レ 之、 渺 然瀰漫 干 頃 者、 如， 一 

其： t 淤 絶滅 1 尙 不，. ？レ 求、 而 況 井田 遠 在ニ數 千載 之 上； 今 あ i> 陌連百 一、 墟聚 遷 ^ 

欲 ， 求 二 商 俠之所 U 變、 且不， 可， 得矣、 孔孟 生 M 衰周之 I； 井田 £不\ 治ノ 而ぜ ノハ大 H 
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あ. モ ^ハ： i ー經界 ノ爲" k、 歎 L 先王 之 良法、 f 壞於 暴君 手 一 後 之 儒者 乃 欲 乙 

zli 目 之 所， 一 不\ 見 K^l 之 遣 も h 顧 お』， 之、 亦咨接 歎息、 以爲，不レ^5^廢レ 豈 

レ亂 ず、 井田 矣、 ^俗吏 tk; 一兼 あ 一富ん ハ 以扶 * 貧弱 上 者、 意 則 善矣、 此可 i 

kk^^^,  之 I 二 ％zyr:^ 也、 夫 州^ 獄訟 繁多、 終 H 之 能 

に ま" 大半 か， 富ん あ， 耳、 曰お 1! 吏不， $c 欲 二 起而誅 r 之、 縣官 不幸 而失ニ 養 k 之 

き 1|^^於富人； あ 積 あ， 一一 t 一也、 小 民 之 田 者、 i 一田 於 富 人" f 田而 f 以爲- 

レ£、  i ール於 富^ 一  歳 時 あ 1 急お M 於 富^; ぁ甚 者 俯 作 奴婢 歸 n 於 富ム- 游手末 作、 

lE^  1(14.5 於 富. 一 而" ^ ト： 《i ニ官齔 一 雜出無 k、 吏 常 有 二 非 時 之 貴 一 f ー以 夢ーヒ 

< 叩； t 取ノ 。田ん 一 #き 富 人 t 州縣之 本. ビ "上下 之 所 k 也 * 富 人 爲-, 夭 子-養 1 ふ 民" 

叉 fe, 一 上 I 一  一^ ヲ 封 l^i  ぁ勒 ^ 亦^ 相釭 iK、 廼其豪 暴 過甚， レ兼取 

4 &、  I： 敎ニ £ぺ ^も： 敎ぁー i ま 而肊 レ之、 使 二 之 自改 一則 止矣、 不.^ _r 

I ニ疾 まあん； ル 4 あお.^ 也、 tif 、臭 二 小 民" 而吏先 以レ, 

§^t.  mslfi^ 1 き？ 治者 一也、 故 臣以舊 者 復： 

井 E ノ之學 ひキ 而俗吏き^^^富ん1之意も&、  £ い 時 施い 智、 觀 ^ 立&、 誠使ミ 


制^^{1^,-於..1; 十 年 之 後 無二 甚富甚 貧 之 民； 兼 幷不， 抑而. 已、 使 ニ大下 速 得 二 生 養 之 利 一 

レ  ノ  一！  トズス レヌシ テラ ノ  ：  力 ラフ  モ  ，えけ.'，， 

此 天子 與ニ其 群臣 一 當ニ 汲々 爲. I 之、 不-然 古 井田 終 不％ 仁 打、 今 之 制度 叉 不二 復立 1 虛 

マ V ヒ  ク ワイ ゴシ  ハ テキ ヲント  ハ テ キヲス ト •  ：  .  ニョ ツー Y カズ ンャ 

談 相歧、 上下 乖忤， 俗吏 以， 卑 爲」 莨、 儒者 以 d 咼 爲， 名、 天下 何 從而治 哉と。 

1 ー說皆 井田 今に 不：， 可レ行 こと を 云 ひて、 實は田 を ひとしく して 民の 貧富 を 同じから 

しめん こと を 井田の 本 也と す。 井田の 說は唯 だ 貧富 を 一 にして 兼幷を やむ るの みを以 

て 云 ふべ からず、 五八の 制 を 立て、 比 問 族 黨州鄕 の わかち を詳 にして、 正 ニ經界 一分 を 

安ん ぜ しめ、 田 宅を與 へて 產を 制し、 斂法を 明に して 隱 田せ しむる ことなく、 學校を 

まう け 禮俗を 立て、 息 難 好 樂をー にして 互に 救 ひ 互に 助け、 八 家 各. '親族 を 厚く し、 

其の 有餘を はぶいて 不足 をたら しめば、 力 耕 相 勤めて 軍政 自ら 立ち、 奸曲 懈怠の 游民 

其の 間にあるべ からざる の ゆ ゑん 也。 田 產の制 如レ此 とき は、 兼 幷の事 自ら やみて 贫 

冨っ ひに は ひとし かるべし。 凡そ 人の 貧富 は 天の 命に して、 敎戒制 法あって 過分の.； 象 

富 は あら ざれ ども、 貧富 は 常に 異なる こと 定まれる 儀 也。 必ずしも 貧富 一なら ずと も 

食に して 盜賊饿 死に 不レ 及、 富んで 兼 井凌レ 弱奪レ 少 に不レ 至の 制 は 敎育 に あ る ベ き なれ 

ば、 先王 初めて 田 を 民に 與 へし 時、 地 を畫し 水道 を 利せ し 其の 遣 形を必 とせん こと は I 
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陋 儒の 泥 著して、 唯 だ 文 卞を覺 え^して 是れ を世敎 に擴充 せざる が- K ふこと 也- 後世 

民政に 志 深き の 徒 尤も 町レ味 也。 

■  次に 正 ニ經界 一と 云 へ る こと、 是れ 井田の 遗法 也」 經界は 民の 而々 に所レ 耕の 田の 界 

をた だす 事 也。 經は 經ー歷 すべ • きの 道 也、 界は ill 他の 差^ を 明に して 其の 界を正 十 こと 

也。 其の 界 或は 道 を 以てし、 Itf は 水道 を 以てす。 經界を 正しくす る $ は、 第ーゅ！^;|を 

あらしめ ざらん がた め 也。 第二に 貫 M を 致 十の 問、 必ず其の出^:5を考へ難く* 算数に 

まが ふこと あって、 机 税不」 止 もの 也" 第三に 經界を 曲折せ しめて は 他の 田 を 者 ふに 

利 あり、 不二 曲折 一ば 摩 ひ 犯す の 地 然に 明，：： 也。 彼是 其の 得，.^ きを 以て 經界を 正さし 

(二  J ば 公 めたり。 孟子 曰、 仁政 必自 一一 經界 一；^、 經 界不リ 止、 井地不 t 均、 穀祿 不レ平 とや； へ る は 

丄讓； i  き 

この こと 也。 後世に： ム，： りて 經界 ありと いへ ども 不レ 正、 民 少しの 地 を も 耕して w^w と 

いたし、 年貢の つぐの ひと 成す。 是れ 人君 聚斂の IfE を 愛して 民 をし へたげ 寅赋を 重く 

する が ゆ ゑより 起る。 此の ゆ ゑに 田 島の 經界 ことぐ く 違うて 往来の 道た く、 水道せ 

ばくして 雨水 盛 なれば 却って 水災を 招く とい へど も、 民 只だ當 庵の 利に 內 りて 始終の 

勘辨 薄き 也。 秦に！^：：りて、 商^が 法 を 用 ひて 古の 經界を ことん \ く 除去す と 云へ る、 


^fi^ 此の 心 也。 朱 子 開. 二 ^m, 辨曰、 漢志 言、 秦廢 M 井田， 開， -盯ケ I； 說者之 音 k 白 開 置 

1 に 出つ  之 開； 言 T 秦廢 n 井田 一而 始 置 中 阡陌上 也、 故 白 居 易 云、 人稀土,^{1^卞^、;;盯き； 戶ぁ鄕 

一  £1、 狹者則復*井田上、蓋亦以-1吁陌-爲-1泰^井田爲ニ古法ー此恐皆，得ニ1^事之1^,也、^|ルー^ 

應冲， 侯に 封ぜ 肝 陌者， 舊說以 爲ニ田 間 之 道； 蓋 因 こ 田 之 疆畔； 制 二 其 廣狹； 辨ニぁ 縦 11 二人 物 之 

お 十) /|| 往來； 卽周禮 所. 謂遂上 之徑、 溝 上 之 K、 キ i ビ 1 之， 涂、 i ィ上之 道 也、 き ーャ 南 あ 

if, 漢 15 曰. £、 東西 曰. 陌、 叉 云、 河南 以ニ 東西 ノ爲. I、 南 あ £1、  ニ說不 tll"vzl, 一 i ん E 

て 屈 化 通と い  ヲ フレく  ノプ .i  ニテ  ヌ，、 トシ  レ 

お： fM;l 畝 夫 家 之數， せ . 之、 則？ 以，, 後說， 爲., 正、 蓋 g 之， 言 W 也- 遂洫 iibi 亦 ¥  ^ 

怪神. 山海" 遂間百 畝. 洫間百 夫、 而徑 涂爲レ 陌矣、 ^之 爲レ言 千 也、 溝 ^横 1" 畛道亦 黄、 服 I 間 千 

について 述ぶ。 ノ  , シチ ル ト  ノン や レ レ，、  . 

MM^  ^、 治 間 千 夫、 而 畛道爲 レ^ 矣、 吓附之 名 由」 此而 得- 至， 一 於 萬 夫 ，1? 川、 而 川上 之 路 

S) 周禮の 居^於其外ー與こ夫^人井^之制；遂ま洫^|-亦皆四周、 則盯附之名、 疑 亦 因 二せ ノハ橫 t 一而 

地官 二"；！^ の- S  ルレ ヲ  メノサ  、，  -. ハ  、  . 

^1 得」 之 也. 然遂廣 二 尺、 溝 四 尺- 洫八 尺、 せ 一尋 則 丈 有 六尺 矣、 ！ i 容，， 牛 kI;  t ぶ ぁ二大 

車； 涂容 二乘車 一 軌； 道 ニ軌、 路 三軌- 則 幾 二 丈矣、 此％|^^陸.？ー1}4得.£^者1^ 

多、 先王 之 意 非二不 j§ 而虛 棄-, 之 也、 所 n 以 正 ニ經 二 侵 £ 蓄：^ -tk 日； p、 

.  爲 ，- 永久 之：^ ハ 有 ：ネ.得.不. 然者； 其 意 深矣、 ー2君以，|ぁ急刻之4,£,"，^^之1^；  4 
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Aii 二 阡 ゆ k レ束、 而耕者 I., 於 百 畝 h 則 病 M 其 人力 之不 -V 盡、 但見 T 阡 S 之 占， 地 太廣、 

而不ノ 得：， 爲， 田 者 あ h 則 病， 1 其 地 利 之 有-遣、 叉當， 1 世 衰法壞 之 時； 則 其：！ 授之 際、 必不 

レ免， 有， 一 煩 擾欺隱 之姦； 而盯陌 之 地 切 n 近 民 田 一 叉必有 T 陰據 以自 私、 而 稅不， 入： 一 於 公 

二  ヌ テ  トシ テ  ミ  クキ  ヲ  クキテ  ヲ  ュ ルン ノ  ヌ  午 シ  ノ 

上， 者 h 是以 一 旦 奮然 不， 顧、 盡開ニ 盯陌； 悉除 二禁限 一而 聽ニ 民兼并 以盡 二人 カー 

墾 n 闢棄地 一 悉爲ニ 田 疇 一 而不レ 使 ri 其 有 二 尺寸 之 遣； 以盡， 1 地 利 一 使 二 民 有- 1 田、 卽爲 二-水 

卜  タ  セテチ  7 ンズ テマ メナ ト  シヌ テア ヤラカ ニス 

業； 而 不二 復 歸授； 以絕， 一 煩擾欺 隱之ハ 益； 使 二 地 皆爲 田、 而田皆 出 レ稅、 以 PI 陰據自 

、-, ,ト1 - ,a-  ヲ レ ノル  一一 ォ ナジ、 一 ) イミ  ヌ  ニリ  ヌテ ッ クル ニヌシ  ハモ ク卜 

0^0 私 之 幸； 此 其爲. 計、 正與ぁ 炎疾ニ 浮戶之 弊； 遂破ニ 祖廠， 以爲 * 兩稅- 蓋 一 時 之 害雖. 除 _ 

門下 平 章 事と  モ  ノ  ハテ 一一 クニ  フー ーノ ャテ  ヲ  カナり，、 

なり If 而 千古 聖賢 傅 授精 微之意 於， 此 盡矣、 故泰紀 傳皆 云、 爲， 田 開 ニ^ 陌封疆 一而 賦税 平、 

^る J-fl;;^ 萏  f  一二 モ ；  シ？  y チメテ  ヲ  -ー スト ノヲ 一一へ パノヌ や  クト ハチ 

蔡羅亦 曰、 決 二 裂 盯陌； 以靜ニ 生 民 之 業； 而 一 二 其 俗； 詳 味，， 其 K 則 所謂 開 者 乃 破壊 

_SR 富に S じて  ナ ンナク っシテ ズ  二  ハ チ  ニシテ ズ  二 スル 

巧 秋の 二期に 剗削之 意、 而非ニ 創 置 建立 之 名； 所謂 阡陌、 乃 三代 井田 之舊、 而非， I 秦之所 U 制矣 所 

稅を 納めし む。  」 -ト、 テ土ヲ  、ト、  ヌ  テキ ブ 

^^^-B 謂 賦稅平 者、 以， 無二 欺隱竊 據之姦 1 也、 所謂 靜二生 民 之 業-者、 以 ，無，1 歸授 取予之 烦-也 I 

おこ 1^ せられ  テ ノ ヌ セテ セバ レヌ ノ クシ ナ ル  モス  トツ  シヲ  シク テ 

て 死 I ふ 以ニ是 數者ー 合 而證レ 之、 其理可 レ見、 而蔡澤 之 言 尤爲ニ 明白； 且 先王 疆 n 理 天下- 均 以 

(二) 醫時 フー-一一 ノ  リリ  キプ シ 二 ゲバ  ヌ や ツチ 一一 シ 

iSff ジ入昭 ！？？ 予炱、 故 其 田 間 之 道 有：^ 經有 レ緯、 不ぃ 得：， 無レ 法、 若 秦旣除 M 井 授之制 I 矣、 則隨 k 爲 

の.^.!.. -相 と- 6^ る、  ト. ッテ ニシト  ク  ルナ ラ  ゾ ズシモ リノ  ヌ  チン テ，， ト、 

綱1^^}9と|§す レ田、 隨レ田 爲レ路 * 尖斜 屈曲 無レ所 レ不レ 可、 叉何必 取 二 其 東西南北 之 正 1 以爲 ニ^ 


而後 可，， 一 以通二 往來, 哉、 此又以 二 物情 事理 I 推， 之、 而 益 見， 1 其說之 無， 疑 者； 或乃以 

世獨 有， 陌之 名； 而疑 i ハ出ニ 於 秦之所 i、 殊不， 知 T 秦之 所， 開、 亦せ ノハ曠 僻 テ而非 二通 

-ー ナルヲ  グ ンバノ  シテ 二  十ル  -ー  チ  Ik  ク セン ャレヲ  ダズ. V  ン テン ヲ 

路 1 者 上 耳、 若 下 其 適 二 當衝要 一而 便 * 於往來 h 則 亦豈得 而盡廢 レ之 哉、 但必稍 侵 iT 削 之； 

不二 復 使,， 如 二 先王 之舊ー 耳、 或 者又以 T 董仲舒 言 idn 田 者 連 二 阡陌； 而請. - 限 二 民 之 名 田； 4, 一 

ハル ヲ  -1  レ  ンフ  ハ  一一 シテ  スルヲ  ヌ  リテハ 

田 制 之 壌 由， 1 於^ 陌； 此亦非 也、 蓋 f 富者 一 家 兼 TT 有 千 夫 百 夫 之 田 1 耳、 至 1, 於 所謂 

ハ  クシ テ  リト イフニ  テ  ヲ  フシ リノ  二  ルマダ 

商 .sr 無， 1 農夫 之 苦； 有 * 阡陌 之得ハ 亦. 以ニ千 夫 百 夫之牧 1 而言、 蓋當， 1 是時； 去 レ古未 

カラ ノ ホ " テ シテ モ ポリ キ カン • カフ  フー 一 ノ  チリ シ八  シテ  ス ルレ ヲ 

レ遠、 此名尙 在、 而 f 返 跡猶有 二 可い 者； 顧 一 時 君臣、 乃 不レ能 3 推尋 講究 而修 n 復 之 1 耳、 

ンャ カラ ム 01 一) 

豈不 A 可， 惜也 哉。  / 

愚案ず るに、 吁陌の 說.' 朱 子 これ を辨 ずる こと 詳也。 ^陌は 縦横 往來之 小徑、 田 間 

之 道 也。 井田 は 一 夫 百 畝 を 以てさ かひと して、 百 畝の 四方に 水道 を やり、 其の 經界尤 

も 正し。 泰に 至りて 田 貢 甚だ 重く して、 尺寸の 地 も 亦 是れを 耕す に 至る。 ここにお い 

て 古 來の制 を やめ、 井田の 間にある 處の田 間の 道 を ことん， \ く 田 中に 切入れ あらき? f 

りて、 古へ 百 敏の田 を も 中に ほそき 道 をい くす ぢも： Iz: けたる 也。 凡そ 百 敏の田 は 六尺 

のゃソ 一 萬 也。 古法 このめぐ りに 道 を 付けて 往來を 利し、 道の 外に 水道 あり。 此の 道 を 
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やぶる の ゆ ゑに- 百 畝の EH に 小. 碑： を 多く 縱横 せしめ ざれば 田屮の 水利 不に 且、 是れ不 

レ得， 已也。 然 れば秦 の^ 附は、 今 田 間の 畛を 千お にして、 井 m の經界 なから しむる の 

心と 可, 云 也。 古 來は田 問の 道を少 くして、 ケは田 間の 畛を 多くす。 是れ 井田 行 はろ る 

と不， 行 とに る こと 也。 朱 子、 盯附は 古の 制に して これ を始 むる にあらず、 秦に 

至りて 旰 陌を棄 てた る 也と い へ る、 其の 說 尤も 深し とい へ ども、 井 ffl 破 るるとき は經 

シ カラ ， 

界不レ 正 して、 地に したが ひ 水の 流に W りて 田 間の 小徑干 w に縱橫 せし むる こと、 是 

れ不レ 得 レ已の 勢 也。 ここ を 以て 一 K へば、 秦の 井田 を棄て 吓陌を ひらきし と；： ムふ とも 其 

の 理可レ 有レ之 也。 秦錢ニ并阳ーと云ふ上は溝洫の^^；^ともにすたれる也。 叉 開 二 除叶陌 一と 

云 ふ は是れ 重言 也。 井田の 外に^に 溝洫封 疆の義 あるべ から ざれば、 廢ニ 井田 1 と！ ひ 

て阡陌 のす たれる 處明 也。 然れば 井田 廢せ るが ゆえに、 今の^ 附の田 路出來 て 經界不 

レ正 也。 是れ皆 且捷徑 の 政に して、 聖人 遠圖深 思の 道に あらざる 也。 その ゆ ゑ は、 

井田の 道の 付け やう は、 土地す たるに 似て 修覆 する こと 少く、 往來 自由にして 人馬に 

かま はず、 生長 妆藏に 其の 利 多く、 水 をた く はへ 水 を もらす こと- 水 早と もに 其の. 111： 

シ  マ- 乂  7  一！ ン ネクセ、 ソヲフ  一- 

由 宜し。 是れ正 一一 經界  ー4-,； 俊爭ー 時 ニ蒂： ^一 備ニ水 n: 人 まことに 永久 之 計 也。 へ t 疋れ を棄 


て 水路 をせば め 道路 をく づ して、 唯 だ 一 人 漸く 往來 する が 如きう ね 道 を 以て 經界 とす。 

是れ當 分 尺寸 の 地 を 耕して 其の 利 あるが 如く なれ ども、 人馬の 往來 不自由 にして 畔せ 

(低)  ル シカラ 

ばく ひきく して、 ややもすれば 破」 壞 して 修覆 やむ ときな く、 經 界不, 正 ゆ ゑに 爭論 日に 

起り、 水道 不」 止 ゆ ゑに 蓄^ を- M  くす る こと 不，. 能して 水 孕の 備不， 全 也。 水 H 千 あら ざ 

るの 年 は 利 あるに 似たり といへ ども、 水华 あるの 歲は田 傷 ひ 堤 やぶれて、 或は 永 荒に 

もて あそ 

至り、 或は 地に 水つ く。 是れ 眼前の 利潤 を んで、 始 あり 終 あるの 道に あらざる 也，^ 

}4 ー經界 一の 說、 甚だ 有 ニ其现 一也。 後世に 至りて 經 界不」 止 冈 循 する こと 久し。 然る を 今 

是れを 經界を 正す こと は 俄にして 難, 成の 間、 檢 地の 法 を詳 にして 民に 好 曲な からしめ， 

吏に 依；； E する 事 あらしめ ずして、 各.-民の所分の田產其の制正しからしめて^^今已後 

の 兼併 を やめ、 不足に して 養に あきたらざる をば 連々 本に か へらしむ る 如く 可，， 仕 也。 

而 して 檢地之 法、 民の 間 暇を考 へ、 奉行. 目 付 あり、 取 レ篙取 A 繩 あり、 i 二 地形； 

記 二 田地 作 主 名字- 示 I 者 あり、 算士 あり、 或は 堤 池 河水 を 限り、 或は 限 二 林 叢 在家 一て 

立， r:^ 示.； 或は 四方 三方 各. i ハの 地の 形に 隨っ て 方圓 曲直 銳を考 へて 其の 坪數を はか 

り、 詳に 其の 作 主の 名字 を 記さし む、 并に 作る 所の 田產何 ほどと テク 4 こと を あら はさ 
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しむ。 其の 所， 記の 紙 札 を 細 竹に 挾んで、 其の 田 a2 に 立て これ を驗 しとす。 而 して 算 

者 其の 圖を考 へて 其の！： を 計りて、 田 間の 道縱橫 の處、 或は 池 代 或は 森林、 祝 二佛神 I 

之 地 皆除レ 之。 如， 此相 はかりて、 大 繩の撿 帳と、 百姓 所 二 書 出 一の 礼と、 今檢 地す る 所 

の 帳、 三つながら 相 合せて 其の 實否 を：^ 明して、 百姓 所， 占の 田 產有餘 不足 を 明に し 

て、 年 を 追うて 是れを 均しから しめ、 强 民の 押 領を とどめ、 富 民の 兼 井 を やめし むる 

也。 古今 撿地繩 打の 法 は W 姓の 所， 苦 也と す。 是れ 其の 本意た がふ ゆ ゑ 也。 世の 撿地 

は 唯 だ 地 を 打ちつ めて 田 赋の高 を 多く せんと 云 ふ を 以て 本と す。 是れ民 を 苦しめん と 

云 ふ を 以てす。 故に 繩 打の 間、 其の 役人 悉く 百姓の 養に して、 奉行 酒 食 珍味に あき、 

僕 從利を ほしいままに 十。 ここ を 以て 百姓の 費 尤も 大也。 且つ又 百姓 奸曲を かまへ て、 

賠赂を 以て 其の 地の 廣狹を 私し、 上中下の 田を僞 らしむ。 如, 此の こと 皆撿 地の 弊 也。 

撿地は 後世の 正 二 經界, の 法に して、 却って 其の 法 不レ正 ば經界 をみ だるに 到る 也。 經 

界を 正す を 以て 本と せんとた らば、 是れ 等の 弊 を 計りて 田 產の制 を 明に し、 民に 隱： E 

の 私な く、 其の 風俗 を 正し、 民に 常の 產 あらしむ る を 以て 本と すべき 也。 

次に 水利 之 事 あり。 農 田 は 水利 を不， 得して は不， 成 ゆ ゑに、 古來 尤も 重 ， 之 也。 是 


れ溝洫 井田の 制 也。 井田 は 本と 井に よって 田つ くる、 是れを 井田と 云へ り。 然れ ども 

かんばつ  ル シ カーフ 

水道 を 利せ ざる 時 は、 水災 早魃に 其の 自由 不， 宜を 以て、 溝 洫の制 ある 也。 抑.' 溝洫の 

制と 云 ふ は、 一夫 所 レ受の 田 百 畝 也。 畝 は 縱橫百 歩に して、 其の 內に步 數ー萬 あり、 

面して 一 畝に 三畎 あり。 一 畝 は 方十步 にして、 內に百 坪 ある を 以て 畝と 云 ふ 也。 是れ 

を 長く して、 縦の 長さ 百步、 横の はば 一 步、 是れ百 畝の 田の 制 也。 しかるに 百姓の 所 

ス すき 

レ 耕の 耜は、 其の 廣さ 五寸の もの 也。 二人 相 並んで 耕して 其 の^はば 一 尺 也。 ゆ ゑに 

地に 入る こと 又 一尺、 ひろさ 一尺に 田 をうな ふ を 以て、 六尺の 步に 三の 名 ありて、 以 

ろ 5 

上 了 畝 三缺と 云へ り。 三 畎三墻 各.^ 廣さ 一尺と 云 ふ は是れ 也。 田 5® を 耕して うねつ く 

るの 法、 是れを 以て 本と す。 是れ 則ち 溝洫の 起る 所 也。 その ゆ ゑ は、 うねと りくろ を 

つくる を 以て、 一 畝の 間に 雨水の たまらず して、 此の 畎に 落ちて 水道た る ゆ ゑん 也。 

百 畝の 問 悉く 如レ此 して、 其の 兩 端に 遂 あり。 遂は廣 さ 二 尺 深さ 二 尺の 水道 也。 井 地 

の 內の田 は、 首 は 皆 遂を用 ひて、 井 地の 外に 溝 あり、 是れを 井 間の 溝と： ぶふ。 溝は廣 

さ 四 尺 深さ 四 尺の 水道 也。 井 地方 十 を 並べて 是れを 成と； ぶふ。 井 は 其の 方 一 単： なれば 

十 単； を 以て 成と 云 ふ。 成の (に) 洫 あり、 廣さ 八：：，、 深さ 八 尺の 水道 也。 方 百 里 を 同と 

君せ」 五 民政  一一 一 一 t 
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云 ふ、 是れ成 を 十 かさねた る 也。 M の 間に 治 あり、 廣 さニ尋 深さ ニ仪の 水道 也。 

^^ょり川に至らしむる也。 凡そ 田 間の 水道、 橫を遂 と 云 ひ縱を 溝と 云 ふ 也。 ^の 水 は 

まに 入り， 洫の水 は^に 入る。 洫は橫にして：^！-は縱也、 縦横 大概 共の 廣さ 伥 する 也。 

是れ 水の 勢を考 へて、 水少 きとき は 留めて 田に 是れを かけ、 水 あまる とき は 切りて こ 

れを 落し、 霖 雨水 災 ありと も、 水よ く 相 除きて 災を なすに 至らし め まじき ため ：a。 古 

來 ri- を あつめて 井 を 穿ちて、 其の 田に 其の 所の 水利 を與 へて 水 論 を やめ、 洫を詳 に 

L て 水 早の 備を なす 事、 其の！^ 尤も 深し。 後世に 至りて、 井田の 制 やぶれ， 1 洫の 法す 

(耕) 

たれる が ゆ ゑ， 尺寸の 地 も ハサって 田が へす。 この ゆ ゑに 备.^ 水利 を r<^:; せず して、 少 

しの 水 を 多くの 田に かくる が ゆ ゑ、 ややもすれば 水 論 出 來て鬪 ^やむ ことなし。 溝：^ 

の考 あらず して、 水道 をせば め 田を廣 くす る を 以 て 、 謀雨數 日に 及 ベ ば 、 秋 涼 を 不 

レ 待して 田に 水災 あり。 後世 は 專ら阈 中の 河水 を 以て 水利と す。 各.' 其の 地勢 を 計り 

て 小 溝 をう がちて 水 を 通じ、 小 溝より 大 溝に 至りて つ ひに 河 海に 落し、 孝行 を 撰んで 

ただ  か はよ け 

其の 閉塞 を糾 し、 時を考 へて 巡察せ しめ、 其の 地に よって 堤 川 除 を かまへ しめば * 水 

利 常に 全くして 水；、 火更 に 至るべからざる 也。 孔子 夏の^ を 稱美ぁ つて、 卑， 一宮-: せ： ！ 而盡 一一 


力 乎 il 洫 1 たまへ りとの 玉 ふ は、 正 ニ經界 1 備， ネ 一の 事 をの 玉へ る 也。 周禮 に、 凡溝必 

因 二 水勢 一 防 必因ニ 地勢 1 といへ り。 溝 あるとき は 必ず 堤防^, 有。 溝 は 水の 勢を考 へて 

其の 道 を 付け、 堤 は 其の 所の 地形 を はかって 其の 用 を 可レ考 とい へ る こと 也。 水利の 說 

.  ルヂ  ニス 牛 ジン ハル  ヲソ ムルヲ 百-ぬ 二 リ ス中 

此の 兩條 を不, 出 也。 其の 味 尤も 深し。 周禮、 遂人 掌 一一 邦 之 野； 凡 治, 野、 夫 間 有， 遂、 

ノ  -ー  リ ャ 喊 一一 リ ノー- リ 萬 就 一一 リ ノー I リト 十 萬. =g リ ノ  -ーリ 

遂ヒ 有：， 徑、 十 夫 有，. t,  ^上 有：， 畛、 百 夫 有し ま、 洫上 有い 涂、 千 夫 有 上 有， 道、 

百お 欽 リノ-一  リ テス 一一  ソ テ 二 

萬 夫 有， 川、 川上 有， 路， 以達 ニ于畿 一と 云 ふ は、 野外 山^ 藪澤 の處， 隨， 地 £ を かまへ 

て溝洫 をな す 事、 其の 廣狹 如レ此 なる， べき こと を 云 へ り。 路の 下に 水道 を かまへ、 水 

道の 下に 田 をつ くる、 是れ 定法 也。 又稻 人掌& 、下 美れ II 以， g 畜， 水、 

チ フム ヲ  ，-テ フク クへヲ 1  . -尸 ヲシ クシ ヌ J,  テ  /ト ドメ ヲ  テ ヲ 

以. 防止. 水- B^.00^^d 以レ遂 均 レ水、 以レ 列舍レ 水、 ssap 以. 检 

&夕 水、 匿 -陀人 爲ニ溝 ま； gtil5^ 廣 五寸、 1 一 耜爲. 稱、 一 耦 之-伐い 廣尺深 尺、 ^, 

レヲ ケント メハシ 二 ナ  ナ  フ レヲト  ヲ スト ノ ナ  ナ 

之 陈ー 田 首 倍， 之、 廣ニ尺 深 二 尺、 謂， 1之 遂； 九 夫爲， 井、 井 間 廣四尺 深 §1 尺、 

マレ ヲト  ヲ スト  ノナ  サ  フ レヲト  ヲ スト  ノサ  サ 

謂 二 之 溝； 方 十 5^: 爲 A 成、 成 間 廣八尺 深 八 尺、 謂， 一之 洫； 方 百 里爲, 同、 同 間 廣ニ尋 深 二 

フレヲ トラス  二. 5,1、  TJ  スノヲ ti  -  ソ  ズリ 

化、 謂 二 之 泡； 專達二 於 川； 115 レ n? 各 載 二 其 名 一 、"從 凡， 大下之 地勢、 兩山之 間 必有レ 川 

n'. 大川之 上 必有レ 涂焉、 凡溝必 ！：， 一水 勢；. 防必 En 地勢 1 云々。 是れを 以て 上古の 制 法 

_ 君 道 五 民政  一二 1 九 
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キ フ  シ カラ 

を 可レ考 也。 末代に おいて 溝 洫の制 不，； 止と いへ ども、 農 田に 水利な くんば あるべ から 

ざる ゆ ゑ- 川 澤の勢 を考へ 地形の 髙下 をつ もりて、 或は 谷に 堤 を まう けて 水 をた たへ、 

或は 器 を 以て 高原に 水 を あげし む。 ここにお いて 水利 i.^ だ 行 はれ、 民 田.： ：2 を あらき は 

り、 國 家の 益 大也。 其の 計、 水久 に不レ 及と. K へど も、 其の 利大 にして 害少 きこと は、 

人君 民 を 養 ふの 道 なれば、 其の 地 利水 勢に 內 りて 古制 を 較量して、 猶ほ 謀の 永久にし 

て 民の 害な からし めんこと を 可レ計 也。 丘文莊 曰、 井田之制雖レ不，.H^行、 而^: g 之 制 

チ  カラス  シル カラミ テノ  11  ズソ  ク. y ント  ノ  ノミ 

. 則不 A 可 A 廢、 但不， 可 T 泥 二 其 陣迹； 必欲 々如 乙 古人 之 制 S 爾 云々。 

ッ  7  あ ひち か  い- 5 ひ 

次に 立 一一；^ 伍 之 制, と 云へ り。 什 伍の 制と；： ァ T ふ は、 -P 相 近く 居り S 和と もに 耕す の 民 

、 •  ノ  $  (紐)  二)  ナヒ  ケ  ケ 

^-^ を 手 組して、 伍 人 を 一 にくみ 什 人 を 一 にいた して、 出入 相 友、 守 望 相 助、 病疾 相扶、 

Ij:^ に 出 _,っ 

大禮相 共に して、 互に みちびき ともに 敎 へて、 風俗 を ひとしく し 仁 厚 を むつまじ くす。 

是れを 什 伍の 制と 云 ふ 也。 民 をして 如 レ此什 伍 あらしむ ると き は、 敎導 する こと 通じ 

やすく， 法令 能く ぁづ かり、 盜賊奸 曲 糾明す る こと 安く、 力役 軍 赋の制 次第に 明 也。 

是以 先王 制 n 六 鄕六遂 之 法； 所 持 其 民, &,, 之 綱： 使 ゆ 其 鄰比相 保 愛- 賞罰 相延 

及ハ 故 出入 存亡， 减 否 逆順、 可 二 得 而，^ 〕 一也と 云へ る は是れ 也。 されば 周禮 曰、 大司徒 


シ  メ  に  二  メレ ヲズテ 、ノノ ムル. N シテヲ シ卜シ .K レヌ ズ タ  ヲ 

施 n 教法 于邦國 g 都鄙； § 使ュ之 各 以敎ニ 其 所レ治 民； 令 五家 爲， 比、 使，, 之 相 保； 五 比 

爲レ 問、 使， rN 相受； 四 問爲， 族、 使 M 之 相 葬； 五 族爲に C 使， 一之 相 救； 五 黨爲， 州、 

0 後？， 使 一一 之 相 欄 一 五州 爲レ 鄕、 使 二 之 相-がー |ぉ遂ー百％#内ぜハ麵^ぼ、遂人掌き之^ 以 一一 土地 

之圖！ 經 1 一田 野 1 造ニ縣 鄙； 形體之 法、 五家 爲， 郯、 五 鄰爲， 里、 四 里爲， 酆>  五 酆爲， 鄙、 

ヲシト  ヲス ス牛ト ニー 一) リ  人 fi- ； スん f,  C レ 7 

(---) i 地 五 鄙 爲レ縣 * 五縣爲 レ遂、 皆 有 二 地域； 溝 二 レメ樹 ルォ之 一と 云々。 周の 什 伍の 制 也。 

{lull" 5^ 遂ス 

I」 纏れ? 之 有 I, 畿內幾 外に^り て 汁 化の 名 はか はると 云 へど も， 其の 法 皆 五家 を 以て 一組と して、 廿 

と あり、 同き， 3 

たれ ども 讀方 五家より 萬 二 千 五百家に 至る。 而 して 五家に 長 ありて 各.^ 其の 能 否 奸曲を 正さし むる 

§ す 

ゆ ゑに、 民間に 游手豪 暴の あぶれ ものな く、 敎， 浙 つねに 詳 にして 風俗 自然にす なほ. ：3。 

軍旅の 制 あるとき は、 一家に 一人 を 出して 則ち 五 人 を 伍と し、 五 伍を兩 とし、 四兩を 

卒 とし、 五卒を 旅と し、 五 旅を師 とし、 五師を 軍と する に 至る。 是れ又 五 人より 一 萬 

二 千 五 百 人に 至る 也。 比隣 各 I 五家に して、 軍に は是れ より 出 づる兵 を 伍と 云 ひ、 ^ 

単： 各  >廿 五家の 名に して、 軍に は是れ より 出 づる兵 を 兩と云 ひ、 旅酆各  >  百 家に して、 

！ 単に は是れ より 出 づる兵 を 卒とー K ひ、 黨鄙各 I 五 ，ぼ 家に して、 軍に は是れ より 出づる 

兵 を 旅と 云 ひ、 州縣各 ニー 千 五百家に して、 軍に は是れ より 出 づる兵 を 師と云 ひ， 鄕 

君 道 五 民政  一二 ニー 
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一  萬 二 干 五 百 家 に し て 、 軍 に は 是 れ よ り 出 づ る 兵 を 軍 と 云 ふ 。 如 ， 此 に 什 ^ の 制 

(缺〕 (冗 力) 

正しき とき は， 诒亂 ともに 民の 用 相 通じて 聊か かくる る處 なし。 是れは 周の 制 也。 人 

をく むこと 必ず. h- に不」 I 、世々 に 丙り て 其の 制 か はり 多し。 黄 帝 井田の 法 を 立て 玉 ふ 

とき は、 井 一 爲」 郯、 隣 三爲， 朋、 朋 三爲レ 5-、  M 五 爲レ邑 • 邑 十爲レ 都、 都十爲 レ師、 師 

七爲レ 州、 迄 一一 乎 复殷ー この 制 を 用 ひたり 。しか 管 仲、 郊內以 二 五家 一 爲：， 軌、 軌十 $is-、 里 

四爲， 連、 連 十爲. 鄉、 鄕 五爲, 師、 闽 內 十五 鄉、 c:, 五： やに 師、 郊外 則 三十 家爲, 邑， 邑 

卜爲. 卒、 卒十爲 レ鄕、 鄕三爲 レ縣、 縣卜爲 レ屬， 屬有， 五、 自，， 五 至, 屬 * 各 有ニ宫 長； 以 

司， 一 其 事； 以 せ：； 二軍 政 1: お、 而 齊遂霸 たりと 也。. は以 nw: 戶 1 爲レ 1、 五 里 爲, 鄕、 四家爲 

レ鄰、 三 家爲, 保， 在 ニ邑居 ー者爲 レ坊、 在 二 田野 一 者 ー爲レ 村、 其村滿 二百 家 1 增ニ盧 一人； 同 二 

坊正； 其 村 居如滿 二十 家, 者、 t 滋 人大 村； 不」 須： •： 別 置， 一村 正 1 云々。 是れ 各.' 其の 時に 

從 つて 損益す といへ ども- 件 仏の 手 分 をな さ ざれば 民に 制な きが ゆ ゑ、 法令 通 ぜず風 

俗 一 ならず して、 奸民 盗賊の がれて 此の 中に 入りて、 . ^々や 逸 心 競 ひ 生じ， 僞端 並び 作 

る 處の本 也。 必ずしも 古来の 制 法の 如くなら ずと も、 人君 ここにお いて 心を盡 し、 仏 

より 十 干に 及ぶ まで 各. - 其の 制を詳 にし、 铜目 明に して 大を If て 用に や 十く. 小 を 


以て 具にす るに 利 あらしめ て * 民 互に 相 親しん Z 相 救うて、 iBA 難好樂 をと もに し *  ^官 

能く 敎戒 して 風俗 を 正し、 親， 親と して 賢 を 賢と せしめば、 年を經 てつ ひに 民俗 正し 

く、 古の 學校 のまう けに 異なるべからざる 也。 民に 盜賊奸 曲 ある こと * 必ず 其の 黨ぁ 

るが ゆ ゑ 也。 ；^; ^之 制 如， 此 とき は、 奸 民^く にかくれ、 たれ を黨 とすべき や。 尤も 可 

レ味 也。  . 

.TV に 戏ニ游 手！ と 云へ り。 游 手と 云 ふは游 民の こと 也。 游民は 田產を 持ちたがら 其の 

いとなみに 惰り て 事 をつ とめざる を 一： 〈ふ 也。 或は 民 百姓の 子弟 田產 なくして 常に 游行 

して： n を 費す を も；； ム へり。. 各.' 所の つ ひえに して、 其の 末々 は必 ず 盜賊奸 曲す る に 至 

朱，. 十 孟子 注  クル 

るべ ければ、 是 れを戏 むる にあり。 古 は 田 ほ £ 皆 君に あり、 故に 民 年 十六に して 別に 受 

レ S 二十 五」 畝 也， 俟， ー其壯 有-, &r 然 後更受 二百 敏之田 一とい へり。 前 漢書 食貨 志に 民 

一. メ ク , - 一一 ヘシ フ  ハノ フ  ハノ ズル  ハノ 

年 二十 受， £、 六十 レ田、 七十 以上 上 所， 養 也、 十 歳 以下 上 所つ 長 也， 十一 以上 上 所 

レ强 也囊レ % と：： みへ り。 然れば 民の 子 十歲已 上の もの は、 其の 名主 • 庄屋 相 あらため、 

そ の 父に ただし その 相 應の事 を 命ず。 如レ此 とき は 民 各. -產 業あって 游民ぁ る ベ か ら 

ざる 也。 i 右し 其の 間に 游民 あらば、 伍々 の 組と して 是れを 改めて 敎戒 し、 敎戒 久しく 

^道に 一！；  ニー！ 一 
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して 不」 已 とき は、 則ち 是れを 所の きも 入 • 名主 ..iii 屋に相 ことわり、 奉行に 吿し てこ 

れを戒 しめしむ る 法 也。 凡そ 田產の 制、 一 民業に 怠れば 一 民飢 をう くる こと 定まれる 

ことわり 也。 1: に 米穀 其の 價高 直なる こと は、 游手游 民 多くして 米穀 を 食 ひつぶ す も 

のの 多ければ 也。 然れば 所の t 民 を あらだめ 是 れを戒 むる こと 田 産の 制 也。 周 禮大宰 

の 嚴に問 民と- K ふ あり、 是れは 無，^ 職して 人に やと はれつ か はるる もの 也。 人に やと 

(一一 に 

はれて 其の 日の あた ひ をと りて これ を產 業と する は游 民に は あらざる 也。 程 顔 曰、 古 

者 四民 各 有， 1 常 職； 而農者 居， 一十 八 九.； 故 衣食 易 レ足、 而民 無，； 所 二 困苦； 後世 浮 民 多矣、 

游手 不レ可 ユ^ 度； 觀ニ其 促 辛苦 孤 貧 疾病、 變作詐 巧 以自求 生、 而 常不， 足ニ以 生； 

日 益 歳滋、 久 將何 若、 事已 極、 非 二 聚人能 變而ー ゆ， 之、 則 何以免 レ患、 豈 可.^ 謂 

,無」>s^ー奈何； 而已 .：哉、 此宜ぁ リレ古 麥レ 今、 均 レ多恤 .甚、 渐爲ニ 之 業 一 4 救 4. 之 耳。 

ベ キ  - 

次に 田 器の あり。 田 器 は 人力 をつ ひやす こと を少 くして 其の 功大なる こと をな す 

こと * 器に あらず して は 難：， 調 也。 然れば 牛馬 を 以て 人力に か へ、 器械 を 巧に して 其 

( 三 ) 一一，、 ク  テフ  ヲニク 

の 土地に 利 あらしむ る 事、 古今の 通例 也。 山海 經曰、 i:r 投之孫 叔均始 敎ー 1 牛 耕 一 注 曰、 

フル リ V.  V テ タケ ライン 卜 フ スキ， -  (n)  ノ  (ク  クフ フル ハヌ ムト武 帝 HB 

用， 一 牛 ，一也， 後改 名 一一 来賴ー 曰, 華と い へ り。 石林莫 氏 日、 世 多言、 耕 用 A 牛始 ニ漢趙 


ョ" ォモ ヘラ々 (五) 二 シ ヲ リ 二  七-ふ キン スト キニ  シ ジ  メ ハル テ や  二、」、 1 

20  過； 以爲易 服レ 牛乘, 馬、 引， 重 致， 遠、 牛馬 之 用 蓋 同、 初 不二 以耕 一也、 故^ 山^ 林 

^n-.es^p  テ ムルプ マべ フン テノ  ゾ  シル ブー 一  ノダ ズシモ 1 フ  ノ 

00^  _ 之 事、 武王以 休 レ兵並 言、 而 周官、 凡 曲 _s 無， 有，！ 及， 牛 者； 此理 未ニ必 然ー 孔子 弟 

なり  子 冉怕牛 • 司 馬 牛 皆名レ 耕、 若 非, 用 二 於 耕； 則 何 取， 一 於 牛 一 乎、 漢書 超過 傳但 云、 畝 五 頃 

(六) 前 出 一  , 

^rfm 用 二 耦耕ニ 牛 三人 一 其 後 民 或 苦， 少， 牛、 平 都 令 光 乃 敎，過、 以乂敕 -犁、 由， 是 一ず 之 

£,•13 第 章に  ン ハ (耦) シテ スキセ  ジテ リリ ハフ ト 一一 ヒ 7 一一  フ 7  一一-一  レガ ス ルノヌ  ル 

J 楚 牛の 子 も 蓋 古 耕 而不， 舉、 後世 變 爲二攀 法； 耦用， 人 華 用， 牛、 過 特爲， 之 增ニ損 其數ー 耳、 非 二 

ネ ^ 

^くして 91 つ  フル ハヌリ  マル 二  一： ジ テフ レヲ  ハフ (七」  ヌチ  ヨリ 二 

角なら ば、 用 用 レ牛自 レ過始 一也、 與， 寧 皆 耕 事、 故 通 言， 之、 孔子 言， 一 攀牛之 子 一則 孔子 之 時 固 ヒ 

ふる 勿らん と 

I 財 i«  r し 用レ牵 云々。 古より 牛 を 用 ひて 田 を 耕す に 利 ある こと 也。 牛馬 各.' 其の 所の 1^ 多き を 用 

も舍 てん や」  く は ナき らい；  くわ，、 ノ  .> 小ルノ  -- 

if ふる 也。 田 器 多き が 中に 鎪-菌 ••ii を 以て 大要と す。 錢は居 縛 切、 劚， 田 器 也： 闹雅 

、？ -,^ フ レヲ チヤ クシ 十 ク卜  シ  プ、 ルニ ヲ ヒテ テル 7 ゾ  7 パレ ヲ  " 

さ? M 肚 謂 二 之 鐯 研 一也、 蓋 農家 開二翮 地 土； 用 以劚 J 巟、 凡 田園 山野 之 間、 用， 之 者 叉 有， 一湖 

t いふ。 少に  メ  ヲフ  ハ fc. 一 、- (八)  へク  ノ クタ 

して i 、古 狹 大小 之 分； 然總名 曰 レ鑕、 函 I. お 額 師古曰 鍬 也、 所 ニ以開 r 渠者 とい へり。 来 紀 は是れ 

訓の擧 に 詳し。  お 

又 古の すき 也。 是れ 等の 田 器、 農具の ト： 也。 俱し制 法 所に よって 替れ り。 屮 にも 鏝 は 

五 t 一  を 考定し 

て その 傳 習の 民 常に 取りて 田 畠 を 耕す もの なれば、 輕重 大小 尤も 其の 制 あり。 地の 位に より 民の 力 

訛 も 正し、 漢 

^M^^ を はかりて 其の 制を詳 にす る こと 古の 法 也。 民 田 器 を おろそか にして、 是れを 用ひ是 

る  (置)  シ ル  カラ 

れを おくに 其の 節 を 失 ふとき は、 この 民 必ず 田產を 心と せざる と 可 t 知。 農 器 不レ冗 利 

君 道 五 民政  n ニー 五 
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あら ざれば、 勞 すと 云へ ども 無い 功也。 故に 吏 常に 巡行して 田 器 を 利 あらしめ 是れを 

敎戒 せし むる こと、 民 を 教育 (する) の 一 也。 農 田 叉 器械 用具の そな へ あらかじめ 不 

レ 詳して は、 力役す る こと 多くして、 其の 利 をうる こと まれ 也。 この ゆ ゑに 田 器の 利 

を 論ずる 也。 耕作の 器械 詳に 三才 阖會に 出， 之、 よく 考へ はかりて 可， 制， 之 也。 

次に 屋宅 種藝 のこと あり。 ；： ムふ心 は、 民の 屋宅は 田に 近き を 以て 利と する 也。 (水屋 

の 制、 五家 鄰里 相と もに 助けて 其の 米穀の 制に 利 あるが 如くなら しむ。 四^ 或 は^を 

用 ひ 或は 五穀のから を 以てして、 速に 出來 せし むる をよ しとす。 やね 幷に 拄を强 くす 

風雨の 難 をの がれし めんがた め 也。 種藝の 事、 宅地の 四方 各. -桑を 以てし 樹木 を ククく 

す。 其の 所, 受の白 田園 圃皆桑 麻 漆 猪の 類 を 以てして、 聊か { 仝 地 あらしむべからず" 

そ 樹木 野菜 皆 其 の 土地に 宜しき あり。 然れば 土地に 所レ 生の 草木の 其の さか ゆ る を 

考 へて、 其れに 相應の 樹木 野菜 をう ゑて、 食の たすけ 家産の 餘慶 とする 也。 其の 土地 

都 城に 近き とき は、 瓜 茄子 等の 野菜、 栗 柿 等の 果實、 其の あた ひ 尤も 重く して 田產に 

比すべし。 況ゃ 樹木 は 節を考 へて これ を 植ゑ培 ふとき は、 其の 生長す る こと 居ながら 

にして 可レ 待、 葉 を ひろ ひ 枝 を 折りて 薪と し、 野菜 を 取りて 食の かてと する こと、 小 


す 鈴 知し 或 頃く り 鴛香年 神 略つ こ i 池 賜 贯に冗 略：: 
にれ 給 はよ^  、の 達 二 培 ：人 じと せ を ひも '巧 弘^ 
は ざ ひそり 神 狭み の 月 池 長 見し 築て 大新廿 仁 
見れ しの あ 天 山 見 池の 、三日 ゆめく  、和装 日 十日 
當 どや 條り皇 はえの 山 同年 本 給の 盆國一 の ra 本 
ら記も 覆、 の 古た 開城 八の 紀 ふ 料 田に 百 條年紀 


民の やした ひなれば、 屋 宅種藝 を專ら とする 也。 周 禮大司 徒， 頒ニ職 事 于邦國 都，^; 

シム テス スメ  二  二 ハク  二 ハク  ゲテ  一一  ハク  ゥ ウル-一 レニ 

使, 一一 以登ニ 萬 民 一 一 曰 稼穡、 二 曰樹藝 とい へり。 孟子 吿ニ梁 惠王ー 曰、 五 畝 之 宅、 樹 レ之 

テセバ ヲ  ノ  シ テル ヲ  ク ティ ヤシ ナヒ クバ フノヲ  ノ  ン テフヲ 

以 レ 桑" 五十 者 可 ニ以衣 V 帛矣、 鶴 豚狗. ^之 畜 無 X 失 二 其 時 一 七十 者 可 n 以食. A 肉矣 云々。 

古 は 五 畝 之 宅 一夫の 所レ受 にして、 二 畝 半 は在レ 田、 二 畝 半 は 在， 邑、 田 中不レ 得レ有 

レぁ、 故に 於 二 墻下ー 植レ桑 4 供 レ蠶と 云へ る はこの 事 也。 種藝の 事不レ 可， 輕 なり。 以上 

田 產の制 其の 大概 也。 案ずる に、 本朝 給 二 口分田 一の 制 あり、 男 二 段、 ， ^減， I 三分 之 一 一 

llf 段、 m 十 IfesI 纖 一」、 是れ田 產之制 也。 而 して 給 二 口分田 ー務 從， 一 便 近 ー不. 得 ニ隔越 1， とい 

へり。 其の 法 詳に田 令に 出づ。 給， 一 園 地 一 課 二 桑 漆 一事 あり。 螺峨. 谆和 帝、 益 田 *狹 山 

ハ  二う キ J よく 

の 池 を 築きて 農 田 水利の こと あり。 本朝 井田の 法不 レ被レ 行と いへ ども、 溝 洫の制 ま然 

に そな はり、 水利 尤も 宜しと い へ ども、 猶ほ 其の 制 法を詳 にして、 其の 古の 本意に 相 

かな はんこと を 思 ふに あるの み 也。 

三 八 民 戶を詳 にす 

師 論， i^, 一  民 之 生， 曰 はく、 民戶は 民數朴 に戶數 ：^。 大 下の 盛衰 治 亂彊弱 悉く 皆 
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庶民に あり。 國の政 正しく 敎育時 をうる とき は、 民生々 を 全くして * 各. -家室 を まう 

けて 其の 業を廣 む。 此の 故に 政 其の 道に 叶へ る 時 は、 民 多く 生 を 全くし 民戶 年々 に 多 

し。 是れ を倉& の 有：， 粟 府庫の 有， 財に 比. f せる 也〕 天下の 問の 人民 皆 其の 生 を 全くし 

て 其の 養 をうる こと は、 人君の 政に よるべき 也。 然れ ば先づ 年々 天下の 人民の 數 をし 

らべ、 其の 年に 出生す る處の 男女、 并に 死亡す る 所の 男. の數 きしる さしむべし。 是 

ル  (檢) 

れ國郡 所々 の 奉行 我が 所」 司 を 詳に相 改めて. 記し 置き、 三年に 一 虔大 下の 人口 を 合せ 

しるす。 ここに 於て 其の 年々 の 出生 十る と 死亡す ると を 比 校して、 民の 12 曰 を考 ふべ 

き 也。 而 して 其の 死亡す る處， 或は 病疾 或は^ 傷、 或は 罪 害.；^ は^ 死 あるべき なれば、 

詳に 其の 品 を 糾明して 其の 養 を 可レ全 也。 民 幼なる 間 は不. 能 二 自立； すでに 老いて は乂 

.{nl ら存 する こと 難し。 子細あって 時の 災難に あ ひ、 とぼしく 苦しみて 上へ 可 レ吿の やう 

もな き あり、 叉 類 親廣く 子孫 多くな りて 貧乏なる あり、 其の 身長 病 を わ づらひ 業 を 

遂げが たき あり。 此の 五 は 具に 糾明して 其の 養 を 上より 不レ 下ば、 必ず 死亡に 及ぶ の 所 

なり。 糾明す る こと 不レ 正ば、 又 其の 間に 奸曲 ある もの なれば、 是れを 明に ただして 至 

極す る 時 は、 必ず 奉行 奏して 其の 養 をう けしむ。 是れ 民の 生 を 全くして、 人君 民の 父 


レ カーフ 

母た る ゆ ゑん 也。 此の 養不レ 全ば、 被れ 等黨を かまへ 盜贼を 企て、 在々 にある 所の，： n 田お 

を おびやかし、 其の 民 を 害する に 至る こと あり。 然れば 五 民 を 養 ふ 時 は 富 民 自ら 安、 b 

か 也。 周 禮大司 徒- 以ニ保 息き 睡 六 1 養 二 萬 民； 一 曰 慈 レ幼、 二日 養.. 老、 三 曰 

V グニヲ  二へ クァ ハレム ヲ  二 ハク クス クヒノ  二 ハク ンズヲ 

振. k、l 四 曰 恤 レ貧、 ぎ 五日 寬レ疾 • 六日 安レ 富と 云 ふ は 此の こと 也。 而 して 古 は 

-ポ.；^^帝  ルヒ  リ  後 Jfssl 帝 

民の 女子 時 を 過ぎて 不, 嫁に は、 其の ゆ ゑん を 正して 有， 罪、 民の 婦人 懷赃 して 業に 

付く 事不レ 叶と き は、 必ず 其の 養 を 給 はる。 又 出生 十る 所の 嬰 兒に米 を 給うて、 其の 

養 を 全くせ しむる こと あり。 是れ 等の 事 皆 民の 生々 を 全く 十る の 道な り。 然れ ども 法 

の所レ 立不レ 明と き は、 却って 奸 曲の 事に なれる あり。 すべて 天下の 政事 若し 新に 立つ 

y、) 憲 1^1 處 あれば、 それに 其の 弊 相 並ぶ もの 也。 尤も. 也。 杜祐通 典 曰、 古 之爲， 理 也、 

こ ITJ.E.,- より、  リ  クル 二  ヲ  チシク スル キハノ ヲ  チリ  ミ リ  へ じ  ブリ  ト トノヒ 

i£ 經" i ぜ 在 於 周知 II 人數； 乃 均， 1 其 事 役； 則 庶功以 興、 國 富家 足、 敎從化 被、 風齊俗 一 

らる。 箸 ttl 多  レ リ 二 サイ レイ  ゼ ハイー フン  -フ ュ H  二  二 リテ  ンノヌ 

し  也、 夫然、 故災 沴不， 生、 俘 亂不， 起、 所以 周 官有 n 比 問 族 黨州鄕 縣遂之 制 (維 二 持 其 政 ( 

綱 n 紀其人 一 孟冬司 徒獻， 一民 數于 王； 王拜而 受レ 之、 其 敬，， 之 守， 之、 .1, 此 重 也- 及 M 

ゾムキ 二  スルニ ハク  ノ  ク  テレヲ シク  テ レヲ シク カン キ ク つ 

理道乖 版圖脫 漏； 人 如 二 鳥徵； 飛 走 草に 制、 家以， 之 乏、 國以， 之 貧、 ハ 4{ 九渐 興、 傾 

覆不， 悟、 斯 政之大 S ^者， 將 k 二 理平之 道； 非. 無 M あ 本 1 歟。 s£8if 晴 SI 
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萬.^ 之敦ー 云々、 歲 F 下 其 1* 生 T 及， 1 三年 I 火 比、 ま i2 數- お，， . ？寇 T 1? 寇及 ，孟 ス-- ,^ に，， nr- モヨ パ よ. 13 ^き  一 r^^r 

司， 人 一之 日 上、 其 數于王 T 上 拜受レ 之 于： 大呀 T 内 史^ 省冢 i*^ レ之以 贊，， 王 治？  ？^堂^2氏曰 rrtl 有 二？ 9:7^ ぷー 

言、 自， 古人 主 養， 民， ；ー.^ニ 千萬戶 1 則 止矣、 三代 以上 無二 經據 者； 兩漢 而後 誠 未レ有 

スグル モノ  二  (二) チ七シ レニ  ヘンク ヮ  一 一 シキ it- ハ クキ カウス  ノ ナ ラン ク ャムル  ノ 一一： ンパ /、 

レ溢ニ 於 一 千 萬戶ー 明皇 幾， 之矣、 繁夥 旣甚、 理復 應耗、 人力 所， I 能遏， 哉、 是以 数 

言 亦 然亦不 A 然也、 然 者以， 1 漢文 • 景1 而武 帝繼， 之、 以 II 隋 高祖 1 而^ 帝繼 t 之、 以 こ叨 

皇 1 而祿山 出焉、 不, 然者堯 • 舜 •  ^  • 啓 太平 凡 三百 餘年、 周 成 王 身 致 二 刑 措； 康 王- 

穆王 • 昭王嗣 守 二 不一 業； 太平 亦 二百 餘年、 豈與二 後世 中國 無事 之 時淺促 rN 比 や 然 

則 唐. 虞 • 夏 • 周 之 民豈. ij, 一 一  千 萬 戶而已 一哉、 養， 之 旣至、 敎 ， 之 又備- 無， 一 夭 札 症 

及 兵 革 殺戮 之禍； 父子 祖孫連 ニ數十 世, 爲二 太平 之 民； 王者 代， 大理 』 、於， 是爲』 r 

矣、 明皇享 レ國雖 レ久、 戶 ロ雖レ 多、 不レ 待レ易 レ世而 身 自毀レ 之、 比 二 禍亂稍 平； 幾 去 二 

其 あ； 徒 以下 內有ニ 一  楊 太 眞-外 有. 二 李 林 甫上而 I レ之、 嗚呼 可. 不. 監％  ¥ 一 fg5,isis- 丸 

？?? 難 l^u  一一  。案す るに、 民戶 多し といへ ども 用レ 之の ゆ.^ んを不 レ知時 は、 1： の 役 r 少 

なく 游民 多くして 却って 盗賊の 本たり。 世 久しく 太平に して 國に 干戈 を 用 ふること あ 

ウテ ヲ はんしし やうえん 

ら ざれば、 民人 逐 A 日蕃 熾昌衍 して、 米穀. 布 鳥獸. 野菜. 用器 • 家宅 • 田地. 山野 

ともに、 其の 爭ひ 取りて 商 買 利潤す る こと 古に 十倍す る もの 也。 然れば 天下の 戶 口の 


數を 計り、. 年 をへ て是れ をかん がへ 合せて、 其の 增減 する 所 を 以て 國 政の 可否 を 正す 

こと は、 是れ 民政の 大本 也。 而 して 民戶は 五家 を 以て 五人組と し、 或は 十 人 を 以て 一 

組と す。 男女 は三歲 以下 を爲レ 黄、 十六 以下 爲レ 小、 二十 以下 爲レ 中。 男 は： hi を爲， 丁， 

六十 ーを爲 レ老、 六十 六を爲 レ耆、 三等に 別ちて 科 を 定め、 是れを 以て 其の 年 序に 從っ 

て 其の 役 をな さしむ る 也。 1^11  し 之て 也。 本 次に 僧：^ 神人の 差別あって、 寺社の 方より 是 

れを 改め、 其の 僧尼 社 人と なる の 類、 私 を 以てせし めず、 必ず 奉行に 至りて 其の 下知 

を 受けし む。 奉行 詳 にあら ため、 無二 由緒 一して 僧尼 社 人と なること を 禁ず。 是れ國 に 

游民 あらしめ ざらん がた め 也。 次に 殘疾癥 疾篤疾 の もの あり。 凡そ 一 目 盲、 兩 耳，、 手 

足不. 得レ 用、 秀瘡ぁ つて 髮落 • 久？ i きき 、まま. 晡. 滑 • 下重^!?狼曰0§1 難 • 大瘦齓 ，sf 

これ を 殘疾と 云へ り。 かって 智惠 あらざる もの、 首 ふこと 不， 能瘂、 保 儒、 I 人 腰 かが 

らいび T,  _ --ん かん 

み 折れて 行步 ならず、 四 足 かたつ かた 折り そこねた る を 癥疾と 云 ふ 也。 镧病. 飯癎. 

うで  くわん くわ こどく 

狂人、 二の 支 折れ、 兩目 ともに めし ひたる を篤疾 とす。 幷に線 塞孤獨 貧^ 老廢の もの、 

是れ等 を詳に 記して 其の 養の 便 あるが 如くなら しむ。 次に 民 八十 以上に は 侍者 を 給 ふ。 

侍者 は 其のつ かふべき もの をえ らんで、 子孫の 內义は 近き 親類の 內 より 是れを 出さし 
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むる の 法 あり。 次に 民に 婚 嫁の 法 を 用 ひしむ。 男子 十五 女 は 十三より 婚姻 を ゆるす。 

女 をめ とる 事、 其の 父母の 命に 從 はしめ て不， 令， i}^, 禮- 婚姻の 禮相 定まる の 後： 二月 ま 

で無レ 故して 嫁 禮不レ 調ば、 女家改 嫁す る こと あり。 棄， 妻に 其の 法 あらしむ。！^ チ、 

に 民家 養子の 法 あり。 次に 一 戶の內 わかれて 刖戶 をな 十 こと、 中 男より ゆるし て^に 

かまど を 立てし む。 寡 妻妾， は 別戶を なすこと を 禁ずる 也。 刖戶 なりと 號 して 新に 帳に 

載す る 事、 皆 其の 五人組 證據人 を 正し、 はしり もの 又は 詐りを かくす こと あらん こと 

を 5^ 明す。 次に 戶各. ^五人組 ありて、 內 一 人 を 其の 長と する ゆ ゑに， 其の 內 非常の 奸 

人 あるか、 又は 遠 客來り 止まる の 類、 皆 五人組と して 改め. 止さし む。 若し 組の 內か， t 

落 あれば、 五人組と して 是れを 追 ひ 訪ねて 是れを 還す。 お、 の 不レ還 は 田 3£ を 五人組と 

して 分ち 作り て 其の 祖調を あぐ。 是れ 尋ね 出す 限りの 內 のこと 也。 ^り を 過 ぐれば W 

島 を 公に 還す 也。 戶內 にある 所の 民 かけ 落いた す 時 は、 其の 役 を 其の 戶內 にて つと 

め， 年限 を 定めて 公に 吿す 也。 次に 課役 を 出す 民 口 あり、 乂 課役 を不」 出 民 口 ある も 

の 也。 是 れを詳 にせ ざれば 必ず 奸曲 起る もの 也 U 尤も 可， 愼。 次に 民戶の 帳- 奉行 一 

一明に これ を 見て、 而後に 其の 帳 を 可 レ^ 也、 必ず 奸曲 ある もの 也。 其の 帳 一通 は 所 


に 留まり、 一通 は 其の 國の 太守に 止まり、 一通 は 是れを 天下の 奉行所に 送る 也。 三年 

に 一度 宛詳 にあら ため ざれば 其の 脫；！ 多き もの 也。 人に 有， 一死 生； 家に 有， I 興衰 一て、 貧 

者 富、 富者 貧、 榮枯 易， 地 もの なれば， 度々 に 糾明せ ずして、 或は 十 年 或はせ 年を以 

て 是れを 正さん とする 時 は、 其の 政 法 疎に して、 地 或 易 二 其 主人； 或 更ニ其 業； 民 口と 

もに 火に 變 ずる もの 也。 本朝の 戶令は 大概 唐の 開 元の 戶 令に 準 據す。 後世 民の 政に 志 

あるの 人君、 能く 古今 を^ ゆして 其の 宜に 可， 從也。 

三 九 新^種 藝を 促す 

師 嘗て 曰 はく、 懇 , 田 事 多くの 心得 あると 雖も、 唯 だ 人と 地と 水と 時と を 知る にあ 

る 也。 人と 云 ふは國 により 所に 由り て 人民 多き あり、 人民 多き 時 は 新田 を開發 せし む 

るに 利 あり。 地又廣 から ざれば 田 畠の 用を廣 くす る こと 不， 能、 水利 不レ宜 ば地廣 しと 

いへ ども 田 帛不レ 利な り。 時 又 其の 節に 不， 至ば 促， 之 難レ叶 もの 也。 世 久しく 太平に 

屬 じて 人民 次第に 增 長し、 米粟布^.£のぁたひ鳥獸野菜の商買古に十倍するを以て、 下 

民 愚 暗の 百姓、 子孫 を 養育な りが たき は 或は 是れを 僧： 神官に いたし、 或は 己れ が 身 
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渡世に 苦しみて 道心と 號 して 家業 をの がれて 世 をい となむ 輩 多き もの 也。 一民 業 をす 

つれば 一 民 必ず 娥 うるの 理 なる に， 人君 これ を 制する の 政な くんば * 國に游 民々 >  くし 

たかね 

て 次第に 米穀 布お の價 高直 たるべし。 是れ民 口の 法を詳 にせざる ゆ ゑ 也。 凡そ 天地 は 

唯 だ 生々 無 息の 理の みなれば、 人 多き とき は w 多く 出來、 人少 きとき は田少 く、 萬 民 

の有餘 不足に 從 つて 各. '生々 あるの み 也。 然るに 大 下に 游民游 手 多くして 新田 開發の 

功な く * 居な が ら食を くら ふ に 足れ る な ら ば 、 年 を 追う て 萬 物の あた ひ 古に ぼ 倍して 、 

小お 皆餓 李に： ャ- るべ し。 人君 は 民の 父母に して、 民を娥 死に 至らし めんこ と^だ 不仁 

之： ム. - なり。 ここ を 以て 案ずる に、 -大 下の 問の 人お を 校 量し、 其の 民 口 を 正して 游民を 

あつめ >  土地 水利 を はかって 新 W の 利 をな さし めんこと は 人君の 大德 也。 游民 次第に 

多く 耕す もの 少 きとき は、 つ ひに は 盗賊 53 來り その 末々 は兵亂 となり、 民の 生々 二度 

に^きて、 土 廣く民 少な かりし の 古に 可， 歸。 是れ大 運 循環の 道 也。^ し 當時ー 郡 一 1: 

の 太守 >  しひて 新田の 開發を 促して 利潤 を專ら とする こと 多し。 是れ又 右に 一 K ふ 所の 

3^ ソ あらざる ゆ ゑに 却つ て 弊 多き もの 也。 人少 きを 强 ひて 新 出 を 促す とき は- 木 田お ろ 

そかに なりて 其の 用不, 足 もの 也。 土地 水利 あらざる を、 一 ：：：：； のた くみ を 以て 常 分利 を 


なすと き は. 是れ がた めに 苦の 民 夕々 く、 つ ひに は 其の 功む たしき もの 也。 時 至らざる に 

速に 功 を まねく は 禍の本 也。 況ゃ 其の 本と する 處只 だ祿を 畳に し 其の 利潤 を專ら にす 

るまでに して、 lil^ を やしな ふの ゆ ゑんに あらず、 如何して 其の 利 全 からん や。 土地に 

廣狹 あり 人に 衆 {条 あれば、 能く 時 を はかりて 其の 制 をな すべき 也。 水心 葉 氏 曰、 爲 

レ！： 之 要 在： 一 於 得-民、 民 多 則 田 墾 而 稅增、 役 衆 而兵强 >  田 i 稅增役 兵强、 則 所， 爲 

而 必從、 所， 欲而 必遂， 是：^ 昔 者 戰國相 傾， 莫レ急 二 於 致- A 民、 商铁所 T 以壌二 井田 一 si 巾 

^藉上 者、 誘 11: 二 晉願， 耕 之 民 1 以實二 秦 地, 也 云.々、 今 天下 州縣， 直以，ー：^^<職貢者1言 

レ 之ノ， 眷ニ已 ま 一而 爲, 兵 者數十 t 萬 人、 其 去 而爲ニ 浮 屠. 老子； 及 爲レ役 而未レ 受レ度 者叉數 

十 萬 人， 若：， f 疋 者皆不 41 也、 而 戶ロ昌 .：^、 生齒 繁衍、 幾 及， 一 全盛 之 世； 其 衆 强富大 之 

形、 宜 k レ敵ニ 於 大 下； 然 而偏聚 而不. 均、 勢屬 而不， 親、 曰 ^ 故 無 ニ^田 之 利； 無， 1 增稅 

之 人 一 役 不，. 衆兵不 I 强、 反 有 r- 貧弱 之實： 二 於 外； 民雖， 多 而不， 知， 所二以 用,， 之、 直聽， I 

メ  ノ  テ ヌル 二 レ レバ  ズ ズ レヌ. K ヒラカ ヲ  ケバヌ チ ス ヲ  ニノ  (チ 

其 i:n 生自 死, 而已： ぶ々、 以レ臣 計：， 之、 有 レ民必 使 二 之 闢.， 地、 顯パ地 則增， 稅 * 故 其 居 則 

lE? ニ以 爲.」 役、 出 則： IT,, 以 爲.， 兵、 而今 也不， 然， 使コ 之窮居 惟作、 無二 地 自業ー 其駑鈍 

不才 者、 H: 爲, 浮 客 ー爲， ー慵 力； 其懷， 利强カ 者、 則爲 n 商ぎ 爲， 一 竊盜； 苟得二 且暮之 貪 一 
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而不， 能， 爲， 家 也と 云 へ り。 是 れ民戶 冬し とい へど も 制する 事 正しから ざれば 其の 弊 

冬き こと を； へ る 也。 本朝の 難 波 帝， 詔 二 於 河 內國薛 田 郡； 大堤を 築きて 新田 を あら 

二ん， 口 本！ S き はり、 是れに 依りて 三 郡 を 起す こと、 舊 記に 出で たり。 三韓の 民、 帝德を 慕うて 來 

^^^3 朝す。 ゆ ゑに 東 八州 山野 廣峻の 地 也、 中に も.^ 州 曠野 甚だ 多き を 以て、 外國の！！^^を 

事 ダ.' 少 異なる 

うつして 新田 を あらき はる こと、 實錄 にみ えたり。 これによ つて 當 州に 高麗 郡の 名 あ 

卞ら やはり  (二)  ケ ズ レイフ 1 

ii;) こ 小 り。 凡そ 田 帛を仕 立つ る こと、 いづれ もこれ を^と 云 ふ 也。 それ 普 天 之 下 莫レ非 二 

W 北. =51 に  、 

王土 一  率土 之濱莫 X 非 一一 王 民？ 人君より これ をみ る 時 は 天下 皆 王土 王 民 なれば、 其の 

孟チ 引用に ゆ  I  シ フ 

し 普の ネと せ クク きを 曠 きに うつして 其の 生 を 畳に する こと * 仁政の 大要と 可レ 云。 山川 限隔， 時世 

變遷， 地勢 有 二 廣狹ー 風氣 有， 一 厚薄； 時運 有， 1 盛衰 一は 大地の 常 なれば、 人の 夕々 少、 地の 

大小、 皆 自然の 勢 也。 人君 これ を ひとしく して 其の 生 を 全くす る を 其の 大 德と號 十る 

ニー 一)、 

MM^ 也。 招 { 足 曰、 徙1.貧民不^ヒぉニ^^業1者於寛地ハ 是亦 開， 草 闘レ土 振， 人 之 術 也。 

#-議 おと， より、  スヲ  ル カラ ズ 

次い？ 2 書と 次に 促 ニ樹藝 一と や 一 ふ は， 必ず 田 畠に のみ 致し 立つべき と不， 可レ存 也。 其の 土地の 髙 

なる。 Iff 書 凡 

ネ i あ-り 下水 利 を はかり、 寒 溫を考 へ 人力 をつ もりて、 其の 所に 宜し かるべき 草木 を樹藝 せし 

むる こと 也。 周 鱧大司 徒、 以，  一 土宜之 ぁー辨 一一 十 有 二  土 之 名^;  KfiJ お^ inl;J^ll:^、 


チ ン，,  7 リノ？ テサ カン ニシ ヌ テオた^ シ ？ チヤ シナヒ 7 テ ジ - - . .jls テ - 

以相ニ  民 宅 一而 知 二 其 利害.； 以阜 二人 民； 以蕃， -鳥 „M 一  以毓ニ 草木； 以任ニ 土 事 1 辨 二十 

有ニ壤 之き 一 说赫、 li テ. i 一！ せノ ハ種ハ 以敎 二-稼 稿樹藝 一と 云へ る はこの 心 也。 地形の 廣狹 長短 

其の 土地の 寒 燥 燥，；^ を考 へ、 民の 性の 宜しき 所、 民 物の 詳 なる 利害の わかち を あきら 

かにして、 ：：：； か^を をし へ 草木 を やしな ひ 鳥 t^: を そだてし めよ との 心 也。 凡そ 山野の 間 

民， P ちかき 所に は、 必ず 桑 をう ゑて こが ひせし む。 桑 は 其の 拊を かりて 一 拱 斗り を 一 

ぶと し、 其の 根 を 田澤の 水に うる ほし、 五： n 斗り すぎて 是れ を舉げ て、 宅地の ま はり 

帛の くろ 山野の 近き 所、 其の 刺す ベ き 地に 穴して、 或は 五本 七 本 ほど 一 なみに う ゑし 

キ ノ  (ffi) 

む。 風雨の 後又監 せしめて 其の 根 を^め しむ" 如, 此 とき は： 01 千の 枝 ことごと くもえ 

i  - ，メ  レゼ 

出づ る 也。 叉桑it^.:をまきても 一 本 も不, 生 はなき もの 也。 而 して 山野 地に 宜しくば 漆 を 

. う ゑて そだて しむ。 漆 は 其の 實を 水に 浸す こと 三十日、 或は 熱. _ ゆ を かけて 其の後 是れ 

を まかしむ".： S をうな いて 是れを まき、 ことごとく 生じて 後に 山野の S 地に う ゑ、 五 

(5 秋の 初 年十年の後は€1^漆^«^だ多くして國家の用たり。 楮は孟 秋 其の 種 をと りこれ をう ゑし む 

の =: 

三年に して 十倍と なる もの 也。 其の 袍 悉く 刈 取りて 其の 皮 をた たき 紙と す。 是れ 民家 

の 子女の 業と して 利 あり。 而 して 松 杉の 赏を ふせ- 栗 柿の 實 をう ゑ * 桃李 を 盛に し、 
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斧斤の 用、 時 を 以て 十れば， 村 木 薪 凝の 利國 家の 用大 也。 きわた. あさ • ゑ 油の み、 

其の 外人 民の 用と な るべ きもの を考 へて、 其の 土地に 宜しき 草木 を 多から しむべ し。 

其の 土地に 宜しき 草木と 云 ふ は、 前方より 生々 する 處の 草木の 様子 を 可レ考 也。 伍し 

先の 奉行 怠りて、 可， 種 を不レ 種して 指 置す る も 可レ有 なれば、 其の 所に 不レ 有の 草木な 

りと 云 ひて 必ず 種藝せ ざらん は 誤 也。 民家 近き 所 は、 林木 を そだてん より 鳥 を あらき 

はりて 民の 食 業 を 可， 助 也。 民屋 遠くして 山野 廣き時 は、 林木 漆楮 等の 種 ゑ 所 可 ニ勘辨 f 

財 は 地より 生ずる もの なれば、 尺寸の 地と 一： ム へど もこれ を棄 置くべからず.、. 稼 11 

樹藝牧 ぶ W の 用と 可レ仕 也。 民 は 本より 知 浅く、 只だ當 分の こと をのみ 心と 十る ゆ ゑに 

遠き 慮 あらざる ものに して、 上より これ を敎戒 せしめ ざれば 如レ此 事に 怠り ある もの 

たる ゆ ゑに、 巡察の 奉行 を 以て、 民の 暇 あるとき は 如， 此の こと を 可 二 仕 立； 也。 

00  i§ 民 を 救 ふ を 明に す 

クシ チ  (絕) 

師曰 はく、 凡そ 天下の 間 無， 業 而食ふ もの あらず、 產 業た ゆると き は 則ち 飢ぅ。 こ 

こ に 天地の 氣を受 くる こと 不， 正して、. は 重疾を リ け.^ は五體 不具に して 、産業に つ 


く 事 あた はず、 奴婢 僕從 となる こと あた はざる の 輩 あり。 又 年 幼若に してやし な はる 

べき 父母な く、 年衰老 S 毛して かかり どころ とすべき 子孫 あらざる の 類、 是れを 天下の 

民と 云 ひ、 或は 無告の ものと 云 ふ。 いづれ も 人君の 養 ひ 惠み玉 ふべき の ものと する 

大禹 r:^  ギヤ クセ ヲ  セ  ヌ  ダ  一一 ョ クセョ 

也。 書 曰、 不， 虐 一一 無 吿； 不レ廢 一一 困窮； 惟 帝時克 と 云へ り。 而 して 窮民の， 品 多し とい 

へど も、 唯 だ鰥裳 孤獨の 四に 不, 出 也。 老い て 子な く 身の よるべき なきもの を獨 とー卞 T 

ひ、 幼少に して はやく 父母に はなれて、 養 はるべき たづき あらざる を 孤と 云 ひ、 老い 

て 無， 夫 を靠と 云 ひ、 老いて 無レ妻 を 鰥と云 ふ。 是れ皆 其の 養不レ 全の もの なれば、 入 

君 これ を詳に 正して 其の 養 をな し 玉 ふべ き 也。 たと へば 重疾 不幸の もの ありと 云 へ ど 

も、 其の 親屬 正しく 子孫 多き もの は 窮民と 云 ひがたし。 此の 四 は 其の 養に 可 レ有レ 便 

ものな きが ゆえに、 天下の 養 を 可レ受 也。 王制、 少而 無， 父 者 謂， 一之 孤； 老而 無， 子^ 

謂 11 之 獨ー 老而 無， 妻 者 謂 11 之 矜ー 老而 無， 夫 者 謂 二 之 寡 一 此四者 天 民 之窮而 無い 吿 者 

リ ジ ャゥキ (一 1 ノ  二 ナヅケ ヤノ、 ンジ ヌ メグ ミア ラタ ニス ヲ 正月 ハク ョィ カナ メル  レ厶 ノケ イド クメ  (二) 

也、 皆 有 二 常靝？ 書 無 逸， 懷， 1 保 小 民 1 惠 n 鮮 鰥靠？ 詩 云、 哿矣富 人、 哀， 1 此 獨？ 孟 

子 曰、 此四者 天下 之 翁民而 無， 吿者 也、 文王發 A 政 施, 仁、 必先， 1 斯四者 1 といへ り。 

次に 養レ 之の 道、 明君 賢將 ともに 重んじて、 天下に みことのり あつ て 年々 振 救の こと、 

君 道 五 民政  た in! 九 
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八代徽 歷 代に 其のた めし あり。 中に も 宋の祟 寧 元年に 諸 路に安 濟坊を 立て、 紹興ニ 年に 臨 安 

J ゾノ  e  £: 十一 一一 年 

li^ 高 Ifl 府に養 濟院を 立て、 又錢塘 • 仁 和の 二 縣に安 濟坊を 置きて 民 を 養 ふの 處 とす。 ここ 

(二) 南宋の  こつかい ひ にん  (5. ぽ f 七 年 

五代 3S において 道路の 乞丐 非人 を あつめて 是れを 養 ふの ためしと なれり。 又 慈 幼 局 を 立 て 棄 

子 を ひろうて やしな はしむ。 大 明の 太祖、 郡 縣に孤 老院を 立て" 仇 獨殘疾 の もの を 養へ 

ぎちょう 

り、 後に これ を養濟 院と號 す。 又 宋の崇 寧 三年に？ ！蘀 園 を 立て、 大 明に 義 塚の 號 あり。 

是れは 寺院に 葬りし ものの 子孫な きもの、 或は 路頭に て 死して かばね を收 むる 親屬ぁ 

えつ  (ran  (有、  じ カク ブ 

い s 禮： おの ら ざる もの を、 ことん \ くこ こに^み 祭らし むる の處 とす。 月 令に 孟复之 月 掩レ监 

裡 レ此 _1 と 云 へる は、 上代に も 又 死して 其の P を路邊 にさら せる もの の ありし にこ そ。 

本朝の 古、 鴨 川の 西畔に 悲田院 あり。 延喜 左右 京 職 式 云、 凡 京 中 之路邊 病^ 孤 子、 仰 M 

九箇條 令； せ) 所 レ：： ： 几 所， 遇、 隨， 便必 令， 取 T 一 送 施 藥院及 悲田院 一と 也。 施 藥院は 養， I 病人- 

し がい  (a) 二 フ ゾ  ri  シナ ル 

所 也。 悲田寺 は 無緣の ものの 尸 骸を牧 むる 處 とす。 令 曰、 凡 繊^ 孤獨貧 1^ 老癡 者、 不 

レ能 k 存， 者、 令， 一 近親 收養； 若 無，, 近親； 付ニ坊 単；， 安脑。 ，ss ーメ レ置 1 長 f レ人  1 木 朝 又 

無告の 民 を 養 ふの 例 甚だ これ を 重んず。 案ずる に、 鰥 {.壮 孤 獨丐乞 非人 を 養 ふ は 人君 

の大德 なりと 云へ ども、 養 ふに 不， 以 一-其 道； 則ち 奸人 其の 養 を 得て まことの 究民は 養 


を 不レ得 事 其の 例 多し。 ことに 無二 子細 1 糾明す る ことおろ そかに して * 唯 だ 養 を專ら 

とするとき は、 民 却って 業 を 廢て養 を 待つ に 至り、 奸民 父兄に さからって 上の 養に つ 

く あり。 是れ民 を 養 ふに あらず して、 民 を 暴惡に 至らし むる と 可, 謂 也。 此れ等の 弊. 

,  ヅル  つ ひえ  キル 

を 以て 論ずる とき は 制 法の 所， 出 大方に 糾明して は- 奸曲 費に 乘 じて 可：， 起 也。 然れ 

ば 人君 天下の 廣く 畳なる を 以てすと 云 へ ども、 產業 あらず して 養 を 待つ の 民を不 レ殘 

養 ふこと 不， 可， 叶 也。 古の 法 を 以て 云 はば、 天下 郡 國の民 各. '五々 の 組 を 正しくし、 

民間に を さ を 置き、 」：ii 園に 地頭 あらしめ て、 民の 業 を 正し、 其の 奸曲を あらため、 

^ レ 親の 政 を ひろく するとき は、 其の 在所 其の 村里に おいて 媒寡 孤獨を しらべ、 其の 

親屬の 親疎 厚薄 恩の 輕重を 能く 正して、 親 屬の養 をう けしむべし。 親屬 たえて 養 ふべ 

き あら ずん ば、 其の 一村 一 鄕 として 其の 養 を 可, 遂。 一 村 一 鄉 とぼしく して 養 をつ ぐ 

の ひ 難き か、 或は 養 ふとい へど も 全から ずん ば、 奉行 を 以て 是れ を詳 にして 而後に 上 

より 是れを 養 ふに 可い 及。 若し 養 をう くるの 者：^ 曲に して、 產業 ありと い へ ども わざ 

とこれ を棄て 游樂を 好む か、 又 親； if 多き を賴 みて 業に 怠る か、 又は 惡人 にして 人に 不 

レ隨爭 論 を このまば、 是 れを詳 にして 上の 戒を 可, 受也。 養 ふ 所の 親屬 上の 命 を 以て 養 
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ふといへ ども、 其の 養 疎に して、 我が 親屬の 早く 死して 養の すくな からん こと を 願 

ふの たぐ ひ あるべし。 然れば 養 ふ 所の もの 所レ 養の ものと もに 是れを 糾明して、 其の 

奸曲 なきが 如くなら しむべし。 是れ敎 化の 詳 にして 人々 皆 親 レ親老 レ老孤 」€ の 道 也。 

キ ノ  r 喚)  ル カラ ル 

如レ此 とき は、 乞丐 非人の 道路に 悲しみよ ば ひ、 を路徑 にさら す こと 不， 町 t 有 也。 

都 械は大 下の 萬 民 あつまる 處 なりと いへ ども、 .；乙-か ソ 非人 あるに 逢 はば、 則ち これが 本 

國生緣 親屬を あらためて 速に 其の 本 親に かへ し、 國主 地頭に 撿斷 せしめて 其の 虛實を 

正し、 或は 親 屬に養 はしめ、 或は 國主 地頭の 養に 及び、 或は 大 下より 是れを 養 はしむ 

ベ し。 不二 糾明 一して 只だ惠 を專ら とし、 別に 家宅 を 設け 一 所に あつめて 養 ふ 事、 其の 

惠み廣 きに 似たり とい へ ども、 却って 民人 を暴惡 にいたら しめて 實の 養と 難, 成 也。 

. 若し 親 屬 あらず して 其の 養 はるべ き 所な くば、 緣者舊 知 音 或は 伍 人 組 あるべ き なれば、 

その 所に ついて 可 レ養レ 之。 惡疾 にして 近づきが たくん ば、 ^に 身 を 入る るの 所 を かま 

キ ク レヲ 

べしめ て 可, 置， 之 也。 己れ が 親 屬惡疾 あれば とて 追放し、 路頭に 恥 を さらさし めん 事 

は、 親 レ 親の 道に あらざる 也。 其の 敎化 不, 足： WHr 失レ 用ば， 多くつ ひえて しかも 其の 

用實 ならざる もの 也。 唯 だ 人君よ く 人 を 撰んで 其の 糾明 を 正しくし 玉 ふに あるの み 也。 


故に 明：， 救 二 翁 民 一と は 云へ り。 ひたすら 愛惠 をのみ 專ら として、 始終の 考を不 レ詳、 奸 

曲 を 不レ糾 とき は、 其の まう け理に 中る と 云へ ども、 つ ひに は 實惠と 難, 成 こと 也。 況 

や 其の 窮民の 出で て.：. 乙： i ソ 非人と なり 口 を 道に もら ふに 至らし むる こと は、 人君の 仁政 

本に たが ふ處 あるが ゆ ゑ、 民人 風俗 あしくな りて、 恥づ べき こと を 不，， 恥して 可, 養 を 

不レ 養に いたれる 也。 宋. 明の 時 所 を まう けて 民 を 養うて 其の 用不レ KT ば、 皆 民に 産業 

ク ラン カラ ル 

をす てし むる にい たれる なれば、 人君 能不, 可, 鑒乎。 

. 四 I 民の 辔を 除く 

師曰 はく、 民 は 其の 產 業に 暇な きを 以て、 知慮 物に あまね からず して、 遠き おもん 

ばかり をな す 事 あた はず、 人君 は 民の 父母に して、 常に 民に か はって 其の 養の 全から 

(き 

ん こと を 欲す。 ここに 民の 害と なって、 生 民 居 を 全くし 生々 の 功 をと げしめ ざるの 事 

あり、 所レ謂 水火 風疾 也。 水火 は 民の 因りて 生ずる 所に して、 又 因りて 害 をな す 所 也。 

y の ff- 夏 水 は 旱に備 ふとい へど も、 其の用を不レ得ば其の害尤も^*1し。 案ずる に、 てお 貢 丸 河 I 

に； k 一 第 ま， S とい へり。 適 I ま 孟子 曰、 當ニ堯 之 時； 夭卞き 未. 平、 洪水 橫 氾ぅ齓 天下； 堯^ 
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(  レブ ゲテヲ  .r シムヲ  シ  ヲ 4 ケ シテセ イク フタ  ギ r レヲ 一- シ  ヌ ンチ ヮキ シメ  グ 

憂レ之 1 擧 A 舜而敷 レ治焉 、禹疏 二 九 河 1瀹，1 濟 .#ー 而注， 一 諸 海； 決， I 汝漢 ー排， 一 淮泗， 而注， 一 

レヲ  一一 ttrf  . ^二  キテ  ス  -i  フセグ tl ヲ  グ ルモヲ  - フニ 

之 江 一 ilirs、 然後 中國可 ニ得而 貪， 也。 お； 气 ^抑， 一 洪水 一十三 年、 過 レ 家不大 レ門 

一； ム々。 是れ 皆古來 水害 を 除く の 事 を 論ぜる 也。 凡そ 水 を 道いて 洪水に 至らし めざる こ 

と は* 地形と 水勢 を詳に 知る にあり。 水の 生ずる 事 其の 本山 谷に 出づる もの 也。 山 は 

地の 陽 也、 陽 は 陰の 伏す る處 たるが ゆ ゑに、 地 脈 至って 盛に して 地氣 甚大 也。 氣の所 

レ 至水隨 つて 登る が ゆ ゑに、 草木. の 露した たり 地氣に 水上り て 泉 源 ここに 出づ。 而し 

. て 山々 より 所 レ聚の 水つ ひに 川と なり、 谷に そうて 流れ をな す。 其の 聚 まる 所 多き は 

大河と なり、 その 少き は. f 河と なれるな り。 小 河 諸方より 落 合って、 其の 流る る Si 遠 

(下) 

きとき はつひに 大川 大河と なれる 也。 水の 勢 唯 だ ひきき に付きて^ 下 十。 其の 勢 を は 

ys^ ト fs^£ かりて 道び くこと、 是れ水 を 治む るの 法 也。 孟子 曰、 ^之 治 "水、 水 之 透 也， 又 云、 

K  ft  (二) ムルャ 7  -ャル ノー 一  キ 

rjyj^^s- 禹之治 レ水 也， 行 二 其 所.， 無， 事 也と。 これ 古今 治水の 手本 也。 天に 時 ありて 雨水 盛た 

十ル ， 

にに 行の r ると き は 山 谷の 水勢 甚だ 盛に なり、 田 白 K を 流し 民屋を ひたして、 所レ 耕の 田 は 川と な 

り、 沙を あげて 永 荒と なりて、 民 產業を 失 ふこと 世 以て 多し。 然れば水勢の^^減をに 

かり 地形 を詳 にして、 水道 を 常に 利す る こと 萬 代 不易の 道 也。 ここに 水道 を 正す 事 其 


の 法 三 あり。 一 に は 水の 所レ 流の 川 また を 多くつ けて 水の 勢 を 弱くする、 是れ を疏と 

1K ふ、 二 河 之き 一因 而導レ 之 曰， 疏 といへ る是れ 也。 二に は 其の 川 久しくして 淤泥ふ 

ルレ  ~£ん 

さがり、 河淺 くして 水 を 多く 不匕入 あり、 これ を ふかく ほり ハを さらへ しむる を 清と 

一 K ふ、 ち 二 河之淤 一因 深レ之 謂 二 之 清 一 是れ 也。 三に は 堤 を 高く して 水の あまる を 塞 

へ  ァレヲ ッテヲ ナ ムレ ヲフレ ブト  つ 

ぐ、 是れを 塞と 云 ふ、 抑 二 河 之 暴 一因 而振 A 之 謂 二 之 塞 一とい へ る是れ 也。 以上 此の 三 

の 外に 水 を 治む る 様 あらず、 此の 三 は 叉 其の 土地に したがって 用 ふるに あり。 然るに 

後世に 至りて、 地 を をし み 民力の 少な からん こと を 思 ふが ゆ ゑ、 唯 だ 眼前の 利潤に ま 

かせ 疏 港の 二 法 を 菜て、 專ら 堤防 を 以て 水の 勢 を 抑 ふ。 古來は あらざる ことにして、 

^^^^  ズル- 一 ヌ  ム ルー ーヲリ テン ヲ フカ クスル フ  シ 

(5  5 舉 其の 法 後代に 出で たる 也。 漢の 平當が 所謂、 按ニ 經義ー 治 レ水有 二 決 レ河沒 U 川、 而 無二 

者に して 災異  (一二) 

防 塞 之 文 1 といへ る は是れ 也。 然れ ども 堤防 を 以て 暴 水 を 防ぎ、 千 侬の水 を內に 

i 河 も 司る。 つましむ る 事、 是れ又 其の 利：^ 大也。 此の 三 法を考 へ、 其の 地 利を詳 にして、 地を惜 

哀帝の 時 丞相 

しまず 人力 を逕 しくして 川のお ち/ \ を 正し、 其の 勢 を 四方に もらして 水田の 利 をな 

し、 水門 を 堅く し 井關 を 丈夫に して 暴 雨の 時 水 を はかし め、 川 を さらへ、 あくた を 去 

りて 深く し、 然も 猶ほ 卑下に して 危き時 は 堤防の まう け をな さしむ る 也。 凡そ 民 正月 
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十一 H 以後 堤 川 除の 普請 を 企て 水害の 利を備 ふる は 古の 法 也。 然れ ども 水勢の 考へ地 

形の つもり あらず して、 只 だ 堤 川よ け 迄 を 普請せ しむる は勞 して 功 少なし。 堤 m 除に 

は、 其の 功 者 ある もの なれば これ を 撰み 求め、 年々 雨水 暴 逆の 節を詳 にして、 奉行 を 

以て 具に 其の 様子 を考 へ、 水の ふさがるべき 所つ かふべき 所 を、 不 レ破已 前に 修 覆せ 

しめて、 是れを 水害の 備 たらしめば、 水災 次第に やむべき 也。 但し 一 國 一郡 を 領 する 

所の 主 は、 土地せ まり 田產少 くな らんこと は 難 X 成 はかりごと 也。 天子 人君 は- 大下を 

以て 家と する なれば、 普 "大 の 下 いづく か 王土なら ざらん。 其の 水道に あたらん 民 岸 田 

產は、 所 を かへ 地 を はかりて 其の 業 を やすん ぜ しめ、 一時の 計 をな さず して 萬 世の 利 

をお もんば かり、 歳月 を つんで 其の 功 を 全から しめん 事、 是れ 天下の 所レ願 也。 後世 

は 只 だ 水利 をな して 新田 を あらき はらん こと をのみ 計る が ゆ スんに ひ た 十 らに地 を Z 一 

づめ 川ば た を 耕して 川 をせば くし、 我が 領分に 別條 あら ざれば 下流に おいて 人の 領分 

に 水害 ある こと を不, 計、 林木 をな がし 大石を 出す 輩 は、 これが ために 川のう まり 水 

利の 失する こと を 忘る。 皆 只 だ 我れ を 利して 人 を はからず、 ゆ ゑに 富家 は 堤 川よ け を 

よくやれ ども、 貧家 は 退し くす る こと あた はずして、 毎 歳 水害 をまぬ かれざる にいた 


る。 是れ利 X 利して 其のお もんば かり 不, 足が ゆ ゑと 可, 知 也。 朱 子 曰、 禹之 治, 水、 只 

是從 ニ低處 1 下 レ手、 下 面 之水盡 殺、 則 上面 之 水 漸淺と 云々。 是れ水 を 治む るの 術 也。 

y の) 時 IS 漢賈讓 曰、 治 k 有 i 中 下 三 策； 古 者立& 居. 民、 疆ニ理 土地 ノ 必ま 一川 澤之 八ャ 4 一 

>ぶ る 。寺 こ ts"  ノヲ ルバ  クズグ  シ メルヲ  ハク リ テテ シ  ヲ  ム  ヲメク  --ヲ 

水 溢れ is£。 水勢 所 不 A 及、 大川無 A 防、 小水 得 X、 陂障 卑下、 以爲， 1& 澤； 使 二 秋水 多 得 1, 有， 所 二 

因って 治 河 三  スル ノ  - ーシテ  ラレ  ル  4 ハ  ルガ  ヌテ ヲ グハ ノヌ ，. 

策 ほ s^l, 休息 一 左右 遊 波、 寬緩 而不ぃ 迫、 夫 土 之 有い 川 、翁 二人 之 有！， 口 也、 治 i 而防二 其 川； mr 

き 二 卜. e 奪 血  乂ン トメノ ヲ  グガ ノ ヲ  ケンャ ニム  モノ  キ タキ， fr ロニ  \ ッ  二 ハク ク 7 サム ル ヲ ハ ンー尸 ヲ 

&ぉ M_ 止た 1 兒啼 1 而塞 * 其 口上、 豈可ニ 遽止ー 然其死 可 二 立 而 待 1 也、 故 曰、 善爲 レ川者 決レ之 

抄出な り  シム ミチ ビカ クムル ヌ ハ ノべテ レヲ ムハシ  クリ  ヨリ  シ 7  千 ラス 

使レ 道、 善爲， 民者官 K 之 使へ 言、 蓋 隄防之 作、 近 起 n 戰國； 藥， 一 防 百 川.； 各以 自利、 令 

-ハパ  ヲ  シ  二 \ ル  ニヲ  シ  ヲリ  f フ  >K テヲシ ムノカ タラ-一  、ヒ マ）' 

行 i 策； 徙& (州 之 民 當， 1 水衝 1 者 h 決二黎 陽-遮， 1 害亭； 放， 河 使， 1 北 入 Ife 、河 lii 薄，， 一大 

- 1 ハル  二  ハ ク ハン ランスル  一一 ズラ マ ラ ン ズル 二 ハ ン ト ン ク セバノ  7、 ル 

山； 東 薄 二 金^; 勢 不レ能 二 遠 泛濫； 月 自定、 難 者 將』、 若 如 レ此、 敗 n 壌 城郭 田 廬 

ヲ テ ヲへ  センへ テニ ハク  ム小 トリ スルニ  ム^ ヲ トシ <s< ^ノ、 ン 尸 ル *o ナハ ノ  二 ス レニ 

嫁 墓 1 以 X 萬數、 百姓 怨恨 、答， 難 曰、 今瀕， 河 十 郡 治， 堤、 歲 費 1 萬 々、及，, 其 大決ー 

所レ殘 無， 數、 如 出 ニ數年 治：， 河 之 費； 以業ニ 所， 徙之 民； 遵， 1 古聖 之 法； 山川 之-仏； iii 

神人 各 處ニ其 所 一 而不 * 相姦 h 且以 r; 大 漢方 制， 禽里； 豈其 與， 水爭，  一 尺 之 地 一哉、 功 一 

省 I お、 立 河定民 安、 千載 # 息、 故&! 之 上 I；  t あ 乃 多 穿， 於冀 il;  Fn^>i,14sr 卟 

發し 黄河に 入 、 ス ルハ、 r シ り， "キ，  ヌシ ト クル ヲ ナ レバ キテ ノ ヌギ 一一 

る  分 IT 殺 水 怒， 可" >  從ニ洪 口, 以東、 爲， 一石 多 張 * 水門 h 早 則 開 二 東方 下水 門, 漑二冀 州； 
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ir<  --  ,  ヲチヌ  セシ厶 二  tf-  ハフ  二  *  二 ルカ ウタ ゥ卜： 

永 肌 開 二 西方 高 門-分， 河流 通、 渠有 二三 利 一 填淤 加， 肥、 t 禾 麥更爲 二： れ稻； ま、 轉 15 舟 

船 之き" 窄 民 田艇- # 河 亦 成、 此；！ ^富， 國 安：， 民、 興い 利 除， 害、 支 二 數百歲 一 故 謂 1! 

ぁル filial;  I. も I  . き、 勞费 無. 已、 數 4 其 害； 此最 下策。 1  ま Si 河 

〈グ  ニク  マ ツルヲ 7  マ ゥゴ カス ヲ ヌ テテ ヲテシ ソヌ i  ：チテ ヌ t  > 

g 一一 一 丘 文 莊曰、 H 豕誡 能不レ 惜レ棄 レ地、 不レ 惜レ動 レ民、 舍レ 小以成 一一 其大ー 棄レ 少以就 一一 

.H^ 多； 推 n 度 其 得失 之 孰 急 一 乘 n 除 其 利害 之 孰 甚ー 毅然 必行、 不レ惑 二 浮議ー 擇 任 n 

心齊之 Hlh ぁル二 z| 二 便宜 之權； 俾：. 其 治 二 河流； 相 二 地勢； 於 二 其 下流 逸 東 之 地 一 擇ニ其 

ヲ  Fit  ノ  二  V,; ダンク リ  ヌ  テチ  ヲ  チノ エダ スル  ノ  フル ウル ニヲ 

便利 之 所； 就 二 其： 汁 下 之 所； 條 爲ニ數 河； 以分 ，1 水勢 一 叉 於 11 所， 條 支 河 之 旁 地 堪：， 種 レ稻 

之處； お 二 江 南：^ 一 創 爲ニ 圩田ー 多作-一 水門； 引 k 水 以資ニ 液溉； 河 旣分疏 之 後、 水勢 ま 

I 消 ま. - 狭 一 後 1;^ 下流， 而上、 於 二 河 身 之 中 i 二其淤 沙.； 或 推而還 n 維 之； あ 排而開 i 

之 一 使 r- 河 身 益 深、 n^_l ー以容 水、 如 ，是則中有：-所』><、 不， 至 二 於 溢 ill 而河 之波不 

<  二  リ  ^ル シテ ラ  アイ 一一  スヱ シン  二  クメノ ク . ， ノ，. 

レ及 二 於 陸； 下有レ 所， 納、 不レ至 二 於 東隘； 而河之 委易レ 達- 1 於 海 一 如， 是而又 委任 得 レ人規 

リ  ムニ テシ  ヲ "テ 二 シ シキプ ッ チア ラハル レバ  二  >テ r  二』 ル  >  I - 

置 有 A 法、 積 以ニ 歲月ハ 因， 時制 ニ且、 隨 見 一一 長智ー 則 害 日 除 而利月 興 云々。 水 を 和し 

て 害 を 除く の 法 は、 其の 事に 得た るの もの ある もの なれば、 是れを 招きて 其の 利害 を 

ラ  チレ プキ 

詳に する にある 也。 次に 孕 損の 事。 水道の 利不レ 足と き は 必ず 早 損 あり、 以レ是 水の. 5^ 


レ聚所 を 計りて 大池を かまへ、 水門 を 多くして 農 田に 利 あらしめ、 或は 河 水をさぐ つ 

もら 

て 水 を 高く し、 水門 を 以て 田地に：^ す、 各. '早 損なから しむる の 法 也。 是れ叉 其の 利 

害に 功 者 多し。 高 轉筒車 • 水轉高 車 等の 器 あり、 各.^ 其の 制 法 を 正しくして 其の 功 者 

に尋 ぬるに 利 あり。 古大 ほ： い 損の 農 田、 今 早 損 あらざる の 類 多し。 皆 是れ人 其の 事に 巧 

みある を 以て 也。  • 

次に 火災の 事。 民屋 甚だ 多き の處 尤も 其の 制 を： 愼也。 其の 制 先 づ火を みだりに 

はんす ゐ 

せざる にあり。 火 を 濫りにす る 事 時 あり。 一 曰の 問に おいて は 朝夕 飯 炊の 時 あり、 夜 

中置レ 火の 處 あり、 一年の 內 にして は 塞^ 風 燥の 考 あり、 是れ 必ず 火 を みだりに 十る 

時、 火災に 及ぶべき の 時 也。 其の 地民屋 tl^ だ 多く、 炊 通 一家に あまた 所 あるの 小民繁 

昌の 地、 各.' 火災 大 なるべき の 所 也。 小 民 火 を みだりにして 出火せ る あり、 盜贼火 を 

付けて 人 を 惑 はし 利 を ほしいままに 十る あり、 是れ 奉行 巡察の 不， 足より 起れ り。 而 

して 失火 を 担ぐ の 術- 幷に 其の 役人 其の 器械 を 利すべき なり、 尤も 其の物 を 早く 靜む 

罕、 るに あり。 故に 遠き を 望む の 地 をな し， 約お の 聲色を 以て 是れを 通じ、 速に 火 を 担ぐ 

栄の大  シ ル ナーッ 寫九 年に  ァ リニ) クリ  チス 7  ム (二) ヲ\  -フ ァ , 

夫  とき は 無 レ不, 利 也" 左傳、 宋災 I 樂喜爲 二 司 城； 以爲レ 政、 使 一一 伯 氏 司 U 里、 g、 火 所 
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グ ラシ  ヲリ  ヲ ツー r ネ. IJ ン キヨ クヲ 、 ,f--.„l、 ツナへ カウ フタ ； へ  IN リヲ 

レ未 k、 徹ニ 小屋； 塗 n 大屋； 陳， I 畚 51;  0. 具 二 純 伍； 備，, 水 器 一 量， 1 輕重； 

.L 一、 一 f  .1?^ 蓄 一一 水ぎ き 土 塗 一 巡 n 丈 城ノ き 守 i 一  表 二 火 あ 一 sgwjl 所- 使 ノー 一華) li" 

、ニン iffi ニ匸り  へ  ヌ U: -.1 シム ス牛 セィヌ ゾィレ  ヲ ラ ノニ  、ら ： く  -  tr:^  :-、  h-J  -'i  r シス (二) ヌ> 'ヲナ メ 

や 7; 具，， 正 徒； 搬 1 令 T 隧正 納，， 郊保， 奔 * 火 所" isgl 使！ t& 一起 翻 8? 使 HW 閱討二 右 

(二) ソ名  ヲ ゴ トニ ゾ ナヘ ノ ヲ (三) ヲズ ヲサ メシメ ヲ  クン ノ  (En セン ヲダゾ ナヘ ヌ  クシ ノ シメ ク ワウ ゥ ンヲメ 

ぽ s^t バぺ 官ー官 底 二 其 司 一向 戌 討 レ左、 亦 如 A 之、 使，， 1 樂遄 pi 刑 器； 亦 如 壬、 使 T 皇鄞 

r?: ン 、5、  ジテ 主馬-一 シ ヌ も， 一 举ヌズ シヲ  へ  ヌ ゾ ナヘ  ヌ  X セ ィショ ゴ，' y へ  一一， r  , , シ X  ^{ail 

命 二 校正 1 出， 馬、 H 正 出い 車、 備， 1 甲兵 1 お * 武守 上、 使，， 一 西 組 5^ ニ府 守" S, 令 二 2目 

ilF 人 イマ シメヲ ^.  ハンメ  ヲ\ シマヲ  ヌズヒ ヌ  ヨウ 二  ラシ ム ヌ  二 

巷 伯 儆.， 宮、 1、  二 師令ニ 四鄕正 敬^,享、 祝宗 用 ニ馬于 四塘； 祀 n 盤 庚 于西門 之 外？  j、 

；ほレ 火 也、 盤！ * 殷王、 朵之遠 

城 積 陰. にお、 故^ レ之。 

.! せ」 年  /  -ーァ り...—  ヱ  ヲ クワン キ ァリ ， ，、1,, フ ブ  ハク ミヨ ヌ，. f  .- (五)  ^ 

0 孔子の 又 曰、 魯司鐸 火、， 火踰ニ 公宮； 桓 僖災、 lg， 救， 火 者 皆 曰 顧， 府、 Ip.^ 南 宮敬叔 至、 

ジテ 二  3f  シテ ヌ マ クシ ズテ 二 ハク へテ ナン. チ 一一 ンバ ラ ナン (六)  リ ジテ 二 ン 

p) 服 2、％ 大" 命-一周 人 1 き 周？？、 出， 一 御 書 1 俟 二於宮 1 曰、 _p 女 而不. 在 死、 子 服景伯 至、 命き 人 1 出き 

A よ；？ a  ヲ ^  i テ クシ ム ヌ  ンバ セ ラン  +n 馬ハ ジ 二 ホ -車ハ アブ ラサ シニ  ゴ トニ へ  ミテ 

；  書 1 以待 い 命、 命不 A 共有， 1 常 刑； 校人乘 A 馬、 巾 車 脂 k 轄、 百官 官 備、 府庫 愼 

，リ  ッッ シミテ シ . -,、 s= スク フニ ズ ラシ  ヲ 火 ハ熟ィ ウノ ママ 二 ヒ レニ モウ シ フシ ヌ ヨリ  メ 

守、 官人肅 給、 ，.變 濟 濡ニ 帷幕； 欝攸 從， 之、 蒙 二. 进公 屋； 自， |大 ，始、 外內 

テシ ツイ デヲ -C  A-Lsih* ケョヌ ルセ  ラバ ル t> ヒ ヌ  リ  一 ブント ス (七)  リ  ジテ  -ー 

(七) 人名 以， 悛、 レ. S せ 助レ所 レ不レ 給、 有レ不 レ用レ 命、 則 有 一一 常 刑 1 無 ,赦* 公 父 文 伯 至、 命 二 校 人- 

シ 「 - _.ー  *  (八 ) ， - リ シテ 二 チ  二  M™- ズラク フ ヲ-ー - フパヲ ヌョ ハキ- スト 

p^i. 駕ニ乘 車 一 季桓子 至、 御 k ム立 n 于象魏 之 外； 命 二 救， 火 者； 傷义則 止、 財 可， 爲也、 

/ンチ け i  メシ ：？  ^  I  6^1  ft ハク - :( カラ ゥシ ナフ (九)  リ へク ク ビア  ゼン トス ルハ .1?  ！ 'ガ シ= -ゾ 

S 人名 命 藏 ニ象魏 lf^f% 曰、 舊 章不， 可レ亡 也、 富 父槐至 曰、 無.， 備 而官辨 者、 猶. 拾」  1 也、 

ン 


fsl ず 於. 是乎 去， I 表 之稾； 道 還，, セル ム宮？ 攀 

お T 刀 年 ォ コル  スノ  プ  二  S  、- r ミ C  ヌ Z ン  ヲ ト ドメ  ヲ  一 ノレ 

又鄭火 作、 子產 辭，, 晉 公子 公孫 于 東門； 膽 Itgr 人. -使 T 司寇 出- 1 新 客 1 禁， 書 客； 勿 も 

p„^^ 於宮ー 使 K 子 寬- 子 上 き 群屛攝 -14 于大^  21 默， F お 孫 ％ゥ|!- 大き； 化 下 

ri ヌゾ シ テシュ セキヲ Jsst  二  ゲ  二 ゝ …： -、 シム  ヌメ- イマ シス ノ ヌ (ニー- 

『二) 開ト 祝史 徙ニ 主：^ 碰， 於 周廟ー s、 吿 * 于 先君 上、 隱， 使 H 府人庫 人 各儆ニ 其 事； 商 成 公 

の大夫  シメ寺 人官ヌ シテ  ヲ -c、、 ォ キレヲ ノー-ルバ  ハ  シチ- 一 f  ：ズグ リノ ヲ レ-ク 

5 儆ニ 司宮； 出ニ舊 宮人； 錢、 寘ニ諸 火 所, 不：， 及、 司 馬 司 寇列ニ 居 火 道； ml 行 二 火 所ち 量、 

城下 之 人 伍 列 登 ，械、|. 明日 使，， 野 司寇各 保， 一 あ SS.B^_^^ 郊 人^,) 祝 

史 1 除 ニ於國 北； 二 i 二 火 於玄冥 囘祿ー i§: 祈ニ于 四塘； 書 ニ焚窒 1 而寛 二せ I き 與，, 

レー 一 ヌ p!*.?  シ 一一 ァラズ  シム  7 ズ ゲ  -ー 

之 材； 11、 三日 哭、 國不， 市、 使，， 一行 人 吿， 一 於 諸侯？ 

案ずる に、 左 傅に 出 づる處 の 火災 を備 ふるの 法 大概 如， 此。 火の 起る 所 民屋小 家た 

りと 云へ ども、 速に 是れ を不レ 防と き は 風 燥に 從 つて 都 域に 及ぶ 事 多し。 故に 人君の 

都 城 火難の 守禦 其の 用 尤も 大也。 左傳に 所， 出 をみ るに、 火災 相 起る に 因りて 其の 投 

をな す 事 如レ此 とみえたり。 然れ ども 火災 は 世々 其のた めし 多ければ、 兼て 其の 制 法 

を 正し 守 禁の令 を 示すべし。 凡そ 民屋 市街 水道 を 利して 水 をた たへ、 所々 に 空地 を 置 

き、 大路 小路 を考 へて 縦横に 道 を 通じ、 民屋 市町の 屋作 具に 其の 制 を 定め、 都：^ のか 
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まへ、 郭外 郊野の 地、 宮室 殿閣、 溝 池 土 井 堤の 制 を： 止す。 是れ 其の 法 大地の 用 を 本と 

する が ゆ ゑに、 火難の 守禦 自ら 備 はりて 不 レ危、 而 して 可 ニ守禦 1 の 宮室 府雕、 其の 先 

後 を 計りて 其の 官司を まう け、 防， 火の 役人 器械 用具 を 究め、 二 火 起 一之 候 望 約 を 正 

して 其のお こ り を 待 つ 。 宮門 郊野 の 武備 あ ら かじめ 其の 是非 を 糾 明 し て 其 の 法令 を 定 

め、 巡行 按 察の 監官晝 夜の わかち をな して、 非常の 往來 夜行 を 戒め、 めぐる に 時を以 

てす。 時に 寒風の 節 あり、 玩， んの時 あり、 年 不， 熟して 盗賊つ ひえに 乘 ずるの 事 あ 

り。 人君 赏罰を 明に し 法令 を詳 にして、 其の 守禦 道に 叶 ふとき は 火 起るべからず。 雖 

レ起 引きて 强大に 至る 不レ 可也。 不 レ得レ もして 强大に 至る と 云へ ども、 守 禦法を 得、 武 

備戒を 全くす る 時 は、 奸人 得て 私する こと を 不\ 可レ得 也。 而 して 火災 犬なる は、 尤 

も 犬災の 人君 を戒 むる にあらん か。 ここにお いて 人君 退きて 德を修 し諫を 入れ、 專ら 

儉德を 行 ひ 米穀 を 省きて 民 を 養 ひ、 村 木 を 出して 其の 家- を いとなま しめ、 速に 令 を 

出し 法 を 立てて 衣食 居の 儉約 を嚴 しくし、 天の 咎を つぐの ひ： 上 ふ 事、 是れ 聖賢の 政 也 

如レ此 とき は、 火災に 由り て 君 德を修 し、 民 却って 朴に歸 し、 災變 じて 福たり。 凡 

そ 火災の 所， 傷 は財資 用器 居- P 也。 人 是れに 死す る は 其の 財 を 惜しむ がいた す 所 也。 


しかも 火災 は 土地 繁榮 にして 屋宅相 連なる の 地の みに して、 天下の 廣き 其の 災の 所 

ブ  ぺ うせう  ン カラ  けいそ 

レ及 至って 眇 少なり。 財寶は あらず とも 不， 苦、 用器 居 宅 は輕麁 にして 可也。 故に 火災 

• に 由り て 上 德を修 し 下 _疗 朴に歸 すと いふ 也。 

次に 風災之 事。 風の 犬なる こと 時節 常に 定まれり。 奉行 其の 時 を はかりて 民 屋を巡 

行し、 やねの 繩を しめ 板 を ささせ、 四 壁の かき を <M  くし、 田 畠の 收納を 急がし めて、 

其の 害 を 少なから しむべき 也。 次に 疾病の 事。 民 常に 水？ I- にお かされ、 山：^ の it 氣に 

えきれい  ぎ や，、、 しつ C わくらん  ：- い い 

中り、 四時 不祥の 氣に乘 せられ、 疫^. 中^ • 病疾. 霍亂 等の 病、 風 寒に 感冒して 咳 

嗽 をな すの 類 多し。 然れ ども 醫藥を 施す こと を不レ 得、 ゐ ながら 其の 死に 至る 多し、 

カース フ 

仁政と 不 レ可レ 云。 故に 醫に 命じ 藥を 制して、 あらかじめ 疾病 を 計り 急病 を 除き、 醫を 

巡行せ しめて 長 病 を 治せし む。 民屋 多き 所に は醫を 置き 藥器を 設けし め、 小 村 は大村 

に屬 して 醫療 をう く。 これ 君子の 仁政 也。 すべて 民の 死生 は 人君の 政に よる 事なる が 

ゆ ゑに、 其の 愼みを 重く して 民の 生々 を 全から しめん 事、 民の 父母た るの 道と 可レ謂 

(一) f 也。 周禮、 司牧、 凡 歲時有 こ 天 息 民 病； 則 以レ節 巡 M 國中及 郊野； 而以， 一王 命 一 施， 惠 とい 

說^^ー  1 ) ル  フ レヲト  二  シ 

|の1 お 1 へり。 1K 災 疾病 を あはれ み 玉 ふこと 古の 道 也。 古 者 有， 災者謂 二 之 M 一  君 一 時 素 服、 
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鹿 語： M 卷第； fi  n! 五 四 

シ y  7 ズヒ ヌハ  ヌ  テ  ヲ  ン产 テフ レ/  ハチ  ヲ  ニシ クワン クヮ  ビ 

使ミ 有司 死 問 二 疾病； 以， ー巫醫 K ぬ：^ 以 救：， 之、 ぬ 粥以， I 方 之 善 者； 先，,乎^^寡孤獨及 

ンヂ ル モノ ヲハ  フ  ン テキ テ  ハ  ス い プ 

疾 不で 能 二相 養； 死 無二 以葬埋 一 者 葬 二 M 之 一とい へり。 

四 二 息 を 救 ふの 備を詳 にす 

師曰 はく、 人 一 曰 も食絕 ゆると き は不， 立、 貧 は 民の 命 也。 故に 民に 勤めし めて 農 

の 時 を不レ 失しむ る は 古の 道 也。 舜、 棄に 命じて 爲 一一 后 稷ー播 一一 時百穀 一とい へる はこの 

意に や。 民の つとめ 不， 怠と いへ ども、 1K の 待 不順に して 風 寒：： 者？ i 時 を 失 ふとき は、 

五穀 不， 熟して 國に 米穀な し、 是 れを飢 と號 す。 し 天下の 廣大 なる、 國 土に 其の 

產 多ければ、 •： 入 下 一 同に 飢饉す る 事 は あらず、 叉ー國 一郡 一 庄ー 園、 年々 に 损亡飢 き 

ん に不， 及 こと も あらず。 況ゃ小 民 疾疫に 久しく 煩 ひ、 火災に あ ひ、 父母 妻子の 憂、 

シテ  ムヌ  クル 

奴婢 牛馬 を 失 ふの 類、 家々 に 其の 子細 ある もの 也、 是れ皆 民の 不レ 得：， 止而所 レ受の 息 

也。 人君 は 民の 父母に して、 天下の 肘 用 を 司 どるの 源に して、 其の 有餘 不足 を 均しう 

して、 不足 を 補 ひ あまり ある を 省く の 政な くんば あるべからず。 一民 一 庄の 小、 一郡 

一 國の大 に 至る まで、 詳に 糾明して 是れを 救 はん 事、 實の 仁政と 可レ謂 也。 民娥 ゑて 


死亡に 至れば、 民戶 減耗して 田 SIW 自ら 荒る。 田 荒廢 するとき は國不 Aia、 國 不ぃ國 Si 

チ 7  つ 7 へ カラ ンバ アルマ  フヲハ 

君 以レ何 か 君た らん や。 故に 救レ 患の 備不レ 可レ不 レ愼 也。 ここに 案ずる に、 救レ 患の 備 

一一 t 蓄 一也。 豫蓄の 道 其の 法 品 多し。 上代 は 國に水 隼の 災 ありと い 7 も， 蓄を積 

2) 殷の湯 むことの 多く 民 叉 すくなく して、 錢 に 及ぶ の 沙汰 あらず。 苟子 曰、 禹十年 水、 . ^七 年 

ェ-  -ーシ- パ  シ  ノ  說命 〈ク ダ  チ ノリへ レバ ヘシへ 

曰千、 而 天下 無 一一 菜 色 者 1 と 云へ り。 書 曰、 惟 事々 乃 其 有 X 備、 有い 備無レ 唐と 一 K ふ も、 國に 

水 曰 千の 庸を まう くる 也。 然るに 其の 蓄 ふること、 能く 一  年の 田 賦稅租 を 通計し 又 一 年 

ん r  、はへ つも  リテル ヲヲ サム ルル ヲ 

.  の 諸 用を考 へて、 而 して 後に 其の 蒂を 積る こと 也。 是れ 量レ入 爲 レ出之 道 也。 天下に 

天下のた_^^^€り、 國 郡に 國 郡の ま うけあり、 一 鄕 一 庄に 至る まで 皆然 り。 而 して 其の 不 

レ 足の 民 あるとき は、 則ち：！^ を ひらき 賑恤 して 民 を 救 ふ 也。 王制、 三年 耕必有 一一 一年 

之 食； 九 年 耕 必ぁ n 三年 之 食 一 以ニ 三十 年 之 通 一 雖， 有， 1 凶 早 水 溢 一 民 無二 茱色ー 膽 

I、 姝ー後 犬 子 食 日擧 以， 樂と 云へ り。 是れ 三十 年の たく はへ にして 十 年の やしな ひ 

を 全くす る こと、 古来よりの 禮也。 周 禮地官 遣.^ Ii1s?= 掌 一一 邦之委 積" 0^. 以待 一一 

施 あ； 鄕甲： 之 一民 之艱 小 門 關絲」 Jsi. 之 委積以 養ニ老 孤； 郊虽之 委積以 

^-t^  0 野鄙 之委 1^4 あ 1 一 羈ぁニ Is ほ 縣都之 委稜以 待 二 凶荒 一と 云へ る は、 都鄙 
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悉く 相蓄 へて 其の 患 を 救 はんとい へる の 事 也。 如レ此 其のた く はへ 全き 時 は、 米教 ^ の 

(一) ii 直 高き に 至る 事 あらず して 民 自ら 安し。 錯； 一一 一：： 二 漢文 帝, 曰、 聖王在 レ上而 民 不二.^ 飢ー 

貨士！ ^ に出づ  、  I 

者、 非 二 能 耕 而食レ 之、 織而衣 U 之 也、 爲， 開 二 其 資財 之 道, 也、 故 堯禹有 二 九 年 之 水  一^ 有 二 

七 年 之 羊； 而國亡 ニ捐^ 者； 以， 一 蓄積 多 而備先 具 一也， 今 海 內爲，  一 、 土地 人民 之衆不 

レ減，  一 „il 禹； 加 以， 亡 二 天災 數年之 水旱； 而薪積 未い 及 者 何 也、 地 有 二 遣 利 1 民有 n 餘カ； 

生 レ穀之 土 未， 1 盡懇； 山 澤之利 未ニ盡 出.； 遊食 之 民 未 ニ盡歸 V. 農 也。 

朱 子 曰、 自レ 古國家 傾覆 之 由、 何嘗不，^41於盜賊； 盜贼 竊發之 息、 何 嘗不レ 起 二 於 飢餓； 

,  吁 天災 流行、 國家代 有、 是以 先王 之 於 ， 民 也、 備， rN 於 41^, 荒 之 ii; 救， 一之 於 方 荒 之 際； 

而又 養， 1之 於已荒 之餘； 誠 以禮義 生 二 於 富 足； 一. 旦飢娥 切リレ 身、 吾 民 無 所， 一 倚賴； 或遂 

至， 1 於 犯， 禮 越， 分、 非 さ i 慮， I 其 身 之不； 存、 亦 慮， 1 其 心 之 或以蕩 1 也、 是以 太平 無 

事 之時懷 爲二亂 離反 側 之 慮； 畳 登 有 餘之日 恆爲， 1 荒 歉不給 之 憂； 此無レ 他、 天生， I 人君 I 以 

爲， 1 生 民 之 主； 必體， 1 天心 1 以安， loik; 然後有 ri 以保， 一 其 位， 也、 不， 然、 方 二 其 無事 之 時； 

レ チリ チレ ニテシ ヲ  ビチハ ノル  二  レチ テテ レジ レバ ミ  レ  ナー フン ャ 

吾 則資， 之 以爲， 用、 及 こ 其 有 レ息之 際； 吾 乃棄, 之 而不レ 顧、 是豈 1K 之 意 哉、 亦 豈君之 

道 哉、 是以 古昔 盛時、 三年 耕餘， 二 年 之 食； 九， 年 耕餘， I 三年 食 一 以 It 三十 年 1 通 二 計 一 


則 ま， 一， 十 年 之 食 ー矣、 今 不レ能 ri 盡如ニ 古制-云々。 古の 法 如レ此 して 其のた く はへ を 深く す „ 

然れ ども 蓄 ふるに 道 を 不：， 以、 米穀 を 置く に不 ぃ以, 法と き は、 或は 有：， 餘て吝 翁に 至り" 

或は 米粒うる ほひ 腐って 不レ可 A 食 也。 唐太宗 曰、 隋 末年、 1K 下 儲 積 可 レ供こ 五十 年 一 ^ 

帝 i, 一せ.， ハ富 i 一  侈 心無， 滅、 卒亡二 天下一 但是倉 腐 之 積、 足ヨ 以備二 凶年 一 其 餘何用 哉 云 

云。 丘文莊 曰、 大抵 備荒 之 政不， 過 ニー 一端 一 曰斂、 曰 散 而已、 有 二以斂 U 之而積 久 不 

レ t、 き 米粒 k 腐 而不， 可， 食、 有二以 散-之 而 一切 不， 斂、 則 倉廩 空虚 而無 n 以繼ニ K々。 

國家 其のた く は へ を 全うする こと 不レ 能、 時に 戰國 あって 久しくた く はふる こと 不レ叶 

事 あり。 ここにお いて 先王の 制 こと，， ^く 破れぬ。 然れ ども 民の 飢镇を 救 ふ 道 あらず 

んば あるべからざる を 以て、 常に 米穀の あた ひ 其の 高下 ある を考 へ、 是れを ひとしく 

して、 民の つかれな く國を 富ましむ るの 沙汰 あり。 齊の管 仲 始めて 斂散輕 重の 說を立 

つ。 管 子輕重 篇是れ 也。 鎰 ゆ？^? i〕  ^魏の 文 侯の 相 is 又 平 輔の法 を 行へ り。 平 

霜の 法と 云 ふ は、 其の 年の 五穀の 熟 上中下 を考 へて、 上 熟の 年 は 四 分の 一 をお いて 三 

分 を 上に かひ 入れ、 中 熟のと き は 三分の 二 を かひ 入れ、 下 熟の 時 は 中分に して、 年の 

飢饉 不足 を考へ て 其の 所 レ雜の 物 を 出しう りよね と 十。 是れを 平 箱と： K ふ 也。 故 雖レ遇 11 
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(一) 逃散の 

意 

(二) 陪文帝 

の 時、 度支尙 

書、 後 ェ部尙 

書， 大將 ，ポ 判 

ま 部 書に 歷 

任す 

(一一 一) 韓气 

栄の 英宗， 神 


なり、 右 僕 射 

を拜し 魏國公 

に 封 ぜらる 

S 文獻通 

ギぢ卷 六、 市雜 

二、 瓧 倉の 條 

より 取れり 


.5 鹿 語頻卷 第五  三 五八 

飢 ^ 1 雜 l^x 責而民 不レ散 也。 漢 に 至 り て 大司農 中丞狄 壽昌奏 し て 常平倉 を 築 ニ邊郡 一 け 

り。 常平倉と 云 ふ は、 穀賤き 時 は 價を增 して かひ 入れて 農民 を 利し、 ，1 お 貴き とき は價 

を 減じて うらし めて 民 を 利す-。 隋の開 皇に長 3- 奏聞 をへ て 義倉を 立つ。 是れは ：$ 秋 

家 ごとに 麥粟を 出さし め、 所々 の祌 社に あつめ 倉 を 立て、 奉行 撿使立 合うて 封 じ 置き" 

そな へ  ニニ)  もつ 

飢饉の 備 とする こと 也。 宋に 至りて 韓餽公 奏して 廣惠倉 を 置く。 是れは 罪科あって 沒 

牧 せられた る 處の田 畠 を 人に 與へ 作らし め、 其の 麥粟を あつめた く はへ、 鰥^ 孤獨凯 

饉の 民に 分散せ しめ 玉 ふの 事 也。 又 廣濟倉 あり。 孝宗の 時に 至りて、 朱 子 社 倉の 法 を 

建 安に 行 ひて 民に 利 ある を 以て、 是れを 諸 路に行 はしむ。 社 倉の 法と 云 ふ は、 朱 子 建 

： 熙八年 


安 を 治めし 時、 常平倉の 米 六 fdl 石 を 借りて 夏 ことん \ く 是れを 民に かさし め、 久、 一に 至 

りて 利息 を 加へ てつぐ の はしむ。 年々 如レ此 して、 若し 年に 凶荒 あるとき は 其の 利息 

を ゆるす。 凡そ 十四 年に して、 元の 米 六 百 石 を 常平倉に かへ して、 相 あつまる 處の米 

三千 一 百 石 •、 倉 三 間に 充 ちぬ。 これ を 社 倉と 號 して 復た 利息 を不， 取 民に かし 與ふ。 

止 だ 一 石に 三 升の 耗米を 加へ しむ。 これに 由り て， 一 鄉四 五十 寧： の間飢 謹に 逢 ふとい へ 


(五) 同前 引 

. 用 つ づ き 


ども、 人 不レ至 二 餓死 一也。 是れ社 倉の 法な 


?n ゾ 


借货 者、 十 家爲レ 甲、 甲 推 一一 其 人 i 爲 一一. 


之 首； 五十 甲 則 本倉自 有卞擇 一一 一 公平 曉 .，，事 爲 * 社 首 1; 正月 告示、 社 首 下：， 都 結：， 甲、 

せノハ あ， ー藏 匿； 逃， 軍 及 作， 過 無，, 行 止； 人 互相覺 察、 及 有， 1 稅錢 衣食 不レ闕 者； 並不， 得レ入 

レ甲、 仍 問 二人 戶願與 < レ不レ 願 レ入レ 甲、 開 n 具 一 家 大人 若干 ロ小兒 若干 ロー  大人 一 石小兒 

滅半、 五 歳 以下 不， 預 Jr 甲 頭 加 請 一 倍、 社 首 親 自審訂 n 虚實； 取 二 各人 親 手 押 宇 

紘； 聚齊備 % 赴 二 本 Amh 再 e?!? 其 無- レ弊、 然後逐 一 棑定、 甲頭寫 i 都簿ー 明 載 r- 某 

人 若干 石ブ； あ 二正簿 1 給， 闕、 與ニ甲 頭, 收ニ執 請穀； 仍 分， 1 兩時, 支 散、 初當 下， 田 時、 

次當耘 縛 時、 リ秋 末成 熟 還へ i1  『不レ 得：， 過 二八 月 三十日 一 納足穀 有 二？ i 悪 不ぃ實 者 一 レ之 

云々。 是れ社 倉の 法 也。 すべて 皆 民 をす く ふ を 以て 本と す。 然れ ども 其の 設け 不レ 以 

レ法、 則ち 美 意 遂に 不， 被， 行して 仁政 下に 通じ 難し。 其の 故 は 人君 民に 父母た るの 心 

あって 父母た るの 法 を不, 知ば 也。 父母 之愛レ 子、 其の 本 更に 1K 然の 慈愛の みなりと 云 

へど も、 慈愛す るに 不, 以レ 法、 則ち 或は 驕 子に 至りて ほしいままなる あり、 或は 姑息. 

之 仁に 因りて 却って 疾病 を 生ずる あり、 或は 煩 勞而其 子 不レ全 あり、 各 失 二 其 道 一 不レ知 11 

せ!， ハ法 一が いたす 處也。 父子の 愛 猶ほ然 り、 况ゃ 人君の 民に おける、 其の 理は民 を 子と 

し 君 を 父母と すと いへ ども、 其の 形 は 贵賤相 隔たり 其の 間に 萬 里のへ だて あり。 然れ 
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ば 其の 仁心 ありと いへ ども、 其の 仁政 を ふかく 糾明いた さず して は、 仁心 仁 聞の みに 

して 徒 善 徒 政たり。 常平倉 *義 倉 • 社 倉之設 甚だ 宜しと いへ ども、 ややもすれば、 必 

ず奸 民の 利に 至りて、 飢寒 孤獨の 救に ならざる あり。 後 漢書 劉 般傳、 顯宗欲 レ置ニ 常 平 

.、i;  X ム卿議 者 多 以爲， 便、 般對 以爲、 常 平 外 有 二 利， 民 之 名.； 而內實 侵 n 刻 百姓 一 奈右 I 

- -シヲ  ハ  ノヌク モレ プ トァラ チム  ノ  (ク グムハ ヌ シ +. ルハ- キヨ， リ 

爲 レ姦、 小 民不， 得 二 其 平； 置， 之 不, 便、 帝 乃 止。 致 堂 胡 氏 曰、 賑 レ飢 た， 要 二 乎 近 一一 

ノー 一  /  ハ  ル r- レヲ 一一 ンテ カラ  ク 7  一！  ル ヤヲ  レチカ カラン 力 

其 人； 隋義 倉、 取， 1 之 於 民， 不， 厚、 而 gn 倉 於 當社ー 機 民 之 得， 食 也 其庶矣 乎、 後世 義 

倉 之 名 固 在、 而置ニ 倉 於 州 郡； 一 有， 一 凶飢； 無狀 有司 ノ固 不二 以上 聞 一也、 .R 有司 敢以 

ブンス  「口 プノ  二 マ カセテ *  二 シ テス レメ  シ  - t し 一一. ごふ、 

聞矣、 比， 及 二 報叮； 委 11 吏屬ー 出而施 A 之、 文 移 反復、 給 散 艱^、 監臨胥 吏 种與； ^沒 

せ k チ惠 者、 大牴 ％郭 之 近、 力 能自達 之 人 耳、 居 之 遠 者、 安能 扶レ 老携レ 幼、 數；， HS- 以就， I 

おの  一 t 一  * 合 之 {11- 哉、 必欲ニ 有， 備 無；^ 患、 當 T 以ニ隋 氏 1 爲レ 法、 而擇 n 長， 民 之官" 行 二 勸農之 

ヲゾ フル 二 テス  ヲ  レモ-一 ガリ  ャ  ク ハラン ュル  ハク  ケ ルハ， 

法； 輔 以 * 救荒 之 政 h 本末 具 擧、 民 之 飢也庶 有レ瘦 乎。 丘文莊 曰、 今 朝廷 亦設二 義 

ヲ  ト テナ" シ  卜  ム ルヲガ 7 メラ ラ  二  シテ  ハ  ラ "テ ヤノ ムルニ 

倉； 本以 1! 爲 荒 歉之備 i ハ 使 吾 民 不 X 至， 1 於 捐" 妤； 而 有司 奉行 不， 至、 方 二 其收 I 也、 

ニン テ  二  タラ ノヌ  ビテャ ノ タク 〈フル 二 レ ノィ フーフ ンヲ  ァラ ッニ  ノヌノ ァタ ソル 

急 11 於 取 足； 不 11 復計 11 其 美惡ー 及 11 其 儲 1 也、 恐 二 其 泡爛； 不酞 待 n 其 荒歉； 所， 予 

• 者不 M 必 所 i 之 人； 1^,徵者多非ニ所」交之輩； 或嚴 11 其 期； 或徵 11 其耗； 或 取 二 其 息 一 


ハ フル，； レニ テ \ ヌ  シメ  ^  ^  メ  ハ 二- 'キ モキ 7  モ ヤメ テレヲ  力  ハシ ヨリ テメ ヌ 

或予 ， 之 以レ 米、 而使ニ 之 歸 V 錢、 或 貧 無 レ可レ 償、 而督レ 之不レ 置、 或 胥吏以 ニ跪贷 一而 

徵 二 諸 編 民 一 . ^今日 二；^ 司 義倉之 弊 也- 朱 子 建 安五 夫 社 倉 記 曰" 予惟成 周 之^、 縣都各 

二、  il7n 去つ  リ テキ シ  テツ  ヲシ チノ  ナル モノ ハ  キ-ー  ス  リト 

I に！ ^ 有ニ委 積； 以 待- 1 凶荒； 而 is 唐 所， 謂 社 倉 者、 亦 近， 古 之 良法 也、 今 皆 廢矣、 獨 常平義 

,ト 、ふ， リ  レ ぃモヲ サメテ  -I ゥ クル モノ ヲ  ギ  ノニ リテハ 

倉尙有 n 古法 之 遣 意， 然 皆 藏二於 州縣； 所 ， 恩不， 過， 1 市井 惰游 輩； 至， 1 於 深山 長 谷 力 

穑遠輸 之 民； 則雖 二饑娥 致- A 死、 而不， 能， 及 也、 又 其爲， 法お 密、 テ使 T 吏 之 避 A あ s.^ 一 あ^ 

、ョノ ヒ、  チ  -V ェジニ  7  テセ  クシ フゥ ケッ. N タガヒ 二  ス ヘル 力 チネ  ヌ ルー 一 (gn シ セ イセ 

お b^i: 視ニ民 之 ，而 不二 肯發； 往々 全 n 其 封鎖； 遞 相 傳授、 或 至 In 數十年 1 不二 臂 省い 一旦 

i  ： ダ，》 テ：： ム ヌル 二 ヒラケ バレ ヌ  二 シテ" テフ アイ  卜  力 ラフ  レオ モン ミル 二  スルヲ  キ 

甚不， 獏， 已 然後發 X 之、 則已化 爲ニ浮 埃 聚壤， 而不， 可， 食矣、 夫 以 國家 愛， 民 之 深、 

其 慮 豈不レ 及 レ此、 然而未 レ有レ 所レ改 者、 豈不 -以ほ 単： 社 不レ能 一二 皆 得 一一 可, 任 之 人； 欲 r, 

1 聽ニ 其 所 4r 則 恐 二 其； il;- レ私以 害- A 公、 欲 K 謹， 1 其 出入 1 同 * 於 官府 h 則鉤 校糜密 

.レ ノ  ル ヲシキ  二 ヨリ フ  ヌテジ チレ ヲ巾ル  ノ  /  (11〕 

$f ほ) 现ー=5 上下 相遁、 其害又有乙甚ニ於前所•ヒf^者^ 是以 難， 之而 有， 弗， f  s々。 宋嘉定 末、 &德 

咏& 七と な  クル 3：  M フレプ X  マ マル モフレ プ  テ  ニフヌ スト 

.%^^rm 秀帥 ニ長沙 1 行：， 之、 然今 所在 之 州 縣間有 M 行， 之 者； 皆以ニ 熹之已 行者 1 爲， 式、 凶年 饑歲 

MM^^^ 人 多 頼" 之， 然 事久 而弊、 或 主 者 倚レ公 以行い 私、 或 宫司移 用而無 k もい I、 ぁ拘 M き 1 一お 

felr\at ク  ダテセ  ンキハ  ン ル  二  ミナ ココニ ス ズ リ  チ  ノ 

2^  米 一而 未二嘗 除兗； 甚者拘 催 無， 異ニ 正賦； 良法 美 意 胥此焉 失、 必有， 1 仁人 君子 一 以二公 心, 

シテ 〈バレ ヲ ノ 手. P カラン 力 ノル- -  へ is  ヨリ シ  レ. ；， も  ヽ 

推 而行レ 之、 斯民庶 二 乎 其 有，： * 矣。 丘文莊 曰、 朱 子 社 倉 之 法 固 昏矣、 然 里 社不， 化； i,, 
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y のに？ ^ 皆 得-人 如レ熹 者ール 主.. 之、 义不 ，^能《： 皆 得 T 如 二 劉 如 愚 父子 1 者 上 以爲乙 之 I わ 害：,， ノ肖 百、 

^^00 其 數年之 間、 左提右 寧、 卜ー說 下敎、 爲， 1 鄉問 1 立ニ此 無窮 之 計.； 然 則 あ 成- 1 此ノぁ 1 也、 蓋 亦 

ほひ ^ 嚷； ^ ピ 不レ 易矣ー rT々 。 是れ皆 常平倉 • 義倉 • 社 倉に つ い て 其の 法不， 正ば 各. - 其の 弊 ある こと 

r て 終る  をい へる 也。 必竟 人君 時を考 へて、 或は 年 M を I；、 てた く はへ とし、 或は 民に 米 I 衆 を 出 

さしめ て 凶年の 設けと す、 いづれ も 人君の 民 を 惠み玉 ふ 仁政と 可, 謂。 其の 法 唯 だ 所 

の 奉行 幷に撿 使の 善惡 による こと 也。 善 惡と云 ふ は、 奉行 • 撿 使. E ら是れ を 糾明して、 

民の 情 を 察する を 以て 本と す。 而 して 所の 政に 是非の かくる る 事 ありて、 奸民私 をな 

し 富 民利 を 逞しく して、 其の 救 ひ 小 弱の 民に 不, 及 こと あらんに は、 小 民 直訴して ヒ 

奏すべ し。 遠方 田舍に は、 巡察 使往來 して 民の 訴狀を i け、 所の 盛衰 を 正さ しむべし。 

其の 所レ 與所レ 救、 小 民孤獨 を專ら とし 急なる を 先んじ、 所， 施の 米 1; 严釩を 救 ふに や-り 

, て 逸樂に 至らし めず 羨 食なら しめず、 所， 請の 民奸 曲詐僞 なきが 如く 糾明 十る にある 

也。 其の 法不， 如レ此 ば、 富民彌.-富んで其の救饑民に不レ1^5もの也。 古人の 所， 禽專ら 

在レ兹 也。  ， 

次に 早 知, 機と 云へ り。 所の 飢饉 民の 餓死に 及ぶ こと、 一 朝 一夕の ゆ ゑんに あらず、 


(二)  i 年の 不雙 俄に あらず。 然れば 常に 是れ を考 へて * あらかじめ 其のき ざし を 知りて 早 

の M!i  く 辰 まの 法 を まう くべき 也。 其の 飢饉 に 及ぶ 處は 其の 根ざしあって、 死に 及ぶ こと は 

，： S 速なる もの 也。 其の 機 t』) ら ざれば、 賑恤 おそくして 其の 間に 民 離散し 餓 1 る 

si もの 也。 , 飢斷っ 而爲ー|秦 一と 云へ"； _ ^く 飢鎮 

0^ 可 V き 機 を 知りて 其の 救 をま うくる 事 尤も 仁政と 可キレ 謂せ。 唐代宗 時、 劉晏 f 財賦ー 

x?i  S  ^  口 M§ll、  £1 ル 民？ キ 諸道 各？ 知 I 一  き： 

の 時に 參知政  ヲ マウス  一一 t パク カク シチ キヌ ナ i:4>. ス クス， Jy^^  ,i し、 ァ .i ハ、 ョ；^  ぉ7ゝ " ，、 ^ 

MM  4 州き 歉之 狀ノ in ウー； 使 司 "豊則貴 レ雜、 歉則 賤レ驟 或ク以 しぼ、 ニ雜き J 二 官-及 二 

於 si き 知き： £ ー不稔 之补. ^き、 某月 n 二 如 干 f 一  某月 零； 如 干 救助" 

？ S1§  &、  t 之， in、 l^k 一一 其 困 弊流ズ 

ュ i  後 i2 ず、 由リ. 曰き 得. あ r きき 一 戶ロ f  、 晏始 爲 一一 轉運使 一時、 -大 下見 

ft^ き 年き 一一 百餘 萬、 あ： き I ル 則增、 非レ 所レ統 則 J%e。 宋 

sir  s< も 夏、 I 大や濯 i 「越 I 一  ぎ 4，  it 書 問、 is 所. 被者 幾 r 

S 民 まき £リ1 鬣ぎ 人、 爵 構き m 难 治き ほ"！^ i 

s.^f; もレ 1者幾 所、 富 人 可キ， ち 出 V 衆ぜ幾 家、 僧 道士 食 之, 書-.; 於籍- 者 其 幾、 具存 使-一 各 
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る 書 以對； 而講ー 其備ー 云々。 丘文莊 曰、 毎年 W 六月 麥熟、 秋 九月 以後 百 穀收成 之 候、 

モッテ  ノウ ウル  ヌ  シ  シ  ヌ  ネチ リ 

藩府州 縣將ニ 民間 所， 種 有無、 成熟 分數； 逐件 申達、 十月 以後 通 n 巾 一 年 之數； 0 計 K 

明年 食足與 否、 有， 收者 幾鄕、 無， 收者 幾鄕、 鄉凡 幾戶、 得， 過 者 幾 家、 必. 娘ニ賑 給, 者 

べキ 

幾 家、 官. S 之 儲 多少、 富家 之 精 有無、 近 邑何倉 有， 米、 近鄕 誰. 1 有 4?、 或 借 n 官^ 

シ へト 、ノ キテ  ヲ テジヌ  ハ ウテ  一一 リ  ケン タイス ル ハ シテ  二 リ  ァヅ カリ フ 

爲 レ備、 或 招 二 商賈, 以通， 市、 或 請， 一 於 朝廷 1 有， 所 二！ i 货； 或 申， 1 於 上：？ 有， 所，, 干 請 一 

凡百 司以爲 ニ賑濟 之備, 者、 皆 於， if. 荒 之 先, 而爲 ：, 先 . 事 之 慮； 歲々 而篛 n 其 常； 事々 

而爲， 一之 制； 人々 而用， 一 其 心； 雖 A 有 二 荒 孕 水， 21^ 無， 1 菜 色ー矣 云々。 

案ずる に、 民飢 ゑて 始めて 驚いて 其の 救 ふべき 術 を 求む る は 政の 末 也。 故に 先づ謀 

りて たく はへ を 全くし、 毎月 ごとに 其の 所の 作 毛の 次第 を 具に 注進せ しめ、 其の 地に 

髙 直下 直の 物を詳 にしる し、 早く 不作の きざし を 知りて 速に 救助の 謀 を專ら • とし、 民 

くるしみ  タ  キフ  ハク スヲ ハー ーヒ  ニノ- 

の 困 を不レ 待して 是れを 救 ふ 事、 仁政の 實と 可レ云 也。 朱 子 曰、 爲レ政 者當- > ，一 五行 一修 一一 

1  、  、、レ  、 べシ  、 、 

五 事, 以安ギ 百姓 ハ 若， 曰， 賑 TT 濟於 凶荒 之餘； 縱饒 措置 得， 善、 所レ 鮮、 終不 ぃ濟， 事 

とい へり。 次に 年不， 熟して 米穀み のらず 民に 菜 色 ある こ と、 是れ 天の 咎めに して 君 

德の 所レ闕 也。 然れば 人君 肖ら 戒めて 專ら 其の 德を 可レ修 也。 所レ 愛の 民す でに 餓 ゑて 


體 記の 死に 至る に、 父母た るの 君豈 悅び樂 しまん や。 この ゆ ゑに 玉藻 曰、 年 不二 順 成； 則 天子 

シリ  二  -ーシ  〈ク  レバ  ナラ キ  ヲ ，〈サム ホン ヲ -  セ  シテ 

素 服 乘ニ素 車； 食 無， 樂。 叉 曰、 年 不二 順 成； 君 衣 A 布 g 揞 1 本、 &之 關梁不 A 祖、 山 澤列而 

P あ ff ね ？顏守 不. 賦、 土 功不. 興、 大夫不 レ得レ 4 一ず 馬？ 穀梁赤 曰、 五穀 不.^ 爲， 1大 饑； 一 

S  穀不レ 升 謂 二 之 嗛； g 、足 二 穀不レ 升 謂 二 之 饑； 三穀不 レ升謂 二 之 饉； 四 穀不レ 升 謂 二 之 廉； 

， 五穀 1^., 升 謂 二 之 大侵； I 、大使 之禮、 君 食不レ 兼：， 味 *  It 榭不， 塗、 雄、 弛 健 廷道 

ii 不. 除 、側、 百官 布 而不. 制 t;;K き 鬼神 il^ 不ビ ％ 此大侵 之禮也 云々。 凡そ 上古の 

人君 天災に 遇 ふたび に、 必ずお それ 敬み て 專ら儉 德を行 ふの 例 如， 此。 ゆ ゑに 周禮に 

大荒 則 不レ擧 と 云へ る 也。 擧と云 ふ は牲を ころし 盛 儲 を そな ふるの こと 也。 君 飢饉に 

及んで 俄に 儀 を 減じ 儉約を 行うて、 是れを 民の 助に すると 云へ るに は あらず、 今 天下 

の 民 天災に 逢うて 木の葉 草の根 を 取りて 食と し、 面に 人の 色な く 形 ひたすら 餓鬼に 同 

じくして、 老を たすけ 幼 を たづ さへ 路頭に 宛轉 して 乞丐 悲 泣し、 朝夕 を 不：， 待して 死 

. 亡に 及ぶ を ：！：^ 聞す る こと は、 あらかじめ 設け 備 ふるの 政 あらず、 又 時に 取りて 民 をめ 

しかしながら 

ぐむ の 術な きが ゆ ゑ なれば、 是れ 天災と は 云 ひながら、 併 人君の 政事に かかる 所 也 

然れば 上は大 のとが め を 恐れ、 下 は 民の 悲みを 思 ひ、 君德の あまね からず して、 天.： 

君 道 五 ほ =^  一：： 六 五 


.E 鹿 語頻卷 第五  一一 二 ハ丄ハ 

K ヒり 下民 餓死に 及ぶ こと を 恩 ふが ゆ ゑに、 君 何の 游 樂喜悅 の あ つ て 珍 美味 を 口 に 味 

は へ 錦纖を 身に 飾り 宮殿 臺榭 のい となみ をな さんや。 ここ を 以て 古の 明君 一 たび 災變 

^  7  ジ 7 オト シ ヲンヲ  ハレ  二 ゾ グダ ツァイ キヨ ゥ (ル 

に 遇 ひまた へば、 避 二 正殿； 變, 服、 損， 勝、 徹レ樂 、恐 慨修省 兒ニ於 節 色； 惻 哀矜 形 一一 

於 詔 命 1 也。 暗君 は 下の 情 を不， 知が ゆ ゑに、 野に は餓 李お ほく 國には 萬 民 身 を 投げ 子 

をう りハ 乙つ 街 を さへ ぎれ ども 人君 これ を不， 知、 しると いへ ども 罪 を 夭 災に讓 りて 其 

サ (二  レ- -ノ  おも ひ 

(一) 4S の 政 を不レ 正、 孟子の いましめし 言に 不レ 異。 是れ 君と 民と 父子 一 體の思 をな さず して 

「二き ハ レ ノ  ン  キ ズ 

我れ 獨り樂 しむの ゆ ゑな り。 民 惟 邦 本、 本 固 邦 寧と 云へ る こと 可い-お 也 C 

g-ar あり、 尺 

に I あり、 次に 娠恤之 法 あり。 時の 天災に よって 民飢 まに 及ぶ こと は、 ^代 治世と 云へ どもな 

野に 娥莩 あり、 

"  くんば あ る ベから ず。 故に 國郡 にたく はへ を ま うけ 米穀 を あつめて 其の 時 を 待 つ は 古 

i あり I 「一々」 の 政 也。 娠恤の 法と 云 ふ は、 民に 飢饉の 色あって すで に 流亡に 及ばん とす、 こ こに おい 

(-:) 書經夏  t  了， VJ  ノ  、 

1 に， 1 秦 て 人君 仁政 を 行 はせ 玉 ふの 法 を 云へ る 也。 其の 法 世々 の 政 品 多し。 周 禮地官 大司徒 

0 書 r| 二 荒 政 十 有 二， 聚，, 萬 民； ^Bs^ 1 曰 散レ 利、 li. 一一 曰 薄 レ征、 i? 粗 三 曰 

緩レ斧 iSiSS 解 〔 ItT 弛， 扎、 »m 五日 舍レ あ、 |§川 六日 去レ 幾、 鹂 §，- 七日 管 

. 禮、 gjif  .< 曰 殺 レ哀、 九 曰 I レ樂、 S 十 曰 多レ *、  iif 十一 曰 索-一 


鬼祌ー tfs』 十二 曰 除 = 盜賊？  ^ 是れを 十二 政と 云へ り。 是 れ年穀 みのらず して 

民 四方に 分散し、 土地 荒廢 する の 時に 財 を 散 じて 是れを 救うて、 安處托 居の 地 あらし 

め、 日用 飮 食の 具 あらしむ るの 政 也。 財 を 散 じたく はへ を不レ 施と き は、 民 あつまる 

ことなし。 1K 下の 財寶 米穀 は 本より 天下の 萬 民の ためにして、 人君 一 人の 私する 處に 

あらざる 也。 大學 曰、 財 散 則民聚 とい へ る はこの 心に や。 周禮 十二 政の 本と する 處、 

レ シ カラお ほやけ 

專ら ここに ある 也" 竊に 案ずる に、 賑恤の 道 其の 法不, 正ば 官 の 費 甚大に して 養 又 

逞しから ず、 唯 だ 愛に 專ら にして 其の 制不レ 中レ義 ばつ ひえて 益寐 なく、 却って 永久の 

(例 J  かす た？ ふ やしな ふ  しんたい 

計に あらざる のた めし 多き 也。 而 して 其の 法贷と 賜と 養に あり。 贷は 賑資と 云へ る是 

れ也。 民の 未だ 飢錢に 及ばざる 已 前を考 へ、 其の 民 屋をー 々點檢 せしめ、 所, 養の 人 

數 牛馬、 所レ 耕の 田帛を 詳に考 へて、 麥作 收納の 時まで 其の 養に 可レ足 衣食 用具の 料 

を 借し あた ふる 事 也。 麥 作の 璺凶を はかり て 秋 糧の牧 まるまで の 糧を相 計らし めて、 

不足す る處 あるとき は 又 是れを 養うて 耕作 をつ とめし め、 而 して 其の 一年の 耕作の 出 

來ヒ中 下を考 へて、 右に 借る 所の 米錢を 或は 半 を さめ 三分 一 をつ ぐの はしめ、 大豊 

ラ  キノ  §  バ 

年に おいて は不， 殘是れ を かへ さしむべき 也。 如， 此時は 民う ゑに 不， 及して、 田 畠の 
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耕作の つとめ 不レ 怠が ゆ ゑに、 年穀 次の 年に は滿 作すべき 也。 然れ ども 率 行の 撿不 

レ詳 とき は 民に 所レ 借の 米 錢不レ 均 して、 小 民 必ず 餓死 を不レ 免に 至り、 或は 是れ によ 

つて 奸 民利 を專ら にし 下司 利欲 を かまへ、 或は 他日の つぐの ひを實 むる 事 を きびしく 

し、 或は これに 利息 を 加へ、 或は 米の よしあし を 吟味し、 耗米を 多く 入れし め、 或は 

其の 民 を 打擲 匁 傷し、 或は 民家に 入りて 贿赂 をう け 飮食を 請 ふ。 是れ賑 と號 すと い 

へど も 實は當 分の 利に して、 必竞 民の 害たり。 乂 其の 所， 借 其の 民家の 所， 有を詳 にせ 

ざれば、 唯 だ 一軒に ついて 米錢何 ほどと 斗り 相 計る が ゆ ゑ、 其の 中所レ 養の 人數 不レ詳 

して、 所」 養お ほき 民 は 猶ほ謹 をまぬ かれず、 人 すくなき の 民 は 有餘を 以て 食を璺 にす 

叉 田 ほ 2 器械 家業 を不， 詳ば、 食た ると いへ ども 業 つとむる に 力なし。 然れば 養 はると 

ェ商 

いへ ども 耕作 を 逞しく し、 業 を つとむる こと 能 はざる が ゆ ゑに、 農 叉 不作す るに 至る 

べき 也。 故に 其の 制を詳 にせ ざれば 其の 利 不レ遍 と 云 ふ 也。 すべ て 曲お 民 は 秋 納相濟 の 

後、 冬 中 は 米穀し ばらく 存す といへ ども、 年を越え て麥作 出來の 問、 農 田に 事 あるの 

(に 人夫の 時 必ず 食に ううる こと； 母 年の こと 也。 以， 此 夫 食 作 米 を あたへ て 民の 力 を 全から しむ 

食 あ 

る は 通例の 良法 也。 况ゃ 飢饉に 及ぶ の 時， 早く 其の 機 を 計りて 米錢を 借して 其の 養 を 


全から しめん 事、 まことに 先 , 事 而爲レ 計 者と； K ふべき 也」 次に 服 賜の こと は、 民已 

に飢に 及ぶ 時 は、 速に 倉廩 を 開い て 其 の 米穀 金銀 布 帛を散 じて 國の養 を 全くす る 事 

也。 遠方 邊 土の 民 は、 奉行 上裁 をう くるの 間に 死亡に 至る 事 速なる もの なれば， かね 

て 其の 制を詳 にせし むる にある 也。 其の 法 唯 だ 其の 民情 を 糾明す る を 以て 正と す。 人 

君 倉 ill? を 開きて 財 を 散 じ 粟 を 賜 ふと 云 ふこと あれば、 奸民 早く 知りて 其の 奉行 を僞 り、 

奸曲 贿赂行 はるる こと あり。 又 民 これ を 賴んで 業 を つとむる こと を不， 專、 若し 飢に 

ズ ルヲ  つ-ひ え  かねて 

及ばば 上より 賜 もの あらんと 思 ふに 至る の 類、 皆散レ 財に ついての 弊 也。 然れば 兼 日， 

民の 産業の 勤を不 レ令レ 怠して、 今 天災に あうて 飢饉に 及ぶ 事 は、 人君 天下の 財 をな 

キズフ  つぶさ 

げ うっても 可 一一 必救, のこと わり 也。 故に 奉行 を 以て 具に 民屋を 糾明し、 民の 眞僞 を. 

明に し、 而後に 速に 倉廩 を 開きて、 一民 ー戶 に相應 して 其の 養 を 可レ足 也。 所に 饥饉 

(飢)  ク 

ありと 云 ふと も、 押して 皆う うる こと は あるべからず。 、ゼず 富家た く はへ ある もの 可 

レ有、 又 米の 熟する まで はやう やくに して 取 つづく 民 あるべ し。 今所レ 賜の 米錢 は、 先 二 

貧乏 1 にして 殆ど 死に 及ばん とする を 救って 死せ しめざる までの 事 なれば、 聊か 有餘 

の 事に あらず。 尤も 其の 民の 日 比の つとめ を詳に 糾明すべし。 若し 業に 怠り 飮食 を專 
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二)  i ら にして 如 レ此に 至らば、 死を遁れしめて而後に役を重くし田^:IWを沒收するにも可レ.4f; 

也。 所，賜の米錢はぃささか富家に不レ.5^及。 その ゆ.^ は、 富家 ゎづ かの 米錢を 得て 

は 養の たりに もなら ず、 却って 飮. へ のつ ひえと 成る もの 也。 これ を 貧民 小 家に 施す 

とき は、 犬に 養 用す るに 足れば 也。 天災に 由り て 死亡に 及ぶ の 小 民孤獨 は、 其の 所の 

富家た く はへ あるの 輩 相 助く る こと、 是れ古 保：^ の 行 はれし 時の 道 也。 然るに 今上 

より 其の 養 を 賜 はって 富家の 財 を はぶかし めざる こと は、 是れ 富家への 赐 もの 也。 富 * 

家 全く 不レ飢 上の 賜 ものに 不レ及 は、 又 富家の つねに 產業不 レ怠ゅ ゑと も 可， 謂 なれば、 

民 皆 救 を 得、 生 を 全うして、 其の 年 豊饒に 至る の 後、 或は 酒 肉 布， M を 賜 ふの こと も 可 

レ有 也。 凡そ 所, 賜の 米錢 必ず 多から しむべからず。 多ければ 則ち 民 これ をつ ひやして 

酒 肉の 味 を 好む、 又 これ を 載んで 其のつ とめに 怠る。 是れ賑 賜に ついての 弊 也。 ふ 

事 必ず 其の 家に あたへ しむ、 是れを 招きて 賜 はるべからず。 民 道路に 勞 役して 或は 老 

若來る こと を 不：， 得、 强壯も 亦 業 を つとむる に 暇な きの 費 あり。 所， 賜 必ず 米穀に 不 

.P ラル  レ ハラ (缺 ) 

レ可レ 限、 尤も 錢を 不レ 賜ば 用 かけて 田 器 をう り 象 具 を ひさぐ に 至る もの 也。 布，： S のた 

ぐ ひまで 是れ をう らしめ て 其の 養に あつべ き 也。 如レ 此の 法詳に 糾明 をと げざる 時 は 


必ず 其 の 弊 多き もの なれば、 先例 を考へ 智者に 尋ねて、 養つ て不， 害が ご と く：^^致ニ^ 

賜 一也。 

(二) 

ソショ クノニ ハク  クク  プ  ビ  ハ， ビ クル  -1 リ  ーュ ルン 7  ビ -k 

つじ i 蘇軾書 云、 朝廷 厚設ニ 儲備； M 寧 中 本 路截發 及ロ釗 路般來 錢米、 幷因ー 一大 荒 一 放， 税、 及 一一 

虧却 1 課 A 利、 蓋累ニ 百鉱 萬？； 然於， 救， 荒 初 無二 絲毫之 益, 者、 救 之遲故 也。 朱 子！^ I！ がー ァー 

ノ  二 ハク  テ シ タリ ガ フル ニニ)  ニヲク  クシ テ キハ  テ 

^^^^ 於 其 君-曰、 臣曾辜ァ得蘇^^與ニ林希！書ハ 說卞燕 寧 中 荒 政 之 費、 費 多 而無， 益、 以ニ救 之 

人、 C  キ ヲトノ  ニパ シス  ト  ハク  キ  ダ  フ ヌ 

, 却たり、 後 5 遲 一也 h 其 言 深切 可レ爲 ニ後來 之鑒？ 丘文莊 曰、 鳴 呼 救 之遲之 一 言、 豈但照 寧 一 時 救 レ荒之 

書 舍ノに 進み ノ ミナ ラン ャリ ブマデ -ー シ ル-フ  一一 テヲ --ル  ダ テ ンバ シ  メ 

lil 失 哉、 自， 古 及， 今莫， 不， 然也、 臣常 s^, 一州 郡； 毎， 有 二 凶荒； 朝廷 未 r 會不 i 二 倉 .15 架 一 

I  U  一  ァラズ 

賜 二 內帑之 銀； 以爲 g 賑卹之 策い 然往々 行， 之 後， 時、 緩 不：， 及， 事、 朝廷 有 二 能 萬 之 費； 

而 飢民 無， 一分 毫之 益； 其 故 何 哉、 遲而 已矣、 所 n 以遲 I 者せ^ 故 何 在、 蓋：： 有司 官吏、 

惟 以ニ簿 書, 爲， 急、 不 e 以ニ 生靈， 爲，, 念、 遇， 有， 1 水.： 千災 傷； 非，, 甚不 V 得， 已 不二 肯申 

ハリ レヲニ  ハリ レヌ 二  4 'ャ モス レバ テ  ヲ 乂テス  二  ビ ルニ  二 ンムル でヲノ セ 

縣ヒニ 之 郡； 郡 上 一一 之 藩府； 動 經ニ句 月ー始 達 一一 朝廷； 及 ，至 二 行 下； 遣 こ 官撿 勘； 

動 以， 1 文法, 爲， 拘、 後患 爲， 盧、 因 こ 一 之 詐ー疑 二 衆 皆然； 惟 己 之 便 不二 人 之卹； 非,： 

リニ  ニク シ ルニ ルヲ ンデハ リヒ ラクヲ  ハ ルル ニス ヌ  ルニ  ニシ 

民 陷ニ於 死亡 一狼 戾慘切 h 朝廷 無 A 由， 得， 知、 及 K 至ニ發 A 魔 之 令 行； 窗ぃ 銀之赖 至上、 e 無 

ゾ  モ ハリ トム ルヲ  キバク モノ ミ . クハ  シ  二 シ メテ乂 ス《-/ ゾ  ヲ 

レ 及矣、 雖 rr 或 有 n 治， 惠者 1 亦 無， 幾 爾、 Hil 願 聖明行 n 下 有司； 俾に疋 n 奏， 災限期 則 例； 
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(一) 驛 f 頒ー 一行 天下； 災及 二八 分 以上 一 者馳， 傳、 五分 以ヒ， 者 差 レ人、 二三 分 以上 入， 遞、 隨ニ其 遠 

馳 する こと  .  、  レ、 

へ か a) て is- 近- 以爲 n 期限 一 緩不 期 以致二 誤 事 一 者、 定ニ其 罪名； 秩滿之 曰 降， 等敍 用、 如 レ此 

る こと 火 <f*,,^  ノ  ノ  ミナ テ  ヌ ン ，- 「ヒネ * 力 ハク ハ カラン 力  ソゥキ ヨウ フノ. ^  二 ハン 

の i にあら 則 藩 服監司 郡縣守 令咸以 一一 救濟 ー爲， 念、 庶 幾 無二 遲緩之 失 1 乎、 曾^ 救， 苗議 曰、 有 

ヽ： ノ  ， >ha  テヲ  フ ヒラ キテ ヲ ヘン f ヲレ ガヲ  八 ゴ トニ  二  ハ ゴ トニ  二  シ シク 

^^^^ 司 建 J 目、 請 T 憑 n 倉 魔 1 與 * 之架ハ 壯者人 H  二 升、 幼 者 人 日 一升、 今 百姓 暴露 乏 

と： K ふ。 諸 州  二  一一  ス ノヌ  メバ ヲズ  キテ -1 ク  ヲ. n  チノ  ズ  ァラ  -! 

に まり、 後 , 食、 已廢 一一 其 業 1 矣、 使 r: 之 相 率 曰 待 ニニ 升 之 魔 於 上； 則 其 勢 必不ぃ 暇 二 乎 他爲； 一切 

^^^^^ 」 仏  チテ ノ 一 フー ースノ ツー 一  ？ レー ーテ  ヲ 7 レヌ  ルクヒ ク " ス-ー ノ 

V  棄 n 百事 1 而專ニ 意 於 待 二 升 合 之 食； 是直 以，, 锇^ 之 養, 養， 之 而已、 非 ひ 深 思 遠慮 爲 n お 姓 

文、 文？ 長 計 一也、 以 ニ中戶 一計 レ之、 戶爲 二十 人； 沘者六 人、 月 當レ受 二 粟 三 石 六 斗； 幼 者， 四 人、 

卷八、 國用 S  一-一-，  ヲネ  一： ーク  ，； ぶ マ. ァ  一一， 力  --ク 

に 引 ほせり 月當， 受ニ粟 一 石 一 一斗； 率 一 戶 月當， 受ニ粟 五 石； 自ぃ今 至 一一 於 麥熟ー 凡 十月、 一 戶當， 受二 

シ  シ 

ヲ  ルプ ノ  ハ  ラ  二  ニキ ルヲ  ラヲビ ルガ ゾ  二  ルモ 

粟 五十石； 今 被 レ災州 郡 民 戶不レ 下 ニニ 十 萬； 內除， 有 卞不レ 被レ災 及不, 仰 二食 於 官ー者 h 小つ 1 

ノ ヲホリ  ニヒテ  7  ルヌー 厂ゼン レヌャ  ニリ 

其 半； 猶有 1 一十 萬戶； 十閱月 之食當 T 用 二 粟 五 百 萬 石 1 而足ハ 何 以辨， 之、 況給受 之 際 有 二 

キモ  ， 

淹速ー 有 n 均 否 一 有 二 眞僞； 有 n 會集 之擾； 有 n 辨察之 煩 一 凡此 又不レ 過， 使.. • 之 得， lus 

之 食, 耳、 其 於， SM 構築 之 將安 取 哉、 爲ニ今 之 策； 下 n 方 紙 之 詔； 賜 王 以ニ錢 五 

十 萬 貰； 貸， 之 以， 1 粟 一 百 萬 石， 而 事足. ％ 何 則 今 被， 災州 郡爲， 一十 萬戶； 如 一 戶 得，： • 衆 

十 石 1 得， ft 五 千； 下 戶常產 之货、 平 曰 未， 有 二 及， 此者, 也、 彼 得， 錢以完 二 其 居； 得へ 衆以 


給 二 其 食： 則 農 得. 修， 其畎 畝； 商 得 レ治二 其 貨贿； 一 切 得レ復 一一 其 業； 而不 レ央ニ 其 常 生 

ヌ ヨリ ハーフ  一： ヲチチ  リン 7  一！  モ  ル アーツ  一一  ンャ カラ  レバ  -_ 

之 計； 與 T 專 J 思以 得-一二 升 之 魔 於 上 一 而勢不 .1. 暇 二 乎 他爲； 豈不， 遠 哉、 由 二 有司 之說； 

則 用 二十 月 之 費 一 爲ニ粟 五 百 萬 石.； 由 二 今 之說； 則 用 二 兩月之 費 1 爲ニ粟 一 百 萬 石； 況資 一一 之 

於 今， 而 收，. 二 之 於 後； 足 H 以振二 其艱 乏？； 而終 無， 損 二 於 儲蓄 之實； 所， *J 費 1 者 錢五艇 萬 

莨 而已。 

次に 養 二流 民 一事 あり。 案ずる に、 人 誰か 故鄕 をした は ざらん や。 飢饉 身に せまり 性 

命 全くの ベが たく 朝夕の いとなみ たへ 難き を 以て、 家 を 十て 業 を やめ、 老を たすけ 幼 

を携 へて 流浪の 身と なれる 也。 萬 民 離散して 其の 居 を不， 安ば、 其の 終りつ ひに 亂を生 

ず。 民 あつまる とき は 君たり、 民 散ず ると き は 君 亡す。 民の 離散す る こと 尤も 可, 愼也。 

ここ を 以て 古 は 凡そ 國野之 道 十 単； 有, 慮、 魔 有 一一 飮食； 三十 単： 有， {$、  If 宿 有 二 路窒； 

S 米 e の 路窒有 レ委、 五十 単： 有レ 市、 市有 二 候 館； 候 館 有， 積と い へり。 是れは 所々 流亡の 民 さき 

キカ  とち う  し し 

まで 不二 行 付 一して id 中に おいて 絕 命に 及ばん こと を あはれ み、 又は 國用 のために 市肆 

旅 店の 間までに 其のた く は へ を設 くる 也) 然れば 所々 各. 'たく は へ を 開きて 民 をす く 

(き 

ふといへ ども、 若し 不幸に して 公義に 其のた く はへ 其の 所に 全から ざると き は、 民 を 

君 道 五 民政  三 七  一二 
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畳 年の 地に うつし. 架 を 凶年の 地に 運送せ しめて、 其の 有餘を 以て 不足 を 補 ふべ し。 所 

に 米穀 不足に して 其の あた ひ责 きとき は、 商 =k をうな がして 米 を ま はさし め、 公より 

是れを 市うて 民に はぶき、 富 民の たく は へ を 出さし めて 時の 値 を 以て これ を かうて 民 

(足)  7 

を 養 ふに たらしむ る 也。 而 して 是れを 養 ふこと 多く は以レ 粥。 民 久しくう ゑて 草の根 

木の葉 を 食と す、 俄に 飯 を豐に すれば 必ず 疾病に 中り て 忽ち 死す るに 至れば なり。 ：i 

レ粥養 レ之事 又 有， 法、 擇 二 置 レ民之 地 1 構， I 小屋； 專，！ 不淨舍 1 而別定 ，1 炊， 粥 之 場； 有 二 奉；；； ：| 

有, 一 檢使； 各.^ 飢民 仏 仲の 制 を 以て 養， 之 也。 老弱に して 粥の 場に 至る こと を不レ 得の 

は、 其の 保 伍の 內 互に 先づ これ を 養 はしめ て、 而後に 强壯に 及ぶべき 也。 或は 又 其 

の 所レ來 の阈郡 をし るし、 この 飢民 を 別に 遣して 以ニ粥 米 I 與ニ彼 主 一而 令， 養 も 亦.？ 也。 

養って 巳に 健に 至る 時 は、 强壯の 民 は 各.' 其の 食 米を與 へて 本 所に かへ し 送りて、 田 

たね ぶ じき  つぐと し 

產を かひ もどし 牛馬 田 器 を 與へ種 • 夫 食 を 以てして 嗣 年の 計 をな さしめ、 老弱 はと ど 

めて 其の 養 を 全くす。 或は 力役 を 起して 强壯を 力役に つかしめ、 老弱 を 以て 其の 助け 

たらしむ。 而 して 粥 は 米麥を 合せ^り 碎き、 野菜 海 を 加へ て 制， 之、 以 一一 五 杯 三 杯, 

爲ニ 一日 之 食？ 脾胃 やう やく 養って 而後に 米麥の 銀に かへ らしむ る 也。 古人 云、 一人 


メへヲ  ヲ： \ リテヲ  ク スノヲ 

1 日 一 合 米 加， 堕增ニ 野菜 一作， 粥、 朝夕 夜 三お を 服 するとき は 全 一一 其 命？ 一日の 米 一石 

にして 千 人 を 育て、 十 石 養， 一 萬 人； 百倍に して 千 石、 若 快 養 , 之 則 加 n 麥千 石； 人雖 

レ得ニ 菜食； 不レ 和， 鹽 とき は 草木 海藻 を 不レ能 レ食ゅ ゑに、 先づ 盥を蓄 へて 飢 筵に 備 ふと 

いへ り。 但し 粥の み を 食 はしむ る こと は 唯 だ 死 を遁れ しむる まで にして、 力役に 付 

き產 業に か へ る こと 不， 可， 叶。 力役に 付き 產業 にか へ る こと 不, 能ば f{ ふと 云 へ ども 

無, 用。 粥 を 以て 脾 5闩 をと とのべ、 銀 を 以て 其の 力 を 全うして、 力役 產業 に付きて、 

ここにお いて 民 全うして 田園 荒廢 せざる 也。 又 養 ふこと 退し くして 巡察 不， 怠、 脾胃 

顏色已 に 本に かへ らんと する の 民 を 早く 産業に 不， 付ば、 養に 安んじて 飢民た る こと 

を 利と す。 其の 養 如レ此 といへ ども 猜ほ 不， 得レ 「しして 死に 至る の S は、 官 より 是れを 

塊め しむ。 死：^ 多き とき は 必ず 疫氣 生じて 民 其の 氣 にえ やみす。 生きて 養 ひ 死して 塊 

む、 始終の 禮 全き は 人君の 厚德と 可レ謂 也。 養 ふ 事 其の 實を 不レ 得ば、 粥不 レ足レ 養， 身、 

ン カラ  ナ  ヌ  リ  ミ ダレ  ル  ヒヌ 

或は 不， 均、 或は 不レ糾 二 眞僞； 或は 有， 1 會聚 之擾； 或は 官大に 費えて 民不レ 得， 養の 類 多 

y 帝) 紀 ^1， し。 是れ唯 だ 其の 民に 父母た るの 心 薄き が 致す 所 か、 其の 心 厚し とい へど も 其の 法不 

14- 旬 多少 異 よ  シ カラ  (二 コグ  クー フヒ  牛 

%  レ 正が 致す 所 也。 後漢獻 帝與平 元年、 穀 一 斛 五十 萬、 豆麥 一 解 一 一十 莴、 人相 白骨 委 
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(一) 宋の文 

宗 時代。 文獻 

通 * 卷八、 國 

用 s: の 引 用に 

つ-) 韓魏 公、 

5:5 ぶ 二 五八 頁 

(--:) i 水の 哲 

宗の S 權戶部 

€1 書 • 徴宗の 

時ん 僕 射 兼 中 

書 待郎、 司 空 

に 進み 太 肺- y 

し魏國 公に 

封ぜら る。 王 


復し、 廷臣 多 

くも K-m す。 

天下^：-て罪越 

となす U  S 

の變を 惹起せ 

しも 彼れ に責 

任 あり。 *5 宗 

立って 貶せら 

れ潭 州に 死す 

5 宋の四 

代： J 宗の 治世、 

この 條は 文獻 

通考卷 八、 國 
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積、 帝 使 T 侍 御 史侯纹 出 M 太 倉 米？ 爲ニ飢 人 1^4*、 經 X 日而 死者 如. 故、 帝 疑 ニ賑恤 有， 

レ虛、 乃 親 於 二 御 坐 前 i 試 作 fe、 乃 知， 非 A 實、 使 1% 中劉艾 出 責， 1 有司； 收， 一 侯汶， 

考レ實 杖 五十、 自， 是之後 あ 得 二 全濟？ 宋眞宗 咸平五 年、 遣 中 使 £ー 雄. 霸. 瀛. 莫 

等 州； 爲， 粥以賑 * 機 民- 雨 浙提刑 鍾離瑾 言、 百姓 闕， 食、 官設 n 糜粥； 民 競 赴， 之、 あ 

レ妨ニ 農事； 請 下， ー轉運 司； 量 M 出 米， 娠濟、 家 得 二 一  斗； 從 X 之 If 一々。 賑貧始 ，1 於 isi 二 

二  (二)  ヒメ テナ カラ シメ ヒサ グ  ノ  ヲ リ テヲン メノヲ  一； ック" テ ヲ へ レメ 

年； 枢密 使韓 玲請留 勿 i 一一 天下 沒入戶 絶 田； §ー ぱ, f 募レ人 耕牧二 其租； 別爲 ， 倉貯レ 之" 

テ ス  ル 〈ラス ル ニフ， ノメト  ノ  ス タレ (H) サイ 

以給ァ 州 縣郭內 之 老幼 貧 疾不， 能， 一 自存 1 者 h 謂 二 之廣惠 倉？ 神 宗以來 其 法不， 廢、 自 11 蔡 

京 置 二 居 養 院* 安 濟坊； 給， 1 常 平米； 厚 至， 1 數倍； 差， 1 官卒 1 充ニ使 令； 置 二 火 頭 1 具， 1 飮 

給 以， 一 拾衣絮 被； 州縣 奉行 過當、 費用 旣多、 不, 免 二 率斂； 貧者 樂而 富者 擾矣。 慶暦 

八 年 河北 京 東西 大水 大饑、 知靑州 富弼、 擇ニ 所！^ 畳稳者 五州 一 勸， 農 出， 粟 得 二十 五 萬斛； 

益 以ニ官 魔； 隨ニ 所在 1 貯. 之、 擇， 一公 ル廬舍 十 餘萬區 1 散 n 處其 人； 4 便 二 薪水； 官吏 自 

前 資 n 待 闕寄居 1 者、 皆 給 二 其祿； 使 T 卽， 1 民 所 .A 聚、 選， 一老 弱者 1 稟. 1, 之、 山林 河 泊 之 利 有,^ 

可 こ 取 以爲 1, 生者 ハ聽 二流 民 取；， 之、 其 主不ん 禁、 官吏 皆 書 二せ ノハ 勞； 約 爲， I 奏請； 使 は 他 

日 得 H 以， 次受ニ 赏 於朝ハ 率 五日 輒 遣，. < ^以， 一 酒肉糧 飯, I, 之、 人々 爲 盡， 力、 流 ：！^ 死 


ハック リテ ヌル レヌフ レ ヲゾゥ チョウ 卜 ラ リテ プル レヲ ビナハ  二 ラント ノニ  テヲ 

おき Is 者爲， rK 冢, 葬， 之、 謂 二 之 叢 家； 自爲 X 文 祭 A 之、 及 二流 民將. A 復ニ 其 業； 又各以 n 遠近 1 

受 レ糧、 凡活， 1 五十 餘萬 人； 募 而爲， 兵 者 叉萬餘 人、 上聞， 之、 遣， 使 慰勞、 就 遷ニ 其秩？ 

ハク フハ ヌル ノヌト  シテ  ケ  ヨリ フヲ  X ヲ  ノー 一  テヌ セシ ムレ ヲ 

弼曰、 救 レ災守 ニ臣職 一也、 辭不 レ受、 前, 此 救レ災 者、 皆 聚ニ民 於械郭 中.； 煮 レ粥食 之、 

"テリ  ト  ブ  クウ セ キシテ スルニ ハチ ヌ  セ  テヲ キヤウ フス 《ン テフ トマ  へ 

饑民聚 爲， 1 疾病； 及 M 相蹈藉 死； 或 待， 次數 日不， 食、 得， 粥 皆 偎仆、 名爲， 救， 人而實 

スレ ヌガノ ツル ハ  アマ ネクリ  へ テテ スト  キセズ 

殺レ 之、 弼所レ 立 法 簡便 周 至、 天下 傳 以爲レ 法 云々。 是れ皆 可 二 併 案 一也。 凡そ 民の 

流亡す る、 やむ こと を不， 得ば 必ず 盜賊 をな し、 人 を おびやかし 財 を 奪 ふに 至る、 其 

の^しき は國 家の 禍亂に 及ぶ あり。 飢謹 によって 亂を 招く のた めし 多し。 今人 君民に 

父母た るの 心 を 推して、 其の 仁政 を 施し 其の 法令 を 正しから しむる とき は、 民 自ら 命 

を 全うして 各. '其の 產業 にかへ り、 其の 本 所に もどりて 故鄕舊 里の すま ゐを なし、 其 

のたり は ひ をい となむ に 至る。 是れ民 をめ ぐみ わざ は ひ を 救 ひて、 盜賊を やめ 天下の 

禍亂を 靜謐. に 馬せ しむ。 其の 政 尤も 大 也と 可， 也。 

次に 飢 謹に 可レ 及の 年 かねて 諸國に 可， 出 二 法令 一事 あり。 法令 は 民 を 未然に 禁ずる の 

こと 也。 俱し 其の！^ 二 めらず して 其の 法令 を 施す は 民 をし ふるに 至る 也。 政令と 號 して 

(六) 莉说の  -了ー  シヌジ  7  - ーン 7 クシ ホフ 7 

未納  政あって 其の 令を發 する 事 古よりの 道 也。 平 レ價、 免 二 租稅； 寬ニ 力役； 緩ニ述 食； 留ニ 

！！^近五 is  -  一：： 七 七 


山 鹿 語類 卷 第五  一：！ 七 八 

歲漕； 薄 ニ市關 之征； 弛 n 山 澤之禁 一の 類、 かねて 此の 制 あるべし。 急に 臨んで 是れ をな 

+め  ル 力 ラ ル 

す は 法令あって 益な く、  ？仇ゃ 租稅述 食の 事、 其の 责 つよく とも 不レ 可レ債 なれば、 皆不 

レ得， 止の ことにして、 民の ための 法令に 可， 成 也。 十べ て 米 を可レ 費の 事、 酒 菓子の 

類 を いとなま しめず、 草木 海^の 食に 加 ふるに たれる をば、 悉く 是れ を蓄 へて 其の 設 

を 全くせ しむ。 民 自ら 收養 する こと 不レ化 I の もの、 幷子 を賈り 牛馬 を ひさぎ、 田 器產業 

カラ ム ェ ンチセ  ムヲ 

の 具 を賣る こと を 禁じて、 速に 吿げ しめて 不レ可 レ令二 淹遲？ 不, 得レ 止して 子弟 を 賫り人 

あらき ばら  キ ノ 

にあた ふるの 輩 は、 官 より 是れを 買 ひも どして、 聚 めて 田 n2 を懇 しむる 也。 如レ 此の 

事、 かねて 其の 法 を 出し、 官 より 其の 政 を 明に する 時 は、 其の 法令 立ちて 民 全し。 官に 

其の 政な くして 只 だ 牛馬 田 器 を うらせ ざると 云 ふ は、 皆無 法の 制なる ゆ ゑに、 民 必ず 

不レ 得， 止して 其の 禁法を 犯す に 至る もの 也。 而 して 富 民の 粟 を 出さし めて 官 より 是れ 

を かひ、 民の 閉竊を 禁ずるな り。 閉輔と 云 ふ は、 富 民 買 置の 米 あた ひの 高き を 待ちて、 

かひお き 

不レ賫 して 藏 にたく はへ おく 事 也。 商 買の 民 は 如， 此の節 を 利と する もの なれば、 是れ 

つぶさ 

を惡 むべき に は あらざる 間， 奉行 具に 敎戒 して、 早く 米 をう らしめ て 所の 救と すべし。 

若し 速に 不， 開， 倉して 在々 飢民の 死に 至る あらば、 此の 賈ひ 置く 所の 米 高直 之 節に 至 


二)  i 木の 孝 ると もうらし めず、 璺 年まで たく はへ しむ。 是れ富 民 閉輔の 罰 也。 昔 辛棄疾 帥： 一 湖 

請 れ S 1 一 賑 i^、  i 文^ へ" ハ" 4 お；^ % 閉痕 者 配、 朱 子 日、 棄疾 做， ー兩榜 1 便 

り、 朱 子り 友  ； rf  ノス レ/ ネテ ビン トレ ヲ  シ  ノ  ハ  -I レ  ナ リレド モリ ノー 一 

人な り  亂， 道、 i 欲， 1 其 兼 禁^- 之 也、 蓋 荒歉之 年、 民間 閉竊、 固是 不仁、 然 當ニ此 際-米 價 

1111 ，ま、 娜 r#7、L 小人が 利 ビ時 也、 li4， 之 者、 蓋 彼 亦き S あ 家。 之 衆多； 恐 ニ嗣歲 之不- 

驟者 斬と あり  .，3  レリ テノ  センャ レ，^  キハ ノス ヌ ノレ  キザシ  ノ 

,繼 耳、 彼 有 一一 何 罪 一而 配 ， 之耶、 若 二 夫 幼， 禾 之舉； 此盜賊 之 端、 禍 亂之萌 也、 周 人 荒 

ニクへ ヲ ニテ レヲ  シ クニ  ヅ  ヨリ ィハ ュルヱ テス ルト サレ テス ルシク . J ノミ ョ叫ハ 

政 除 M 盜賊； 正 以>此 耳、 小人 V？ 食、 計 出 二 無聊 一 謂 飢 死與 n 殺 死-等 死 耳、 與二 

ノヱテ セン  シカ サレ テス ル ニヤ  ダ ズシモ チレ  キ ノヌ ル  リリチ キ レニ  シ テ乂ヲ 

其 飢而死 一 不レ若 ニ殺而 死； 況又 未こ必 殺 1 耶、 聞 一一 架 所 r 在、 群趨 而赴レ 之、 哀吿 求レ 貸、 

t ラ * ヽレ  ハ ^l- 4^ シ イマ マニス  ヲ  一" ッゲ 亓 ク  レ ハル  二  リ  二  ル  ムヲ ー 

^？有：不ノ從卽綠ニ 劫 奪 一 自該 曰、 我 非レ盜 也、 迫 二 於 飢餓 一 不， 得， 已 耳、 嗚呼 白晝 

トリ テ /ヲ スゃ フ レヲ ズト 二 カナー フン 力 キザシ  カラ ズ  レ ルノフ ヲ ヌ  二 リ 二テゥ ガイ ゾザン 

攫， 一人 所 1, 有 、一 謂 二 之 非,， 盜、 可 乎、 漸不， 可， 長、 彼 知 r: 其 負 二 罪 於官； 因， 之 鳥^ 鼠 嵐、 

二 ン  ヲ テフ セギ  7  ニシテ ケ  ヌ  ィ キホヒ  ベ カラ ム  二 パモ  二  ハリレ 

竊 弄-一 鋤 挺 一 以扞ニ 遊 微之吏 一 不幸 而傷ニ 一  人- 焉、 勢 不 A 容， 已、 遂至ニ 變亂； 亦 或 有レ之 

, 云々。 而 して 飢 筵の 年 必ず 盜贼 おこる もの 也。 故に 早く 計レ 機て レ盜の 政 を 固く し、 

其の 刑を嚴 にす る 也。 天下の 禍亂 其の 萌す處 すこしの 處 にあり、 故に はやく 是 れを戒 

(si)  S 飢)  ムメ 

めざれば 其の やぶれつ ひに 犬に 至る 也。 民い ひう ゑて 不レ 得レ已 して 盜に 至る ことなれ 

ば、 凶年の 盜賊は 刑 を ゆるく する にあり などと 云へ る 論、 大に あやまれり。 刑 を嚴に 
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して 其の 萌 を 抑 ふ ベ き 也。 若し 是れを ゆるがせ にせ ば 富 民家 を や ぶ ら れ生を 傷 ふに 可 

レ至。 周 禮に荒 政 を 論じて 除 ニ盜贼 1 と 云 へ る もこの 心 也。 又 大司徒 以ニ保 息 六 1 養 二 萬 民； 

六 曰 安レ 富と 云へ り。 富家た く はへ ある をば、 小 民 必ず これ をう ば はんこと を 欲し、 

rj ふだつ 

劫 奪盜賊 をな さんと す。 人君 政 を 正しくして 盗賊お こらず 劫 奪 やむ とき は、 富 民 自ら 

業 を 安んじて 富 を 全くす るに ある 也。 貧 人 を 救うて 富 人 を 慯ふは 善政と 可， 謂 乎。 宋 

神宗 飢民の 劫盜 せし をば 減 二死 罪 一 配流に 處し玉 ふ。 司 馬 光上疏 論 曰、 臣聞周 禮荒政 

ョ 二；；：； H=iJ り  ネ  シテ  7. テア リ  二 リテ  二  二  ナリ  ノル ハ  シ テ 

十 有 二、 率 皆 推， * 大之 恩, 以利ニ 於 民； 獨於二 盗賊-愈 更嚴 急、 所 n 以然- 者、 蓋以 T 飢輕 

ズク  シ  ヲルプ カラ ^ 力  キカ ゴロ テ ルニ  ノヲリ ンテ ラ  ヌ 

, 之 歳、 盜贼必 多、 殘ニ害 良民； 不. I, 可， 不， 除 也、 頃年嘗 13^ ニ州縣 官吏； 有 T 不， 知， 一治 體ー 

務 爲， 1 小 仁, 者ハ 或 遇， 1 凶年； ぁ^,劫ニ盜斛斗,者^ 小 加 二 寛縱； 則盜贼 公行、 更相劫 奪、 

二 ルル tl レ  クリ  クへ  ヲ 〈コ ti シシテ ル  ャ マル  ゴし ャハ  力 ニン 

,鄕 村大擾 不， 免、 廣有ニ 收捕, 重 加，, 刑 辟； 或 死 或 流、 然後 稍定、 今 若.^ 朝廷 明 降 n 勑 

文； 豫言 * 偷 n 盜斜斗 一因 而盜， 財 者、 與減， 等斷放 h 是勸ニ 民 爲-盜 也、 百姓 乏 ， 食、 

二 クシェ ゥプ クシ ヲキ ヲ  ダ テフ ノヲ  ル ニシム レプパ  セ  「トシ 

中當 fel, 搖薄， 賦開， 倉 賑货以 救 二 其 死 一 不， 當， 使 二 之 相 劫 奪 1 也、 今 歲府界 • 京 東 • 京 

シ  ベ 力 ラ 

y テン  一！ シヲ 一一 シヲ テク モ  ヲ  ホル  セゥ シュ ウメ ルヲ カラ  ス  ャ シテ 

西 水災極 多、 嚴， 刑峻， 法 以除ニ 盜賊； 猶恐ニ 春 冬 之 交 饑民嘯 聚 不，， 可 二 禁禦； 又 5^ 降 

:J 以勸 レ之、 臣 恐！： 家 始ニ於 寛仁 一而 終 二 於 酷 暴； 意 在レ活 乂而殺 レ人更 多 也 云々。 丘 


リ時 {d と 云 ふ は、 必ず 定法 を 守りて 其の 救 を 全く せん 事 は、 後 

(ニグ 

故に 漢の 汲. 1 は墙レ 制の 罪 を不レ 顧して 倉 を 開かし めて 河南の 


文莊 曰、 願 明 勅 11 有司 一 遇， 有 11 牟災之 歳； 勢 必至， 一 飢 i お； 必先榜 示 禁ニ其 劫 奪； 諭 

レス レぺハ  クシ  ヲ  チ シス  フ シテ  力 ラフ  ヌレ ズ ダニ フノ ミニ ヌ  チヤ ムル 

レ之， 不， 從、 痛懲ニ 首惡ー 以 警ニ餘 衆； 決不， 可 レ行二 姑息 之 政 ー此非 1>:但 救 二 飢荒ー 乃弭こ 

禍亂 一之 先務 也と い へり。 是 れ皆盜 を きびしく して 其の 禍亂 の萌を やむ る 也。 

次に 救レ 荒の 時宜 あ 

世 衰亂の 世雞， 叶 事 也 

飢民 萬 餘家を 救 ふ。 宋の艇：^^；は米の價を增して輔レて他阈の米をぁっめ、 蔣之奇 は 三 

ひ  (£1  ルマデ 一一 

十六 陂の 水利 を 起して 民 を 力役して 飢を救 ふ。 范文正 公 は 自レ春 至 レ 居 民 ことん \ 

く 出 遊せ しめ、 湖上に 赛を 設けて 有 餘の富 民の 財を發 せしめ、 土木の 役 をな して 民 を 

う ゑし めず。 王 文 正 公 は 盜を赦 して 飢民の 罪に 入る を活す こと 數 千に 及ぶ。 是れ 等の 

術 皆 其の 土地 人民の 格に 因りて 相 用 ふるの 時宜 也。 時宜 を しらず して 唯 だ 一 片に 心得 

な づ  ルラ  フヌ 

ると き は、 古法に 泥んで 當用を 不レ知 也。 ゆ ゑに 救レ 荒に 時宜 ある こと をい へ る 也。 

テシ テフ ヌ  ヲ  (七) ノ  ハク  ハ  ベ テズル ニレヌ  ルハメ フル 

師嘗議 二 救， 荒 之惣論 1 曰 はく、 東 萊呂氏 曰、 大抵 荒 政、 統而論 レ之、 先王 有 二 預備之 

ムルハ (A) ク ワイ ガ ヌ  ノ  11- バ キク ス  シ メレ ノセ  シ ヲスヌ 

政ーヒ 也、 修， 一 李 Si 之 政 一次 也、 所在 蓄積 有 二 可, 均處； 使 二 之 流通； 移， 民 移：， 粟、 又 次 


(.：) 前 出 三 

CTK 參照 

「  ^出 一一！ 

-i、 

. J5H 木 八 

i^: 文のお 2 鞏の 

文に 出づ 

S) 朱の 神 

ぶの 時 殿中 待 

御史 となり、 

次い ひ？^ 東 

!. 一  副使と なる 

(五) 范 仲淹， 

へ 1 出獻  一二  K 

(六) 王 H 一、 

朱の 眞宗の 時、 

iwl 密院に 知た 

b, 太 保に 進 

む、 魏園 公に 

封 ぜられ 文 正 

と iSI す 

.h お、 朱の 仁 

.:. ふ の ゆ 中謇門 

下卒堂 に拜 

，」、 ：.^ 國. ヘムに 

封ぜ られ、 後 

奇 州に 知たり、 

, 文 正と 諡す。 

C の 何れ か、 

史列傳 尋ね 

得す (七) 呂祖 s?,r 東 紫 先生と 一； ムふ。 宋 の儒攀 者、 朱 子と 名 を 等しく す。 この 文 も 文 iS; 迪考卷 八、 l;ffls に 引用せ 

仕 ふ。 法 を 創め 以て 國の 富强を 謀る 


(八) 戰 W 時代 魏の文 侯に 
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也、 咸無レ 焉設ー 1麼 粥； 最下 也と いへ り。 上代の 政 を 以て 云 はば、 三十 年の たく はへ 

を 以て 十 年の 災を救 ふに 足れり。 此の 時 は 犬 下の！： 郡 各. - 其の 所に 蓄 あって、 民 又 保 

伍 互に 持して 息 難 相 救 ふが ゆ ゑに、 ：大災 しきりに 至る といへ ども 民に 患な し。 此れ 聖 

代の 政 也。 然れ ども 末代と 云へ ども、 世 治平に 屬 する こと 久しう して 國用 ここに 足る 

ヽ  -  (二 

0 時 は、 此の 政 無 レ不レ 行、 人君 豈可 レ忽 乎。 管 仲 • 李 愧 が 平 羅の說 は、 國 家の 財 用 を 平 

■ 、は i れ かにして 其の 直 を 高下な からしむ るの 術 也。 是れ叉 其のた く は へ あらず して は 難， 行。 

下ぐ るな，' 或は 流民 をう つして 食 を 足らし め、 流亡 を 一 所に あつめて 粥の 養 を 致す の 類 は、 唯た 

土地の 遠近 人の 衆 米穀の たく はへ 有餘 不足に よる こと 也。 然れ ば民飢 ゑて 蓄 なきの 

時に 三十 年の 蓄 あらん こと を 云 ふ は、 皆 談 にして 當用 にあらず。 移， 民 易，； 衆 は. r 褒子 

以て 苟且の 政と すれ ども、 土地 近隣 豊凶^ を 分つ とき は、 此の 政 を 用 ひて 上策 善と 可 

レ云 也。 物 皆 本 を 論ずる あり、 末 を 論ずる あり、 聖人 は 本末 兼ね 論ず。 故に 周の 政 は 其 

の蓄を 本と して 又 荒 政 十 有 二 を 論ず。 本 を 以てすべ きに は 本 を 以てし、 末 を 以てすべ 

きに は 末 を 以てす。 ここに 於て 其の 政 不レ殘 唯 だ隨， 時 理會し 便 二 其 民 一に あり。 ここ を 

以て 案ずる に、 人君 荒 政の 道廣く 糾明して、 本 聖人の 戒に叶 ひ 末 其の 時に- >j しからし 


むる にあるべき 也。 必ず 上中下 を 以て 不， 可， 謂、 本末 體 用と 云うて 可也。 人君 は 民の 

父母と して 救荒の 政を詳 にいた さざる 時 は、 其の 弊不, 可, 止 也。 世 學は本 を 云 ひて 不 

レ知, 末、 俗 士は末 をつ とめて 本 を不レ 知。 是れ學 之 失 二 其 法； 俗 之 失 二 其 道 一 ゆ ゑん 也。 

四 三 民間の 長 を 建つ 

師曰 はく、 民間に 其の 組 を 分ち、 組に 其の 長 を 置くべし。 民の 內 において 其の 知 其 

の 行し ばらく 任ずる にた ふべき を 擇んで 是れが 長と して、 其の 相 組の 內、 訴論 疾病 患 

難 好樂を 一 にして、 互に 相 救 ひ相糾 さしむ る 也。 其のく む 所 五 人 三人 十 人 を 以て 一 組 

として、 其の 間に 長 を 置き、 それより 廿五人 百 人に 至る まで 各.' 段々 に 其の 司 を 用 ふ。 

或は 一村 一 鄕に長 を 立て、 十 村 十鄕を 以て 其の 司を定 む。 是れ唯 だ 民戶の 多少 遠近 を 

ク ノ  あ ひす 

以て 準と す。 如, 此相組 相 統べ しむる とき は、 民 皆 つらなる が ゆ ゑに、 出入 存亡 好 否 順 

逆 をと もに し、 上 命 滞 ほる 所な く、 貢賦の 制うな がす こと 易く、 奸曲邪 黨糾す こと 速 

にして 逐電 來 者の いるる 處 なし。 佤し 維持 綱目 を 可 二分 刖 一也。 維持と 云 ふ は.' 十 人 

きたり かくる 

組 五人組に いたす の 民屋、 其の 遠近 老若の つり 合を考 へて、 相 救 ひ 相た だすに 利 ある 
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がご とくする こと 也。 維 はつな ぐ 心、 持 は 互に もちあ ふ 心 也。 綱目と 一 ：4 ふ は少を 組み 

て 多に 至る こと 也。 たと へば 家 千 軒に 及ぶ 處には 千 軒の 司 を 置く、 此れ を 綱と； K ひ、 

目と 云 ふ は 千 軒の 在家に は 五 百軒づ っニケ 所の 司 を 立て、 五 百 軒の 下に 又 二： 白 五十 軒 

.  づっ 二の 司 を 立て、 二百 五十 軒の 下に 五十 軒づっ 五の： R を 立て、 五十 軒の 內に廿 五家 

づっ 二の 長 を 置き、 廿 五家の 內 五人組 十 人 組 を 立て 其の 司 を 置く、 是れを 目と；； ムふ。 

さいさ  ナラ 

目あって 綱なければ 細琪 にして 亂る、 綱あって 目 あら ざれば 其の 事不 レ詳。 この ゆ ゑに 

目の 內に綱 あり、 綱の 內に 目あって 而 して 事相 通ず る 也。 是れ又 村 を あつめ 鄉を あつ 

めて 綱目 を 立つ る も 同じ 儀 也。 此の 綱目た るの 司 其の 衆 霧に よって 其の 人 を えらむ 事 

勿論 也。 これ を 民間の を さ を 立つ ると 云 ふ 也。 此の 綱目 を 立て 維持す る こと 不レ 明と き 

8) 

は 民に 組 はづれ 多くして 役 をの がれ、 或は 奸人を かくし 或は 所 をの がれて、 盜贼 かく 

るる こと やすく、 奸民所 を 得る もの 多き 也。 其の上 命令 通ぜず 貢賦 相み だり、 風俗 一 

徒 ならず 力役 軍旅 あたり 難き 也。 成 周の 世、 大司徒 施 n 教法 於 邦國外 都鄙 ー內、 使 r: 之 各 

以敎 n 其 所に 5 民； 令，！ 五家 ー爲， 比 使， 1 之 相 保； 五 比爲， 閬使， 1 之 相受ー 四 問爲， 族 使， rN 

-ラ  ヲ シ レシ メ ヲズハ  ヲシ ト； X ヌ ヲ. >- 乂グマ  ヲ シ トシ メ ヲズ セ ぺバ  一 I 

相 葬- 五 族 爲：， 黨使， 一之 相 救； 五 黨爲, 州 使, 1 之 相 賜； 五州 爲レ鄕 使 二 之 相賓； 及 M 三年 1 則 


大 比、 s^p^^ え 比則受 n 邦 國之比 要；」 比 長 毎， 比 下士 一 人、 t1 各 {i, 其 比 之 

I 吊の) 者 i ま 治 一 五家 相受相 和親、 有 二 拳奇袤 一則 相 及 云々、」 毎， 問中士 一  人、 十 各 《4 二 あ 閒之徵 

令； 歲時數 二 其 問 之 衆寡 1 辨ニ其 施舍； 凡 春秋 之 祭祀 役 政喪紀 之數、 聚， 1 衆庶； 旣比而 

ヲ  スノ  チ ルヲゾ  ル  ノノク ワウ タツべ ッ  ヌ 1、d  ハニ 

レ法、 書，, 其 敬 敏任恤 者； 凡 事 掌， 一 其 比駄 撻罰之 事；^ ~#」 族 師每， 族上士 一  人、 各 

ルノ  ヌ  ニハ アツ メテ ヲ ミ  ヲスノ  ボ クイン ニズ ル  ヲ  ノ サイ ホ二モ クス ノ 

掌 二 其 族 之戒令 政事 一 月吉 屬 民 讀ニ邦 法； 書 11 其 孝悌 睦婣 有 k 學者； 春秋 祭酺亦 如， 之、 

ダヌノ  ノ ヲジノ  キ二 一 一) スビノ  ヲ  シヲ. ンメ 

f:. じ k す 登 二 其 族 之 夫 家 衆甚ー 辨 二 其 貴賤 老幼 廢疾可 レ任者 及 其六畜 車輦； 比伍閬 族备爲 X 聯、 使， 1 

べき 者のお ほ  ♦ ヽ-  、- 

之 相 保 相 受賞 罰 相 及 一 以 受，, 邦 職； ：：^ 役ニ國 事； 以相葬 埋、 若 師田行 役、 則 合 n 其 卒伍； 

簡， 1 其 兵器； 以 二 鼓鐸族 物, 帥而 至、 掌， 1 其 治 令戒禁 刑罰 一 歲終則 會、」 黨正 毎， 黨下大 夫 

リノ  ヌ  二 アツ メテ ヲムヌ  ノ  Vi ィ  クスノ  ニ乂テ  ヲ 

一 人、 各 掌 一一 其黨之 政令 敎治； 四 孟月屬 ， 民讀， 法、 春秋 祭然ポ 亦如レ 之、 國索ニ 鬼神 1 

而 祭祀 g 則 以，？ 粍屬， 民、 而飮ニ 酒于序 ー以正 n 齒位； 凡 戴 之 祭祀 喪紀 1$! 冠 飮酒、 敎，, 

其禮事 1 掌， 1 其 戒禁； 師田行 役、 則以レ i 治 11 其 政事； 正 歳 民 fL 法、 書， 1 ぁ德行 道藝； 

歳 終 則 會、」 州 長 毎, 州 中大夫 一 人、 各 掌， 一 其 州 之敎治 政令； 月吉 屬, 民 讀， 法、 

考 ニ其德 行道藝 (糾 U 其 過惡； 而勸 II 戒之； 歳 時 祭ニ祀 州 社； 則屬， 民 あ， 法、 春秋 以， 禮 

會レ 民而射 ニ于州 序； 州 之 大祭 大喪 皆 流 二 其 事； 師田行 役 則帥而 致^、 掌， ー其ノ 政令 賞罰； 
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linT 歲 ノ 1 會， 正歲 讀レ 法、 三年 大比、 則大考 >1 州 単" wtsn 卿 大夫之 魔 興に 遂人 

邦 之^ 一  § き酽？ 野^-土地 之, & 「田氚 一 か縣鄙 形體之 法" 五家 爲. 鄰、 五鄰爲 

レキ 四 あ ^ レ蒙 4 五齓， ％ 五 I 艮. i ？、 五^ 爲 k、 皆,， 地域-溝 二 &i レ水樹 iit* 

一 あ 政令 刑 林 i;  4 ニ歲 £稽1ー せ r 民； 而授 M 之 田野： 簡 i ハ 兵器 一 敎 = 之 稼 

i ；」 鄰 & 一人、 I 一 五 あ ー相糾 相, L 邑屮之 政 相 徙. 于他邑 一 而授. 之、」 

里 41^, 里 下士 一  人、 H， チ4っぁ邑之衆甚與，ぁ六^2^;.き其政令-云々、」 0^ 

i レ g 中士 一  人 tiJf 鄙 li:, 鄙上士 一  人、^11縣正毎ぃ縣下大夫。禁^-是れ成周の法也。 

鄕ま. 王城 畿內の 地、 遂は王 畿の外 也。 內外各 民 をく む 事、 五より 始めて 离ニ千 五 _H 家 

に 至る。 而 して 內には 是れを 鄕と云 ひ、 鄕 には師 あり 老 あり 大夫 あり、 外に は 是れを 

遂と 一； ムひ、 遂に は 人 あり 長 あり 大夫 あり。 五の 長より 一 萬 二 千 五百家の 大 夫に 一 やる ま 

で、 ことん \ く 其の 司あって 聊か i るる 所な し。 此の 法相お とろへ て 齊の根 公 は猶ほ 

付 伍の 制 を 立て、 以二 五家 ー爲， 軌、 軌 十爲， 里、 里 四爲レ 連、 連十爲 レ鄕、 鄕 五爲レ 帥" 

これ 郊內の 制 也。 郊外 は 三十 家爲， 邑、 邑十爲 レ卒、 卒十爲 レ鄕、 鄕三 爲レ縣 縣十爲 

t 靄。 ^IS,五•^^^レi^、 各 >  その を さあり て 事 を 司 どると い へ り。 漢に 至りて 十 単一 を  一 4 


と 云 ひ、 亭に長 あり、 十亭を 一 鄉と云 ひ、 鄉に 三老を 置き、 裔 夫淤徴 あり。 三老は ik- 

化 を 司 どり、 裔 夫は訟 をき き 賦稅を を さめ、 游 徼は盜 賊を戒 む。 百虽 を縣 といへ る： i^"o 

唐 は以， 一 百戶， 爲， 里、 五 里爲， 鄕、 S 家爲， 鄰、 三 家爲， 保、 毎 里設， 一正 一人； 掌 T- お 二 比戶 

口 1 課 二 植農桑 1 檢， 一索 非違 一 催 * 驅 賦役 h 在 ニ邑居 ー者爲 レ坊、 別 置 二 正 一 人； 在ル， 1 田野 ー者爲 

レ村、 別 置 二 村 正 一 人； 其 村滿二 百 家, 增ニ置 一 人？； せ 化 居 如滿ニ 十 家， 者 入 大村ー 不 

モチ ヒー ークヲ 7  ヲシト  みん 

レ須 1, 一別 置 二 村 正？ 宋には 第 一 等 戶爲ニ 里 正； 第一 一等 戶を戶 長と； -ム ふ。 明に は 百 十戶を 一 

里と 云 ひ、 十 戶爲， 甲、 き 甲 有， 長、 在レ城 謂ニ坊 長； itk ラ 叫 ハ 在， 外 si 二 之 里 長； 或 

謂 二 社長； 一 単；， ごとに 年老いて 器量 ある もの をえ らんで 老人と 號し、 民間の 大禮爭 論 

一切の 小事 を聽 決せし むと 也。 世々 其の 名號は 相替れ ども、 民間に 長 を 立て 農 桑 を 互 

(二) 1H  - 

01 頁き 照。 にし、 大禮を 相た すけ 爭論を 相 しづめ、 患難 をす くひ 奸惡 を糾 すの 道 は 同じ 也。 唯 だ 

こ ジ. T_K 文 (  ヽ，  - 

It ，？ I ほ？ 成 周の 保 伍 を 守りて、 良法 美 意に 循ふ べし。 水心 葉 氏 曰、 古 者 百 里 之 i 自爲， 一 朝廷； 

(に) 寄？ 由 二 後世 1 觀レ 之、 疑  > 右 レ！^ レ民、 然三老 嗇夫游 徴猶各 有 二 職掌； 近 レ民而 分 二 其 責任 一 

ケナ ラン ノ ト, キガ ダ r  i) リ ヘル 1 "チリ ショ ル -一 リ 

J  。！； 2 若 後世 蕩然 無二 復紀 秩， 乎と 云へ り。 唐の 柳 宗元有 ヒー 一 In、 有， 一里 胥ー 而後 有， ー縣大 夫； 

語 ほその 封建  "テ  ル -ーリ  リテ  ル ，. リ  ，り テ  ル, i リ 

詩に 出.、 つ ■ 有 二 縣大夫 一而 後 有 二 諸侯； 有 二 諸侯 一而 後 有 二方 伯 連 帥； 有 二方 伯 連 帥 一而 後 有 二 犬 子 一とい 
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へり。 -大 子と 里 胥とは 其の 責賤 はるかに へたた ると 云へ ども、 人に 長と して 司た る處 

の 思 入 は^に 替 るべ からざる 也。 然れば 民 問の 長 を えらみ 常に 相た ださし めば、 禮 

相お こな はれ 風俗 次第に 易り て、 田 里 更に 愁悲の 害 あるべからざる 也。 丘文莊 曰、 臣 

願 明敕， 一有 司.； 屬 い 民 而讀， 法、 必其 如， 一周 之 族 師.； 索 レ鬼而 祭祀、 必 せ.， ハ如， 一周 之黨 

如 H 閬胥 之辨， 1 其 施舍； 如，， 一里 宰之行 二 其 秩敍； 如 酆 長之趨 M せ). 耕！： ー稽 * せ) 女工 h 如卞 

問 師之任 二 農耕 事 1 任 if 圃樹事 h 叉 如 ニ郯長 之相糾 相受； 相 糾使, 1之 有：， 所, 警 而 不リ爲 

レ. 相 一 t 々使 二 之 有レ 所， 勸而 必爲 云々。 ^^isgs- 本朝 戶 令に 所 レ出、 又， ほの 制に し 

、ン メ  、> 

たが ふ 也。 戶令 曰、 凡 戶以， 一 五十 戶, 爲， 里、 毎 k 置 U 畏ー 人； 掌 T 撿ニ 校戶 口； 課 M 跪 農 

桑； 禁ニ察 非違； ff^  g 役 h 若 m 谷 s^、 地 人 稀 之處、 ？便且 お ：1、 

SM.. 凡 京、 ぎ坊 置， 一長 一人； 四坊 In 令 一人； 掌ス撿 1 一校 戶 ロハ #1 察奸 非； 催 * 

スル 1 ヲ H ゥヌ 

0 陚徭上 云々。 是れ 王城 外國 ともに 民 戶の數 を 以て 里 を 定めて 其の-お を 置く 也。 

四 四 民の 守牧を 建つ 

師 曰 はく、 郡 園に 守 令 を 置き 諸道に 牧を 置く、 是れを 守 牧と云 ふ 也。 民間に 长を立 


て 其の 長に 守 令 を 立て、 守 令 をす ベて 牧を 建て、 牧を すべて 天子と す。 是れ亦 綱： H に 

して 民間に 長 を 立つ るに 不， 異也。 郡國は 所々 に 其の 司 を 立て 郡を領 する； ゲ」 令と 云 ひ、 

阈を領 する を 守と 一 LT ふ。 諸道 は 其の 方角の 道 を考へ 山川 國 郡の 總會 する 處を考 へて 諸 

道 を 立つ、 五畿 七道 これ 也。 此の 一方に 牧伯を 置きて、 其の 守 令 を 司りて (#) べしむ る 

也 U 是れ 民の を さの 司 也。. 凡そ 単； 胥を あつめて ー鄉 となり、 鄕を あつめて 縣 となり、 

縣を 合せて 郡と なり、 郡 を 合せて 國 となり、 阈を 合せて 道たり。 これ を 一 つに する 時 

は大下 也。 -大 子より 方们 . 牧 帥と わかれ、 方们 . 牧 帥より 阈守 • 郡 令と 別れ、 而 して 

民間の 小吏に 至る。 合すれば 一 にし て^つと き は 千 百 萬 億たり。 必竟 民間の 長、 郡 

國の守 令牧， 佗と もに 一理に して、 其の 處 によって 其の 名 號を替 ふると も，.^ 也。 丘 文 

莊日、 天地 之間而 人生 焉、 大 所， f4¥  fl% き 4 布 二 遠近； 人君 あ) 天 I； 而 

. 立 爲ニ生 民 之 主； 民生 近 II、  • "レア. S 而可ク k、  £ノ# 而き ％ 百步 之ち 則" i 有 ノ所レ 1^ ノ 

レ 及矣、 一 虽之 外、 呼 有， 所， 不， 聞矣、 是以 人君 必 地勢 之 所， 民生 之 あ、 

立 爲 二君 長； 以臨源 保，， 養 之； &m^^%  ^ーん而^,.^  ンぎ而 胍二乎 I； 八 S け^ 

以 奉-一 乎 中： 譬 之 一身 焉、 上 必有， 首， 以爲 ニ衆體 之^;  iiS, 是而 K -、  <?T^IS^; 
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陂體之 下、 又 有， 背；^ t 指焉、 上 焉以衞 ,1 乎 首，； 次焉以 爲，！ 耳目 口 鼻 之 用 T 外 焉以修 二： _M 

乎 髮膚； 內焉以 承， 1 附乎 臓赚ハ 夫然 則 彼此 應拨、 血氣 周流、 而 一身 得 二 其 安 1 矣、 人君 

于， 民、 何以異 ， 此、 夫 入 君以， 一 一 人 之 身； 雖レ曰 二 居 レ尊以 臨. し卑、 然 實以レ ふ：^ 而街 t 衆 

以レ理 言、 固 可,， 以， 二人 一統， ハ 以， 勢 言 則不， 能 T 以， 二人 一周 上 也、 是 以爲」 5 者、 旣建 

國 立：， 都、 I 宅レ 中圖， 治ノ 义必隨 二 地形！ 因 M 民俗； 衆 爲ニ郡 國邑鬼 一 以分ニ 理之ー 然 

散 必 有,， 所 ニ以聯 之 之方ハ 分 必有ア 所ニ以 合- V 之之處 h 于レ是 乎， 叉 ra:, 一山 川 之 形 便？ 

i 二 地理 之 總會； 建爲， 一州 牧方伯 之 職； 以 提綱而 翠領、 ， ^流 而立 化、 此麼處 一一 一代 之^, 

皆 有， 1 九州 十二 牧之 設； 而漢 唐宋之 世、 因， 之而 分」 部 5^ 认 A 道 也歟。 

四 五 守 令の 敎戏 を詳 にす 

テ ジテ  <  チ-几  二  ヲ  二  )- ーフソ  ベ キッテ  二  ス *  レ • 

ヨ 戶令  師 嘗論乂 寸令始 入， 一所 部 一之 法 上 曰 はく、 令 ni 、凡 國郡司 須卞向 二 所 部 1 撿校上 者， 不レ得 下 

ケ  ノ ヲ  二  V  ビケ  ヲフ 、ヲシ 厶ル？ K セ  一- フ  ッテ  ニル it  スル 

受 二お 姓迎途 ー妨 ニ廢產 業； 及受ニ 供.，：！, 致 4. 令 二 煩 接？ 義解 曰、 國司 向 二 所 部 1 有， 所 二 撿校ー 

郡 Is- 里 長 及 百姓 等、 不レ 得，， ；輙 奔趣迎 送、 至，, 於 境 上； 皆 於ニ當 所！ 滅承而 過 レ之、 則 郡 

入部、 単 長 百姓 亦 依， ー此例 一也、 供給者；. C 姓 供給 也 云々。 凡そ 守令國 郡に 人 部して 其 


の 土地 を領 する 事、 先 具，！  土地 人民 一而 在 レ布ニ 時 令？  土地 を詳 にす る 事、 其の 地の 廣狹 

長短、 高下 險易、 土の 上中下 を 知り、 都鄙の 遠近、 隣 國幷に 往來の 道 大路 小路 を 具に 

十る にあり。 田 畠の 大小 多少 上中下、 野の 廣狹 高下、 ず： 野 芝 野、 水が かり、 山の 大小 

高下 險易、 沙 石. 草木. 杣出 • 水道、 山中に ある 禽徵 まで を考 へ、 林 竹蔽の 有る 所大 

小、 竹 木の 品 多少 t 小を考 へ、 川の 淺深 大小、 川上 *津 出. 水の 善惡、 堤 川 除 • 魚の 

品々 . 舟 付 を はかり、 海の 有様、 湊舟 がかり、 鹽濱 • 入海 • 腐 江、 內海 • 荒海. 魚 鯨 

の I-  i、f  原.、 澤の 地、 村數 大小 家數 屋敷 樹木、 村の 善惡 盛衰、 田 畠に ついて 

の 遠近、 獵師 *漁 人. 杣 取の 在家、 宿の 大小 家 數善惡 盛衰、 傳 馬場 旅 泊の 多少、 町の 

大小 家作 善惡 盛衰、 寺社 堂塔の 大小 多少、 寺 領社領 の考、 是れ 其の 大概 也。 次に 人民 

を詳 にす ベ し。 百姓の 男女 奴婢 • 諸 職人 • 商 賈 人 • 獵 人. 漁師. 出家 • 尼 • 社 人 • 山 

伏 •  • 醫師 • 猿 樂大夫 • 座頭 • ごぜ • 乞食 • 非人、 牛馬 雞 犬の 品に 至る まで 具に 是 

れを考 ふべ し。 或は 產業 をな して 世 を 渡り、 或は 諸人の 有力 を 以てい となみ をな す も 

つ，) ししれ の あり。 而 して 所より 出づる 材木，！： S しれう 枪木雜 木 薪炭 登 竹、 米 大豆 雑穀、 茶 酒鹽魚 

^^^ui 鳥、 皮 油つ 十ん ¥ 絕^^ 綿 麻布 紙燒 物、 栗 神 蜜柑 等の 菓、 A 茄子 野菜 等の 様子、 諸 色の 
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をつ もる。 是れ 地に 付きて 商賈の 多少、 他！： の 旅 泊 を はかる 也。 如レ 此の 儀 を 校 

量して 後に 貢賦 を考 ふる 也。  - 

次に 時 令の 事 あり。 民間に 仆 伍の 組 を 定め、 名主 • 年寄. 月 行事 を 究めて 時々 に敎 

戒 を專ら とす。 五人組 十 人 組 は 中間ぬ 內に業 をつ とめず 遊 樂飮食 を 好む も 0 を異 し 

て 是れを 改め、 病人 あらば 是れを 互に 看病し、 醫を 招きて 療治 をた のみ、 火災 あらば 

聚 まりて 救 ひ、 息 あらば 相と もに たすけ、 贫レ， ^に 至らば これ を 救って、 猶 ほ不， 及 を 

其の 名主 • 年寄に 告げ、 かけ 落の もの を 早く 改め、 奸 人の 來舍 する を糾 し、 組の 內に 

盜賊姦 曲の もの ある を 糾明す e 是れ組 中間の 制 法 也。 所の 名主. 年寄 は 下の， 論 を や 

め、 奸曲を 戒め 盜贼 をた だし * 無， 罪して 免杜 する もの を 改め、 民の 子弟 已に業 を.^ 

レ致 年齢 を 改め、 時々 の 可 X 勤 わざ を觸れ 流し、 經界を 正し 水利 を ひとしく し、 田 器 を 

そこな はしめ ず、 牛馬 を不 レ令レ 失、 家作 をつ くろ はせ 屋敷の かこ ひ種藝 を專ら にせし 

め、 其の 什 伍の 間奵曲 あらん を 糾明して、 其の 輕重 によって 是 れを戏 む。 而 して 月 行 

ふれな べし -  (檢)  ， 

事あって 時の 法令の 觸流， をいた し、 晝 夜の 巡行 をな して 非常 を改 む。 其の 禁法は 遊 ザ 

ク  ばくえ- 

佚 遊の 民 を あらため、 晝夜 無， 故して 往來 いたす もの をた だし、 博奕 巡 酒 を あらため 


火難の 守禦を 制し、 兵器 軍旅の こと をな す を 制し、 無二 子細 マして 多く 相聚 まる を 禁じ. 

夜行 或は 夜 又 相 あつまり 酒宴 謠 歌の 節 を こ ゆる を改 む。 是れ 巡行の ものの 制 事せ" 或 

は 五村 十村廿 村に 置きて 代官 ^ 代 を 立て、 右の 名主 • 年寄. 月 行事 糾明す るの 事、 其 

の 實否を あらため、 民に 敎 ふるに 五倫の 大法 を 以て 十、 民孝涕 忠信 淸白 異行學 材篤實 

にして 其のき こえ ある もの は、 是れを 褒美して あはれ み をく はへ、 五倫に モ むいて 禮 

をみ だり 法 を そむく もの は 罰 をつ よくす。 ここにお いて 不， 敎 して 五敎相 敷く 也。 民 

間に 婚姻 冠禮葬 禮祭禮 あらば、 下 代 相 臨んで 其の 非常 をい ましめ、 過 奢 をと どめ 異風 

をた だし、 き 然の禮 節に かへ らしむ ベ し。 春秋に ついて 神社の 祭禮 あるか、 又は 民大 

にあつ まって 飮 食の 禮行 はれば、 下 代 相 望んで 其の 奢を考 へ、 ともに 互に 樂 しんで 不 

レ覺 まことの 禮 節に 至る 如くなら しむべ し。 而 して 社家 寺院に 百姓の 子弟 未だ 業に つ 

かざる を あつめて 手 習 物讀、 其の 人に よって 六 藝の敎 を 施すべし。 是れ 各. > 風俗 を 正 

十の 道 也" 凡そ 人 皆  一：！！ 一の 佚樂を 好んで 永久の 計 をな さず、 況ゃ 百姓 聊か 始終の 考な 

きもの なれば、 年中行事 をつ もりて 年中の 所業 を詳 にして、 正月より 十二月まで 民の 

可レ營 こと を、 此の方よ りさき 立ちて 催促す るに あり。 正月 七 H 已後は 民間に 法令 を 
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下して 堤 川 除の 普請 を 催して、 二月 中旬 三月 上句に ことん \ く 仕舞 ふが 如く：^ レ仕。 

ケん， い (  ち が や  たね もみ 

力役 人足の 考、 材，^ しがら みの 竹 土^ 繩 ばり 千 一.: 旦 等の 品 あり。 而 して 貧民に は 種棵を 

キ  か #も《 

借して 耕作 をうな がし、 在々 村々 备. '田畑の 作 行 無二 油斷 1 こと を 制して、 書物 をいだ 

さしむべし。 田地 仕付けて 已後、 ねぐ さ を 取り、 水の かけ 引に 念 を 人れ さすべし。 麥 

作 出 來の時 * 民 乂飮食 を ほしいまま にに いたし、 穀物 を ちら 十 事 あれば、 奉行 速に 至 

りて 是れ を改 む。 八月に 至りて は 初 米 納所の 時 也、 必ず 祭禮 寺社への 參詣勸 進 音信 等 

に 米穀 を ちらす 事 あり。 奉行 先だって 是れを 改め、 貢賦 井に 民家の 養 をつ もって、 穀 

物 を 施行せ しむべからざる 也。 農 桑 は 姓 男，^ の 業 也、 必ず 桑と りこが ひする 斗り に 

不レ I、 其の 土地に 因りて 女の 職を考 へて 是れを 致しなら はせ、 民の 養と すべき 也。 

十べ て 如レ. ^時 令不， 可， ー擧計 一也。 人君-稼 II のかん なん を 知り 玉 は ざれば、 守 令 叉 怠 

りて 民に 教戒す るの わざ を 不レ知 もの 也。 同じく これ 人 也、 只 だ 格 知す ると 不レ爲 とに 

囚り て 其の 功 者 不功者 ある もの なれば、 能く 守 令に 教戒して 國郡を 守 令たら しむる 事 

是れ 人君の 大德 也" 


四 六 使 を 遣 はして 巡察せ しむ 

師曰 はく、 人 主 常に 九重の 深き に 居り 高堂の うづた かきに 在りて、 千里の 遠く 下民 

のい やしき を 知る に 便な し。 ここにお いて 人 主 聰明の 耳目 を 人臣に あたへ て、 上下の 

情 を 通じ {且 ぶ。 是れを 守令牧 伯と 云 ふ。 故に 守令牧 伯の 撰 は 古今の 重んずる 所な り。 

其の 撰 其の 器に 相 中る といへ ども、 人君 數. * 敎戒 する 事 怠る 時 は、 守 令 牧伯逸 樂に誘 

引して 其の つとめ を 忘れ、 つとむと い へ ども^ 理 する 處 薄く して 詳 ならず して 民政 こ 

こに 怠る を 以て、 上に 赏 罰の 權を 設け、 其の 法令 を嚴 にし 勸善懲 惡の道 を 重く す。 然 

れ ども 夭 下の 廣き 郡國の 遠き、 必ず 聰明 をお ほひ 下の 情 を不， 通して、 富家の 民 は 公 

義に取 入りて 彌> 私 を ほしいままに 致し 法制 を あなどり 過 * を專ら とし、 己が 職分 を 

忘れて 吏官 下司 をない がしろ にいた し、 貧 讽獨の 民 は 日 を 追うて 贫 しくして、 昔 は 

誰が し 何が しと 云 ひし もの も， 今 は 富家の 奴婢 僕從と 成りて 口 を もら ひ、 命 をつな ぐ 

を 利と する に 至る あり。 是れ皆 風俗の 額廢し 治敎の 下に 不， 及 所より 起れ り。 然る を 

以て 朝廷 年々 に 諸道へ 使を發 して、 其の 國俗、 守 令の 政、 天災 地 變を考 へて、 救 •：•- 窮 

E^l の 政な くんば あるべからざる 也。 但し 其の 心實 より 不レ 出と き は、 使 却って 所の 害 
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となる もの 也。 其の ゆ ゑ は 使者 己れ が 威 を？、 はしく せんこと を 欲して、 人夫 用具 を 多く 

持參 し、 所々 にて 道 橋 をつ くらせ、 茶屋 店屋 を かまへ させ、 飮食 のまう け をな さしめ、 

入夫 傳 馬の 催促 を 急に いたし、 押 買 狼藉 を 事と し 音信 馳走 を 喜ぶ。 如レ 此の 使者、 悉 

皆國 郡の 費に して 民の 害大 なり。 剩 へ可レ 見所 可， 閜處心 を 可 レ付處 皆 遣 失して、 ひた 

十ら 不ノ入 こと を覺悟 十る を 以て、 奸 曲の 守 令し きりに 妮を 入る る 類 は、 惡政も 善政 

になり、 大事 も 細事に なりぬ。 直 道 を 以てする の 守 令 は、 善政 却って 惡政 になり 小事 

も 大事に 及ぶ のこと 多き もの 也。 是れ 併 人君の 政道 其の 志 は 仁慈に 出づ といへ ども、 

其の 法 を 細 評して^ 理 する 事の 薄き に 因れば 也。 然れば 巡 使に 先立ちて 諸國に 下知 を 

出して、 1： 郡 在 々所々 まで 所の 奸 曲の 橫政 は 目安 谊訴ぁ る ベ し と ； K ふ 事 を數十 H 已前 

に觸れ 置き、 道路の 遠近 を 計りて 其のつ ぐの ひを豊 ならしめ、 所々 道筋の 守 令に 出逢 

ふ 事、 使 を 通ず る こと、 音信 馳走 を 禁じ、 道 橋の つくろ ひ あるべき ままに 仕り、 民屋 

山林 聊か 結 を不， 入、 農工 商と もに 業 をつ とめて、 使の ために 奔走す る こと を 禁ずべ し。 

使 又 人夫 用具 を 省き 往來に 利 ある 如くして、 其の 所， 宿 皆 寺社 旅館に おいてして 民屋 

-フ  ま は 

に不ン 入、 其の 所に 久しく 滞留して 再三 直訴 目安 書の 有無 をた だし、 使 を 巡して 詳に 


可 こ < わ 問 一也。 若し 所の 守 令 下吏 竊に音 問 を 通じ 奔走 を ねんごろ にせば、 則ち 奸 曲の^ 

しんす  ふ す 

二) ここ 二 に屬 すべし。 使人國 用に 因りて 守 令に 相 通ず べき は 格別 也。 而 して 使に 正使 あり 副使 

^所の 振 假名  ， 

儘に 從 あり、 副使 は 正使の 替 りたり。 監察 あり、 使の 作法 を 糾明す. るの 使 也。 使に みだり な 

る 作法 あらば、 守 令 又 是れを 監察して 速に 申 上げ、 守 令 巡 使 互に 相戒 察す。 是れ 遣レ使 

、して 巡察せ しむる の 法 大概 如レ此 也。 使の 可 二 巡察 一條 數亦詳 にして 可レ示 レ之レ それと 

は 風俗 を考 ふべき 也。 風俗 を考 ふる 法 は、 所の 民の 唱を 以て 其の 哀樂 を可レ 知。 所に 

て 商 買す る もの を考へ て 其の はやり もの を 可， 知。 民の 衣食 居 を考へ て 其の 奢と 俊と 

シル  (二)  ルレ  くじ 

(二) この 字、 を可レ 知。 民の 業の つとめ やう を 以て 其の 職に 情 を 入る る 不レ入 を 知るべし。 公事 訴訟 

铺 SSI  キ. -  シル  てい 

M^^K. を考 へて 民の 奸直を 可レ知 也。 次に 民の 盛衰 を可レ 知。 それと は 衣食 居の 體、 乞丐 非... へ 

こ $ ^ふ。 W 下  シ 7  シフ 

3 ばし ばャ： づ 鰥 -孤獨 貧民の 有無 多少 を 以て 可 レ考。 次に 守 令の 善 惡を可 レ考。 それと は 民屋民 口の 

ると ころ 一 ん 

多少 を 以て 其の 撫育 を考 へ、 新田 水利の 様 を 見て 其の 業 を つとむる を考 へ、 年貢 力役 

の 厚薄 を 以て 其の 邪 直 を はかり、 公事 沙汰の さばき を 以て 其の 理非の 明暗 を 察し、 囚 

獄の內 の 盈虛を 以て 其の 決 斷の遲 速を考 へ、 盗賊の 有無 を 以て 其の 所の 法令 を はかり、 

諸人の つとめ 作法 を 以て 其の 守 令 の 勸善 懲悪 を考 ふる 也。 次に 其の 糾明して 可 1 ー黜」 ゆ- 
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の 品 あり。 それと は 新田 を あらき はり 水田 を 利し 種藝を 盛に せし む。 所の 田.： 浮 物 成 

を考 へ て 今 所 ニ收納 1 の 有餘 不足 を あら ため、 所の 民の 多少 丁壯 の 衆 { 森 を はかって 其の 

力役 を 具し、 商 .費 の もの を考 へて 其の 利 を 平 かにせ しむべし。 而 して 民の 鰥害 孤獨を 

(版)  とレ， --ほ 9 

あはれ み、 疾病 をす くひ 貧民 をに ぎ はし、 業 を 失へ る を 本に かへ らしめ、 訴 論の 滯 

を 改めて 山野 の^をき はめ、 民 問に 孝弟の もの あり や 學の もの 秀才 あり やと 云 ふこ 

とを糾 して、 是れを 官に擧 用せ しむ。 而 して 時の 災を はかりて 其の 政の <„1^ 緩 を-止し、 

省 一一 官之 不急 一 去 一一 物 之 無用  一 I 能 一一 事 之 非 要 一て、 來 年に のばして 不レ苦 事 はこ とん、 く是 

れを ゆるやか にせし む。 是れ使 を 以て 相 糾明せ しむべき こと 也。 凡そ 使 を 4,?! 十る こと 

常に 國俗 をた だし 守 令の 善惡を 明に する あり、 义 新田 開 發の地 を 改め 堤 川 除 をな すの 

ふうかんす ゐ.. わう  ー ん つ 

使 あり、 又 時の 風 準 水蝗に 因りて 其の 賑恤 をな す 使 あり、 乂訴 論に よって は 分の ため 

に ゆく 使 あり。 是れ 各. - 其の 事に 因りて 其の 人 を 撰ぶ にある 也。 然れ ども 平生 巡察の 

使 を 遣 はして 其の 事を詳 ならし むれば、 あらためて 別に 使を發 する に不」 ん こと 也。 

如レ 此の 處、 人君 民の 父母た る 仁心 を 本と して 其の 作法 を詳 にし 赏罰を 明に 十 るに あ 

ニー ) 

り。 爱に 異朝 を考 ふるに、 行人 を 以て 犬 下 を 巡行せ しめて 民の 情 を 安ん ぜ しめし^、 


其のた めし 多し。 漢に 定まれる 名 あらず、 毎 郡に 刺史を 置きて 宫 吏の 是非 民情 を 正さ 

しむ。 凡そ 十三. <-、 毎 部 一人也、 fsis} 奉 ニ六條 1 将ニ 察郡國 吏！^ 安寧？  Jii 是れ 

州牧の 外に 刺史を 置く 也。 按撫 使と 云 ふ は 梁の 武 帝より 始まれり。 唐の 貞觀 

に 大使 十三 人 をつ か はして 巡 二 省 大下諸 I 一せ しむ、 是れ を觀察 使と 云 ふ。 若し 水 孕の 

事 あれば 巡察 使 あり、 按撫使 あり、 存撫使 あり、 又 十 道の 按察使 あり、 分 二 察 犬 下？ 

貞觀八 年に 巡 M 省 天下， せしめて、 巡 問 M 疾苦； 觀ニ 風俗 之 得失； 察 一一 刑 政 之 弊； これ 

3 九代德 を觀 風俗 使と 號十。 同年 黜 陟使を 以て 四方 を 巡行して {R: 吏 を黜陟 せし む。 自 二 建 中 一省 

宗の S 仏  レヲ  キ フ -; い 二 年 

, 之 也。 f 一  時の^：^臣を使として：大下の民政をたださしむ。 ^觀の 治 可レ考 也。 開 元 

に 初めて 置 二十 道 採 訪處置 使？  gggtl 宋又 唐の 例に 因りて 諸 州の 觀察使 を 置き、 宣 

論 使 を 以てせ 一一 ー諭德 音； 撫論使 を 以て 掌 二 慰安 存 採 二 民 之， 利!^; 條奏而 P 一行 之？ 鎭 

一木 \) 高 If 時、 撫使は 招 二 收群盜 一 招 收討使 は 討 二 殺盜賊 一等の こと あり。 又宋に 安撫使 あり、 是れは 兵 

誇ゼ . 鬆 3^ こ 

知たり、 次い 民の 政 を 司 どる 也。 大 明に は 御史を W て 犬 下 を 監察せ しむ。 いづれ も 世々 民政 を 重ん 

で s)  一一  ；  ノ チ 二 ク ヲ 一一 でナ シ 

ひ ^著£ じて 其の 下情 を通ぜ しめんとの 事 也。 容齋隨 筆 曰、 唐 世 於 二 諸道 一 置 ニ按察 使， ー後改 爲， 一 

く、  { れ齋隨 筆  トム  ヌ 一一  <  テス  ，- ノル  一一 ハチ ク  ヲ 

は， vuf 採 訪處置 使； 治 一一 於 所 部之大 郡； 旣又改 爲 一一 觀察使 一 其 有 ニ戎旅 一之 地、 卽置 一； 節度 使； 
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分， 一犬 下, 多 1 四十 餘道； 大 者十餘 州、 小者 二三 州、 ^令 T 訪ニ察 善惡 1 擧 * 其 大綱 h 然兵 

甲財赋 民俗 之 事 無， 所レ不 ノ領、 謂 二 之都府 1 云々。 本朝 叉 巡察して 民の 苦を考 ふること、 

是れ國 司の 所, 重と する 也。 戶令 ：ir 凡 國守ハ 母 年 一巡 二 行屬郡 1 觀ニ 風俗 1 云々。 績 日本 

紀、 元正ノ 養老 三年に 始めて 諸 國の按 察 使 を 置く こと あり、 是れ阈 々の 民 苦 下情 を 正さ 

んが ため 也。 然れ ば： 大 下の 廣く 郡國の 遠き も、 朝廷の 仁政 をう けて 民に 窮苦 十る こと 

たく、 吏に 奸曲 あら ざらん こと、 又 使 を 遣 はして 巡察せ しむる の大德 にあらず や。 
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四 七 市」 膝 • を 建つ  <  • 

べんよう 

帀 n はく、 王城 國府 都邑の 間し 市麟を 設け ざれば、 民有 無 を 交易して 便 用 を 利す る 事 

不レ き、 故に 古來市 腐の 制 ありつ )4 ザ 日 ^ル (あ、 1> 一天 下 之 民 一 聚 1 一 1K 下 之貨ー 交易 而 

各 得 一き 一 iuis; と 云へ り。 喊は物 を かむ 也、 I 口 を 合する 也。 口中 

に 物 を 入れて かみ 合する の 象 を 取りて、 聖人 市媒を 定め、 其の 所に 四方の 土產 器物 を 

あつめて 有餘 不足 を 交易す。 ここにお いて 萬 民 衣食 居の 用たり 器械 用具 相 成りて、 人 

力 を 助け 勞役を 省きて 人物 其の 利 を 得る 也。 ここに 市 腐の 制を考 ふるに、 周禮 -ほゾ 

あ： ま ¥ヲ1 レ V と 出せり。 王城の 制 41 なり。 1 是れ 朝廷 を 重んじ 市 
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腐 を 便 用す るが ために 此の 法 あり。 市 腐 を^く るに は、 先 づ自， 一都 械 一の 遠近 を詳 にし 

て 其の 便 用 を 利せ しむべし。 其の 制 先づ町 割の 法 あり、 都 城 を 中央に いたし、 四方に 

市 廢を設 く。 其の 商賈飮 食 衣服 居 宅 諸 用、 其の 急 緩 を考へ 其の 運漕 便 用 を 利して、 制 

を 設け 人 を 置くべき 也。 寺 觀社塔 は 市街に 不 n 相 交； 其の 外郭 を はかり、 土地に 從ひ 

葬祭 を考 へて 是れを 可レ置 也。 制 外に 市 を まう け 町 や を 立て 出す 事. 尤も 私： く禁レ 之。 

寺社 その 門前に 町 を かま ふること を 禁ず。 次に 道路 之 事、 大路 小路の 差別 あり。 異朝 

の 制 は 大路の ひろさ 七 丈 二 尺 0 なりと 出で たり。 是れを 經涂八 執と 云へ り。 や 

小路 はこれ に從 へり。 本朝の 制、 大路の 廣さ 各. >  八 丈、 小路の 廣さ四 丈と 舊記 にかで 

たり。 しかれ ども 其の 土地に 因りて 其の 廣狹を 制すべし。 古來 各.' 車の 往來を 以て 其 

の 制を定 む。 今 所， 用 騎馬 駄馬 牛車 を考 へ、 其の 所の 大禮に 人馬 相. 聚 まりて 往來 する 

にさ さはり なき を 以て 準ずべ し。 凡そ 間遠ければ 聲相 きこえず して 息 難 相 救 ひがたし- 

相 近き とき は 物 ささ はり 火難 危 レ担。 且つ 太 だ路廣 きとき は 市街 さびしく して、 奸人 

盜賊 をな すに 利 あり。 如， 此の ことわり を考 へて 其の 制を定 むべ し。 而 して 町屋 多く 

は 一 町 二 町 を 以て 緯に 小路 を 開き、 其の 廣さ 大路の 三分の 二 或は 半に いた 十。 兩 むか 


ひ町屋 あらんに は 道を廣 くして 可也。 家々 の 前に 水道 隍溝を 流して 雨水 を やり 雜水を 

ながし、 或は 五町 三 町に 大溝を かまへ て 水 をお とし、 それより 川 海に 入らし むる 如く 

考ふ べし。 其の 間 小 橋 あり 大 橋あって 往還 を 利し、 攔干鹿 ふせぎ 柵 をいた して、， 商 旅 

ル ラ  S 

の 球 是れに 不レ陷 ごとく 制し、 水い かるべき 所 水道 あまるべき 所に は、 堤 をつ きて 町 

屋に水 を不レ 入が 如くし、 堤に 木 をう ゑて 其の 根 を 堅く す。 是れ 道路の 制 也。 次に 會 

所の 事、 町の わり あまし 四方 町屋の 地に は、 中央に 空地 を かまへ 是 れを會 所と 云 ふ。 

ふじ やうす て 

火難 その外 その 町々 の 用 所の 地と す。 ここに 不淨捨 を かまへ、 日夜の 塵 を あつめし め 

い  S) 

て巡番 にこれ を 掃除す。 或は 百ェ 地の 廣く 入る ため， 或は 婦人 女子 機巧の まう け、 は 

(干)  レ シカ ラ 

り ものほし ものの 爲に 其の 利 尤も あり。 制 法不レ 正ば 空地に 因りて 奸人惡 を なすこと 

§  そラ がまへ 

あり、 剛民 その 利 を を かす こと あり。 次に 構の 事、 町の 四 邊に您 がま へ を こしら へ 

ほり ^ぞ ど てつつ み 

川に たより 山 を かたどり、 隙 溝 土手 堤 を まう けて、 其の 道筋に 大 番所 を かまへ、 木戶 

を 犬に いたし、 くぐり を 左右に まう け • 升形 を營 し、 番の 兵士 輕卒を まう け、 高樓を 

(檢) 

出して 合 圖の金 鼓 を 置き • 武器 品々 を まう けて 非常 を 防が しむべし。 尤も 往來 を改む 

るに、 わり . 相 じる し 可 レ有ノ 也。 周 禮に司 門. 司 關と云 ふ あるに 同じ。 掌 節の 官と 
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云 ふ も 此の わりふ を あらたむ る 役 也。 是れ 則ち^, 盜の 法と なり- 郊外の 武備と も 云 

ふべ き 也。 次に 町中 番所の 事、 一 町 一 町に 辻番を 致し- ^ . さし 繩 • 夜 旗 • たいまつ 

を 置き、 門 戶の開 闘 を つかさど らしむ。 而 して 五町 或は 十 町 をへ だてて 大 番所 を 立て 

此の 處に 番人 を 多く まう け、 武器 其の 外 番人の 可 レ用諸 器 悉くた く はへ、 相圖の 道具 

を 可 レ設、 尤も 火 消 道具 不レ殘 相 あつめ 置くべし、 町 ごとに はしご 水： i 水た め： f あるべ 

し。 夜陰に 及ぶ とき は 往来 皆く ぐり よく 仕り、 若し 物騒の 節 §1 に は 一 町の 中央に も 

猶ほ 番を^く る- 如， 此 とき は 町に 非常の 變 あるべからず。 次に 川筋の 町屋は 舟の 運 

送 を 利して その 相應 なる 商 旅 を まう く。 故に 大川 をう けて 所々 へ 掘 入 舟 入 をいた し、 

(漁師) (多) ふなつ き 

米 薪の 運送 を 利す。. 海邊 の町屋 はれ ふしお ほき 湊 • 舟 付を考 へ、 旅 泊の 往來を ゆる や 

かにす。 是れ叉 其の 制 不レ詳 ば、 法つ ひに みだるべし。 次に 制札 場、 これ は 國の禁 法 

をし るして 立つ るが ゆ ゑに、 宿 町の はづれ • 川ば た • 海ば た、 其の 外人の 相聚 まる 處 

往來の 旅 泊 あらん 所に は、 制札 を 立て 國の 大禁 をし らしむべし。 是れ叉 制札 を けがさ 

ず、 奸 人のと りすつ る こと あらん こと を戒 むべき 也。 是れ 大概 市媒を 制する の 用 也。 


四 八 町人の 制を詳 にす 

師曰 はく、 商 の號を 近代 町人と いへ り。 此の 相 あつまる 處に 其の 制不， 正と、 き は 法 

n) 前 出 二 みだり なり。 周禮に 所 レ出保 伍の 制 これ 也。 先づ 五人組 を 立つべし。 出入 相 友、 守 望 相 

九. ハ 照  ケ  ヒ 

助、 疾病 相 救、 大禮相 共に する は 古の 法 也。 產 然れば 五人組 を 立て、 家 持の 町人、 

五人組の 中間、 切々 出合 ひ、 たが ひに 物 ごと を 示し合せ * 公儀の 大禁、 時の 法令 を 相 守 

,  よ ある さ 

り、 五人組の 內に 家業お こたり 遊实を このみ 夜行 朝 寢惡友 あらん 1^ は 度々 異見 を 加へ 、 

猶 ほや まざらん に は 其の 親戚に 告げて 是れ をた ださし め、 終に やまざる 時 は 名主 • 目 

(檢)  -  - 

付に 申し わたし、 相談 を 以て 改めた だすべし。 尤も その 間 吉凶 あらんに は、 共に 相た 

(救) 

すけて その 禮節 をた が へ しめず、. 息 難に 及ぶ を 相す くひ、 出入 往來 以て 相た だすべ し。 

(Jsf)  ル ヒ  シ マウス 

若し 名主 • 町 目 付の たたし を 不レ用 もの は、 名主 • 町 目 付より 上へ 可 レ吿。 名主 • 町 目 

付に 不屆 あらば 五人組 可 二 申出？ 以來 まで 名主 • 町 目 付 あだ を 不レ仕 ごとく 仕置 あるべ . 

たながり 

き 由、 五人組 方へ 示すべし。 棚 借 多き とき は， 裏 棚 表 棚に おいて 五人組 を 立て、 互に 

相 守り 相た だし、 その上に 大屋. 地主に 可 二 申 聞 一也。 地主 不， 怠 巡行して 公禁 法令 を 

(榆)  し  ツル  ヲ 

改め、 その 萌を 知りて 非 をた だし 悪に おとし 入るべからざる 也。 次 は 立 二 町 目 付 1 にあ 
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り。 是れは 一 町 又は 二 町 三 町 にても * その 町中の 是非、 名主と 地の 町人との 様子 諸事 

を 見聞いた し、 町に 大禮 あるとき は 必ず その 席に 望んで 過不及 を 正 十の 役人 也。 是れ 

叉 其の 町中より えらみ 出さし めて、 その上に 奉行 誓紙 を 巾 付け、 其の ものの 身の ただ 

し、 幷に 町中 目 付の 可：， 考事 可ニ糾 11 こと を敎 示して、 條目 をし るし、 かれに 渡して 

守ら しむべし。 名主 平の 町人の 間 を 能くた だし、 大禮 を詳に 可レ示 也。 次に 名主の 事 

其の 町 ごとに 名主 ある もの 也、 是れ町 頭 也。 以前より 相 定まれる 名主たり と 云へ ども 

町の 作法 を不， 詳 1 その 町に 無作法の もの 多く 出で、 切々 不義の こと あらん は、 速に 

可 二 改易？ 町中の 作法よ く 公事 訴訟 もな く惡 人無レ 之ば、 名主 制 法 正しき ゆ ゑなる ベけ 

二)  g の朔 れば、 町 目 付 町人に 是れを 糾明して 《：M せらるべし。 町中 朔 .望. 俗 節の 禮、 一町ぎ り 

日と 十五 日の  ズ 

い B 巧 七 にいた し、 五節句に は 名主 方へ 禮 あるべし。 湖 日に 必ず 町の ぎ 持 を あつめ、 名主 對面 

日、 三月 三日，  キ ス  シ シ ソ、 

f 五日、 七 いたし、 月々 の 改め 〈ム用 禁法を 可レ示 也。 正月 は 十 一 日に 詳に 年中の 行事 を 可 二 申 渡？ 

九 H  名主 町人 かたより 音物 を とるべからず。 歳暮には<ム私の祝儀に輕乏の>鹽滑を：5^送- 

(有 合)  ルカ ラル  キム 

但し ありあ ひたりと も鹽 看の 外不レ 可, 送 也。 名主 可レ改 法令 作法の 帳 をいだ し、 名主 

シ ル  しるし 

常に これ を 可， 守。 尤も 名主の 所に は 家に 印 を 立て、 武器 を 公儀より うけとり、 非常 


(せ)  いへ ならび シ  ム 

の もの を 制すべき 也。 次に 月， 行事の 事、 一 月ぎ りに 家 持 家並に 可 二相 勤？ 公儀よりの 

ふれ 流し を 町中へ 申し わたし、 風 はげしければ 火難 を 戒め、 雨つ よければ 水 やり を考 

ふじ 、うす こ  かどた ち 

へ、， 不淨捨 道路の ささ はり を 知りて これ を 改め、 夜中に 巡行して 非常の ものの 門立往 

來、 火の 用心 盜賊 をた だす。 四時に 付きて その 考へ あるべし。 如. レ あして 下にて すま 

ざる 儀 は、 五人組 名主に 申しき か寸る 也。 公用 あるとき は 月 行事 出 座し、 課役 あれば 

月 行事 ひ きゐて 出づ。 故に 月 行事 は 毎日 名主に か はりて 下 をた だすの 役儀な り。 月 行 

事の 可 レ勤事 井に 制 法を詳 にしる して 渡す ベ し。 月 行事た るの 印 可 レ有レ 之 也。 次に 町 

年寄の 事、 是れは 其の 所に 久しく 居り、 或は 由緒 有レ之 町人 事 をよ くしれ る もの を * 

町の • 年寄と 號 して 五人 三人 も 仕立て、 名主 方への 觸 流し 諸事 を 申し わたす 役人 也。 町 

に變 あるとき は、 名主 下にて 詳に 改め、 而後に 町 年寄 方へ 行きて 先例 をた だし、 町 年 

おも ひい シク  ルカ 

寄の 思 人 を 可， 聞。 町 年寄 合 點不， 行と き は、 乃ち 奉行所に 至りて 事 をた だ 十 也。 しか 

れば町 年寄の 人品 不レ宜 その 祿 うすき 時 は、 必ず 依怙 贿赂 これ ある もの 也。 故に 人品 

をた だし、 町 年寄の 可， 勒條 目を詳 にしる して、 是れを 町 年寄 所に おいてし らしむ。 

是 れを勒 むる こと 不」 叶と き は、 年寄の 役 を 刖に町 レ讓。 而 して 町中へ ふれな がしの 使 
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役 帳 紙筆 硯 墨.、 如 レ此ノ 入用 を 詳に考 へ、 或は 役 領を考 へ 或は 町 役に いたす こと、 其の 

ンル  キル  たらび 

地に 可レ 依。 必ず 町へ 役 を かくれば それに 奸 曲の 事 ある もの 也と 可レ知 也。 次に 並の 家 

持 可レ存 次第 あり。 其の 身の 身 持、 子弟 下人 女房 父母 親類へ の 作法、 町中の 禮法、 公 

つぶさ シ プ、 ひとうけ じ やう たな 

儀の 禁法、 借 棚. つけめし など 云 ふ ものまでの 作法、 上より 具に 可レ 示。 人 請狀. 棚 

請狀 まで 上より 其の 可レ存 こと を詳に 示す とき は、 町中の 風俗 一 致すべし。 ことに 詣 

商 買の 問屋、 その外 人の 相 あつまるべき 町人 方に は、 大 禁制 法 を 示して、 旅 泊の もの 

も 是れを 知る が 如くなら しむべ き 也。  - 

四 九 町人 雜 品の 制 を 立つ 

師云 はく、 町人 諸 色の 制 法 不二 詳究 I とき は、 必ず 風俗 不レ正 もの 也。 故に 上より 詳ニ 

其 制 法 1 にあるべし。 町人 子弟の 制、 家 持 • 棚 がりと もに、 その子.， 1^ 十五 六 迄 は 手 習 

物讀 をいた させ 可 A 令， 知 二 家業 之 事？  I 木府 音曲 器用な りと 云うて 習 はすべからず。 尤 

も 弓馬の 稽古 無用た るべ し。 手前 貧しく して 子弟 を 下人 同前に 仕る こと 勿論の 儀 也。 

父兄 貧しき とき は 子弟 必ず 僕從 になり て 事 をつ ぐ の ふ 如くに 可レ仕 也。 十五 六 已後は 


うち/ ヽに 父兄の 業 をいた し 手 傅って、 家の 渡世 宜しき やうに 可, 存也。 尤も 年た け 

て も 父兄 貧しき は 子弟 必ず 僕從 たるべし。 五人組の 內 互に せんさく 致し、 子弟の みだ 

りならざる やうに 可， 仕 也。 若し 父母 兄の 制詞 を不, 用、 五人組 • 名主の 異見 を不 レ用. 

必竟 不義 無道に おち 入るべき もの は、 名主 • 五人組 相談の 上、 町 年寄 • 奉行に 申 上げ 

て 其の 下知 を 可, 待 也。 井に 親類 緣 者たり とも、 その 家主の はごくみ を 受け 養に あ ふ 

もの は、 皆 子弟 同意の 心得た るべき 也。 次に 養子の 事， 父方の 一類 たるべし。 父方の 

1 類 無レ之 か、 或は 有レ 之と い へ ども 家業つ とめ 難き に 於て は、 妻女の 方た るべ し。 妻 

女の 方 を專ら とすべからざる 也。 存生の 內 五人組へ 可 二相 斷？ 養子の 事相す むと 云へ 

ども * 家業つ とめず 不屆の 次第 あらば、 幾度 も仕改 むべ し。 但し 養父 不 届の 仕方 度々 

に 及ばば、 五人組. 名主 異見 を 加へ て 可也。 不， 及， 1 承引 一ば 奉行所に 可, 斷。 存生の 內 

養子 不レ仕 候 はば， 家財 父方の 親類に 相 わたし、 後家 これに 可レ 養。 但し 遣 言の 狀 あら 

ば それに 可レ任 也。 養子の 儀、 親類 を さしおき 無二 子細 1 他人の 子 を 仕る 不， 可。 ケ樣の 

こと 取次ぎ 候 もの 迄 可， 爲 一一 曲事？ 五人組の 中 問、 年老い 養子 可レ： t3 もの 不レ 仕ば 異見 を 

可レ 加。 不, 然して 死後 異論 あらば、 五人組 尙ほ 以て 可 レ爲ニ 曲事 一也。 
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.f ヅ、 に隱 居の 事、 七十 以後 たるべし。 七十 ビ 前に も、 病 者 老衰 その外 子細 あらば， 五 

人 組 相談 可， 仕。 隱居 以後 は 子どもの 後見 可レ 仕、 寺參 遊山 切々 不， 町レ 仕。 隱 居の 者、 

(一) 招 1 金 if 得の 町人たり とも 下人 二三！^ 下女 ー兩擎 たるべし。 衣食 家宅 猶ほ 以て^ 約に 可， 仕、 

是れ又 五人組 相た だすべし。 譬へ遠 所へ 引越す とも、 人 數身持 同前 たるべし。 -：;1 子 二 

(二  ：- 

^一』 2i 三男 末々 の 子どもまで- 實 父の 儀 は不， 及 JfT 養父 は猶ほ 以て 隱居 以後 如 在 仕 間 布 也。 

隱 居の J_ 永 財寶澤 山に 所持 露顯候 はば、 子どもの 養に 用捨 あるべき 也。 次に 後家の 事、 

其の 家 を 繼ぎ候 子 可 レ養レ 之， 子 幼少に 候 はば 後家 口人 可レ 仕。 後家 身 持の こと、 早々 

11^ になり、 衣類 木綿ぎ ぬ を. H\ 用、 五十 已上は 制 外 也。 再嫁の？ _ポ は 家 将の子 H 几 届に 不 

バ  X  »  (ち 

レ及 也。 後家 寺參遊 山^く 法度たり、 ：. お H と 云へ ども 寺に 入り 齋 をく ふべ からず.、 諸 

事 子の 申 分に 可， 任：^。 後家 因， I 夫 之. 1 狀， 金銀 家 取り 候て 無レ程 再嫁の 事 禁制たり。 ：冉 

嫁の 願 あらば、 夫 方の 親類 養子いた し 家. 家財 相 わたし、 其の 已後 たるべし。 或は 後 

家 下人と 密懷の 事 * 五人組 その 事跡 をた だし、 速に 所を拂 ひ、 家 • 家財の を さまり は 

公儀の 裁許に 可， 從也。 次に 家僕の こと、 たと へ 有 得の 町人たり と 云へ ども、 下人 卜 

人 下女 五 人 たるべし。 此の 外に 下女 幷に 子どもの^ 母 を 置く こと は 格別たり、 分限よ 


令 s せる る 佛.； I 代 さ 

！ 2! る霄事 寺のに 3 

な 狀 を の n  m 
m り を證楦 めお 德 
服 持 明^ 各敎川 
の S すた 人 防 時 


り 十くな く 可， 仕。 下人 下女と もに 請狀. 寺 請 狀を可 レ究。 下人 仕き せ 衣類 は 法度の 通 

り可レ 仕、 晴 のとき と 云へ ども 禁 服の 外 不レ 可レ用 也。 町人 有 得なる に まかせ 妾 を 多く 

置く 事、 太 だ 以て 禁制、 五人組 これ を改 むべ し。 

げ だい  てらう け 

下 代の 事、 その 身の 親緣 たりと 云へ ども、 ^^成る證人證文をただし寺請をぃたさす 

S) 手代と  シ シヮル  ナ 

E 意-召使な べし。 下 代の 様子 見届け 不， 申 候 はば 五人組へ 可 二 申斷； 主人 sff: け 不レ中 候 はば 五 人 

組兑聞 次第た だすべし。 手代 年季の 間 無二 奸曲, つとめ 候 はば， 應ニ其 分限 I 愛憐 を 加へ 

人並に 商 買 を も 仕る 如く 可， 仕 也。 尤も 下 代病氣 のこと 可， 入， 念、 長 病に 候 はば 親類 

ども 方へ 可レ 遣。 醫者 のこと、 五人組 互に 情 を 可レ出 也。 病人の 事、 五人組 中間 互に 3： 几 

^け、 自分の さいかくに 難， 成 醫者は 名主 方へ 申し ことわり、 名主 方より 町醫 者へ 可 

レ斷 也。 如， 此ノ儀 名主 延引に 及び 病人 あしくな り 候 はば、 名主 可レ t  二 曲事 一也、 町 目 付 

可 二見 届？ 貧者の 煩 • 棚が り • ひとり 身の 者、 猶ほ 以て 可 レ加ニ 下知； 死亡に 及ばば 五 

人 組 相 あつまり 見届け 可レ申 也。 貧乏 まぎれな く葬禮 なりが たき は、 五人組 又は 一 町 

として これ を 見届け 可レ申 也。 次に 物讀 手^の 師の こ と、 一 町 一 一町 五町 三 町、 其の 町 

によって 手 習 物よ みの 師を 立て、 町中より これ をつ ぐの ひ、 子弟 一類の 若 擎 なる^ そ 
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の 外 町人 ども、 閑暇 あらんに は 相， 聚 まりて 讀書手 習 可レ仕 也。 右の 師 その 人に よりて 

赂 あるべし、 大方 二三 人の 扶助 たるべし。 讀書 手跡よ ろしく ば、 則ち えらんで. 能き 

町に うつし 赂を 厚く すべし。 而 して 物 讀手 習の 師に 上より 制 法 あるべし。 その 弟子 ど- 

も 順番に 師の 宅に ゆき、  座敷の 掃除 をいた し， つく ゑ を 直し 書物 をなら ベ、 水 を 入れ、 

一人 は勉 ての 給仕 たるべし。 朝に は 書 をなら ひ 晝は手 習 たるべし、 晚は 作法 進退. を 可 

ル  (究)  うやま  シ ル 

レ練、 刻限 をき はめて 食事に ゆく 也。 師を敬 ひて その 下知 を可レ 守。 刀 脇 指 を さし 來ら 

ば、 相聚 まるの 間 はこれ を 一 所に あつめ 置き、 か へ る 時に 面々 に授 くべ し。 小童 相聚 

まるの 時 は 他人 來 るべ からず， 子どもの 內ー兩 輩 目 付 を 置きて、 無作法 男色の こと 改 

むべ し。 師-は 身の を さめ、 藝能 のた しなみ、 朝夕の つとめ 可 レ爲ニ 肝耍？ その 門弟 子の 

內 器用の 者出來 いたさば 師" はを赏 すべ し。 次に 醫者 のこと、 是れ又 町々 に可レ 有。 本 

道. 小兒. 外科 各-その 町々 に考 へや どす ベ し。 是れ 叉醫術 をた だし- 病人 を あてが 

ひ、 そのつ ぐの ひ を 可レ仕 也。 其の 町の 者 は 大小 貧賤に かぎらず、 醫者 見届け 療治 可 

レ仕。 名主 方より 斷 りこれ あらば、 遠 所と 云へ ども 可 二見 舞づ 若し 藥料を 心がけ 醫師の 

本意 を 失 はば、 名主.. 五人組 相 改め 奉行所に 可 二 申出？ 藥料 のこと、 所の つぐの ひ を 


うくる もの は 所より 藥料 を不レ 可， 得。 他 町の 療治 は 格別 也。 但し 藥料 金銀 衣服 何 ほど 

カラル  (二) やど 

Cj 一) 後世、 浪 より 上 を不， 可レ 取と 制し、 醫療術 を 得ば 上より 賞 せらるべき 也。 次に 町中 諸 牢人宿 か 

人と &曰 くも 

JLVi-  、 -£ロ1 ン L-  うけに ズ  シカラ 

りの 事、 先主 をた だし 請 人證文 をと るべ し。 朝夕の つとめ 不レ 正、 或は 夜 あるき、 或 

は 人 あつめ、 或は 分限に 過ぎた る 體有レ 之て、 しかと 仕りた る 方へ 出入の 沙汰 も 無レ之 

ば、 五人組 これ を 改めて 所を拂 ふべ し。 子細む つかしく ば 奉行所に 至りて 下知 を 可レ受 

也。 您 じて 天下 泰平 日 久しき とき は、 家々 よりの 牢人 多く、 小者. 中間 刀 を 用意いた 

し、 羽織 はかま を こしら へ、 名字 を 自らな のりて 歷々 の.！ キ 人になる あり、 又 初めは 刀 

さし 若黨 などい はれし もの、 器量 骨法よ くて、 つ ひに は 侍の ごとくい ひなす 類 あり、 

こ つがら 

これに 因りて 處々 に. 〔牛 人 多く 相聚 まれり。 故に 中間 • 小者、 主人の ゆるしなくて 若黨 

になる こと を 禁ずべ し。 主人 ゆるして 緣 にあがら しめば 其の 家 を不, 可, 出、 末々 まで 

キフ クノ  うらつ さむら ひ  ル  ムヲ 

本 主の 下知に 可レ從 也。 如， 此 して は 放 将の侍 あるべからざる なり。 叉不レ 得， Z 止歷々 牢 

C 一一) 牢人支 人いた せる は 不便の 義 なり、 相 あつめて 公儀より 一人の 扶助 をも與 へられ 頭 を 付けら 

配の 頭の こと 

れば、 大用 ともなりぬべき 也。 これに 付きて は 制 法 さまん \ あるべき 也。 

次に 出家 • 社 人 • 宿 かり、 是れ 以て 證文 あるべ し。 出家の 身と して 町屋を もつ こと 

君 道 六 民政  四 1 三 


山 鹿 語 頻卷第 六  四  一 £ 

堅く 禁制 也。 勿論 町 屋に怫 だん を かまへ、 或は 勸 進の ため 怫 體を路 道に さらし、 或は 

護摩 壇 を 町屋に まう けな ど 致さ しむべからず。 當 分の 借屋 は格刖 也、 久しくお くべ か 

ら ず，。 尤も 人 あつめ をいた し談議 をのべ 、 神道 勸 請 などと 號 して 奇怪 を 云 ふこと を 

禁ず。 尤も 叉 寺々 より 持ち出で て 古 怫古緒 を かけ、 人 を あつむる こと 禁制 也。 次に 坊 

主 • がくそう • 出家に てもなく、 醫師 • 物よ み にても なき 輩 は、 必ず 遊民 奸 曲の もの 

ある もの なれば、 茶 堂 • 咄 の もの • 音 曲の 役人、 又はた しかなる ホ人は 格刖、 不レ然 

ば これ を 宿す ベ からず。 宿 をからば 設人猶 ほ 以て 分明た るべ き 也。 

次に 奉公 仕官の 輩， 町屋を 持つ こと. ほく 禁制 也、 宿 借 は不， 苦。 平生の 行儀作法、 

五人組 あらため 考 ふべ し。 次に i!^ 樂 のこと、 主人持ち 候 もの は 格別 也。 不レ 然して 町 

屋に 居り 町人に 音曲 を をし へ 候 事不， 可， 仕 也。 町人 大禮の 時分 相 招く こと は 不レ苦 也。 

次に 出替の 男女の 事， 出替の 時分 十日の 外、 請 人の 處に不 レ可レ 居。 お 男 夂ー處 に 

よ-める -5- ばくえ. b 

居るべからず。 男の 請 人、 女の 請 人^なる べし。 尤も 夜行 博 突 大酒 を 禁じ、 五人組た 

だして 私 あるべからざる 也。 次に 請 人の 事、 何人と 可， 一 相究？ その 處の 奉公人 この 請 

人の 外 を 立つべからず。 ^の 請 人 を 以て 置きた る 奉公人 は、 いか やうの こと ありても、 


〈ム 儀より 取 さばき 不， 可, 有, 之。 しからば 請 人 その 奉公 入より 何 ほどの つぐの ひと 云 

うけ  ヤノ  (奔 ) 

ふこと を 定めて 請に 立つ ベ し。 如レ此 とき は 奉公人 はしり かくれても 設議 なりよく、 

ルカ ラ ルレ  レ シ カラ  ル シ カラ  ひ ようにん 

無作法 不レ可 レ有レ 之 也り 人の 制 不レ正 ば 家僕の 作法 不レ宜 もの 也。 次に 日赌 人の 事、 

十五 以下 六十 已上 は、 ^方 にても 札なくて 日 俯 たるべし。 不レ然 は 日 俯の もの 悉く 札 

をつ け、 衣類 を 一 様に いたし 可レ殊  1 也。 五人組 相 改め、 家業 をつ とめず して 日 赌を取 

る もの を 禁ずべ し、 尤も 日赌 頭を定 むる にあり。 奉公人 奉公 を やめ 日 俯の ものになる 

やまぶし び く に (S:)  (@ 

こと を然 ず。 次に 山伏 • 比丘：^  • みこ. かんなぎの 事、 町中に 相雜り 居る ベ か， らず ■ 

尤も 棚に 社 壇 を かまへ 奇怪 を 云 ふこと を 禁ず。 多く 遊民：^ 曲 淫亂の こと 此の間に あり 

(■  ！  > 

くわん じん 

二)  . ^おの 次に 諸勸 進の 輩 願 人、 是れ又 所々 に 於て 改め、 奉公人た るべき もの は 請 人 方へ よびよ 

*s 附 is^ ^動 誘  . レ， 

£11^^. せて 糾レ 之、 町人た るべき 輩、 農 人た るべき もの、 备.^ 其の 出處 親類 知 付に ただして 

(一：) P 人の 本へ かへ らしむべし、 宿 を かすべからず。 次に 座頭 • ごぜの 事、 是れ は所緣 分明に お 

-,, ノ  (島  物) 

へ I き lli いて は 宿 を かすべし。 但し 音曲 なりもの を 以て 人 を あつむる こと を 禁ずべ し、 物讀. 

ひ て錢 を」 乙 ふ  (便) 

，女  平家 • 詠歌の 儀 は格刖 也。 此の 內 貧しく して 親緣舊 知の たづき もな き は、 五人組 相 あ 

ら ためて 奉行に 吿 ぐべ し、 親緣 あらば これ を やしな はしむ ベ し。 次に 馬 かた • 牛つ か 

君 道 六 民政  四 一 五 


鹿 語 频卷第 六  四 一六 

たかま  (救  ， 

ひ • 船頭 • 獵師 . f」 者、 各-' その 中 問 あるべ ければ、 互に 相た だし 相す く ふべ し。 博 

突 放 均なる こと を 戒めて 可也。 次に 非人 ハ乙 食の 事、 三 病の 輩 • かたわ もの、 親緣 なく 

( 一 )  たづ * 

(一) 食 の て 路頭に 口 を もら ふ あらば 官に吿 ぐべ し。 {R これ を詳に 改め， 養 ふべき の 便な きをば 

こ と 

1 處 にあつ め、 髙 貴の 人往來 なからん 地 をえ らんで、 を かまへ 養 をな すべし。 此の 

內 奉公 を も 仕り 可レ然 男女 は、 請 人に わたして 奉公せ しむべき 也、 必ず 路頭に 口 を も 

ら はしむべからず。 次に の 事、 公 罪 を 行 はるの 時 これ を 執行せ しむべし。 そのお 

く處遠 かるべし。 牛馬の 死せ る を とりまかな はせ、 た ふれ もの あらば 此れ を 持ち はこ 

(掃除)  . はぎと ， ， 

ばすべし。 尤も 町中の さ うぢ、 非人.：， 乙 食 の 役た る. べし。 牛馬の 皮 を！： 取らば、 

ししむ ちな 

. -、 . 乃ち 其のから だを埋 むべ し。 牛馬の 身 を 切取りて 鹿 独の 肉と 1 つに して 人 を 偽る こと 

(彼) なかま 

太 だ 多し、 故に かれが 中間に 五人組 を 立て、 その 頭 を 巾 付けて 奸曲 をた だし、 その 職 

業 をつ とめし め、 衣類 紋處 にも そのし るし を定 むべ き 也。 

五 0 市民の 禮を定 む 

師曰 はく、 人と して 禮を しら ざれば 人たら ず。 國の 人民 多く は 農工 商の 三 民 也。 農 


人 は 民間に 禮を まう く、 ェ商は 市 霧： に li を定 むる とき は、 三 民 各.' 安んじて、 國俗自 


(二) しぼ. 

^の 類 


(三) 晒し 布 

の 名、 近江國 

犬 巾.^  產 


(四) 

X はは 1 の こ 


然に 正しき 也。 故に 市民の 禮 まう けずん ば不, 可， 有 也。 

町人 衣服の 事、 有 得の 町人と 云へ ども 親：！ 地ぬ のの かたびら たるべし、 十五 已下五 

(き  3  (二)  ズ レブ 

十 以上 は 制 外 也。 妻」 炎の 衣類 同前， 金銀ぬ ひ はく， すり はく. 鹿の子。 くくし 類禁レ 之、 

十 歲已下 五十 已上は 制 外 也。 下人 下女 は不， 殘 木綿 を 用 ふ、 芨は 地ぬ のた るべ し。 

の 時たり ともつ むぎの 外不 レ可レ 用、 但し 五十 以上 は 制 外 也。 町人の % 衣. はかま 木綿 

たかみ やぬ リ ズ レヌ (得)  カラ ス 

たるべ し、 さらし 布 • 高宮. 禁， 之。 有徳の 町人 も 一;^ 衣不， 可レ 着、 冠昏 喪祭のと き は 格 

別 也。 足袋 は 皮 を可レ 用、 羽織 • 雨 羽織 • 帶皆布 木綿 等た るべ し。 漢の 高祖 令ニ贾 人 

不リ得 二 衣， 絲 乘, 車と 出で たり。 古来 其の 制 あり。 

家宅の 事、 町並 は 町並 を兒 合せ 可レ 仕。 尤も 儉約を 用 ひ、 有 得の 町人たり とも 座敷 

ち • すりいた. すかし 図 居 . 數 

やね. 柱. かべ • 戶 障子 各.^ 制 法 あるべ し。 棚の 事、 孫び さし • はり 

出し を廣 く不， 可， 仕。 火燒 所に 念 を 入れ、 水道 を 利すべし。 商 買 たくさんの 時分 も 町 

にし 往來を ささ ふべ からず。 家作の 時分、 材木 土 を 道の 中央まで 出し 
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て 道路 をふさぐ 不レ 可也。， 食物の 事， 有 得の 町人 も 一 汁 三 菜た るべ し。 勝 部 男，^ とも 

(、一 si  0^^. に 平 折 敷 たるべし。 まきゑの いっかけ 仕 間 布 也。 尤も 茶 を 詰めさせ 中す まじき 也。 振 

一  舞の 事、 元服 婚姻、 家 i 相績、 葬禮 法事、 歳暮 年頭、 此の 分 は 二 汁五茱 を可レ 用。 請 

「) つ 器 皆 平 をし き、 足つ けべ からず。 木 具不， 可レ 用、 黑 ぬり 朱ぬ りたるべし。 これより 睐 

にの み 打 かか 

の 草なる は不, 苦 也。 食後に 濃 茶 あるべからず、 後段の 食物 不レ 可レ 出。 尤も ji^ 樂 および 

三方 膳の こと 33 曲)  シカラ (嚇 子)  - 

うた ひ は不」 古、 はやし 仕るべからず。 その 日に は 必ず 町 目 付 をよ びて たださし むべ 

し。 菓子 一 種 たるべし、 たと へ 外より 得 もの ありと も不, 可：， 出レ 之.^。 下人の 食物、 

米 味 is に 念 を！？ レ入、 疎 菜 尤も 也。 町人 商 買の 禮那、 出入 仕る 處の 武士 振舞 ふべ から 

ず.。 馳走の ため 見物人 • 座頭 • 小歌うた ひ をよ び 申す こと 禁制た るべ き 也。 

諸道 具の 事、 先祖より 持ち 傅 はる 處の器 は 格^な り。 當時 において 梨 地. 薛繪 • い 

つかけ 地. 唐物 等 もちあつ かふべ からず。 町人 中間の 出合、 他人 来客たり とも、 諸 器 

右の禁制のもの不レ^^出。 父 組より 所持す とも 不レ 可， 用, 之 也。 次に 元服の 事、 十五 

六兩 年の 內 元服 可， 1 申 付？ 國名 百官 名不 レ可レ 付、 兵衞. 右衛門 は不レ 苦、 其の 外き きょ 

く 呼びよ き 名 を 付くべし。 替 りたる 名不, 可， 付、 先祖よりの 名 は 格別 也。 元服 已後は 


家々 の 商 買 可 二 甲 付 一 手代 同前に 可 二 召使 1 也。 愛子と 云へ ども 元服 已後 あそばせ 置く 

こと、 五人組 可 レ改， 之。 二 男 三男 猶ほ 以て それん， \ に 可 二 申 付 一也。 次に 婚姻の 事、 有 

得の 町人たり と 云へ ども、 長 持 二 枝 三 枝、 尤も 蒔繪. いっかけ • ゆたん 不， 可 レ用レ 諸 

道具 くろぬり たるべし、 金銀の 道具 ほり 物 等 仕るべからず。 下女 五 人、 乘物ニ 丁た る 

(繁 金物)  タ  (tii 構) ル カラ ル 

, ベ し、 乘物 しけ かなもの を不レ 打、 少しもけ つ こうに 不, 可レ仕 也。 下々 の 町人 これに 

(&)  ク クスノ  シス ク  ノ 

從 ひて かろくすべし。 尤も 音信 送 答 可 レ如レ 法、 振舞 可, 爲, 如， 1 定法？ 町 目 付 \ 五人組 

シスみ つめい つつめ  カラス g)  や-つじ 

(5 婚 e 後 立 合って その 制 を 可 レ亂。 三 目 五目の 作法お ごり を不レ 可， 致、 しき 金 堅く 停止たり。 

三 五日 u:  . 

此の ごとき 法 を 違背 有レ 之ば 媒人 • 五人組 可 レ爲ニ 曲事？ 近き 親類の 外、 酒 を 入れ 音信 

(： 立) 婚姻 成  (寧：，  ズル レ 7 つけ 

1 で g 丫 贈答 を 致す ベ からず。 長椅 • のしめ. 小袖 • 町中の けいご 大 挑燈、 尤も 禁, 之 也〕 付 

贈る 金  レ  - レ 

たり、 父母 同心 不レ 4^ 娘 みだりに 密懷理 不盡に 奪取る こと、 其の 夫 可， 爲ニ 罪科 一也。 次 

に 葬祭の 事、 定法の 通り たるべし、 五人組 • 町 目 付 立 合ぶべし。 のた め 寺へ 金銀 を 

送る こと、 百ケ日 迄の 法事に 銀 十 枚の 上 を 遣 はすべからず、 これに 從 つて 下々 は 減少 

せし むべ し。 道具 一 切不レ 可, 遣， 之 也。 服 忌の 事、 可 レ爲レ 如 二 定法； 但し 有 得の もの も 

商賈を やめ 險事は 三日 七日 たるべし、 贫者は その in と 云へ どもい となみ 可 X 有レ 之。 忌 
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中 酒 肉謠歌 女色 を 禁ず、 尤も 遊. H お 水 振舞. M く 停止、 五人組. 町 目 付 可， 改， 之。 年忌 

HP の 事、 有 得の 町人と 云へ ども 銀 十 枚の 上を不 レ可レ 出、 その 下 はこれ に從 つて 減少す 

べし。 米 を 遣 はす は 五 石 たるべし、 米 銀 相 あはせ てっか はすべからず。 手前に て 非人 

人に 施行いた さん は 志 次第 たるべし。 出家 を まねき 候と も、 金銀 衣服 を與 ふべ から 

ざる 也。 近隣 を あつめ 饗應 すと も 大酒 畔 i 歌に 不， 可.， 及 也。 家 替相繽 の 事、 忌 明き 候 は 

ば 家督 相 繽の禮 を 行 ふべ し。 名主 • 五人組 方へ 時の 看 を持參 いたすべし。 名主 禮をぁ 

つくし、 町中の 諸 法度 式目 を詳に 申し わたし、 家業に 精 を 出し 可，^, 之 こと を 申し わ 

たすべき 也、 是 れ大禮 也。 五節句 禮 日の 事 * 朔 日に は 毎月 名主 方へ 禮に ゆくべし、 五 

節句 翁 ほ 以て 然り。 毎月の 朔 日に 名主 申し わたす こと 詳に 可レ 承。 正月 は 十 一 日に 可 

レ承 也。 諸事 いんぎんに 仕り、 無禮 緩怠 を 仕るべからず。 十五 日廿 八日 は 略すべし。 

禮日は 袴 斗り 也、 大禮に は 上下の 禮服を 可， 用 也。 朋友 會禮の 事、 禮を あつく し 變應 

よばなし よどまり 

作法の 如くた るべ し。 隱 密の會 • 夜咄 • 夜泊、 站 くこれ を 禁ず。 音信 贈答の 事、 當 座の 

菓子 有 合せた る X せた るべ し、 儉約を 守り 美麗 を 用 ふべ からざる なり。 

町人 武器 用意 堅く 法度すべし、 刀 脇 指 は 格別 也。 有 得の 町人と 云へ ども 脇 指 斗り さ 


すべし、 平生 刀 を さすべからざる 也。 處を 離れて 遠く 出づ ると き は、 五人組に ことわ 

り 刀 を 可， 用な り。 町人 乘輿乘 馬の 事、 堅く これ を 制す、 六十 已上 (と) 病人 は 格別 也。 

乘輿 かご たるべし、 馬 は 荷 くらたるべし、 乘鞍 無用な り。 町人 武家へ 出入の 禮、 富有 

の 町人たり と 云へ ども、 武士 衆に 交 はるべからず。 大小に よらず 侍より 下座に 付く ベ 

し、 飮 食の 相伴 堅く 法度、 尤も 客の 席へ 出 坐 あいさつ、 料理の 引 もの、 一お 衣 はかまの 

取 あっか ひ 諸事 不レ 可レ 仕。 その 士家 用事す むと き は 乃ち 去るべし。 禮日は 色 代の 上へ 

あがる 不， 可也。 尤も 若年の 輩 武家へ 往来して 亂舞 酒宴の 興、 可， 爲ニ 罪科 一也。 刀 わき 

ざしの 取う り、 唐物 屋、 其の 身 座敷へ 不 レ可レ 出、 よび 出さる ると も 法度の 由 申し 不 

カラル 

レ可レ 出 也。 

五一 市民の 諸式 を 立つ 

師曰 はく、 市民に 諸式 を 立て 諸 法度 を詳に 示さ ざれば、 不 A 敎民を 殺す に 似たり。 

彼れ 只 だ 利 を 知りて 義 を不, 知、 身 を 利す る こと をのみ 心と す、 故に 市 魔の 間にある 

べき こと を詳に 計りて、 さきだって 是れを 示すべし。 舉ー 一孝 嫩藝能 一と 云 ふこと あり、 
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象 持 • 棚 借と もに、 父母に 孝行 ふかき 輩、 兄弟の 間 無欲なる 作法 その まぎれな く、 其 

の 身の 作法 心 入よ くば、 五人組. 名主 相た だして 是れを 奉行に 吿ぐ べし、 その 品に 由 

りよ  ぬ、， d ん 

りて 褒美 あるべし。 古人 問に 表する と 云 ふの 心 也。 諸 藝に杣 でよ くつと むべき 町人 あ 

らば、 是 れ叉吿 ぐべ し、 その 家々 へ 出して その 事 を 習 はしむ ベ き 也。 道路 往來の 事、 乘 

馬 井に 荷 付馬 は 中 たるべし、 男子 は 右 を ゆき 女子 は 左 を ゆく ベ し。 王制 曰、 男子 自 

レ右、 婦 ん自, 左、 車從ニ 中央 1 と 云 ふ はこの 心 也。 kn 姓 馬 副 は 町中 のるべからず。 神社 

てら かた だんぎ 

Q 緣日、 寺 方 談義 參り、 怫. 誕生 法事 葬禮の 見物、 老人 少兒の 外相 あつまるべからず。 

大名 武家 往来のと き は、 町人 いんぎん を 以て 禮を 厚く し、 無禮 あるべからず。 大名 祝 

言 事 あらば、 面々 の 家の 前 さ うぢ あるべし、 尤も 商 買に ささ はりな き 如く 道路の けい 

ご あるべし。 道路 掃除の 事、 家々 の 水道 を さらへ、 家々 の 前、 路次 あしき 所 をつ くる 

べし。 五人組 相談せ しめ、 路次 あしからぬ 如く 可, 仕 也。 五人組 斗り にて なりかねば、 

名主 相談の 上 一 町に かかり 可.， 申 也。 一 町と しても 難：， 成 儀 は 奉行所に 吿 ぐべ し。 水お 

とし • 水ぬ き • 撟 大破に 不レ及 ま へ かた、 其の 處の町 目 付 • 名主 改レ 之べ き 也。 大守往 

来の 時 は、 家 持 ども 自身 道路の 掃除に 念 を 入れ、 家內 棚が り惡人 ある をた だし、 二階 


二) 燕、 卽 

ち 遮蔽の 戶 


(二) 午後の 

十 時 


(三) SM. 

店贷し $ぉ 


(檢)  サ  二) 

を 改め 非常の もの を不レ 出、 火難 を、 きびしく し、 しとみ-やり 戶を もはづ し、 女子 は 

上に おき、 口々 に 自身お り 立ちて 禮を あつく すべし。 往來を ふせぎ 道 をつ くるべ から 

ず。 夜中 往来の 事、 急用の 外 は 四 ッ已後 は 門戸 をし め 往來せ しむべからず、 用事 ある 

辈は挑 灯 を 以て 通るべき 也。 町 役の 事、 守レ 式巡番 にこれ を 可， 勤 也。 町 年寄 方より 名 

主 方へ わりふの 證文を 出すべし。 役 錢の義 は 町奉行より 其の わりふ を 可, 出 也。 不, 然 

して 奉加帳 *勸 進 帳 ま はると 云へ ども、 錢を不 A 可 y 出。 その上 諸 役の 次第、 兼 日 其の 

定 あって、 毎年 人 皆 可, 知 ことなり。 その 時 臨時の 役 あらんに は、 奉行 急 度 わりふ を 

出すべき 也。 

傳 馬の 事、 馬 を あっか ふ 町、 巡番 に可乂 出, 之 也。 その 年の 傳馬 役の 衆寡 を あら 

ため 公用 を 制すべし。 駄賃 錢 一 里 を 以て 其の 制を定 む。 町中へ 運送の 駄賃、 なり 次第 

に不レ 可, 仕、 是れ又 可 二相 定？ 傳馬役 をつ とめず して 私に 駄馬 を 持つ こと を 禁ず、 但 

し 自分の 用事に いたす は 格別 也。 され ども 祿地 ある 輩 は 民と 利を爭 ふと 云 ふべ し。 舟 

(三) 

赁. 曰 储赏、 是れ又 制 法 あら ざれば 市民 利 を 貪るべし。 概錢の 事、 町に よって 高下 あ 

り-、 表 うらに 因りて その 定め あるべし、 ^じて 申合せて かろく 仕るべし。 棚錢 高直た 
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れば、 商 買 人 その あきな ひに 利 を 加へ て 世間の つ ひえた る 也。 借金の 事、 設文 分明の 

S  シ ス 

上 は、 五人組 • 名主 立 合 ひ すまさせ 可レ 申。 貧しき もの は 家財 家 をう りても つぐの は 

すべし。 父視の 借金たり とも、 その 身豐 ならば これ を 十ます べし。 貧しく してつぐ の 

ひ 難き とき は、 或は 半 或は 三分の 一 なりと も、 家財 をう りても つぐの はすべ し。 是れ 

風俗の かかる 處也。 家屋敷 賫 買の 事、 五人組 相た だし、 不レ賫 して 不レ叶 子細 あらんに 

はこれ をう らしむべし。 町中と して その 直 段 を 立つべき 也。 手形 證文 分明に 可， 仕 也。 

買 ひ 候 輩、 名主 • 五人組へ 禮 をいた し 禮物を 送り、 名主 方に て 町の f では 諸式 をき くべ 

き 也。 侍 叉 は 富有の 輩、 利賣 のために かひお くに は、 うらし むべ からざる 也。 . 

神社 祭禮の 事、 家 別に 祭禮を かくる こと 不レ 可レ 有、 立願の 輩 は 制 外な り。 祌宵社 人 

までね りと ほり 神輿 を拜せ しむべし。 所の 氏神と 號し 氏子と 云うて、 商 買 を やめ 祭禮 

の 人 衆に 加 はり、 諸 色の まなび を なすこと 不レ 可レ然 也。 神 は非禮 を不レ 可レ受 也。 尤も 

梭敷を かまへ 見物 を 催し 往來を やむ る こと、 禁制た るべき 也。 遊山 ：！： ん 物の 式、 花見 月 

見に 出る と 云へ ども、 その 月に 日限 を 定め、 男の 出る 曰 女の 出る 曰 を 定め、 男女 1 同 

に 出さ しむべからず。 其の 曰 は 必ず 巡行の 役人 相 めぐりて、 非常の 者の 往來 狼藉の 輩 


を 可, 担 也。 見物の ものにさ さはるべからざる 也。 讓狀の 式 あり。 父 存生の 內譲狀 分 

明の 上 はこれ に 可レ任 也。 以前の 讓狀 分明な りと い へ ども、 本人 不屆 ものに 付き 相改 

めば 可：， 任， 1 後狀 一也。 父老 If 又は 愛子 愛妾の 儀に 付き 讓狀 相違 あらば、 可， 任 二先狀 1 也。 

あてしょ  はんぎ やう キ ル 

にじ) 名 (他に 讓戕は 五人組. 名主の 充所 たるべ し、 尤も 五人組の 內兩人 制 形 を 可， 見 也。 媒 人の 式 

cn 肝人卽 あり。 敷金 を 以てき も 入るべからず .0 男女の 年不相 ま) なること を、 きも 入る 不レ 可。 

ち 世話す る こ  ， (一 5 

r!5 結納と 男 は 十六 才、 女 は 十四 才已後 婚姻 を可レ 結。 媒 人の 領を 可， 定。 ゆ ひ 入の 音物 音信 贈答、 

定式 を 守るべき 也。 町人 遠 所へ 行く の 式、 商 買 人と 云へ ども その 中間に ことわるべし. 

何方へ 行く とも 五人組. 名主に 可， 斷也。 訴訟 人 • 公事 人の 式 あり。 町人 訴訟の 儀 は 

名主 • 五人組 承 はり 届け、 本人 を 召 つれて 可レ出 也。 連々 訴訟す とい へ ども 名主 • 五 

人 組 不承 延引せば、 その 身 斗り 可レ出 也。 名主. 五人組 曲事 たるべし。 町人 のぞみ 候 

事 は 何に 不, 因 五人組 申合せ 可， 出 也。 公事 人 は 五人組 同道すべし、 公事の 名代 法度 也。 

じて 公事. 訴訟と もに、 名主 • 五人組よ く 承 はり 1^ け、 下にて すむ こと は^を 明く 

べき 也。 尤も 非 分の すまし 樣 あらば 可 二 直訴？ 公事 人 評定の 席に 出づ るに 鱧 法 をた だ 

S 爭ひ事 し 武器 を たづ さ ふべ からず、 贿赂を 行うて：^ 曲 をな すべから ず。 町人 出入の 定式 あり。 
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二) 大抵の 父子の 出入、 當分 のこと は 九分 一分たり とも 父 のん 叩に. ^」從 也。 財寶 利欲に 付きての 

こと は の lllf^ な 

るべ し  違 論 は 四分六 分 たるべし。 父母 切々 異見 を 加 ふとい へど も、 其の 子 無作法 これ ありて 

公 禁をも 可， 犯 は、 可， 爲， 一 罪科？ 父母 若し 違 二 犯 公禁ー あらば 是れ叉 罪科 たるべし。 兄 

弟 出入 は、 四分六 分の こと は 兄の 理運 たるべし。 夫婦の 出 人、 離 刖の上 は 女の 道具 衣 

類 金銀 速に かへ すべ し。 難 漉せし めば 可, 處ニ 曲事？ 女 相 果て 候 已後子 無，， 之ば、 是れ 

叉 道具 を 可， 返、 但し 廿 年に 及ぶ 妻女の 儀 は 格別 也。 主 從の出 人 は 父子の 出入 同前 也 G 

若し 公儀の 令に たが はば 主人の がるべからざる 也。 密ニ懷 他人 妻 一の 式、 その 處 におい 

て 男女う ち 留めば 不， 及， 一子 細, 也。 其の 外！； は據 分明に おいて は、 せんさくの 上 男， 5^ 同罪、 

ri 二  ャブ. -ー 

(二)  I. 中に も 女の 罪 を 重く す。 めが たきの 男の 一類 遺恨 を 杯せば、 從類迄 可, 及 二 罪科 一也。 

l^-^r  (倒)  つじ. きり 

た ふれ ものの 事、 辻 切に おいて は その 近所の 番人 罪科 たるべし。 その 處に て^に 死し 

て 行末 しれざる 輩 は、 日數を 定め これ を さらして 後、 近所の 寺に 视 むべ し。 其の 地に 

札 を 立てて 一 年 おくべし。 死人 又は しめころし など を棄 置きて かへ らば、 是れ又 番人 

コーー) 刀の- の 曲事な り。 しめころしの 死人 を さらし、 た ふれ もの 同前の 制 たるべし。 如レ此 こと 

めし 靳こ^ I？  (111)  ル カーフ ル 

する 意." 速に 各 》 '奉行に 吿 ぐべ し。 その 死骸 をた めしものに いたし 引 ちらす こと 不レ 可レ有 也。 


. 牛馬 六 畜の死 を 路頭に 棄て しむべからず、 にわたし つか はすべし。 不レ然 ば ほり 

埋む べし。 棄子の 事、 辻々 に棄て しむべからず、 番人 これ を改 むべ し。 これ 又 制 法 あ 

るべき なり。 

公儀の 法令 を詳に 示すべし。 第一 耶蘇 宗門 を改 む。 第二 博奕 を 禁ず。 かけの 諸 勝負 

ク  よる C なが ゐ あきや  あきだな  シ ム 

(5 特定の を 禁ず。 無二 子細 1 人 あつめ をいた し、 夜久 居、 明 家. 明 棚， 二階 等に あつまる を 可レ改 

女 街 も 指す  (S) 

第三 遊女 を かくし 置く こと、 傾城 町の 外處々 にこれ を 置く こと、 甚だ 風俗 あしし。 棚 

を不レ 開、 あきな ひもの を 不；， 出、 惟 幕 をお ろし 屏風 をた て戶 障子 を あけざる 類 可レ改 

也。 第四奸 民の {衍 をいた す こと、 是れ 必ず 町 は づれに 多し、 五人組 を 立てて 可, 改。 

§ 腕 膏な 第五 制 外の 町 屋， かし 棚 を 禁ず。 公役 をつ とめず、 寺社の 門前に 町 を 立つ る 類、 伍々 

賣 I  、又お^ M の 制た だしから ず、 必ず. 忠人を やどし 遊女 を 置く にたより あり、 末々 の 町 さか ゆれば 

に 匁 物な ども 

剠 しバ、 財物 本 町お とろ ふるもの 也。 第 六 出家 • 社 人 • 山伏、 奇怪 不思議の 沙汰、 これ 人 を まど は 

4 や" ^05- つ て步く 

is 乞食な し 風俗 を あしく する が ゆ ゑに 禁ず。 第 七 順禮： つで がう • 諸 願 人 • ぬけ 參り 等、 こと 

(六) 父母 主  ル さ， 

人 2 許し を ごとく 遊民に して 國 のつ ひえ 也、 堅く 禁じて その 人 を 改め、 尤も 宿 を かす 不レ 可也。 

得すして 伊勢 

U り や 第 八 夜行 必ず 惡 事の 根たり、 五人組 これ を 可 レ改。 此の 外 時に とって 諸式の 法令 ある 
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べし。 

五 二 巿應 非常の 變を 制す 

師曰 はく、 非常の 變は所 をき らふ ことなし。 故に 市 ま-人の 多く あつまる に は その 制 

を 堅く する 也。 辻 番の制 あり。 一 町々 々に 木戶を 立て、 くぐり を 設け、 左右に 辻番を 

おく こと、 町中より 可 レ勒レ 之。 一所に 兩人 或は 三人、 番所 は 人 二人 をい るるに たれり。 

as 繩) たい き 

！ t  • さしな は. 繽松を 置き、 あ ひづの なりもの を まう く。 門 を あけ 立ての こと、 人の 

面み ゆる 時分に 門 を あくる 也。 人面み えざる 時分 大門 を 立てく ぐり を 開き、. 四 ッ已後 

くぐり を も 立つべし。 月 行事 無， ー油斷 一巡 行すべし。 非常の 事 あらば 相闺を 以て 大 番所 

に吿 ぐべき 也。 如レ此 とき は 非 《吊の 變 なく、 あるとき は 速に 通じて 滯 なし。 町人， お 唯 

2) 拔 刀す 之變、 町人 口論の 上、 刀 脇 指に 手 を かけ 人に 疵を 蒙らせば、 刀 心の もの を 可レ禱 X 科。 

る 意なる べし  §  シ レノ  つぶさ 

尤も 合 手 死去に おいて は 可, 爲， 一死 罪？ 其の 場の 様子 具に 見 問して、 町人に 相 應の式 あ 

- ,  ちく てん  キ ネス 

るべ し。 人 を 殺し 逐電の 輩 は、 町人の 請 人 可 ニ尋出 一也。 その子 孫に かかるべし。 父母 

へ かかる 事 も 其の 罪の 公私に よるべ し。 童子 誤って 生， 一 害 朋友 一せば 不レ 可レ及 二死 ei? 


£  二八 


但し 十二 歲已後 は 不」， 遁ニ其 難？ 十二 才の內 にても、 數 H 相 かま ふる 儀 は 可， 及ニ詮 

議？ 尤も _i 刀の 用意 その せんさく 可レ有 也。 町人 かたき 打の 儀、 其の 子細 公儀に 可 二 申 

達 1 也。 その 祖父 公 罪に あたる 處を かたきと 存じ 返報の 志 あらば、 從 類まで 可.. 及 二 罪 

科 一也。 その 一 類 かねて 異兒を 申し、 承引な くば 可, 訴， 一名 主 • 五人組； 不レ然 ば 一 類の 

(二) 舊 難 たるべし。 町人の 被官 i は 、互に 疵を 蒙る か 一方 死人 あらば、 主人の 心に 可レ 任。 尤 

意 か  キ ル 

も 五人組 相談 大法の ごとく 可， 仕 也。 被官 私の i は啤、 主人に かかる まじき 也。 町人 口論 

S 仲裁の 之 事、 其の 場に 有 合 ふ 輩 速に 取 さへ (す) べき 也。 不， 然して 以來 出入 六ケ 布ば、 その 場 

古語  シル  シクヲ か 

の もの 可， 爲ニ 曲事？ 理不盡 に 打擲に あはば、 堪忍の 輩 奉行所へ 出で て 可， 受， 1 下知？ 荷 

擔の輩 は 本人の 罪より 可レ 重。 童子の 口論 不レ及 二 沙汰； 双方の 父母 可 レ加ニ 制詞； 荷擔の 

者 可 レ爲ニ 曲事？ 盜贼の 事、 刻限 を 定めお き兩 方の 門し まるの 處、 その 町に 盗賊 あらば 

其の 町の 內 たるべし、 五人組 • 名主 改む べし。 他所よりの 盜は、 合圖 次第 町中 挑 灯 を 

出し これ を 改め、 大 番所に わたし 可， 申 也。 盜ニ 小物 I と 云へ ども 町中 ゆるすべからず、 

奉行所へ 可レ出 也。 町中に おいて かたきうち のこと、 兩 方の 木戶を しめ 1 家々 よ 

シ ス たち；  い-つかた  つけとどけ  キ ル 

り 棒 を 持 出し、 すくめ 可レ 申。 立 退く 輩は佝 方まで も 付屆， たしかに 可レ仕 也。 番人 取の 
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ン プ  -ー  (送)  シ ル 

がし 候 はば 可， 及 二 罪科？ 酒 醉氣違 もの あらば 町お くりに 可， 仕。 刀 心 仕らば 刀 脇 指 を 

おさへ 町お くり 可， 然、 打擲 狼藉 不， 可， 仕 也。 取 者の 事， 公儀より 咎人あって 取 者 あ 

らば、 双方の 木戸 をし め不， 可 二 出合； にがし 不， 申 ごとく 可， 仕 也。 武家 方より 仕 物と 

つけとどけ  ルサ  キル  ル 

り ものの 付 1；5 あらば、 家主 精 を 出しに がし 不レ 申樣に 可レ仕 也。 少しも^ 人に 荷換不 

レ可レ 仕 也。 

火難の 事、 家々 より 水 桶 火 消 道具 を 出し、 近所の 火事に はかけ 付け 消し 可レ申 也。 尤 

も 面々 の 家の 上に 遠見の もの を 出し、 火 ほこり 落ち 候處见 付け： H-, 中 也 。五人組 中 合せ 

おき、 その 組 中 失火に おいて は 速に かけ 付く る ごとく 可レ仕 也。 一町の 內 にても 手よ 

り 次第 もみけす ごとく 可 二心 付 1 也。 大 番所 辻番の もの 切々 巡 見 可レ然 也。 火事場へ 

人足 を 出す 事、， 如 二 定式 1 相圖 のしる し 井に 桶 とびぐち 持參、 月 行事 さし そ ひ 可， 加 一-下 

7  (拾)  シル  キ-ム 

知？ 先にて 荷物 等 紛失、 叉 は 人足 物 を ひろ ふこと、 可， 爲ニ 曲事？ 町 目 付詳に 可， 改也。 

遠 所の 火事に その 場へ 切々 かけ 付く る 葷* 必ず 盜贼奸 曲の もと ゐ也、 速に これ を 改め 

キ  ス  つけび  七- ス  二 

其の 子細 を 可ニ亂 明 一也。 付 火の 事、 其の 罪科 甚だ 重し、 親子 兄弟 迄：？ レ處二 罪科 一也" 

見聞 次第 可 二 申出 一也。 風 はげしき 時 無二 子細 1 他行し、 夜陰に 往來を このみ、 家業な く 


して 身 を ゆたかに 持つ もの、 必ず 如, 此奸曲 あり、 五人組 詳に 可, 改也。 火 札の 事、 一 

人の 意趣に よって 大勢 を 苦しむ る 事、 罪科 付 火の もの 同. 前 也。 五人組 • 名主 速に せん 

さく 仕り 出すべし。 札 はられ 候 家主、 處を立 退くべからず、 札 はり 候 悪人 嫌疑の もの 

を 可 ニ尋出 一也。 狼藉 ものの 事、 町人 幷に 奉公人たり とも、 其の 衣類 爲體 人に すぐれ、 

町中に て 狼藉 をいた し、 往来 をな やまし 商 買 人 をいた めば、 大 番所に てこれ を 留め、 

奉行へ 可 ニ申吿 一也。 事 急に おいて は、 合圖の なりもの をなら し、 悠番へ 通ず. べし。 町 

はづれ にて 甲冑 武具 を帶 し、 大勢 非常の ものみえば、 大門 をう ち 合圖を 以て 四方に 吿 

ぐべき 也。 町中に さらし 者の 事、 四方の 人相 あつまるべき 處 に可レ 仕。 其の 制、 四方 

(ぎ  (理 

に 垣 を ゆ ひ、 口 を 一 方に あけ、 武器 を そな へ 、 見物の 輩 を 近くよ すべ からず。 其の わ 

かち を詳 にしる し、 兩所 ほどに 札 を 立て、 人々 見知る 如くすべし。 その， お 天下の 大禁 

を 犯す もの を さらす 也。 町人 武器の 事、 町人 武器 をた く はふ 不， 可也。 非常の 變は番 

所に てあらた め、 名主 處 より 制す。 故に 家 持 は 棒 . ひねり • とび 口 • 火 消 道具 を 用意 

すべし、 刀 脇 指 は 格別 也。 鎚弓持 來れる は不， 苦、 新 儀に 仕るべからざる 也。 
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ただ 

五三 否 ェの用 を規す 

師 嘗て 曰 はく、 百ェ者 天下 之 用 也。 曲 1^ その 利 をな す 事、 桑と. りか ひこして 衣服の 制 

をな す 事、 各.' ェ によら ざれば 不ぃ 成、 竹 木 薬草 ありと いへ ども H を 用 ひざれば 家宅 

ならず、 人民 日用の 器物 ことん \ く KiiH によらず と 云 ふこと なし。 其の ェ金木 八. 火 土 

(成)  -ー ハク -: -リ 

を 以て 本と して、 皮 毛 角 爪牙 玉石の 類 相た 十け て その 用なる。 周 禮考ェ 記 曰、 國有 二 

六 職； 百ェ與 居， 一- 焉、 或 坐 而論， 道、 或作而 行， 之、 或.：^ 二 曲面 勢； 以飭 n 五村 1 以辨ニ 

ヲ  へジテ  ヲ チクス ケ レヌ 〈へ ヲテジ  ハ乂  ヲ テス レヲ シテ ズル 

民 器； 或 通 1- 四方 之 ゾぉ異 1 以資， 之、 或飭, 力 以長ニ 地财ー 或 治 二 絲麻ー 以成, 之、 坐而論 

レ道、 謂 二 之 王 〈ム； 作 而行レ 之、 謂 二 之 士大夫 一 審ニ 曲面 勢 ー以飭 ニ五材 ー以辨 一一 民 器 一 謂-一 

之 百ェ； 通 二 四方 之珍異 1 以資レ 之、 謂 二 之 商 旅 一 飭 A 力 以長ニ 地 財 一 謂 M 之 農夫 一 治- 1 

ヲ テス レヲ フ レヲ 00 ト • ハ乂 ヌ  ハブ レヲ ル！ I ョョ -I スルフ レヌト  へ 

絲 麻ー以 成， 之、 謂 二 之 婦 功一 智者 創 X 物、 功 者述， 之、， 守 之 世、 謂 11 之 エー 百ェ之 事、 

ニリ  一一 リ  ニリ  -ーリ ミ  シテノ ヲ ル  シ チ ス ヲ 

皆 聖人 之 作 也、 天 有，， 時、 地 有， 氣、 村有， 美、 ェ有， 巧、 合 二 此四者 ー然後 可， -以爲 .1 良、 

材美ェ 巧、 然 而不， 良、 則不， 時 不， 得 ニ地氣 一也。 是れ 古人 百 H を 重んずる 也。 然れば 

百 ェの制 各.' 奸 曲詐僞 を不， 可， 爲。 奸 曲詐僞 ある こと は、 あた ひ を やすくして 利 を 貪 

るに おこれり。 是れ 風俗の かかる 處 甚大 也。 故に 百ェ 各.' その 名 を 其の 器に しるす ベ 


し、 改む るに 其の 法 宜し。 諸 細工 人 皆 中間に 五人組 を 立て 相互に 可 レ改レ 之。 その子 弟 

又は 下 代 年 を 追つ て 其の 職に つく 時 は、 其の 父兄より 親に 付きて 五人組の 制 あるべ し。 

他國 より 來れる は 奉行の 命 をう けて 五人組に 入る ベ し。 其の 器に 因りて 地 あり 時 あり 

て、 その 制 を 全くす。 利を贪 りて その 制 をた がへば、 五人組 改め 出して ただすべし。 

是れ百 ェの式 也。 百ェの 用、 衣類 食 具 家宅の 巧、 是れ その 大本 也。 而 して 四民 各 > 

用具 あり、 或は 便 用 を 利し、 或は 要害 を しくす。 ここにお いて 文武の 具 相 成りて、 

是れを 節する に 禮容を 以てする にあり。 故に 衣類の 織染裁 制、 食 具の 塗 こしら へ 高下 

大小 飾、 衣 宅の 制 悉く 禮に從 つて、 分 を こえ 制の 外なる 器 を 致す とき は、 五人組 是れ 

を 改め 正して、 禁猶 ほ不, 已ば、 所の 名主 或は 町 目 付に ことわり 奉行に 吿 ぐべ し。 是 

れを あつら ふる 人 ありと も、 ことわりて 不レ. ^ノ 仕。 百ェ 此の 制 を 守る とき は、 下に 禮 

を そむく の 工人な くして 上 自ら 正し。 次に 遊 具 淫器を 禁ず。 遊 具と 云 ふ は 目 を 喜ばし 

め 耳を樂 しまし むる の 器、 或は 五節 供に 付きて 男子 女子の^ 好の 器物、 童子の もて あ 

そび、 各.^ 是れ遊 器 也。 是れを 專らと 致せば 百 H の 用 ここに 費 ゆ。 故に 正月の はま 弓、 

三月の ひいな、 五月の 冑 など 云 ふ もの も、 上より 制 法あって その 作者 を 定め、 其の 事 
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を はぶいて 人の 心の 實に 至る 如く、 责 幼の 男^ 自然に 風俗 を 正しくす るが 如き、 是れ 

百 ェの用 也。 淫 器と 云 ふ は、 身の 服 * 目の みる 處、 耳に きく 處、 手足の 所 二 運 §-1 そ 

二)  *si 大 の 器に よって 人の 心 を とら かし 淫亂に 至らし むる、 是れ淫 器 也 淫 fV とも 云 ふ 也。 人 

禹！^^；に 「人心  (-: 

报き^^^なほ」 の 心 惟れ 危 くして、 事に ふれて 必ずう つり やすく 惑 ひやす し 刻聲 をき いて は 喜び 

rrr 春秋 鄭 ぎ i 、をき いて は 一  1 眠 生ずる が 如し、 必ず 是れを 禁ずべ し。 遊 具 淫器を こしら へ て 世 を 

の國の 音樂、 

^^^iw 渡り 身 をす ぐる 者の、 ために 闲究 致す に 似たり といへ ども、 其の 細工 をう つして. 大下 

の 用具の 人數 にい るるとき は、 用具 ここに 足りて 上下の 風俗 自然に 正しき に 至る。 是 

(三) 二 ハク  ジ  -- シ  二  二 シ  ヌ 

S  § れ 聖人の 戒 なり。 月 令 曰、 季春 之 月、 命 ニェ師 1 令 二お ェ； 審ニ 五庵 之 量 一 金鐵 皮革 筋 角 

篇名  セン カン シ カウ クン シッノ ナカ 一；' シム ル 1  ナ マル. *  二 ベラ クナク サカソ  二き ナ々 レ ル リ シ-ァ 

齒 S1 斡 脂 膠 丹 漆、 毋 A 或 二 不良 一 百 H 咸理、 監 H 曰號、 毋， ま 于時ー 毋 ぉニ爲 

淫巧ー I ァ f 溢 *  心 ^ 叉 曰、 孟冬之 月、 命 二 ェ師； 效 レ功、 陳ニ 祭器 一 i さ 度 程 一 毋 レ或： ト 

リ シテ ヌ チ ，、二！' カス ノヲ  ズ  ヲスト ニキ ザミ ノヌ テ.' ノヲ r  - ル". ^ハルに マ 、ス -ヒ， ソ 

作， 一 爲淫巧 ー以蕩 * 上 心 h 必功 致爲, 上、 物， 勒ニェ 名, 以 考，； 其 誠； 功 有 レ不」 お、 、ゼ 行， 一 其 

罪； 以 二： jnf ハ 情 一と 出で たり。 百ェ いつはり 多く 諸 具皆輕 薄な らん は、 阈俗實 なく、 人 

皆當 座の 事ば かり を專ら として、 一 時の 間 人の： H を かざり 耳 をよ くして あと は 皆す た 

るになる こと、 利 心 だ 深き がいた す處 也。 故に： qH の 用 を 正しくす。 況ゃ淫 器 をい 


となみ 淫畫を 以て 人 を Sii 亂に 入る る 事、 尤も 町レ 戏の隨 一 也。 

五 四 商. sk の 用を詳 にす  . 

師曰 はく、 國に 交易 あら ざれば 有無 を 通ず る こと 雞し。 是れ 商賈の 交易 ある ゆ ゑん 

也。 而 して 商 賈の法 交易の 道 不レ詳 とき は、 民利 を贪る こと を專ら とす。 故に 功少く 

L て 其の あた ひを髙 くし、 其の物 を 偽りて 其の あた ひ を 得ん こと を 欲す。 ここ を 以て 

交易の 商賈 ことん \ く 僞詐を 風俗と し、 人 皆 商-貸 は 僞詐の ものと き はむ。 是れ 人倫の 

正道 を 失って、 波 世の ために 禽 IT: の ふるま ひ を 致す になれ る、 甚だ 不便の 至り 也。 是 

れ 姘 人君の 敎化 による こと 也。 1： に^ 德 おこな はれず、 人 皆 過 奢 を. 專ら とし、 民 

に 遊 人 多く、 世 久しく 承 久に屬 すれば、 只 だ 人の 0:1 を かざり 當 座の よそ ほひ を 専らと 

して、 實義 悉く かけ 風俗； i 廢 して、 萬 事 薄く 其の まことな し。 是れ より 臣の君 をな み 

し 子の 父 をな みする と 云 ふ も、 風俗 不レ 正、 禮節 不レ定 が 所, 致 也。 周禮 曰、 司 ま |§ 之 

掌ぎ 之 治 敎 S? 化 政 刑 Sf 制 量 11 度 I； 長 禁^ 勿 ， z| 二次 i 一お き而 i ヒ 

レ市、 MM.^, 以陳. 球辨レ 物而平 レ市、 t,ssp- 大市 S  而市、 朝市 朝 
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* 而巿、 夕 市 ダ時而 市、 凡 治， 一市 之 貨贿六 珍異； 亡者 使レ 有、 1, 之 常 利 者 使レ， 

き； ヨ % ぁ磁レ «"illlsT ォ K ル レ レ之 是れ 古の 制 也。 然るに 商 貧 

の 制 品々 ありと いへ ども、 先づ 其の物 品の 始終 を詳に 十る にあり。 それと は 諸 品と も 

に 其の 出 づる處 の 本 あり、 それ をな すに ェな くんば あらず、 ェみ てこれ を 致して 世 

に 出して あきな はしむ。 以上 何事に も 三 段の わち か あり。 金銀の 出 づる山 ありて、 そ 

れを 取る の ェを用 ひ、 取 出して これ を ^ きな ふ、 是れ三 段 也。 又 金銀 をと り 出 る を 

うけて、 細工 人 金銀 を ふきわけ、 その 形 をな して、 而 して 商人 是れを あきな ふ、 是れ 

叉 三 段 也。 天下の 諸 品 その物に よって 其の 名 相た がふと い へ ども 此の 三 段に 不レ出 也。 

然れば 此の 三 段を詳 にして その あた ひ を 定め、 其の 商 買 を 正しから しむべき 也。 天下 

商賈の 物、 衣服 飲食の 諸 色、 家宅の 諸 品、 金銀 銅鐵、 草木 土石、 皮 毛羽 牙角雜 品、 す 

ベて その物の 出づ る處、 それ を あつめて こしら ふるの 所、 これ を 四方に あきな ふ もの 

(銜  S)  ス  ヲ 

也。 その 法 先 づ丈尺 はかり ますの 制を詳 にす。 次に 正 二 諸 品之惯 1 と 云へ り。 右の 三 段 

を考 へて、 その 出 づる處 の 遠近 人力 を考 へ、 そのこ しらへ 細工いた すの 乎 間 をつ もり、 

これ を商賈 すろ の勞役 入用 を詳 にして、 その物の あた ひを定 むべ し。 周禮 に. せ師 |?；| 


. 各 掌， 1 其 次 之 政令； 而 平，, 其貨 賄； »glrt き憲 ニ刑禁 1 焉、 賈^  i;i 各 《il あ 次 之貨賄 

之 治； 辨， I 其 物- 而 均， 一平 之； .展 二 其 成- |g 而美二 其 M^flfe 然 後 令， あと 出で たり。 

天下の 商 買 甚だ 繁多に して 一 々定めが たきに 似たり と 云へ ども、 其の物の 出産す る處 

不：， 多、 市 席-におい てこれ を 細工す るの 人 又不， 多。 然れば 處には 奉行 • 目 付あって こ 

ル カラ ミ ダル 

れを 正し、 市" m に は 中間に 五人組 を 立て これ を 正さん に は、 不， 可 二相 紊 一也。 中に も 

帝都 公 城の 繁昌なる 地に て は 人 多く 相 あつまる を 以て、 諸 色の あた ひ を 日々 に i 曰 減 あ 

つで、 奸 曲の 商. 黄 利 を 退し くす る こと 多し。 その ゆ ゑ は、 財 寶を豐 にたく はへ たる 商 

たかま  (盡) 

寳 その 中間 ひそかに 相 通じて、 その 時の やすき もの を かひ こみ、 そのき るる を 待ちて 

世間に 出して あた ひ を 高く し、 或は 魚 鳥 多ければ その あた ひやす きが ゆ ゑに、 悉く 墜 

にし 乾して、 わざと 生魚 を少 くして 其の あた ひそ 高く す。 或は やすき もの を 俄に かひ 

とりて 俄に あた ひ を 高く する こと、 皆奸 曲の なす 處也。 これ 民間 市塵の 制不レ 正が い 

たす 處 としるべし。 又 上に 利 を 專らに すれば 下に 商 賈の奸 曲 あり。 その ゆ ゑ は 魚 鳥 諸 

(？； ysJM 色に 運上 を 立て 十分 一 をと るの 事、 古來 その 法 あり。 上に 利 を このむ とき は、 運上 を 

び siil 物 品 こ 

|，1する^^  たかく あぐる 輩に これ をう けしめ， <R 一  を 多く 出す 町人 を 賞 すれば、 好 曲 ここに 行 は 
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^.  S 上 分 一 のた かき ほど その 寶 物の あた ひ を 高く する ゆ ゑに、： 物の 惯不レ 正 也。 こ 

れ 上に 利 を 好む 所より、 下に 其 S おこる, 叉 常時 はなはだ やすくな りて、 それ を 

n 置きし 町人 こと 人、 \ く 困し むと き は、 公より これ を， iH つて 民 を 不レ困 こと あり。 周 

I、 泉き 譴 tu- 一市 之征ぁ ー讓" p^^.  0,  I 滞-一 於 民 用 一 者、 33 

買 t, 一き 一 相 r、  阈人郊 人從. 其 有 H 1-^ 然 1 レ之ノ ：- 

ナ IT お 祭 i ，き 一句， 凡お 之 S ぶ * 與ニ其 有？ 辨 而校レ 之、 

國 I 一 4 も 4 一  SSB^^SV 是れ， 政 を 辛- 資のぁ 

た ひ を ひとしから しむる の 法 也。 民の t ひ 来りし 物 うれず して 其の 價の やすき をば、 

官 より 其の 本の S ひに ヌ 取りて 置きて、 民の 急に 入る とき は 則ち 本の 價に うって 民の 用 

をす く ふ。 民の あた ひ を 出す こと 不ル， 能 をば、 官 則ち これに あたへ て慣 を不レ 乞、 或は 

^しあた ふるとき はつぐ の ひ を 取りて 利息 を とらず。 是れ 民の 急 事^ 祭 等の 用に 應ず 

る 也。 或は 民 急用なら ずして これ を賈 取りて その あた ひ をれ すと き は、 力役 を 以て 禾 

自レ として 金銀 を不， お、 是れ乂 其のみ だり なること を 戒めん とのこと 也。 如レ 此の 政 皆 


( 一 ) 前 出 二 

七 照 


つ-) 漢の武 

の 大 1? 馬 

大將： ポ、 i 

により 昭帝を 

lii^ す。 帝 崩 

じ {ぃ1 帝な 輔く。 

C の 文、 文獻 

^一本 文に 出 

づ。 >y 来 は g 孤 

一： -. $^ 一 、 

. -- い： お. 一 に 本 

づ く 


民 を 利して 國用を 通ず る 計に して、 聊か 財寶を あつむべき ために 不， 有 也。 その 制 あ 

しければ 必ず あやまり あり。 

ニー 

漢の武 帝桑弘 羊が 言 を 用 ひて 均 輟の官 を 郡國に 置き、 京師に 府を まう けて 時の やす 

きもの を I 貝うて 收納 し、 たかき 時 は 出して 官 より 是 れを賣 る。 これによ つて 富 商大 賈 

獨り大 利 をへ はる ことなくして 物の あた ひ 高下な し、 ゆ ゑに 是れを 平準と 號す。 史：^ r2 に 

所レ 出の 平準 書 これ 也。 均 輸と云 ふ は、 諸國 より 京都へ 所， 獻の 年貢 祖稅、 其の 運送す 

る費大 なる を 以て、 其の 運贷を そへ て その 所の 奉行へ 直に 奉り 置く こと 也。 奉行所々 

にたく はへ 置きて 京都へ 連々 はこびの ぼせ、 其の^の たかき をう り、 やすき はこれ を 

(二 ) 

ノ ク ワク クヮ ゥケヲ シ V ヲグゲ  ヲ シム 

買うて 牧 むる こと 也。 昭帝 時、 雷 光 輔レ 政、 令 一, 郡阈 擧ニ賢 良文學 之士； 使 H,^ 一 相 御 

史相與 語 二人 疾苦； 文學 曰、 理 レ人之 道， 防 二 淫佚之 原； 廣ニ敎 道 之 端； 抑 一一 末 而開ニ 

ヲ レス 二 テス ルヲル 二  ク スシテ  キス  リテ  フヲ 

仁義； 無二 示 以 利、 然後敎 化 可， 興、 而 風俗 可， 移 也、 今郡阈 有， 1 均輸； 與， 人爭， 利、 

散 11 敦厚 之 成ニ贫 鄙 之 行； 是以 百姓 就レ本 ^而 趨， 末 衆、. 1^ 末修 則 人 侈、 本修 則 人懿、 

キキハ  リ  ル It ハ  ズクハ 4- 乂  ヌ  テ.. -ヲ ケョヲ  ハク  シシ パノ、 ス 

|g 則 財 用 足、 侈 則饑寒 生、 願 ？f，！ 均輸； 以進レ 本退レ 末、 大夫 曰、 匈奴 背叛、 數 爲 二 

寇暴ー 備 ， 之 則 勞ニ屮 1： 一 不 ，レ.1 則 侵 盜不， 止、 先帝 哀 一一 邊人 之愁苦 爲レ廣 所 1, 俘、 
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チズ シャ ウサイ ヲ-、 トノへ  ヌ  シー 1> ヲ テフ レニ  -フ  ニキ  7 ォホ クシ ヲ ジ ヌ テク 

乃 修ニ障 塞 1 飭ー 1 鋒燧； 屯レ戌 以備レ 之、 邊 用不レ 足、 故 置 二 均輸； 蕃 货長， 財、 以助ニ 

ヌ  ス Y ン トレ ヲレ ハニシ  マ  八 シクス  ヌ  ムル 1 レヌ  ナラ レニ" テ 

邊費； 今議者 欲レ罷 , 之、 是內空 二 府庫 之藏； 外乏こ 執備之 用； 0 レ 之不レ 便、 夫國有 II 

ユタカ ナル モル ラ  二 へ  レバ ハラ  リテ  モル ラ  ニハ  レバ 

沃野 之饒； 而不， 足 n 於 食 一 者、 器械 不， 備也、 有 二 山海 之货； 而不， 足， 一 於ぎ 者、 商工 不 

ハラ 二)  (二)  (三) ダン シ  (En  セン キゥ ラン 

ぃ備 也、 隴蜀之 丹砂 毛羽、 荊揚之 皮革 骨 象、 江 南 之^ 梓 竹箭、 燕 齊之魚 鹽-挑 炎、 兗* 

S  f  ョ  力  手 チヨ  ヒヲズ ルリ ヲ  チテヲ  ジ  チテヲ ル  一一  ンシ ウンソ 

；〕 今の 湖 豫. 河 之漆絲 稀狞、 養：， 生 奉 レ終之 具 也、 待 レ商而 通、 待， ェ而 成、 故 聖人 作 TT 爲舟概 之 

P 方 ひれの 用； 以通， 一川 谷； 服， 牛 驚， 馬、 以達， 一 陵 陸； 致& 窃， 深、 所,， 以交 ニ庶物 1 而便 * 百姓よ 也、 

• 扛 ゆ • 

fe^^^ffi  バ クタ モチ ヲッヲ  シ テへヲ  フル ヌ カラ 二  ハ  ハ  ヲ  ハ  へ 

If 文學 曰、 有， 國有， 家 者、 不， 患， 貧而 患， 不， 安、 故： 太子 諸侯 不 ヒ百ニ 利害； 大 夫不， f 得 

(三) 揚子汀  ヲ  へテ  ヌ テン レヲ ミテ  ヌ テス レプ ヲ テ ャ ハ シミ キ  キハョ "n ヅヌ  へ 

への I 方  失； 蓄 n 仁義 1 以風， 之、 勵ニ德 行， 以化， 之、 是以近 者 親附、 遠 者說， 德、 王者 行， 1 仁 

ヒ に/  5 いむ  ヲ ン  二 ィヅ クン ゾヒ ンヌ  レ クニ ヲ テ プ： レバ ヲ  シ キ  一 -,、 二  二 チ ス レバ. メ  / シ 

政 1 無 レ敵ニ 於 天下一 惡 用レ費 哉、 夫 導 レ人以 ，德 則 人歸レ 厚、 示 レ人以 ， 利 則 人 俗 簿、 

\ '； fl、 1 サは. fu  キ： t ハ キテ- 一  ハシル 二  レバ ニチ  ハリ  二  ス  二  レ  ン  ヲ  スルモ ヲ 

の 九州の 1、 俗 薄 則. 背, 義 而趨， 利、 趨, 利 則 fa 姓 交 二 於 道 1 而接 M 於巿； 夫排， 1 困 市井 1 防 n 塞 利 門； 

00 而民 猶爲レ 非、 況上爲 一一 之 利 一 乎、 傳曰、 諸侯 好レ利 則大夫 鄙、 大夫鄙 則士貪 、士贪 則 

省 北部と 河南  ム  レキ  ヲ、： 'クル ノ  ヌ  レ  スルャ 1 一  ッテ  -I トス ル V  ノヌ 

省。 河 は 黄河 庶 人盜、 是開 一一 利 孔ー爲 一一 人罪梯 一也、 夫 古之賦 TT 稅於人 一也、 因 二 其 所： レエ 不レ求 二 其 拙； 農 

の 流域 

(」ハ^|~|、 人納ニ 其縠ー ェ女效 二 其 織 一 今釋 二 其 所 v 有责 H 其 所 あ r 百姓 賤 n 賣 貨物！ 以便ニ 上 求； 問 

者 郡國或 令， 作， 1 布絮； 屯态留 難、 與.， 之爲， 市、 吏 之 所， 入、 非， I 獨濟陶 之 嫌， 蜀漢之 


布 一也、 亦 人間 之 所レ爲 耳、 行レ 姦賣， 平、 農 人重レ 苦、 女工 再 レ稅、 未， 見 ニ輸之 均一 也、 縣 

リニ ビラ キ ヲ ニス レバ ヲ (物) 二 マル ニム レバ  ス  スレパ  ム サボ，， リ ヲ ラス チ ュルシ 

官猥 發， I 闔門 1 擅 い 市 則 萬 人並 收、 並收 則物騰 躍、 騰躍則 商賈牟 , 利自 市、 則 吏 容ラ症 

ヲ  ミ ヲタ グハへ テ ヌ テツ ノヲ  ズ ヤス キヌ テル ヲ  ダ  ナルヲ  シ 

豪 一 而富商 積， 貨儲 ， 物 以待ニ 其 急； 輕賈姦 吏收， 賤 以 取， 貴、 未， 見， 一 準 之 平， 也、 蓋 

ル 

ハ  二  メヒ、 シグ \ ヌ  スル  二  ズ テ. <  ニノ カフ ニヲ  〈クサ キニ  ノ  ハ 

古 之 均輸所 T 以 齊こ 勞 逸- 而便 d き輸ハ 非 二 以爲, 利而賈 .A 物、 大夫 曰、 往 者郡國 諸侯 各 

以， 1 其 物 i 輸、 往來烦 難、 物 多 二 苦惡； 不， 償 i,, 〈費； 故 郡 置 二 輸官, 以相給 運、 而便， I 

遠方 之 貢； 故 曰 二 均輸； 開 二 委府于 京師, 以籠， I 貨物； 賤 則 1、 贵 則賫、 是以 縣官不 

ハ ヲ  シ  ムサ ボル ヌ ジテ フ 0  0 ト  ナ レバ  八 7  ス レバ  セ  一一 

レ 失， 實、 商 • 賛無レ 所， 牟， 利、 故 命 曰 二 平準； 準 平 則 民不， 失， 職、 均輸 則人不 ぃ勞、 故 

平準 均 I 所 T 以平ニ 萬 物 1 而便 * 百姓. M 也、 古 之 立， 1 國家 1 者、 開 M 本末 之 塗； 通， 1 有無 之 用； 

二 (七) 一一 ハク ジ ノ ヲ シムト ヌメ ラ マ 二 レバ .テ  シグ  レバ デ  ュ  ンぃ レバ 

お) 整 1 下 故 易. 曰、 通 二 其 變ー使 一一 人 不- 倦， 故 H 不レ出 則 農 用乏、 商不レ 出則寶 貨絕、 農用乏 則 

シゲラ  ュ レバ  - -ボシ 二  ハ  ナリ ジテ  ヲ アマ ネク ベル ヲヲテ  キ  マ 

穀不 A 殖、 寶 貨絕. 則 肘 用匮、 故 均輸所 T 以 通 M 委 §1 而 周 * 緩急 ハ 是以 先帝 開， ー均輸 I 

^^^^ 以足 二人 財； 王者 塞 二人 財 一 禁ニ關 市； 執レ準 守， 時、 以ニ輕 重 ー御レ 人、 1ST 則貯積 以備 一一 

二 こ：：：： r つ。  二  二 レボシ ケレパ ャリ  ヲ ケ ダンテ ヲ  スクフ  マ  ハ  ヌ  レバ ァ 

^^^^ 乏絕； 凶年 歳 儉 則 行， 一 幣物； 流 ニ有餘 一而 扬二 不足； 戰士 或不， 得：， 祿、 今 山 東 被， 災、 

あり  リ  ニハ テ ジ  ハ テス クフ 一-  ズ  二 ンテ ラ ズル 

賴 n 均 輸之蓄 倉 魔 之 積； 戰士以 奉、 機人以 振、 故均輸 之蓄、 非， 所 T 以賈， 一 萬 人 I 而專奉 巾 

兵 師之用 上、 亦 所 下以振 ニ困乏 一而 備. S 水 早 上 也、 古 之 賢聖理 ， 家 非 一一 一 窒； 富 ， 國非， I 一  道； 

,  nfc 道 六 民政  四 四 一 
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理レ家 養 レ生 必於レ 農、 則舜 不レ. 甄 レ陶、 而伊， 不レ爲 レ应、 故善爲 レ！： あ：^ レ 末易レ 本、 以 

レ虚 易に ^ 、 今山澤 之材、 均輸 之藏、 所 K 以御， I 輕重 1 而役 fes 侯 i 也。 丘文莊 曰、 桑弘羊 

作 こ 均輸之 法, 以爲， 1 平準； 觀 T 其與 n 賢 良 文 學之士 1 所 二辨論 1 者 h 大略 レ之 矣、 然 理之 

在， 一天 下； 公與， 私 義與， 利而 已矣、 義 則 公、 利 则私、 公 則爲 人而 有， 餘、 私則自 

爲 而不， 足、 堂々， 朝廷 而爲ニ 商 .©r 貿^ 之 事 一 且曰、 欲 ニ商賈 無,， 所， 牟， 利、 隨 商.？： IT 且不 

カラル ヲ  チテ  ヌ  フ  ヌ カナー フン 力 

レ可 レ牟レ 利、 乃以ニ 萬乘之 tfV 而爭ニ 商，？ 貝 之 利  一. 乎- 1 -々。 是れ均 輸の說 必ず 利 を^す に 

(一) 前 S 一  至る ゆ ゑんな り。 この 後に 漢の 王莽五 均の {in を 置きて 周の， I 水府に 比し、 宋の安 石 市 易 

1 五 照  -よ 

均 輸の說 ありと いへ ども、 皆 其の 制 民と 利を爭 つて、 民 を 利す るの 政に あらざる 也。 

人君 富 四海 を 保って 何ぞ利 を爭は んゃ、 唯だ國 用を璺 にして 民の 貧富 を不， +ま でも 

： ひとしく せんとの 政 こそ、 聖人の法と^^^謂也。 後世に 至りて 民 皆 利 を しくし、 富 

• 民 居ながら 財寶を 其の 所に しいて、 其の あた ひ を 高下せ しめ、 又は 各  >  商 5=； の 事 を 云 

合せて 利 を ひとしく して、 物の 直 を 一様に 致す こと をな す、 皆 是れ奸 民の 所レ私 也。 

物 所， 出に 遠近 あり、 所， 成に 遲速 あり、 同じき 物と いへ ども、 其 所, 蒂所， 得に ra: りて 

高. 下な くんば あるべからざる 也。 商 民 これ を 一 にして 利 を 退し くせんと する _£l;r  だ 


奸 曲の 所 レ成 也。 

明 ュ商賈 之 請 奸 4 也。 0^ 用器お ¥:1不 J:l; 兵 54:， あ、 不 

於 市； 布 cm 精 巖不， 中， 數.、 幅廣狹 あ， (. あ，， や 不， in 於 I； 姦 色^: 一正 を 不. i 一 於 1^; 

五穀 不. 時、 果實 J^. 熟、 不. 粥， -於 木 あ： 牛 不 k,, 於！^; 禽 f  iKi: も I、 

ゴ粥ニ 於 市-と 出で たり。 擎曰、 P 薩 isms  K^: んニ 魚 f  h 

勝 食 一也、 斧斤 時 入 M 山林： 村 木不， 可 二 勝 用 一也と 云 へり。 商 買いた す 物品、 制 を 失 

すれば 天地の 生々 不， 全、 人の 嗜欲 かぎりなく、 つ ひに 天下の 風俗 相 やぶる る 也。 凡そ 

^ 鳥 野菜 へ 類に 一 _ ^物と 號 しても て はやす 事、 是れ飮 食の 欲より 起り て、 其の 實は ■ 

レ得も の を 以てして 人に ほこる 也。 これに 因り て 商，： M 爭ぅ てこれ を 得。 天地の 53 無盡藏 

ハ木 W)  {■ 巧ソ 

の 造 物 なれば このみの 熟せざる をお とし、 魚 鳥の 未だ 長ぜ ざる を 殺す と 云へ ども、 

翁く る ことなき ことわり なり。 又是れ を？ M ふ ほどの 人 は、 財寶の If ら ざるに も あら ざ 

る f^。 しかれども聖人の道人に敎ふるに天地^^然の禮を以てして、 その 欲 を 節する に 

あり。 故に天地のままに事をぃたして無理を不，|^_^45と云へる心得なり。 ここ を 以て 

5^ 食の^ 皆 制 あり、 ^服 材木 各-その 禁法 あり。 仉し M げ下の ものの 衣服 は 丈 尺 あまり 

靈ハ 四 5ー：ー 
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て不, 入、 材木 制に あたらず して 可 なれば、 これに は 制 法 ある まじき に 似 たれ ども、 そ 

の禮 容を盡 さし めんこと を 欲して、 其の 制を詳 にす る 也。 少しも 末々 までた がふ 事 あ 

るべ からず。 故に ことん \ く 格 物して 禮を 以て その 商 買物 を 定め、 禁法 を、 は 一く すべし 

次に 商 買の 物に よりて 奸曲 ある こと あり、 米穀 薪-お 飮食の もの、 衣類 用具の たぐ ひま 

でに， 似せ もの を 致して 人を僞 り、 買 ふ ものと 相對 しての ことなれば、 買 ふ もの r 儿ち 

がへ たる は賣 手の 誤りに 非ず と 思 ふこと、 t„ ^しだ 奸曲 也。 買 來れる 物 相違あって 米に 

(^)  へり  ゾ すめ 

もみ を 加へ 耗を 多くいた し、 薪の 數を ちがへ、 酒に 水 を 加へ 升目 を少 くし、 か はれる 

！ 2 いり  (破) 

(1) ！ i 氣に 1^ を 用 ひ、 衣類に 入、 ：： 取く ひ、 やれ そこねた らん 所 を かくして 資 るに 於て は. 貸來 

一-損じた， 0 も -  . 

の  る もの 則ち これ を 五人組に 告げ- 糾明の 上 罪科に 可， 處。 ことに 食物に 毒 を まじへ た 

る 類 あらば、 五人組と もに 可 レ處ニ 罪科 1 なれば、 買來 りこれ を 食せ しもの 大病 をう け 

死亡に 及ばん に 於て は、 せんさくの 上 商人 從類を 罪に 可：， 行。 ■ 只 だ ありていに 相對し 

ル ヒ  なかま 

て 更に 僞を 不， 用に あり。 是れ その 商 買 人の 間に 五人組 を 立て、 詳に 中間 を せんさく 

こ も S  ね だん 

する にあるべし。 次に 女子 童子 幷に 遠國の 百姓 小者に 對 して 似せ もの をう り、 直 段 を 

いつはり 過分の 事 を 致す において は、 五人組 聊か すておくべからず、 その 輕重 を糾し 


て咎に 可レ處 也。 富有の 町人たり とも、 買手に 對 して 無禮 過言 を 不, 可， 致 也。 次に 商 

賈に伍 法 を 立て、 その 中間 を 五人組に いたし、 その 中間と して 公禁 をた だすべし。 直 

段 をし めし あはせ 高下 仕る ために は あらざる 也。 

五 五 巿席 風俗 を 害する の甚 しき を 正す 

師曰 はく、 市」 m は 土の 相 交りて 其の 便 用 を 利す る 地 也。 故に 市 腐 市民の 制に 因りて， 

士の 風俗 必ずた がふ もの 也。 故に その 制を詳 にす ベ き 也。 第 一 、 士と 町人と 相對 する 

一一 一一) 頁 110 の禮 前に 出レ 之。 その 用 所す まば 町人 返 去す ベ し。 食 をく ふこと を ゆるさば 側に 入り 

て 食すべし。 かりにも 足 付の あたるべからず。 富有の 輩たり とも 此の 制 を そむく ベ か 

ひ-ごろ  ハ キス  二 

らず。 日 比 出入の 士 家たり とも、 相伴 密會 可， 處ニ 罪科 一也。 第二、 町人 侍と あきな ひ 

を 一 つに 致す こと、 手形 證文 ありと 云へ ども、 云 ひごと 出せば 侍より 預る 金銀 不レ殘 

町人に 可, 與也。 その 士っ みあるべし。 尤も 町人へ 侍 方よりの 借金 口 入 仕る ベから ざ 

カラ ス 

る 也。 第三、 問屋 前より 直に 侍 大名 衆へ うりか ひを不 レ可レ 致。 尤も 侍 屋敷に ある 處の 

シ フ レヲ 

-  野菜 諸 色 買 ふべ からず。 五人組 これ を改 むべ し。 其の あた ひ 買 取る 町人に 可 レ與レ 之。 

君 道. K 民政  四 四 五 


.E ぬ 語； i 卷蔡六  四 四 六 

第 四、 立賣 ふりう りの こと、 衣類 その外 金銀の 入 目 重き もの を、 下々 小者 路頭に て 立 

寶の輩 あらば、 その 町より 改む べし。 紹 うり 木綿う りは兩 三人 づっ可 二 往來？ 少しも 

武士 方に おいて 無二 心 元, てい あらば、 近所の 番所 隣家へ ことわるべし。 番所 隣家の も 

の 相た だすべし。 賣手 堪忍 仕る と： K へど も、 きき 付け： 屆 けし 輩 さしおくべからず。 

已後 知れ 候 はば 隣家 番人 可：， 爲， 1 同罪 一也。 第五、 古 衣 買、 中間に 五人組 を 立て、 買來る 

i  S  シ キク  (ほ •  ぎ 

もの、 屋敷の 名う りての 名 詳に可 ニ閜： T? 尤も 一 人の 手前よりか はず、 をん みつの 所 

にて うりか ひ 不.， 可， 致" その 衣類 ふしん あるか、 格^ 直 投下 直なら ば 不レ可 J 贝也。 盜 

みもの 買 取る 輩 は、 以來 五人組まで 罪科 たるべし。 第 六、 ふるがね 買、 是れ又 右 同前 * 

(一) 引手の 橋 門の かな 物 • 小刀 • 木 わり • ひって • 古はぅちゃぅの類持出してぅるもの不レ.，H^S^ 

音便、 襖 障子  シ.  シレ 

お な その 家に 入りて 兒 定め 町 一一 買 取？ 盜物 かひと らば、 五人組まで せんさくの ヒに 可， 爲ニ罪 

. 科？ 第 七、 質屋の 制、 たしかに 設人 をと りて 質 を とるべし。 其の 身の 分限に 不二 相 應- 

道具 持 來る輩 は、 必ず 盜 みもの たるべし。 以來 あら はるる において は 質屋の 罪た るべ 

し。 第 八、 菜 子 あめう り 等、 童子 小兒の 持來る 器物に 取 かへ てうり 遣 はすべからざる 

(食)  キ ル 

也。 第 九、 茶屋の 制、 時の くひ 物 を 可, 仕 也。 遊女 を 置き、 淫巧の 器物、 ^く 法度い 


な 神 *  W  Q 

ぎ ィ-く ちご 
の は 乞 托 
こ 食; Jt; 鉢 
と か坊 し W 
ん 主 て 主 


は たすべし。 座敷が まへ 制 法 あるべし。 第 十、 行 *s 輩^く 法度 可レ 仕。 奸人 ここに 會す、 

^^^s^ 且つ 禮容 をみ だる 也。 都 城の 外 一 単： 二 を丄 るの 處に 茶店 あるべ し、 道路に おくべ か 

の をよ とする  くわ  > ら、 

^1  らず。 第 十 一 、 愧 11 みせ 物の 町 一 所に あるべ し、 左右に 大門 大 番所 を 立て 非常 を 禁ず。 

供の もの 二三 輩より 多く 連れた らん 衆、 尤も 乘馬 1:^ 輿の 歷々 不 レ可レ 入、 女子 老人 小 

兒は 格^ 也。 第 十二、 傾城 町の こと、 都 城 その外 人 多く 相 あつまる の 處には 是れを ま 

うく。 是れ 人の 氣を はやく 察して 淫亂に 及ばし めざらん ため 也〕 其の 制 凡 下僕！ I のた 

(宛)  .5 

めに^く る 如く あつべし。 故に 其の 町不， 遠、 其の 地 間道な く、 唯 だ 一方に 門 を 立て、 

口に 大 番所 を まう け、 兵卒 武器 を備 へて 非常 を 禁ず。 而して遊女の制その^！^をかろく 

す。 衣類 親！ S その 染色 制 法 を 定めて 美麗なら しむべからず。 座敷が まへ を不， 致、 振 

舞 一 汁 三 菜なら しめ、 その 地に ：ム..- る こと、 供の ものな く、 刀 は 番所に てこれ をお さ ふ 

べし。 刻限 夜中に 不 1 令 U 仃、 改めよ き 時分 を 定法と す。 査夜 ここに 泊る こと を不 レ禁、 

V- いもん  ニー 一)  ン 

第 十三、 うでが う • 諸 願 人 • 祭文の 山伏 • 鉢 ひらき • かねた たき • 夜念怫 • 神 子 . す 

ず ふり • 比丘：^、 此の 類の 往來を 禁ず、 町中に不レ.5^置。 付たり、 辻 算- 路頭の 代 

待 • かけ 糟の勸 進 あるべからず.。 第 十四、 商 買 往来の 地嚴ニ 法令； 大分の 金銀 諸 器 荷 

1|^泣六 K 政  四 四 七 
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物 往来の 間、 若し 途中に 於て 紛失す る こと 不レ 可レ妖 一。 故に 道路の 驛長、 津々 浦々 の 問 

をし るし 

屋、 舟が， かり 湊々 に 水 印 を 立て、 常燈を 設けて 其の 海 K を 明なら しめ、 國用を 利し 民 

の 生々 を 全くす。 若し 荷物 を はね、 船 そこねた る處、 商人 道中に て 荷物 紛失、 其の 身 

えう し 

の 夭死 あらば、 宿主 • 馬方 速に あらため、 處の 五人組 • 名主 各.' 詳 にた だすべ し。 第 

十五、 市稅を 寛に すと 云へ り。 これ は 商 買の 物の 分 一 を 官 に收 むる こと 也、 是 れを杣 

解と も抽 かと も 云 ふ。 此の 法 重きと き は 商 ぼ は大に 苦しんで 其の 賫 物の 直 だ 高し、 故 

(一) 同業 組 に これ を 正しくして 分 一 を减 ずべ し。 第 十六、 諸 色の」 M は 偽り あらん 物 をた だすに 用 

八し  ーフ  あた ひ 

ふ。 不. - 然して 市民？ 4 に 座 を 立て、 或は 中間 申合せ 直 段 を 高下し、 或は #〕 ての 直 を 同 

じこと にいた す、 皆 好 民の わざに して 風俗の かかる 處也。 第 十七、 問屋の 外、 なみの 

ル シカ ラ 

町人 土藏を かま ふべ からず。 當 座の 物置 を 仕る こと は不, 苦 なり。 第 十八、 異國の 商 

船 勘合の こと、 是れ遠 人 をき たす の 政な り。 其の 湊に 政所 を 立て 奉行 を 置き、 異國の 

(二 ) ゼ 

(二) 自由に 商船 を 入れ、 その 人 を 一所に 置き、 本朝の もの 常に 不二 相 通 一 只 だ 有無 を 互に 替ふ。 

*p (せしめす  カラ フ 

となり  金銀 を 外 夷に 不レ可 レ與、 唯 だ 所の 土産 を かへ 合すべし。 凡そ 天下の 富、 土地の 廣き、 

外 夷の 物 を 不：， 待して 事た りぬべし。 藥種 において は 本朝に なきもの 多 けれども、 こ 


れ又 代り 用 ひて 其の 用た りぬべし。 香木 毛織 等不， 足レ 用、 却って 奢侈の かかる 處也。 

然れ ども 懷ニ柔 遠ん 一は 聖人の 政 なれば、 只 だ 其の 制 を 正すべし。 漢 より 始めて 互市 之 

法 あり、 宋に 至りて 立 二 市 艘易舶 1 麟 舟と 云へ り。 

てき 斗ん 

五六 铺錢の 法 を 論ず 

師曰 はく、 萬 物の 用、 穀を 以て 最上と す。 故に 米穀 を 商 買の 輩、 その 利 を 私して 或 

はか ひ 置 を 致し * 四方 通じ合せ て 其の 價を 高下せ しむる とき は、 天下 常に 飢饉に 同じ、 

故に 其の 制 を 要と す。 古 來平雜 の 法と 云 ふこと あり。 稀 はか ひよ ねとよ めり。 是れは 

官に 米穀 を 多くた く はへ て、 所の たかき 時 はこれ を 出して 民 を 利し、 やすきと きは官 

に 買 ひて 民の くるしみに 不， 至が 如くいた す 事 也。 異朝に は 齊の管 仲. 魏の李 ii に 事お 

ノ  ダリ 二  ジテ  ヲ ハク (III) 二 リ ジャゥ -ー 二 リ  二 リ  二 

S 文 I これり。 齊管仲 相ニ桓 公； 通 一一 輕重 之權ー 曰、 歲有ニ 凶穣； 故穀有 一一 貴賤； 令 有 二 緩急； 故 

き ゥ卷」 ヽ、 卞 

^^^p 物 有 二 輕重ー 人君 不. 理則畜 M 游ニ於 市 一 0 乘ニ民 之不- 

转な" 七十 1 一 1 こ  クラ  スノヲ  L  -  レバ  ンズ レヲ 一一  ムルニ レヲ テス キヌ  レバ ラ  ンズ レヲ 

つ I レ給、 百 二倍 其 本， 矣、 §は£ 民有 レ餘 則輕レ 之、 故人 君斂 レ之 以 レ輕、 民 不レ足 則重レ 之、 

:fck 君 散 (之 重、 ^お？ isis ほ、 ん輕 二重 斂き 之 1 以 . 時卽準 平、 守 二 準 平- 
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四 五 〇 


( 一 ) 同前、 

瓷子山 至數第 

七十 六に 出づ 


r ) 文献： 逾 

^卷 六、 巿 

二に 引用せ り 


(：o 文獻通 

考の 撰者。 同 

書卷 六、 市雜 

二に 論ぜるな 

り 

3W 前 出 一二 

七 頁參 照 


(：立) 前 出 二 

五 四 頁 以下？ 

照 


使 T 寓 窒之邑 必有 二萬鍾 之藏、 藏鏹千 萬； 千 室 之邑 必有 * 千鍾 之藏、 藏鏹 

百 萬- - 舂以 奉， 耕、 夏以 奉， 耘、 来 箱 器械， 種继 糧食、 必取， 瞻焉、 ：！^ 大. 賈畜 家不， 得 

レ豪ニ  If  - 奪 吾 民, 矣。 又 日、 阈之廣 狹壊之 肥 境 有， 激、 終 あ 食餘ぁ k、 あ 

守， 穀而已 矣、 日某縣 之壤廣 若干、 某縣之壤ぁ們右；4^ 則必" 镜 n あ id^;  S  & 

% 於， 是縣州 受ニ 公錢； 君 下， 令 謂 二 郡 縣屬大 夫 単： 邑； 皆 籍二穀 入 若干, 云々。 魏 文！^ 

相 や 俾日、 賴甚貴 傷， 人、 甚賤 傷， 農、 人 傷 レバ 則 離 11、  4, ベき」，、 ^ 阈ぁ、 ^ 

甚貴與 二 甚賤； 其 傷 一 也、 善爲， 國者、 使 二人 無， 傷而農 益勸； 是故 善， 1 平糴 1 者、 必 

謹 觀 H 歲有ニ 上中下 三 熟； 大熟則 上 竊レ三 而舍レ 一 、 中 熟則羅 レニ、 下 熟^ 錄， f 、  f^. 

適 足； 惯平 き 止。 馬" 端 臨 日、 古今 言， &竊斂 散 之 法； 始， I 於 齊之管 仲 1 ネ fih 此き靜 

弘 羊以來 所謂 理， 財 之 道、 大率 皆宗， 1 此說； 然 m 海 大地 之藏、 關 市物貨 之聚、 而豪强 

擅 ， 之、 則 取 以富， 國 I？ 也、 至 M 於 農 人 服 田 カ穡之 赢餘ー 上 之人爲 制， 一せ！， ハ輕 あ； 時， 一 あ 

散； 使 レ不上 以ニ甚 贵甚賤 1 爲も あ、 乃 仁者 之 用 (心) 云々。 此れ 皆 民の ために 米穀 を 出入し 


て 其の 災^ をの ぞくの 政 也。 歷代 常平倉. 義 倉. 社 倉の 說 31^1; 拔 これによ つて 起 


り。 宋の 神宗に 至りて、 王 安 石が 言 を 用 ひて 靑 苗の 事 行 はる。 靑 苗と 云 ふ は、 な， 


代) 


ろの 時分 民に 錢を かして 其の 利息 二分 を 出さし む。 たと へば 一 百 文 を かして 息 二十 文 

S  (收) 

を 出さし む。 舂是れ を かして 夏 を さめ、 夏 かして 秋 をさむ、 而 して 是れを 以て 民の 利 

とす。 然れ ども 錢 民の 手に入る とき は、 必ず これ を 以て 費と なして 民に 利 あらず、 こ 

れを つぐの ふとき に 民 傷む、 息 を 取る が ゆ ゑに 民 苦しむ。 不， 能レ出 もの は 抑へ て是れ 

を 皆納す。 皆 其れ 民 を 利す るに あらず して、 唯 だ 財 を あつむる に 至る。 ここにお いて 

民 犬に 苦しんで つ ひに 此の 法と どまれ り。 然れば 民 を 利す るの 政な りと 云へ ども、 詳 

に 不二 糾明 一とき は 其の 法 必ず 亂る、 尤も 可, 愼也。 凡そ 天下の 財貨 は 天下の 財貨に し 

て 外に もる る處 あら ざれ ども、 專ら富 民の 得 ものと 成りて 貧 人 次第に 困究 せんこと li、 

民 を 利し 國用を 通ず るの 道に あらざる を 以て、 和 買 和 糴と號 して これ を ひとしく せし 

むる の 政な くんば あるべからざる 也。 令 曰、 凡 一位 以下 及 百姓 雜色人 等、 皆 取 二 戶粟, 

以 爲ニ義 倉； おや f レ 義煞？ I 八？ 是れ又 本朝 米穀 をた く は へ て 其の 變を救 ふの 政 也。 

しゅせん  ル カラ ル 

次に 鑄錢之 制の こと。 錢は國 用の 大利 にして、 民間 これな くんば 不レ 可レ有 也。 金銀 

のた ぐ ひ はこれ を 細に 分つ とき は 必ず 減じて 其の 用不レ 足、 布^の 類 これ を切斷 てば 

共の あと 用に 不レ 立。 米穀の 類 は不， 入と き 是れを 置く に 所 をせば め 久而必 減少 十。 こ 

君 六 民政  四 五一 


山 鹿 語類 卷第. 一 ハ  四 五 二 

こに おいて 錢を 鑄せ しめて、 多少 其の 利に 叶 はしむ る ゆ ゑに、 是れを 置く に 所 をせば 

めず、 久しくして 不， 滅、 或は 金銀に かへ 或は 米，： e 用器に 替 へて 其の 國用 尤も 利 十。 是 

れ錢の 天下の 寶 たる ゆ ゑん 也。 故に 官に 其の 場 を 定め、 大小 厚薄 を 定めて 輕重 をた だ 

し、 其の 制 法 を 糾明して、 遠近 各.' 是れを 用 ひしむ る 也。 若し 私 を^け てこれ を！；.， つ 

もの あらば 禁法を 重く す。 是れ法 を 破って 錢を少 さくし 輕 薄なら しむる を 以て，、 つ ひ 

に眞僞 相亂れ 風俗 そむく の 本たり。 然れば 地 を 定め 制 を 具にし、 銅 を をし まず H 人 を 

えらんで 常に 是れ を鎮 せしめて、 天下の 用 あまね からん こと を 欲する 也。 凡そ 时齊は 

天下の 便 用 を 利す るに あり、 而 して 其の物に 高下あって 其の 通用 を 自由なら しむる の 

物な くんば あるべからざる 也。 この ゆ ゑに 上古より 錢の 制あって、 或は 皮 をき ざんで 

印 を 押し、 或は 紙 を 切って 證文 をし るし、 是れを 以て 通用の 物と すと いへ ども、 其の 

損ず る こと 速に して、. 其の 僞を なすに 易し。 ここ を 以て 銅 を 鑄て 錢 とし、 其の 文字 

を禱 付け、 其の 厚薄 を 一 にし、 大小 を ひとしく す。 是れ 人の 偽る 事 難， 成、 久しくし 

L に- a ？， £ 一一、 て そこねず、 やけて 又 用と なる の 利 多ければ 也。 異朝の 制を考 ふるに、 禹以ニ 出 之 

は-. より 0  ヲ ルヌ t  >^  ブン  トテ  ^^ シ  ト 

きり 金 一 鑄， 幣 11 と 云へ る はこの こと 也。 されば 以ニ 珠玉 ー爲ニ 上幣； 以ニ 黄金 1 爲ニ 中幣； 


以， 一刀 布 1 爲 ニ下幣 一と 云へ り。 刀と 云へ る は 今の 錢 にして、 其の 形圓 にして 內の孔 を 

(方)  ッ (二)  ノエン パフ ノ  二 シテサ  マルク アナ  」 1,，  テス シュプ „.;-—、 

(二) 財貨.^ けたに す。 太 公立 二 九府圜 法； 黄金 方寸 而重 一 斤、 錢園函 方、 g 孔， 輕 重以， 銖、 ぼ きレ" 名レ、 

I。 のび は 『は. I レ  1 &、 布 ^£廣 二に 二 寸爲レ 幅、 長 四 丈 爲レ疋 と 也。 刀 は 利 一一 於 民 一 これ を 刀と 名 付く 

る 也。 布 は 取， 一布 {ー 且之意 一て 布と 名 づけて、 是れ叉 布 を 以て 物に かふる 也。 而 して 實は 

刀 布と もに 錢の 名と す。 レ If 藏， が 曰 周に 泉 布の 號 あり、 泉 は 則ち 錢也、 古の 錢 其の 形 

テス ルノヌ  ヲヒ 

古文の 泉の 字 也 後人 代 ふるに 以ニ 錢字 一也。 周の 景 王の 時 初めて 大錢を 鑄て、 文 曰， 一 

きの 1、 北？ 问 寶貨ー 肉 好 皆 有 = 周郭ー 是れ錢 に 文 を 出す の 初め 也。 年 號を禱 る こと は劉宋 

の 孝 建より 起り て、 廣の 高祖 開 元 通寶の 錢を禱 せし む。 每十錢 重 一 兩 * 一  貫ト干 重 六 

斤 i 也、 ー輕 重大 小 之., ^^ま比5ぉ，き§4 ま， 籍；. si 誠，。 此れよ- 已後 

宋 • 金 • 元 皆 此の 式 を 用 ひて 年 號を禱 付け、 輕重 唐の 制に 準ず。 gmlf5， 明に 大 

ナさハ 

中 通寶、 洪武 通寶： 水 樂通寶 等 ありと いへ ども、 叉 唐の 制に したがへ り。 紙 錢は古 は 

券 書と 云 ふ。 本朝の 手形 證 文の 心、 周禮 官府 之 八 成に 傅 別と 云 ふ是れ 也。 時 民間 私 

爲ニ 符驗； 交易の ものに あらず。 漢の武 帝 皮幣を 作れり。 唐の 憲宗飛 錢を用 ひて 初め 

てこれ を楮幣 とす。 宋に至 りて^に 交子の 法 あり、 ii き 是れを 交 會と云 ふ。 I 一 If 子^ 

君 道 六 ほ 政  四 五三 


た 八代；；^  ff 錢め荧皇ニ！！将騎帝帝な時っ 

り 分に 己の 文始 金の 乙-骨 gr 常に • ら 代し 
强出 書 は 、を 朝 の 等騎仕 終ん の 
'で 同と 吉徑 用に淳 臣に 、ふ 帝 、宋南 
銅 、じ 稱備八 ふし 仁な 任輔 、• 孝の 北 
装徑 御す 眞分 るて 天り す 國散明 武誤朝 
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y、fl き ぉ會 神 i 一^ 1 皮公弼 言、 交子 之 法、 以ニ 方寸 之 紙； 飛錢致 \ 遠， 然 不二 積， 錢以 爲.. . 本、 

^れ 、勤 MI^U 亦 不レ能 1^ 以ニ 空文 一行 上と 云へ り。 是れ錢 を 以て 本と して 紙 錢を行 ふ 也。 金に 交 鈔を置 

書して 通貨の  スル- 一 テス ル ヲ 

圓 f 計りし く、 是れ桑 皮 を 以て こしら へ、 印 以 二字 紋 一也。 皆是れ 紙錢の 制より 起れ り」 凡そ 天 

下の 國用を 利す る こと、 金銀 銅錢に 過ぐ る 事 あらず。 銅錢の 外に 飛錢を 制して 是れを 

以て 事 を 通ず る は、 皆 末々 の議 にして、 或は 失し 或は そこなうて 其の 利 不レ宜 也。 唯 

だ 公私 通用す る 所の 利 不利 を 計る にあり。 丘文莊 曰、 天 立， 君以 子， 民、 付， I 之 利權ー 

使 n 之 通融 以濟ニ 天下； 非 is 爲 1 二 家 一 人 用 一也、 所 T 以通 二百 以流 * 行 於 四方よ 

者幣 也、 金銀 之 馬、 細 分レ之 則耗、 布，： £ 之屬、 片， 一 折 之, 則廢、 惟 鑄.， 銅 以爲： ，1、 

ケ レバ 7. ルニ レニ チシヲ  ナケ レバ フル 二 レニ テシヌ ダ  フル  レヌッ  ハデ  ヨリ  ハ 

物 多 則予, 之 以 1 多、 物少 則予 ， 之 以 A 少、 惟 所, 用而皆 得.， 焉、 且 金銀 出 二 於 天 一 幣 iie 

成 二 於 人； 錢也者 合 二 天人 1 以成ニ 其 銅 天生 者 也、 銅而 成， 錢、 則 人爲， 之矣、 自レ古 

(二)  、 

論 二 錢法 1 者 多矣、 惟 南 齊孔覬 所謂、 不：， 惜， 銅不， 愛， ェ、 此ニ語 者 萬 世 鍵, 錢之 良法 也 

しゅせんし 

云々。 本朝 又禱錢 司の 官を 立て 其の 制 法を詳 にし、 私に 錢を 鏡て 官の錢 に 相亂る こと 

(II  一)  (3) 

を 禁ず。 天平 寶字四 年に 開基 勝寶 (の 錢) を 鎮、 叉 萬 年 通 寶の錢 を 鑄る。 銀 錢金錢 各.' 

其の 文 を かへ て、 銀 以ニ當 一一 銅 十； 金錢以 ニヲ當 ニ銀錢 十？ 其の後 歷 代に 各. -鎮錢 の 事 


あり、 是れ銅 錢年序 をへ て 其の 質 ことん \ く 減少す る を 以て， 商工 これ を えらむ に 暇 

なき を 以て、 新錢を 行って 其の 政 を ひとしく し、 國用を 利せ しめんとの 心得 也。 

五 七 市民の 長 を 立つ 

師曰 はく、 市民の 長 を 不レ丄 ij とき は 市民の 教化 不レ 正、 各- 奸曲を かまへ、 風俗 詐僞 

に 及ぶべし。 是れ 古の 司 市の 官、 本朝の 市 正にして、 武家に これ を 奉行と 號 する 也。 

職員令左右京職の下に東西の市：^？ぁり、 掌 T 財貨 交易、 器物 眞僞、 度量 輕重、 寶，？ „^ 估價. 

禁ニ察 非違 一事 上と 出で たり。 こ の 下に 正 一人、 佑 一人、 令史 一 人、 價長五 人、 物 部 一 一 

十 人、 使 部 十 人、 直 丁 一 人 あり、 各 ~ 市 司の 屬官 なり。 案ずる に、 市民の 長 可 H 心得, 事. 

其 本 安二 H 商； 利 二 交易 一 正 二 風俗 一に あるべき 也。 安二 ェ商 一となら ば、 H 商の 業 を詳に 

して、 諸 職人 諸 商 買 人の 品々、 其の 安否い かやう にして 安ん ずべき こと を 畫夜心 をつ 

けて 其の 用 を 制すべ きなり。 利 一一 交易-に は、 商 買の 法 を 定め、 其の 事物の 可レ然 のりを 

能くき はめ、 眞僞亂 法な からしむべし。 而 して 敎を詳 にし、 士 民の 禮を 明に し、 訴論 

刑獄 を詳 にし、 其の 輕薄を 抑へ て 篤實に 至らし むる、 是れ 風俗 を 正しくす る 也。 風俗 
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不レ 正と き は、 市民安んずと；_^ へども不，以,道也。 不レ以 A 道と き は 教化と まふべ から 

ず。 教化 あら ざれば 畳に さか ゆと 云へ ども 猶ほ禽 の 如し、 豈聖德 の 化と 可レ謂 や。 

然して 奉行 平日の 勤め あるべ 上。 若し 逸樂を このみて 市民の 事 を 心に 不レ 入、 己れ が 

職分 を輕 しとせば、 必ず. 官に怠 あるべ し。 又 我 知 を 立て 古の 则を 不, 考、 . ^は 古例 

に 泥んで 當 時の 相應を 不レ 知、 皆 あやまり あるべし。 故に 能く 身に 行跡 をつ み、 德を 

ねり 才を？ Si しくして、 而 して 先官の 作法 先例、 當時 この 所に て 今の 人に 可：， 用 子細 を 

分別し、 而 して 後に 市民の 用 をな すに あり。 右市 司 奉行に 可レ屬 役人 あるべし。 非常 

どうしん 

の 制を戒 むる に士 及び 輕卒 あり、 これ 今の 與カ侍 • 步卒の 同心な ど 云 ふ もの 也。 囚獄 

の 司あって、 非常の もの を 戒め 囚へ おくの 舍 あり、 其の 奉行 あり、 その 下司 あり。 市 

司 奉行 祿 うすくば、 可レ 入所の 下司 ことん \ く 上より K け與 ふ。 綠 ゆたかな りと も 下 

司 あるべし。 奉行より 下司に 至る まで、 町中の 賄赂 音物 を不 レ受、 町人の 響應を 禁ず- 

カラ ル 

尤も 出入 信仰の 寺社たり とも、 奉加 勸進 のこと 堅く 口 入不, 可レ 仕。 すべて 町中の 役義 

役錢 天下 人民の ため を はかり、 私 を 以てすべ からざる 也。 ことに 訴訟 公事の 品々 はか 

やうに 不レ 仕、 一 々念 を可レ 入。 きく もの は 一人、 云 ふ もの は數 十；， ：！： 人の こと ゆ ゑに、 


皆 一例に 推し、 奉行の 頓智 才覺に まかせて、 其の 實を 不二 糾明 1 こと 多し、 事 延引に 及 

カラ 

ぶと 云へ ども、 一度に 諸 品 をす ます 不レ 可。 人々 奉行所に 出で て その 裁許 を 待つ こと 

は 大方の 事に て不， 可, 叶 を、 詳に 糾明せ ざらん は 人情 をつ くす と 云 ひがたし。 や 生 

ル ォロゾ カナ ラ  G 开) 

死の かかる 公事、 身體の やぶる る 訴訟、 不レ 疎 こと 也。 故に 酒色に 放逸し 世事に い 

ル カラス ノヌ 

ろ ひて は、 市民の 情不レ 可レ盡 ニ其實 一也。 

五八 巡察の 官を 置く 

師曰 はく、 巿司 奉行の 外に、 時 を 以て 巡察すべき 官を 置いて、 奉行の 敎化 其のし く 

キ フ  よ.：， X はり ひる h はり  し てん 

所し るし あり やと 云 ふこと を 可, 考也。 此の 官 人の 下に 夜 巡 • 晝 廻の 者 を 置き、 市廛 

の 間 毎日 巡 見して m 疋 れを糾 すべ し。 先づ 巡察の 官幷に 夜 廻 • 晝廻 ともに その 制 法 を 立 

つべ し。 其の 制 法不レ 明と き は 巡察 ことん \ く 市民の 害と なり、 商 買 これが ために や 

み、 市民 かれが ために 勞 役す。 故に 巡察の 官は、 只 だ 市塵の 間 を 往来して その 實を見 

聞し、 はかります 丈 尺の たが ひ、 物の 價の 高下、 座 運上 • 問屋 番人 をた だし、 非常の 

もの を 改め、 人 大に相 あつまりて t れ啤 狼藉に 及ぶべき をた だし、 訴狀を あげて 事を吿 

君 道 六 民政  四 五 七 


山 鹿 語類 卷第. K  i: 五八 

げ、 その 末々 にた かひ ある を 拾 遣補闕 する の，：：：： たる 也。 夜 廻. 靈過 其の 形 を かへ ず、 

ひモ かに 往來の 人に 交 はりて めぐる ベ し。 非常の もの あらば 則ち 火 番所に 吿 ぐべ し、 

、^符 ) 

尤も 名主 方に 其の 廻 人の わりふの 證據 あるべき 也。 而 して 其の 相め ぐるに 時 あり、 大 

風 大雨 大地震の 時分、 火難 盗賊の あるべき 時分、 月昆 花見 見物 遊山 あるべき 時、 祌社 

の緣日 祭禮の 時分、 その外 非常 臨 事の こと あらんに は 必ず 巡察 あるべし。 其の. 5- レ廻 

(一) i 地、 海邊、 川ば た、 堀ば た、 人 遠き 町、 町 は づれ、 堤 川 除、 林木 衆 草 あるの 地、 見物 

め まち か  キ ノ 

町 、市の 立つ 地、 如, 此處皆 非常の 事 あるべき 所 なれば、 心 を 付けて 巡 H ル すべし、 尤も 

その 所の ささ はりと なるべからず。 然れば 奉行の 教化よ く 行 はる るゃ不 レーれ やと ； ：4 ふ 

こと 分明に しれて、 民情 彌>  かくれず、 奉行 叉 私な く、 自然に 德化行 はるべき 也。 さ 

. れ ども 其の 制 不二 分明 T 其の 實 あっから ざれば、 奉行と 巡察の {in ひま ありて、 町の 民 

人 皆 くるしむ になる こと あり、 尤も 可レ愼 也。 

五 九 寺社の 制 

師曰 はく、 天下の 民 農工 商に して、 此れ を敎 ふる を 士と云 ふ。 此の 外にき 一一 家業 一し 


よ 石 上 一つ 
りのに 種 し- 
か 卵 載  、 
く  せ躉墓 
い なた 石 石 
'るるの の 


て 天下の 農 桑 を 費し 家宅 をせば むる、 是れ當 時の 寺社 也。 しかれ ども 久しく 因循して、 

今 速に 釋氏 をた ち 淫祠 を こぼたん とする 事、 叉 聖人の 敎化 にあらず、 唯 だ 其の 制を詳 

にして、 寺社と もに 其の 家々 の 作法 をつ とめし むべ し。 神祇 令 • 僧尼 令に 所レ 見、 尤 

も 信用す るに たれる 也。 凡そ 寺院の 事、 在家 巿腐士 家に 近 かる 不, 可、 四方の 邊地を 

以て 是れ にあつべし。 あ 地不， 以， 一廣 大； 以， 有， 便 二 葬 I 一  尤不 一市 亂借 I； 不レ化 二 

田園； 廣， 1 葬 墓 之 地； 少ニ寺 院 1 也。 寺院の 事、 不， 高不， 大、 專 用ニ儉 疎； 不， 貴， ー粧 嚴； 

i 刻)  (張) つけ  サ  -. むら ひ  ッレ- 一  ル  一一 

ほりもの 采色 はり 付 を不, 致、 只 だ 法事？？ の 用 を 以て 充レ 之。 次に 在 二 寺院 一の 法、 朝夕 

のっとめ 不，. 一 怠慢； 佛前 墓所の 掃除 をき はめ、 石塔 位^に 康 を不レ 置、 貧者 賤 者た 

,3: 向) ルカ ラル  せ， （ゆ ふ 

りと も 過去帳 を 以て 忌日の ゑ かう 不， 可， 怠 也。 亡者の fe、 華麗 粧嚴を 禁ず、 施主の 布 

せ  、 (ニー 

施物 定法の 如くなる ベ し。 - 貧賤の ものな りと も？？ 葬の つとめ 不レ可 レ！^ 也。 卵塔 • 位牌 

の 大小、 木石の 寸尺、 可 レ有二 定法？ 年忌 法事 翁 ほ 以て 不レ可 二 怠慢？ 右の 時分 も 俗人に 

時 齋を與 ふべ からず、 相聚 まる 僧 斗り 如 二 作法 1 饗應 あるべし。 次に 俗人 を ふるま ふべ 

なかま  ハ  シ カラ 

からず、 出家 中間の 會 席不レ 苦。 一 汁 三 菜の 外 を 禁ず、 酒 を 禁じ、 男色 を 禁じ、 音曲 

歌舞 を 禁ず、 俗人 持參 すと も 魚肉 を 入るべからず。 次に 親類たり とも 女人 を 寺 中に 不 
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カラ ル  力- フ  ス 七 むら ひ  カラ  ヱシ ャグん  々-が にん 

レ可レ 入、 尤も 不レ可 一一 一 宿； ^ 法事の 参詣に も 不レ可 二 參？？ I 會釋ヘ 次に 咎人 はしり こみ、 

主人の かま ひ ある もの 付 2? ある を かこ ふべ からず。 次に 本 寺 末寺の 禮を あつく し、 そ 

の證據 を 正しくすべし。. 位階の 次第 可レ 守， 一先 規？ 次に 弟子 を 取る 事、 官に 告げて 度す 

べし、 私 度 あるべからず。 寺 を ゆづる 事、 本 寺に ことわり、 師弟の 禮 まぎれな からし 

むべ し。 隱 居の 事、 寺に 付く 處の 器物、 私に こしら へ 置く とも 隱 居へ 取 行くべからず、 

、 殊に 先住より 相承の 諸 色以， 1 帳面 一可， 糾レ 之。 次に 寺內 わき 察 わき 寺 ありと 云 へ ども、 

寺 中の 制 可， 如 二 作法？ 寺の 內外 隱密の 便所 を 不レ可 レ^ ^ 也。 次に 盆 彼岸 年頭、 各檳 越へ 

し 今 J し 

音物 を 送るべからず。 盆中燈 籠、 つくり 物、 金銀の かざり 色紙 親ば り あるべからず。 

是れ 大概 寺院に おいての 制 也。 

(一) Si 紙に 凡そ 僧 は 三 法の 內 につら なり 五戒 をた もつ、 是れ釋 氏の 戒也。 故に 朝夕の つとめ 更 

怖 ffi を 塗り、  ラ  カフ 

^^M^ に不レ 怠、 食 一 汁 一 菜たり、 叉 は 一 食た るべ し、 在家に 出づ ると 云へ ども 一 ；菜を 不レ可 

して 监の臭 ひ ス そふ か 一み こ  (免) 

をと り 去りて レ食。 衣類 麁布 木綿 紙 衣 たるべし、 七十 以上 十 歲已前 はこれ を ゆるす。 寺領 富有の 僧 

作りし もの。  シ シ レプ  S 

00 長老 有 位の 輩 も 可 レ守レ 之。 家宅 狹 きを 用 ひ、 方丈 を 以て 節と す。 いぬる と； K へど も帶 

てぬ 〔つ 着 4^ こ  ギゃ うだう かんきん ル カラ ル 

I をと かず、 晝 夜^^ 行 道看經 修行 不， 可レ怠 也。 師弟の 禮を あつく し、 師 のために は 僕 


從 たるべし。 かりにも 在家に 不, 可, 入、 茶屋 店屋に 不 レ町レ 入。 而 して 其の 法令 を詳に 

す。 僧に して 卜筮 まじな ひ 祈念 等 を 禁ず。 俗書 をよ み 兵書 を 好む を 禁ず。 在家へ 音信 

(5  の を 送る こと を 禁ず。 飮酒五 辛 をく ふこと、 魚肉の 席に 交る こと を 禁ず。 女色 は不, 及 

H0 レ云、 男色 を 禁ず。 國 家の 政事 を不 レ可レ 云。 商 買と りうり を 禁ず。 財 寶家珍 をた く は 

ふる を 禁ず。 衣 中蝶燭 をと ぼすべからず、 法事 は 制 外 也。 音曲 なりもの、 博奕 諸 勝 

負、 蹴 鞠 歌學を 禁ず。 父母の 宅に 入る とも 不レ可 ニー  宿； 況ゃ 在家に 入りて 不レ可 一二 

宿； 旅 泊 は 制 外 也。 寺院の 談義、 井に 不レ在 二 寺院 一して 人 を あつめ 談義 を 興行す ベ か 

らず。 辻 町に 佛體を 置き、 町 やに 佛壇を かま ふる 事 を 禁ず。 新地 を 取 立て 寺院 營作を 

禁ず。 是れ皆 通 法 也。 次に 僧 中間， 公事 訴訟の 事、 利欲 色欲の 異論 は 衣 I 衣裟 をぬ ぎ 白衣 

にて 可：， 出、 師弟の， 爭論は 弟子 白衣に て 可， 出、 學問 人の ためな ど 云 ふこと は 皆 禮容を 

以て 出 座すべし。 大概 寺院の 制 如レ此 にして 釋 氏の 末流 をつ ぐと 云 ふべ き 也。 寺の 

法 これに 同じ。 

、 祌 社の 事、 所の 大社 子細 あるに おいて は. H-, 重レ 之、 尤も 神 名 帳に のる 處可 レ贵レ 之.' 

或は 大山 大 岳の 預に 神社 を 液 頂して、 地 民 これ を 崇敬し これ を 畏れて 惡事 を不レ 致の 
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輩、 その 國 その 所に 多し。 本朝 は神國 にして、 人 皆 神威 をお それ 其の 非義 無道 を やむ 

る、 尤も 篤 實と云 ふべ し。 故に これ を 重んじて 民 を 化する も 一 つ の敎 也。 その 社 地の 

制大 がい 寺院に 同じ。 社內 のっとめ、 それく の 式法 あるべし。 祌 前の 禮、 幣 おの 制、 

* ラ ル  ci^) 

供物 行 法、 朝夕の つとめ 不， 可， 怠。 社家 社 人 各. - 神道 を學び はら ひ を 知り、 齋戒 をつ 

よくいた し祌^ をます べし。 俗 家へ 音物 を不レ 送、 その外 諸事の つとめ、 品替 りても 

僧 法に ひとし。 自今 已後 末社 をと りたて 所々 に灌" m する こと を 禁じ、 兵 具 を帶し 剛毅 

を 立つ る こと を 制すべき 也。 次に 山伏の 制、 寺社：： W 前 たるべし。 子孫の 外 山伏の 弟子 

をと る事官 に吿 ぐべ し、 尤も 所， 一定 記 一の 山伏の 外、 他阈 より 來る輩 可 二 申出-也。 陰陽 

師、 以前より 有り 來る輩 は 可に 寸ニ 先規 之制ハ 奇怪 をい ひ 不思議 をと き、 術 を 用 ひ 刺 を. 

はんず る 類、 皆 以て 衆 を 惑 はすに たれり、 禁， 之。 町中に 雜 居すべからず、 山伏 *陰 

陽師 各.^ 一町 たるべし。 往來 して 卜 を賫る 3 輩 可 レ禁レ 之 也" み こ • かんなぎ 各. -同 

レ之。 諸 願 人 • 巡禮 • うでが う- 諸. > の 乞食 非人、 悉く 其の ゆ ゑん を 札 明して、 或は 本 

主に かへ し 或は 本國 におくりて 家業 を 致させて 可也) 出家 山伏の たぐ ひ 還俗いた さば、 

ク しづ  おも ひ 

各-本 主の 方へ おくり、 本 主の 指 岡 たるべし、 自分の 思 をな すべから ざる 也。 


六 o 寺社の 司 を 立つ 

師曰 はく、 遊民の 長 あら ざれば、 其の 制 を 示し 制 外 を あらため 彼れ 等が 情 を 通ず る 

〈  くじう つたへ 

AJ と不, 能、 故に 寺社の 奉行 を！ 1 けて 其の 作法 を あらため、 其の 公事 訴を ただすべき 

なり。 出-: 豕* 社 人 • 山伏 • 陰陽師 等 園に 在りて 國用 となら ざれば、 彌.^ 遊民の 最上た 

り、 古 凶 軍 {负 嘉の禮 に 因りて 各.' 國用 をつ とむべし。 而 して 法 を そむき 寺社の つとめ 

不レ 正の 輩 は、 速に 釋氏 神慮に そむく ベければ、 還俗せ しめて 本 主本國 にか へ し" 本 

の 家業 をな さしむべし。 故に 巡行の 目 付并に 中間に 五々 を 立て、 其の 師弟の 作法 を 相 

ただし、 大禁を 犯す とき は {R に是 れを吿 げしめ、 {R よりた だして 其の 非義 あら はれば 

五人組 を 罪に 行 ふべ し。 如レ此 とき は釋 氏の 敎 神道の おもむき 相 叶 ふべ き 也。 

六 一 浮： SSi! 祠を廢 せんと 欲する の議  . 

, 師曰 はく、 本朝に は聖學 久しく 絶えて、 釋 氏の 說大に 行 はる。 其の 來由 尤も はるか 

にして 非, 一 一 朝 一 夕 之 所以； 匹夫匹婦の いやしき、 Eg 不肖のお ろかなる まで、 各.' 念 怫 
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しょ ラ" やう  一" 

稱 名 をと なへ、 釋迦阿 彌陀の 名 を 知りて 外に 聖人の ある こと を不レ 知、 況 ゃ兒袁 女子 

の 類 は、 地獄 天堂の さたに まど ひ、 哀傷 無常の 說に ちなみ、 或は 禍福 或は 因 衆の 論 を 

尤もと し、 ことん \ く 此の間に 習練す。 今 天下の 土地 人民 ェ 商の 用、 三分の 一 は 寺社 

の 用たり。 是れ 風俗の かかる 處敎 化の 專ら とすべき 處 なりと；： ムへ ども、 聖 學の統 たえ 

てな く、 志の 深 重せ る 大王 宰相な きが ゆ ゑに、 つ ひに 是れ をた だす 事不」 能、 殊に 代 

代の 帝王 各 >釋 氏に 歸依 ありて、 堂塔 伽藍 を 建立 あり、 供 佛施僧 を 以て 大道と なし 玉 

へり。 武將に 至りて 猶ほ然 り。 北條泰 時. 同時 頼、 道に 志 ありて 世の 政務 を 正さん こ 

と を 欲すと い へ ども、 其の 所 X 本 皆佛兒 にして 其の 所レ行 皆小惠 なり。 是れ より 後 天 下 

の 一. 人 大臣 悉く 釋 門に 因りて 道 をき くが ゆ ゑ、 釋 氏の 餘流太 だ 盛に して、 中 ごろ-法 

^3  し 

念 • 日蓮 等 新宗を 立て 天下の 人 を； 捭ひ、 邪說 暴行 云 ふべ からず。 これに 內 りて 聖學日 

に衰 へて、 周 公 • 孔子の 名 を しらず、 五倫 五常の 敎 なし。 これに 便りて 南蠻 耶蘇 卞ハ邪 

法 をのべ、 本朝の 人民 を 害す。 皆 是れ釋 氏の 餘 流に たよれば 也。 たまく 聖學に 志 あ 

るの 輩 も、 亦宋 明の 儒に かすめられ 聖人の 本意 を 失 ふ を 以て、 民 を を さめ 國を 政 す 

る も、 釋 氏に 歸 依す る 人より は 劣れり。 或は 釋氏を きらって 寺 を やぶり 僧を拂 ふに い 


たり、 或は 木佛を やき 銅佛を まく づ して 釋 氏を廢 斥す といへ ども、 本と 聖； 入の 大道 を 

不レ 知、 只 だ 其の 形 斗り を とら へ て 其の 作 1= をな すが ゆ ゑに、 彌.' 聖學 くらく、 人 皆 儒 

(1) 北 塊の 學の 世に ささ はり 人の 苦になる こと を 恐る。 古 も 不レ謂 や、 三武 滅, 僧僧不 レ滅、 一 韓 

^， は? S  < 'ダケに モ ヲ  ケ  一- 

1? 共 ils 摧 レ佛 佛不， 推と 。天下の 帝王 その 成 gl 海に 充 つる 勢 を 以て も、 下の 心不， 服して 只 

主義者  ル ハ  (然)  ザ」 は ひち に 

(こ) 之 だ これ を 滅ぼす こと は不， 叶た めし、 異朝 旣に然 り。 本朝 若しし からん とならば 禍 蕭 

佛骨論 を 作り 1 やう 

^is 牆 の 下にお こりつべし。 是れ皆 聖人の 大敎を 知らず して- 後世 利口の 學者を 信ずる が 

(三) S 根內  (wn ムル ヌ 

卽ち 問お きこ ゆ ゑな り。 されば 我が 夫子 も攻ニ 異端 一は 害なら くの みとの 玉へ り。 若し 釋氏 を棄 てて 

と 

^^^p 悉く 聖 道に 至らし めんと ならば、 能く 蜜 人の 道 を 知りて 其の 用法 を 格 知せば、 數 年の 

MB^^ 間に 寺院 やぶれ 浮： iif 還俗して、 不， 糾 して 釋敎 おの づ から やみ、 不， 毀して 寺院つ ひに 

破壞 すべし。 聖人の 道は必 とする ことなし。 若し 聖人の 道 を不レ 知して、 II の 行 は 如 

レ此、 聖人の 家つ くり は 如 レ此と 形 を 立てば、 儒者の 宅 は 寺院の 如く、 儒 士は僧 沙門の 

てい  (五一 

SLI^^I* 體 になり て、 何のいた しな 十 こ ともなく、 深 衣 を 著しかん むり をいた だき、 記： i 詞章 

出つ  を^んで 世務 日用に 施 十べき なく、 文武 農工 商に 用 ふべき 道な く、 只 だ 出家の ケ犯肉 

(異) 

食し て國の 遊民た るに ことなる ベ か ら ざる 也。 

君 道 六 は 政  四 六 五 
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淫祠の 事、 本朝 は神國 にして， 所々 に ほこら を 立て 神 を 崇め これ を 恭敬」 r るが ゆ ゑ 

に、 民に 詐僞 なく その 風 尤も あっし。 然れば 聖教 久しく ほどこされ 民 其の 化に 及んで- 

fi 後に 人々 神の 非禮を 不レ受 こと をし らば、 淫祠. 0 然 にやむ ベ き 也。 敎化を 施す こと 

少 くして 只 だ 淫祠 を こぼたん とせば、 人民 を 以て 惡 におと し 入る ると 云 ふなる ベ し。 

故に 制 を 立て 法 を まう け、 社 人. 祝 部の 作法 を 正して 神の"^ をます こと、 是れ敎 化の 

ンズレ  ルカ 一 フル 

所， 重 也。 但だ 民間に 近年 取 立てた る 所の ほこら 神事の こと、 是 れ不レ 可レ然 こと 也" 

叉 あり 來れ ると いへ ども、 由來 不二 分明 一 神威 をお そる る 人な き は、 格 物して これ を 

去る ベ し。 必竟 所の つ ひえ 風俗の かかる 所と 云 ふべ し。 
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